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IST遠落1• _•::••.::• . . 
1あみしみゆきの後、その乙/>ほaよJ例ならず惱み渡らせ給ふ。もとよ$あつし 

111すぅちにZの度は物心細く5:ほしめされて年比もおこなaのほい深きをき5い 
，念當^^はし^.しつる程はよ/>づ憚J間ぇ3せ給aて今まておぼしとC乙ほ6つるを、宵 

そのかたic催すにやあらひ「世R久しかるまじき心地なむする」などの*まはせてSるべき 
御心ま.5けどもせさせ給ふ。御子達は春宮をおき奉りて女宮達な〇四所おはしましける。そ 

の巾に藤壺と聞ぇしは先帝の源氏にぞおはしましける。まだ坊と聞ぇさせし時參$合ひて 
高き位北を定ま$給ふべか.CNし人の、取办立てたる御ぅし/>みも坐せず、母方もその^^と 

なく物はかなき更衣ばらicてものし給；3ければ御まじら；3の程も心細げにて、大后の內争 
のかみを參らせ奉$給；3て傍にならぶ人なくもてなし聞t給；：Sなどせしほどicけお3れ 

.て、帝？p御心の中tcいとほしきものには思；5聞ぇ3せ給aながら、おCN£)Sせ給aicしかば 
かaなく 口惜しくて、世の中を怨み^るやうにてうせ給a(cし、その御腹*0女三宮をあま/2 

の•御中Rすぐれて悲しき珞のk思61かLづき聞:^給ふ。その程御年十三四ばかAic.おはす0 
今は土そ：むきすてやまごも-cn急なむ後の世ic/aちとま々て誰を^2のむれげ{Cて物し給よレ 

^ずちむと、唯乙の御事をぅし^め/2\,ぉぼ^なげく。西山なる御寺造$はて\移ろは亡 

:谋跃物賭若菜上 ?es! 
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給はむほどの御Sそぎを'せSせ給ふにをへて、又乙の宮の御7PぎのN；とを.%ほしいをがせ 
給ふ。院の內にやんどなくあぼす御たから物御調度ど％をば更にもいはず，はかなき御遊物 

爻で少し.ゆ^ある限をば唯この御かた^と渡し奉らせ給/ひて、をのつ茗つぎをなむ乙.とみ 

Mたちには、御をうぶん.どもあ办ける。春宮は、か、る御なやみic添へて世ををむかせ給ふ 
べき御心づかひになむときかせ給ひて渡らせ給へう。母女御も添ひ間えさせ給ひて參6給 

へ力。すrれたる御おぼ乏にし戈あらざらしかど、宮のかくて^はします御すくせの限なく 
めでたければ、年比の御物語細やかに拙：え.かはさせ給ひけ宮にもよK：づの事世を保ち給 

はむ御心づかaなど聞え知らせ、給ふ。御年のほどよ-^はいとよくあとなび3せ給CAて、御後 
見ども >此方彼方かろが/Dしからぬなからa:に物し給へば、.：いとうし/)やすく思a聞えさ 

せ給ふ。「乙の世にうらみ殘る乙とも侍らず。女宮達のあま^殘$と*V:-まる行く r&きを思び 
やるなむ3らぬ別Rもほだしな6>ぬベか-CSける。さきざき人のうへに見聞きしにも、女は心 

よ.c\ほか(Cあはあはしく人R^としめらる、すくせあ^なむいと口惜しく悲しき。いづれ 
をも思ふやうなら1;御世には、さまざまにつけて御心とCめておぼし尋ねよ。をの中にうし 

K：みなどあるは3る方にも思ひゆづ$侍-CN。三0.宮なむいはけなきよはCAにて唯|人をた 

のもしきものとならひて、うち捨て、ひ後の世にた^•よasすらへむ乙とsとVうし/>め 
たく悲しぐ侍办Jと、御目おしのごao、聞え知らせ給ふ。女御に7f心うつくしきさまR間 

え吿げ3せ給ふ。3れど母女御の人ようはま3うて時めき給aし比"皆sどみかはし給；3し 
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程*r>御なか^a;.ど^^うるはしかちざ方しがば、^0名殘にてげに今はわざとにくしとはな 
$と务、誠$心と^め^思ひう^^み^爻\ヒは务ぼ5ずもやとぞ推し悬らる、，か*1:。朝夕に 

ゐの御'事を：おぼわ歎ぐ？年慕れ行く重VK、，御惱み誠Rmくななまさらせ給；sてみすのとに 

本出1rs;ぜ猞はず、御もの\けにて時々惱爻せ給ふ乙i吒ありつれど、いとかくうちはへを 
•やみ.なぎさまには，おはしま-3を^つるを、Zの度は猶限攻6と為ぼしめし^办。御位を去ら 

せ給へれ：ど、•：猶をの世1Cた.のみそめ奉、ヶ給ベる人>は今も懷かしくめでy2き御有樣を^ 
ず所に袅ぅ仕うま05給ふか¥:^は.心.をづくし1:,惜み聞ぇ給ふ。六條院ょ6も、御とぶらひ 

采ば裘ばあ-<,みづか)ら名參ガ給ふべきょし聞-.Lめ*Lて院はいとい^く喜び聞ぇ3せ給ふ。 

•中納言の君參$給べるをみすの.內に召、し入れて御物語乙嗦やかな6。「故院の上の今はのき 

ざ^*ic^また御5t言あ$じ中{CZ1の.院の御-Z-と今の內の御乙となひと6わきてのたtaお 
きじを、4ぼやけとな >て.乙とかぎ+あ^ければ丙♦の、心1-せは 

^0あやぎ々に心^かれ奉•る乙ともあ:i>:けむ去思ふをr年頃てとにふれてをの恨み殘し給へ 
:を氣色をなむ漏らし給はぬ。さか;1:き入といへ^身.の上になりぬれば乙，七たが^て 

、，必ず：その^ぐい見え、ftかめ名：乙iな：^いに^へ尨(C多か$ける^ 

•碑心ばへぼ乙>ろぶべか5むとlitの、人多：お4むけ.疑Uけ•るをrつひに 
、など^も心をよせ聞•£給；。：今は^叉な•ベ親'-Lかる^ 

をぐ*には思aな/か^、本性；の^ろか在る^添べセ^の道の間に立ち茸 

一源JS-物語(.若菜上 $ 
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源氏物訝若菜上 

さまにやとて、なかなかよをQ>と^聞克放ふ2る3まにて侍る。內の御事はかの御遺言違 
へず仕う^つ-^あきてしかば•、かく末の世-0あきらけき君としてきし方の御おもてぶせを 

もお乙し給ふ、ほいのごとsと嬉しくなむ。乙の秋の行幸の後、いにしへのことと公添へて 
ゆかしくおほつかなべなITあ.•ぼぇ給ふ。六いめAR聞ゆべき2:とても侍办。必ず自らとicら 

ひものし給ふべきよし催し申し給へ」などうち^ほたれつ、のたまはす。中納言の君、「過ぎ 
侍う(Cけむ力たは，ともかくも思う給へわき雛く恃う。年まか6入6侍6てなほやけicも仕 

うまつ.〇侍るあWた世の中の事を見給へまか6あ6 く程(Cは、大小のこと(Cつけても肉令 

の3るべき物語などのついでにもいkしへのうれはしき事あなてなひなど、うちかすめ巾 
3る、折は侍らずなむ。かくあほやけの御うしろみを仕うまつうさして靜なるmaをかな 

へ•ひと"aとへに籠6居し後は、何事を名知らぬやうにて故院の御ゆゐ.ごん，0事名ぇ仕うま 

つらず、御位に坐しましV世には齡の程も身のうつはものも及ばず、かし乙きかみの人々多 

く^その志をとげて御1:ぜらる、Z:ともなか6き。今かくまつ办ごとを3みて靜におよし 

ます比技；S心のうちをも隔なく、參办うけたまはらまほしきを、Sすがに何となく所せき身 
®.iそほCAR*ておのつ力ら月日を過；^す乙と、なひ折今歎き申し給ふ」など^し給^。二卜 

(t各^た僅衣る：程なれどいとよく整CAすぐしてかたちも盛ににほひていみじく蔺らなる 

を、11.と^め——せ給Sで、忌もて煩はせ給ふ響の御うしろみ泛れを 
令など人知れC•ほしfけ-^。「I息と，，の念占今は住みつかれにfとな年衷 



VI得^Sまに聞きし力いとほしか-C\し^、耳やすき7P0かちさすがに妬く思ふ2.と乙仑あ 
れ」とのたまはする御氣色を、いかにのたまはする^とにかとあやしく思ひ迴らすに、乙の 

姬宮をかくおぼしあつかaてさるべき人あらばあづけて心安く世をも思a離ればやとなむ 

あぼしのたまはすると•おのづから漏-CN聞含給ふたよ-CNあ-CNければ3やうのすぢKやとは 
思aよれどふと心得顔にも何にかはいらへ聞え3せむ⑴「唯はかばかしくも侍らぬ身にはよ 

るべもさぷらひ難くのみなひ」とばか.CN奏しt止みぬ。女房などは脱きて見聞えて、「いとあ 
ぅが/2くも見免給ふかたちようSかな。あなめでた」など集-CSて聞ゆるを、あいしらへるは、 

j「いで3办ともかの院のかばか-CNicあはせし御有樣にはえなずらへき乙え給はざめ6。いと 

I目もあやに乙そ淸らに物し給ひしか」なといa患るふを聞しめして「誠にかれはいとさま異 

|なぅし人ぞかし。今は文をの世にもねび^さ々て光るとは•乙れをい•ふべき(Cやと見ゆるに 
IほaなITいと < 加はぅに^る。うるはしだちてはかばかしきかたに見ればいつくしくあざ 

やかに目も及ばぬ心地するを、又打ち解けてたはぶれごとをもいa亂れ遊べばをのかたic 

つけては似る名のなくあい^やうづ含なつかしくうつくしき乙とのならびなき乙そ世にあ 

1•办がたけれ。何事にもさきの世推€景られて珍らかなる人の有樣な办。宮の內にあひ出てV 

I帝王のかぎ$なく悲しきものicし給；5、3ば，かなてかしづき身にかへておぼし^$しか 

:ど、心のまVにもあごらず；5げして.一一十がうちicは納言{C7Pならずな.CNにきかし。2とつあ 
ま：^てや宰相にて太將かけ給へ'iけひ。をれに、Z.れはいと乙よなく進みicためる次次々？ 
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こ0v#ほ；念，m笑さ名^め3が七.'〇誠にかr*2;^かた.のざえ.心％ちゐな'どはれ^jを.3をs 
劣るまじ■ <;あやま4て^.^ょすげ线ぶ^'^2る数免.いと孫 

0.いと美しげにt.若乂何心な今御有機な方へを見奉か給ふにも、見はやし奉，ジかつは又か穴 

幺ひなちむことをば見隱し敎べ聞えづべ，加らむ人の後安からむにあづけ開えばや」など聞 

え給ふ。？為となしき御乳母^も召:-L出でy御もぎの程§などのたtはするついでに、「上、 
條の^?と <の、式部卿のみ乙の0^めあぼした；てけむやう^乙の宮を預か6てはぐ、まひ 

人もがな。^<人の中にはあ6雛し。阿には中宮3ぶらひ給ふ。次々の女^なとてもいとや 
んごとなき限物せiる、にはかばか:LきうしるみなくてさやうのまUらaいとなかなかな 

一らひ£の權中納言の朝臣の.一入あ力〇る程(C打ちかすめて乙そ心みるべか6け1。若ナれ 

•:どいと<一やうざぐioおas..^たの？pしげな.るAir?:あめるを」と-0/2まはす〇「中納言はも 
UCNいとまめ人にて、年頃もかのわ/25に心をかけて挖かざまに思ひうつろふべく芬# 

ら3Tうけるに、をの思びがなa-て.は、• sic:ゆる.^ 

:な各につけても人：？:ゆかしく.あぼしたる心は絕兗ずも-0せ-3せ給ふなれ。その中(CもやL 

ご.と^-き御願a深ぐて前齋院などをも今に忘れがたく乙を間え給ふなれ」と申す。「"，でを 
のふ6せぬあだけ之そはい^後めたけれ」とはの^まはすれど、げ•にあtたのなか4Cか、づ 

ふひてめざましかるべき思；3.はあ々と戈、猶やがて親ざま.に定めたるにて、彡もや讓6說含 
問えましなど^おぼ心めすべしn「誠(C少しも世づきてあちせむと思はむ女子もたらば司じ 



ぐはかの人のあた办に乙をは、ふればはせまほしけれ。いくばくならぬこの世のあ；5だは5 

ばか6心ゆく有樣にて^をすrs.まほしけれ夕われ女なGば同じはらからなうとも必ずむ 
つびよ々なまし。若か6し時などさなむ^ぼえし。まして女のあざむかれITはいと乙とわら 

eや」との^まは•せて、御心のうち{Cかんの君の御乙とも.おぼレ出でらるべし。乙の御うし 

/>みどものながに、^も為もしき御乳母のせうと左中辨なるかの院の親しき人にて年比比 

うま〇るあ$け乙の宮にも心よせ乙とに1:さぶらへば、參$^るにあ61て物語するつい 

でに「上なむ^かじか御氣色あクて聞え給aしをかの院にを6あらば漏し聞•え3せ給へ。御 
子達は一人あは-u^す乙そは例の乙となれど、Sま.ざ^R-oけて心よせ奉-^、何事koけて 

も御うしるみし給ふ人あるは^のもしげな上を置き奉$て叉眞心(C思；s問え給ふべき 

人7pなければ、あのれは仕うまつるとて名何ばか-^の宮仕にかあらむ。我が心ひとつにしも 

あらてあのづから思の外のZ.と7^おはしまし、かるがるし§聞え^あらむ時にはいかさ^ 

にかは煩しからひ。-御覽ずるiM:にともかくも乙の御事定ヴたらば仕う爻つ5よくなむある 
へき。賢きす^と聞ゆれど女はいとす.くせ定め•が^く^はしますものなれば、よろづicなげ 

かしくかく夥多の御中に取6わき•聞えSせ給ふに〇•けても、人の猜みあべかめるをいかて 
ち办もす焱奉らじ」と語らふに、辨「sかな•るべ^御乙とにかあらむ。腺は怪しきまで御心な 

がく、か-^にても見をめ給へる人は御心とまかたるをも、又し？p深からざAけるを7P、方 
々につけて尋ねと6給,a.つV數多つどへ聞え給へれど、やんごとなくおぼし^るはかぎ公 

•1®氏物8s荞菜上へ I S 



あぅてwと力fなめればそれに2:とよ.^て、かaなげなる住まC4し給ふ方令乙をは多から 
るを、御すくせあ办て若しさやうにおはしますやうもちらば、いみじきAと開ゆとも立ち並 

ジておしたち給ふことは得あらじとこをは推し置らるれど、猶いかてと隙らる、事あ办て 
なひfる。SI NJf t末のf過ぎ—に心もと—、；^のすぢ 

•にてな父fどき—,1が心に4かSと名t—ぎねに——のすさび 

ことに名おぼしのたまはするに、げにおのれらが見奉るRも3なむおはします。かたがたこ 
つけて御かげにPIし給へる人皆その人ならず、立ち下れるきはには物し洽文ねど、限ある2 

又ど—て院の御1益.ぶべ念f具した—は含すめる。をれ^同じi 
はしIばぃかに卒ひた—む」とfふを、乳母又ことのつら 

がしの朝fほのめかし侍とかば、かの—は必•す5けa—4給ひ 
てむ年比の御ほ意かなaてお.ぼしぬべき2:となるを、こなたの御ゆるし誠にありぬべく丈 

傅へ聞えむとなむ申し侍6しを、いかなるべき乙とRかは侍らむ、ほどほどにつけてaとの 
きはきはおほしわきまべつ、、あ6がたき御心ざまk^>のし給ふなれど、たC人fこか、 

MらS思ぶ人たちならびfMとは人Q飽かg乙とにし侍るめ—.めざましtと— 
fらひ、御5しろみ望み給ふ人々は數多ものし給ふめ多。よくあぼしめし定めて乙そよく# 

らめ。限なき人と問ゆれど今の世のやうとては皆ほがらかにあるべかしく、批の中を御 

すくし給aつべきも.おはしますべかめるを、姬宮はあ3ましく覺束なく心名となくのみ見 



I 

はものし給はfむは猶心細るパyは# M3てたる御ぅし 

"はめ^^—しく—る、を、fべき*S以レ 

きNJとも"る，〇こ哥れて气-? ’ む今の化-はすきすきしく亂ぅがはし 

むすめの、今Wけ高—の燈ぁがめられかしづかれし人の 
のtてをふせ影を辱むるたく^る、^^^^ほfぁぎかれて、f親 

Iけtf、親^ら^^Mui:け;:i見ゆれど、—f!にふと打ち聞 

谏氏物語若楽上. 
藝I 
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、源氏物雄，於菜上 S 

'あはつけく心づきなき乙土^:^^みづからの心よう離れてあるべき^ネあらぬを思ふ〇よ 

み外に人(Cも見え宿世の程定められむな.^'、いとか/)がろしく身のもてなしあ^N3まおし 
はからるV乙となるを、怪しく物はかなき心ざまにやと見ゆめる御3まなるを、乙れかれの 

'心にまかせてもてなし間ゆる^0やうなる導の世にも$岀でむ士いと强き乙とな办」など、 
<見捨てまつ-〇給はむのちの世をうしろめたげに思ひ聞えSせ給へれば、いよい1*煩はしく 

iもaあへう。「今すこしものをも思ひ知り給ふ程tで見過r 3むと乙そは年頃念じつる 
を、深きほ意も遂げずなべき心地のするR思CA催されてなむ。かの六條のあとぐはげに 

S6•ともものV心rてうしろ安ぎ方はこよなか.〇なむを、かたが^に數多ものせらるべき 

人々を知るべきにもあらずかし。とてもかくても人の心からな$。のどかにあち居て大かた 
のIn:の^めしと7P、うし/>安夕方は並びなXものせらる、人なCNOSらでよろしかるべき人 

誰.ばか6かはあらむ0兵部卿宮人が>b'はめやすしかし。同じすぢにて乙と人とわきまへおと 
しむ.べき{Cはあらねど、あま々いたくなよびよしめく程(c、ifi:き方おくれて少しか/>びたる 

费えや進みに^らひ。なほさる人はSとたのもしげなくなむある。又大納言の朝臣の家づか 
さのゼむなる、さるかたに名のまめやかなるべき乙とにはあなれどさすがにいかにどや。さ 

.やうにおし^ベ/2るきは、猶めざましくな1/あるべき。昔もかやうなるえらa(cは何事も 
.人(Cことなる^えあるに"rJとよCNて.こそあ.CNけれ。唯；5とへicま/2なく用ゐ〇ばか.CNを、 

贤きことに思；5定めむはsと飽かず口惜し.かるへへきわざ{(:なむ。右衛門督の泛たにわぶな 
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ないしのかみのものせられしをの人ばか.CNなむ、位など今少しものめかしき程こな 
6なば、などかはとも思；3ようぬべきを、.まだ年いと若くむげにか/>び^る程な办。か—志 

.深くてや—ずtv過rしでsたitf思；sあがれる氣色合はSけ——」 
..pこともなく遂には世のがためとなるべき人なれば、行く末もたのもしけれど、猶又この爲 

にと思aはてむにはかぎなぞあるや」と萬におぼし煩ひ/2点。かやうにもあぼしよらぬ姉宫 
逢をばかけても聞え.なやまし給ふ人もなし。怪しぐ內々Rの^まはする御3、めきご^^ 

も0おのづから乙とひ/3ご-cnて心を盡す人々多か々け办〇おほきおとゞも乙の術門督の今 

まで一人のみtて御子窘らずはえじと思へるを、か、る御彥ども出で繁—折こ、 
1うに7PIむけfて召しよせられ—む時、いかばt我が爲定めんぼく tて 

£し力らむとあぼしのたまaて、內恃のかんの君にはかの姉の北の方して嗶/ぉし給ふな 
3けう。よ^、つかぎ6なき言の蕹を盡して奏せSせ御氣色たまはらせ給ふ。兵祁卽丈 

1の北の方—えはづし給；3て聞き給ふらむ所—.C。か—Kとは;^^rし 
知ふにSかどは御心の動かざら〇。限なくおぼしい.られた6。藤大納言は年比院のべ々うこ 

•て親'Lく仕うまつ合て侍aなれにたる^、御山籠合し給ひなむ後、よ々所なく 6fそかるベ 
宮の御5しt穿とよ？かへ——給七へく、11吾—は4ふ 

Uへし權中納言名かiき給否、人づて泛tず3ばttひけさ 
せもへうし御氣色を暴みてしかば、公のづからたようにつけて漏らし膊し召さする事も 

乾：'; 
托九51 

L •ノ 
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あらば、よももてはなれてはあらじかしと心時めきもしつべけれど、女君の今はと打ち解け 

て賴み給へると年比つらき(Cも乙とづけつベか.CSしほどだに、ほかざまの心名なくて過ぐ 
してしを、あやにくに今更に立ちかへ，csicはかにものをや思はせ開えIf。なのめならずやん 

となき方にか、づらaなば、何事も思ふま、ならで左みぎに安からずは、我が身名苦しく乙 
をはあらめ。もとよ6すきずきしからぬ心なれば、思CA^づめつゞ打ち出でねど、さすがこ 

ほ力ざまに>£ま6はて給はひもいかに^-や恐>2:て耳はとま6けう。靡宮にもか、る事ども 
如し召してさしあた办穴る只今のことよ々名後の世の^めしと名なるべき己となるをよく 

あほしめし廻らすべき乙とな6^0人がらよろしとてもたV人はかぎ办あるを、なほ患かお£ 

したつ乙とならばかの六條院に、Jそ親ざま4CMう聞え3せ給はめとなむ、わざとの御せう 
を乙にはあらねど、御氣色あ6けるを、まち聞かせ給ひてもげにさる乙とな$。いとよくあ 

ぼしのたまはせた$といよいよ御心だVせたまaて、まづかの辨してぞかつが〇ぁないつ 

ブへutさせ給aける。Z1の宮の御ことかく^ぼL煩ふさまはSきざきも皆聞き置き給へ 
れば、一心苦しき御事にもあなるかな。さはあ6とも院の御世ののこ^,すくなしとて、乙、こ 

又いくばく立ち後れ奉るべきとてかをの御うしろみの事5:ば受け取6聞えむ。げに次^を 

あやまたぬにて今^ばしの程も殘CNとまるかぎ4あらば、大か^RoけてはいづAの御子 
達をもよをに間き放ち舉るべきicもあらねど、又かくと办わきて間きあき奉々て1;を^殊 

にこをはうしろみ間えめと思ふを、をれだにいと不定なる世の定めな办や」とのたまひて 



“ジ-SCVjVVr^:ベ••於‘.i よ^^^ 返雄,ベ遇 

ミい 

かyるしW—れど行く—くて人が|遂に|やけの御ぅし^^ 

パけ^にて—めれば、それ—4給ふにやぁらむ」などのたiてみ 
ずdJ。る—な—、辨は5ろげの御Sにもあらfかくのfへ 

すがにし—ゆれば、さ 

1Mf—上し ^ 內^ 
ことはょしな！と—をれ—はるf——^SJ;-yKnu 

院の御時に、大后の坊の始の女御にてぃ1いしかどむげi末2參y給T 
It/•の御子の御母女御ro——御はUか 

5けれ0』?“巧一朱雀曾は御心地管乙||$$し』ねば(^^ 
ハ^11。 と—しぃ—、きし方行く itかたげな—で，， 

—、るkつらSはかへ殿の西面に御几帳ょ合はじめて乙、の綾fばまぜ 

■源氏物115若菜上 
$ 

•.•一:•rev.: 



跑％:し:、.“ふ】.二祕•一 •二 

—淑氏物語莳粢上 

させ給はず、もろZ:しの后の飾をあぼしや6て麗しくZ.とごとしく輝くばか6と、のへ3 

せ給へ$。御腰ゆひにはおほきあとゞをかねてよAfiaえ3せ給へ3ければ、Z.とごとしく3> 
はする人kて參$にく、あぼしけれど、院の御事を昔よ$背き巾し給はねば參il。今二 

所の^とV達そのの乙办0上達部などは、わうなき3は4あるもあながちにためらW助ナ 
つ、參6給ふ。樹子達八人殿上人は^更にもいはず、內春宮名殘らず參6つどCAていかめし 

き梅いをぎ•の盤きな^N。院の御事は乙の度Z1そとぢめなれとみかど卷宮を初め奉6て心苦 
しく聞し召しつ、、藏人所をさめどの、からものども多く奉らせ給へう。六條院よ$も卸と 

ぶらひいと乙ちたし。贈物ども人A、の祿尊卷の大臣の御引出物など、かの院よ6ぞ奉らせ 

給Sける。中宮ようも御Sう^：く椭の箱心乙とにてうせさせ給.aて、かのむかしの御rしあ 
げの具故あるさま(C改めくはへてさすがicもとの心ばへもうしなはず、それと見せて、をの 

日の夕つ方奉らせ給ふ。宮の權のすけ、院の殿上{Cも恃ふを御使{Lて、姬莒の御方に參らす 
ベくの^^はせ〇れどか、るMとぞ中{Cあ.〇ける。 

.•「冷しながi日を今につ六ふれば玉のをrしTかみ3びにける」〇院御赀じつけて哀に,, 
ほL出でらる、-Z1とC7Pあ办け办〇あえ名0*けしうはあらじと讓办問え給へる程、げにおも 

だ、：tきかんざしなれば、御返^^P昔のあはれをばさし置きて、 

•「3しつぎRみるもの^名が萬世をつげのをぐしのかみ3ぶるまで」とど喜び圯え給、 
:る。锅心地いと苦しきを念じつ、あぼ'Lお乙•して•この御いそぎはてぬれば三日すぐして遂 
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に御rし—し給ふ。よろしき程の人の上にてだに今はとて—かはるよ悲しげなるひざ 
なれば、ましてsと哀げに御—ぼしまどふ。內侍のかん—は？以給5 

く^ぼしい6たるを乙しらへかね給aて、子を思ふ道はかぎ6あ6け6、かく思ひしみ給へ 

るわかれの堪へ雛く.7Pあるかなとて、御心亂れぬベけれど、あながちに御けうをくにか 

給Sて、山の—よ4めV御S6 rJとの阿—1ら3てほ会くなどf程、乙の 
世を妒れ給ス御作法sみじく悲し。今日は世を思Wすましたる僧達などfこ淚も铎とぐ 

ねば、まして女產女御iそ1かみ—iちて泣きとよ^:ハ 
た> しう、か、らで專づやか—所にやがてfベく益し—けけるほ1かひて^しM 

.?る、も、唯ミの幼き宮にa,か§れてとおぼしの左まホす。內よ々始め管て御とぶらひり 

患け3 sと页f。六條院も少し御心地よろしくと聞暴らせ給？參▲ふ。御々うf 
ひみふな—4同じ.f Iゐの帝とひとしく—6給へれど、—との.太上10t儀 

Uに、！^うけは々給はず。世のもてなし思ひ聞免1などは心乙となれど、殊f—給 

"aて例？とごとしta御S奉名上達部などiベ1f fて— ？ 

^へる。院にはぃみじく待ち悦び間ぇ4給穿、苦し,御心1ぼし？ぅて御對面ぁ办。 
麗しき—衣らず唯あはし—方に—し—ひくはへて入れf給ふ。をケ給へ 

有校見f給含、きし方行くIt くれH—めがたく—意れ文、とみにも 

え登らiはず。「故院に文れ奉色—岂よilfs給へられしかhの 

Isi 
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方の本^深く進み伶6にしを心弱く思う給へてたゆたふ乙とのみ侍6つ、、oaにかく見 

奉6なし侍る爻<あくれ奉らぬる心のぬるSを恥しく思う給へらる、かな。身にとなてli 

乙とにもある兮じく Sう給へ^ち恃るを-^を-^あるを、更にsと忍びが^$乙と多か6ぬ 

べきわざに乙そ侍うけれ」となぐさめが^くおぼした院劣物心ぼをくおぼ3る、に#心 
づょからず打ち泛ほたれ給；50くいにしへ今の御物語Sと弱げに間ぇSせ給ひて、「今日力 

明日かと赀£恃60\roすがに程經ぬるを打ち^ゆみて、深—{5意のはしにてネとけずな 

りなむ乙と、Baおこしてなむ。かくても殘6の齡なくばおこなひの志もかなふ^じけれ 

ど爻づか6にてものどめおきて念怫をだにと思ひ侍る。はかばかしからぬ身にても世にな 
がらふること唯Z:のZ:、ろざしにCAきとぐめらnたると思う給へ知られぬにしもあらぬを 

今兔てつとめなきを乙た-cxをだに安から.ずなひ」とて、おぼし尨含てたるさまなど委しく0 

たまはする序に「女御子たちを數多うち拾て侍りなIT、心苦しき中にも又思a讓る人なきを 
J6わさてうしろ見煩ひ侍る」とてまほにはあらぬ御氣色を心苦しと見舉$給ふ。御心の 

うちに名Sすがにゆかしき御有樣なれば，おぼしすrしが^くて「げにたく人ょりもか、るす 

ぢは、わ^くしざ爻の御後見なきは口错しげなるわざになむ侍りける。麻宫かくて3>はしt 

亡ばSとかし乙き末の世のtうけの君と天の下のたのみ所icあふき111]免さするを"まして 
乙の御事と聞±置かせ給はIPZ1とは、ひとZ.と、してあろそかtcか/)め申し給ふべき(Cは 

寺らねば、31に行く先の事おぼし惱むべきにも侍らねど、げに乙とかぎ6あればおほやけと 



なり給ひ世の政御心にかなふべしとはいひながら、女の御/2めになにばか6のけざやかな 
る御心よせあるべきに*^侍らざ-Csけう。すべての女の御ためにはさまざま誠の御後見とす 

べきものは猶さるべきすぢに契をかはし、ぇさらぬ乙とにはぐ、み聞ゆる御まも6め侍る 
なむ後ス安かるべき乙とに侍るを、なほ患ひてのちの世の御疑殘るべくばよ/)しき(C思し 

選びて忍び1:さるべき御あづかりを定め]1かせ給ふべきにな1;侍る」と葵し給ふ。「さやう 
に思；3よるMJ侍れどをれもか*き乙とに^むあうける。Sにしへのためしを阳き恃るにも 

世を^もつSか$の.みzltcだic人を選びてSるさまのてとを^給へるたぐひ多からけり。 
ましてかく今はとこの世を離る、きはにて乙とごとしく思ふべきにもあらねど"又^かす 

つる中にも猞てがたき乙とあ-cnてさまざ1wに思；3煩a侍る程に病ばtfi:うゆく◦叉とりかへ 
すべきにもあらぬ月日の過ぎ行けば、心あわ/2<しくなひ。か*はらいたきゆづりなれど乙 

のSはけな^一;內親王CAと^^と$わきてはみ^ぼしてSるべきよすがをrP御心に^ぼし 
定めて預け給へと聞兗爻ほしきを、權中納などのaとら物しつる程に進みよるべく rJそあ 

$けれ。おほいまうちぎみ4<:せんせられてねたく赀±侍る」と間兗給ふ。「中納言の朝臣まめ 
やかなる方は、いとよく仕うまつ-Oxぬべく侍るを何^も爻だ淺く1:たど6少く rJそ恃らめ、 

か^じけなくとも深き心に1:後見問ぇSせ侍ら1;に、おはします御かげに變りてはおぼ5 
れしを、唯行く先短くて仕う^つ45す乙とや侍らむと-疑はしき方のみな1;心苦しく侍る 

べき」とうけ；3き中し給aつ0夜に入.〇ぬればあるじの院方もまらうどの上達部達も、皆御 

淑氏物鈕荞楽上 六01 
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前にて御ある-1:の乙と、Sうじものicてうるはしからずなまめかしくせさせ給へ6。院の御 
前にせんかうのかけばんに御鉢など昔に變6て參るを人々淚おしのごa給ふ。哀なるすぢ 

の乙とCもあれどうるSければかくず。夜ふけてかへ6給ふ。祿どもつぎつぎに賜ふ。別常 
大納言も御送に參$給ふ。あるじの院は、今日0-馨に$と<御風くは、りてかき亂6惱まし 

くおぼSるれどこの宫の御事111]え定めつるを心安くあぼしけ六.條院はなま心苦しう3 
噠ざまおぼし亂る。紫の上毛か、る御定めなどかねてもほのぎ、給ひけれど、3し7Pあら 

じ、前齋院を毛ねんごろk聞免給ふやうな办しかど、わざともあぼし遂げずなりにしをなど 
おぼして、r&る乙とやあるとtpと；3聞t給はず何心tpなくてあはするにSとほしくぐ」の^ 

をいかにあぼさむ"我が心は〇ゆも變るまじく、3る乙ふあらむにつけてはなかなかいと< 
深s Mそ^3らめ"見定め鈴はざらむ程sかR思ひ疑ひ給はむなど安からずおぼroる。今の 

年比とな^Nてはましてか^みにへだて聞え給ふrJとなく、あはれなる御中なれば、^ばし心 
に隔て殘し/2るて^あらひもsぶせきを、をの夜は打ち休みてあかし給CAつ。又の日雲打ち 

降6空の氣色も物哀に過ぎにし方行く先の御物語聞t-かはし給ふ。「院の^のもしげなくな 
6給aに^る御とぶら；3に參6て哀なる事どものあぅつるかな。女三の宮の御乙とをいと 

捨てが^げにおぼして^か^かなむの72まはせつけしかば、心苦しくて得問えSなびずな 
6icしを、tとごとし.く2:人はsひなSむかし。今はさやうの乙ともうひうaしくすさまじ 

く思aなりにたれば、人づてに氣色ばませ給aしには、とかく逝れ問えしを、對而のつsで 



1 
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1C心ふかきさまなるミとvもをの/2ま；s;つ-\rけしには、えすくずくしくもかへさa中^で 

なむ。深き御山ずみ^ぅ0^ひ給はむ程に乙そは、わ穴し奉らめ0あぢきなくや思3るべき。 

Sみじき乙とあ-^ともさだめある世に變る乙とは11^ある^じき5:、心なあき給61そよ0か 

の御ため乙そ心苦しからめ。をれもかyaはならず兑てなしてむ。たれもたれものどかにて過 

ぐし給は <」など間泛給ふ。は，かなき御すSびごとをだにめざましきものにおぼして心安か 

らぬ御心ざまなれば、いか.^あぼ5むとおぼすに、いと0れなくて「哀なる御ゆづりに乙を 

はあなれ乙、にはいかな.-S心を®き奉るべきkか。めざましくかくてはなど咎めらるまじ 

くは心安く.-1:も侍6なITを、Iかの母女御の御か^3まにて名踩からずおぼしかずまへて〇 

や」と，；：3げし給ふを、かぅ打ち解け鈴ふ御ゆるし名いかなればとラしろめ/aくこそ 

あれ。誠はSだにあぼし許して我れも人も心得てなだらかにもてなし過rし給はC、いよい 

よあはれになむaが乙と閗免などせむ。人の乙と間き入れ省ふな。すべて#0人のくちとい 

ふものなむ、^がsa出づる乙と、もなく、為のづから人のなから2など打ちほ、ゆがみ思 

はずなる事出でくるものなめるを、心；5とつに泛づめてあ.CNSまに^/2がふなひよき。まだ 

きに騷ぎてあいなき物恨みし給ふな」といとよくをしへ聞え給ふ。心の5ちにも、かく空よ 

6出で來^*るやうなることにてのがれ給ふか/2なきをRくげにも問えなS!:。我が >ひこ 
^:6給a諫むるrJと^-ilDl給ふべきおのがどちの心よ6あ乙れる懸想Rもあらず、せかる 

べき方なきものからをこがましく思6iむすぼ、る、さま世の人icもり間えじ、式部卿®の 

说氏物語若菜上 
S 
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大北の方常(CうけはしげなるZ:と < 7^をの/ala出てつ、、あ^きなき大將の御^と((:て 
Sへ怪しくfFC^をねみ給ふなる^}、一かやうに阳きて、いか1Cいちじるく思aあはせ給liひな 

ど、feいらか^る人の御>oといへどいかでかばか^か6のくま&なからひ0个ばさ6ともと 

のみ我が身を思ひあが6うらなくて過しける11!の人笑へならむ乙とを^*には恐ひつ<け 
給へど、いとおsらかにのみもてなし給へ$。』年もかへ$ぬ。朱雀院Rは、姬宮六條院にう 

つ^ひ給はむ御sそぎをし給ふ。聞ぇ給ひつ，る人<、sと口惜しくおぼしなげく。內にも御心 
ばへあ6て聞ぇ給ひける程(!:、か、る御定めを問し召しておぼしとま6にけう。さるは今年 

ぞ四十ぢにな6給；3ければ、御贺のZ:とあほやけにも聞し召し過rsず、世の巾のいとなみ 
•{Cてかねてよ6.響くを、Mとのわづら；3多く、嚴めしきさは昔よ〇好み給はぬ御心にて恃か 

へSひ申し給ふ。正月廿三日子の日なるに左大將殿の北の方若菜^ゐう給ふ。かねて氣色も 

漏し給はでSとい为く忍びておぼし設け^〇ければ俄{(:て得諫め返し間ぇ給はず。忍び/2 
れど3ばか$の御いきほaなれば、渡6給ふ儀式などいとavき乙となう0南のおとVの西 

のはなちいでにおましよをふ。屛風かべしろよ6始め新しく拂ひ皂つらはれた$。1しくい 

しなどは建てず御地敷四十枚御^とね脇Sなどすべてをの御具どもいと淸らにせさせ給へ 
5。螺細の御厨子二よろ；5に御衣箱四つす焱て、夏冬の御さう柬rかうごX藥の筘、御砚、ゆす 

るつき、か、げの筘などやうのもの、うちうちきよらを盡し給へ^,。御かざしの莶にはぢん 

患^んシ作珍Lき^やめV盡し、同1:きかねを^^づかび次したる心ばへあ6今めか 



,.,r.•乂乂 •.レ..*ふ:伸二 二 

しくか/1の君物のみやび深くかどめき給べる人Rてめなれぬに^なし給へ$0大か 
たの乙とをば殊2Iic事々しからぬ程な人々參6など泛給ひてお^しに出で給ふとてか 

んの君^锸對而あ6。御心のうちには古おぼし出づる乙ともざまざまな6けひかし。いと若 
く淸らicてかく御贺などSふrJとは；3がか^へにやと覺ゆるさまのなまめかしく人の > や 

げなくおはしますを、珍しく年月へだて、見奉$給ふはいと恥しけれど猶けざやかなるへ 
だてもなくて御物語11Bぇかはし給ふ。幼き君名いと美しくて物し給ふ。か/1の君は打ち_き 

てネ御^:ぜられじとのた^ひけるを大將のか、る序にだに御覽ぜSせむとて、二人同じや 

うに振分髮の何心なき直衣姿どもにておはす。「過rるよはCAもみづからの心には乙と(C思 
ひ咎められず、唯昔ながらの若々しき有樣にて改むる'-Z:ともなきを、か、る末々のもよほし 

になむなまはしたなきまで思ひ知らる、折名侍6ける。中納言のいつしかと設けたなるを 
うとうとしく思；3隔て、tだ見せずかし。人よ$殊に數ベと6ける今日の子の日乙を猶う 

れたけれ。先ばしは老を忘れて？P侍るべきを」と聞ぇ/2まふ。かんの君もいとよくねびまさ 

6.も0ものしきけSへ添aて見るかaあるSまし給へ^CN。 
「若mさすのベの小.^をaき〇れてもとの岩极をいのる今日かな」とせめてあとなび坩 

え給ふ。沈の折敷四つして御若菜3まばかりまゐれ办0御かはらけ取う給CAて、 
「小松原すAのよはひにaかれてや野べのわかなも年をつ〇べき」•など聞えかはし給ひ 

て上速-^あま/2南の廂kつき給ふ。式部卿宮は參6にく、おぼしけれど、御せうを2:ちうけ 

源氏物55苦荥上 六〕*! 
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石にかく親1'き御なからひにて心あるやうならむ珞びんなくて日为けてゼ渡6給へる0大 
將のし^6顔にてか、る御なからひRうけばうVものし給ふも、げに心やましげなるわざ 

. なめれど御ラまごの君速はSづか/2につけてもお6立ちてざふやくしたtふ。乙ものよそ 
ぇだ、を^Naづも.のよをぢ中納言をはじめ奉$て3るべきかぎ6とり續け給へ御かはら 

けくだ$若菜の御?i參4。御前{Cば沈のかけはん四つおほんつきどもなつかしく今めきた 
る程^-せられ/2$。朱雀院の御藥の乙と猶たひらぎはて給はぬによ6樂人などは召さず。御 

笛などおほき公とVのをの方ばと >のへ給ひて、世の中に乙の.御贺よ6又珍しく淸らを盡 
すべきZ.とあらじとのた爻ひて勝れ/2るねのかぎ〇をかねてよ6办ぼし設けた6ければ忍 

びやかic御遊あう。と$ど4に奉る中に和琴はかの^とゞの第一に秘し給ひける御琴なり。 
Sる7pの、上手の心を留めて；5き鳴らし給へるねいとならびなきを、乙とひとは後き/2て 

にく、し給へば、右術lilJ督のかたくSなぶるをせめ給へば、げにSとおもしろくをSをr&劣 
るまじくCAく。何事も上手のつぎといびながらかくしも得つがぬわざeかしと心にく、哀 

に人々おぼす。しらべに從ひてあとある手どネ定寸れるもろ乙しのつ^へどもはなかなか 
尋ね知るべき方あちはなるを、心にまかせて唯掻き合せたるすが、きに、萬の物の音と、の 

•へられ/2るは、たへ•におもし/Dく怪しきまでaゞく〇父おとvは乙とのを^いとゆるには办 
てsたうくだして調べIfigi多く合せて^掻きならし給ふ。Z-れはいとわら、かにのぼるね 

: のなつかしぐ愛敬づきたるを、いとかうしもは聞.ぇV06しをと御子達も驚き給ふ。琴は兵部 



•卿宮.；5夕給ふ。乙の御琴は贫陽殿の御物に1:代々に第一の名ありし御琴を故院の末つ方一 
品宮好み給ふ2.とにて^まは6給へ6けるを、tの折の淸らを盡し給はirとするためおと 

iの中し給は$給へる御つたへ〇穴へをおぼすに、いと哀に昔の乙とも戀し.くおぼし出で 
‘らる。御子も表a泣きぇ留め給はず。御氣色と$給aてきんは御前にゆづ^SP3ぇさせ給ふ。 

物の哀にぇ過し給はで珍し：きもの一つばか6aき給ふに乙とごとしかちねど限なくちもし 
ろき夜の御遊な6:csうがの人々みはしに召してすぐれたる^のかぎ6出してかべ.Os聲に 

な^。夜の更け行く爻、に物の^らべどもな•つかしぐ變6て•靑柳遊び給ふ程げにねぐらの 
:较您きぬべくいみじく^も*LろしDねたくしごとのさま(C志なし給aて祿などいとさやう 

ざくに設けられたAけ曉{Cかんの君かへう給ふ、御贈物などありけ-^「かう世を捨つる 

やうに，て明し莊すほどに年月のゆくへも知らず顔なるをかう數へ知らせ給へ6けるにつけ 
ては心ぼ2-、ベなむ。時々は老いやまSると見給aくらべょかし。かくふるめかしき身の所せ 

き(C、Bふに從CAて^sめ^きもいとn惜しくなむ」など問免給CAて哀Rもをかしくも思a 

;いで開-t-給ふiなきにしもあらねば、^.かなかほのかにかく急ぎ渡々給ふを、s上飽かず口 
惜しくぞおぼされける。かん.の君も誠の親をば，-Sるべ：き契ばか{R思ひ聞え給ひて、ありが 

たく乙爻ゃかなぅ.し御心ば：へを、年月にをへてかく世に住趴はて給ふにっけて兑ぉ/>かな 
らずMa即え給aけかくて二月の十餘日に朱雀院の姬宮六條院に渡$給ふ。乙の院にも• 

御心まうけ.世の常.ならず葙菜參ガし西の放ちいでに御帳たてく、其方の一二の對渡殿かけ 

IR1 I上：； •： ': . 
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て女房の〇ぼねまで乙まかに患'つら；3磨かせ給へ6。內に參4給ふ人の作法をまねびてか 
の院よみも御調度などは乙ばる。渡り給ふ儀式いへばillな6、御送に上達部など數多參6給 

ふ。かのけいし望み給aし大納言も安からず思aながら3ぶらa給ふ。御事よせたる所ic院 
わた6給ひておろし奉う給ふほどなども例Rは違；sたる事どもなみ。たC人に.Aはすれば 

蒗の事かぎ6あうてうちま£)6にも似ず。婿の大君といはむにも、乙と/2がへて珍しき御中 
のあはひどもになむ。三日が程はかの院よ6もあるじの院方よ6も厳めしく珍しきみやび 

を盡し給ふ。對の上もことtc觸れてたV4Cも3>ぼされぬ世の有樣なげRか、るにつけ1; 
もこよなく人R劣6けたる、乙ともある嗦じけれど、又ならぶ人なくならCA給；3て華やか 

にあひSき遠くあなづうにくきけは；5にてうつろひ給へるに、なまはし72なくおぼ3るれ 
どつれなくのみもてなして、御わ/2うのほどもも/)心にはかなきことも^sで給aていと 

らうたげなる御有槪をいとゞありがたしと思ひ開ぇ給ふ。姬{呂はげにまだいとちひさくか 
たな6(cおはする內にもいといはけなき御M色してひたみちに若び給へう。かの紫のゆか 

6尋ねとへりしを¢5:ほし出づをに、かれはざれていふかaあ6しを、乙れはいといは 
けなくのみ見1給へば、よかめ-C\、Rくげ(c^したち/2る乙となどはあるまじかめ-CNと^ぼ 

すものから、いとあ^$物のはぇなき御さまかなと見舉6給ふ。三日が程は夜がれなく渡$ 

給ふを、年比さもならCA給はぬ心地に忍ぶれどなほ物哀な^N。御ぞどもなどSよSよたきし 
めさせ給ふものから打ち眺めてものし給ふ氣色Sみじくらうたげにをかし。などて萬の事 



-%* ゞv:ぐ，' 〆そ.-••••ツ。55^5^ 

あ^とも又人をばならベて見るべき？:、あだあだしく心弱くな$きにける我がを乙たりに 

力>るMとも出でぐるどかし、若けれど中納言をばえおぼしかけずな6ぬめ6しをと、われ 

ながらつらくおぼし績けらる、に淚rまれて「今夜ばか$は乙とわりと許し給aてむな〇乙 

fよりのちのと7¢えあらむ乙を身ながらも心づきなかるべけれ。又さりと-1:.かの院に祀ノ 

召さひ乙とよ」と思a亂れ給べる御心のうち苦しげ^j:ク。少しほ、^みて「みづからの御6 

ながらたに得定め給ふまじかなるをましてことめらもなに名何處にとまるべきにか£、い 

ふかaなげにと办なし給へる、恥しう3へ覺え給ひてつらづ焱をつきてよりムし給へれ文、 
御砚を引きよせて、 

「めに近くうつればかはる世の中を行くす3Lほくたのみけるかな」。ふることなど;さ 

「命乙そたゆと达絕えめさだめなき世のつねな >らぬ中のちぎ6を」。とみにも得渡り給丈 
ぬを「Sとかたはらいたきわざかな」とそ、のかし聞え給へばなよ、かにをかしき程にえな 

らず匂aて渡办給ふを見出し給ふも.いとたはあらずかし。年比さもやあらむと思ひし 
乙と—、今はとfはなれ給ひで、繁ばかうにfはと打ち解けゆく末に、あ$ 

あ：^て力く世のき、み、克なのめならぬ事の,ffiできぬるよ。思ひ定むべき1H:の有機に名あ 

;ざ办けれは>よ^後もうし^めたうぞおぼしな^ぬる。S乙^つれなくまぎらはし給へ 
ど*3ふらふ人々7想はず7/る，1H:な^,々、#多彳のし給ふやうなれど何方名皆乙なたの御け 

•ie-is:物*®若菜41. _ 
六0九 
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太ひM太かf f IにV過Cし給•へば— 41く—ら1れ、>した4 

有fけ袞支重—し、又！ 4はか！：；;と、tap?" 

•らねことのあらむ折々、必ず煩はしき寧ども出できなむかしなどおのJJネbis “づ、 
デかしげ— f見知らaやう4 sとけはaをかしく物雪どし多_ 

f—又溶IらずsひSた1にくしと—して「力く ^力れ數1物 
し令ふめ1ど御らにかなSて今めかしくすぐれ穴1はに—ら•ずと"めなれてUうざう 
いた办っるに、この宮のかくf給へる！めやすけれ。猶わら！いろ”う、？： 

こやあMH我れもむつびf—ほし—、あいなくへだてtiに人“ 
yとすらむ。ひとしき程劣んiなど思ふ人？—差らず其たつHのつr - 

出て來る-Qfqf心苦し4乙と—ればいかで心おかれfaと p 中務中將の—どやうの入々め1つ、「あ1锅晋言 

いふべ；!。—穴ゞ1吉つかひならし給ひし人ど—れ羞比は乙の^：^U 
いび'て皆心ょせfたる—力。乙と御方々ょ4いかに.—す1メと^^ “11W 

たる人々——tIIひけてとぶらひ聞蠢tある力 ！ 
むしけれ、f t Sと—!？I」か—7^は.田f 

どLす。t灰しiひねも例なら•ず人—めむと心の苦、Sして入 

ば、^^す—.ね-^れど、實にかた.はら寂t.よなょな•へにけるも猶1泛虬す妒 



どかの須磨の御別の折をおぼし出づれば、今はとかけはなれ給aても、唯同じ世のうちに聞 
き舉らましかばと我が身までの乙とはうち置きあ^らしく悲しか-^し有樣どかし。さてを 

のまぎれ1C我も人も命滿へずな6なましかばいふかaあらまし世かはとおぼしなほす。風 
打ち吹き^る夜のけは；3冷やか(*cてふとも寢入られ給はWを近く5ぶらふ人々怪しとや間 

かDとうちもみじろぎ給はぬも猶Sと苦しげな6。夜深きとりの聲の聞t/2るも物哀な 

わざとつらしと{Cはあらねどかやうに思a亂れ給ふけにや、かの御夢に見え給aければ、打 
ち驚き給ひていかにと心騷がし給ふにとうのね待ち出て給へれぼ、夜ふかきも知らずがほ 

に急ぎ出で給ふ。sとsはけなき御有機なれば乳母たち近く侍aけ妻戶押し開けて出て 
給ふを見舉うおくる。明けくれの空に雪の光見えておぼつかなし。名殘まてとまれる御にほ 

ひ、やみはあやなしとaとりごたる。雪は所々消え殘办犮るがいと白き底のふとけぢめ見t 
わかれぬ程なるに、猶殘れる雪と忍びやかに口ずさみ給aつ、、御格子打ち叩き給ふも久し 

くか、る乙となか办つるならaに、人令もをらねをしつ、や、またせ奉合llaきあげたう。 
「乙ょなく久しか-^〇る身もaえIcii-るは、お^聞ゆる心のおろかならぬにZ-をあめれ。S 

るは罪もなしや」とて御eaきや6などし給ふに、少しぬれ*る御aとへの釉をひき隱し 
て、うらもなくな〇かしきものから打ち解itては^あらぬ润用rsなといと油しげにを力し 

限なき人と開ゆれどか^かめる世をとおぼしくらべらる。萬いにしへの乙とkおぼし出で 

•つ、、解け雛令御氣色を恨み聞え給aてをの日は暮し給へれば、えわた$給はで寢殿には御 

源氏物鈕若澇上六二 



.せうを乙をe問え給ふ。今朝の雪に心地あやまうてSとなやましく像れ：tf心やすき方に^ 
めらひ恃5とあり。御めのと^聞え3せ侍うぬとばか办乙とばに聞免/2公。殊なるZ.となの 

，返6やとおぼす〇院に問し召slrNJともsとほし•乙の頃ばか6つ*<ろはむと^ぼせど、 

えさもあらぬを、さは思aレ乙とeかしあな苦しとみづから思aoC付給ふ。女君も思CAや 
6なき御心かなと苦しがり給ふ。今朝は例のやうic大殿額6起きさせ給CAて宫*0御方に御 

丈餐れたまふ。殊に恥しげもなき御Sまなれど御筆などひきつく/)ひ'1:泛/>き紙に、 
「中みちをへだつる程は^:.けれども心み^る、けさの泡ゆき」。梅につけ給へ6。人めし 

て「而の波殿ょ6漭らせょ」とのたまふ。やがて見出して端近く坐します。白き御どどもを翁 
給-CAて花をまさ給aつ。友まつ雲のほのかic殘れる上(c打ち散$をふ空をながめ給へ 

40您の若やかに近き紅梅の末にうち鳴き/aるを、秈乙そ匂へと花をひきIIして御簾押し上 

げて眺め給へるさ^"#にもか、る人の親にてmき位と見え給はず"若うなまめかしき御さ 
まな6。御返-〇,少し程經る心地すれば入$給aて女君に花を見せ奉6給ふ。「花といは <か 

く乙を匂はましけれな。樱にうつしては^ち々ばか6も心わく方なくやあらまし」などのた 
'tふ。「乙れも數多にうつろはぬ程目とまるにやあらむ。花の盛(Cならべて見ばや」などの穴 

tふに•御かへ々あう。紅の薄葉にあざやかに押し包まれたるを、胸つぶ-n-c御手のいと若 
きを志ばし見せ奉らであらばや、隔つとはなけれどあはあはしきやうなら1;は、人のほどか 

たじけなしとなぼすに、ひき隱し給はひも心おき給ふべければ、か/2をばひろげ給へるを、 



皂6目it見お乙せ1:添aふし給へ6。 

「はかなくてうはのそらにぞ消えぬべき風に/2<ょふ赛のあわ雪」。御手げにいと若く幼 
げ方Sばか6.の程にな6ぬる人はいとかくはおはせぬものをと目とまれど見ぬやうに. 

紛はして止み給ひぬ。乙と人の上ならばSこをあれなどは忍びて間え給ふべけれど、いとほ 

しくて、「唯心安くを思aなし給へ」とのみ印え給ふ。今日は宫の御方に遨わ穴6給ふ。心乙 
とに打ちけSうし給へる御有樣今見奉る女房などはまして見るかCAありと思ひ問ゆらむか 

し。御乳母などやうのおaしらへる人 <、ぞ、s<やZ.の御有樣一所乙をめで^けれ、めざま 
しきMとはあ-CNなむかしと"打ちまぜて思ふ名あ-CSけ.〇。女宫はいとらう^げに幼きに 

て御患つら；5などの乙とごとしくょだけて麗しきにみづからは何心もなく物はかなき御稗 
にて、Sと御eがちicみ名なくあ^かな乙とに恥；0などもし給はず唯ちごのあ7Pぎら；3 

せぬ心地して心やすく美しき3まし給へ6。院のみかどは雄々しくすくょかなる方の御ざ 
えなど乙そ心得なく坐し受すと世人思wyaめれ。をかしきす^な^めきゆ^ゆ^しき方は 

人にま36給へるを、などてかくおいらかR•おほし.^て給aけむ。さるはいと御心留め給へ 

るみ乙と聞きしをと思ふ7Pなまくちをしけれどにくからず見奉り給ふ。嘴11}]え給ふま、に 

なよなよと靡き給ひて御Sらへなどをも覺.±給ひける乙とはいはけな4打ちのた^ひ出で 
、"えみはな/2ず見え給ふ。昔の心ならましかばう^1:心おとうせましを今は世の中を赀S 

まざtに思61なだらめて、とある达か、る7Pきは離る、乙とはかたきものな$けう、と6ど 

瓶氏物gull我菜上 
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-CNic乙をお5うはあ办けれ、ょをの思aはいとあらまほしき程なうかしとおぼすに、31な 

らびめかnず見奉り給へる年比ょ^^對の上の御あ$さまぞ猶あ6がy2くわれながらもあ 

ほしたてけらとおぼす。一夜のほどあしたのまも戀しく赍束なくいとくしき御志のまさる 
を、などかく赍ゆらむとゆ、しき唛でなむ。院のみかどは月のうちにみ券にう〇ろひ給ひ 

¢0乙の^に哀なる御せうそZ.ども問え給ふ。姬宮の御Z.とはEな6、煩はしく.い力に份く 
听やなど憚6給ふ事なくてともかくも唯御心にかけてもてなし給ふべく2:'穴び穴び111]え給 

ひける。されど哀にうしろめ^く幼く公はするを思aIH]え給aけ办。紫の上にも飼せうをZ: 
Z-とicあ60「幼き人の心なきさまIC1:うつ^aものすら1;を、罪なくおぼし許し1:後)ir 

へ尋ね給ふべき故もやあらむとぞ。 . 
をIfきにし乙の低にのこる心乙をsる山みちのほだしな6けれ。やみをえはるけで出 

少るもをmがtしくや」とあ^^とゞも見給aて、「哀なる御せうそこをかしこまりOH之給 
へ」とて御使にも女房してかはらけ5し出$せ給ひて袤ひ5せ給ふ。御返6はいか<など即 

えRく、おぼし^れど乙とごとしく^7Pし/Dかるべき折のZ:と/Xらねば、唯心をのへ〆」 
「背く比のうしろめたくはさ$が^きほだしを患ひてかけな離れを」などやうに^あめ 

りし。女のさうmに細長添へ1:かづけ給ふ。御手などのいとめでたきを院御覽じて何事も恥 
しげなめるあ^6(c、いはけなくて見え給ふらむ2いと心苦しうおぼし^6。今はとて女御 

更衣達などあのがじ、別れ給ふも哀なる乙となむ多かうける。ないしのかんの茜は故き3 



Sの宮の^はしまし上一條の宮にぞ住み給ふ。姬宫の御事を置きてはrJの御事をなむ顧み 

がち(CみかどもSほし/26ける。尼kなゲなむとおぼしたれどか、るきほaには淼ふやう 

R心あわたVしと諫め給びて、やうやう佛の御事など急がせ給ふ。六條のおとVは哀に傰か 

ずのみおぼし1:やみにし御あたりなれば年比も.忘れが/2くいかならITを6に對而あらむ" 

今一度あa見てをの世の事も閗えまほしくのみあぼし渡るtか^みic世のき、33:名憚4給 
ふべき身の程に、いとほしげな6し世のさわぎなどもおぼし出でらるれば黹につ、み過ぐ 

し給aけるを、かうのどやかにな6給aて世の中を思；3皂づ給ふらむM/)ほびの御有 
檨、いよいよゆかしく心もとなければあるまじき乙と、はお•ほしながら大か^の御とぶら 

aに乙とつけて哀なるさ^に常に間t給ふ。若々しかるべき御あはaならねば御返$も時 

冷につけて間えかはし給ふ。昔よ々は乙よなくうち具し整ひはてに^る御けはひを見給ふ 

にも猶忍びがたくて、昔の中納言の君*0もとにも心深きZ1とCもを常にの^まふ。かの人の 

せうとなる和泉の3きの守を召しよせて若々しくいにしへRかへうて語らひ給ふ。「人づて 
•なら<物rしに聞t^ら•すべきrJとなむある。3みぬべく聞免なびかしていみじく忍びて 

參らむ。今は3やうのあ$きも所せき身のほどにおぼろげならず忍ぶべき乙となれば、そこ 

にも又人にはもらし給はじと思ふにかたみにうしろ安くなむ」との給ふ。かんの君「いでや 
世の中を思a知るRつけて名昔よ$つらき御心を•>」、ら思ひつめつる年ごる•のはてに、哀 

に悲しき御事をさし置きてSかなる昔語を■か聞えむ。實に人は漏6聞かぬやうあ^Nとも心 

诹氏物S5苦菜上 
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のとはむこをSと恥しかるべけれ」と打ち歎き給ひつ、猶更にある嗦じざ•よしをのみ問ゆ。 
sにしへわ办なか合し世にだに心かはし給はぬ乙と1Cしもあらざりしを/wic背き給a a 

る御*めうし/>め/2きやうにはあれど、あらざ6し乙とにもあらねば今しもけざやかにき 
よまは^=\て立ち(Cし我が名今さらに取-cs返し給ふべきicやとおぼし^ZLして、nJの^のた 

の森を道の患るベ(Lてまうで給ふ。女君にば「東の院にものする常陸の君の日比烦al:久し 
くな6にけるを物騒しきまぎれにとぶらはねば$とほしくてな〇。斑などけざやかに心^ 

らむもびんなきを夜の間に忍びてとなむ思；3侍る。人にもかくとも知らせじ」と11Hえ給ひて 

sとsたく心けさうし給ふを例は§しも見免ぬあたりを、あやしと見給aて思CAあはせ給 
ふ乙ともあれど、姬宮の御事の後は何事もSと過ぎぬる方のや-5にはあらず、少し隔つる心 

添aて見知らぬやうにておはす。をの日は寢殿へも渡り給はで御文書きかはし給ふ。^きも 

のなどに心を入れて^し給ふ。よa過してむつまじき人の限四五人ばか6網代¥のむかし 
覺えてやつれたるにて出で給ふ。和泉の守して御せうをZ.間え給ふ。かく渡$おはしました 

るよしs Vめき問ゆれば、驚き給ひて怪しくはSかやうに!1}]るにかと〇つが6給へど 
をかしやかにて返し舉らtrにいとびんなう侍らひと1:、あながちに思ひめ.ぐらして入れ私 

る。御とぶら；5など聞え給Wて「唯乙、もとに物ごしにても、]IIに昔のあるまじき心などは 

殘らずな6にけるを」と、わ6なく即え給へばsたくなげくなげくゐHi出で給へされ 

忒よ猶けぢかさはとかつおぼさる"か^みにおぼ/>げならぬ御みじ/>きなればあはれも少 



からず。ひんがしの對なりけ辰巳のかたの1111にすA奉6てみ.さうじの乏6はかためたれ 
ば「sと若やかなる心地tするかな。年月0つも6をも紛れなく數べらる、心ならaに、か 

くおぼめかしきはいみ-Cう〇らく乙そ」と恨み間え給ふ。夜sたく更け行く。.玉藻1C遊ぶI 
しの聲々などあはれR問えて、患め玄めと人め少なき宮の內の有様に3も移6行く世かな 

と^ほしつでくるに平仲がまね^らねど誠に淚毛/Dになむ。昔R變6ておとなおとなしく 

は聞え給ふ劣のから、乙nをかくてやとaき動かし給ふ。 
'「年月をなかにへだてV逢坂のSもせきがたくあつるなみだか」。女、' 

ノ「淚のみせきとめがたき^みづにて行き逄ふ道ははやく絕え(Cき」などかけはなれ1511之 
給へど、Sにしへをおぼし出づるも誰により多うは^るSみじき乙ともあ合し世の3わぎ 

どと思a出で給ふに"實に今一度の對而はありもすベか6付6とお•ほしよわるも•もとよう 
づしやかなる所はおはせざ6し人の、年比はさ噯ざまに111:の中を思ひ知う、きし方をくやし 

くおほやけわたくしの乙とに觸れつV數もなく5:ほし集めて、いといたく過し給aにたれ 
ど、昔锻えたる御對面にをの世の事も遠からぬ心地して得心づよくもてなし給はず。猶らう 

らうしく若うなつかしくて一方ならぬ世の〇、ましさをも哀れをも思a亂れて歎きがち(C 

てものし給ふ氣色など、今始めたらむよ6も珍しく哀にて朋け行くもいと口惜しくて出で 
給はむ空4なし。潮ぼらけのたてならぬ空に百千鳥の聲もsとうらVかな6。花は皆散り過 

•ぎて名殘かすめる梢の淺綠なる乙だち、也口藤の宴し給；sし乙の頃の乙とならけむかしとお 

\ 源氏物鼯竹菜上. S _ 
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ぼし出づるに、年月のつもりにける程もをの折の乙とかきつでけ哀にお.^3る。中納言の君 
の見奉6送るとて妻戶押し開け/2るに立ちかへ6給；3て「Mの藤よいかに染めけむ色にか。 

猶ぇならぬ心添ふにほaに乙そ。sかでかこの影は立ち離るべきjとわうなく sでがてにあ 
ぼしやすらひ*り。やまぎはより3し出づる日の花やかなる^さしあひ、目7P輝く心地する 

御3まの乙よなくねび加は6給へる御けは；3などを珍しく程經ても見窣るiiましてよのつ 
ねならず^ゆれば、Sる方icてもなどか見奉.0過し給はざらむ、御宮灶にもか^6あ$てき 

はことに離れ給ふMともなからしを、故宮のよろづに心を盡し給；5、よからぬ世の3わぎに 
かるがるし？御名さへ蹲—て、や^にしよなど思；3出でらる。名殘おほく殘りぬらむ御物語 

のとぢめにはげR殘6あらせ^ほしき心ざなめるを"御身を心にぇ任せSせ給ふ、,sじく、乙 
、らの人目もSと恐しくつ、ましければ、やうやうSしあがり行くに心あわ.たゞしくて、廊 

のとに御車Sしよせたる人々も忍びて7〗わづく $間ゆ。人召してかの唆きか、CNたる花一 

枝折らせ給へ办。 

「まづみし毛忘れぬものをずまに身をなげ〇べきやどの藤波」。いとSたくあぼし煩 
aてよ6•ゐ給へるを心rるしう見奉る。女君も今Sらにいとつ、ましくさまざまに思a亂 

れ給へるに花のかげは猶なつかしくて、 
「身をなげひふちもま/〇との湖ならでかけじやSらに乙りずまの波」。いと若やかなる御 

ふるまaを心な•からも許さぬ乙とにおぼしながら關守のかたからぬたゆみUや、いとよく 



•語らCA置きて出で給ふ。をのかみも人よう乙よなく心とめて思う給へ6し御志ながらはつ 
かにて止みにし御なからatcはsかでか哀も少からむ。sみじく忍び入6給へる御ねくた 

れのさまを待ちうけて女君さばか6ならひと心得給へれどおぼめかしくもてなしておは 
す0なかなか打ちふすベなどし給へらむよ$も心苦しく"などかくしも見放ち給へらむとお 

ぼさるれば、あ6しよりげに深き契をのみ長き世をかけてfly之給ふ。かんの^の御乙とも又 
もらすべきならねど、いにしへの事名知6給へれば「1Hほicはあらねど物ごしにはつかなり 

つる對而なむの乙6ある心地する。sかでひとめ咎めあるまじくもてli'して今一度も」と誹 
らひ問え給ふ。打ち笑ひて「今めかしくもな6かへる御有機かな。费を今に改めくはへ給ふ 

ほど中空なる身の*め苦しく」とてSすがic淚ぐみ給へるまみのSとらう^げ[-i:Mゆるに 
「かう心安からぬ御氣色乙を苦しけれ。唯おsらかにaきつみなどして敎へ給へ。隔あるべ 

ぐもならはし間えぬt思はずに乙をな$にける御心なれ」とて、よマcづに御心と6給ふほど 
に何^%将殘し給はずな4ぬめ60宮の御方にもとみ{CえM6給はず、こしらへirrlえつ、あ 

はします。姬宮は何と7Pおぼしたらぬを御うしろみどもぞ安からず聞免ける。烦はしうなど 
見え給ふ氣色ならば其方もtして心苦しかるべきをおSらかに薬しき翫びrsに思びP41 

え給へう。桐壺の御方はうちはへえ罷て給はず、御暇のあ6が^ければ•心安くならひ給へる 
若き御心にSと苦しくのみおぼしたう。夏比なやましくし給ふを頓に名許し問え給はねば 

いとわりなしとおぼす。珍しき3まの御心地にぞあ6-ける。爻だSとあえかなる御我にいと 

源氏物15若菜上 ‘ £ 
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ゆ、しくど誰も誰もおぼすらむかし。辛うじてまかで給へ6。姬莒のあはしますおとVの；5 
んがし面に御方は鬼つらひた明石の御方今は御身に添；Sて出で入$給ふもあらまほし 

き御宿世なりかし。對の上Z:な^に渡りて魁而し給ふついでic「姬宵にも中の戸あけて問え 

•む。かねてよ6もさやう{C思aしかど•、序なきRはつ、爻しきをか、る折tLliflえなれば心安 
くなむあるべき」とおとviciieえ給へばうち^みて「思ふやうなる御語ら；3R.NJそはあな 

れ。sと幼げに物し給ふめるをうし乃やすく敎へなし給へかし」とゆるしnflえ給ふ。肖よ6 

も明•心の君の恥しげにてまじらはむをおぼせば御ぐしすましWきつくろaてちはする。た 
ぐひあらじと見免給へ6。おとVば宫の御方に渡り給；3てr夕が^かの對に侍る人の芝げい 

さに對面せむとて出でたつついでに近づき問乞させまほしげにものすめるを、ゆるしてか 
穴らひ給へ。？•、/>などはいとよき人な6。まだわかわかしくて御あそびがたきにもつきな 

からずなむ」などき乙え給ふ。「はづかしう乙をはあらめ。何事をか聞えむ」とあいらかにの 

穴まふ。「人のいらへはZ:と-R5iy2がaてMをはおぼし出でめ。隔てT1きてなも1:なし給；3 
そ」とこまかにをしへ間え給ふ。御中うるはしくて過し給へとおぼすあtうに、何ご、ブ〇な 

き御あ65まを見顯されむも恥しX味氣なけれどSのたまはむを心隔てむもあいなしとお 
ぼすな6け6。對にはかく出でたちなどしたまふものからわれよりかみの人やはあるべき、 

身のほどのものはかなきさ爻を貝念®きたてまつるばか6乙をあらめなど丑ひつでけ 

られてうちながめ給ふ。手Wなどするにも、お.のづからふる乙とも物おもはしきすぢのみか 



、る八を、さらばわが身には思ふことあぅけ6とみづから？七おぼし知らる、0院わた6た爻 

aて宮女御の君などの御あ6'sまどもをうつくしうもおはするかなとさ爻Vo爻觅たてまつ 

, 6給へ.る御めうつしには年r/>めなれたtへる人のおぼ/>げならひがいとかく公ど/>かる 
べきkもあらぬをなほたraなく乙をはと見たまふ。あ.csがたき乙とな$かし。あるべきか 

ぎ办け高うはづかしげにと、のaたるに添aて、はなやかにいまめかしくicほaなまめき 

たるSまざまのかを67P取6あつめめで^き3からに見ぇた噠ふ。乙ぞより今年はま3办 
昨日より今日はめづらしくつねにめなれぬさ爻の泛たまへるを、いかでかくともあ^，け1; 

とあぼす。打ち解けと6つる御手潛を砚の患^に3し入れ給へれど、見つけ铪ひて引きかへ 

し見-/2^^ふ。手なとのレとわ^とも上手と見ぇてらう^^うしくうつ^^し^に^^^へ*c^。 

「身にちかく秋やきぬらむ見るま、に靑葉の山もうつろaにけう」とある所に目とVめ 

給aて、.' . : 、：. 
「水鳥の倚ば、色もかはらWAJはぎの袤た乙をけしき乙となれJなど書き添へつ、す3 

び給ふ。乙と(C觸れて心茜しき御氣色のしたにはおのづからも$つ、見ゆるを乙となくけ 
ち給へるもあ$♦かたく哀におぼSる。今夜は何方(Cも御暇あ6ぬべければかのしのび所に 

いと：Q办なく出で給aicけ办。sとあるまじき己と、いみじく^ぼし返すにもかなはざ办 
けり。春宮の御方は^:ちの母君よ^NTPr」の御方をばむつましきものic賴み間免給へ.CS。いと 

美しげにおとなびまさり給へるを思64隔てずかなしと見奉$給ふ。御物語などいと懷しく 
、 __ 
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119えかはし給aて中の戶あけて宮にも對面し給へ6。いと幼げにのみ見え給.へ.ば心やすく 
ておとなおとなしぐ親めき*るS1に昔の御すぢをも尋ね聞え給ふ。中納言の乳母といふ 

召し出で、「同じかざしを尋ね間ゆればかたじけなけ，れど"わかぬさまに聞えSすれどつい 
でなくて恃$つるを、今よ6は疎からずあなたなどにも物し給aて怠らむとをば驚かしな 

ど7P物し給はむなむ嬉しかるべき」などのたまへば「たのもしき御かげどもにさ:tざまにあ 
くれ問え給ひて心細げにおはしますめるを、か、る卿ゆるし侍るめればますZ:となくなむ 

思a給へられける。背き給aにし上の御心1;けも唯かくなむ、御心隔て聞え給はずまだいは 
けなき御有樣をもはr、み奉らせ給ふべく?:'恃るめ6し。うちうちにもSなむ賴み聞えさ 

せ給aし一などIniゆ。「Sとかたじけなか6し御せうそZ.の後はいかてとのみ思CA侍れど、何 
事につけても數ならぬ身なひ口惜しかうける」と、安らかにあとなび^るけはひにて宮にも 

御心につき給ふべく絡などの乙とa、なの捨て雖きさま、若や力(C沿え給へばmにいと若 

く心よげなる人かなとをさなき御心ちには打ち解け給へSて後は常R御文かよaなど 
してをかしき遊びわざなどに〇けてもMからず間えかはし給ふ。世の中の人もあひなうか 

ばか6にな-〇ぬるあ^6のZ.とはsひあつかふものなれば「初めつ方は對の上いか(Cあぼ 

すらむ。御覺えsと乙の年比のやうRは坐せじ。少しは劣6なむ」など、いひけるを、今少し 
深き御志かくてし？^まさる3まなる.を、をれにつけて名又安からず5ふ人<、あるに、かくに 

くげなくSへ間えかはし給へばZ1となほ6てめやすくなむありける。神無月に對の上院の 



御贺に嵯峨野の御堂icて藥師怫供養し奉り給.ふ。Sかめしき乙とはせちic諫め巾し給へば 
忍びやかにとおぼしおきて^う。佛、きやうばぢすのと、のへま乙との極樂ど思ひやら 

る、。最eう王經金剛盤若ず命經などsとゆたけき御$の$な上達部$と多く參6給へ 
3。御堂のさまおもしるくいはむか^なく紅葉のかぜわけ行く野邊の程ょ6始めてみもの 

なるにかたへはきほa集6給ふなるべし。霜がれ渡れる野原のま、に馬¥の行き通ふ音忘 
げく#きた6。御ず經われもわれもと御方々いかめしくせさせ給ふ。二十三日を御としみの 

日にて乙の院はかくすきまなく集ひ給へるうちに我が御わ/2くしの殿とおぼす、二條院に 
てその御^うけはせSせ給ふ。御3うぞくをはじめ大か六の乙と < 7P、、皆乙方たにのみし 

給ふを"御方々もさるべき乙とどもわけつ、望み仕うまつ6給ふ。對どもは人の局々にし/2 

るを拂aて、殿上人諸大夫院司鬼も人tでのまうけsかめしくせ3せ給へ^\。寢殿のはなち 
いでを例の患つらひてらでんのsし立てた6。おと<の面の問に御ゼの机十二たて、、夏冬 

^御ょそ！5御ふす、1C-.?;ど例の如く、紫の綾の^ほaども麗しく見ぇ渡うてうちの心はあら 
はならず。御前に砹物の机二つ班の地.のすをごの覆CAしたう"かざしの蓬は沈のけをくこが 

ねの鳥、銀の枝R居/2る心ばへなど淑景舍の御あづかりにて、明石の御方のせr&せ給へるゆ 
灸ふかく心乙とな6。後の御屛風四帖は式部卿宮なむせSせ給CAける。v>みじくつくして例 

の®季の繪なれど珍しき泉水だん0などめなれずおもしろし。北の壁1Cをへて磴物の御厨子 
ふたよろCAたて、御調度も例の乙となち南の廂に上達部、左右の大臣、式部卿宫をはじめ 

淑氏物HS矜柒上 六S 
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舉6て次々はまして參り給はぬ人なし。舞蘧の左う{C樂人のaらばりう*t>てにしひんがし 
Rと/1じき八十ぐ、祿•の唐概四十緻けて立てた6。未の時ばか6に樂人tゐる。萬歲樂皇雇 

.など舞ひて日茲れか、るほどに、廳のらんじやうして蠢の舞ひ出でたるほど、猶常のめ 
なれぬ舞のさま衣れば舞ひはクる程に權巾納言衡門#お6ていうあやをほのかに舞aて紅 

葉のかげR入6ぬる名殘他かず典あ6と人々おぼし/2ゲ。いにしへの朱雀院の行幸に#海 

波のSみじか-^し夕思；5出で給ふ人A、は權中納慕門督の又劣らず立ち續き給；3にける、 

世々の5:ほぇありroまかたち用BなどもをSを3劣らず"つかro くら，qはや、31みて^,へ 
乙をなどよはaの程をも數へて猶さるべき(Cて昔ようかくたち續き左る御なからひな6け 

6と；qでたく思ふ。あるじの院も哀に涙rtしくあぼし出てらる\乙とども多か6。夜(CA 

6/て樂人ども罷6.出づ。北のま/1.ど乙ろの別當ど％人々ひきゐて祿の碰榧によりてひとつ 

、'• つk取らてつぎつぎたまふ。白きものどもを品々かづきて山ぎはよ^^池のつ、\趙ぐる程 
j V のよをめは千年をかねてあ.^ぶ鶴の毛衣に思；3まがへらる。御遊始ま$てまたあ名し/>し0 

• 御乙とどもは春宮ようどと、のへさせ給；3小る。朱雀院よ6•渡り參れる琵琶きん、内よ6埸 

一” はり給べる犖の润琴など皆昔错ぇたる物のねどもにて珍しく陣き合せ給へるに—^^の祈こ 
I:: も過ぎにし汸の御有樣うちわた^などおぼし出でらる。故入道の宮おはせましかばか、る 

I'7;. 御贺など我乙そ進み仕うまつらましか"何事に〇けてかは志をも見ぇ奉-CNけひと飽かず口 
..ぐ： 腊しくのみ思#?3で聞免輪-^0內女^故宮のおはしまさぬことを、何事にもはぇなく5うざ 



コ 
う.Lく^ぼさる、•にnJの院の御事aj•たに例の跡あるさまのかし乙ま.c\を盡し.ても傅見亡窣 

らぬを世と:H:ハに飽かぬ心地し給ふ名今年は乙の御贺に乙とつけてみゆきなどもあるべくあ 

ぼし^さてけれど「世の中のわ、、つらひならひ.ZLと51にせ3せ給ふまじくなむ」といなび中し 
給ふこと度々になぅぬ'nばn惜しくちぼしとま^,ぬ。患はすの二十日あ爻6のほどに中宮 

まかで3せ給CAて今年のの乙りの御sのらに^良の京の七火券に御誦經、布四千段、乙の近 
き都の四十寺(C絹四百疋をわかちてせませ給ふ。あ^:\が/2き御はr又みを^ぼし知6なが 

ら何亊につけてかは深き御志をも顯はし御^ぜ5せ給はむとて、父當母御息Mのあはせま 

し锚宄めの志を名取^n添へ,?:ほすに、かぅあながちRおほやけにも!IS1ぇ返させ給へぞ乙と 

ぐも多く^め3せ給；3つ。I四十の贺といふ乙とは3きざきを聞き待るU7P殘のょは；5久し 
3ためしなひ少かぅけるを、.2:の度は猶世のavき留めさせ給ひて、誠(C後(c^ら〇ことを 

數へ名せ給へ」とあぅけれどおほやけざまにて猶いと嚴めしくなむあ.CVけるC宮の坐します 

町の寢殿に御志つらaなどしてSきざきに乙と^變らず。上達部の祿など大きやぅになず 

らへてみ子31には殊に女のさぅeく、非參議の四位、爻ぅちきんだちなど、たCの没上、C 

は白き細長一かさね乙しざ!など爻で次々にたま>。御3ぅ來限なく淸らを盡し<名高き 

帶みはかしなど、故前坊の御方ざま.にて傅は$參$たるも又哀になむ。.ふるき此0-ひとっの 

ものと名ある限は、皆つどa參る御贺に欢むあめる"昔物語(Cも物得させ穴るを、かしこき 
ことには數へ縦けためれど、いとうるSくて乙ちたき御なからひの乙とゞもは乡ビかゼへ 

谋氏物雔»菜上 0 
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あへ/:lZらぬや〇內にはおほしをめてし事どもをむげにやはとて中納言にぞつけさせ給ひ1: 

ける。をの乙ろの右大將やまaして辭し給ひけるを、.乙の中納言に御賀の呈よろ乙びくよへ 

むとおぼし召してf—せ給sつ。院45聞■せ給ふもの.^r sとかく既にあまる 
よろ乙びをなむsちはやき心地し侍る」と卑下し中し給ふ。丑货の町に御5らひ設け給び 

て力く/3へ^るやうic^なし給へれど、今は猶か^乙と(C儀式ま^^て所々の^なども 
くらづか3ごくそうゐんよ6仕うまつらせ給へとんじきなどあほやけざまにて頭中將 

一ぶ旨承ぅて餌T#:一五人、左右のおと^!大納言二人、中納言三人、宰相五人、殿上人は例の、內、 
蓊宮、院殘6すくなし。あまし御調度どもなどはおほきあとV委しくうけ給は6て出うまつ 

らせ給へ办今日は仰事あ$てわた办參4給へ办〇院もいとかし乙く獠さ中し給aて御ざに 
つ—き給aぬ。もやの為まし：；^向へて^とゞ0御ざあう、いと淸らにものものししふと6て^i 

1と—く—給へる。あるじ—いとf源氏fぇ 

叙ふ锸屏应四：一:に内の润手書かせ給へ；からの綾のうすだんic患た^のさ爻などおろか 
ならlrやは。•おもしろき寐秋のつく などよ办も乙の御B風のMつきの輝く stは目令 

及ばず，rn心；Sなし^」へめで72くなひあ$ける。®物の御厨^ひき名のふきものなど戚人沂よ 

矣I真へぅ。大f御SIT sとSかめしく f f癸れば打ち添へて今日 
の作法SとA」IA。御麗十疋左袞1 •、つかS六衛府の官人かf矣SJ5きと、 

のふる程日茲れはてぬ。例の萬歲樂贺皇恩などいふ舞氣色ばか6舞ひておとぐの渡6給へ 



If !一 S7しテナ•と7.PUつ：FHの御物語ど名など出できて今ま.， 

:㈣：13 

r 11- or 

ーパ：卜f〆ダ々の御ゆ力々いつくしき程いW知らず見產る、ことなIf 

ハ%い1な1、"ける。大f唯一所沒する！ぅ，fしくは—。Wせしかどげ 
itus2かの f の方 M ##:s:;!stsltKS22ど:;uu d f gさ 

も，；^;^ni anf |給ふを何fっけてかはtる—しM殷に Iしisま—fを、大將—の御ゆか冷いとょくかずまへられ給へ办パ 
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かへ6ぬ。榈壺の御方近づき給aぬる(Cよら正月刺日よ6、御ず法ふだん^せSせ給ふ〇て 

らでらやしろやし/>の御sの6はた數も知らず。おと！^の^ゆ、しき乙とを見給へてしか 

ばか、る程のC1とはいと恐しきものにおぼし泛みたるを、對の.上などの3る乙と忘給はぬ 

は口惜しくさうざうしきものから嬉しくおぼさる、に、まだいとあぇかなる御程にいかに 
おはせむとかねて/9ぼしroわぐに、二月ばか6より怪しく御氣色かは$て惝み給ふR御心 

どもSわrべし。^んみやうしども、所をかへてつ、しみ給ふべく中しければ、外の3しは 

なれ/2らむは设)1!1ぶしとて、かの明石の御町の中の對に渡し奉6給ふ。此方は唯あほきなる 

對二つ、廊どもなむめぐうてあ6けるに御修法のだ/Latなくぬ6て、いみじきげ/1ざども 
狼aての、しる。母君Z:の時(C我がすくせをも見ゆべきわざなめればいみじき心を盡し給 

ふ。かの大尼若も今は乙よなきほけ人にてゼあうけひかし。乙の御有糙を見挛るは#の心地 
していつしかと參6近'つきなれ舉る。^比乙の母君はかうをひ3ぷらひ給へど、昔の2.とな 

どまほにしも聞ぇ知らせ給はざ6けるを、乙の尼君喜び(.Cぇm:へず、參うてはいと一(K•かち(C 
ふるめかしき乙と <もをわな、き出でつ、語$冏ゆ。始つか/2は怪しくひつかしき人かな 

とfjちtも^^給aしかど、か、る人あ6とばか-CNiiほの[19きisき給へれば、なつかしくもて 

なし給へ5。生れ給a‘しほどの乙と/?とVの君のかのifllii:おはしまし^6し有様、今はとて 

京べ上6給aし(C誰も誰も心をまどはして、今はかぎ6かばか$の契に乙そはあ6けれと 

歎かしきを、若君のかくaきたすけ給へる御すくせのsみじく悲しきこと、ほ/)ほ/>と泣 



けば、げに哀なりける昔の，」とを、かく聞かせざらましかば恐Jなくても過ぎぬベか6けり 
とおぼして打ち泣き給ふ。心のうちkは、我が身はげRうけばりていみじかるべききはによ 

あらざ$けるを對の上の御もてなしRみがかれて人の思へるさまなどもかたほにはあら2 
な6け^^身をば又なきものk思ひて乙を宮仕のほどにもかたへの人々をば^ひけち、こよ 

なき心おごうをば患つれ、世の人は患犮にい；3出づるやうもあ6つらむかしなどおぼし知 
6はてぬ。母^をば^pとよAかく少しおぼぇ降れるすぢと知6ながら、生U給Wけひ程など 

をばある世ばなれたるr&かaにてなども知6給はざ々けいとあま6おほどき給へるけ 
にこをは。怪しくあぼ彦しか.〇；けることな6や。かの入道の.今は仙人の世にも住まぬゃう 

にて居*なるをfillき給ふ7P心苦しくなど、かたが/2に思；5亂れ給aぬ。いと物哀にながめて 
あはするic御方參り給ひて3中の御加持に此方彼方よ$參4德ひ物騷がしくの、しるにb 

前に{に人7PSぶらはず尼君所ぇていと近く Sぶらa給ふ。「あな見^しや、短き御儿疫ひ 

きよせて乙そ件a給はめ。風など3わがしくておのづから(5ころびのaまもあらlrに、くす 

しなどやうの3まして；Sとさか.CS過ぎ給へ.CN令」などなまかたはらいたく思a給べう。よし 
めきをしてふるまふとは^ゆめれど劣、まうまうに耳もおぼおぼしかりげれば、あ、とかた 

ぶきてゐた4。さるはぃと3ぃふばか6にもぁらずかし。六十五六のほどな$。尼姿ぃとか 

はらかにあてなる3まして目つや、かに泣きはれたる氣色の怪しく昔思ひ出でたる3まな 
れば朐打ちつぶれて「乙だいのaがごとどもや侍名らむ。よく7の世の外のやうなるひが 

淞氏物訊若菜上 
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遂免ともHと$まぜで怪しき昔？と < 名出でまうできつらむはや。夢の心他，」そま 
坊れ」と、うちほ、焱みて見舉り給へば、いとなまめかしく淸らにて例ょ6いたく^づまム、 

ほしんるさまR見.え給ふ。我が子とも覺え給はずかたじけなきにいとほしきZ:とVも 
出え給；3て、あほし亂る、(Cや、今はかばか4と御位を極め給はむ世にIjiiえも知らせむと乙 

を思へ口^しくおほしすつべきにはあらねど、いといとほしく心おと給ふらむと^ 
坆0御加持はて、まかで«るに、御くだものなど近くまかなひなし乙ればか6をだ(!:といと 

vl?Tじげ给心；3て，N!給ふ。尼君はいとめ\」为ううつくしく：2:$るま、に7P、淚はえとVめ 
ず、Iは焱みて口つきなどは見苦しくひろご々-/2れど、咬みのわた6打ち患ぐnてひをみg 

たり。あなかたはらいたとめくはすれど問きも入れず。 

「老の波St浦に立ちsでiほ为る、あ言誰かとがめむ。：^Sにもかやうな 
るふる人は、罪ゆるSれてなむ侍6ける」ときZ:ゆ。御视なる紙it、 

「患ほたる、あまを浪路の^るべにて^づねも見ばや濱のとまやを」。御方9 び 

で、うち泣き給ひぬ。 
I1Lを^て、あかしのifllkすむ人も心のやみははるけし^pせじ」など^え紛ぶし給ふ。別 

れけむ脫のことも涉のうち(C;あぼし出てられぬを、口惜しくあ6けるかなとあぼす^むの 
iEのほどに/2ひら•力(C生れ給aぬ。かねては^どろ^ど/>しくあぼし騷ぎしかどrifiく 

f給そ」と—ミJ御盂爻$すれば—く—す—に2と—御st>7riむ 



うち 
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給运。此方はかくれの方1けぢtfるに、いかめし11やしSなど？ 
泛〇う〇、きよをほしき有檫、げにかひある滞と尼君のためには見美れど、儀式なきやう 

1れtdf-鈴aなむとす。對の上も渡$給へ办0先/)き御さうぞくし給ひて人の1— 

uuoと抱き1給へるさまいとをかし。みづからか、f知6給け-ず、人の上にて盖S 
は、いと—か繞くしと思wf給へ'-。ひつtげ€1をfず抱きと 

はま乙とのをば君は唯まかせ奉立し、御湯殿のあつかaなどう 

の——どfsる。御むかへゆミ名ち給へf は^;うH 
•ちの乙と7Pほの少し奕ほならばいとほしか毒しを、あ—しくけだかく 

1:73>IMと^Pのし給ひける人—と見聞ゆ。—程の儀式f ,1ねびたて〇/こ 

いとItや。六nとX為Sとミ渡Isa。七CIQfちよ—御1やしS のことあん_院のかく低を捨てiはします御かは左や、藏人听よ备辨、，，f5/け 

套は4珍らか——益iつれん祿f要ど又中1御方よけご 
とには力—いかめしくせi給ふ。次A.のみ子達大臣のf fのいme 

て心れTP心れもと淸ら基して社1つ4ふ。tvのf乙の程の.H列の们 
バ以！含客給：}iで、搭な4—ちf程に！うち？1•かしく—むるみ 

まねび傅ふべきふしは目もとまらずな6RけおとVの君も荇宮を程なく抱き奉 
て、大將の數多まうけた—を今まで見せぬがうらめしきにかくらう—人を添へ 



:: :iCUU.iA—Vw二，-i: •:•こ 

'…二'm：.ぬ上.:てュ 

•瓶氏；^訪ly»:柒上 :. I" 
n— . . 

奉々/aるとうつくしみ問之給ふはZ1とt>ヶなうや。日ル、に物をaき延i:るやうにおよすけ 
給ふ。御めのとなど心知らぬはとみ{(:めrcで/さぶらふ中に^な心すぐれ六るかぎ6をえ4 

て仕うまつらせ給ふ。御方の御心おきてのらうらうしくけだかく大どかなるもの、Sるv 
き方には卑下してにくらかにもうけばらぬなどを#め灯人なし。對の上はまほならねどy 

えかはし給びて3ばか6許しなぐあぼし‘たりしかど、今は宮の御とくにいとむつ爻しくや 
んごとなくおぼしなりにたり。ちごうつくしみ患給ふ御心にてあまがつなど御手づから乍 

$そ、く6Xあばするもいと心かわかし。明菇乙の御かしづき(Cてすrし給ふ。かの乙だいの 
尼君は^宮とえ心のとがに見舉らぬなむ飽かずおぼえける。なかなか見舉6そめて戀ひ問 

ゆる(C?:'命Tpt*ふまじか-0ける。かの明石にもか、る御こと傅へ問きて、-3る；3じ56也 
^ にもいと嬉しく覺えければ、今なむ乙の世のさか；3を心安くゆきはなるべきとでしどもに 

SCAて，？•の家をば^{Cなして^•*た6の田などやうのものは皆をの寺の乙とに^^きて、乙 
，の國のあぐの郡(C人も通a雛く深さ山あるをとしご/>も泛めおきながらあしこに«116なV 

••後又人icは見え知らるべきRd^らずと姐SV、唯少しの^束なき事歿ゥければ、今までな 
•がらへけるを今は^?こもと佛神を賴み诈してなひうつ/)aけるcこの近さとしごろとな 

うては京に乙となる？••とならで飞人も51は心舉らざ600乙れよ6 くだし給ん人ばか6にり 
けてなひ、aとくだらにても尼君にさるべき折ふしの乙ともかよひける。思61離る、出の.と 

:ぢめにふみ密きて御方k窣れ給へと「このとしご/>は同じ世の中のうちRめrらひ带6つ 



れど、何かはかくながら身をかへたるやうk思ひ給へ衣しつ、、Sせるとなきは谢ぇう 
け給はらず、かSみ見給へるは目のいとまい4、念佛もけだいする言にや<Iな5fてな 

む御せうをこも奉らぬを、つてにうけ給はれば若君は麻宮ic參6給61て男宵4:れ給へる•ょ しをなむ深ぐ悦び巾し#る。をの故は自らかくつき|山伏の身に、今近に乙の妝の5かぇ 
を恝ふ^ネ侍らず。過ぎにし方の年比、心ぎたなく六時のつとめにも唯御琳を6にトナごま 

パすの上—の願SIEfてなむ念—と。我、れ給はひとhしをの年0( 
二月のをQ夜の^^見しやう、みづからすみの山を右の手に捧げ^^、山の窘ょの 

光琴か這し出て>fてらす、みづtは山のし急f隱れて—光に—らず、" 
をば廣きrにifへMきて、小き船JL乘6て®の方をさじて激ぎ行くとなむ見侍らし。S3 

てあしたょり數ならぬ身に賴む所出できながら何事につけてか3るいかめしきことをば孕 
ち出てむと心の中に思ひ侍グしを、その乙スょ办はらまれ給ひにし乙なた、俗の方の^を1 

恃$しicも又內濟の心を尋ぬる中kiを信ずべき事多く侍6しかば後しiとこ/>の5i 

ちにも辱く^aS/2づき奉6しかど、力及ばぬ身に思ひ給へかねてなむ、か、る迸こおもげ 
き侍6(cし。又乙の國の乙とic^づみ侍办て老の波更に立ち返らじとffi&iとて、乙の'1 

に年比侍とほど—f賴tとに思sf侍とかばなKSとっfぐわん!;; たて付6し。そのかへ6申したひらかに思aの?;と時ic逢ri給ふ。羿哲國の母となひ 
て、願ひみち給はむ世に住吉の御社をはじめはたし申し給へ。更に何事をか疑i>;/こ 
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の；sとつの思ひ近き世にかなa侍6ぬれば、遙に茴の方十萬低の國隔てたる九ぼんの上の 
Mは疑なくな6侍6ぬれば、今は唯lrかふるはちすを待ち侍るほどをの夕，^で、水^台よき 

山の末にてつとめ恃らむjとてなむ、、1CからSりぬる。 
「ひか6 Sでむ曉ちかくな6にけ6今？:見しよのPがた6する」とてHtzzかき^^N。「命 

終らむ月日もEicな患ろしめしを、sicしへよCN人のをめ殺きける藤衣にも、何かやつれた 
まふ。唯我が身It變化のものとおぼしなして老法師のためにはくどくをつくり給へ。乙の世 

の樂みに添へても後の世を忘れ給ふな。願ひ恃る所にだにいたぅ侍りなば必又對而ネ侍6 
なむ。ruばのほかの燁に到-CNN」とくあび見むとをおぼせ」、§1:かのItに^て狼めたるrね 

ん文ど名をおほきなるぢんのふばこにふんじ籠めて舉う^6。尼忍には乙とごとに铍かず。 

「唯乙の月の十吗^1になむ草のいほ6|16離れて深き山に入6侍$ぬる。かひなき身をば熊 

狠にもせし侍うなむ。そ？-にはなほあもひしやうなる御低を待ち出で給へ、あきらかなる所 
にて又對面はあ6なむ」とのみあう。尼君乙の文をitてか0使の大と乙に問へば、「乙の御文 

锻き給aて三Rとsふ(Cな1;かの絕ぇたる峰にうつろa給aにし。な(C:がしらもかの御お 
く 6に麓まではさぶらひしかど、皆かへP給；3て僧一人、わらは二人なむ御供にさぶらはせ 

給ふ。今はと1H:を背き給aしを6を悲しきと^めと思う給へしかどのこ6.侍うけう。^比お 

乙なひのひ爻ひまによ6ふしながらかきならし給ひしきんの御琴琵琶と6よせ給ひて、か 
sしらべ給aつ、佛にtかう申し忘給aてなひ御堂にせにふ^給aしさらぬものど7P、多 



くは奉6給61て、をののz:りをなむ御弟子ど六十餘人な0親しきかぎ^ぶらひける、5 

とRつけて皆そぶ/1し給；3て、猶しの乙うをなむ京の御料とて送6泰6給へる0今はとてか 
き節6遙けき山の1?露(Cまじ6給ひにし空しき御跡kとま6て、悲び思ふ人今なむ多く恃 

る」など、この大とM、、pわらはにて京よ6下6た6し人の老法師にな.CNてと^れるいと哀に 

心ぼをしと思へ6,0佛の御弟子のSかしきひじりだに赞の梁をばたどたどしからず賴みH 

たな力ら濟薪つきける111:の^どひは深か^Nけるを、まして尼君の悲しと思う給へる乙とか 
ぎ6なし0御方は南のおと <にゐはするを、か、る御せ.5を乙なひあるとあ6ければ忍びて 

波り給へう。SrA、しく身をもてなして、あぼろけならではMC1あひ見給ふこともかたきを、 
哀なるrJとなむと聞きて^束なければ打ち忍びてものし給へるにいといみじく悲しげなる 

氣色にて^給へ^N。火近く取6よせて/〇の文を見給ふicげにせきとめむ方^なか6ける。よ 

そのAは何ともBとVむまじき？Iとのまづ昔きし方のAJと思ひ出で戀しと思W渡り^ふ6 
にはあひ見で過ぎはてぬるに乙をはと見給ふにいみじくいふかひなし。淚をぇせきとめず、 

乙の#が^6をかつは行く 3き赖7Pしく、さらばCAが心kて我が身を3しもある^じき3 

まにあ乙がらし給ふと、中r/>思；3たvよはれし乙とはかくはかなき夢にたのみをかけて 
心商くものし給ふな〇け6とかっがっ思ひ'合せ給ふ。尼君久しく^めらびて「锊の御徳には 

好しくあもだ、しき乙とをも身にあま6てならびなく思a侍6。哀(!:いぶせき思び、',pすぐ 
れてZ:を侍れ〇數ならぬ方にてもながらへし都を揄て、かし乙に^づみgしをだicliii:の人 

源政物32菸菜上 S 
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に違；：5たる宿世にもあるかなと思ひ恃6しかど、生ける世に行きはなれ隔たるべき中の契 
とは思；Sかけず、同じはちすに佔むべき後の世のたのみをさへかけて年パを過しき1:佻に 

かく^えぬ御事出でき\し背きにし世に立飞返$て侍る。がひある御事を见泰6Wぶものか 
ら片つ方(Cは^-mなく悲しき1との打ち添aて絕免ぬを064Rかくあa^ず隔てながら乙 

の世を別れぬるなむ!:!沿しく覺え侍る。世にへし時だに人t-c似ぬ心ばへRょ6世をちてひ| 
がむるやうな6しを若きどち賴みならa,ておのおのは^たなく契6おきてければかたみに 

いと深くZ.そ賴み恃6しか。sかなればかく耳ic近き程ながらかくて別れぬらむLといひつ 
Cけていと哀にうちaをみ給ふ。御方もsみじく泣きて「人にすぐれむ行くさきのことも^ 

えずや。數ならぬ身に{1何事もけざやかにかaあるべきにもあらぬものから.、哀なる布^R 

逛朿なくてやみな1;のみ乙を口惜しけれ。ょろづの乙とさるべき人の御ためとこを^え侍 
れ。さて地べfll$給ひなば世の中も定なきにやがてきえ給aなばかaなくなむ」とて、ょも 

すがら哀なる事どもをいひ明し給ふ。「昨日もおとVの君のあな^tcあA•と见说き給ひてし 

を、俄Rはひかくれたらむもかるがるしきやうなるべし。身ひとつは何ばか^^思ひ栉6侍 

•らず、かくを64給ふ御^めなどのいとほしきになむ、心に任せて身をももてなしにくかるべ 
き」とて曉に歸6渡り給ひぬ。「若宮はsかV坐します。sかでか见黎るべ&1:.とても泣きぬ。 

「今見奉り給；sてむ女御の哲もsと哀に;Xむ覺し出でつ、patSせ給ふめる。院も事のつい 
でにもし世の中思ふやうならばゆ、しきかねごとなれど尼君をの程までながらへ給はなIT 

一土 



とのたまふめ6き。いかに思す、とにかあらむ」とのたまへば、またうち^みて「いでやば 

乙そ^A、/eめしなきすくせにそ侍れ」とて喜ぶ。乙のふば乙は持たせて參うのぼ6給ひ 
ぬ。^ょうとく參6給ふべきょしのみあれば「かく思し^るCとわ6なク〇珍らしきと^へ 

をaていかに心もとなくあぼ3るらむ」と紫の上もの給ひて"若{S忍びて參らせ奉らむの御 

心づかひ患給ふ。御息所は御sとまの心安からぬに乙う給；5て、か、るついでに患ばしあら 
爻ほしくおぼし/2る、程なき御身にさる恐しき；を泛給へれば、少しお名瘦せほそうていみ 

じくなまめかしき御さまし給へう0「かく^めらa雛くおはする辟つくろ；5給；5て乙をょ一 
など御方などは心^しが6聞え給ふをお七.V:は•「かやうにお.も瘦せて見え泰^N給^6む7Pな 

かなか哀なる，、へきわざな6」などのたまふ。Mの上などの渡り給aぬる夕つ方^めやかなる 

4C御方お前に參6給.aてこのふば乙問え知らせ給ふ「思ふさ^に遜；3はて3せ洽ふまでは 
と卜隱して骰きて#るべけれど、世の中定めが^ければうし/)めたさにな1;。何事をも御心 

とあぼしかず^:へざらむこな^、ともかくもはかなくな6侍〇なば必ずし珞今はのとぢめ 
VJ餌1£ぜらるべき身(Cも恃らねば、猶うつしご、/>うせず侍る世になむはかなき、」とをも 

敝え3せおくべく侍6けると思a恃りて、1;つかしくあやしき跡なれど、zn兑御覽ぜよ乙 

の御願文は近きみづしなどにMかせ給CAて必ず3るべからむ折に御覽じて乙のうちの乙と 
どrPはせさせ給へ。疎き人にはなもちさせ給；5を。かばか.csとill奉6餛きつればみづからも 

10:ををむき侍〇なむと思う給へな6行けば、よろづ心のどかに兑覺え侍らず。對の上の御6 
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おマCか(C:思allriえ3せ給ふな。Sとあ^Nがたく物し給ふ深き御氣色を見侍れば、身(cは乙よ 
なくま56て長き御世にもあらなむとぞ思61侍る0名とよ4御身に添01刖兗させ1;(;:つけ 

ても、つ、ましき身の程R恃ればゆづ6聞えをめ恃$icしをいとかうしも物し給はじとな 
セ、としご/>は猶litの常ic思う給へ波6恃cxつる。今はきし方行く 3きうし/)安く思aなう 

にて侍う」などsと多く問え給ふ。淚•ぐみて間きおはす。かくむつ^しかるべきおまへにも 
常に打ち解けぬraまし給ひて、わ$なく物づ、みしたるSまなり。乙のふみの詞いとう/2て 

乙はくにくげなるさまを、みちのくにがみにて年經にければきばみあつZ:えたる五六枚に.， 

Sすがにかうにsと深く患みたるに普き給へ6。sと哀とおぼして御a^aがみのやうや 
うぬnゆく御そばめあてになまめかし。院は姬宮の御方におはしけるを、中の御3うじよ6 

ふと渡6給へればえしTpaきかく 3で御几帜を少しひきよせてみづからははたかく1給へ 
6T若宮は驚き給へ6や。時の間も戀しきわざな6けと聞え給へば御息所はいらへも聞 

泛說はねは御方「嬰^波し沿え給aojと11Hえ給ふ。「いとあやしや'あな^R乙の宮をらう 
じ舉6てふと乙ろをMに放たずもてあつかひ、人やりならずきぬも皆濡してぬぎかへがち 

なめる•か/)が^しくなどかく渡し奉6給ふ。乙なたに渡6て乙を見奉ぅ給はめ」との給へ 
ば「Sとうたて思Srまなき御事かな。女におはしまさむだにあな穴にて觅奉6給はむ乙そ 

よくだらめまして男は限なしと1111え3すれど心やすくliえ給ふを、^はぶれRてもかやう 
に隔てがましき王なSかしがう冏え3せ給aを」と問え給ふ。打ち笑aて「御中ともにまか 



二 ci/ij 二;-.d •ニムぐこ二•二*^^ け.ぶ:.:^ 

ご:^ヤ〜ivぐど^^./>，•，，••叫:^ ペ^た^;ぐ r；>: で"ry^^ j—ち^/へ—VI。隔で今はたれ—れ—しf Iし—どのた—こ 

tsg4H。/パつはかやぅにはびかくれてつれなくいSとし給ふめ-かし」とて御儿帳 

ド、。，T"/へ.5U柱によぅか、*^ていと淸げに心はづかしげIIして含し 
U メ岁名fS力く ruoも.^あしければ——するを「 

1琴-^の長歌詠みてふんじ乙めf心地—すれ」との—へば「IPUやhか 
へらせ給ふめる御心ならひに間き知らぬや—る御すさ•ひごと$ 

qれ」と—iみ給へれど物哀な合げる御—どもfければ、ぁやしとitぶ^ 

しくて「かの1屋よ*"忍びてfし御S-Sじゆ又まだしき 

1Uゾ！!ミの/7〜る—心$知らせ舉るべ塞—らば御覽じn くべ毒とて侍る 

とyひ^-uて、なくて何にかはぁけ4給はむ」とf給ふに、•寶哀1べき有樣どかし 
.ドて.？に(Sまして住み給；3にたらむ。命長くて乙、らのとしご 

UなUむかし。世の中によしぁ—かしき方々の人とて見る穿、このMそDM 
くパき力dき方fぁれ、いとかぎifで及ばfけ*-や。—い ブ、ざ 1力！公/しありしノの有贫かな。；5じりだち乙の世離れがほこもあら 

パ^たie)1fら显にかよwf漱ると—fしか。まして今はM苦し.^だしも 

パバ^^4なとをや。かやす|ば忍びて1|しく|」との給ふ。「今 r力のiしffすilf g山に—むf f」とiれば「I P 
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なりな、せうをZ1はかよはし給ふや。尼君いかに思ひ給ふらむ。親子の中よ$も又5る3ま 
の契は殊に乙そ添ふべけれ」とて奵ち淚rみ給へ.CS。「年のつもりに世の巾の有樣をとかく 

思ひ知6行くま、に、怪しく戀しく思ひ出でらる、人の御有檫なれば、深き契のなから；5は 

Sかに哀ならむ」などの'72まふ你に一、乙の夢が^6もおぼし合する，士もやと思aてSと怪し 
き梵字とかいふやうなるあとに侍るめれど、御^じ留むべきふし？pや^じう侍るとてなむ。 

今はとて別れにしかども、猶乙を哀は殘6侍るものなうけれjとて、さまよく打ち泣き給ふ。 
と6給aて「いとかし乙く猶ほれぼれしからず乙をあるべけれ。手などもすベて何取もわざ 

とS-5をくi*c^つべか^c\ける人の、^NJのillなる方の心^きて乙をすくなか6けれ。かの先 
祖のおとvはいと賢くありがたき志を盡してむほやけに仕うまつ6給aける程に、もの、 

たがひめあ$てをの1;くいにかく末はなきな6など人いふめ$しを、女子の方につけたれ 
ど、かくてsとつぎなしといふべきにはあらぬもそ乙らのお乙なCAの^るし(C乙そあらめ」• 

など涙おしのご；3給ひつ、、乙の夢の心たりにeとゞめ給ふ。怪しくaがaがしくすゞろに 

商き志あもと人もとがめ、ま^われながらもさるまじきふるまひをか$Rて7Pするかなと 
思；5しことは、乙の君の生れ給ひし時に契深く思-CA知$icしかど、目の前ic見iぬあなたの 

乙とは、役朿なく乙を思ひ渡4つれ"さらばか、るたのみあうてあながちicは望みしなりけ 
り、よ乙Sまにいみじきめを見漂aしも乙の人aと办の^2めに乙そあ办けれ、いかなるぐわ 

んをか心に起しけむとゆかしければ、心の内に拜みてと6給aつ。乙れは又具して奉るベ 



きもの恃今又間ぇ知らせ侍らひ」と女御(Cは問ぇ給ふ。そのついで{C「今よかiに/へ 

のfも会ブf給君れど、—たの御心ばへ—ろかIしなすな。；;とよう;;るく 

き中彥らぬむつびよ6も横ざまのなげの哀をもかけ、ひとことの6よせあ|おぼァ多 
のこと^，もあらずまして乙、になど3ぶら；5なれ給ふを、みるみるも初めの志かはら 

くねんごろに思；sf*るを、Sにしへの世のたとへに— ,JIVこはまPみデ 

ら^^1ど"tstiや—れど、fやま--ても我が冷め泛.^ 
VゆiプらXVJ isよらずう—からむためは引き返し哀にいかでか、るこよ 

と^—が芒きH皇S—るftべし。—ろげの昔の世の——文—ムr、 
しふしもあれど、ひと々aと办罪なき時にはおのづからもてなほすためしともある- 

〜ジ。3しもあるまじき乙とにかどかどしく癖をつけ、あいきやうなく人をもて<iなる、6b 

るはいと打ち解け：^く思s くまなさわ泛なUあるべき。多くはあらねど人の§しあ 
る3まか、るおもひきを見る^、ゆ焱よしといひ3まざまに口惜しからぬきはの、しばせあ 

グへ力め61^の£の%/2る方あcsて取る所なくもあらねど、又と6/2て、^^心うし 

に紐めしく _.fぎはtがf Iになむ、iか心のくせ^ く、曹技 

のみなむ、？れをS.ミか—人といふべtけるとなI#る。よしとて 

又あf Sた、.けて賴7Pしげ—もSと口惜しや」とば給ふに、かたへQ人はSや 
られぬかし。「そ乙にこそ少し物の心得て物し給ふめるを、いとよくひつびかはして乙の甲 

—薦gg I上• . ■■ ■ • 彳-7 1 



澉氏物訝若菜上 窃一 

うしろみをも同じ心にて物し給へ」など忍びやかにの給ふ。「のたまはせねどSとあうがた 
き御けしきを見奉るまVに明盗の乙とく sicflflえ恃る。めざ^しきものになどおぼし許3 

Vらむにかうまで御12じ知るべきにもあらぬを、かたはらSたきまてかずまへのたまはす 
ればかへ$てはまばゆく 3へなむ、數ならぬ身の3すがにきえぬは世のき、み、7PV>と^ 

しくつ、まし.く思う給へらる、を、罪なき5まにもてかく3れ舉$つ、のみ乙そ」と問え給 
へば、「その御ためには、何の志かはあらむ。唯(1の御有樣をうちをひても得見泰らぬ设柬な 

3に譲6119えらる、なめう。それも又と6> もちて、けちえんになどあらぬ御名てなしと7P(C 

萬の雖なのめ(CめやすくなればSとな1;思aなく婼しき。はかなさZ:とにても物心得ずひ 
がC/1がしき人は力ちまじらふに〇けて、人の/2めroへからき乙とあ6かし。3なほし所なく 

誰も物し給ふめれば心安くなむ」とのたまふにつけても、さ6やょくこを单下しにけれなど 
思CA績け給ふ。對へ渡CN給ひぬTSもSとやんごとなき御志のみま3るめるかな。げにはた 

人ょク乙とにかくしも具し給へる41様のことわ6とJOLえ給べる乙をめでたけれ0岔の御方 

うはべの御かしづきのみめてたくて波6給ふ乙とも沿なのめならざるはかたじけなきわざ 
なめ-^かしcirijじす^{Cはおはすれど今一きは、心V?Tしく」とし^nうごち1JHえ給ふにつけて 

も、我がすくせはSとたけく；ゼ銳え給ひける"やんごとなきだにおぼすさtにもあらざめる 
世に、まして立ちまじるべき^えにしあらねば、すべて今はうらめしきふしもなし。唯かの 

n/2免ii6{cたるやまずみを思；3やるのみぞ哀に锃來なき。尼君毛唯福地の園に種まきてと 

* -1 ♦ん ‘v•叫 ^ve.- 



やうfし；3 N/ととを打ち翊みて、後の世1ひ言つ、眺め居給へち大將の盲乙の•也 
沿の御事をma及ばぬkし7Pあらざ^0かば、目に近くおはしますをいとたCに 

大かたの御かしづきにつけて乙なたにはさ6ぬべきを6を6に參6なれ、おのづから^1ナ 
は；3有检名見聞き給ふ(C、いと^くあほどき給へるjすぢにてうへの儀式はいかめしく111:t 

のためし1つばか—てかしづ暴赢へれど、—をSけ琴かに饕くょ見えず。^ 1 

房などもあとなおとなしきは少く若やかなるかたち人のひたぶるR打ち華やぎざn^める 
はSと多く、數知らぬまで鉛；53ぶら；3つ、、物思びなげなる御あ^合とはいaながら、叮 

:rtlrTPe).どやかに心^つめたるは心の巾のあらは(tしも見えぬわざなれば、身に人mnぬ丑 
s添aたらむも又21にこ、ちゆきけにとC乙ほ$なかるべきにしも打ちまじれ^かたヽり 

sかれっ、同じけは呈てなし装だらかSを.唯あけくれはいはけたるみゎ矣 
人はぶれk心An/aるわらはベのあ々さまなど、院はいとめにつかず見洽ふこと < もあL 

ど'3とつ—H し？—ぬ—れば、そ—IIこU 

丨あら^<ほしからめと铜览じ許しつ、いましめと、のへさせ給はず。さうじみの御有様ば 

力4をばsとょく敎へ間全給ふに少し名てつけ給へ々。かやうの乙とを大將の君もげM乙 
そあ6が六き世な会けれ、紫の御用意氣色の乙、らの年經ぬれど、ともかくももで兇え 

1f所なiづや—本としV、手がに心うつくしう、人をさたず、身を— 

んことなべ心にく、.^てなし添へ給へる乙と、見し面影も忘れ難くのみなKa出でられ 

f物：gg若菜上.111• 



以乙:二：，••ス 釦二wer-sr •ニニ: 

ける。我が御北の方も哀と微す方乙そ深けれ"sふかひあ6勝れ/2るらうらうじ3など物し 
給はぬ人な60おだしきものに今はとめなる、に、心ゆるびて猶かく S1Wざまにつど；3給へ 

る御有樣どものと6どAicをかしきを、心；5とつk思；：3離れが/2きを、まして乙の•>:!は人の 
御ほどを思ふにも限なく心乙とな.る御ほどに、取う心き/2る御けしきにしもあらず、人目の 

かぎ办ばかりに乙をとE餐6知る(-Cわざとおほけなき心にしもあらねど、見舉る折あうな 

むやと、ゆかしく思afiilぇ給aけ6。衛P4のかんの哲も院に常に參6親しく 3ぶらa馴れ給 
aし人なれば、この客をち、みかどのかしづきあがめ奉6給；sし御心おきてなどくはしC 

見舉う®きて、31wざtの御定めありし比ほaよ6聞ぇより、院に名めVoましとはおぼしの 
たまはせずと阳きしを、かく乙とざ^(Cなう給へるはいと口惜しく胸いた含こ、ちすれば、 

猶#思a離れずをのを6よ6語らaつきにける、女房のたよ.csに御有機なども聞き傅ふる 

慰め^思ふぞはかなかりける。對の上の御けはaには猶おされ給al;な1;と世の人もま 
ねび傅ふるを119きては、かたじけなくともさるものは思はせ窣らざらまし、げに/2raなき 

御身(C乙をあたらざらめと常に乙の小恃從といふ师ちぬしをもいひはげましてlitの巾定め 
なきを、おとくの若もとよ-CN本窓ありておぼしおきてたる方に趣き給はVと^ゆみなくM 

aあ6きけ6。』三Hばかうの空うら、かなる日六條院に吳部卿宮V衛門#など參り給へ6。 
おとゞ出で給；5て御物語などし給ふT患づかなる住まひはZ.の頃こをsとつれづれに爻ぎ 

る、となかうけれ。おほやけわたくし{Cことなしや。何わざしてかは盔すべき」などの給a 

i 

1 



て、「今朝大將の物しつるは何方に^,いと3うざうしきを、例の小弓射$せて见るべかりけ 
办〇乙のむめるわか：ンど、も、見ぇつるを、ねたういでやしぬる一と問はせ^ふ。大降0号ふよ 

丑寅の町に人A、數多してンズ$もてあ^■ばして见給ふとき乙しめして、「みだ6がはしきi 

の5すかに目3めてかどかどし^:どかし。いづら乙なたに」とて御せうそ乙あれば參6給へ 

60わかきんだちめく人令多か6け60「鞠持たせ給へりや誰A、か物しつる」との給ふ0「乙れ 

がれ侍6つ此方へまかでむゃ」との給CAて、寢殿の；s/tがしおもて桐壺は若宮具し奉6•て參 
6給；5にし頃なれば乙なたはかくろへたりけ6。や$みずなどのゆきあaはれてよしある 

か、ぅの程をたづねて立ち出づV?ほきあほSどの、君達、頭辨、典術佐、大夫の哲など過し 
たるも又か^なりなるもさまざ坌(c人よ6まさ.CNて好み物し給ふ〇やうやう^Lか、るこ 

風吹かずかしこき日な$と典じて辨の君名ぇ靜めず立ちまじればノバとC「辨宵名.tをさめ 

'あへざめるを、上達部な$と7P若きAふづか3たちはなどか亂れ給はざらむ、かばかりのよ 
は；3にては怪しく見すぐす口惜しく覺免しわざな.CSCSるはいときやラぎやうな6や、この 

乙との3まよ」などの/2まふに、大將もかんの君も皆お6居てぇならぬ花の影に3まよ61な 

ふ。夕ばへいと淸げな4。をさを3さまよく患づかならぬ亂れごとなめれど所から人がらな 

6け6。故ある庭の木立のいたく湿龍め^るにいろいtcの；3 TP解き渡る花の木ど？P、わづか 
なるも之ぎのかげ(Cかくはかなき乙となれど善き^しきけぢめあるをいどみつ、我nも劣 

らじと思a窗なる中に、術門督のか.〇をめに立ちまじ6給へる足もと(Cならぶ人なか6ナ 

源氏物:{S若菜上 
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6。かたちSときよげになまめき/2るSましたる人0-用意いたくして、さtがにみだりがよ 
しきをかしく見ゆ。みはしのま{Cあたれる楼の蔭によ6て人A、花の上も忘れて 

るをおと^*も宫もすみの高棚に出で、御徵ず。いとらうある心ばへどもnえて數多くな6 

行くに上らうも亂れてかうぶ6のaたい少しくつ/)ぎた6。大將の忍名御位の莉思ふ乙そ 

例ならぬ亂りがはし3かなと覺ゆれ。見るmiは人よ6けに^くをかしげにて樱のなましの 
•や、なえたるにさしぬきのすそつか^少しふくみて氣色ばかりびきあげ給へ6。かるがる 

しくも見えず、物淸げなるうちとけ姿に花の雲のやうic降4か、れば打ち見ヒデて志をil 

为る枝少し刖し折うてみはしの中の尧攻の程R居給；3ぬ。か/L0君つSrきて「法亂う、か13:し 
く散るめ6や。櫻はよぎてZ1を」などの給ひつ、宮の御前の方k6めに见れば例のごとに 

を3まらぬけはaど毛していろいろ乙ぼれ出でたるみすのつまづ爻すきかげなど、靡のた 
むけのぬroぶくろにやと覺ゆ。御几帳ども患どけなく；5きやり〇く人げi£く；^づきてe見 

ゆるに、からねmのいと小ro くをかしげなるをす乙しおほきなる猫のillalnきて俄にみす 
のつまよ6走出つる^人令おびt騷ぎてをよをよとみじろき3まよふけliaどもきぬの 

音なひ耳かしましき心ちす。猫はまだよく人にもなつかぬにや、つないと長くつきた6ける 

を物に61きかけまつはれにけるを、逃げむとaこじろふ程にみすのをばいとあらはicaき 

あげられたるをとみ(CWきなほす人もなし。乙の柱のもとicありつる人々もVじあウし 
げ{Cてものおぢしたるけはaどもな6。儿帳のきは少し入6*る程にぅちき姿にて立ち^ 



へ.る人あ6。端よ6西の二の間の；3んがしのをばなれば紛れ所％なくあらはに見入れらる。 
紅梅にやあらむ濃き薄き，すぎすぎにあまたm6たるけぢめ、はなやかに草紙のつまのやう 

に見えて樱の織物のほをながなるべし、御くしのすをまでけざやかR見ゆるは絲をよりか 
けたるやうになびきてすをのふ§やかにをがれたるsと美しげにて七八寸ばか.〇ど餘6給 

へる。御^のすそがちにSとほをく S、やか(Cて姿つき^のか、6給へるをばめい；5泛ら 

ずあて{Lらうたげな夕かげなればさやかならず奥一防き心地するもいと飽かず口をし0鞠 

に身をなぐる若公達の花のちるを惜しみもあへぬ氣色どもを見るとて、人々あらはをふと 

もえ見つけぬなるべし。猫のS/2くなけば見返6給へるおも、ちもてなしなどいとおいら 
かにて若くうつくしの人やとふと見え^6。大將いとか^はらいたけれどはひよら1;名な 

かなかSとかるがるしければ、唯心を#Sせてうち袤はぶき給へる1Cぞやをら；3き入6鈴 
ふOSるは我が乙、ちにもいと飽かぬ乙、ちし給へど猫のつなゆるしつれば心にもあらず打 

ちなげかる。まして5ばか$心を表めたる衛鬥督は胸つとふたがりて誰ばかりにかはあら 
むrJ、らの中(c^るきうちきすが^よ-c\も人(C紛るベくもあらざ-c\つる御けはaなどらに 

か、$て^ゆ。さらぬ顔に7PてなしたれどまさにめとVめじやと大將は•いとほしくあぼ3 
る。わ6なき乙、ちのなrsめに細を招きよせてかきVIたき^ればv>とかうばしくてらう 

y2げic打ちなくもなつかしく思aよをへらる、^すきずきしきや。おと！/御^じ^Z:せて 
「上達部のざいとかろがろしや、乙なたにNMLとて對の南而に入り給へれば皆をな^に參 

:源氏物S5若菜上 六^ 
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熒 

ゲ給；3ぬ。.Kも居魟ヶ給5て御物語し給>。つぎつぎの殿上人はすのこにわらうだめしてフ 

ざとなくつはStPち；Sなし、かうじやうの7Pのども含甘ざまに箱の蓋どと6まぜっ、 
ある^若き人々をぼれと6 くふ。3るべきからものばか$して御かはGけまゐる。術I11]賢次 

レとSたく屈ひ泛め6て、や、もすれば花の木に目をつけてながめやる〇大將よVじ知6こ蚤 
しか“つる御簾のす—げ思ひ出づる事やあらむと思ひ給ふ。いと端近fつをW 

つは、力ろ力ろしと思ふらむかし。いでや乙なたの御有様の3はある爻じかめるものをとa 

メHか、れは—、世の&ぼぇの程ようは內S御志ぬるきやうにはあ6けれと恐ひ八2せ . 1:乳うちとの用唐からず、〆はけ—はらうfや—れどうしろめ奢やう—やと 

扭びあと3る。：筚和の君ば萬の罪をもをさをSたどられず覺免ぬ物の61まよ6ほのか{C名 
そネと見奉6つるにも、我が昔よ.CNの志の^るしあるべきにやと^娘しき心也/そ、泡ハ 

ゃのみ4ゆ。院は昔物語患いで給ひて「おほ暴とミ萬の事にたちならびてか|^^さ 

Hひし中に鞠なむ得及ばずfにし、はかなきMとは傅へあ•るまじけれど、もの、す 
4は4M—かうけヶ。いとめも及ばずかしこうI見ぇつれ」とのたまへば、うち？、么 

ては力ばかしき方itはぬるく侍る家の風の3しも吹き#へ龙らむ：、娶のII-一の 、^^ 

とttffrぬべけれ」とt給へば、「いかでか、何f人に^UUめ一ば;^ 

-if d/lrfs傳へなどに、かきとぐめ入れたらひ卷、けうはあらめ」など、1 iれ系メ御—の匂sやかに淸—るを见靡るにも、か、る人にならひていかばかりの乙 



泛H5つす人は物しfひ、Iにつけて—と見許し給，ふばtは姦かし開ゆ 
へきとmgaめくらすに，いと乙ょなく御あた4はるかなるべき身の程名ni5ひ知らるれ^匈 

Uふたが-てまかで給ひぬ。大將のfとつfて道のほど物語し給ふ；「猶乙のご/>tの 

^〇れつ「泛MQ院i名——すべきI、今日のや—ら^^と—;3專ちつ 
1花jのを喜rsず參れとの給sつるを、管しみが1月の内に小H持たせてか4 

Jと語らひ契る。おのおの別る、道の程物語^給ぅて宫の御事の猶いは戋一ましナtよ「•，七 
{は猶乙の^にのみ物せSせ給ふなめぅなかの御^えの乙となるなめ6かし。乙の^い。 

に彦すらむ。みかどのならびなくならはしf給へるに、3しもあらで典し給ひこ 

ベを心苦しけれ」とあSなくいへば「たいだいしきこと、いかでか3はあらむ。こな^まさま 
MはM5ほし給へるむつびのけ1ばtに—あべかめれ、fばかたかたにつ 

Mて、いとや/Lrとなべ思ひ聞え給へるものを」と語6給へば「いであなかS給へ。赀诏きて 

4るSとレとほしげなる折々あなるをやさるは世にあしなべたらぬ人の御おぼえをあり 
力たきわざな6や」といとほしがる。 

「Sかなれば花に木づたふ鶯のS くらをわきてねrらとiせnr。擊0.汰リのぷス匕>>こ： 

れとff f びミ i、 

「みやま木kね—たひかてか花の舍あくべき。ことひた、。 
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もむきにのみやは」といらへて、烦しければことにいはせずな办ぬ。乙とごと((:いひまぎら 
はしてあのおのわかれぬ。かんの哲は猶おほ$どの、61んがしの嚮にひと6ずみにてぞも 

のし給Wける。思ふ心あ办てとしごろか、るすまひ5:するtc:人や6ならず$ラざラしく心 
ほをきをうを6あれど、我が身かばか6{LてなどかSふ乙とかなはVt；らむとの^心^r6 

するに、乙の夕べょうくしい*く物おもはしくていかなら1;をりに又さばか6にても(1の 
かなる御ありさまをだに見1;、ともかくもかき^ぎれ/2るきはの人乙そ、か<^をめにもた 

はやすき物.いみ、かた、がへのうつろひもか/>が/>しきにあのづからと7^かくも物の；5ま 
をうかcaつくるやうtpあれなど、思aやる方なく深き窓のうち^何ic:^か6の乙と(cつ 

けてかかく深き心あクけうとだ((:知らせ奉るべきと、胸s^く sぶせければ、•小恃從が6例 
の文や6輪びて、「一日の風kroそはれV、みかきが原をわけAみてはべ6しに、いと<いか 

R見あとし給aけむ、その夕ょ6み•たりご、ちかきくらしあやなくけふをながめくらし侍 

る」など^きて、 
「ょそに見てをらぬなげきは皂げれど名なご6戀しき花のゆふかげ」とあnど侍從は一 

日の心も知らねば、唯世の常のながめに乙そはと思ふ。おtへに人患げからぬ程なればこの 
丈もて參〇て「乙の人のかくのみ忘れぬものに乙と>ひものし給ふ乙を烦はしく侍れ0心 

苦しげなる有樣も見給へあまる心もやをa侍らむと、みづからの心ながら知6が*くな1/」 
とぅち笑ひて聞ゅれば「ぃとぅたてぁる乙とをもぃふかな」と何心％なげにのた爻ぅ\し文ひ 

R 



n- 
! ろげたるを御1:ず。見もせぬといa/2る所をあsましか6しみすのつまを^ぼし合せらる 

、に、铜あもて赤みておとCのさばかうことのついてごとに大將に見ぇ給ふな、いはけなき 
御有4なめればおの、つからと6はづして見奉るやうもあ6なT;と、いましめ間之給ふ^X。 

ぼし出、つるに、大將のSるZ1とあ6しと語6P0ぇたらひ時いか(Cあばめ給はむと、人の見^ 
うけlr事をばおほ3で、免はドから聞免給ふ心のうちぞを3なか合ける。常ょ6も御Sしい 

らへなければす3まじく^ひて09ゆべき乙とにもあらねばCAき忍びて列0かく「一口ょつ 

れなしrをなむ、めざましうとゆるし間免ざりし^、見ずもあらぬPハかにあなかナかけし 

や」とはやりかに走6热きて、 

「今iにいろにないでそ山樱およばぬ枝に乙、ろかけきと。か；5なiとを」とt。 

若菜下 

，と思へどぅれたく^Pいへるかな、いてやなぞかく異なる事なきあへ^らひ文か6 
をなく 3めicては、いかvすrsむ、か、る人づてならでaとごとをもの^まa聞ゆる世あ 

6なむやと-思ふにつけても大方icては惜しくめて^しと思ひ問ゆる院の御ためなまゆが 
む>也やそ；5に为らむ。つご^p办の白は人々數多參6給へ会〇なまものうくすCろはしけI 

ど、をのあた6の花の色を毛見てや慰むと思ひて參$給ふ。殿上のの6ゆみ二;!とあうしU 

淑氏物85若菜下 
交一 
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啓 1 

過ぎて三月はた御き月なれば口惜しと人々思ふに、乙の院にか、るまとゐあるべIと冏き 
傅へて例のつど；5铪ふ。左右大將さる御なからひicて參6給べばすけたちなどいどみかは 

して、小弓との*まひしかどかちゆみの勝れ力る上ずど名あらければ?5し出で、甜Sせ給 
ム。殿上人ど7P、つきづき^きかぎ$は皆まへし6への心rjtど^>にかたわき1:、恭れゆく 

ま、に今日にとぢむる霞の氣色もあわたCしく、亂る、夕風R花のかげいとぐ立つことや 

すからず。人々S*く^；3すぎ給aて免んなるかけものども乙なたかなた人A、の御心0儿え 
ぬべきV一、柳の葉をも、たびあてつべきとね办どものうけば6てSとるむじ/Lな6や。すこ 

しこ、しき手つきどもを乙をSどませめとて、大將だちよ6始めてお6給ふに、術F!Jの#人 

よ6けにながめを老〇、物し給へば、かのかたはし心知れる御めには见〇けつ、なほいと 
けしきZ.とな60煩しき乙と出で來べきよにやあらむと我Sへ思aつきぬる乙、ちす。乙の 

君達御中Sとよしさるなからaといふ中Rも心かはしてねんご/>なればはかなき乙とにて 
も物思はしくうち紛る、Z1とあらむをsとほしく銳え給ふ。みづからもおとくを^奉るに 

け^を/0しく甘ばゆくか、る心はあるべきtPのか"なのめならむRて^Rけしからず、人(C 
.てん〇かるべきふるまaはせじと思ふものを、'ましてあほけなき乙と、思aわびてはかの 

あ6し猫をだ(Cえてしがな、思ふ乙と語らふべくはあらねどか*はらSびしきなr§めに 

もなPけむと思ふに、物rるほしうSかでかは盗み出でむと"をれSへぞ難きことなうけ 
る0女御の御方に參卜て物語など谢之爻ぎらはし心みる、いと奥深く心はづかしき御もてな 



しにてまほに見之給ふこともなし。か、る御なからaicだにけどほくならaたるを"ゆく办 

かに怪しくはありしわざeかしとは、3すがにうち覺ゆれど、おぼ/>げic忘めたる我が心か 

ら淺ぐ名思aなされず。寐宮に參6給aて、ろなうかよs給へる所あらむかしと目とゞめて 
見窣るに匂aやかになどはあらぬ御が/2ちなれどさばか-cnの御有機はた、sとことにてあ 

てRなまめかしくおはしt-す。うちの御猫の數多ひきつれ/2办けるはらからどもの所み、に 

あがれて、乙の宮にも參れるが：sとをかしげicてあ6 くを見るにまづ思a出でらるればr六 

條の院の姬宮の御方に侍る猫乙をsと見え^やうなる顔して、をかしうはべりしか、はつか 
になむ見給へし」と啓し給へば、猫ねざとらうたくせSせ給ふ御心にてく!iしく問はせ給 

ふ。「から猫の乙、のにたがへるさましてなむ侍$し。同じやうなるものなれど心をかしく 

人なれたるは怪しく^つかしきものicな1;侍る」などゆかしく/7ぼSるばか6開えなし給 
ふ0き乙し召しおきて桐壺の御方より傳へて聞え3せ給ひければ參らせ給へう。げにいと美 

しげなる猫ならけりと人々けうずるを、術門督は尋ねむとおぼした6きと御けしきを見I7i 

きて"日比へて參6給へ^N。わらはな6しよ6朱雀院のと$わきておぼしつかはせ給aしか 

ば、御山ずみにおくれ聞えては又乙の宮に7P^たしう參う心よせ間え^$。御琴など敎へ 
聞え給ふとて御猫ども數多集ひ侍6kけ6。「いづら好みし人かjと尋ねて見つけ給へい 

とらうたく覺之てかきなでっ、居^々。宮も「げにをかしき5ました6けり。>0な1;まだな 

つきが^きは見馴れぬ人を知るicやあらむ、ZLVなる猫ども乙とに劣らずかし一とのたま 
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ひご、メズな，ぐV: ••い: 

の忍をだ(c人めらへならぬr&^tcv見むと覺しの給ふ。みこの御おぼ免いとやんごとなく 

うちにも乙の宮の御心よせいとこよなくて、乙の乙と、奏し給ふZ:とをばtをむき45 Jず 
心rるしきものic思a聞え給へ60大方も今めかしくおはする宫にてZ.の院大殿にSしつ 

ぎ舉$ては、人も參6仕う爻つ6、世の人もおもく思ひ昍えけ6。大將も3る比のおもしと 
なう給ふべき^たかたなれば、姬君の御あぼえなどてかはかるくはあらむ。in]免出づる人々 

乙とicrれて多力れど^ほしも§だめす。術門督を3も氣色は^ばと^ぼすベかめれど、苗 
には思ひあとし奉るにや、かけても思ひよら^ぞ口惜しか6ける0母君のあやしく猶aがめ 

る人に1:世の常のあ◊さまにもあらずもてけち給へるを口惜しきもの(ca>ぼして、ま、よ 
、の御あたりをば心つけてゆかしく思；5て、今めきたる御心ざまにど物し給ひける。兵邡卿 

の^猶一所のみiはして、御心icつけておぼしける事どもは、皆たがCAて世の中もす3爻じ 
く人心らへ(Cあぼ3る、に、3てのみやはあまえて過rすべきと覺して乙のわたうに氣色 

ばみよ•り給へれば大It;何かはかしづか〇と思はむ女子をば宮仕へにつぎてはみ子违に乙 
をは見せ奉らめ、たv人のすくよかになほなほしきをのみ今の世の人のかし乙くする患な 

なきわざな6」とのたまaて、いたくも惱まし泰ら給はずうけaき中し給ひつ。御子あまり 

うらみど乙ろなきをさうざうしとおぼせど大方のあなづ3にべきあ^$なればえし名いa 

過rし給はでお•はしましそめぬ、いとになくかしづきき(1え給ふ。大宮は女ごあま/2物し^ 
ひて、3まざま物なげかしき折々多かる(C物Cゲもしぬベけれど猶乙の君の乙とのsa放 

源It物§Jf游菜下 
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ち11く!?i:ぇてなむ、母君は怪しきaがものに年比(cをへてな6まさ6給ふ。大將は*我が乙 
とに從はずと1:お/)かに見捨てられためればいとなひ心苦しきとて、御^つらaをもたち 

ゐ御手づから御Isじsれよるづ{Cかたじけなく御心1C入れ給へ6。宮はうせ給aicける北 
の方をlitと:!1:ハ(C戀ひ間i給aて唯むかしの御有檫に似奉うたらひ人を見むと5:ほしける 

こ、惡しくはあらねど3爻かは$てど物し給ひけるとおぼす{!:、口惜しくやあ6けむ通ひ給 

ふさまSと物うげな大宫いと心づきなきわざかなとおぼし歎き^6。母君も3乙そひが 
み給aつれどうつしごVろ出でくる時は口惜しくうき世と思ひはて給ふ。大將の君もされ 

ばよsとsたく色めき給へる御子をと、初よ6我が御心Rゆるし給はざAしとなればにや 
ものしと思ひ給へ6。かんの君もかくたのもしげなき御3tを近く間き給ふには、Sやうな 

る世の中を見tしかばこなたかなたsかにおぼし見給はましなどなまをかしくも哀にもあ 
ぼし出でける。をのかみもけぢかく見問ぇむとは思aよらざりきかし、唯なさけなSけしう 

Vひ深きさまにの*まCAねた-^しを、あへなくあはつけきやうにや聞きあとし給aけむとい 
とはづかしく、年比も公ぼしね^ることなれば、か、るあた$にてRljき給はひ乙とも心づか 

aせらるべくなどおぼす。Z:れよりもさるべき乙とはあ〇かaき乙え給ふ。せうとの君^ち 
などしてか、る御氣色も知らずがほ(Cにくからずき乙えまつはしなどするに心苦しくもて 

ばなれたる御心は^••きにおほ北の方とsふSがなもの^常に許しなく怨じ間乏給ふ。「御^ 
達はのどか(Cふ/aご、るなくて見給はむをだにこを華やかならぬ慰めには思ふべけれ.一と 

念 
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む：つか6給ふを宵も漏り聞き給CAては、いと開きならはぬ乙とかな、昔いと哀と思ひし人を 
あきても猶はかなき心のすさびは絕えざ6.しかどかうきびしき物えんじは殊Cなか6し-も 

.のを、心づきなくい•と，^sを戀a問え給ひつ、ふるさとRうちながめがちにのみあはしま 

す。3 saつ、名ふたとせばか6,になうぬればか、るかた{Cめなれて唯Sるか/2の御中に 
てすくし給ふ。はかなくて苹月も笟6て內のみかど御位につかせ給；3て十八年にならせ給 

aぬ。次の君とならせ給ふべき御子おはしまSず。物のはえなきに世の巾はかなく^ゆるを 

Vも^く^ズ人々^も姆而しわたくしざま((:心をや6てのどか(;:すぐ3まほしくなむと：卜 
ょ^ほしの^まはせつるを！！：比いとJITく惱ませ給ふことあ6て俄icお6ゐ3せ給CAぬoiii 

e人ぁかずさか6の御世をかくのがれ給ふ乙と、惜み貧けど卷宮念となびSせ給ひにた 

れはうち〇ぎて世の巾のまつりごとなど殊に變るけぢめもなか办けク〇 >ほきおとぐちじ 

の炎舉6てこも6思給aぬoip:の中の常なきにょかしこきみかどの沿も位を去，〇給Wぬ 
るに.^ふかき身のかうぶりをかけむ何か惜しからむと5:ほしのたまひて左•大將右大臣に 

なり給aてど世の巾の^つりごとつかうまつ•リ給aける0女御の君はか、る御比をも寺ち 

つけ給はでうせ給；sにければ限ある御位を得給へれど物のうしろの >」、ちしてかひなか6 

け六條の女御の御腹の一の宮ばうic居給61ぬ。3るべきことかねて思ひしかどSしあ2 

6ては猶めて^く目^かる、わざなAけ^S。右大將の君大納言(Cな6給aて例の左(C多4 

給じぬ。レよsよあらtほし^御なからびなCSO六條院はお6居給ひぬる冷泉宪の御つぎあ 
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はしぬを傰かず御心の中におぼす。同じすぢなれど思CAなやましき御事なくてすr*L 

給べるばか$につみは隱れて末の世まではえ傅ぶまじがう付る御すくせ口惜しく5うざう 
しくおぼせど人にの^ta合せぬことなればいぶせくなむ。邾莒の女御は御子達あま^数 

をa給aて、sとC御おぼえならびなし。源氏のうちつゞきき5きに居給ふべき乙とを世の 
人あかず思へるにつけても冷泉院の后は故なくてあながちにかくしおき給へる御心をあぼ 

すに、いよいよ六條院の御ことを尔月に7でへて限なく思ひき乙え給へ^\。院のみかどおぼし 

めし、やう(C-みゆき？p所せからで波6給aなどし〇、かくてしも®にめでたくあらまほし 
き御有樣な^N。姬宮の御ことはみかど御心留めて思aきこえ給ふ。大方の世にも遍くもてか 

しづかれ給ふを"/2いの上の御勢にはえま56給はず、年月ふる±、に御中いとうるはしく 
むつび[jaえかはし給ひてい3、かあかぬことなくへだ1:も見え給はぬものから「今はかう 

おほざラのすまaならでのどやかに行ひをもとなむ思ふ。この低はかばかりと見はてつる 
心地するよはひ(Cもな6にけ36ぬべき3まにあぼし許してよ」とまめやか1CきZ.え給 

ふを办を-CSあるを「あるまじくつらき御ことな^^みづがら深きほいあることなれどとCま 

$てSうざうしく!Isえ給ひ、ある世に代らん御有様のうしろめた3(Cよ6乙そなからふれ、 
遂にをの事とげなん後にともかくもおぼしなれ」などのみさまy2げ間え給ふ。女御の君唯，」 

なたをまことの御親にもてなしp/flえ給ひて、御か^はかく、れがの御うし/>みにて取下しも 
のし給へるしもどなかなかゆく r&きたのもしげにめ•て^かりける。尼哲もや、もすれば抛 
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へぬよろ乙びの淚ともすれば落ちつ、目を5へのごひ穴<して命提き游しげなる犮めしこ 

なみて物し給ふ。すみよしの御ぐわ/Lかつがつはたし給はむとて森^の女御の御クに 

まうで給はむとて、かの箱あけて御赀ずればSまざまのいかめしきことども多か^〇年ごと 
の靡秋のかぐらに必ず#C4世のいの办を加へたるrわんどもげにか、る御勢ならでよよ2 

し給ふべき事ども思sあきてざうけ6。唯走きたるおもむきのざえざえしくはかばか 
しく朔神も閗き入れ給ふべき言の葉あきらかな办。いかで3るやまぶしのaじ$乙、ろこ 

力、る事どもを思sよ6けむと哀におほけなくも御赀ず〇さるべきにて暫しか$そめに身 
をやつしける昔の世S mな；5びとにやtけむなど盖しめ•ぃ—二とぶるがるし 

くも違け4 MのSMQ心を顯し給はず麗QもQ—でにて出で立ち給 
jうらつ/2ひの物S心がしかcnしほどそ、jらの御ぐわんど珞皆はたし故し給へnども、猶 

1 ilif!ィに力くおはしましてか、るいろい/>の3かえを見給ふkつけても神の御^すけは^ 
才Iくて對の上Tprし間えSせ給；3てせたまふ〇ひCき世の常ならずいみじくし 

とどfぎ捨て4のわづらIfじくとはぶかせ給へどかf管ければめづらかこ 
よをほしくなむ、上達部も.おとCふた所を谠き缑办ては皆つかうまつり命ぶ。まひびとは術 

炝のすけどものかたち淸げにたけだちaとしきかぎ々を兗らせ給ふ。このえらびに入“W 

3?:ばは—;Mへ歎美——のど，ptけ々。ベいじi石淸水靈の臨時の祭—U 

召す人々のfQlHすぐれ会かぎ1整へ卷給へ6。加は二人なtの灸づ 

源，氏物tmr1我菜下. 
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か3の名iwiきかぎりを忍し穴$ける。御神樂のがたRはいと多く仕うまつれ6。內、蓊窑"院 

の殿上人かたがたに分れて心寄せつかうまつる。數も知らずいろい/>につくし穴る上速部 
の^辑くら、馬ぞひ、ずゐじん、乙どね办^らは、つぎつぎのとね6などま1:'整へ恍"^たる^^ 

物ま^なきTO兮{<].*^。女御殿^の上はひとつic奉6^次の猫^に^1113石^初力^B^^ 

びて乘A給へ办。女御の御めのと心知6にて乘公。か^が^のひとだまa上の御方の 
五つ女御殿の五つ明石の御あがれのみつ、目もあやに飾うたるさうぞく宿様いへば31な60 

さるは尼哲VJばin]じくは老の浪の患わのぶばかりに人めかしくてまうでさまむと院はのた 

爻ひけれど乙の度はかく大方のひ<きに.立ちまじらむもかたはらいたし、もし思ふやうな 
らむ世の中を待ち出でたらばと御方は^づめ給ひけるをのZ:6の命うし/>め*/2くてかつが 

つ物ゆかしがうて患^ひ參6給ふな6けう。さるべきにてもとょりかく旬ひ給ふ御身ども 
ょ6もいみじか-^けるちぎりあらはに思a知らる、人の網^^なA。十月中の十日なれば 

祌のいがきicはふくずも色かはうて松の下もみぢなどおとicのみ观を間かぬかほな々。乙 
とごとしきnJまも/>乙しのがくょグもあづまあをびの耳なれたるはなつかしくfeもし/)く 

浪風の猓に趨iあaて3る小筋き松風に吹き立て/aる笛のねも外にてI1Hく急らべには變6 
て身にmみ、琴にうち八UせたるaやうしもつCみを離れてと、のへと6^る方おど/)おど 

/>しからぬもなまめかしくすごうおもしろく所からはtして!1Hえけ^^やまあゐにすれる 

rxのふしは讼の綠に见ぇ兔かaかざしの花のい/>い/)は秋の牮にZ1となるけぢめ分れて何 
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事に7P0のみまがaいろふ。もとめこはつる末に若やかなる上速部はかたぬぎてお6給ふ。 

にほひもなく黑き上のきぬにすあうがさね免び2:めの■を戕に引きほ、，；ろばしたるに、紅 
深きあ-2:めの袂のうち患rれ穴るに氣色ばかうぬれ^る松はらをば忘れて紅葉の散るic:思 

ひわたる。见るかa多かるすか^ど％にsと甶くかれたる荻をWやかにかざして噃一返6 
まひて入办ぬるはsと3>もしろく飽かずどあ6ける。おとぐ性の乙とあぼし出て，りilolt 

裘づみ給aし世のあ6.Sまも0の前のやうにおぼ3る、(;:、をのょのことうち亂れ語6給 

ふべき人もなければ、ちじのおと <をど戀しく思；51IHぇ給；：sける。入り給a-て二の取(C忍び 
て、.. 一 

•「誰かまた心を知6てすみょしの神1«:を經-/2る松にこと、ふ」。御た、うがみに*/|!:;::き铪へ 

6。尼君う•ち急をれ*るか、る11L*をBるにつけてもかのうらにて今はと別れ命；5しほど女 

御の君のあはせし有様など思rA出づるもいとかたじけなか6ける身のすくせの利を思ふ。 
世を背き給ひし人名戀しくさまざまに物悲しきをかつはゆ、しとこといみして、 

Iすみのぇをいけるか；：3ある猪とは年經るあまtP今nや知るらむ」。3>そくはび/Lなから 
むとたVうち思；5けるまVなケけ.CN。 • 

「带こをまづ忘られねすみよしの神の^るしを見る(Cつけても」とひと6ごちけ^Noよひ 
とよ遊び叨し給ふ。二十：！！の月遙Rすみて海のおもてあもし^べ见え心^るに霜のいと，J 

ら^ぅぉきて松原も色まがひて、ょ/>づの事を</)寒くぉもし/.さも哀さも立ち添ひたな0 

•，源Jt物弧游菜-:|: 0 





しもびとなどは目につきてめVたしとは思へる。尼君の御前にrPせんかうのをしきにあを 
にびのおもておりてさうじものを參るとてHVDましき女のすくせかなとおのがじ、は未办 

うごt>-け^\。詣でたIwaし道jはZ1とごとしくて煩はしき神;iからSまざ^ic所せげな6し 
をかへさは萬のせうえうを盡し給ふ®一r.a續くるもうるさくむつかしき辦どもなれば、か、る 

御有樣を本かの入iliの問かず見ぬ世にかけ離れ給へるのみなむあかざ6ける。雛き、とな6 

かし。まじらはましも心^しXや。世の中の人乙れをためしにて心商くなりぬべきこ/>なめ 
办。羝の事につけてめであ3み世の乙とCSRて明石の尼君とぞ3 SはひびとにSひける。 

かのちじの大殿の近江の君はすrろくうつ時の詞に1明石の尼君明石の尼君とど幸ひ乞a 
ける。入道のみかどはお乙なひを$みじくし給aてうちの御事を7PI1Hき入れ給はず、海秋の 

行幸(Cなむ背思a出でられ給ふ，乙ともまじ6ける。姬宫の御事をのみど猶えあ•ほしはなた 
でこの院をば猶大方の御うしk:みに思a聞え給ひてうちうちの御心よせあるべくをうせro 

せ給ふ。二品になり給ひてみふなどまさる、いよいよ花やかに御勢をふ。對の上かく年月に 
をへてか/2が^にまさう給ふ御おぼえに我が身は^^一所の御もてなしに人には劣らねど 

あま6年稂りなばその御心ばへ名遂R衰へなむ。さらむ世を見はてぬさきに心とtき(Cし 

がなと^ゆみなくあぼしわ^れどさかしきやう1CやX-ぼさむと〇、•まれて、はかばかしく 
もえ問え給はず。うちのみかどSへ御心よせことに聞え給へば•あろかにIH]かれ奉らむ名い 

とほしくて渡6铪ふ事やうやう；$としきやうにならゆく。3るべき事ことわ办とは思ひな 
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がら、さればよとのみ{女からず^ぼされけれど猶つれなく同じさtにて過し給ふ。^Kの御 
さしつぎの女1の宵をUなたに取iわきてかしづき窣う給ふ。をの御あつかaになひつれ 

づれなる御よがれのほども慰め給ひける。いづれもわかずうつくしく悲しとru心；3119ぇ給へ 
办。夏の御方はかくとりど6なる御うまごあつか；3を读みて大將の荇のないしのすけばら 

の霜を切4C迎へてどかしづき給ふ。Sと^かしげにて心ばへもほどよ6はざれ^よすげ^ 
れば务と:V:の思もらうたが6給ふ"少なき御つぎと5:ほし、かど末にひ/>ごぅて乙なたか 

な^Sと多くな6添；3給ふを今はmrJれをうつくしみあつかひ給；5てぞつれづれもなrs 

め給c/lける。右の大と.のの參う仕うまつ給^Mとい^しへよ-さ-CSて、親しく今は北 
の方も^となびはてVハかのrl-hsのかけがけしきすぢ思Wはなれ給ふにや、5;べき折もわ/<2 

ぅ給aつ、盤の上に名御徵而あ6て、あらまほしく刖ぇかはし給；：sけぅ。姬岔のみぞhi]じr) 
まに荇くおほどきておはします。女御の君は今はおほやけざ^に思aはなちl]i-iぇ給ひてこ 

の宮をばいと心苦しく幼からひ御むすめのやうに思ひはr、み舉6給ふ。朱祇院の今はひ 
げに世近くなうぬる心地して物心ぼをきをHに乙の世の事願みじと思ひ猞つれど、對而な 

1;今一•度あらまほしきを、ネし5らみのも乙をすれ、乙とごとしきsiwならで波6給ふ 
ベく問え給ひければ、^とV7Pげにさるべき乙とな^N、か、る御氣色なからむkてだに進み 

參6給ふべきをましてかぅまち1][]>义給ひけるが心苦しきこと、參6給ふべき^ぉぼしまぅ 
く0つSでなくすまじきさまにVやははWわ力り猞ふべき、なにわざをしてか御赀ぜ3せ給 

7 



ふべきとおぼしめrらす。乙のたび.た6給は〇年若菜などてうじてやとおぼして—ざま 
の御法服のこと、StPSの御まうけの患つらCA何くれとSまことに變れる事ど名なil丈、人 

の樹心年bひど，^入.CNつ、おぼしめぐらす。いにしへも遊びの方に御心留めさせ給へ6し 

かは爻ひびと樂人などを、心ことに/1-めすぐれ^るかぎ6を盤へ3せ給^;。^大！の茚户ど 

名ふ穴*^、大將の御子なSしのすけばらの加へて三人、又ちひさき七つようかみのは^没上 

せさせrノ。兵部购の治のわらはをん心うすべ1:さるべき宵速の御子ど毛、家の乙の箱违待 
免らび出て給ふ。殿上の君速7Pかたちよく同じき舞の姿も心ことなるべきを定めて數多-0 

舞のまうけをせr&せ給ふ。いみじかるべき^びのこと、てみなaと心を盡し給ひてなむ〇逬 

々の物の邰上手まなき乙/)なう。當は名とよCNきんのお/L乙とをなむ習ひ給ひけるを 
Sと苦くて院にも*D1き別れ奉り給ひにしかば毀^なく思して「參6給はむついでにかの御琴 

0;fl;問かまほしき。さ-CNと各きんばかうは；3き収ら給びつらむ」と^$うごとにli[lえ命 

aけるを內にも[iiiし召して「げに3らともけはひCとならむかし。院の御前にて手つくし贪 
はむつsでに參6て問かばや」などの給はせけるをおとビの君も傅へIIBき給CAて「部比36 

Wへきつレてごと{Cは敎へ沿ゆる乙ともあるを、二」のけよaよげこ听§2り^^こIビ、ぐし 
間し召し所あるものふかきてkはあょばぬを何心もなくて食給へむ、 

むと！しなくゆかしがらせ給はむはSとはしたなかるベ：一ほVU く M 
してZ:のrJ/3ど御心留めて敎へ113え給ふ。しらべ殊なるて二つ三つおもし/,きだい乙 ど 
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琶のねtP合せて女樂rJV/>みさせむ、只今の物の上乎ども乙を更にzlのわた6の人々の印 

H61どもにま3らね、はかばかしく傳へ取6たることはを35:3なけれど、何^もいか 

て心(C知らぬZ:とあらじとなむ、幼きほどに思aしかばlli:にある物の師といふかぎ又Ivnl 

き家々のSるべき人の傅へどもを殘3ず試みし巾kいと深くはづかしきかなと赀ゆるきは 
の人なむな力6し。そ'0かみょ.CSも又乙の比の若き人令のざれょしめきすCすにはた 

くなうR*るべし。きんは^ましてslicまねぶ人なくなりに^りとか。乙の御琴のねばかり 

•たに#へ/C!る人を5を.3あらじ」との^まへば何心なく打ち^みて0しくかくゆるし給ふ帮 
kな6Rけるとおぼす。甘•-二ばか6になう給へど猶いといみじくかたな办にきびはなる 

心地してほそくあえかに美しくのみ見え給ふ。「院にも見え奉6給はで牟經ぬるをねび 
6給ひにけらと餌Eずばか6用Eくはへて見え奉ら給へ」と、jとic觸れて敎へlii]ク•給L 乂、 

げにか、る御うしろみなくてはましていはけなくあはじます御有様かくれなからましと人 
々も見奉る。正月二十日ばか6Rなれば空もをかしき程ic風ぬるくふきて御前の梅も盛こ 

な6ゆく。大方の花の木ども、皆氣色ばみ霞み渡6にけ6。「月た、ば御いそぎ近く勿騷が 

しからむicかきあはせ給はlr御琴のね^しがくめきて人のいひな3むを、Cのこ/.靜なる 
ほどk訊み給へ」とて急ん殿にわたし奉6給ふ。御供にわれもわれもと^•ゆかしが$てまう 

上らまほしがれど乙なたit遠きをばえ6七\めSせ給；5て少しねび^れどよしあるかぎ6 
え4て3ぶらはせ給ふ。わらはベはかたちすCれたる四人赤色に樱のかざみ薄色の織防¢7) 

鼠A 
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•あZ.めうきtpんのうへの猗、紅のうちyaるstもてなしすrれ*るかぎりを石した6。女御 

の御方にも御患つ>bCAなどSとゞ改れる比の^办なきtcおのおのいど^しく盡し"るよそ 
ひどネあざやかに二なし。一Mは-I.%.!fJ色にすあうのかざみ、からあやのうへの将、あZLめはU吹 

なるからのきを1.1]じさま1C整へ^办。明石の御方のは乙とごとしからで紅梅ふた.り撄ふた 
CN、あをしのかぎりにてあこめ濃く薄くうちめなどX.ならで翁せ給へ肖の御方にもかく 

つどCA給ふべ.く^きたまCAてわらはTの姿ばかりは殊につくるはせ給へう。あをにに柳の 
かざみ、ぇびどめの拍など殊に乙のましく珍らしきさまにはあらねど大方のけはaのいか 

めしく氣^きZ1と3 sへどならびなし。aさしの中の御Sうじをはなちて乙なたかなた御 
1展ばか6をけぢめにて中の!]nは院のおはしますべきおましよをひ^り。今Hの柏子合せ 

にはわらはベV」召さむとて在おほい殿の三郞、かんの霜の御はらの兄思3うの笛、左大將の 
御太郎横笛と吹かせてすの乙に，rcぶらはせ給ふ。內には御患とねども並べて御琴どもtD 

6わ^す。ひし給ふ御琴^もうるはしきCんぢの袋どもic入れ^る取り出て、fpiYfの御方 

.に琵琶、紫の上にわごん、女御の哲に3うの御琴"宮にはかく乙とごとしき琴は爻だぇびき 
、 給はずやと危くて例の手^らし給へるを？V調べて奉6給ふ。筮の御琴はゆるぶとなけUど、 

嗯かく物(Lへaする折の調べにつけて乙とぢの^ちど亂る、ものな6。よくをの心^らひ胳 
ふべきを女はぇは*^患づめじを猶大將を7-を召し寄せつベかめれ。「この馆吹どもまだい 

と幼げicて柏子と、のへむ顆づよ.からず」と笑ひ給ひ1:「大將ZLなたに」と^せば御か^が 



たはづかし•く心づかひしてあはす。明石の君を放ちてはいづれも皆捨て難き御弟子ど$な 
れば御心加へて火將の刖き給はむ{Cなんなかるべくとおぼす。女御は常にうへのき乙し召. 

すicも物に合せつ、ひきならし給へればうしろやすきを和¥こそいくばくならぬ^らべな 
れどあとr&;it Aたる乙となくてなかなか女のたどうぬベけれ、恭の琴のねは皆かき合す 

るものなるを[ILる、IMもやとなまいとほしくおぼす。大將いといたく心げさうして御前の 
ことごとしくうるはしき御心みあら1;ょ6も今日の心づかひは殊にtさ^Nて覺ぇ^へばあ 

ざやかなる御11:!:衣、かうit患みたる御どど名袖いたくたき志めて引きつくろCAて參り赍ふ 
ほどくれはてにけ^V。ゆ^あるたをがれ時の空に花は乙ぞのふる^思a出でられて枝も^ 

わむはかき亂れたゆるらかに打ち吹く Mにぇ^-らず匂ひ^るみすの內のかを6も 
队き <2せて^Sそふつまに^つべくいみじきおとくのあた办のRほaな6。みすの下ょ6 

第の铜界のすそ少しさし出で、「かるがるしきやうなれど乙れが緖整へて調べ試み給へ0乙 

くに又うとき人の入るべきやうもなきを」とのたまへば打ちかし乙、5(:6て給は6給ふ3どょ 
うい多くめやすくてSちこちでうの碟にはちの緖を立て、ふとも調べやらでSXらひ袷/ 

ば「猶かきあはせばかりは手；3とつすSまじかちで乙を」とのたtへば「觉に今日の翊遊の 
3しsらへにまじらふばか4の手づかaなむ^えず恃6けるを」と氣色ばみ給ふ。「3 %あ 

る、となれど女樂にえZ1とまぜでなむ遊げにけるとつたはらひ名Z1を惜しけれ」とて笑a給 
ふ。調べはて、をかしき程に搔き合せばか6彈きて參らせ給aつ。乙の御まrの君達のいと 
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獒しきとのゐすが穴どもにて吹き合せ穴る物のねどもまだ若けれどおひ5きあ6ていみじ 
•くをかしげな御琴どもの調べども整CAはて、掻き合せ給へるほどSづれとなき中に•粒 

琶はすぐれて上手めきかみ3びたる手づかaすみはて、おもしろくIii3ゆ。和琴に大將も耳 

留め給へるになつかしくあsぎやうづきたる御つまおとに搔き返したるねの、.^しく今め 
きてEに乙のわざとある上乎どものおどろおどろしく後き立てたるしらべ調子に劣らずに 

ぎは、しく、やまとごとに名か、る竿あ办け合と聞き驚かる。深き御らうの程あらはに間え 
て^もしろきにおとV御心おちゐてsとあ^nが/2く思ひ問え給ふ。3うの御琴は物のaま 

ひtに心もとなく猶ういづる物のねがらにてうつくしげになまめかしくのみ問ゆ。きんは 
猶若き方なれど習ひ給ふSかりなればたど^どしからずいとよく‘物に饗さ合aてsうにな 

办にける御琴かねかなと大將llflき給ふ。aやうしと办てさうがし給ふ。院も時A、扇うちなら 

して加へ給ふ御^昔ようもsみじく^名しるく少しふつ、かにものものしきけそ64てIIH 
ゆ。大將も那い上す•くれ給へる人にて夜の靜にな6行くま、にいふかぎ$なくなつかしき 

夜の御遊な月心もとなきr,J/>なればとうろrJなたかな^にかけて火よき程にともさせ 

給へ6。宮の御方5:のどき給へれば人よ$けicち；SS く美乙げ(C1:唯御^のみある心ちす。 

にほaやかなる方はおくれて唯sとあてやかにをかしく、二月の中の十日ばか6の#柳の 
僅にした6始めたらむ心地して、:tの羽風にも亂れぬべくあえかに見え給ふ。樱のほをなが 

にみrしは左みぎよ6乙ぼれか、うて柳の糸のさました6。乙れ乙をは限なき人の御有樣 

: 

1 



なめれと見ゆるに女御の若は同じや，うなる御なまめき姿の今少しにほひ加は6てもてなし 
けは；3心にく、よしあるさまし給aてよく咲き乙ぼれたる藤の花のsicか、6てかたはら 

に並ぶ花なき朝ぼらけの心地どし給ふ。Sるはいとふくらかなる程Rなり給aてなやまし 
く^え給^ければ御琴も推しやうてけうそくにおしか、$給へ.CN。3、やかになよびか、 

ム-給へる^、御けうそくは例の程なればおよび^る心地して殊觅にちひ5く作らばやと見 

ゆるぞいと哀げにおはしける。紅梅の御ぞに御rしのか、6はらはらと淸らにてほかげの 
御姿i!L(cなく^し^'なるに紫の上はえ6Vぞめにやあらむ、色濃き乙うちき、うすすはうの^ 

丧に餌くしの^まれるほど乙ちたくゆるらか(CおほきSなどよき程にや5だいあらまほし 
く、あ^うにほ；3滿ち^る心地して、花といはV樱Rたどへても猶物よ$すぐれたるけはW 

殊に物し給ふ。か、る御あ^${(:明石はけお3るべきをいとSしもあらずもてなしなど氣 
色ばみは、つかしく心のを乙ゆかしきrjtしてそ乙はかとなくあてになまめかしく見ゆ〇卯 

の織物の細長もえぎにやあらひ、小跬箭てうす％の、物はかなげなる引きかけて、殊illひげ 
したれどけはa思aなしも心にく、あなづらはしからず。乙まの#地の錦の端5したるし 

とねにまほ(C;もゐて恝琶をうち砹きて嘴氣色ばかりaきかけてたをやか^つか；sなし^る 
ばちのもてなし、音をnilくよAも又あうが/2くなつかしくて五月まつ花たちばなの花も實 

もくしておしをれるかを、り^ゆ。ZLIIもかれ7P打ち解けぬ御けはひどもを聞き見給ふに大 
將もぃと打ちゆかしく学N!給ふ。：fiの上の見し折よAもねびま36鈴へら〇あ^N3まゆか 

源氏物§5苦楽T- §1 
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しきに*$づ心もなし、.一20を£令.必しかすくぜ及ばましかば我が物に'vしも见黎6てまし。心の 
Sとぬるきぞくやしきや、院はたびたび3やうに^もむけて^6うごと(Cもの/2まはせける 

をと、ねたく思へど少し心安き方に見±給ふ御けはひに、あなづヶ聞ゆとはなけれどいとし 
7P、じは励かざ6け6。この御か^をば何ごと名思a及ぶべき方なくけ遠くて年比•過ぎWれ 

いかでか唯火方R心よせあるra-tをも見i舉らむとばかAの口惜しく歎しきな$け6。 
あながちicあるましくおほけなき心などはsiic:物し給はず、Sとよく Tptvmめ給へ6。夜 

illけ行く風のけはひひや、かな6。臥まちの月はつかにさし出てy2る心もとなしや。一麻の 
おぼろ月夜よ、秋の哀はたかうやうなる物のねに蟲の聲よ6合せたる、^ゞならず乙よなく 

f:きをふ心地すかし」とのたまへば大將の沿「秋の夜の隈なき月には满の物のとくZ.ほりな 
きに琴笛の音7^あきらかに澄める心地はし恃れど猶殊SLに作b合せたるやうなる空の氣色 

花の露ネs/)s/>め移^ひ心ちりてかぎり乙そ侍れ。春の空のたど^どしきItの間よう腧 
なる月かげに靜に吹き侖せ/2るやう£cは、Sかでか笛のねなども艶1C澄みのぼうはてなIf。 

女は帛をあはれむとふるき人のsa说き恃6ける、げにさなひ恃6•ける。なつかしくもの、 
と、のほるZ:とは^の夕^乙をこと1C侍りけれ」と巾し給へば「s/tZLのSだめよ。いにし 

へよ4人のゎきねたることを末の世にくだれる人の之ぁきらめはっまじく乙ム"0物の皂ら 

ベごくのものどもはしもげ(cむちをば次のものにし*るはさもあ々かし」などの給al:「い 
が(5:只今Sうそくのおぼえ^かきをの人かの人ごぜんなどtcて度々試みさせ給ふ1Cすぐれ 



たるは數少くなぅためるをその乙のかみと思へる上手どもいくばくえ爻ねび仅ら«にや6 

らむ。乙のがくほのかなる女たちの御中にaきまぜたらITにきは離るべく乙そ^えね。年比 
かくうもれてすrすに耳なども少しひがCAがしくな6にたるにやあらむ。口惜しうなむ怪 

しく人のさえはかなくと6する乙とCも、物のはえあ合てまさる所なる〇をの御前の卸あ 

をrxなどにaときざみにえらばる、人今、それかれといかRぞ」との^まへは大將「そnを 
なlrと-^-5-さ^と^^^ク9れどあきらかなら^4の戈、^^^ょす^てやはと^^^^る0 

の.ぼぅての世を問き合せ侍らねば(Cや、衛門督のわごん、兵部卿の宵の御琵琶などをこをこ 

の比珍らかなるためしに引き出で你るめれ。げ{Cかたはらなきヒ、乙ょひうけたまはるもの 

、音ど％.の皆等しく耳骼き俾れば"猶かくわざとも^らぬ御ぁをびとかねて思ひ鈴へたゆ 

みける心の騷r{cや恃らむ、Sうがなどいと仕うまつ6にく、なむ。和琴はかのあと < ばか 

$乙をかく折に〇けて乙しらへなびかしたるねなど、心にまかせて掻き立て給へるはいと 

乙とに4のし給へ。を5を5きは離れぬものに侍ろめるを、いとかし乙く盤ひて乙そ夺6つ 

れjとめで問t給ふ。「いとさ乙とrとしききは{Cはあらぬを^ざとうるはしくも汊办なS 
る、かな」とて先たり颜{Cほ、^み給aけう。「けしうはあらぬ弟子どもな$かし。發琶はし 

もこ、に口入るべき乙とまじらぬを、Sいへど物のけはひことなるべし。赀えぬ所にて聞き. 

始めた6しに珍しき物の聲かなとなむ^免しかど、をの折よ$は又^jよなくまSうに/2るを 

や」とせめてわれがし乙(c'pfl^なし給へば女房などは少しつきし/>ふ。「海の事道^につナ 

源氏物語名菜下. 
六W 

«< i*r^— r)— !1 l 1y, 



‘.、二);^ 逆技锐なみ?免膝iな^^^ 

I”'.V ••. 
, .-. • . • • Ifiu 

mlirATrylnowlil-atlr. 

■33g 
-syp 

is氏物語矜菜下 s 

てf?aまねばV、ざえとsふもの孰れもきはなく^えつ、、我が心1Cあくべきかぎりなく習 
ひとら；>とはいと雛けれど、何かはをの^ど6深き人の今の世にを5をさなければか/2は 

しをなだらかにまねびえ.72らむ人、さるか^かどに心をやうてもあ6ぬべきを、きんな1;猶 
煩はしく手ふれにくきものにはあ$ける。乙の^は誠にあとのま、に尋ねと6たる昔の人 

はあめつちをなびかしあにがみの心をやはらげ萬の物のねのうちに從CAてかなしび深きも 
のもよろZ:び{Lかは6賤しく貧しきものも高き世にあら^ま6*からにあづか6世Rゆる 

Sる、^ra多か^nけり。乙の國にCAき傅ふる始つかたまで深く乙の事を心得たる人は多 
くの年を知らぬlilにすrし身5:なきになして乙のZ1とをまねび取ら1;と惑aてだに忘うる 

は難くなひありけるを、げにはたあきらかに空の月屋をうごかし時ならぬ霜•雪を降らせく 
もsかづちをSわがしたるためし、あがる世にはあ办けかく限6なきものにてその 

ま、に習；3とる人のあうがたく世の末なればにや、いづ乙のか/2はし1Cかはあら1;。されど 
猶あにがみの耳と < めかたぶきそめにけるものなればにやなまなticまねび1;思aかなは 

ぬたcaあ合ける。のち乙れをCAく人によからずとかsふなんをつけてうる3きま、ic今 

はをさをさ傅ふる人なしとかとrj惜しきZ:とにZ.をあれ。きんのねをはなれては、何事を 
か物をと、のへ^る袤るベとはせIT。げに萬の事袞ふるさtは易くな令ゆく世の中に一人 

出て離れて心を立て、もろZ.し乙まと乙の世に惑CAあ$き親子を離れむZ:とは世の中icひ 

•がめるものになりぬべし。などかなのめにて猶乙の道をかよはし^るばかりのはしをば知 



似“;^越筵 

で 

6おかざらむ。^らべひとつに手をaきつく3む乙とだにはかう名なきものな、办〇いはむ 
や多くの^らべ烦はしきZ1く多かるを、心icい办し3か.CNRは世にあ^,とあう•乙、に#よ 

6/aる譜とsふ？^の、かぎ6を遍く見合せて、後々は師とすべき人もなくてなむ好み^a 

しかど、猶あが6ての人には當るベくもあらじをや。まして2:の後といCAては琛よるべき卞 
もなき、いと哀となむ」などの^まへば大將げ{Cいと口惜しく恥しと恐す。「Z:の御子達の御 

^IricE3 メぺう(c^a出て給；5物し給はCその世^な1;そもSまでながらへとまるやうあら 
ばいくばくならぬ手のかぎ6もとCめ奉るべき0二宮今ょ6氣色あ6て見ぇ給ふを」などの 

たまへば明石の君はいとおもだ、しく淚rみて間き居給へ6。女御の卷は、Sうの御琴をば 
上にゆ，、cvcsIiaiて寄$ふし給aぬればあづまをおとCの御前に參$て少しけぢかき御あそ 

び^なりぬ。かづらきあそび給ふ華やかRおもしろし。おとCをうかへし謠a給ふ御聲磐へ 

むか^なくあSぎやうづきめで^し。月やうやうSしあがるま、に、花のいろかもてはや5 
れてげksと心にくき程な箏の聚は女御の御つまあとはいとらうたげになつかしく母 

霜の御けはa加は办てゆのねふかくいみじくすみて閗ぇつるを、Z:の御手づかaは又St 

變办てゆるらかicおもしるく間くA^cならず。す</)はしきまであい¥やうづきう/L0 

てなどすベて3らにいとかどある御琴のねな6。かへ.CN聲R皆調べかは6て$ちの蚤き合 
せども懷しく今めきたるにきんは五箇の患らベあま^の手の中に心とCめて必ずひき险ふ 

べき五六のはちをいとおもし/>くすまして彈き給ふ。Micか^ほならずいとよくすみて诏 
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ゆ。卷秋よろづの物にかよへる患らべにて通はしわたしつ上tき給ふ心^らひ敎へ問え給 
ふさま/2がへずSとよく辨へ給へるを、Sとうつくしくおもだ、しく思D1間え給ふ。Z1の君 

達のsと美くしく吹き立て、せちに心入れたる7d:らうたがり給aて、「ねぶたくなうにたら 
むに、乙よひのあをびは長くはあらではつかなる稅にと思a-9るを、とぐめ雛き物のねども 

のsづれともなきを聞きわく程の耳とからぬ^どy2どしさにsたくふけにけり。心なきね 
ざなうやJAJてSうの笛吹く君にかはらけ5し給；3て御ぞ脫ぎてかづけ給ふ。擗笛の君には、 

乙な^よう織物の細長に、袴などことごとしからぬ3まに氣色ばかりにて、大將の君には宮 
の御方よ$さかづきさし出で、、宮の御Sうぞくひとくだ$かづけ奉り給ふを、おとV「あ 

やしや、物の師を乙そ爻づは物めかし給はめ。うれはしきMJなり」との給ふに、^のおはしt 
す御儿帳のそばよう御笛を奉る。うち笑ひ給aてと6給ふ。sみじきZ:まぶえなう。少し吹 

きならし給へば皆立ち出て給ふほどに、大將立ちとまり給ひて、御子の持ち給へる笛5:取$ 
ていみじくおもしろく吹き立て給へるがsとめて^く聞ゆれば、sづれもsづれも皆御手 

をはなれぬもの、つ^へつ^へ、sとになくのみあるにてど、我が御ざ之のほどありが^く 
あぼし知られける。大將殿は、君達を御車に乘せて月の澄めるにまかで給ふ。道すがら箏の 

琴のかは6てsみじか$つる音も耳につきて戀しく迸え給ふ。我が北の方は、故大宮の敎へ 
聞え給ひしかど、心にも皂め給はざ$しほどにわかれ奉り給aにしかばゆるらかにも引き 

取り給はで男君の御前に1:は耻ぢてiliicaき給はず。何事も11おいらかに打ちおほどき^ 
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るさtして子どもあつかひをいとまなくつぎつぎA給へば、をかしき所％なく訟少。さすが 
に蜃しくて物努み打ち轰る、あいぎ言づ—美し叉，雲皆物し給ふめる。受 

fへわた$給；3ぬ。うへはとま6給aて、宮に御物語など問え給ひて(Blicど渡6給へる。日 

高うなるまで大殿ご名れ60「宮の御琴の音はいとうるせくな6(¢けりな。いかき給A 

し」と問えたまへば、「初§か1にてほのfしはぃかにどゃぁどをン；^ilな 
くなうにけ办。いかでかはかく乙とごとなく敎へf給はむには」といらへf給ふ。「 

してをとるとる恐來なからg物の师ならかし。此彼にもうる3 く煩はしく C (とまいるね 

ざなれば敎へ奉らぬを、院に达內にもき/Lは36とも習はし間ゆらむとのたまふと問くが 
Sとほしく、ともさばか6の事をだにかく取$わきて御うしスみ{tとあづけ給へる泛 

る1はと、ES起し—む」などf給ふついでに名「昔世づかぬ程をあつかひ思ソしさ 
けをのlILicはいとまもあ办が穴くて、心長閑R取合わき敎へ聞ゆることなどもなく、近き 

化にも何となく次々まぎれつ、すrして、!i[Jきあつかはぬ御琴のねの、いでばえ朱た6しも 
而ほくあ6て、大將のい/2く傾ぶき驚きた6し氣色も思ふやうに、嬉しく2:をあ6しか」な 

給ふ。.かやうのすf今は又おと1となしく惠Q御あつかひなどf持ち^L芝 
んふ3まもいたらぬことなく、すべて何事につけてももどかしくたどたどしき{まじら 

ず、f力奢人の御褢なればいとかく具しぬる人は世に久しから努めしもあなるを 
とゆ、し—て思ひ聞ぇ給ふ。—ざ1る人の有f見集め給ふfに、取蟲めf 

淑氏物gull莳菜下 
S 
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六七八 

队たるZ1とは、誠(c^ぐひあらじとのみ思a間ぇ給へう。今年は三十七にぞなム穴まふ。見 
奉り給aし^月の乙となども哀におぼし出で/2る〇sでに「さ3べき御sのらなど常よ$ 

取6分きて今年は愼み給へ。物騷しくのみあ6て、思a至ら^乙としもあらむを、猶おぼし 
めぐらしてあほきなる事ども^給はゞあのづからせSせてむ。故僧都の物し給はずな$に 

为るZ:そいと口惜しけれ。大方にて打ち^のま1;にTP" Sとかし乙かりし人を」などの給ひ 
出づ。「自らはをさなくよ$、人に異なるさまR1:乙とごとしくおひ出で、、今の世のおぼi 

ありさま、來し方に^ぐひなくなむあ$ける。Sれど又低にすぐれて悲しきめを見る方も人 

にはま56け6かし。爻づは思ふ人芪さまざま後れ殘$と寸れる齡の末にも"飽かず悲しと 
思ふtと多くあぢきなくSるまじきZ:とにつけてもあやしく物あもはしく、•心にあかず^ 

ゆるとをaたる身にてすぎぬれば、をれにかへてや思aしほどようは今までもながらふる 
なら1;となひ思6i知らる、。君の御身には、かのCAとふしのねかれよ办あなたZ:なた物in心a 

とて、心亂6給ふばか$の乙とあらじとなむ思ふ。后といひ、ましてをれよ办次々はやんご 

となき人とsへど、皆必ず安からぬ物思aをふわざな6。高き^じらaにつけても心みだれ 

人ic^-ふ思aの絕ぇぬもやすけなきを、親のtどのう4りなが^^す^^し給へるやうなる心や 
すきZ:とはなし。をのか^は人R勝れ^6けるすくせとはおぼし^るや。思の外(C乙の宮 

のかく波6物し給へるrJそはなまrるしかるべけれど、それicつけてはいとゞ加ふる志の 

ほどを、御みづからの上なればあぼし知らずやあらむ。物の心％深く知6給ふめれば、さ6 



…一〆•ぶ“““ •:j 以。ムふ 

ともとなむ思ふ」と間え給へば、「の給ふやうic物はかなき身には過ぎに^るょム、の^:えは 
あらめど、心に絕えぬ物なげかしさのみうち添ふや、さはみづからのいのりな6ける」とて 

殘办多げなるけはaはづ•かしげな6。「まめやかにはいとゆくさきすくなき心地するを、今 
年？pかく^らずmにてすぐすはいとうしろめたく乙を、Sきざきも!H1ゆる乙といかで卸^ 

るしあらば」と!inえ給ふ0「をれはしもあるまじき乙とになひ。5てかけ離れ給aなむlitに殘 
6ては何のか；sかあらひ。唯.かく何となくて過rる年月なれど、明兹のへだてなき娘しさの 

み乙そます乙となく^ゆれ。猶思ふSま殊なる心の程を見はて給へ」とのみ問え給ふを例 
のこと\心やましくて淚rみ給へる氣色をいと哀と見舉6.給aて、萬Rllflえまぎらはし給 

ふ0「多くはあらねど、人の有様のと6ど6に口惜しくはあらぬを、見知々ゆくま、に誠の 

心ばせのおsらかにあちゐ为るmそ"いと雛きわざなりけれとなむ思ひはてに六る〇大將の 
母君を幼からし程に見をめて、やんごとなく 3らぬすぢには思ひしを、常(Cなかょからず隔 

ある心地して止みにし乙そ、今思へばいとほしくくやしくもあれ。又我があやまちにのみも 
あらざみけうなど心CAとつになむ思ひ出づる。うるはしくおも-CNかにてその乙との1かぬ 

かなと恐ゆる乙と7Pなか6含。唯いとあま6亂れ/2る所なく、すくすくし•く少しさかしとや 
いふべか$けむと思ふには^のもしく見るには煩はしかりし人ざまになむ0中宮の御母御 

息所なむさま乙とに心深くなまめかしき/2めし^はまづ思ひ出でらるれど、人見えRく、 

苦しか6しさtkなむあ.〇し。怨むべきふしぞげに乙と心6と恐ゆるふしを、やがて長くB 

7¢氏物!Hf若滎下 
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aoめて深く^んぜられしZ.をsと苦しか6•しか。心ゆるびなくばづかしくてわれも人も 
うちたゆみ朝夕のひつびV」かはsl/には、いとつ、ましき所のあ办しかば、打ちとけては見 

あとさる、Z1とやなどあま^^つく/)ひし程にやがて隔た^^し中^かし。Sとあろ^じき名 
をたちて身のあはあはしくな$ぬるなげきを、sみじく思a泛め給へしがsとほしく、tに 

人がらを思aしも我が罪ある心地して止みにしなrsめに中宮をかく3るべき御契とはい 

aなが^^、取6^2て、世のをし6人のう^^みをも知^^す心ょせ^るを、あのmながらも見な 
ほされぬらむ。今もむかしもなほざ；^なる心のすさびにいとほしくくやしきZ:と名多くな 

む」ときし方の人の御うへ少しづ、の/2ま；S出で、「內の御方の御うし/>みは、何ばかりの 
程ならずとあなづりそめて心安きものに思；3しを、猶心の底見ぇずきはなく深き所ある人 

になむ。うはべは人になびきおいらかに見之ながら、打ち解けぬ氣色皂たにこも$てを乙 
はかとなく耻しき所乙をあれ」との給へば「乙と人は見ねば知らぬを、Z1れはまほならねど 

公のづから氣色見る折令もあるに、いと打ち解けにく、心はづかしき有^乏るきを、Sと/2 
としへなきうらなさを、Sかに見給ふらむとつ、ましけれど、女御はおのづからおぼし許 

すら〇とのみ思；3てなむ」との給ふ。さばか办めざましと心^き給へ-^し人を今はかくゆる 
して見えかはしなどし給ふ7P、女御の御^めのtご、/)なるあ兮<^^かしとぁぼすに、ぃと 

あ-^が^ければ「君こをはさすがにくまなきにはあらぬものから、人によりCとに從ひいと 
よく二すぢ1C心づかaは去給ひけれ。更に乙、ら見れど御有樣に似たる人はなか6けり。い 



と颔色乙そ物し給へ」とほ、^みて間え給ふ。宮にいとよ<..aき取•ジ給へりしことの悦び間 
免ひとて夕つ力たわた.C\給；5ぬ。我に心^く人やあらむともあぼし^らず、いといたく^び 

てひとへ{C窃乙と{C心入れてあはす。「今はいとまゆるして打ち休^せ給へかし。物の師よ 
心ゆかせて2:を。いと茜しか$つる日比の^るしあ6て、うし/)安くな6給CAにけ6一とて 

御Cとでもおしや力て、大殿ごも.CNぬ。對には例のおはしまさぬ夜はよひゐ泛給び1:、人々 

k物語1どmませてf給ふ。かく世のたとひicいMめたる昔語どもにも、あだなる男、色 
ごのみ、二心ある人にか、づらひたる女、かや—暴をいひ集めたるにも遂による方あう 

てNM、あめれ、怪しくうきてもすぐしつる有樣かな、げにの左ま61つるやうに、人よう乙と 
なるすくせもありける身ながら、人の忍び難く■かぬ乙とにする物思ひはなれぬ身にてを 

止みなむとすらIf、味氣なくもあるかな、ど思ひつVけて、夜SIけて大殿籠$ぬる陡方よ4 

御胸を惱み給ふ。人々見恭^nあつかaて「御せうそ乙問えSせむ」と聞ゆるをv「いとびんな 
s乙とjとせいし給；3て堪へ雛きをあさへて明し給ひつ。御身名ぬるみて御6地もいと惡し 

けれど"院7Pとみにわ^6給はぬ程かくなむと珞聞えず。女御の御方よ6御せうをこある 

に「力くなやましくてなむ」と119免給へる(5:驚きてをなたよ公問え給へるに胸つて急 

ぎわん6給へるにいと茜しげにてあはす。「いかなる御心地ぞ」とて探$奉6給へ丈、いとあ 

つく^はすれば昨日ssえ給びし御つ、しみのすぢなど^ぼし八2せ給aていとおを/>しく^ 
ぼさる0御かゆなど乙な^R參らせたれど御赀じも入れず。日j日添ひおはして萬に見^6 

u f I • 1• •:二 ■ d 
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喷き給ふ。はかなき御くだものをだ(!:いと物うく^給ひて、起きあが6給ふ乙と絕1て日比 
ベぬ。Sかならむと^ほし騒ぎて、御Sのりども數知らず始め5せ給ふ。僧めして御かぢな 

どせroせ給ふ。そことrJ/Dともなく Sみじく苦しく^^まひて、朐は時々あこ$つ、炤ひ給 
ふさま满へ難く茜しげな6。Sまざまの御つ、しみ限なけれど、^るし？P見ぇず。:TfLしと見 

れどおのづからを乙^るけぢめあ•らばたの7Pしきを、Sみじく心ぼそく悲しと兄泰$給ふ 

に、乙とごとおぼ3れねば御贺の铿tp泛づまりぬ0かの院よ6もかく烦；3給ふよし問し召し 
て、御とぶら3$とねんごろに穴び/2び冏之給ふ。同じさまにて二月も過ぎぬ。いふかぎ办 

なくおぼし歎きて試に所をかへ給はむとて二條院に渡し奉う給aつ。院の內ゆすり滿ちて 
思a歎く人 <、多か^N。冷■一水院もき乙し召しなげく。rJの人うせ給はゞ院も必ず世を背く御ほ 

い遂げ給；sてむと、大將の荇なども心盡して見黎うあつかa給ふ。御ずほふをどは、大方の 
をばさるものにて、取う分きて仕うまつらせ給ふ。聊物おぼしわくひま.には、「問ゆる事を3 

名心うく」とのみ怨みfnlぇ給へど「限あ$て別れはて給はむよ67p目の前R我が心と逛しす 

て給はむ御有欉を見ては、31に片時^ふ噠じくのみ惜しく悲しかるべければ、背よ$みづか 
らぞか、るほい深きを、とま6てSうざうしくおぼSれむ心苦し3にひかれつ、すぐすを、 

さかさまに打ち捨て給はむとやおぼす」とのみ惜み開え給ふに、げにいと/2のみがたげによ 
わケつ、限のSまに見え給ふ折々多かるを、Sかにせむと為ぼし惑ひつ、^の御方に 

もあからSまにわた6給はず。御琴ども、}iまじくて宵aき込められ、院のうちの人々は皆 

"一？ 
fi 



ぁるかぎ$1一條院KつどS參6て、この院には火をけちたるやうにて喺女どちおばしてl 

「ひと$の街けはaなりけ6と見ゆ。女御の君もわた6給ひて諸典に見奉$あつかCA給ふ。 
たVにもあはし爻3て物のけなどいと恐しきを早く參6給ひね」と苦しき御心地にもPHt 

給メ恐v2のsとtしうておはしますを見舉6給aてもいみじくなき^;aて「おとなび命よ 

むを、±見奉らずなりなむ士忘れ給ひなむかし」とのたまへば、女御せきあへず悲し 
ほしたうTゆ、しくかくなおぼしを。さ々ともけしうは物し給はじ。心によ办なむん次とも 

力くもある。公きてひ/>きうつはものにはさいはひ名其R隨ひ、せばき心あるるべき 

にて、说き身とな$てもゆたかにゆるべる方はあくれ、急なる人は久しく常ならず、6ぬる 

くなだらかなるAは長き^めしなむ多か^Nける」など佛神にも2:の御心ばせのぁりが2 く、 
罪か1を巾しあ15せ給ふ。みずほふのあざうたちfなどにてもf侍ふか 

ぎうのや/Lrとなき僧などはいとかくおぼし惑へる御けはひを即くに、いといみじく Vじ苦 

しければ心を起して祈AiiHゆ。少しよろしき見ぇ給ふとき、五六Pうちまぜつ、J又 
あもり煩ひ給ふ乙と、Sつとなくて月日を經給へば猶いかにあはすべき(Cか、よかるまじき 

御心地にやと^ぼしなげく。御もの、けなどいひて出で來fなし。惱み給はか. 
と見えず。pffnR添へてよわ.cn給ふさまにのみ見ゆれば、いともいとも悲しくいみじくおぎ 

すに徜心のいとまもなげな々。ま乙とに衛門督ば中納言にな办にきかし。今の卸litに丈いと 
親しくおぼ：r&れてSと時の人な^。身の•おぼえまSる(Cつけても思ふ事のかなよぬう1よ 

游开物詰^菜下 
S 
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源氏物§5竹菜下 器 

しSを思a侘びて、Z1の宮の御姊の二宫をな1T免奉$てける。下恥の更衣腹におはしましけ 
ればVひやすき方まじ6て思a問ぇ給へ-CS。人がらもなベての人に思aなずらふればけはCA 

乙よなくおはすれど、もとよぅ^みにし方乙を猶深かりけれ。慰め雛きをばすてにて人目(L 

咎めらるまじきばかもてなしliai給へ-^。猶かの^たの心忘られず小恃從とぃふかたら 
ひ、ま、宫の御侍從のめのとのむすめな6けり。をのめのとの姉ぞ乙のかんの沿の御めのと 

な^NけれV<早くよ6氣近くraき窣6て、t^常幼くおはしまし、時よ6いと淸らになむあ 
はします。みかどのかしづき奉6,給ふさ^など11}1きおき察-^てか、る思ひもつきをめたる 

な6け6◦かくて院も離れおはします程人め少く^めやかならむを推し^$て小伶從を迎 
、仅办つ、いみじうかたらふ。「昔よ办かく命も/2ふ嗦じく思ふ乙とをか、る親しきよす力 

て、御存檫をI1Bき傅へ堪へ^心の稲をも問し召3せて^のもしきに、illにその^るしの 
なけてばSみじくなITつらき。院の上だにかくあまたにかけかけしくて、人におされ給ふや 

うにて一人大殿涵るよなよな多く、つれづれにてすぐし給ふ江6など人の黎しけるついで 

にネ、少し悔ハ^ぼし^る御氣色に1:、同じくは^<人の心安きうしろみを定めひには爻 
めゃかtt仕うまつるべき人をZ.を、定むべか6けれとの^まはせて、女二の^のなかなかう 

しろやすく行く末ながき§爻にて物し給ふなるZ:ととの穴まはせけるを#へH9きしにい 
とほしうも口惜しうもいかC思ひ亂る、。げに同じ御すぢとは尋ね聞ぇしかど、それはそれ 

と乙そ^ゆるわざな$けれ」と、打ちうめき給へば小侍從は「いであなおほけな。をれををれ 



と3し骰き奉*^給ひて、又いかやうに限なき御心ならむ」といへばうちほ、^みて「5そ 
は物はあうけれ。宮にかたじけなく間えさせ及びける5まは院にも內にもIIHし召しけ60な 

どてかはさても3ぶらはざらましとなひ乙との序にはのたtはせける。いでやたV今す乙 

しの御い/2は6あらtしかは」などいへば「いと難き御{なAノや。御すくせとかいふ事侍る 
なるをもとにて、かの院の乙とに出で、ねんご/Dに間え給ふに立ち並び妨げ[1Hえさせ給ふ 

へき街#の^ぼえとや^ぼされし。乙の頃乙を少しものものしく御^の色も深くな6給 

へれ」といへばいふかひなくはや6かなる口ごはSに、えいaはて給はで「卜よよし、過ぎ 
にし方をば間之じや。唯かくあ.CNが^きもの、ひま1¢氣近きほどにて、この心の中にJSふZL 

とのはし少し間え5せ給ふべく^ばか6給へ。いとおほけなき心はすべてよし見給へ。(と 

恐しければ思；3離れて侍との給へば「Cれよほけなき心はいかVはあらひ。いと1; 

くつけき事を名おほしようけるかな。何しに參办つらむ」とはちぶ\「いてあな[]})きにく、 
あまちたく物を乙をいひなし給ふべけれ。世はいと定なきものを女御后名あるやうあ 

$て物し給ふたぐ61なくやは。ましてその御有樣よ、思へばいと/2ぐ；5なくめでたけ1どう 
ちうちは心やましき乙とも多かるらひ。院のあまたの御中k又ならびなきやうにならはし 

沿え給aしにSしもaとしからぬきはの御方々にたちまじ^X、めざましげなる乙ともあ 
りぬべくこそ。いと善くPi]き恃6や。in:の中はいと常なきものをひときはに思a定めてよし 

たなくつきなることなのたまひそよ」との^まへば「人に^と3れ給へる御有樣とてめ 

滅氏物55竹菜：卜 
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\」たき方に改め給ふべきにやは侍らむ。乙れは世の常の御有樣にも恃らざめ6。喺御ぅし 
/>みなくて、^<ょはしくおはしま30ょ$は"おやざ1wにと譲ぅ即免給ひしかばか^み(C 

さ乙を思aかはしilaえSせ給ひためれ。あsなき御あとしめ•ごとになむ」とはてはてははら 
だつを萬にsひこしらへて「誠は3ばか6世になき御有樣を見窣りなれ給へる御心に、數に 

もあらず怪しきなれすが/2を、打ち解けて御^ぜられむとは；史に思ひかけぬ乙とな6。唯a 
とことものごしicてliaえ知らすばか-^は、何ばか6の御身のやつれにかはあらひ。神f.lLも 

思ふ事巾すは罪あるわざかは」といみじきちかごとを患つ、の給へば、暫し乙をいとある 
まじき乙とtcswかへしけれ"物深からぬ若人は人のかく身にかへ1:sみじく思aの給ふ 

を"えsなびはてC「もしさ6ぬべき隙あらばたばか6侍らむ。院の绝しまSぬ夜は御帳の 
まは$に人多く#ら；5て、おましのほとoitsるべき人必ずさぶらa給へば、sかなる折を 

かはaまを見つけ侍るベからむ」と侘びつ、參$ぬ。sかにsかRと日❖に贵められ乙ぅじ 
てさるべき折伺ひつけて、せぅを乙^おこせた6。悅びながら$みじくやつれ忍びてあはし 

ぬ0誠R我が心にもsとけしからぬ乙となれば、氣近くなか^か思a亂る、乙ともま3るべ 

きまでは思aもよらず。唯sとほのかに御ぞのつまばか6を見奉うし春の夕の飽かずili:と 
:»:ハに思；3出でられ給ふ御有樣を少し氣近くて見奉$、思ふ事をも冏え知らせてはaとくだ 

りの御返しなどもや見せ給ひ、哀とやあぼし知るとぞ思ひける。四月十餘日ばかうのことな 
6、みをぎあすとて齋院に泰う給ふ女房十二人、Z:とに上脑にはあらぬわかびとわらはべな 



ど、あのがじ、物縫；：3けさうなど袤つ、、物見ITと思ひ設くる名と6ど6に暇なデ、」て、取 
fのか力^めやか(C人^げからぬ折な{け6。近く侍ふあぜちの沿も時々かよふ、源和將せ 

めて呼びSだ3せければ、おるまに、唯乙の侍從ばかり近くは3、ぶらふなりけう。善き 
を6とmgaて、やをら御帳のa/Lがしあもての、あましの端^す^つ。3までもあるべきこ 

とな$やは。宮は何心もなく大殿ご毛りにけるを、近く男のけはaのすれば院のおはすると 

おぼしたるに、打ちかし乙ま6たる氣色見せてゆかの皂もに抱きあろし舉るに、物にあを次 
る、力とせめて見上げ給へればあらぬ人なりけ4。怪しくも知らぬ事どもをどf]Hゆるやb 

Uましくむくつけくな6て人忍せど近くもさぶらはねば間きつけて參るもなし。わな、き 

知ふ5ま、水のやうに汗名ながれて物も覺之給はぬM色いと哀にらうたげな^^「数ならね 

とSとかうしもおぼし召さるべき身とは思うたまへられずなむ。背ようおほけなき1>の侍 

とをひ—るに謗て止み侍—ましかば、心の中にくたしてす—ベtけるを〕な1 
な力潴L沿ぇrcせて、院に名問し召されにしをZ:よなくもて離れても、のたまはせざりける 

にたのみをかけをめ侍立し、身の數ならぬひときはに、人よ$深き志を空しくなし#^^る 
こと、動し侍し心なひ、よろづ今はかびなき^と思う給へ返せど、いかばか6泛み 

にけるにか、年月にそへて：：：惜しく 7Pつらく 7Pむくつけくも哀定い$ろに深く Sう給 
へま3るに、せきかねてかくあほけなき5まを御赀ぜられぬるもかつはいと思aや6なく 

はつ力しければ罪mき心？P21に#るまじ」とい；5名てゆくに、乙の人なうけ6と^ぼすこ、 



s 

sとめざ念しく恐しくてつゆいらへ名^給はず。いとことねりなれど「世に^めしなき事に 
も侍らvaを珍らか{CなSけなき御心ばへならば、sと心うくてなかなかCAたぷるなる心も 

乙そつき侍れ。Kとだにの給はせばをれを求6て]1でなひ」とょ/>づに間え給ふ。ょをの思 
ひや6はsつくしく物なれて見え恭らむもはづかしく推しiltられ給ふに、唯かtdかりIn心a 

つめたるかたはしI1Hえ知らせて、なかなかかけかけしき事はなくて:ILみなむと思CAしかど、 
sとさばか6氣商う耻しげにはあらでなつかしくらうたげにやはやはとのみ見え給ふ。御 

けはaのあてにSみじく覺ゆるZ:とぞ人R似$.せ給はざ6ける。さかしく思ひ^づむる心 
も失せて、いづちも$づちもゐてかくし^6て我が身も世にふるSまならず跡絕えて止み 

なばやとまで思aみだれぬ。ifいさ、かまどろむとしもなき夢に、この手ならし、猫のいと 
らうたげに打ちなきて來たるを、乙の•>:!に奉らむとて我がゐて來たると资えしを、何しに 

泰^Vつらむとmふ程におどろきてsかに見免つるならむと思ふ。宮はいとあ3ましくうつ 
つと多设え給はぬic胸ふたが6てなぼしおぼる、を、「猶かく遁れぬ御すくせの淺からざ^N 

けると^ほしなせ。みづからの心ながらもうつしご、ろ{(:はあらずなむ覺え侍る」。かの覺 
えなか办しみすの-9まをmの〇なびきた6し夕の乙と7PP4Iえ出でた-^。贸にさは/2あ-CNけ 

0ょと！3沿しくちぎり心ぅき御身な6け6。院にも今はぃかでかは见ぇ舉らむと、悲しく 
.6細くてsとを5なげ(C泣き給ふをSとか"じけなく哀と见黎うて人の御Mを3へのごふ 

釉よハと けSのみまSる。明けゆく氣色な名ic出て〇か^なくなかなかな6。「いかゞ 

■2? 



みじくにく免せ給へば又聞免蕃む事もtがfを、唯ひと乙と御聲を 

浪公せIn.へ」と;^に斟えなやますもうる5/、わびしくて物の]11にいはれ給よ 

2m く 口 く。Iff反。又ゎ；ゃitじ」とぃとぅ：；と,,73 

び。ふよ—めぅ身を.^11しは乏。いと1によ4•暴かく？も 
H ^よひに—‘—いみじくなむ。つゆにても御心ゆるし給ふ—fば、そ 

”为.へつる;^Vtp捨て侍—まし」とて搔き抱き出づるに、はてはいかにしつるぞとぁき 

dffi。tみの間の屛要W蠢げてf押しぁけたれば還の南のとのよベい*^ し力ま九.vQきな力らあるに、まだあけrれの程なるべし。ほのかに見舉ら 1 
しをやをら引—げてrかう1き御心にうつし1む^^^^ 

U圭^If迄の給はせよ」と—し聞ゅ！ぃと！かれ 
—と妒へとわな、かれて.S-AJわか.Qかしき御さまな.^。たCあけに明ナ〒くこ 

1哀——うもffべ參かくにくませ給へば—'^と4 

xfac—侍—どとてのどかならず立ち出づる明けくれ、秋の空i —づく 
しな-c\( 

へ「あけくれ—f Iは消—、餐—f$ベく」とは—デこの給 

交九 

-.r.f t? » ft 0 • •• . tl4 •• • ^ ••!••, 



在ヨ^^^^^^^^^^^^^^^^ 

ふ。御璐の若くをかしげなるをIIHき3す^う-kて出でぬる、^1wしひは^乙と{c身を離れて 
とまうぬる心ちす。女宮:0御許:Rも^.'5で給はで大殿へぞ忍びておはしぬる。打ちふしたH 

どめもあはず。屍つる#の§だかにあはp乙とも灘きをS.へ思ふに、かの猫のあうしさ爻い 

と戀しと思a出でらる。5てもい^じきあやまちしつる身かな、i»:icあらむ乙と2:をまばゆ 
くな6ぬれと、恐しくをらはづかしき心地:Lてあ办きなどもし給はず。女の御ためはili{cも 

いはず、我が心地(■(:もsとあるまじき事といふ中R:^むくつけく^ゆれば、思Wのま、に名 
tまぎれあ4かず。みかどの御めをも取-0過ちて乙との聞ぇあらむに、かばか6^:ぇむこと 

ゆ表は身のいたづちに犮らむZとも^しくS:ほゆ爻じ、志かsちじるき罪にはあたらずと 
も"乙の院にめをそばめられ摩らむZ1とはか^恐しく UづかしくS:ほゆ。か^き女と削 

ゆ:nど、♦少しiliづきたる心ばへまじ-CN、上はゆ焱あうこめかしきにも從はぬ志たの心添CAた 
••5Zを、とあることか、る乙と-itうちなびき•心かはし給ふたrarpあ$けれ。乙れは深き心 

名枭はせね.^:a/2おも；>n>に物おぢし給へる御心に^ぐ今^戈人の見間きつけたらむゃう 

tt、3ばゆ:<はづかしく^ぼ，3名れ^、あかき所にだ-Rぇゐざり出v給はず、いとn惜しき 
身な$けりと、みづかA思し如るべし。「惱しげにな1;」とあうければおと.V:聞き給ひていみ 

じ乂御心を盡L給ふ御事に--5ち添へて、又いかにと驚かせ給aてわた6給へ^N。をこぼかと 
苦しげ^る乙上7p見*i給はず、いといたくはぢらa^め6て3ゃか{(:も見合せ舉.6給はぬ 

を、久しくな6ぬるたぇ^を3必めしくおぼすにやとsとほしくて、かの御心地の3まなど 



聞A知a v「今はのとぢめ仏も>そあれ、今？bにあろかなる.^まを見念かれじとてなむ 

Hかt程i•ぁつかひ立て見放ちがたければか；比兔づを知ら21にす 

ベarるぞ‘のづからZの程すぎば見なほし給aてむ」欢どf給ふ。かく氣色も知6給 丨^sとほしく心苦しくあぼされて、宮は*A知れず淚CましXおぼさる。かんの君次まし 
てなかなかなる心地のみ增Aて起き臥し明し茲し侘び給ふ。祭の日などよ見^承ひ亍く 

君達かきっれていStのかせど、なやましげ戈てなしてながめ臥し給へ。女^を^か 
しこまるSま^^てなI開之て、^^を3打ち解けても之6よ 

れ1いとKづれ念f く—め給へ—、fはべの—るあふひむ^^i卜 
二くやL くぞつみをかしけるあふa草神のゆるせるかざしならぬに」とSふもいとなか 

な力1.-^1Lの中靜ならぬIi£の音などをよその事^間きて人や6ならぬつれづXこ蓉し1*. 

Xあゆる、女{fか、る氣色のすさまじ34見知られ給へ^-何事とは給ぬねど耻L> 

く^ざましきに物思はしくぞあぼされける。女房など物見k皆出て、人ずくなRのどやか 

な4は打ちながめイ、箏の琴なつかしく|爻3:^て方はするけは；5も、さすがにあてこ. 
なまめ3しけれど同じくば今；5ときは及ばざ^sけるすくせよとなまあfゆ。 

る管、f a.ろaけぎじき窆し褒ど，P」と曹fび居た 

广1め3声'"5ごとft。ぉとミfまれまれf給？！と！fかへ ，ぁ^Mっ——、に、f tfぬ上て人f袞ばf何f Iしね 
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B* 
かれず御心もくれて渡ら給ふ。道の程の心もとなきに、げにかの院はほとうのおほ^まで人 

穴ち騷ぎ^6。殿の內泣きの、しるけはaいとまがまがし。我にもあらで入6給へれば「日 
比はいさ、かaま見ぇ給へるを、俄icなむかくおはします」とて侍ふかぎ$は我も後れ奉ら 

じと惑ふさまどもかぎ6なし。みずほふどもの®Z:ぼち僧などもさるべきかぎ6こをまか 
でね、ほろほろと騷ぐを兇給ふに、31に限に乙そはとおぼしはつるあSまし3に何事かは^. 

raあらひ。「さらとももの、けのするにこをあらめ。sとaたぶるにな騷ぎを」と靜め給a 

て、sよsよsみじきぐわんどもを立てをへさせ給ふ。勝れ/2るけんざどものかぎ办召し集 
めて、.「限ある御命にてこの世りき給ひ^とも只今暫しのどめ給ひ不動尊の御もとのちかひ 

あう"をの日數をだにかけ留め奉れ給へ」と"かしらよ6茇乙とに黑烟を立て：> いみじき心 
を起して加持し奉る。院も、只今一度目を見合せ給へ、いとあへなく限なうつらむ程をだに、 

ぇ見ずな$にけるZ:との悔しく悲しきをと、おぼし惑へるさま，とま6給ふべきにもあ6ぬ 
を見舉る心ちども唯推しはかるべし。Sみじき御心のうちを怫も見窣$給ふにや、月比ill 

に現れ出て乙ぬ物のけちひ5き黄にうつ6てよばひの、しる程に、やうやう生きいで給ふ 
にも嬉しくもゆ、しくも^ぼし騷がる。いみじくてうぜられて「人は皆ね。院一と乙/> 

の御耳に聞えむ。おのれV」月比てうじ侘びSせ給ふがなSけなくつらければ、同じくはおぼ 
し知らせむと思aつれど、さすがに命もたふまじく身を碎きておぼし惑ふを見舉れば、今乙 

をかくいみじき身をうけy2れ、いにしへの心の殘うて乙そかくま\し名參う來たるなれば、物 



の心苦しsをえ見すぐさで遂に現れぬる乙と更に知られじと思aつる名のを」とて、襞を辰 

$かけて泣くけはa、唯昔見給aしもの、けの3まと見えた点。あさましくむく 9ナノとか 
ぼし^みにし乙との變らぬもゆVしければ、こ0.荒の手をとらへて引きす^てstく 

7^せせ給はず「誠にをの人か。善からぬ狐などいふなる名の、たはぶれたるか。なき人の 

怎名てぶせなるZ:とい；5出、つるもあなるを、たしかなるなの办せよ。又人の知>bざら1;乙と 

の心に出wれaベからひをsへ。—なむいro、かにて秦•ずべき」とのた 
へば、ほろほ/)といたくなきて、 

「我が身乙をあらぬさまなれそれながらをらおぼれする君は君な6。いとつらしつらし 

と泣彦けぷ急から、|哲物iしf付は■參、なかなかいと疎ましくら7ナ 
れば、物いはせじとおぼす。「中宮の御事icて名いと嬉しくかたじけなしとな1;天か16て 

名見奉れど、道Z:とにな$ぬれば乙のJ1までも深く赀えぬにやあらひ。猶みづからっらしと 
思a間えし心の^ふなむと^る^pのな办ける。をの中(Cも生きての1H:に人よ办おとして公 

1し松てしよ-CN7P®ふどちの御物語のついでに心よからずにくかうし有Itをの/aまひい 

てた6しなむいとうらめしく、今は力,，なきにあぼし許して、こと人のいWおとしめひをど 
にf隱し給へとこそ思へど、うち思ひしばかうにかくいみじき身のけはaなれf く歼 

せfこの人を深4しと思品ゆfとはなけれど.f名よくいと御あ；^f 
心地してえ近づきま，Qらず、御猓をだにほのかに問き侍るCよし今は乙の罪かろむばか6の 
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わざをせsせ給へ。ずほふどきやうとの、しるMJも身icは苦しくわびしきほのほとのみま 
つはれて：alに尊き乙とも問えねばいと悲しくなむ。中宮にもこのょしを傅へ問之給へ。ゆめ 

御宮仕のほどに人ときしろ；sをねむ心つかDI給ふな。齋宮におはしまし、比ほCAの御罪か 

ろむベからひくどくのZ.とを必ずせSせ給へ。いとくやしき乙とになむあ6ける」などいa 

つC くれど、もの、け(C向aて物訴し給はむもかたはらいたければ、ふうじこめて上をば又 
乙と方に忍びて渡し粢6給ふ。かくうせ給aiuけ6といふ事世の中に滿ちて、御とぶらaに 

問え給ふ人々あるをSとゆ、しく^ぼす。今日のかへさ見(C出で給ひける上達部など歸6 
給ふ道に、rかく人の中せばいとsみじき事に7Pあるかな。生けるか；3あAつる3 sは；5び 

との光失ふ日にて雨はをぼふるな6けう」とうVつけごと^給ふ人もあ^N。又「かくたちa 
ぬる人は必ずt長からぬ乙とな.CN。何を樱にといふふるごともあるはか、る人のいとぐ世 

icながらへて世の^のしみを盡3ば傍の人茜しから1/。今乙そ二品宮は7?との御おぼえあ 
らはれ給はめ。Sとほしげにお3れ左点つる御覺えを」などうちS、めきけう。術門督昨日 

いと雜し雛か-^しを思ひて、今日は御弟ども左大辨頭宰相など奥の方に乘せて见給aけ*^。 
かくいひあへ5-を間くにも胸打ちつぶれて「何かうき世に久しかるべき」と打ちずじ獨$ご 

ちて、かの院へ赀參6給ふ。たしかならぬ蕺なればゆ、しくやとて、喺大方の御とぶらひに 
參6給へるに、かく人の泣きSわげば誠な6■け6と打ち騷ぎ給へ.CN。式部卿の宮も波り給ひ 

て"いといたく赀しほれたるさまにてe入り給ふ？人々の御消そ乙もえ申し#へ給はず。大 



將の界淚をのご；5て立ち出で給へるに「いかにいかに0ゆ、しきさま((:人の巾し’1で、3" 

じ雛ぎさにてなむ、喷久しき御惱を承6歎きて參りつる」などの給ふ。「いとmくな$て月日 

經給へるを乙Sよぅ絕乏V給へ名るを、もの、けの念ざになむtける。言言 
•sき出で給ふやうに聞きなし侍うて今なむ皆人心皂づむめれど、まだいとたのもしげなし 

や。心苦しきrJとi:乙そ」とて誠に痛く泣き給へる氣色な办〇目名少しJMれ2う。衛リ辟、フ 

iやしき心fakや、C1の君のいとSし—しからぬ繼母の御Kいたく心—給 
へるかなと目をと<む。かく2:れかれ參6給へる由問し召して「苽きびやうざの俄にとぢ6. 

つるさまな$つるを、女房な^は心も£をさめず亂6がはしく騷ぎ恃6けるに、みづからも 
えのどめず >もあわたぐしき程にてなひ。殊更になひ斯物し給へるよろ乙びはlieゆべき」と 

のブまへ办力/Lの^は胸つぶれて力、るを6のらう/>うならずはえ參るまじく、け丈W次 
づかしく思ふも心の中?:'腹ぎたなか6ける。かくいき出で給aての後しも恐しくおtiして、 

又々Sみじき法ど7Pをつくしてくはへ行はせ給ふcうつしびとにてだにむくつけか6し\ 
の餌けはひの、まして世かは6あやしきもの、§まになう給へらむをおぼしや3こ、いと6 

うければ中宮をあつか；SOB免給ふ3へぞ乙のをAは物うくいひ^pてゆけば#女0身よ冷冚 
じ罪深きもとゐ?:かしとなべて世の中いとはしく、かの又人も聞かざりし御巾のむつもの 

力^$にバノし語6出て給へ6し乙とをいひ出でた0しに、誠とおぼし出づるにいと対よし 
くあぼSる。御ぐしあろしてむとせちicあぼしたれば、忌む乙との力もやとて御いた—々 

_• I: • • t 
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るしばか$はさみて五かSばかううけさせ奉り給ふ。御戒の師いひZLとの勝れたるよし佛 
に申すにも哀に憊き乙とまじ-CN1:人わろく御傍Rをひ居給ひて淚/J}しのごひ給ひつ、佛を 

もろご、ろに念じ問え給ふSま、世にかし乙くおはする人7PIPとかく御心惑ふことにあた 
りてはえ•先づめ給はぬめざな6け-^。Sかなるわざをしてこれを救；3かけiwめ奉らむとの 

みよる；3るあ•ほし歎くに、ほれぼれしきまで御颜tp少しおもやせ給aに^6。五月などは" 
ましてはればれしからぬ空の氣色に、えさはやぎ給はねど、ありしよりは少しよ/)しきr&ま 

なう。されど猶絕えず惱みわたり給ふ。もの、けのml救ふべきわざ、日ごとに法華經一部づ 

かぎ-CNして讀ませ給ふ。?>らはれぞめては折々悲しげなる乙とC 7^をいぺど、21に乙のもの 
Vけはてず、いとVあつき程は息も絕乏つ、いよSよ•よわ6給へばSはむ方なくおぼ 

し歎きたなきやうなる御心ちにもかVる御氣色を心苦しく見奉う給aて世の中になく 
な$なむも我が身icは更に口惜しきとの乙るまじけれど、かくおぼし惑ふめるに、空しく見 

なされ奉らむがsと思；Srまなかるベければ、思a起して御ゆなどいさ、かまゐるけ•にや、 
六月にな$て?：時令御rしもたげ給aける。珍しく見奉り給ふにも猶いとゆ、しくて、六條 

院にはあから3まRネえ渡3給はず。姬宫は怪しか6し乙とを^ぼし歎きしよ6、やがて例 
の3まに珞おはせず、惱ましく患給へど、おどろおどろしくはあらず’立ちぬる月よ-〇物119 

し召さでSy2くあをみをこなはれ給ふ。かの人はわ6なく思aあまる時々は、夢のやうに見 



け5ど、宫はつ卷ずわ4き事におぼし"^。院をいみじく If給へる卸6、」、 

1^305^1?とてし;:|ゃ'*。€くょしめ|1ば大方の人目^ 
こじK1?nでらるれ、幼く1たrsf御有管ならs給へる御6 

>!B Iみ月ノ給論に、かくf心f給ふは哀f御すくせにぞtける。御、 

?と巧““备1「院のわfせ給ふ乙とも—fを」とつ—る 
ヽと知召して—f給ろ女fあつくむつかしとV、御rしすまして少し 

3lt力に^てなし給へら。臥しながらうち言給へとかばとみにもかはかねど、齡むか 
un iす1ていと淸ら—らとしてtみ办とろへ給へるしも、 

产Sを£ろく美しげにす真る言に見ゆる御毖？など世になく >bうたげな 

1けt蟲の^^どの言、1 sと.^ょはしげgはす。年比すみ給，^少し1 
つる院？ち！しへなくせばげ—へ見ゅ。昨琴日かくものfが^;こ” 

1と1くろはれた——んざいのうちつけに心ょげ1出しfてむこ 

で經0け—ほす。池はいと凉しげにては1のf名れるに、葉ょいと靑 
や力にて露きらきらと玉のやうに見之わたるを「かれ見給へ。おのれひと1谏しげfか 

起—かうて見出し給へるもいとめづらしければ「かくて見奉るf夢 
Vもす4いみじく我が身さへかぎ.〇と避ゆる、をうを.^のあ.^しばや」と淚を5ナて 

^まへば、みづからも哀とおもほして、 

淅氏物語若菜下 
六九七 



诹氏物訝若菜下 六九八 

'.「消ぇとまるほどやはふべきたまざかに蓮の露のか、るばかりを」との給ふ。 
.「契6おかむこの世なら•で毛はちす葉R玉ゐる露のz:、/>へだつな」。出で給ふかたざま 

.は物う：bれど"內にも院にも[13し召さむ所あ惱み給ふと111]きても稅經ぬるをめに近きに 
>6を惑(1しつるほど見奉る乙ともをSをSなか6つる(;:、か、る雲[]]]に3へやは、絕ぇ乙も 

•らむとあぼし立ちて•ねたら給；Sぬ。宫は御心のおに、見之窣ちむもはづかしくつ、ましく 
おぼすに、物など119免たまふ御いらへも1111之給はねば、日ごろのつも6を3すがにげな 

くてつらしとおぼしけると心^しければ、とかくこしらへirrlぇ給ふ"おとなびたる人召して. 
御心Vのさt-など問•ひ給ふ。「例のさまならぬ御心ちになむ」と煩ひ給ふ御あうSまを诎 

吵orあやしぐほどへて珍しき御事にも」とばか6の穴ま；5て御心のうちには年比經ぬる人 

々^にも、3-るZ1となき$:■、ふぢやうなる御Cとにもやと5:ほせば、ことにともかくものた 
まひ知へし>t>w給はで喉打ち惱み給へる3まのSとらうたげなるをあはれと見泰6給ふ。 

辛うじて^ぼし立ちて渡ヶ給ひしかばふともt歸6たまはで、二三日おはするほど、いかに 
sがに•と後めたくおぼさるれば、御文をのみ彼き盡し給ふ。r sつの間につもる御言の薬に 

かあらび。sてややすからぬ世をも見るかな」と若君の御あやまちを知らぬ人はSふ。侍從 

zi'Jか > :につけても胸うちさわぎける。かの人もかく渡り給へりとI1Hくに、おほけなく心あ 
や咬6してSみじき事ど7^を铿き績けてお乙せ給へf。對にあか>bs甘•に液り給へる我に、 

人まなりければ忍びて見せ奉る〇 rひつかしき物見するZ:をsと心うけれ。心地のsとゞ惡 



- — 
とて臥し給へれば、「繁ミのはしがきのいとほしげ箨るぞや」と 

人の—にsと苦しくて御儿晛sき寄せて去名。いとy胸つぶる、—；^4: 

くもM/し給はで、御患とねみ下にSしはさみ給ひつ。夜象'^つか左二 
4御^.問秦ふ。「こ、にはけしぅは麥ず見ぇ給ふを、まだいとた.、^しげなパど 

はパ—!はる、も今浮ぃとほしく！む。装aがしく 4ぁ!^ 

以^^^!^^見產し給呈どと1^1ふ。例は|いは1はぶれどな 
ネち为シ财免給ふを、.いたく泛めぅてさやか 合 ^^ 

臺。—Ii」f “ノしほii.csにけるに、acらしの花やか！ くにf給？、i 卜{どし 

6給ふ。 f i iす力—まにもとやおぼすと心苦しげ£ぼして立ちとま 

m 給へtらぅたければ、ついぬて「t苦しや」きちf給ふ。f〜 Gさとも、いかfひか—穿心がすぞらし—」1レす 
Lな3けな力らひも心苦しければとま6給；5ぬ。％、つ倉くさすがi H 

く fgt 參—どして大 gf ぬ。11f 
MLI:丨 t - - ■II―——■ ■ -I.-:_r _ 



- * • • ..，ハ-V. •，■り r - ，■•••.、，•，••• 一 •響， _ ••• - • •- • .. % • • . • 

••☆.•.へ:.ふ:/■?盛^^^^’^^ 

一, 

产 

一/tf.-ruxrp.5JH 

is氏物Is苦菜下 

.,■■••: jslWJrgiifu4■一!*^fsiliBii 

七8 

給ふ0よべのかはほりをおとして乙れは風ぬるくこをあ会けれとて御扇あき給ひて、きのふ 

ぅ^、ね泛給へ6しあましのあた6を立ちと^办て見給ふに、御患とねの少し^よaたる 
つまよ6淺綠の11葉なる文の押し卷き穴る端見ゆるを、何心もなく引き出て、御覽ずるに 

男0丰な6。かみのかなどいとえ/LicIと3らめきたる畨きざまな办。ふたかさねに乙まご 
まと#3たるを見給ふに、まぎるべき方なくをの人の手な6けりと見給ひつ。御鏡など開け 

て參らする人は猶見給ふ文に乙をはと、心も知らぬ小恃從見つけ1:、昨日の文の色と见る 

こ、Sとハみじく)]felつぶつぶとなる心ちす。御かゆなどまゐる方に目も見やらず、いi:Sぅ 
ともをれにはあらじ、いといみじくさる事はありな1;や"かくし給aてけむと思ひなす。宮 

は何心もなく、t•た大殿ごもれ6。あないはけな、か、るものを^らし給aて我ならぬ人も 
見〇けたらましかばとお•ほすも心おと6•して、さればよいとひげに心にくき•所なき御有欉 

を後めたしとは見るかしとおぼす。出で給ひぬれば人A、少しあがれぬるに、恃從よりて「昨 
日の物はsか(cせさせ給aてし。け3院の御覽じつる文のい/>乙を似て侍りつれ」と聞ゆれ 

M、あさましとおぼして淚の^<いできに出でくれば、いとほしきものからいふかaなの御 
Sまやと見奉る。「いづくにかはItかせ給；3てし。人々の參6しに事あ6顏に近くさぶらは 

じと、3ばが$のSみをだに心の鬼にさ6侍6しを、いらせ給ひしほどは少し稃經恃6にし 

をかく 3せ給；3つらむとなむ思う給へし」と聞ゆれば、「いさとよ、見し程に入6給ひしかば 
ふとも泛あき^へで、さしはさみしを忘れにけ6」とのたまふにぃと聞ぇむかたなし> XAy 



hnいづくのかは—むc「Iいみじ。かの君もいと痛く —憚名氣色にて4办 

>力Itとあらばと1145し愚を、1たh經ず11との出でま 
Mて^^よ、すべていはけf御有管y人に1彥せ給ひければ、年比3ばかぅ忘れが 

プM夕^いひわたら給びしかど、かく專思ぅ給へし御乙とかは。たが御力めに名いほし く4るへHJとはVか.^もなく間ゆ。心やすく若くおはすれば馴れ.flみ。( 

にのみぞ泣き給ふ。いとなやましげにて露ばか急物も聞し召S 
^ Jxjl、くせ4—If給ひて、今は—言はて給Sにt御あつかひ 

4^ww3fL"つらく思ひいふ。1はこの丈の猶怪しifるれば人見ぬ 
ふ。—至人S中にかの中納言の手に似f手して1 

.力^Aiほしよれと、言葉づか—らきらとまがふべく^^?と—あち年を 

Uした“ ん！かにほいかな以て心安からぬす？曹盡したるMとばいと 
見” nfといとかく差かkはかくべしや、あf人の文isや—4 きけ〜—こと，P—と思以しかば、昔か言に乙—fべきを1しにもピと 

uff—.bはしぶ、人の深き用意は難き—な41、かの人の6をミ 
H ? Sつ。——の人をばいか——し聞ゆべき.珍し—まの御盆もか、 

Hれ泛fけ气いであな心—、かく人づて—|と|^る令 しなi見奉吾よと、我が御心なが！G謹すまじく fるを、— 

海氏物龉若菜下 
七01 
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と始ょ-a人允妹そ‘七fの心ねぐらむと思ふは、心づきなく®ひ阳てら^^ 

を、まして之れょ|乙上にお•ほけなき人の心にもあ各るかな、みかどのみめをもあべま 
つたぐ；5ftけれど、それは又sふか空となう。宫づかへとsv*f人為じ岩に 

な1士うまつる程に、&のづからS•るべき方につけても、心をかはしをめ物の鲁れ多i 

ち—々。女御1といへど•、と—すぢか"る方につけてか—なる人もあrバ 
ばせ必ず重からaう—じ冬思ばず—乙ともあれど、—ろげの、—かなtあやot 

見之ぬIば3て7Pまじらふやう^あら1;に、ふとしもあらはならぬ咬ぎれあ办ぬへし力>< 

ばか灰な—まにもVなしfて內々の志ひくかたょ|いつくしくかたじ1^—^ 

こ&5び文rまむ人をおきてか、る乙とは更にたぐひあらじとつまはじきせら1 メみ 

Mどとi少れどた—なほに—やけfの心ばへばかうにV宫壮の程も物すさまじき 

こ、志深&私.0ねぎごとになびき、公のがじ、哀をつく*L見すぐしIき折のいらへを名いじ 

Hめ〕i!其古怎らむなからaは、同じけしから？ぢな4、ょ”1“" 

や、我が身ながらも^ばか公の人に心ねけ給^ベくは銳ぇぬをといと心つきなけ4.X食 

色に出すべさ事にもあ^ず^省ぼしEる、につけて、故院の上もかく御心には戈-/>怒 
してや知らず额をつべ—せ給sけむ、思へば—世の|卷はいと激しくあ—じa 

1fけれとf SI.I、—山路14じ秦fじ4る 
•つnなLづくり給へど、物思し亂る、さtの患るければ、女君消ぇ殘$たるいとほしみ1Cわ 



逆 

1 

•^^給ひ:-1:へズや^\な.ちず心苦丄う思；3や^聞え給ふにや^あぼして「心地は^/)^くな6 
R-.1:侍^，H、かの宮の惱:Lげにおはすらむに疾く渡6給ひにしこをいとほしけれ」と坩え給 

:へ试「:3:かし。例ならず見え給ひ.しかど興なる心地にもあはせねばおのづから心のどかじ1|]心 
S:て;J:む。趵ょ公は度々御使あ^けc\。今日7p御文ありつとか。かの院のいとやんとなく1]!] 

爻つ分給.へれば土もかく>ぼし穴るな石べ.し。少しお乃かになど名あらむは、こなたか农为 
A役.Sむミ土の、い上ほしきどや」とてうめき給.へば「內の間し召-Sひよ办もみづからうらめ 

しと思ひ-!U1免給はむ/SM、は心苦•しからめ。われはおぼし咎めずともょかちぬさ^にIilr]之な 
す人々必ずあらむと思へば、いと苦しくなむj母どのたまへば、「赞にあながちに思ふ人のた 

勿には煩.liしきょす.がなれゼ、萬(Cたど^深き乙と^•やかくやとおほょ仑人の思は1;6S 
へ思ひめぐら3る\を、-Z.れは穴ゞ國王の御心やあき給は1;とばかうを、はVからむは淺き 

心地玄しけ.る」とほ、晨み.てのたまatぎらはす。「盤^s給はむ.21上は諸业Kかへ6てを、心 

のと力に4七セf:Iの-みliaえ給ふを/「乙，へには^し心安.•-<.て侍ら1T。まづ渡6給-aて人の御 
心--^Mみなむ瑕icを」^11Hえかはし給ふ程に日ご-/>經ぬ。姬や3はかく渡6給はぬ日比のふる 

ネ人の御つら:•s-'fc•の.みおぼすを、今は我が御をrj.たううちまぜてかくな.^ぬるとぁぼすに、 

晚も趼七召し.-)けてS■か^icおぼし召3むと世の中〇Vましく^If。かの人7PV>みじげにの 
みぃひゎたれ:^^ル恃從7?烦はしく思ひ歎きて「か、るてとなむぁ6し」と吿げてければぃ 

:iあ^ま*^乂.ぃっの.程に3る乙と出できけむ、か、る乙とはぁ$ふれば為のづから氣色に 

源-It物語若菜下 S 

パ讎 1 



谏氏物語若菜下 

ても漏办出づるやう^やと思aしだにいと:^つ、ましく、空にめつき^るやうic覺泛てし 

•'?:、まして3ばか$違ふべくもあらざ<:0事ど％を見給ひてけ1;、耻しくか-/2じけなくかた 
はらいたきに、朝夕す<みもなき比なれど身名态むる心地していはむかたなく覺ゆ。年比ま 

めごとにもあだごとにも召しまつはし參6なれつるものを、人よ.^はこまやかicおぼしと 

め^る御氣色の哀icなつかしきをあSましくおほけなき物に*心おかれ奉.CSてはいかでか 
は目をも見合せ奉らむ、56とてか含^えほのめき參らざらむも人めあやしくかの御心に 

も為ぼし合せひ乙とのいみじさなど安からず思ふに、心地もいとなやましくてうちへも參 

らず。5してmき罪には當るべきならねど身のいたづらにな$ぬる心地すれば、さればよと 

かつは我が心もSとつらく覺ゆ。いでや^.づやかに心にくきけはひ見之給はぬ心^.cvfyや、 
まづはかのみすのはざまも3るべさ乙とかは、かるがるしと大將の思CA給へる氣色見えき 

かし-^:ど今ぞ思CAあはする〇老びてrjの事を思ひ3まさ1;と思ふか/2にてあながちになん 
づけ奉らまほしきに4あらむ、よきやうとてもあま$ひ犮おもむきにおほどかにあてなる 

人は世の有樣も知らず、かつさぶらふ人仏>心あき給ふ乙ともなくて、かくいとほしき御身の 

ためも人の^めもSみじき乙とにもあるかなとかの御事の心苦しさもえ思a放^れ翁は 

ず〇宮は•いとらう为げ.にて惱みわ/26給ふさまの猶いと心苦しくかく思ひはなち給ふにつ 
けては、あや{Cく--{Cうき(ctぎれぬ戀し3の苦しくあぼ3るれば、渡$給CAて見奉6給ふic 

つけて^胸いたくいとほしくおぼ3る。御いの-^など3まざまにせ5せ給^。大方のこと丈 



ム•.り•心w》厶八〔二..*^*ゐぷムぬ:レ•な•以奴VM 

ブ^?^ ^晚，勿:^^^gg^^p 祖:濁銘^ 
あ*^"^かはらずなかなかいたばしくやんKjとなくもてなし即ゆる^,まをまし^!ふ。氣近 

く—f品fまはいきよf御心fかたはらSけれi か厂 

dめ.やすくもてなしSぼしのみ亂る、にビの御心のうちし—苦しtける。意乙と 
1きLもあら；^し開ぇ給はgに、み、つからぃとゎ6なくおぼしたるSまも6を3なし。(と 

1く方はす.るけぞかし。よきやうといひながらあま合心戈となく後れ穴る賴もしデなき 

4luju、世の巾なベてうしろめたく女御のtfかgびれ給へtそ、 
力ぺう/V也力けルぇむ人はまして心亂れなむかし。女はかうはるけ所なくなよびたるをV 

Iな.'つらは一しきにや、董Sきにふと目とIIからぬあや——出づるfo 
ぅと—右2と，.—の取—fしろみ—く幼くf空か—t 

るやぅ、fcて生ひ出で給ひけれど、かどかどしくらうありて我も大方には韋f 
、力iく、？1のをは货しちあらVo-coをな^iらかにつれなく，pてなしてすrし、この 

房に心合せて入"來fけむにもけざやかにもて離れ—を 
人「Hられ—に—れf有ffして我が心とは—ずな左し 

Uと—へ技定かど1fけ'蠢Ifけれf く tて—たむ乙と 

3ぁ—しi—て！乙と"邊人i出てば少 

ないし0を1猶fず思；s出vf給へど、かく5し总つと：iu 
源氏物龉-若菜下 
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淑氏物腓荞菜下 七C六 

0kあぼし^办て、かの御心よ^少しかるく思ひ攻roれ鈴びけ3。遂K御^:10ごとし 
給aてけりと聞き給；3ては"sと哀にU惜しく御心mきてまづとぶらひ聞え給ふ。今なむと 

だににほはし給はざ$けるつらさをあさからず間え給ふ。 
「あまの世をよを1C間かめや須磨の浦にもしほたれしも誰ならなくに。3まざ爻なる世 

の定めなSを心に思；3つめて今まで後れllatぬるP惜しSをおぼし捨てつとTP、S6.雛き 
御^かうのうち1Cは^づrj”vはと哀(Cなむ」など多く問え給へ^^。疾くあぼし立ちRし乙と 

なれど乙の御さま^げにか、づらaて人には^かあらはし給はぬZ.となれど、心のうちあ 
はれに、昔よ6つらき御契をSすがにあSまくしもおぼし知られぬなどかたがたにおぼし 

出でらる。御かへ$今はかくしもmふまじき御文のとぢめと5:ほせば哀にて心とVめて彼 
き給ふ墨つきなどいとをかし。「常なき世と(i身aとつ{Cのみ知り侍りにしを後れぬとのた 

まはせたる1C:なむ。げに" . 
あま船にsかCは思aおくれけむあかしのilにS36せし君。^かうにはあまねき方 

にてもsか < は」とあう。濃きあをにびの紙にて急きみに5し給へる、例の乙となれどs^ 
くすrし^る筆づかa猶ふ6がたXVJかしげな6。二條院にちはします程にて女君にも今 

はむげに絕えぬる乙とにて見せ奉$給ふ。「いといたく乙そはづかしめられ穴れ。げに心づき 
なしや。Sまざまに心ぼをき世の中の有樣をよく見すrしつるやうなるよ。なべての世の事 

にてもはかなく物をs aかはし、時A、にtせて哀をも知り故をもすぐ3ず、よをながらのむ 
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つびかはしつべき认は、齋院と乙の君と乙そは殘あ办つるを、かく皆背きはて、齋院よたい 

みじうつとめてまぎれなくおこなwic去み給；3にたな.^猶乙、らの人の有楼を開き見る 
中に、深く思ふSまに3すがに懷しきことのかの人の御なずらひにだにもあらざ$けるか 

な。女rをおほし立てむことよ、いと雛かるべき心ざな令けすくせなどいふらむものi 

目に見為心Hにて親の心にまかせが穴し。i笑らMQ心づか；3はなほ力いるべかめ 
-CNよく乙そあ、3!:たかたが/2に心$:亂る^じきちぎ6な6けれ。^深くいたらざ6し5どこ 

fざうしの心草。I書に見ましかばとなMかし—あうし。若fMして 
ぁほしたて奉う給へ。女御は物の心を深く知.CN給ふ程ならでかく暇なきまじらひをし給へ 

は、何f心もとなきか^:运物し給ふらむ。御子窘むなほあくかf人にてんつかるま 
じくて世をのどか(Cすrし給はUにうし/>めたかるまじき心ばせつけまほしきめざな6け 

る力ぎ$あ4てとざまかうざまのうし/)みまうくる^V人はあのづからそnにも助けられ 
Vるを」など掛ぇ給へば「はかばかしきさまの御うし/>みならずとも世にながらへむかぎ6 

は見舉—や—らじと思ふを、いかfむ」とて猶物を心ぼそげにてかく心に任せて行a 

を名と、mほ-〇なく泛給ふ人冷をうらやましく思W聞え給へ6。「かんの？ 3ま變6給へ 
らむroうぞくなどまだ立ちなれぬほどはとふらふべきを、け3などはいか运ふ物ど。をI 

せ卷給へ。一くだ6は六條のSんがしの君にものしつけむ。うるはしき法眼だち呈ぅ^ 

て見—含うとかるべし。響がに忘心ばへ見せてを」|$給ふ。^))をにび0|ひと 
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くだ办を乙、にはせSせ給ふ。つくもどころの人召して忍び.てあまの御具.どものさるべき 
はじめの^まはす。御急とね、うはむし/)、M風、几帳などの乙ともSと忍びてわざとがまし 

く急がせ給aける。かくて山のみかどの御贺名延びて秋とあ6しを"八月は大將の御き月に 
てがくをのZ:と行a給はむ(Lびんなかるべし。九月.は院の大后の隱れ給aにし月なれば十 

月mと5:ほしまうくるを、姬宮いたく惱み給へばtたのびぬ。術1:#の御あづかちの宫龙む 
を©月には參6給ひける。おほきおとC居立ちてsかめしくCまかに物のきょら"ぎしきを 

つくし給へ6けむ。かんの君もをの序にe思s起して出で給ひける。猶なやましく例ならず 
病づきてのみすぐし給ふ。宮もうちはへて物をつ、ましくいとほしとのみおぼし歎くけU 

やあらむ、月多くmな6給ふま、にsと苦しげにおはしませば、•祝は心うしと思ひ問え給ふ 
方乙をあれ、sとらうたげにあえかなるSましてかく惱みわたう給ふを、いかに&はせむと 

なげかしくてさまざtに^ぼしなげく。御いの6など今年はまぎれ多くてすぐし給ふ。御山 

にもき乙し召して、らうたく戀しと思a聞え給ふ。月比かくほかほかにて渡6給ふ乙ともを 
SをSなきやうに人の奏しければSかなるicかと御胸つ、ぶれて、世の中も今31にうらめし 

くおぼして對の方の煩ひける比は猶そのあつかaにとI1Hし召してだになまやすからざ6し 
を、をの後なほり難く物し給ふら1;はその比ほaび/Lなき乙とや出て來72りけむ、みづから 

知り給ふことならねど善からぬ御うし/>みどもの心Rていかなる乙とかあ6付む、うち^ 
たりなどのみやびをかはすべきなからaなど(Lも、けしからずうきこといa出づるたrCA 
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もゆ*rしとさへおぼしよるも、rJまやかなるA.Jとおぼし捨てしI-なれど、猶)道は離1 
iくて、ぼに御文こまやかJCてあ0けるを、あとC坐します程にて见給ふ。「迓束なくてのみ 

牟月のすぐるなむ哀な-CNける。惱み給ふなる3まはくはしく開きし後ね/iずのついでこ％ 

ESやら令はいか、、。世の中さびしく思はずなることあうとも忍びすrし給へ。うら6 ノ 
げなる魚色などおぼ/)けにて見知6顔にほのめかす、いと^なおくれたる心ざ^な，ゴーなど 

敎 < 5£え給へCN。いといとほしく心苦しく、か、る內A、のあ3ましきをばき2:し召すべきに 
はあらで、我がをこた◊にほいなくのみ間きおぼすらむ乙とをとばかうあぼしつぐけて「こ 

の御かへりをばSか <問±給ふ。心苦しき御せうそこに^/>乙そいと苦しけれo/aよず、；M 

aESゆるMとあ6ともおろか(C人の见谷むばかヶはあらじと21を思W侍れ。たがiiaえたる 

にかあらむ」との^まふに、はぢらひて^き給へる御姿もいとらうたげなみ。いたくおも4nl心 

せて物mひくし給へるいと<あてにをかし。「いとを3なき御心ばへをii微き給；5て(たく 
うしK：め^が4問免給ふな4け$と思W合せ奉れば、今よ6後もよろづになむかうtでも 

Sかで[illえじと思へど◦うへの御心にをむくときこし召すらITこと安からずい•ふ^きを、乙 
、にだにlie免知らせでやはとてなむ〇いたうすくなくたC人の阳えなすかたにのみよるべ 

かめる銜心には、唯お/>かにあ3きとのみおぼし、又今はこよなくさだすぎにたる—M名b 

な、つ，らはしくめなれてのみ見なし給ふらむも、方々i-c口惜しくもうれ•たくも^ゆるを、院.0 
ふはしま3む程は猶心を3めてがの^ぼし^きて*るやうあ6けむ3だすきびとをもIHJじ 

诹氏物骼若楽下 
七0九 
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源氏物Is狞菜下 _ I _. SOL 

ぐなずらへ間免てsたくなかるめ給ひそ。sにしへよ6ほいふかきみちにもたどoうすか 
るべき女が^Uだ(C皆思ひ後れつ、いとぬるき事多かるを、みづからの心には何ばか$m 

ひ迷ふべきにはあらねど、今はと捨て給ひけむ世のうし/>みに讓りおき給へる御心ばへの 
哀に嬉しか^nしV'引き績き爭ひlieゆるやうに\し、同じに见捨1:奉らむ乙とのあへなく 

赍Sれむにつ、みてなむ。心皆しと思ひし人々も今はかけとVめらる、ほだしばかりなる 
も侍らず。女御もかくて行く末は知り雛けれど御子達数をひ給ふめればみづからの世だに 

のどけくはと見おきつべし。をの外はたれもたれもあらITに從ひて諸:li:ハに身を扮てむも惜 
しかるまじき齡どもにな6に^るを、やうやうすVしぐ思ひ係るC院の御世ののこ6久しぐ 

もあはせじ。Sとあづしくいと < な办まさ6給ひて"物心ぼそげにのみ^ほし^るに、今31 

R思はずなる御名間えて御心亂6給ふな。乙の世はいと安し。乙とにもあらず。後の世 
の御道の妨げなら0名_いとおム』ろしから1;」など"まほにそのこととはあかし給はねどつ 

ぐづくと聞え-ftけ給ふに、淚のみ落ちつ、我にもあらず思ひ^みておはすれば、我もうち泣 
き給aて人の5*へにて7pもどかしく聞き思ひしふる人のSかしらよ、身に變ることに21そ、 

Sかに•うたてのAきなやとむつかしくうるさき御心をふら1;と、耻ぢ給ひつ、御iiひき得せ 
給aて手づから押し楢6紙取6まかなa彼かせ奉6給べど、御手もわな、きてえ#き給は 

ず0かのこまかな{し返事はsとかくし毛つ、^ず通はし給ふらむかしとあぼしやるに、s 
とにくければよ/)づの哀も3めぬベけれど、乙とばなど敎へ#かせ奉6給ふ0參り給は1;1: 



p:- 

Lは乙の月かくて過ぎぬ。一一の宮の御いきほひことにて參6給ひけるをふるめかしき御身 

ざまにて立ちならび顔ならひもはVか6ある心ちしけ.CN。霜月はみづからの御忌月な6。年 
のをはAは/Cい^物さわがしc又いとゞこの御姿も見苦しく待ち見給はむをと®a争1ど、 

fと—のみ延ぶべ—とつかしく物—し亂れずt—に.piし給；5 
てこのSたく^も瘦せ給へるつくろ；3給へ」などいとらう^しとrcすがに見奉り給ふ。術門# 

をば何ざまの事にもゆ^あるべきを6ふしには必ず殊31にまつはL給ひつ、のたtはせあ 
はせしを絕克てさる御せうをZ.もなし。人あやしと思ふら1;とあぼせど、見むにつけて毛广 

とVほれぼれしきかたはづかしく見むにはま^我が心％*Vならずやとおぼし返3れつ、、 
やがて月比參$給はぬをもとがめなし。大方の人は猶例ならず惱みわたAて院にはた卸遊 

なとなき年なればとのみ思Sわたるを大將の君、?:'あるやうある、jとなるべし、すきもの文 
定めて我が氣色と4しとRは忍ばぬにやあ.cnけむと思aよれど、いとかくSだかに残 

きさ爻ならむとは思；3よ6給はざ6け办。十二月Rな6にけ々。十餘nと定めてまひどもな 

らし^のP^6ての、しる。二條院の上はま;2'わたら給はざうけるを乙の試樂によクて^ 

免患づめはて一^渡办給へる。女御の君もmにおはします。このたびの御子は又男にてなむあ 
はしましける。すぎすぎいとをかしげにておはするを、明^もてあそび事り命 C 

石よは：Sの患るし嫱しくあぼされける。試樂に右大f殿の北の方劣わ.た6給へ大將の贯 
丑Iflの町，にてまづうちうちに調樂のやうに、明茲遊びならし給aければかの御か穴はあ前 

【T^Il^^^s^J ♦ % ^ < mf ^p\gl-4 0fKtc/Jfa 1 
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のものは見給はず。術門督をかVるZ:との折もまじらはせざら1;はSとはぇなくSうざう 
しかるべき。うちにtp人怪しとか^ぶきぬべき乙となれば參6給ふべきょしあり^るv'-m 

く烦ふょし申して參らず。さるはをZ:はかと苦しげなる病にもあらざなるを、思ふ心のある 
にやと心若しくおぼして取りわきて御せうをこつかはす。「ち、おとてもなどかかへ3ひ巾 

.Sれける。aがaがしきやうに院にも!illし召3ひを"おどろおどろしき病にもあらず"肋け 
て參〇給へ」とそ、のかし給ふにかくillねてのたまへれば茜しと思ふ思ふ參63。上達部な 

どもまだ集a給はぬ程な6けう。例の氣近き御簾の內に入れ給aてもやの御簾お/>してあ 
はします。l!fにいといたくやせやせにあをみて例もほこりかに花やぎy2る方は弟の^達に 

はもてけたれていと用意あ〇がほに%、つめたるさまぞことなるを、Sとぐ患づめてr/ぶも 
ひ給ふ3ま、などかは御子達の御傍に3し並べ/2らむにiiiicとがあるまじきを"たvrjとの 

roまの誰も誰TP Sと思CAや6なきrJそいと罪許しが^けれなど、御0上まれどSりげなく 
いとなつかしく「そのこ七ゞなくて衡而？Pいと久しくな办にけ办〇月比はいるい/.のびやう 

ざをのみあつかひ、心のSとまなきほどに院の御贺の/2めrj、ic物し給ふみMのほふじ灶 
うまク^v給ふべくあ6しを、〇きづき滯るZ:と患げく1:かく年もせめつれば、ぇ思ひのごと 

.くもしあへでか/2のご^くなむ〇 STPaの御鉢參るべきを、御贺などいへば乙とr七しきや 
うなれど•家に生；：S出づろねらはベの數多くな6にけるを御Isぜさせむとて舞などならa- 

しはじめし、をめことをだに心^さむとて拍子と、のへむZ1と、又誰にかはと思CAめf:4し 



かねてなひ、月比とぶら；Sものし給はぬうらみも捨て、ける」とのたまふ。御氣色のうらな 
きやうなる7Pのからいと>はづかしきに、顔の色違ふらむと资ぇて御いらへ珞とみに^開 

乞ず。「月比か/2がたにおぼし惱む御乙と承6歎き侍6ながら、泰の比ほ；5よ6例もわづら 

ひ恃る。みだりかくびやうといふもの所せく起6煩ひ侍6てはかばかしくふみた0る^も 
侍らず月比に添へて沈み侍6てなむ、內などにも參らず世の中跡絕ぇ^るやうにて乙も^N 

侍る。院の御齡穴6給ふ年な人よ-CNrcだかに數へ奉6仕うまつるべきよし、致仕の公と 
ゞ思Wおよび申されしを、.かうぶかけ取ををしまず捨てし身にて進み仕うまつらひに 

つくと乙/>なし、げ(*(:下^な6とも同じこと深き所侍ら1;、その心御^ぜられよともよほし 
申さる、乙との伶6しかば、3£き病をあa助けてなむ參6•てはべし。今はいよいよいとかす 

かなるr」まに^ほしす坌していかめしき御よそひを待ち受け奉.^給はIT乙と願はしくもあ 
ぼすまじく見窣6侍ぅしを、事どもをばそがせ給aて靜なる御物語の深き御願aかなはせ 

給はむな〇優ぅて侍るべき」と中し給.へば、sかめしく聞きし御贺の乙とを女二の宫の御方 
ざま(Cはい；5なSぬもらうありとあぼす。「唯かくなむ乙とそぎたるさtに世のん丈あ3 く 

見るべきを、Sはsへゼ心えて物せらる、に、さればよとなひいとC思aなられ侍る。大將 

はおほやけがたはやうやうおとなぶめれど"かやうに^Sけび左る方はもとよまぬに 
やあらむ。かの院何事も心および給はぬことはをSを3なきぅちに^-、がくのか穴の事は御 

心留めでいとかし乙く知6整へ*まへるをsrjそ^ぼし捨て7aるやうなれ。靜R開し召し 

玻氏物語3?菜下 0 
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泜氏物SS荞菜下 

すま§むこと今しもなひ心づかひせらるべき。かの大將と諸北〈に見入れて舞の荒部の用S 

V>Lばへよく如へ給へ0物の師などいふものは唯我が立てたる乙とこをあれ。いと口Ifしきも 

のな办」などいと悛しくの給ひつくるを、娘しきものから苦しくつ、ましくてことずくなに 

てこの前を疾く立ちなむと2心べば、例のやう((:乙まやかにも^らでやうやうすべ6出でぬ。 
ひんがしのおと^にて大將のつくろひ出し給ふ樂人舞人の3うぞくのことなど又々行ひ加 

へ給ふ。あるべきかぎみじく■し給へるRいとv委しき心年しびそふ.もげにZ:の道は 
rIPと深き人(Cぞtpのし給ふめる。今日はか、るこ、/>みの日なれば御方々物見給はひに見 

所なぐはあらせじとて、かの御贺の日は赤き患らつるばみに、ぇびぞめの^たが3ねを着る 
へし。今日はW色にすはうがSね、樂人三十人今nは年bがさねを若^6。辰巳〇方の^"^ 

につぐきたる廊をがくをにして山の南のそばより御前に出つる程せ/Lゆうかといふもの症 

ひて^の/2<い5、力ちろに客0とな6近く梅の氣色見るかひあ6てほ、^みた6。南の 

御Pの內に坐しませば、式部卿の，V2右のたと\1\ばかぶら6i給Wて、それよ6史もの上^ 
部はすの2.にわざとならぬ日の乙とに1:御あるじなど氣近き程K仕うまつ6なした右 

の大殿のII郞ぎみ大將殿の三郎ぎみ兵部卿宵のそんわうの君だち二人はま/Lざいらくまだ 
SとちひSき程にていとらうたげなり。四人ながらいづれとなくたかき家の子に、てか^ち 

をかしげ(Cかしづき出でたる思ひなしもやんごとなし。又大將の御子のないしのすけばら 
の一一郎ぎみ式部卿の.宮の兵衛の督といひし、今H源中納言の御子皇賤、右の大い殿の三郞ぎ 
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み陵王、大將殿の太郞ぎみ落膊、3ては^いへいらく喜潘樂などいふ舞ど7Pをなむ、同じ御 
なからひのきんだちおとな*ちなど舞びける。®れゆけば御簾あげさせ給61て物の典1W3 

るにSとう〇くしき御うまごの思達のか力ちすが*4Cて舞のrcまも世(C見ぇぬ手を盡し 
て、御師ども、おのおの手のかぎ6を敎へ問ぇけるに、深きかどかどし3を加へて•珍らかに 

舞；：5給ふを、SづれをもSとらうたしとおぼす。老s給へる上達部たちは皆淚おとし給ふ。 
式部卿の宮も御うまごをあぼして御岛の色づくまで^ほたれ3せ給ふ。あるじの院「過rる 

齡にをへては^ひなきこぞとCめ難きわざなりけれ。衛|3,3-督心とゞめてほ、^まる、いと 

心恥しや。56とも今暫しならむさかrcまにゆかぬ年月ょ、老いはぇ遁れぬわざなとて 
うち见や6給ふに、人ょりけ{Cまめだちくつして誠に心地もいと愤咬しければ、いみじき^ 

名めもとまらぬ心地する人をしもさしわきて空醉a患つ、かくの給ふ。^はぶれのやうな 

れどいとC胸つぶれてSかづきのめぐヶくるも頭いたく^ゆれば氣色ばか，リにてまぎらは 
すを御赀じとがめて持^せながらたびたび袤a給へばはし^なくて名て烦ふ3ま、なべて 

の人に似ずをかし。心地かき亂6て堪へがたければまだ事もはてぬに罷で給ひぬるま、に' 
いとい^く惑aて、例'0いとあど^あどろしき醉にもあらぬを、いかなればかkるならむ、 

〇しと物を思；3つるにけののぼ-osぬるにや、いと^Vいふばか办おぐすべき6よ心さと 

は^えぬを、sふかひなくもあうけるかなとみづから思ひ知らる。夫ばしの^aの惑ひにも 
あらざ-〇け6。やがてい^いたく煩a給ふ。おとV母北の方おぼしさわぎてよそよそにてい 

泥氏物誑荞菜下. /•• .r• • • 
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と赀衆なしとて殿にわたし奉り給ふを、女宮のおぼしたるさま又いと心rるし。辦なくてす 
ぐす月日は心のどかにあいなだのみしていとしもあらぬ御志なれど今はと別れ奉るべきか 

どでにやと思ふは哀に悲しく、後れて思し歎かひ乙とのかたr:けなきをいみじと思ふ0母御 
息所もいといみじく歎き給ひ.1:「世の事として親をばなほ5るものにおき奉61:かゞる御 

なからひはとあるを-^もか、るを^ntP離れ給はぬ乙そ例の乙となれ。かく引き別れてたa 
らかに物し給ふまでもすrし給はむが心づくしなるべき乙とを、暫しZ.VRてかくて試み 

給へ」と御傍に御几帳ばかりを隔て、見奉り給ふ。「乙とわ-exや、數ならぬ身にて及び雛き御 

なからひになまじひic許3れ奉$てさぶらふ^るしには長く世ic侍6てかaなき身の程も 
少し人とひとしくなるけぢめ^もや御覽ぜらる、とこを思う給へつれいといみじく h くさ 

ベな6侍れば深き志を^に御^じはてられずやな-CS侍〇なむと思う給ふるになむ、とま6 
が^き心地にも兗ゆきやる^じく思；3給へらる、」など、か^みになき給ひてとみに名え心 

y26給はねば、又母北の方うし/>め^くおぼし1:、「などかまづ見えむとは思ひ給ふまじき。 

われはill池7P4し^ならす心ほをきときはあま^の中icまづ取6わきてゆかしくもMもし 

くも乙を避え給へ0かく.いと^來なき乙と」と怨み聞え給ふも又sとことわ6なり。人ょ6 
3きな$げるけぢめにや取りわきて思；5ならひたるを今ic猶悲しく^給aてWしも見えぬ 

をば苦しき7Pに泛給へば、心地のかくかぎ6に覺ゆるを6しも见え奉らざらむ罪深くいxg 

せかるべ1イ今はとたのみなく.閗かせ給はビいと忍びて渡6給ひて御赀ぜょ0必ず又對而 
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給IIらひ。怪しく/aゆくあ/)かなる本性(Cて乙とにふれ.1:あ/>かにあぼ3る、事あ6つ，ら 

ひ乙をくやしX侍れ。か、る命の程^知らで行く末長くのみffiCA侍6ける事」となくなく渡 

6給.aw。宮はとま6給aていふ方なく^ぼし/〇がれ^ぅ。大殿iC待ち受けiiHえ給ひてょ/) 

づに3わぎ給ふ。るはたちまち(?:あど/>おど/>し夕御心地0*3爻にもあらず、月比物など 
を更に參らざ6ける^.いと<はかなきかうじなどをだにふれ給はず、唯や:5やう物に引き 

いる、やうに見え給ふ。Sると^のいうをくのかくものし給へば世の中背みあ72らし•か办 

て御とぶら；3に參〇給はぬ人なし〇內ょ6も院ょJも御とぶら；5泛ば^^聞えつ、、(みじ 
く^みあぼし召し"るicも、いとVし^rb親達-0御心のみ惑ふ。六條院((:もいと口惜しきわざ 

なりとおぼし驚きて、御とぶら；5ic度み、ねんごろに父あとvicも聞え給ふ〇大將はましてい 

とょき御中なれば氣近く物し給aつ、いみじく歎きあぅき給ふ。御賀は世五hになみにけ 

6。か、る時のやんごとなき上達部の重く煩ひ給ふ((:、あやはらからあま72の人々3る^か 
き御なからaのなげき^をれ給へ.5比ほひぞ物すさまじきやうなれど、月み、に^3つる乙 

•とだにあるを"5て止むまじ^*乙となればいか1:かは^•ほしと < まらむ、女宮の御6のうち 

をぞいとほしく思a間え3せ給ふ。例のrじふじのみずきやう又かのおはします御寺にも 
まかびる3なの0 • 

源氏物SS若菜下 七一七 
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衞門のかんの哲かくのみ惱みわた$給ふこと猶を乙たらで年もかへ6ぬ。あとV北の方あ 

•ぼし歎く rjtを兄奉るに患aてかけはなれなむ命か；5なく罪おもかるべき乙とを思ふ。心 
はこ、ろとして又あながちにての世k離れが^く惜み留め爻ほしき身かは、いはけなか6 

し程よ.cn思ふ心乙とにて何事をも入には今一きはま3ら1;とおほやけ心/2くしのZ:と(Cふ 

れてなのめならず思；3のぼ6しかど、をの心かなひ難か.cnけ6とひとつふたつのふしrと 
R身をH心；5おとして^乙2:/2、なべての世の中す§まじう思ひな办て後の世のお乙なひこ 

ほS深くす、みにしを親^ちの御うらみを思ひて野山Rもあくがれむ道の®きほだしなる 
.へく赍ぇしかば、とざまかうざまに紛らはしつ、すぐしつるを、遂に猶世に立ぢまふベくも 

货ぇぬ物思ひの一方ならず身にそsk六るはわれよ6外R誰かはつらき、心づからもてを 
Zな；3つるに乙をあめれと思ふに恨むべき人もなし〇神佛をもかこたIf方なきは乙れ皆3 

3べきに乙をあらめ、たれtP千年の松ならぬ世はつ；51(:とるべきicもあらぬを、かく人icも 
少しうち忍ばれぬべき程icてなげの哀をもかけ給ふ人あらひをこをはaとつ思aiLもぇぬ 

る^るしにはせめ、せめて次がらへばあのづからあるまじき名をもたち、我も人も安からぬ 

みだれ出で來るやうもあら^よ$は、なめしと心あい給へらむあた$に6とも^5し 
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ゆるSてむかし、萬の事今はのとぢめには皆消えぬべき，qざなA又ことざ^のあやまちし 

なければ年比物のを6ふしごとにまつはしならa給aにしかたの哀も出できなむなど、つ 
れつれに思a績くるもうちかへしいとあぢきなし。などかく程もなく^なしつる身な>bむ 

とかきくらし思a亂れて枕もうきぬばか6人や6ならずながしそへつ、、いさ、かひまあ 
6とて人々立ち名6給へる程に、かし乙に御文奉れ給ふ0「今はかぎ$にな6にて恃る有_ 

は^のつからきこし召すやうも恃らむを、いかぐな办ぬると^(C御耳とゞめさせ^よQも 
乙とわ办なれど"いとうくも恃るかな」と叫ゆるに、いみじうわな、けば思ふ乙ともみなか 

き5して、 
「今はとてもえむ煙もむすぼ、れ絕えぬあもaの衣ほや殘らむ。哀とだにの穴まはせよ。 

心のどめて人や4ならぬ間4C惑はむ道の光に名^侍らむ」とIHIえ給ふ。侍從にも乙办ずまに 

哀なる事どもを言ひお乙せ給へヶ。rみづから名今一72びいふべき事なむある」との給へれ 
ば、乙の人7Pわらはよ63るたよ$に參$通；5つ、見奉6なれ/2る人なればおほけなき心 

こをうんて^え給；5けれ。今はと聞くはいとかなむうてなくなく「猶乙の御かへ6誠に乙1 
をとぢめにも乙を侍れ」と聞ゆれば「我も今日か明日かの心ちして物心ぼをければ大方の哀 

ば力6は思a知らるれど、いと心うき乙と、思ひ^;.^にしかばぃみじぅなむ0、ましき」と 

てIlicかs給はず。御心の本性の强くづしやかなるicはあらねど耻しげなる人の御けしき 

の折々にまほならぬがいと恐しうわびしきなるべし。されど御视などまかなCAてKMめ聞ゆ 

诹氏物語柏木 七一九 
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れば患ぶcぶに窗s給ふをと$て忍びてよ；sのまぎれにかし乙に參うぬ:°おとCはかし乙 
きおてなCA人葛城山よりさうじ出でたる、待ちうけ給CAて加持參らせひと乏給ふ。みずほふ 

どきやうなどもいとあど/>おど/>しう§わぎ^办。人の申すまゞにさまざまひじらだつげ 

んざなどの、を-Sを3世にも聞免ず深き山Rfi!6^るなどをも、弟の君だちをつかはしつ、 

尋ねめす"icけにく、心づきなき山伏ど名などもSと多くまゐる。煩ひ給ふr&tのそmはか 
上なく物を心ぼそく思；5てねをのみ時々はなき給ふ。陰陽師なども多くは女の靈とのみ占 

ひ申しければSる.，Jと％やと5:ほせど"更にもの、けの顯れ出でくるもなきに、あもほしわ 

づらaてか、る隈A、をも尋ね給ふな$け办。このaじ办もたけたかやかにまぶしつベだま 
しくて、荒らかにおどろおどろしく陀羅尼詖むを「Sであなにくや，罪の深き身にやあらむ、 

陀羅尼の盤高きはいとけおを/)しくていよいよ吏ぬべくこそ覺ゆれ」とて"やをらすべう出 
で、乙の恃從と語らa給ふ。おとゞは3も泛6給はずう「ちやすみたると」人々^て申させ給 

へば、さおぼして忍びやか•に？-の聖と物語患給ふ。おとなび給へれど猶花やぎたるところつ 
きて物わらaし給ふおとCの、か、るものどもと向ひ居てこの煩aをめ給aし有樣、何とも 

なくうち^ゆみ〇、おrp6給へる乙と「誠にこのもの、けあらはるべく念じ給へ」などこま 

やかに語ら.a給ふ名sと衮れなシ。「かれ111}き給へ。何の罪ともおぼしよらぬに占aようけ 
む女の靈乙ム、誠にSる御泛うの身にそaたるならば、sとはしき身Tpaきかへやんごとな 

ぐ乙そな6ぬべけれ。さて名おほけなき心あうて3るまじきあやまちをCAき出て、、人の御 

4 



々ぐ、'”VねW也AV ム4ユ分:^〆 

ィ.'ザで”，デ，:％ffl•々巧，，ダ:，ぐぐぼ、•ペんで献00>r故ぼ奸ス~ya 名をも^y身をもかへ••$みぬ^.ra昔の•世にもなぐやはあ-ovけると思aなほすに、猶けは 
:^:^づ^也^^ノかの^心^か‘る咎を泛られ奉办て世にながらへむ乙ともいとまば^べ 

屋逆^はぜHZとな.る御光な♦るべし。深きあや爻ちもなきに見合せ奉.CNし夕のほどよ6や 
•かてかきみ^办惑ひ^め(?:し*ましひの身.12:^かべ^:\ず省办(2:しを3かの院の杓にあくが 

れあうかば豬びとセめ船へよ」など，sとよわげに；からのやうなるs-^'tて泣含み笑Wみ語 
•'^>ひ給ふ。宮も物をのみはづか'LうつAま:-L}5>ぼ^^る^まを語る。Sてうち^め-^^も 

や，せ給へ*^む御さ^の面影に見奉る心ちして思aやられ給べば、げにあくがる、た^やゆ 
茗通ふ>.bむなどいとCし^心：t>此も亂るれば「今さらに乙の御乙とよ、かけても聞えじ〇こ 

の世はかうはかぶくて過茗ぬるを長き世の设だし;^も乙をと思ひな0。いといとほしさ心 
苦し^御てとをたaらかにAだにいかで開きおい奉らむ？見し夢を心ひとつに思ひ合せて 

又語^人も^きがいみじういぶせ^7^あるかな」^ど^6あつめ思ひまみ給へるさ^:の深 
きを"かつはいとう穴て一恐しう思へど哀はたえ患:0ばず乙の人もいみじうなく。患そくめし 

て御返り見給へば、御手も猶いとはかなげにをかしきほどに窬い給aて「心苦し5き、なが. 

らャかてか.|1、唯^しはか-^、殘らむ上ぁ:-6は、 * 

ハ>v:iちそひて消;^*^患な^しうきご^を思--aみだる、煙.くらべに。あくるべうは•とばか 
$あるを！苁か宄じけ:^-b^思ひ^まふTWや乙の煙ばか6乙をはZ.の世の思ひいでな 

^め。^か^;;<^^^けるか农」^ぃぃとゞな^まさ办铪ひて御遲办ふし衣がらぅちゃすみ 

•，源氏物筘：柏米： 七S 
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つ\^い給ふ。言の葉-0つ<き^なくあやし^鳥め跡の冷う^てつ 1て.."： 
4/.七行くへ方き洚のけぶ6土な功ぬと扁思；為大うを％ちははなれ*1:。夕は力^て詠め3 

せ給へVO咎め問^Sせ給はむ人めを^.今m^やすX5:ほ-Lなりてかa^さ哀をだにも絕± 
ずかけさせ給へ」などかさみ戈々て心^b苦しSまさりければ「ょしい^う更けぬ3きに歸 

J參4た爻似てかべ.很办さまになひと名聞.ぇ給.へ。今-31.(2:人あやし^思ひあはせむを、我 
^>世0後さへ.思ふ，こ1皆心けれ0.$か次:5昔の絜にていとか、る乙とし，も心にまみけ1/」と 

方く^くゐ苫$出で給aぬれ:^。例はひごにセかへす焱てすてろごとヒさへいばせまほし 

:5去給ふを^2ずく农^-1:笔^思^が哀-$る^、ぇも》でゃちず^御^?^を^の-^も語1て 
かみじう泣^^どふぶお上^衣ど-0趣し穴石氣色:?:いみ-1:会や*:〇「昨日今日少し货しか60 

名をなどかかと溺好れ过見戈給；」と3わさ.輪^。「何か猶とま4待石兮じ刍なめ力」と训ぇ 

給^;rcみづか^^龙か#^。宮;|^;:0、れつ方:-1:^惱ま丄うま給ひ讨る.をその御氣色と見 
奉^法功力名入々:S心:tみ^てあとゞR^p •ぇ，た令付れば黻きて波ら給へ$。御心のうち 

^极、^^べ^をしゃ、\思以凌:1;多方なくて*泰ち^しか试珍しく嬉しから^ 

ど1人苁.位宽色.掘^:3;1:^>笟せ.欣^ 

诚5僧ど5.0冲^紗^あ;$.か荽力皆參4て‘加»凌ゐ 
•04:Lあがる程セ#.tl始似^〇男君4$A給ふ^、かく忍 

冷领つ含北て^しSで給へ、:4初Zそ苦1.か；；ベ#れ，女乙を何土なく^ぎれ'.V%數多めA--0見 
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瓜系め在*はやす妙れ；と すに、' 又かく心:Wしきう：*がCA爻じりたる(Cては^やすさ方 
に砌ム始ふも>士よしかし.，5て名.あや^や、哦が他と洪に.恐しと思.ひし事のむくい衣衫 

^•乙.の•世にて、かズ思ひか时ぬ乙とに.む如识6ぬれ¥後の世め罪も少-1.か/)み次0や^あ 
ぼす。人は龙去ちぬ乙となれ欣か<心么土な洛御抆らにて末に出でおはし/2るあぼ^、いみ 

じ•かり^むと思aかとなみ仕うまつる。御うぶやの儀式.IPかめしうおど/>おど^し。御.>y冷 
艺^备承に:^SV輪J,御うぶやしなa、世の〇ねのをL会つsかSね、たかつきなどのて、 

ろぱへも、殊更•(?:心't sと^しS見ぇつ.\なむ。五日の夜は中宮の御方よ6乙^ちの御前の 
もQ女房の^に^患:^玄衣ic思CAあ.て^るきはきは"おほやけUと(C嚴めしうせSせ給.へ 

次御姻、とん:1;き丑十具、#々の^探め下部、®Q--S:次所、なkかのく^、でいか^しう^ 
さ.せ給、へ6。宮づか§.大夫よりはじ妁1:脘-0澱上人み泫參れ6。七夜はうちようをnTP^炫 

やけざまな公。致仕め >とゞなど心殊R仕うまつ々給ふべ会^、この比は何事もお:rSれで 

务ほざうの御とぶちCAのみeあ6け石。宮達上達部念どあ1农參$給ふ。大かたの氣色戈世 
に玄きまでかしづき糊ぇ，給へど.^とゞの御心-(7)う^K心苦し^おぼす乙とあ6てい^うも 

飞て俅や-L聞え給信ず御あをびなどUなかみ•け^^宮は艺ばか力ひわづなる御さ^にて5? 
と.^•くつけ-5ならはぬ乙AJの恐しう思^れけ石苁、御ゆなど7?拙しめ^ず、身の心うき乙と 

を一か.^^kつけて7P1ぼし入れば、-Sばれ乙の序にも死な杖やとおぼす。おとVはいとよう 

:A;S^かさ；^あぼせ:^Xむつかしぜ{.Cあは:.1-る--^:どを、と-onわきて^！奉-^給はず^どあ 

敢Jt物.SJ柏木 
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れば、老s泛らへる人などは「sてやあ/>かに毛坐しますかな。珍しうさし出で給へる御有 
.欉のかばか6ゆ、しきまて(cおはしますを」とうつくしみ聞ゆれば、かた耳に聞き給aて3 

.のみ乙そはおぼし隔つる乙ともまさらめと、怨めしう我が身つらくて尼に冬な6なばやの 
.御心つきぬ。よるなども乙なたには大殿籠らず、證つ方などど3しのどき給ふ。「世の中のは 

かなきを見るま、に行く末短かう物心ぼをくて行ひがちにな6にて侍れば、か、る程のら 
うがはしき心ちするによ-^、得參6乙ぬを"Sかぐ御心ちは3はやか(Cおぼしな6にた6 

や0心苦しう乙を」とて御儿帳のそばよ6さし贶き給へ6。御ぐしもたげ給ひて「猶ぇいきた 
るまじき心ちなむ泛#.るを，か、る人は罪もあもかな合。尼になうて免しをれにやいきとま 

ると試み又なくなるとも罪を失ふことにもやとなむ思ひ恃る」と常の御けはCAよりはいと 
,おとなびてBHぇ給ふを、「Sとう^てゆ、しき御事な6。などてかSまではあぼす。か、る乙 

•とは3のみ乙をおを/>しかなれど"さてながらへぬわざならば乙を.はあらめ」と聞免給•ふ。 
御心のうちには誠に^7P5:ほしよ6てのた^:はやう{:てB奉らむは哀なりなむかし、 

かつ見つ、もZ:とにふれて心おかれ給：slfが心苦しう、我ながら％ぇ思ひなほすまじ，うう 
きうち交りぬべきを、おのづからおろかR人の見咎1;る乙ともあらむがいといとほしう、 

院などの間しめさむ{も我がをとたうにのみ2:そはならめ、御惱みにことづけて3もやな 
し舉6てま.Lなど^しよれど、又いとあ^らしう哀Rかばか6遠きみぐしの^ひ3きを、^ 

かやつさむとも心苦むければ「猶つよくおぼしなれ。け^うはおはせじ。かぎ$と見ゆる人 
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もた；3らかなるためし近ければ3すがic/^のみある世になむ」など1111え給CAて御湯ま^$ 

fふ。Sとい/2う靑みやせてあ3ましうはかなげにて打ち臥し給へる御3まなほどきラつ 
くしげなれば、いみじきあやまちあもと％心弱く許しつべき御5まかなと見奉り給ふ。山の 

みかどは珍しき御^たaらかな办と聞し召して哀にゆかしうあもほt^に、かく惱み^ムょ 
しのみあれば"Sかに物し給ふべきにかと御お乙な；3サP亂れてあぼしけばか6弱ら給 

へる人の物をき乙しめ3てE比經給へばいとたのもしげなくなり給ひて年比見奉らざうし 
稆ょ-^も院のいと戀しく從え給ふを、また名見舉らずな6ぬるにやとい/2うなき給ム。かく 

問え給ふさ爻5るべき人して#へ奏せ3せ給ひければ、いと埏へがたう悲しとおぼして、あ 
るまじき事とはあぼし召しながら世icかくれて出でSせ給ふ。かねてさる御せうをこもな 

くて俄にかく渡办あはしまればあるじの院驚きかし乙^う聞え給ふ。「比の中をかyう 
みす1hじう思a侍6しかど、猶惑；5Sめが/2き名のは乙の道の間Rなむ侍うけaば、一了ひも 

けたレしてもしおくれSきだつ道のだう理のま、ならで別れなばや•かてrJの恨もやかたみ 
に殘らむと、あぢきなSにこの世のをし.cnをば^らてかくものし侍6」とiJHt給ふ。御か 

たち乙とにてなまめか.Lうなつかしき5まにうち忍びやつれ給aてうるはしき御法服なら 

ず、すみぞめの御姿、あらまほしう淸らなるもうらやましく見奉办給a、•例の爻ブ炅為とし 

給ふ。「わづらひ給ふ御3ま殊なる御惱みにも侍らず、唯月比弱办給へる御有欉に、'はかばか 
しう物なども參らぬつも.CNicやかく物し給ふに乙そ」など聞え铪ふ。「かたはら帘きあまし 

淑氏物語柏木 
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^れど%'Jどて御帳0*前に御#：ま^ゲ1:-入れ舉6給ふ。宮を^-とかう人々つくろひ|!3^ 

少かの^もに為/Dし奉今撕几帳少しおしや6せ給a•て「夜居の#持の僚^ 
まだげん〇*くばか$0*行aにも^:^:^:ばかたはら痛けれど唯锶艰なぐ^之給はひ3ま?1:3 

ながらM-紙ふべ，きな6」とて御&おしのごはせ給ふ。宮もsとMげにない給CAて「生くベう 
4覺免恃，^ぬヒがくおはし^:し、た^苹に尼になざせ給ひてょ」と邮ぇ給ふ。「さる御ほ窓あ 

らばsと嘗きごとなるをさず"かに限らぬ命のぼどに1:行く末とほき人はかへりて乙とのみ 
だれあヶ >世0*人に謗らをVや5おゥ從べき乙とになむ、猶憚うぬべき」などのたまはせて 

Sとv:*-0-君にrかぐなITす > みのたまムをばかぎヶのざt*?-らば片時のほどにてもをの 

たすけあ^べきさまに，てと^む思a'給ふ^」どのたまへば「日-]:bもかぐな1;办たまへど、ざ 
け^--ど0-人の^^ぶ^加してか、各方にず>むるや5も恃るな^をとてき、も入れ恃らぬ 

なヶ」と_ぇ給ふ。「も、の、けの敎へにてもをれに^けぬとて.惡しかるべぎ事な、らば乙を 
は；Vかb.か。rねうにた5:*A:e)-限と1:'物し給はむ乙とを問きすrざ1;-は後¢7)--くい心苦しう 

や」と0*たまふ。御心^•うt>-:(c'はがrゲ^ヲうし/)やすく^づ$薇きし御^をうけとヶ給 
ひ心ざじ^•志.深からずV我が敗ふやうにば^ら价御氣色を事にAれつ、、年此間しめしあぼ 

しひがげ、る乙と色に出で)恨み聞^給ふべぎこどit.かあらねば、世の人0'思ひいはむ所も 
'口惜し，5;s:-ぼしわた-5-:に、かVを折に.ギでば^れなむも何•かば人 

色ならてrさも务bざレむ，大か犮のヲし/)みにば敵mまれぬべき御おきでなざ^ 

一V--. 
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ぎ%ヶじ考在しにば思aなして、に'<:.げR普ぐさまには^らずと^>、御そテぶ/Lic廣くあ^ 
•bf宫輪はy給ぺ各每鎗ひて住ませ奉らむ、ねが苏はします世¢2:さる方 

らずぎV尨き、又かの^とで^ざいふと%:;いとあろかにばょ^思 

•$:-.も見はてむ^どあ7Pぼしとtて、「3らばかぐ物し^る序に，Sむことうげ输ぼむをだに結 
緣rcせeかし」•とのたずはず。なとv,の君5:じとおぼず方も忘れて乙ばいかなるべき事ぞと 

.悲しくP'.惜しければ得堪ベ給はず「5-Vに入かてなどが5いく世し^.侍5:まじき身をふ.cs 
捨て‘V、かうば.あぼし交うにげるぞ。猶患ばし心を東づめ給aて御湯まゐヶ物などをもきこ 

しめせ。たふとき事なヶとも御身弱うてば行ひ各急給；31:むや。かっば0く/>ひ給ひて乙 
そ」とI1H免給へど頭ふうて、いと〇:らう(7).^'^ふと^ぼした〆。つれなくてうらめしとあぼ 

ずミと珞あヶげるにやと見奉ヶ鈴ふ^いとほしう哀なか。とかく間えがべ5ひおぼしやす 
^ふ程に夜肌けがたicな$ぬ。かへk入らむk道も證ははし六なかるべしといをがせ^ま 

びて御Sの^■•に侍ふ僧の中にや/Lごとなう尊き限召し入れて御ぐしおろSせ給ふ。いと3 

か6R淸らなる御ぐし^.そぎf*て、s•む乙とうけ給ふ。Sはふ悲しぐ口悄しけnばおとゞ 
はえ忍びあへ給ばずSみじ5:ない給ふ。院ば/2もとよう•と-^わきてやんごとなう人よ^sも 

すcn1:m.奉>b-ひと^ぼし>$:,、乙の世icはか；5なきやうになし奉るも飽かず悲しければ、 
うち^ぼたれ給aて「かぐてもたaらかにて同じ.うはね/Lずをも勸め給へ」と聞乏おき給 

aて、明げriてれに急ぎ出でさせ給；sぬ。宮は猶Lわう消えいるやう((:じ給aではかばかし 

*氏物語柏木 七一一七 
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うもえ見奉らず物なども間乏給はず。おとvもr夢のやうに思；s給へ亂る、心まどaにかう. 
昔^:えたるみゆきのかし2:ま$$:•もえ御覽ぜられぬらうがはしさは殊更に參6侍6.て」な 

ど聞え給ふ。御送に人々參らせ給ふorlyrの中のけふかあすかに鱟え恃6し程に，又忘る人も 
なくてたぐよはむ■乙との哀にさう難う覺え侍りしかば、御ほ意にはあらざりけめど、かく聞 

えつけて年比は心安く思ひ給へつる^、もしもいきとまゲ侍らば§t己と(Cかは.CNて人繁 

き住まひはつきなかるべきを、さるべき山里などにかけ離れたらむ有樣7P又さすがに•じ^ 
をかるべくや。さまに患たがびて猶>饺し放つまじくな0」と聞え給へば、「更にかくまで 

仰せらる、なひかへ-csて耻しう思a給へらる、みだ6心ち、とかく亂れ侍6て何事も得辨 
へ侍らず」とてげにいと堪へがたげ(Cおぼし/26。後夜の御加持に御ものVけ出で來て「か 

5ぞあるよ。sとかし乙5取なかへしつと一人をばおぼしたうしが、いとね^か々しかば、 

乙のわ^.办に5ヶげ次くてなむ日比侍らひつる。今は歸办な0」とてうち笑ふ。5とあ3ま 
しう、さはNJのもの、けの乙乂にも離れざ.CSけるにやあら〇とおぼすに、いとほしう毎しう 

おぼさる。宫少しいき出で給ふやうなれど猶賴みがたげにのみ見え給ふ。侍ふ人A、も^とい 
ふかひなく覺ゆれど"かう.1:もたひらか(Cだにおはし^Sばと念じつ、、みずほふまたのべ 

てたゆみなく行はせなどよ/)づにせきせ給ふ。かの衛門督はか、る御事を聞き給ふに、い 
とぐ消え入るやラに朱給aてむげに賴む方すくなうな6.給aにたう。女宮の哀に覺えたま 

へばに渡-^給はむ乙とは今更にかるがるしきやうにもあらむを'上もおと^もかく〇 
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とをaあはすればおのづからともはづして、見舉6給ふやうもあらむに"味氣なしとおぼし 
て「かの宫にとかくして今.一度まうでむ」との/2まふを更に許し聞え給はず。誰にも.この宮 

の御事を聞え〇け給ふ。初ょ6母御息所はをroを3心ゆき給はざ6しを、乙のあとぐのゐ^ 
らねんごろに聞え铪aて志深かりしにまけ給aて、院にもいかぐはせひとおぼし許しける 

を、二品の宫の御事をおもほし亂れける序に、^-かなかこの宮は行く.さきうし/>やすくまめ 
やかなるうしろみまうけ給へ6との^まばすと聞き給aしをか/2じけなく思a出づ。かく 

て見捨て奉6ぬるなめ$と思ふに〇けてはSまざまにいとほしけれど、心ょ6外なる命な 

れば堪へぬ契うらめしうて、あぼし歎かれITが心茜しきこと「御志ありてとぶらひ物せさせ 
給へ」と母上にも聞え給ふ。「Sであなゆ、し。後れ奉うてはs くばく世にふべき御身とて、か 

うまで行くさきの事をばのたまふ」とて泣き(Cのみなき給へばえliHtや6給はず、左大辨の 
君(ce大方の事どもは委しう開えつけ給ふ。心ばへのどかに善くおはしつる君なれば、弟の 

荇達も又末々のわかきは親とのみ賴み間え給へるに、かう心ぼをうのた变ふを悲しと思は 
ぬ人なく、殿のうちの人もなげく。おほやけもをしみ口をしがらせ給ふ。かくかぎみと問し 

めして俄に權大納言になさせ給へAoよろ乙び(C思aお乙して今一/2びも參6給ふやうも 
やあるとおぼしのたまはせけれど、illにえためらひや-CN給はで、苦しき中にもかし乙ま6申 

し給ふ。^.とぐもかくJS:き御おぼえを見給ふにつけても、SよSよ寐レうあ^らしとおぼし 
惑ふ。大將の君常にいと深う思；5歎きとぶらa間え給ふ。御悅にも爻づまうで給へう。乙の 

源氏物B2柏木 七一一九 
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おはする對のほと々tなたのみかどは馬車允ち乙み人S心がしうさわぎみ.ち穴う。乙とし一 
とな$ては起きあがる事もをさをさ患給はねばffr々しき御さま(C亂れながらはt對而し給； 

はで思；3つ、弱ヶぬるr>と思ふに口をしければ「猶乙なたに入らせ給へ〇いとらうがはしき- 
Sまに侍る罪はあのづからおぼし許されなむ」’とて臥し給へる枕がみのかたic僧など^ば 

し出し給ひてAれ奉り給ふ。.早うよグいS、か隔て給ふ乙となくむつびかはし合ふ御巾な- 
れば別れ1;乙との悲しく戀しかるべ^なげき、あやはらからの御思aにも劣，bず。今日よ 

よ/>ミびとて心ちよげならましをと思ふRいと口惜しうかひなし。「などかくたのもしげな 

くはなう給；Sにける。今日はかVる御よろ乙びに聊すくよかにもやとこそ思ひ俾办つれ一と 

て儿时のつまをaきあけ給べれは「sと口惜しうをの人に^^らずなヶにて恃みや|と 
て、焱ばうしばかヶあし入れて、少し起きあがら1/と^給へどいと苦しげな6。白ききぬど 

.劣：の、懷しうなよ、かなるを數多かSねtふすまaきかけてPAし給へ¢0おましのあた6 
物^;:;^icけはCA力うはし<TN^-(Cく、ぞすみなじ給へる。うちとけ^がら用意^-6と見ゆ03| 

く^CX/2る人は^の、つから啜ひげ^亂れ物むづがしきけは；5もをふ業な5-を^せさらぼa 
たるしもい上いよ患/>うあてはかな•るけして、枕ををばだて、物など聞t給ふけはaいと 

よわげ'JC息も絕えつ >ぁはれげなが0「久しぅ煩ひ給ふ程1-6は殊にぃたぅもをこなはれ命 
はざケげか〇常の御か^ち上ゲも^かなかまてな〇見泛給ふ」とのたまふもの•から^ 

ぁしの>.以て「後れ先だっ隔なくと之を契6聞ぇしがぃみじ5もぁるかな？との御心ちのさ 

如 



玄^:何事(cl:-^もゲ給ふと^にt*聞ぎ>bき侍らず。かく親しきほどながら^^なくのみ」な 
どのたまふに「心にば31くなるけ^:^も覺ぇ恃らず。^乙ぞと苦しき乙と>なければたち 

まちにかうも思a給へざりし程に、月日も經で1わ6侍ヶ1?:ければ、今ばうつしご>/>杳5 

せたるやダに，なひをしげなき身5:3-まざ丈にひきと<めらる、。いのヶぐわんなど«?>ち、が 
らitや、3'ずがにか乂つ‘：SKもなかなか苦しう侍れば心もて^む急ぎ^7 

らばての世0:わかれさぅがた.きiどば：Sと多$なむ。親にも仗ラ爻〇ヶさして今 
どもを，惱tし、君に仕ラ贪つる事^•なかばの程HV身tかべ〆み，るか^ば^ましで^ 

かしからぬ恨をとV，めつ各•大方0-•歎き^ばSるもの(Cて又心の5ちに思び給へ飿る、乙と 
.の侍るを、か>るいま{-1のきざみにで何かば漏すべ^.と思^恃れど.、姆忍びがたき乙と5:'、_ 

にかばうH-ベ侍らU。こnかn欺多も^すれどさまざまなるZ1どにて菸にかすめ侍らひも 
あい^•しかし。六條院rcsさ > か^る事のたがaめ^ヶて丹比心の•うちにかし乙金^&ず 

乙となひ侍らし?:*、•いとほ蕙«う世の中心ぼそう思ひ^ゲて病ひづきぬとあぼぇ侍6しに、 
めしあうて院の御贺のがくをのM V/)み0日ま^ヶて御氣色を給はヶし1:(:'猶ゆるされぬ 

御心ば、へあ•るさまic御ま^ケを見奉6侍ケて、いとC•世{t^:*がらへ〇乙と名はCか6多う 

斑えなケ侍ケてあぢきなう思a-給べしに•心.の3:わぎ^めて、かく患づまらずな5侍办ぬ^ 

•になむ、人がずにばおぼし入れざ女けめど、Sはけ.な.5侍$し時Xゲ深ぐ賴み申ず心の侍ケ 
し^、ぃが.なるざ夕げん^どのぁゲげ.るにかど、乙れ聲む乙の世のぅれへ 
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れば、ろなうかの後の世のSま^げR7Pやと思；5給ふるを、事のついで侍扁ば御耳とVめて 

よろしうあきらめ中5せ給へ。なから〇うし/>にも乙のかうじ許されたらむな〇御德に寺 

るべき」などの^まふま、に、いと苦しげ1Cのみ見えまさればいみじうて、6の中^SCA合 
する事ど7Pあれどもさしてたしかにはえしも推しはからず、「いかなる輒心の鬼にかは。更 

{crcやうなる御氣色もなく、かくおも6給へる由をも聞き驚き歎き給ふ事かぎ6なう乙そ 
口をしが办申し給ふめうしか。などかくおぼす事あるにては今まで隔ての乙い給aつらむ。 

こなたかなy2あきらめ巾すベか-^*^る7^のを、今はいふかひなしや」とてと6かへ3まほし 

く悲しくあぼさる。「げにS3、かも隙あうつるを办に聞之うけ給はるyうこを寺.^け10 

されどSとかう今日明日としもやはと、みづからながら^らぬ命のほどを思ひのどめ# 
公ける-もはかなぐなひ。乙の事はMに御心よ.CNもらし給ふまじ。さるべき序侍らむ折には御 

用意くはへ給へとて間えおくになむ。一條に物し給ふ宮乙と{Cふれてとぶらひ聞±給へ06 
苦しき3まにて爲など妃も問しめ3れ給はむをクくろひ給へ」などのたまふ0いはまほし 

き事は多かるべけれど心ちせむ方なくな^SRければ、出でさせ給aねと手かき問え給ム〇加 
持まわる僧ども近う參$、上おと < などあはし集ま.CNて人A、も立ちさわげば、なくなく出で 

給aぬ。女御をばMicTPliHえず乙の大將の御方などもいみじう歎き給ふ。心おきてのあまね 
く人の乙のかみ心に物し給aければ、右の大殿の北の方もZ:の君をのみぞむつまじきもの 

(C思ひ聞え給ひければ、よ/)づ思；5なげき給ひて御S0.Aなどと.cnわきてせSせ給；5け1 
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2. 

1.1 

必勿」とて*面KちS;3^:>^'Lな^ょ^々ズ杳ちせ給ふ。御乳母いと花命かに3ぅぞ^^ 

御着の傲い^$/>に:oくし*る：^のS.わ:^で-0心^へど^を內K4と^ももとの心を名 
もぬ.乙となれば>叻ちも.し何心^な3を、，$古^衣しう^ば#きわざ攻うやとおぼ寸。宮も 

お：き居給ひてみてし.(7)する-0所せうひ7>で々^るをい^苦しとおぼして、ひ/2ひ龙ど:3:て 

つけズおは：す石杧ハ儿張をねきや^て居給へ^いと耻しうてそむき給へるいとゞち以さ^^ 
ほを6铪ひ<御ぐしは：七しみ拙東V*うそぎ*为ければうし/>は乙•とれ讨ぢあ毛見ぇ給U 

沿程念.々。す:fすざ見沙名|(:び隹の御^ゼ名贺がち泫る今やう色など着給ひて、去だあ4つ 

かぬ#か^はらめ咖XV•冬ゥ0く^き子.ど飞の心ちし'.て.^ま必 
あ^feう。聚染*.zlそ猶かと-5たて:0;-^ベぶ八色*^A好れ。かやうにても見麥:s2.:iw:^:v?)^^ 

じ>ぞ沪七企思01慰め侍れど、ふ丸か^うわ4愈令>1>ちす石東の人力/>'§;5:;^^ 

す<ふれ奉名身のiがK思aなすも《^まダ^15:饷か^う口惜丄3^む。取力返^ 

氹がなや」^打ち徵含瀚5て-)今垃^て资しは龙れ^^^^^ 
しう心うく态处觉ゆべ為猶哀4:5:ほせ』4辱又輸乂.娀「か八るさま<?)人は^^ 

4，のとさ^し名^しャも^^^御ちぬ事讧てかかゞは调ゅ^^^ 

Mの乙^^。^段乙、奏る龙ネあらむ;^:0をし±杖のた^•a.-s七 
乳®たもはや^ご::^龙べぁ^す--^服數多:5ぶ^ふ。-召七$<^ 

^の雜ふ^哀め：^タォべ^^批^斧-^雄っべ^^^^V:S;Kベ. 

r,.,4 



二:::^;^^^ 

g:.. 

う^*Aみてつぶつ:i:1肥次ズ齒う:5つくし.。火將农どめ御ちrぶaほのか{cあぼし出づる 
icは似為はずI1%女御め宮炎ちは•*父みかど.の御か力ざまにわぅげ：づきて氣高ぅ^をあはし 

ませへ殊にすぐれズ妁て.力*-.5;1,も>はせず。^.(7)君いとあてなるにそへてあ$ぎやうづき爻 
み-0かを々て，^みがち•/J:,^念どをsと哀と見給：ふ.〇思；3なし奴や猶いとょぅおぼぇ/26か 

:t9只今^亦^ま方ZJPの:2:か:4C班か-Lきst名やぅはなれてかを-〇をかしき顔ざまな^N。 

宮は:5しもあ被.LわかずAは.た..Mk皂らぬ乙iなれば暇.一所の御心のぅちにのみぞ哀ば.か 
杳か4付；人-0契办^:^見給ふ装、大方の泚の^为め衣3も£攸し續けられて、旗 

A士乙破れぬるを、今日は.乙.とMみすべき旧をとおしのご；5隱し給ひ.1:「^づかに思ひて嘆 

ベR班へた6」とぅちず.1:給ふ。五十Aを十と6すて72る御齡*れど末になりぬる^ち志給 
CAてVと物哀に>微さ石。なんぢが父にと名鍊めまほしぅ>ぼしけむかし。乙-0事の6泛れ 

;5人女房--0中：^もあ:^^かし、患らぬNJ-をねたけれ、をこなりと見るらむ士安から•すあぼせ 
ど我が御咎め^る.さは.あへ^む、ふたついはむRは女の御爲之をいとほしけれなどあぼし 

V.、色..^劣V^:'L^はず、-いと何心^う物語して笑CA給.へる.^み口〇きのぅつくしきも心^ 

ちざらむ火はかか乂あちむ〇猶fとよく似撤5*みけ6と見給：ふ^、親左ち-0子だ^ぁれか 
しとな$輪ふら^k.^戈見せ•ず。人^れずはかなるか*みばか^N•をとゞめ殽きてか:^ 

思ひぁが6ぁょす^穴:^^身^心もてぅし龙ひっるょと、哀にをしければめざましと思ふ 
心^.-aきかへし5ふ^かれ給；§ぬ。A々すべあ縢れたる程^宮の御許によう給aて「乙の人 

.海蟲舞..菜！!: •:•; 七1 
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をばいかC見給ふや-°か、る人を拾て、背きはて給ひぬべきliticやあり^る。あな心う」と 

公どろかし聞え給へば顔うち赤めておはす。. 

「たが世icかたねはまきしと人とはゞSかV岩根の松は乙たへむ。哀ななど忍びて聞 
え給ふに、sらへもなうてひ'nふし給へ-^。乙とわ6と^ほせば患CAても聞え給はず、いか 

におぼすらむ、物深うなどはおはせねど、いかでかはたi/にばと推し蛩$|10え給ふもsと心 
苦しうなむ。大將の君はかの心にあま$てほのめかし出でたりしヒ、いかなる事にかあらけ 

む、少し物^t^るさまならましかばSばか$うち出でをめたらしに、sとよう氣色を見て 

•ま-Lを、sふかひなきとぢめにてを6あしうsぶせうあはれにもあ$しかなと、面影忘れが 
犮く1:はらからの君達よりも患；sて悲しと赀え給ひけり。女{名のかく世を背き給へる有樣 

おどろおど/>しきなやみにもあらですかやかにおぼし立ちける程よ、又S-OVとも許し聞免 
給ふべき乙とかは、一一條のうへのさばから限にてなくなし申し給ふと聞きしを•いみじきZ: 

と{Cあぼして遂にかくかけとCめ奉$給へるものをなど、取り集めて思aくだく1C、猶昔よ 
$絕えず見ゆる心ばへえ忍ばぬ折冷？^ありきかし、sとようもて患づめたるうはべは人よ 

々けに用葸^$、のどかに何事を乙の人の.心の中に思ふらむと、見る人も苦しき^:てあ6し 
.か：M、少しよわき所つきてなよび過ぎ^$しけぞかし>sみじくともさるまじき事ic心をみ 

允.CN、かくしも身に：かふべき事にやはあ6ける、人の爲にもいとほしう我が身は^いたづら 
にやなすべき、各るべき昔の契といaな♦からいとかるがるしう味氣なき乙とな6かしなど 



心びとつに思へど、女君にだに間ぇ出で給はず、Sるべきついでなうて院にもまた聞ぇ出で 
給はざクけさるはか、る事をなITかすめしと巾し出でV、御氣色も見まほ急か6け 

父あとC母北の方は淚のSとまなくおぼし芝づみて、はかなく過ぐる日數をも泛$給はず、 

御わざの法服御Sうぞく，なにくれの急ぎ^も君達御方々とうど6になむ•せSせ給ひける。 
經佛のあきてなども左大辨の哲せさせ給ふ。七日七日の御ずきやうなども人の|19±ぉど/> 

かすにも「われになきかせを。かくいみじと思；S惑ふに'なかなか道3またげにも乙そ」とて 
なきやうに扱しほれた.CN。一條の宫にはまして恐來なくて別れ給ひにし恨3へをへて、日比 

ふるま、{;:旗き宵のうち人げすくなう心ぼをげにて、親しく使aならし給aし人は猶參6 
とぶらひきZ:ゆ。好み給；5しE、馬などをの方のあづか4ども、皆つく所なう思aうんじて 

かすか(-C出入を見給ふも、乙と.にふれて哀はつきぬものiLな1;あ6ける。tpてつかひ給；3し 

御調度ども、常U64き給ひし^11;和琴などの緖？Pと<=nはなちやつ3れて音を立てぬもいと 
うもれいたきわざなAや。御前の木立s^うけぶ6て花は時を忘れぬ氣色なるを詠めつ、 

名のがなしく、侍ふA々もにび色にやつれつ、寂しう徒然なる遨づ方、Sき華やかに追ふ音 
して乙、にとま^NWる人あ6。「あはれ故殿の御けは；5と乙そうち忘れて思aつれ」とて泣 

くもあ大將殿のおはしたるな6け6。御せうをミIlHtいれ給べ^so例の辨の哲、宰相など 
のおはし.*るとAぼしつるをSとはづかしげに淸らなる御もてなし^てスぅ价へ-CN。もや 

の厢にお^し:iをaて入れ奉る。あしなべたるやうに人々のあへ患らa開免むはか^じけ 

塬Jt物訝和木 七111七 



1 

is氏物S5柏木 七一17C 

なき3まの老給へれば御息所どたいめし給へる0「いみじきことを思3給，へ歎く心はさるべ 
き人令にも越えて侍れど限あれば間えr」せやる方なうて世の常になり恃$にけ6。いまは 

.の程に7Pめ左まひ置く事恃6しかばおろか衣らずなむ。誰ものどめ難き世なれば、後れ先だ 

つ程のけぢめには思a給へ及ばひに患たがaて深き心の程をも御Isぜられにしがなとな 
む。神わざなどまげき比ほひ私の志にまかせて、つくづくと龍6居恃らむも、例ならぬ事な 

りければ立ちながらはたなかなかに傯かず思a給へらるベうてな〇日-Jtはすrし恃$にけ 

4。おとV-^XJの心を亂6給ふさま見lieき侍るRつけて名親子の道のやみをば5る名のに 
.て、か'る御中，bsの深く思ひとてめ給；3けむ程を推し量り間え3するにいと■きせずな 

む」とて患•は患ば枭しのごひ^打ちかみ給ふ。あざやか^氣高さものから懷しうな^めS/2 
な。御息所も总璐になり給C4-1:「哀なる、とはその常なき世の^/かにこをは、いみじとても又 

類ひなき事にやはと、年賴6 Wる人は^aて心づよう3まし恃るを、Hにおぼし入りたる3 
兮のいとゆ、しきまで鬼ばしも立ち後れ給ふまじきやうicilLえ侍れば、すべていと6うか 

乃ける身の今まてながらへ恃6てかくか^かたにはかなき世の末の有機を見給へすrすべ 
•^にやと,v>と^づ心なくなむ。おのづから近き御なから；3Rて119き及ばせ給ふやう％恃$ 

妙む。初め〇か/2よ^^を3を3うけ；5き聞えざ-^し御乙と^、^と！^の御心むけも心苦しう 
院(C7Pよろしきやうに/1?ぼしゆるSy2る御氣色などの恃$しかば、3iにみづからの心あき 

ての及ばぬな$けシと思ひ給へなしてなIT見奉うつるを、かく#のやうなる乙とを見給ふ 



る-re思び給へあはすれば、みづからの心の程なむ同じうは强うもあらがri聞えましをと思 
^1侍るに^いとくや-Lう、をれもかやう(Cしも思aよ-cs侍らざ-csきかし。御子達はおぼろ 

げの事ならで、惡しくも善くも、かやうに世づき給ふ乙とはえ心にくからぬ乙となりとふる 
めき心icは思a侍6:Lを、いづかたに毛よらず中空(!:うき御すくせな0ければ、何かはか> 

る序{Cけぶうにも紛れ給aなむは、Z.の御身の*め人ぎ、などは殊ic口をしかるまじけ 
れど、さりとても患かすかやか:(C乏思CA患づひまじう悲しう見槔6侍るに、いと嬉しう淺 

からぬ御とぶらひの度々icな6侍るめるを、ありが*う名と間え侍るも、さらばかの御契あ 
lけるに乙をはと思ふやう(cしも見えざらし御心ばへなれど、今はとて乙れかれにつげあ 

き給a付る御ゆtQご/Lの哀なるになひ。憂き(Cも嬉しきせは交ら侍うけり」とてsといたう 

龙い，給ふけはaなみ〇次將もとみにえためらa給はギ怪しうsとZ:よなくおよすげ給へ6 
し:Aの、か、るべうてや、この二三^の乙な力なむSたう患め$て物心細げR見え給ひし 

かば、あま610:のこと06を思a先$物深うなAぬる人のすみすぎてか、ろためし^う 
つくしからず、かへ-C\てはあざやかなる方のおぼえうすらCものな.CNとなむ、常Uはかばか 

しからぬ心R諫めIlaえ•しかば心あSしと思6i給へりし、萬よ6も人に爻36てげにかのぁ 
ぼし欺くらむ御心のうちのか^じけなけれど。Sと心苦しう7P侍るかな」など懷しう乙まや 

かK間え給aて、や、程經てど出で給ふ。かの君は五六年の程の乙の•かみなりしかど猶いと 
若やか(Cなまめきあいだれて物し給；：Sし。Z1れはSとすくよかに逋A、しく雄令しきけは；5 

诞氏物瓯和木 0 
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して顏のみぞいと若う淸らなる乙と人(cすrれ給へる。若き人々は物悲しs^p少し紛れて 

見出し奉る。御前近き樱のいとおもし/)きを今年ばか6はとうち覺ゆる^pい^いましき 

すぢな6ければ「あ；3見む乙とは」と口ず3びて、 
「時しあればかはらぬ色に匂ひけ6か^え粘れkし帘の樱も」。わざとならず誦じなして 

立ち給ふに、いととうノ 
「乙の靡は柳のめに？V玉はぬくS•きちる花のゆくへ患らねば」と聞え給ふ。いと、g木きよし 

にはあらねど今めかしうかどあうとはいはれ給aし更衣なうけ6。げにめやすき程の用意 
な-CVけ$と見給ふ。致仕の大殿にやがて參6給へれば君達あま犮物し給aて「乙なたに入ら 

せ給へ」とあれば、あとての御いでゐのかたic入6給へためらひて對而乏給へ6。ふうが 
とう淸げなる御か/2ちい/2う瘠せ衰へて御髭などrPと$つく/>ひ給はねば.、急げうて親の 

けうよ67Pげにやつれ給へ60見奉6給ふよ6いと忍びがたければあま6にをSまらず亂 
机落つる淚こそはし^なけれと思へばせめてぞかくし給ふ。あとVもと办わきて御中よく 

物-L給aしをと見給ふに、/2Vふりに降6落ちてえとぐめ給はず、〇きせぬ御事どもを間え 
かはし給ふ。一條の宫にまうでた6つる有樣など聞免給ふ。いとVしく蓊雨かと見ゆるまで 

軒の部RZ1とならずぬらしをへ給ふ。た、うがみにかの柳のめに?:'とあ办つるをかい給へ 
るを奉6給へば目も見えずやとおし^ぼ6つ.、見給ふ。うち；5をみつ、見給ふ御3ま列^ 

心强うあざやかにほ乙6かなる御氣色名殘なく人わ/>し。3るは殊なることなかめれど、こ 



の玉はぬくとあるふしのげ(r.とおぼSる.vlc心亂れて久しうえためらひ給はず。「卷の御母 
君のかくれ給へ6し秋なむ、世に悲しき2.とのきはには覺え侍6しを、女は限あ6て見る、 

すくなラとあるMJもか、る-Z.ともあらはならねば、かなしびもかく/.へてなむあ4ナる。ま 

かばかしからねどおほやけも捨て給はずやうやう人となCNつかさくらゐにつけてあCA赖卩1/ 

人々おのづから次々4C多うな6などして、驚き口惜しがるもる£)にふれてあるべし。かう深 
き思ひはをの大方の世のおぼえもつかS位^^もほえず、啦、Jとなる>Jとなかりしみづか 

らのありさまのみこそ班へが^く戀しかCNけれ、何ばか6の事にてかは思ひ5ますべから 

む」と、空を仰ぎてながめ給ふ。夕暮の雲の氣色にび色(Cかすみて花の散.CN/2る梢どもをも 
今日ぞ目とCめ給ふ。Z.の御^、うがみ1C:、 

「木の表^の^にぬれて5かさまにかすみの衣き^る卷かな」。大將の君、 
「なき'Aもおもはざ合けむうちすて、夕のかすみ君き^れとは〇辨の芎、 

「5らめしやMの乙ろも誰着ょと審ょ6Sきに花の散うけIT」。御わざなど世の常ならず 

S力めしうなITあ-cnける。大將殿の北の方をばさるものicて、殿は心2:とにずきやうなども 

哀に深き心•はへを加へ船ふ0かの一條の宮kTP常にとぶら；3聞t給ふ。卯月ばか6の空はを 

乙はかとなう心ちよげに；5とっ色なる四方の梢もをかしぅ見ぇゎ^るを、物豇ふ衍ょ萬の 
事につけて患づかに心ぼをくくらしかね給ふに例の渡$給へる。庭•もやうやうWみ出づ 

る若草見えわ/2$此處彼處のすなごうすき物のかくれのか/2に蓬も所えがほな60前丧ぶ 

•源氏物15柏木 七31 
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VDハれてつく/>a給aしも心に任せて表げ6あaa-とむら薄も/aのもしげにaろrうて蟲 
の音をはむ秋思ひやら.る > よ6、いと物哀に露けくてわけ入ヶ給ふ。伊豫簾かけわたしてに 

びsろの儿帳の衣がへしたるすきかげ凉しげに見ぇて、よきわらはのこまやかににばめる 
かざみのつ^頭つきなどほの見±穴6。をかしけれど猶目驚かる、色なりかし。今Hはすの 

乙に罟給へば患とねさし出で^$。い•とかるらかなるお噠しなうとて、例の御总所笟かし!Ill 

ゆnど、乙の比なやましとてよりふし給へ办とかく間免紛はす程、御前のZLだちども思ふこ 

となげなる氣色を見給ふもsと物衷なう。柏木と楓との物よりけに若やかなる色して枝さ 
しかはしたるを、「Sかなるちぎ6にか。末あへるたのもし5よ」などの給ひて忍びや力(;:3 

Iよ-CNて、 . 
「乙とならばならしの枝にならSなIf葉守の神のv(bるしあ办きと。御簾のとのへだてあ 

るほどZ:をうらめしけれ」とてなげしにより居給へ3。なよびすが^は/2いといたうたをや 

ぎけるをやとZ.れかれつき玄るふ。乙のあへ患らへ冏ゆる少將の君といふ人して、 
「^木icは7P6の神はま3ずとも人ならすべき宿の木末か」。「うち〇けなる街言の^に 

なひ淺う思a給へならぬる」と間ゆれば、げにとおぼすに少しほ、^み給CAぬ。御息所少し 

r'さ6出で給ふけはaすればやをらゐなほ-^給aぬ。「うき世の中を思CA給へ^づむ月口の 
つもるけぢめにや、みだ66ちもあやしうほれぼれしうてすrし恃るを、かく度々か3ねさ 

せ給ふ御とぶらひのsとか^じけなきに、思a給へあZ.してなむ」とて、げに惱ましげなる 

i 
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御けはSな办。「思ほしなげくは世の乙と心^CNなれど、又sと3のみはSかV。萬の事さるy 

きに^をは侍るめれ。reすがにかぎりある世になむ」となrsめ聞え給ふ。乙の宮乙そき、 
しよCNは心のおく見え給へ、哀げにいかに人わらはれなる乙とをと6をへて^ほすらむと 

思ふもたvならねば、いたう心とCめて御有樣も問；s聞免給ひけう。かたちどいとまほicは 

え物し給ふまじけれど、Sと見苦しうか^はらSたき程にだにあらずは、などて見るめによ 
h人をも^もaあき又Sるまじきに心を^^惑はすべきぞ、3まあしや、萌Vレ文せのみ^jそ( 

认もて^^^にばやんrとなかるべけれと^ぼす。「今は猶昔(c3>ネほしなずらへて涑から 

ず名てなSせ給へ」など、わざとけSうび1:はあらねどね/Lご/>ic氣色ばみて^堯給ム〇庶 

衣姿いとあざやかicてたけだちものものしうそ</>かにど見え給aける。かのおとぐは萬 
のSなつかしうなまめき、あてに愛敬づき給へるZLとのならびなきな乙れはを、^うm 

やかにあなきよらとふと見えたまふ。「にほa?:'人に似ぬや」とうちS、めきて、「同じうま 

かやうにても出で入ら給はtしかば」など人A、いふめ6。「いうしやうrんがつかに^次じ 

めてあをし」とうち口ずSひて、をれもsと近き世の乙となれどざ^近う遠う6み^る 
やうなうし世の中に高きも降れるもをしみあたらしがらぬはなきもうベうべしき方を文3 

るものにて怪しう情をたて^る人icぞ物し給aければ、さしネあるまじきおほやけ人女爵 

などの^ふるめきたるど7PSへ戀ひかなしび聞ゆろ。ましてうへには御遊などの折ごとに 

まづおぼし出で、なむ^のばせ給aける。あはれ衛門督のといふ21とく 5、何事に〇けて 

源玖物2]}柏木 七®一 

rtcr^f r:v ■ • 1广， 

I^CM* 



もいはぬ人なし。六條院•にはまして哀とおぼし出づる乙と月日にをへておほか$。乙の若沿 

を御心ひとつにはかたみと見なし給へど、人の思a•ょらぬ乙となればsとかひなし。秋つか 

たになれば乙の^はばひ£)ざりなど。 

横 ス| 

故權大納言のはかなくラせ給ひ(C-L悲し3を飽かず口をしきものに戀CA忍び給ふ人^ほか 
6。六條院にも大かた(-C:つけてだに世にめやすき人のなくなるをば惜み給ふ御心に、まして 

乙れは朝夕患たしく參6馴れつ、人よ$も御心留め尨ぼしたぅしかば、いかにどやおぼし 
出づる乙とはあ6ながら"あはれはおほく折々につけて忍び給ふ。御はてにもず經などと6 

わきせ3せ給ふ。よ/,づも患らずがほにSはけなき御有檄をM給ふ(Cも、SすがにSみじく 
哀なれば御心のうちにまた心•ざし給ひて乙がね百兩をな〇ベちicせ3せ給ひける◊おとぐ 

は心も^らでどかし乙まり悦び間えSせ給ふ。大將の君もZ:と•、もあほくしたまふ。と6も 
ちてねんごろに營み給ふ。かの一條の當をもこの程の御志深くとぶらひ間え給ふ。はらから 

の1迷よ6もま3うたる御心の程をsとかくは思a問えざ办きとおとくうへも審びP41え給 
ふ0なき跡にも世の^之むもくものし給ひける程の見ゆるに、いみじうあたらしうのみおぼ 

し乙がる、MJつきせず。山のみかどは二の宮もかく人わらはれなるやうitてながめ給ふな 



i 

入道の宮も乙の世の人めかしきかたはかけはなれ給ひぬれば、さまざまに飽かずおぼ5 
るれど"すべて乙の世をあぼしなや嘹じと忍び給ふ。御あこな；3の程にネ同じ道を乙そはつ 

とめ給ふらめなどおぼしや$て、か、るさまにな6給CA.て後ははかなき事kつけても絕ぇ 
ず問ぇ給ふ。御苛.のかたはら近き林にぬき出で^るたかうな、そのわた6の山にほれるとこ 

ろなどの山里に〇けてはあはれなれば奉れ給ふとて、御文乙まやかなるはしに「弈の野山m 

もたど^どしけれど、志深く堀り出Sせて侍る^るしばか-^になむ、 
世をわかれ入りな1;道はあくると名お/iじ所を淠もy2づねょ。Sとかたきわざにな1; 

ある」と聞ぇ給へるを一脱ぐみて見給ふほどに、おとぐの君わ穴り給へ6。れいならず御前近 
きらSしどもを，などあやしと御赀ずるR院の御文なうけ6。見給へばSと哀なけふかあ 

すかの心ちするを對而の心にかなはぬことなど、こまやかに敬かせ給へう。このおなじ所の 
御ともなaを殊にをかしきふしもなきrjlじりごとばなれどげに§ど^ぼすらむかし。われ 

さへ^K?かなるさま(c见ぇ奉6て、いとゞ後め^き御思ひのをふべかめるを、Sといとほし 
とおぼす。御返^Novtしげに#き給ひて御使には背にびの綾一かさね^ふ。:-li:l:-lきかへ給へ 

6けるかみの御儿帳の^ばよ6ほの見ゆるをとりて見給へば、御手はSとはかなげにて、 
「うき世にはあらぬと乙ろのゆかしくてをむく，11!路に思a乙をsれJ。うしろめだげなる 

御氣色なるに「乙のあらぬ所もとめ給へるSとうたて心うし」と間免給ふ。今はまほに7P見 
え奉ら給はず、sとうつくしうらう^げ为る御ayaひがみつらつきのをかし3、唯ちごのや 
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Vこ一 一見え給ひてSみじうらう^きを見奉ら給ふRつけては、などかうはな-CNRし乙とぞと 
罪えぬベくおぼ3るれば、御几帳ばか6隔て、又いとCよなうけどほくうとうとしうはあ 

らぬ程にもてなし聞えてぞおはしける。若君は乳母の許icねたまへ合ける、起きて，はひ出て 
給；3て御釉をひき^つはn奉6給ふSまいとうつくし。白きうすものにからの小紋の紅梅 

の御どの裾、sと提く患どけなげにaきやられて御身はいとあらはにてうしろのかぎりに 

若なし給へるさまは、例のとなれどSとらうたげに患ろくをびやか{(:柳をけづ^Nてつく 6 
たらむやうな6。かしらは露草して殊更に色ど.CSたらむ心ちして口つきうつくしうicほひ、 

まみのびらかに耻しうかを$/2るなどは猶いとよく思ひ出でらるれど、かれはいとかやう 
Rきははなれ^るi]!Iらはなかcsし7^の|:いかでか、ら'{/。宫にも似舉らず今よ <>氣商く 

のものしうさまこと(C見え給へる氣色などは、我が御かVみのかげにも似げなからず见な 
Sれ給ふ。僅(C步みなど患給ふ程な办ぐJのたかうなのらいしRなにとも^らず立ちよ6て 

sとあ^た^*しうと^^ちらしてくaかなぐ-^など^^まへばrあなら•うがはしや。いとふび 

んな60かれと$かくせ。くひものに目とゞめ給ふと物いひさがなき女房7^乙をいひなせ」 

とて笑；5給ふ。かきいだき給61て「乙の君のまみのぃと氣色ぁるかな。ち613きほどのちご 
を数多見ねばicやあらひ、^ばか6の程はItいばけなきものとのみ]iし^J、今よういとけは 

Wこと5:5こ tvv-lMltし^^。^^も(Dし^;.^る.^ た-CN に^、る人^a35で、^^し-^ こ 

とたがために珞ありなむかし。あはれをのおのおの、お；3ゆく末爻では见もはて1;とすら 

3 



むやは，花の盛はあうなめど」とうちまも6聞免給ふ。「う^てゆ、しき御<1とにも」と人々 
はきこゆ。御谢のおCA出づるにくひあてむとて、/2かうなをつとにきヶもちて志づくもょ、 

とくCAaらし給へば「いとねぢけたる色ごのみかな」とて、 
J7うきふしも忘れずながらくれ竹の乙はすVがたきものにどあうけるJとねてはなちて 

の72免ひかくれどうち笑ひて何とも思ひ/2らず、いとそ、かしうはひお63わぎ給ふ。月 

日にをへて乙の君のうつくしうゆ、しきまで>aま36給ふR、誠(Cこのうきふし皆おぼ 
し忘れぬべし。乙の人のSでものし給ふべき契に1:3る思の外の亊もあるにこをはありけ 

め、isnが^かなるわざどかしと少しは^ぼしなほさる。みづからの御すくせも^倒かぬ乙 
とあほか6。數多つどべ給へる中にもこの宮乙そはか^ほなる思CA爻じらず、人の御有様も 

思ふにあかぬ所なくてものし給ふべきを、かぐ思はざ$し31wicて見奉る乙と、あぼすU 

つけてなむ、過ぎ(Cし罪ゆるしが^く猶くちをしかりける。大將の君はかの今はのとぢめに 
とくめしひとZ.とを心ひとつに思ひ出で〇、、sかな办しさぞとはいときC免まほしう、御 

氣色もゆかしき^、ほの心ぇて思ひょらる、乙ともあれば、なかなかうち出て聞ぇむもか/2 

はらS*くて、ぃかならむ0ぃでに乙の事の委しき有樣もぁきらめ又かの人の思び入6.^. 

うしをも聞しめさせむと思ひわ^う給ふ。秋の夕の物哀なるに一條の宫を思ひやり間 
乏給aてわたう給へ4。うちとけ患めやかに御琴どもなどCAき給ふ程なるべしC深くもえと 

やらで、やがてそのみなみの廂にいれ奉6穴まへ端つか^なりつる人のゐざ6入60 >9 
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るけはaども先るく、きぬのおとなCAも大方0.4Cほaかうばしく心(Cくき•ほどな6。列の御 

息所對而し給；3て赀の物語ども聞えかはし給ふ。わが御との、明雜人忘げく物さわがしく 
幼き^達などすだきあ心て給ふkならCA給；Sていと靜に物あはれな6。うちあれたる心ち 

すれどあてにけ^かくすみなし給；5てぜAざ.Sの花どtP蟲の音^げき野邊とみだれ*るゆ. 

ふばえを見わ/2し給ふ。わご/Lをaきよせ給へればうちに患らベられていとよく彈きなら 

したる、ひとがに^みてな〇かしうおぼゆ。かやうなるあたう1C思aのま、なるすき心ある 

人は志づむる乙となくて、5ま惡しきけはひをもあらはし、5るまじき名をもたつるどかし 

など思ひ績けつ、搔きならし給ふ。故君の常に；3き給ひし乙とな$け6、をかしき手；5とつ 

などす乙しDIき給ひてr哀sと珍らかなるねにかきならし給aしはや。乙の御乙とにも乙も 
りて侍らひかし。承6あらはしてしがな」との給へば「乙とのを/2えにし後よ.CN昔の御わ>b 

はあをびの名残をだに思a出で給はずなむな6にて侍るめる。院の御前にて女宮たちのと 
6ど$の御rJとゞ毛試みき乙え給ひしにもかやうの方はあぼめかしからず物し給ふとなむ 

定め!]9え給ふめりしを、あらぬ3まにほれぼれしうな6てながめすrし給ふめれば、世のう 

きクまにとsふやうにな1;見給ふる」と聞乏給へばrいと乙と^々の御あもひな6や0かぎ 
6だにある」と打ちながめて琴はおしやり給へればrかれなほ3らば聲{C傅はる乙ともやと 

聞きわくばか6なら3せ給へ。物むつかじう思う給へ沈める耳をだにあきらめ侍らむ」と聞 
え給ふを「衰かつ/2はるなかのをはC:とにこを侍らめ.0をれを乙を承らむと聞えつれ一とて 



锅簾のネと近くあしよせ六^へど頓にしもうけ；5き給ふtじさz:となれば患ひても聞ぇ給 
はず。月3し出で、逛うなき空に羽根うちかはす腦がねもつらをはなれぬ、うらやましく開 

き給ふらむかし。風のはだ寒く物哀なるに5をはれて箏の琴をいとほのかに搔き鳴し給へ 
るもちくふかき聲なるにいと < 心と爻$はて、なかなかに名お名ほゆれば、琵琶をと6よ 

せていとなつかしきねに想夫戀をひき給ふ。「盟ひおよびがほなるはかたはらいたけnど、 
乙れはMと、はせ輪ふべくや」とてせちにすのうちをを、のかし聞免給へどましてつ、ま 

しき3しSらへなれば、宮は唯物のみあはれとおぼしつCけ/2るに、 

|乙とに出で、いはぬをSふにまriとは人にはぢたる氣色5:どみる」と阳ぇ給ふに2 

Vす^つか^をい3、かaき給^。 , 

Iふかき夜の哀ばかりはき、わけどことよ6ほかにぇやはいaける」。飽かずをかしきほ 
どに、5るおほどかなる物のねがらに深き-Aの心^めてひき傅へたる、おなじ手りベの物と 

いへど哀に心すごきもの\か为はしをかきならして.11;み給aぬればうちめしきまでおぼ少 
、nとrすきずきしさをSまざまに；5き出で、名御赀ぜられぬるかな。秋の夜ふかし侍らむも 

昔のとがめやとはCか办てなむ罷で侍.CNぬべかめる◊又殊更に心してなむ$ぶらふべきを 
乙の锏释どもの患らベがベず'tたせ給はむや、引き違ふることも恃6ぬべき!itなれば後め 

たく乙を」などまほ(Cはあらねど打ちにほはしあきて出で給ふ。「今皆の御すきには人ゆる 
し聞えつべくなむあ6ける。を2:はかとなきいにしへがたりにのみまぎらばSせ給ひて、玉 

000 f 七叫九 
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の^{C•せ:li'心ちも表你ちぬ、殘6公ほくなひ」とて、御贈物に笛ををへて奉れ給ふ。「乙れに 
:^:lric*(cふ6きこと:^fl3;5.ベく阳きむき|#6しヒ、か」る澄生にうづもる、も哀に見給 

ふるを、御'Sきにきほ(3:ひ聲-^lrょをながらもいぶかしく俾る」とI1Hえ給へ^「似つか^し 
からぬ随身に乙そ恃るべけれ」と1:見給ふに、乙れ劣げ((:世と典に身にそへて冬あそびつ 

、、みづからTp、-siにZ1れが音のか-^うはえ吹きとほさず、思はむ人iLいかで傅へてしがな 

とrrA、間えごち給CAしを思a出で給ふに今.少しあはれおほくをひて試に吹きならす。はん 
患きでうのなからばか6吹きさし.て「昔を忍ぶaとうごとは3ても罪ゆるされ侍りけう。乙 

れはまばゆくなむ」とて出で給ふに、 
•「涊志げきむ.ぐらの宿にWにしへの秋にかはらぬ蟲のz:^かな」とき乙乏いだし給へ6。 

「橫笛の表>-bベはZ:とにかはらぬを空しくな6しね，」をつきせね」。いでがてにやすら 
ひ給ふに夜もいたく.31けicけ6。嫩にかへり/2爻へれば格子などあろさせて皆疲給ひにけ 

4。乙の宮に心かけ閗え給ひてかくねんごろが$問±給ふどなど人の問え患らせければ、か 
>うに夜ふかし給ふもなまRく、て入り給ふをもきくきく寢たるやうにて物し給ふな^ 

Vし。「Sもと我とSる3の山の」と聲はSとをかしうてひとりごち謠ひて「こはなぞかく5 

しか穴めたる。あなうもれや、今夜の-^を♦見ぬ-Mもありけゥ」とうめき給ふ。格子あげさせ給 
うて御簾まきあげなどし給ひて灕近く臥し給.へ6C「か、る夜の月に心やすく夢みる人はあ 

るものか。少し出で給へ。あな心うtなど間え給へど心やましう打ち思aて聞き忍び給ふ。君 



 I 

i 
;一 
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達のい，はけなくねをび41为るけ过61など乙、かし乙にうちして女房名さしこみて臥した 

る，wとげもにぎは、し^にあ公つる所の有欉思aあはするにおほくかは$た60乙の在を 

うち吹き給ひつ、いかに名殘もながめ給ふらむ、御琴ど，^は年bべ變らず遊び給ふらむか 

し、御息所も和琴の上手ぞかしなど思aや$てふし給へ.CN。いかなれば故君の嗯大方のVレ^ 

へはや/Lごとなくもてなし問ぇながらいと深き氣色なかりけ(/と、•をれ(Cつけてもいとい 

ふかしう贽ゆ。見おと6せむ2:と乙をいとほしかるべけれ、大方の世(Cつけてもかぎりなく 

開*•<ことは必ずさぞあるか*Lなど思ふに、我が御中のうちけしきばみ/2る思Diや$もなく 

てひつびム、めたる年月の程をかぞふるに、哀にいとかうおしたちておご6ならひ給へる、乙 

とわ6に赀ぇ給；3けぅ。少し寢入6給aつる夢にかの衛門督唯ありしさまのうちきすがた 

icてかたはらitゐて乙の笛をと-CNて見る、夢のうちにもなき人のわづらはしうこの踩をた 

づねてきたると思ふに、 

r笛竹にふきょる風のごとなら杖末の世ながきねにつたへなむ。思ふかたことに侍$き」 
とsふを、問はむと思ふ程に、若君のねあびれてなき給ふ御聲にさめ給；5ぬ。乙の君いたく 

なき給ひてつだみなど泛給へば乳母もおきさわぎ上もおほとなぶら近くと6よせSせ給a 
て耳ばSみしてそ、く◊つくろaて抱きて居たtへ-CN。いとよく肥えてつぶつXとをか 

しげ^-5胸をあけてちなVJ く、め給ふ◦ちごもいとうつくしう^はする君なれば白くをか 

しげなる(c.il-t>はかとかはらかなるを心をや$てなrr&め給ふ。男君もよはして「い 

源氏物您横馆 七：九一 
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源氏物25描笛 

かなるF一などの^まふ。うちまきしちらしなどしてみだ6がはしき(C夢の哀もまぎれぬベ 
し0「なや^しげにこそ見ゆれ。今めかしき御有樣の程にあくがれ給うて夜ふかき御月めで 

に格子もあげられたれば、例のもの、けの入りたるなめ6Jなど、いと若くをかしきかほし 

てか乙ち給へば、うちわらaて「あやしのもの、けの患るベや。まる格子あげずは道なくて 
げに免入6乙ざらまし。數多の人のおや(Cなう給ふま、R思ひいたうふかく物をZ.をのた 

まaな6にたれ」とてうち見や6給へるまみのいとはづかしげなれば、さすがに物ものたま 
はで「Sで給aね。見ぐるし」とて•あきらかなるほかげをさすがic耻ぢ給へ•るさまもにくか 

らず〇まrJと'R乙の哲なづみて泣き1;つがり明し給ひつ。大將の君も夢あぼし出づるに乙の 
笛のわづらはしうもあるかな、人の心とCめて思へりしもの、ゆくべき方にもあらす、女の 

御傅へはか；5なきをや、Sか<思ひつらむ、乙の世にて數に思ひ入れぬ乙ともかのいまはの 
とぢめに一念のうらめしき(Cも•もしは哀とも思ふにまつはれてZ1をは、長き世の間にも惑 

ふわざな、れ、か、れば乙をは何事にも泛うはと<めじと思ふょなれなど、おぼしつ<けて 
お^ぎiLずき^•うせさせ給ふ。又かの心ょせの寺にもせさせ給ひて、乙の笛をばわざと人の 

3るゆ焱深きものにてaき出で給へ6しを、たち3fち(C佛の道にお毛むけむ名尊き乙と、 
はいひながらあへなかるべしと思ひて六條院に參り給ひぬ。女御の御方におはし咬すほど 

な.CNけ◊、三の宫三つばか公にて中にうつくしくおはするを、Z:な^にぞ又とうわきてあは 

しまさせ給ひける。定り出で給a.て「大將乙を宮いだき窣うてあなたへゐて坐せ」とみづか 



らかしMまうていと^どけなげにのたまへ，ばうち笑ひて•「おはしtせ。いかでか御簾の前 

をば渡6侍らひ、いときやうぎやうならひ」とて抱き舉6て居給へれば「人も見ず。爻/)が顔 

はかくさむ。なほなほ」とて御•袖して3しかくし給へば"いとうつくしうて£)て奉.0^9ふ。，j 

•なたにも二宮の^君とaとつicまじ办て遊び給ふを、うつくしう見ておはし^すな-csけ，リ〇 
すみのIISJのほどRおろし取4給ふを、二宫見つけ給；3て「ま^も大將に抱かれむ」との給ふ 

を、三當「あが大將をや」とてaかへ給へ6。•院も御赀じて「いとみだりがはしき御有樣ども 
かな。おほやけの御近きまを、わ^くしの!1身に6や5ぜむと银ひ給ふよ〇三莒乙をい 

と3がなくおはすれ〇你に乙のかみにきほひ巾し給ふ」と諫め間えあつかひ給ふ〇大將も笑 

61て「二-VIIはCよなくこのかみ心k所ra$開え給ふ御心淸くなむ^>はしますめる。御年のほ 

どよCNはおをろしきまて見え3せ給ふ」など開え給ふ。うちAみて、いづれをもいとうつく 
しと思ひ!19え^せ給へ6 01見^しくかるがるしきくぎやうの御座な6。あな/2(2:こを」とて 

渡6給はひとするに、{:|£*たちまつはれて更にはなれ給はず。^の若君は岔违の御つらにはあ 
るまじきeかしど餌心のうちに^ぼせどなかなかをの御心ばへを母^の御心の鬼にや思a 

よせ給ふらむと、これも心のくせにsとほしう思3るれば，いとらうたき名のR思；：5かしづ 
きIJ9え給ふC大將はこの君をまだえよく見ぬかなとおぼして、御簾の隙よ63し出で給へる 

に、花の枝のかれて落ち^る，VJと^N1:見せ^$てまねき給へばはし$あはし^4。ふ^あa 
のなほしのかぎ：CNを着ていみじう白う；3か6うつくしさCと御子•途よ6も乙まか(Cをか 

源氏物gi横祐 者一一 
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源氏物語樅茁 s 

しげ(cてつぶつぶときよらな$。なまめとまる心もを：sて見ればにや、まなこ^など乙れは 
今す乙し强うかどあるさま爻5うたれど、まじ6のとぢめをかしうかをれる氣色などいと 

よく^え給へ口つきの乙とさらに#やかなる3ましてうち^みたるなど、ねがめのうち 

つけなるにやあらむ、おと<は必ず思しますらむと、いよいよ御氣色ゆかし。宫たちは思ひ 
なしZ:をけだかけれ、世の常のうつくしきちごどもと見え給ふに、乙の君はSとあてなるも 

のからさま乙とにをかしげなるを見くらべ窣6つ、、いで哀若しうたがふ•ゆ^もまことな 
らば、父おとvのSばか6世にsみじう思aほれ給aて"Z1と名のり出でくる人だKなきと 

かたみに見るばかりの名殘をだにとくめよかしとなき乙がれ給ふに、問かせ奉らざらむ罪 

えがましさなど思ふも、sでsかてさはあるべき乙とeと猶心えず思aよる.かたなし。心ば 
へさへなつかしうあはれにてむつれ遊び給へばsとらうたく^ほゆ。衡へわたり給Wぬれ 

ばのどやかに御物語など聞免ておはする程に.日も茲れか、6ぬ。よべかの一條の啻に詣で 
たりしにおはせし有樣などliaえ出で給aつるを、ほ、袅みてき、おはす。哀なる昔の乙とか 

、りたるふしぶしはあへしらへなど老給ふに「かの想失戀の心ばへはげにい(Cしへのため 
しに7PCAき出づベからける折ながら、女はなほ人の心うつるばかうのゆ焱よしをもちぼろ 

げにては漏らすまじうZ:をあ6けれと思ひ^らる、事ども乙を多かれ。過ぎ(Cし方の志を 

忘れずかく長き用意を人ic^られぬとならば、おなじうは心ぎよくてとかくか、づらaゆ 
かしげなきみ^れなからむや。誰がためも心にく、めやすかるべき乙とならひとなむ思ふ」 



と0六戋へば、3かし、人のうへ.の御をしへばかう心づよげにてか、るすきはい，てをと見奉 

う給ふ。「何のみだれか侍らむ。猶常ならぬ低の哀をかけをめ侍うにしあたうに心みじかく 
はべらひ乙をなかなか世のつねの嫌疑あ6がほに恃らめとて乙ぞ。想夫_は心と3しすぎ 

て乙といで給はひやにくき乙とに侍らtし。物の序にほのかなうしはをらからのよしづき 
てをかしうなむ侍<=\し。何^も人(Lよ6事((:隨ふわざに乙2.、侍るべかめれ。よはひなどもや 

うやういたう若び給ふべき程にもものし铪はず、ま^あざれがましくすきずきしき氣色な 

どに物なれなども^侍らぬに、うちとけ給ふにや、大か^なつかしうめやすき人の御有樣 
ic〇物し^じける」^^と>z^ふ^、いとよ^Uついでつ^c\出て、少し近v/^參•csよ^c\^A?a 

てかの夢が^みを間ぇ給へば、rlR物も0/aまはて間しめしてあぼしあはすろ乙とゞもあ 
60「その笛は乙、に見るべきゆ義あるものな$。かれは陽成院の御笛な6。をれを故式祁卿 

宮のいみじきものに袤給；3けるをかの術門督は-mよ$いと乙となるねを吹き出でしにかん 

じてかの宮の栽の宴せられける日贈物Rとらせ給へるな^S。女の心は深くも^ど.CN患らず 
患か物したるな、などのたまsて、末の世のつたへは又いづかたにとかは思；：$まがへ 

ひ、3やうに思aな$けむかしなどおぼして、/〇の君もいとい^う深き人なればmaよるZ: 

とあらむかしとおぼす。をの御氣色を見るにいとVはCか.CN1:頓{Cも打ち出できZ:え^ii 

ねど、せめてI1Bかせ奉らむの心あれば、今しも乙とのついでに思a出で72るやうkおぼめか 
しうもてなして「今はとせし莉“とぶらひ化まか$て侍$し“、なからむ後0乙とゞ劣ハひ 

減氏物語描S 七^ 
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磴き恃りし中に患か^かなむ深くかしこt6申すょしを返す返す名のし侍りしかば，sか 
なる乙とにか#6けむ、今にをの故をなひえ思a給へょぅ侍らねば^ほつかなく恃る」とs 

と^どたどしげに119±給ふに、さればょと公ぼせど何かはそのほどのこと顯はしのた^ふ 

べきならねば"^ばしおぼめかしくて「患か人のうらみとtるばかりの氣色は何のついでに 
かも6出でけむと、Aづからもえ思a出でずなIT。さて今忘づかにかの夢は思a八：：せてなむ 

問ゆべき。ょるか^らずとか、女房のつ^へに3ふ乙とな办」との力まひて、を3を3御5ら 

へもなけnば、うちsvき-Cえて.けるを、Vか1Cあぼすにかとつ、戈しくおぼしけるとぞ" 

鈴蟲、 
參 

夏顷はちすの花の盛に入道の姬宫の御持怫どもあらはしいで給へる供#せ-Sせ給ふ。この 
/2びはAとゞの君の御志icて御念誦堂の具どもZ:まかにと、のへ3せ給へるをやがて泛つ 

らはせ給ふ。はたのさまなどなつかしう心乙となる您の錦をえらびぬはせ給へ6。紫の上ぞ 
sをぎせさせ給aける。花づくAのおほaなどをかしきめどめもなつかしうきよらなる匂 

ひをめつけられy2る心ばへめなれぬさfな6。よるの御帳のか/2びら-^:よあもてながらあ 
げて後の方に法華のまだらかけ奉6て、し/>がねの花がめに高く乙とごとしき花の色をと 

とのへて奉れ6。みやうがうには密の百步のかうをたき給へ6。あみだ怫、脇：1:の菩薩、あの 

- 
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あのびやくだんして造り奉〇たる、乙まかに美くしげなり。_伽の具は例のきはやかにちa 
5 くて、Wき白き紫のはちすをと、のへて、荷m.の方を合せたる名香、みちをかくしほろ、 

げてたきにほはしたるひとつかをりに匂；：sあひてsとなつかし。經は六道のす^やうのた 
めに六部が•、せ給aて、みづからの御持經は院ど御手づからか、せ給ひける。乙れをだ(c乙 

の世の結綠にてかたみに群きかはし輪ふべき心を願丈{C作らせ給へり。3ては阿彌陀經li!f 

の紙はもろくて朝夕の御てならしにもいかVとて、かんやの人をめして殊に仰事給ひて、心 
ことにきょらにすかせ給へるに、乙の弈の頃ほひょ6御心とCめて急ぎか、せ給へるかひ 

あ-てはしを見給ふ人❖.目7^か^*やきまどa給ふ。けかけ^るかねのすぢょ67p^づきの 

上に輝くSまなどもいとなむめづらかなりける。軸、表紙、筘の3ま次どいへば3らな6か 
し。Z:れは殊にぢんのけをくの机にす焱て、佛の御あなじ帳薇の上(cかざられ給へ6。觉か 

ざりはて、講師まうのぼ6ぎやうだうの人々參6つどひ給へば、院もあなたに出で給ふと 
て宮のおはします西の廂にのどき給へれば、せばき心ちするか6の^つらひに所せくあつ 

げ.なるまで、ことごとしく Sう?:きたる女房五六十人ばか6つどひ^北の廂の^子まて 
わらはベなどはSまよふ。火取どもあまたしてけぶ/2きまであふぎちらせば、Sしよ6給；5 

て、「をらにy2くはいづくの煙どと思aわかれぬ乙をよけれ。富±の^ようもげにくゆ6み 
ち出\い^るはほSなきわざな办。かうぜちのを¢11大方のならを^づめてのどか(c物の心 

もき、わくべき乙となれば、はCかりなききぬのおとなa人のけはひ患づめてなむよかる 

:: • .- * .1 .1. 
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べき」など、例の物ふか、らぬ若人どもの用sをしへ給ふ。宮は人げにおされ給-aていとち 
くをかしげにてaれふし給へ•み。「蒞忍らうがはしからむ。抱きかくし奉れ」などの^ま 

ふ。北のみ§うじ名取6放ちて御簾かけ^$。そな穴に人々はsれ給ふ。患づめて宮にも物 
の心忘う給ふべき^たか^を間ぇ^らせ給ふ。sと哀に見ゆ。あましを讓6給へる佛の御泛 

つ•らひ見や6給ふも3まざまに、「か\る方の御焭みをも諸111:〈に急がむものとは•思；：sよらざ 
$しことな6。よし後の世にだにかの花のなかのやどうに隔てなくとおもほせ」とて、うち 

なき給ひぬ0 
「はちす葉をおなじうてなと契うおきてEのわかる、けふど悲しき」と御砚に3しぬふ 

して番染めなる御扁に锥きつけ給へ4。宫、 • 
「へだてなく速の宿をちぎ$て味君が乙、ろやす1^じとすらIT」と^き給へれば、「いふ 

か；：S.なくもお名ほしく^すかな」と打ち笑ひながら、猶哀と物をおもほし*る御氣色な6。 
例のみ乙^ちなどもsとあま^參6給へ公。：御か^が^よ6われもわれもとsとなみ出で 

給へる御ほうもちのあま心•乙と(C所せまきまで見ゆ。七僧の法服などすベて大方の乙 
とV7Pは皆紫の上せ3せ給へ3。綾のよそひにて袈裟の縫目まで見しる人は世になべてな 

らずとめでけ-CNとや。むつかしう乙まかなる事ど？Pかな。かうじのいと^ふとく事の心を申 

して乙の世にす•くれ給へる盛を厭aはなれ給aて、長きよ、•にたゆまじき御契を法華經に 
結び給ふ。#く深き3まをあらはし1:只今の世に才名すぐれゆだけきSきらをSとぐ心し 



3 
ていひつぐけ^る"Sとy2ふとければ昔人々しほ^れ給ふVjれは*<忍びて御念誦常のは 

•.•1:めと/5ぼしたる乙となれど、內に山のみかども問しめして皆御使どもあ60みず經のふ 
せなどいと所せきま<にはかに犮^乙とひ^ごりけ^。院にまうけさせ給へ6ける亊ども 

そぐとおぼし、かど、批の?;vな>bざ6けるをまいて今めかしき取どもの加はりたれば、夕の 

券にあき所なげなるまで所せきいきほひにな-CNてな〇僧どもはかへうける0今しも6苦し 
き餌心をひてはか6もなくかしづき間え給ふ。院のみかどはこの御をうぶ/Lの，Kに茁みは 

なれ給ひなむ名、つ；3のC1とRてめやすかcsぬべく聞±給へど-1ょをょをにては^來なかる 

べし。明^見奉う聞えうけ給はらむ乙とを乙たらひにほいたがaぬべし。げにあ6はてぬ比 
いくばくあるtじけれど猶生ける限の志をだ((:失aはてじ」と1111え給aつ、かの宫をもい 

とこまかに淸らにつくらせ給ふ。みふの物ど7P、國 <、のみSう、み牧などょ6奉るものども. 

はかばかしき3まのは皆かの三條の宮の御藏に納めさせ給ふ。又もたてをへ5亡^aて樣 

々の餌资ものど名院の御をうぶ/Lに數もなく賜は6給へるなどあな^ざまの防よ皆かの宮 

(cyびわたしこまかにいかめしう^おかせ給ふ。明Sの御かしづきを乙らの女房の乙とC 

毛かみし名のはぐ、みはおしなべて我が御あつかaにてなむ急ぎ仕う^つらせ給ryiける。 

秋頃西の波殿の前の中0-播の來のきはをぁしなべて野にっくらせ給へ6。ぁかの棚などし 

てその方R去なSせ給へる御泛つらaなどいとなまめきた6。御弟子に患たa聞免たる尼 

ども御乳母ふる人どもは3るものにて、若き3か$の7P心Sだ^6さる方にて比を盡し〇 

泥J3:物52.鈴逾 
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,,ベ含かぎ々はえ办てなむなさせ給；sける。r&るきほaにはわれもわれもときし/>aけれど 
おとくの君聞しめして「あるまじき乙と•な{、心ならぬ人すこしもまじ〇ぬればかたへの人 

居しうあはあはしき間え出でくるわざな$」と諫め給aて十餘人ばか6の^^かたちこと 

.にてはr/ぶらふ。ミの野に蟲どもはなたせ給ひて風す乙し凉しくな.cs行く夕^に波6給ひ 
て、aの音き、給ふやうicて猶思ひ離れ^313:を15}]えなやまし給へば、例の御心ばある爻じ 

きに乙をあなれと偏にむつかしきmとに思；3聞え給へ$。人0に乙そ^るmとなX7Pてな 
し給ひしが、うちにはうきを袤う输ふ氣色急るくこょなう變うに〇御心をいかで^え奉ら 

じの御心icておほうは思aな$給aにし御世のそむきなれば今はもてはなれて心やすき 
に猶かやうになどliilえ給ふぞ、苦しうて人ばなれたらIT御估まひにもがなとあぼしなれど、 

おょすけてえSも泛ひ中し給はず。十五夜のHの^だ影かくしたる夕恶に佛のお前に肖お 
はして端近うながめ給ひつ、^-誦患給ふ。若き尼君たち二三人花奉るとてならすあかつき 

の音、水のけはひなどliBゆる"3まかは办たるsとなみにを、ぎあへる、sと哀なるに例の 
わた6給；5て「蟲の音いとまげう亂る、夕かな」とて、われ名忍びてうちiiじ給ふ。阿彌陀の• 

だいずSとたふとくほのぼの間ゆ。げに踩 <、聞免たる中に鈴aのふ6出でたるほどはなや 
かにをかし。「秋の蟲の聲いづれとなき中に松蟲のなむすrれたるとて、中肖の遙けき野邊 

を分けていとわざと尋ねと$つkはなたせ給へる、^るく嗚きつ、ふるrJそすくなかなれ。 
名にはたがひて命の猫はかなき蟲にぞあるべき。心•にまかせて人問かぬ與山遙けき野の松 

I 

• ' 
K: 



原に聲をしまぬ7PSとへだて心ある蟲になむあ办ける。、鈴蟲は心やすく今めSたる乙をら 
う.^けれ」などの^まへば、岔、. 

「大かたの秋をばうしと患りにしをふ$捨てがたきすゞむしの猓」と忍びやか(Cのたま 
ふ、いとな兮めいてあてにおほどかな公。「いかにとかや。いで思の外なる御事に乙を」とて、 

「乙、ろもて草のやどうをいとへど名なほすマ蟲の聲どふぅせぬ」など聞ぇ給aてき/L 

の御琴召して珍しく彈き給ふ。宵御すvaきをZ:た6給ひて御琴に猶心sれ給へ6。月さし 

出で、、sと華やかなる程も哀なるに空をうちながめて世の巾さtざまにつけて、はかなく 
移6變る有樣名おぼしつCけられて、例よ67P哀なる音にかきならし給ふ。今夜は例の御遊 

にやあらひと^しはかCVて兵部卿の宮渡6給へ6。火將の君殿上人の^!るべきなどJ1ハして 
參りたまへれば、乙なたにお杖しますと御琴の音を尋ねてやがて參6給ふ0「Sとつれづれ 

にて心ざと遊びとはなくとも、久しく絕ぇにたる珍しき物のねなど問かtほしか^sつるa 

と6ごとをsとよう尋ね給CAける」とて宮TPrJな^icおましよそ；5て入れ率-〇給ふ。うちの 
公前に今夜は月の裳あるべか办つるをとま^>て3うざうしか6つるに、Z:の院に人 <、參办 

給ふと1111き傅へて、これ，かれ上達部なども參6給へ6。蟲の音のさだめを^給ひて御琴ども 
の聲♦かきあはせておもしろき程に、「月itLるWのいつとても物哀ならぬを办はなき屮に、 

今锊のあらたなる月の色にはげに猶我が世のほかtで乙そよ/)づ思SながSるれ。故權大 
納一一-§?,何の折A、にもなきにつけていとV忍ばる、乙とおほく、おほやけわたくし物の折ふし 

^ . ..I.K 1- •• , .•'• S. 
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の(cほひうせたる心ち乙をすれ。花鳥の色にも音にも思aわきまへいふかaあるか^のs 

とうる3かうしものを」などのま六ひ出で、みづからもかき合せ給ふ御琴の音にも釉ぬら 
し給；3つ。御簾の內に名耳とゞめてや間き給ふらむと片つ方の御心{Cはおぼしながら、か、 

る御遊の莉には^づ戀しう內などにもあぼし出でける。「今宵は鈴幽のぇんにi:nj]してむ」 
とおぼしのたまふ。御かはらけふたわた6ばか办參る程に冷鼓院ょ$御せうを乙あ御 

前の御あをび俄{Cと^6ぬるを口をしが6て、左大辨、式部大獅、又人A、aきゐてSるべき 
かぎ6參れば、大將などは六條院に3ぶらa給ふと問しめしてな$け6。 

「盤の上をかけはなれたるすみかに毛物わすれせぬ秋の夜の月。ちなじくば」とIH!免給へ 
れば「なにばか$所せき身の程にもあらずながら今はのどやかにおはしますに、參6なる、 

乙と名をSをさなきを、ほsなきZ.とieおぼしあまうて驚かr&せ給へるかた!;•けなし」とて 
锻なるやうなれど參6給はひとす。 

「月かげはおなじ雲思に見ぇながらわが宿からの秋どかはれる」。異なることなかめれど 
唯昔今の御有梳のおぼし續けられけるま、なめ6。御使に5かづき煺ひて祿いと二なし。人 

々の御璀次第のま、にaきなほし、御前の人❖立ち乙みて患づかな6つる御あそびまぎれ 
て出で給ひぬ。院の御事にみ乙窣う、大將、左衛門督、藤宰相などおはしけるかぎ6呰參6給 

ふ。庇求にてかろ、かなる御ょをひどもなれば下襲ねばか$窣6加へて、月や、さしあが6 
页けぬる空おもしろきに、若き人々笛などねざとなく吹かせ給ひなどして忍び*る御まゐ 
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6のさまな^N。麗はしかるべき折ふしは所せくよだけきぎじきを^してか7^みに御贸ぜら 

れ給ふ。又いにしへのたV人ざまRあぼしかへ6て、今哿はかるがるしきやうにふとかく參 
う給へれば、Sたう驚き待ちよろZ.び間え給ふ。ねびと、の；：S給へる御かたちいよSよZ:と 

ものならず、Sみじき御盛のよを御心とおぼし捨て、急づかなる御有樣に哀すくなからず。 
をの夜の歌どもからのもやまとのも心ばへ深う^rPし/>くのみなひ。例の事/2らぬか^は 

しはまねぶもかたはらSたくてなIT。明方(Cふみなどかうじて疾く人々まかで給ふ。六條院 
は中宮の御方に渡6給aて御物語など問え給ふ。「今はかう靜なる御住まaに忘ば表ばも參 

6ぬべく、何とはなけれど過ぐる齡にをへて、忘れぬ普の御物語などうけ力まは$[}!]えまほ 
しう思a給へるに、何にもつかぬ身の有樣にてrcすがにう；5うaしく所せく名侍6てなむ。 

われより後の人々にかたが^につけて後れ行く心ちし侍るもsと常なき世の心ぼをさのの 
どめ雛うおぼえ恃れば、世ば^れ/2る住ま；5にもやとやうやう思ひ立ちぬるを、の、」6の 

人々の物はかなからむ^<よはし給ふなと、さきざきも問之つけし心違へず役しとぐめ1: 

物せ5せ給へ」などまめやかなる3まに聞えさせ給ふ。例のいとわかうおほどか7J:る御けは 
Wにて「九mのへだて深う侍办し华比よ$もおぼつかなSのま3るやうに思a給へらる、 

有栈を、いと思の外tco.つかしうて、皆人の^.1;き行く世をJllrcはしう思；5なる乙と7^恃りな 
がら、をの心のぅちを即ぇさせぅけ給はらねば何事もまづ六のもしきかげには冏±3せな 

らaてsぶせく恃る」と間t給ふ。rげにおほやけざまにては限ある折節の御111-居もいとよ 

/，塬氏物訝鈴焱 ■一 
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う待ちつけ1111免5せしを".4は何^につけてかは御心R任せ^せ給ふ御う.つ/>ひ名恃らむ。 
定めなき世といひながらも3してSとはしきZ:となき人は、さはやかに背き離る、もあ6 

が穴う心やすかるべき莉につけてだ(2:、おのづから思ひか、づらふほだしのみ恃るを、など 
かをの人まね{•(:き*^ふ御道心は、かへ6てひがひがしうおしはか6IH1え3する人も乙をは 

ベれ。かけてもいとあるまじき御舉になむ」と間え給ふを「深うもくみはから給はぬなめ6 
かしjとつらう思aきこえ給ふ。故御总所の御身の^しうな6給ふらむあらSまsかなる煙 

の中に惑a給ふらむ、なきかげにても人にうとまれ舉6給ふ。御flの6などの出できたりけ 
る乙とかの院にはいみじう隱し給ひけ^を、^のづから人の口さがなく1:傅へきこしめし 

ける後sと悲しういみじくて、なべての世のsとはしくおぼし^りて、か6にてもかのの^ 
まaけむ有樣の委しう111-)かまほしきを、ま-(3にはえ打ち出でr/r]え給はで「唯なき人の御有樣 

の罪MdからぬSまにほの間く乙との恃りしを、さる^るしあらはなら：\」7Pおしはか6つべ 
き乙とに恃6けれど、後れし程の哀ばか6を忘れぬことにて、物のあなた思ひ給へやらざ6 

けるが物はかなSを、SかでょうSひ11HかせIT人のす、めをも問き侍6てみづからだにか 
のほのほをもさまし恃，ジにしがなとやうやう積るになむ思ひ^らる、こともあ6ける」な 

どかすめつ、どのたまふ。げにさもfeほしぬべきこと、哀に见奉りl;vひて「をのほのほな 
•ひ、誰も遁るまじきCと、患りながら朝露のか、れるほどは思ひ捨てらU侍らぬになむ、目 

速が佛に近きひじ6の身にてたちまちに救CAけむためしにもえつかせ給はざらむものから 
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玉のか/iざし捨てsせ給はむも、乙の世にはうらみ殘るやうなるわざなう。やうやうsる御 

志を^め給；sてかの御烟はる、べき乙と5:せSせ給へ。患か思a給ふる乙と侍うながら物 

3心がしきやうに靜なるほい名なきやうなるに明けくらし恃办つ、みづからのつとめ 

にをへて今靜にと思ひ給ふるもげに乙を心をさなきCとなれ」など、世の巾なベてはかなく 
JiiltGi捡\し-3:ほしきZ:とを間えかはし給へど、猶やつLにくき御身の葙樣どもな6。ょべはう 

ち忍びてかやすか6し御あAき今朝はあらはれ給aて上ii部なども參6給へるかぎ6はff 
御おく 6仕う舉6給ふ。^^の女御の御有梳のならびなくいつき^て給へるかaがaし3 

も大將のまたいと人に異なる御さまをも"いづれとなくめやすしとおぼすに、猶乙の冷，M院 

を思ひlieえ給ふ御志は勝れて深く哀にどおぼえ給ふ。院も常にいぶかしう思alnlえ鈴；3し 

に、御對而の爻れにいぶせうのみおぼされけるにいそが3れ給ひて、かく心安さstにとお 
ぼしな6にけるになひ。中宫55なかなか罷で給ふ事もいとかたうな6て、た<人の中のやう 

にならびおはしますに、今めかしうなかなか昔ょ6名華やか(C御あをびとも表給ふ。K事も 

御心やれる有樣ながら唯かの御息所の御事をおぼしやりつ、行；3の御心す、みにたるを、 
人のゆるし111]之給ふまじき乙となれば功徳のことをたて、おぼしいとなみいと〇じふかう 

世の中をおぼしとれるさまにな$まさ6給ふ。六條院にもも/)心に急ぎ給ひて御八講など 

行はせ給ふとど。 •• 

源氏物15鈴a S 



まめ人の名をと$てさかしがり給ふ大將、乙の一條の->：!の御有樣をなほあらまほしと心に 
とくめて、大方の人め(Cは昔を忘れぬ用意に見せつ、sとねんご/>にとぶら；sIIat給ふ。志 

たの心にはかくてはやむtじくなむ月月にをへて思aま給aける。御息所も哀にあ6 
が穴き御心ばへにもあるかなと、今はいよいよ物寂しき御つれづれを絕えずおとづれ給ふ 

に、慰むる乙とVもあほか6。始よ6けさうびても1111え給はざ6しに64きかへしけ3うばみ 
なまめかむ毛爻ば^し、唯深き志を見え奉$てうちとけ給ふを.cy?pあらじやはと思aつ、 

3るべきZ:と^つけて^p^rの铜けはaあ办stを見給ふ。み、つからなど間え給ふ乙とは更 
になし。いかならむつSで1C思ふ乙とを7Pまほに聞え泛らせて人の御けはひを見むとおぼ 

しわ^るに、御S所もの、けにいたう烦a給ひて、小野といふわ^うic山mTP^まへるicわ 

たう給へ6。はやうよ☆御いの办の師{Cてもの、^などはらa捨てけるうしの山ごも办患 
て里(C出でじとちかaたるを、麓近くてさうじあろし給ふ故なりけ*CNO御315:よ$はじめて御 

前など大將殿より；、y奉れ給へる。なかなかま乙との昔の近きゆか6の君達は、Z1とわざ^げ 
きあのがじ、のsとなみに紛れつ、、えしも思asで聞え給はず。辨の溫はた思ふ心なきに 

しもあらでけしきばみける^、殊の外なる御もてなしにはゐてはまうでとぶらひ給はずな 



>9 にたう。乙の君はsとかしrJうげなく聞免なれ給aにため^N。ずほふなどせさせたま 
ふと問きてftの布施淨衣などやうのこまかなる7Pのを3へ奉れ給ふ。なやみ給へばえ!UIえ 

給はず。「なべての宣旨#はtpのしと^しぬべく乙とごとしき御Sまな6」と人々間ゆれば、 
XS2:'御ヵヘ^\辟t給ふ。御手はいとをかしけicyj唯6Aとく^りなどおほどかなるかき^t 

ことばtpな〇かしき所かきをへ給へるを、いよいよ見まほしう目と、^6て去げう問えかよ 
ひ給ふ。猶遂Rあるやうあるべき御なからaなめ6と北の方けしきと.CN給へれば、わづらは 

しくてまうでtほしう^ぼせど、頓にえいで立ち給はず。八月中の十日ばか6なれば野邊の 
氣色名をかしき比なるに、山里の有樣の5とゆかしければ「なにがし6しの珍しうおう/2な 

るに、切に語らふべきとあ^V。御息所のわ，、?*ba給ふなるもとぶらひがてらまうでむ」と大 
方にど問えごちてSで給ふ。ご前乙とごとしからて^たしき限五六人ばか6狩衣にて3ぶ 

らふ。殊に深き道ならねど松が綺のおやまのSろなども、3るSはほならねど秋の氣色づき 
て、^(e二なくとつくしたる家ゐには猶哀もけうtPま36てど見ゆるや。はかなき小柴垣も 

ゆ^あるさま{C患なして、假初なれどあてはかに住t61なし給へ.CS。寢殿と恐しきa/Lがし 
の放出ic修法のだんぬうて北の廂にあはすれば西あもてに宮はあはします。御もの、け1; 

つかしとてとCめ奉り給aけれど、Sかでか離れ奉らむと慕aわたy給へるを、人にうつ6. 
ちるを、おぢて少しのへだてばか办にあなたには渡し奉.CN給はず、まらうどの居給ふべきと 

乙ろのなければ、宮の御方のすの前に入れ泰うて上らう;2つ人々御^うを乙問えつたム〇 

源氏物語夕錫 七六七 



「いと'かたじけなくかう.までe)たtはせ渡らせたまへるkなひもしかCAなくなて侍^n 

なば、Z.のかし乙ま6をだ{C聞えSせでやと思a給ふる{Cなむ、今^ばしかけとvめまほし 

き心つき恃6ぬる」と問えいだし給へう。「渡らせ給Wし御送にもと思a給aしを六條院に 
うけ給は65したる事恃みし程にてなひ、日比もをこはかとなく紛る、乙と恃6てMa僉 

ふる心の猫よ6は乙よなくおろかに御^ぜらる、rJとの^しう侍る」などIJHえ給ふ。^は與 

の方にsと忍びておはしませど乙とごとしからぬ旅の御^つらa淺きや5なるおましの程 

にて人の御けはaおのづから患るし。sとやはらかに打ちみじ/>きなど泛給ふ。御どの^と 
なひ-Sばか4な、6と問き居給へり。心も空(Cおぼえてあな^の御せうそ乙通ふほど少し 

遠うへだ、るaまに例の少將の君などさぶらふ人令に物11Sなど急給ひて、「かう參りきなれ 
承はるCとの年頃といふばか6にな6にけるを、NJよなう物遠う名てな3せ給へるうらめ 

し§な1;、か、る、みすの前にて人づての御せうそ乙などのほのか(;|1|*]え傳ふる2:とよ、爻だ 
Cをならはね、いかにふるめかしき3まに人々ほ、^み給ふらむとはしたなくなむ。齡積ら 

ず輕らかなうしほどにほのすきたる方におもなれなtしかばかうう；3うひしうも设えざら 
まし。iEにかばかうすくすくしうをIIて尔ふる人はたあらじかし」との給ふ。「げに，い 

とあなづりにくげなろ3ま^給へれば、3ればよと、なかなかなる御い、らへ聞ぇ出でむは耻 
しう」などつきしろD1て「かゞる御うれへ聞しめし患らぬやうな-CN」と^に問ゆれば「みづか 

らlirrlえ給はざめるか/aはら痛roに代A侍.るべきを、いと恐しきまで物し給ふめ6しを見あ 

一 

へ1 



7 

il: 

十 

つか；5恃办1程に、Sとcあるかなきかの心ちにな$てなむ得聞えぬ」とあれば、「乙ば宮の 
餌せうを-Z:か」と居なほヶて「心苦しき御なやみを、身にかふばかヶ歎き聞え3せ侍^.も可 

のゆ承(Cか。か^じげなけれど物をおぼし^る御有樣など•はればれしき方にも見奉^^§ぼ 

し給ふまでは、たaらかに過rし給はひ乙を誰が御ため(Cもたのもしき乙とには侍、bめと 
推し量办聞え3するにょ合なむ。唯あな/2ざまにおぼしゆづ办てつも6侍りぬる志を名泛 

ろしめされぬは、ほいなき心ちなひ」と聞え給ふ。rげに」と人々も聞ゆ。日入办がたにな$ゆ 

くに、空の氣色も哀にき6わ^6て山の蔭はをrらき心ちするに、acらし嗚き泛き$てか 
•きほにちふるなでし乙の打ち靡きける色もをかしう見ゆ。あ前の前栽の花どもは.VDicモせ 

て亂れあa^2る(c水の音いと凉しげ(Cて山お/>し心すごく松の響木深く聞えわたされなど 

して、不斷の經ょひ時かは6て鐘打ちならすにたつ聲もゐかはるもaとつにあaていとた 
ふとく聞ゆ。所から萬のこと心ぼそう見なSるゞも哀に物思aつ；：4けらる。出で洽liむ〆> 

ちもなし。办しも加持する音して陀羅尼いとたふとくょむな办。いと苦しげに泛給ふなぅと 

て人々もをなたに集；5て大方もか、るたび所に數多參らざりける(Cいとゞ人ずくなにて宮 

はながめ給へ先めやかにて思ふ事も打ち出でつべき折かなと思a居給へるに、霧の^< 

、このWのもとまで立ち渡れば「まかでひ方も見えずな6ゆくはいかCすべき」とて、 
「山里のあはれをそふる夕霧にたちいでIT空もなき乙、ちして」ときこえ給へば、 

一山がつe)まがきをこめて立つ霧もこ、/>そらなる人はと^！めず1-〇ほのかに聞.る御ナ 

屑氏物2S夕務 
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澉氏物詰、■ 七？0 • 

二 

は；s-ic慰めつV誠に歸るS忘れはてぬ^中^らなるわざかな。家路は見えず、霧の籬は立ち 
とま石べうもあらずやらはせ給ふ。づきなき人はか、るrJと/0を」などやすらaて忍びあま 

:うぬるfぢもほのめ加し叫え給ふに、年比もひげに見纽な給はぬにはあらねど知らぬがほ 
,にのみもてなし給べるを、かく言に出で、恨み聞±給ふをわづらはしうてSとC御いらへ 

、もなければ、S,たう歎きつV心のうt)-に又かVる折あうなむやと思；5めrらし給ふ。情なう 
•.•あば〇けきものにばM-はれ窣るともいか <はせむ、思aわたるさまをだ 

..••惩ひて人をめtば、御つかさのぞうよ-^かうぶ$え^るむつましき人ぞ參れる。忍びやかR 
•.めしよせてrz:の$しic必ずSふべき乙とのあるを、謎身^*どにいとま，なげ^■•めるを只今は 

、>ちやすむらむ。今夜乙0'•心たりにとまみてをやの患はてむ程にかの居7eる方に物せむ。乙 
dれ一かれ侍ばせよ。隨身などのをのこどもii栗栖野の皮近からむま草などと6かはせて乙、 

-に人^また聲なぜそ。かうやうの旅寢はかるがるしぎやうに人もとうなすべし」との^t 

ぃふ。，おるや'う^石べしと心得てうけ^tはりて立ちぬ。「3て道いと/2どたどしければZ1の 
ガわたすに.宿がド侍る。あなじ夕は乙のみすのもとに許されあらなむ。阿閣梨のおる、程まで 

次む：Jどクれ家くのたまふ。例はかやうit長居してあざればみたる氣色も見t給はぬを、う 
へ：た〕て^あを，か^と宮|1思せど％乙どさらめきてがるらかにあ犷犮にはひ渡6給ばむも3爻 

_しき^地して；唯音せでおはしますに、と加ぐ聞免よゲて御せ.うを乙聞えつだべにゐざ〜 
、、い犮：人のかげに0ぎて入ゲ給^ね。まだ夕兹の霧にとぢられてぼ 



.あsましうて見かへうたるに宮はいとむくつけうな.cv給aて此の御さうじのとにゐざ合い： 

てさせ給ふをいとよ.う*どうてaきとCめ奉6つ。御身は入$はて給へれど御ぞの裾の殘 
办てSうじはあ次^よ-03すべ^;^なか办ければひき^てSして水めやうicわな、きあは： 

す。人々もあきれていか(!:すべき乙と、も思ひえず。Z:な^よ^NrJそ3すがねなどネあれ、 
Sとわ-CNなくて荒々しくは免a会かなぐるべくは^7Pのし給はねば、rsとあさましう思；3 

給へよらざ^nける御心の程になむ」iきぬばかうに聞ゆれど「かばかう1Cて3ぶらはむが： 
人よ6けにうとましうめざましうおぼ3るべきにやは？數ならずとも御耳なれぬる年月も 

笟らぬら0」とていとのどやかにさまよくもて皂づめて思ふ事を聞え老らせ給ふ。間き入れ 
給ふべくもあらず。.くやしうかくまでとあぼす事めみやるか^なければのたまはむ乙とは 

/2交して逛乏铪はず。「いと心うくわかわかしき御さまかな。人^れW心にあまうぬるすき 
ずきしきつみば如うこを(#らめ、とnx>^れすぎ/2-5ことli更に卸^^るされclt卸误 

•せられじ。かかばか6ちCにくだげ#る思ひに槌へぬ？fや。さらともちのづから御1じ知る 

ふしも侍らむものを、袤ひておぼめかしうけうとうもてな3せ給ふめれば、聞±3せむ方衣 
さにいかゞはせむ。心ちなく.にくしとあぼ3るともかうながら朽ちぬべ刍うれへを、3だか 

に聞免芝らせ侍らITとばかりな-CN。いひ患らぬ御氣色のつ^J7Pのからいとか^じけなけ' 

れば」とてあながち(C情深う用意し給へ$03うじをお5へ給へ！^はsと物はかなきかため 
なれど；3きもあけず。rかばか$のけぢめをと志aて覺3るらむ乙を哀なれ」とうち笑；3て 



う^て心のま、なるSまにもあらず。人の御有機のなつかしうあてにな^めい給へる乙と 
r&はSへど乙とに見ゆ。世と兆にものを思a給ふけ1Cや、やせやせにあ免かなる心ちしてう 

ちとげ給へるま、の御1!のあ^合名なょびかRけぢかう^みy2るRほひなどと-^あつめて 
らうたげUやはらかなる心ち^給へ6。風Sと心ぼそうMけ行く夜の氣色蟲の音ネ鹿のな 

くおとも漉の音もaとつに亂れて絶なる程なれば、唯あうのあはつけ人だにねざめ^ぬべ 

き空の氣色を格子も3ながら入6が^の月の山¢7)*端近きほどとめが^う物哀な6。一 猶かう 
おぼし^らぬ御有機rJをかへ6て-ii淺う御心の程^らるれ。かうil±づかぬまで^れ^:れし 

き後やすきなどもたraあらじと^え侍るを、何事Rもかやすきほどの人こそか、るをば 

芝れ名の^ど打ち笑aてつれなき心つかふなれ。あま6Z-ょなべおぼしあとし^るに、えな 
む爲づめは〇まじき心ちし侍る。1H:の中をむげにおぼし患らぬにしもあらじを」と萬に問え 

せめられ給ひていか< Sふべきと侘しうおぼしめrらす。世を患うたる方の心安き，やうに 
折A、ほのめかすもめざ1wしう、げにたぐaなき身のう3なりやとあぼしつVけ給ふに、^ぬ 

ベくおぼえ給うて、「うきみづからの罪を思ひ泛るとても、いとかうあさましきを、いかやう 

に思aなすべきにかはあらむ」とsとほのかに哀げにない給；3て、 
「われのみやうき世を患れるためしにてぬれをふ釉の名をく^すべき」と、のたまふとも 

なきを我が心につVけて忍びやかに打ちずじ給へるもかたはらsたく"いかにいaつる乙 
"と？:と5:ほさる、に「げにあしう問えつかし」などほ、^み給へる氣色Rて" 

入.r:- 'チ}^23浪逆奴？ 



「大か/2はわがぬれぎぬをきせずともくちにし秈の名やはかくる、。ひ穴ぶるにおぼし 
なヴねかし」とて月あかき方.にSざな；5聞ゆるもあ5ましとおぼす。心づようもてなし給へ 

どはかなうCAきよせ奉$て「かばかうたぐひなき志を御^じ^て心やすうもてなし給へ。 
御ゆるしあらでは更に更に」とい•とけざやかに聞え給ふ程明けが*近うならにけ々。月くま 

なくすみわたりて霧にも紛れず5し入うたあさはかなる廊の酐はほどもなき心ちすれ 

ば、月のかほに向ひ^るやうなる、あやしうはし^なくて紛はし給へるもてなしなどsはむ 
方なくなまめき給へ6。故®の御^も少し113え出で、3まようのどやかなる物語をぞI1H免 

給ふ。さすがに猶かの過ぎにし方{Cおぼしおとすをばうらめしげに恨み聞え給ふ。御心のう 
ちに毛、かれは位などもまだ及ばざ$けろほどなが^誰も誰も御ゆるしあ6けるに、おのづ 

からもてなされて見なれたま；5にしを、をれだにいとめざましき心のな$にしさまよ"まし 
てかうあるまじきZ.とによそに間くあ^办にだ(Lあらず、公ほ殿などの問き思a給は1;乙 

とよ、なべての世のを患りは页(CもSはず、院にもいかに問し召しおもほ5れむなど、はな 
れぬ乙\かし乙の御心をおぼしめrらすにいと口をしう、我が心一つにかう〇ようB-ふと 

も人の物ぃひぃかなら*0、御息所の患6給はざらひも罪ぇがましぅ、かく昍き給ひて心を5 
なくとおぼしのたまはむもわびしければ、「明Sでだに出で給へ」とやらひ聞え給ふよ6.外 

の乙となし。「あさましや、乙とあうがほにわけ侍らひ。朝露の思はひ所に猶さらばおぼし患 

れよ。かうを乙が^しきSま$:•見え舉6てかしf Jうすかいや-c\つと^ぼし離れ^f Jを、その 

源氏物goaダ锡 七七！一一 
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欠ぁ:';3凌Lか:^し有樣め.多;^しう冬は‘づかしうもあ衩才奴心づき^くて、•御，息所め^ 

::'7へ給はむ,z:上もい^;はづか:L-5又か、る乙とやとかけて名6給はざら〇に、た父ならぬ；、 
，し虹--1:,戈見り.け給ねノ入の物S3かくれなき世^ればお•の：つから聞きあはせて^^ 

，あ-r-sむがいと苦^讨れば，人ん、あり'Lま、に聞^もち3なむ、うしと5:ほすと^いか^•は.. 

一せ♦セとおぼす0親子の御中と聞ゆる中にもmへだて•ずぞ思aかはし給へる。ょをの入:liも,^ 
i拙，けど,^親-kかくすたr-a乙そは昔物語にもあめれど、Sはたおぼされず。A令乜何かはほ 

|のか代聞^給ひてもミ上しもあろがほにとかく^ぼし亂れむ"まだきに心||2しなどいひ合 
一せ-1:いか衣^むと思ふど^乙の御せうをこのゆかしきをWき洛あけさせ給はねば心もと^ 

Iベて「激セガ:ic聞^^せ給はざらむも恐束なくわか^かしきやうにぞ恃ら>VJなど1111免て、 
* .aるげ^1れ试「あやしう何心^な含さ^にて人にかぬかうにて名見ゆるあはつけ-3の、みづ 

十からのあ々^ち此思CAなせど、思aやうなかりしあ5ましS7P慰めが/2くなむ。え見ずとを 

二S:へ」と殊の外に，てょ5ふ5せ給ひぬ。ネるはにくげも攻くいと心ぶかうかい給以\し、 
一j 「た^し.al-つれなき；^にとゞめおきイ我が心から惑は^^か本〇ほかなるものはとか. 

二：昔7^たて办龙办け办と思ひ給人なすにネ、！れ珩きがた茗らずのみなむ」.などか 

一一ど人は免^於K名見ず•。例:0儀色^るけさの御文.に^あらざめ^ど猶笈！ひはるけず。人令 
一|说氣色兑'Wと饺心きを歎しう見释々つ、、いかな名御;2:とに.かはあらむ"何事につけてもあ 

一6がたう衰—る御心:2rまはほどへねれど、か:\るかたに賴み間:1:1:•は見公と^vや--L給はむ 

:-:<?1|1:| 
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と思ふもあやうく,^ぞむつましう5Vふらふかぎ6はあのがど^思；5み•たる。御息所もかけ 

:1:^6給はず、もの、けに煩a給ふ人はあもしと見れどSはやぎ給ふひ爻もあ6てなむ物 

あぼえ給ふ。幾つかた口中の御加持はて、阿開梨aと6とYま61:猶陀羅尼讀み給ふ。よ/> 
•Lう坐します悦びて「大日如來をらごと^給はずばなどてかかくなにがしが心をいだして 

仕う^つる御す法に^るしなきやうはあらむ。あくらうは老ふねきやうなれどご〇しゃう 

にまつはれ^るはかなものな6」と聲はかれていか办給ふ。Sと；5じ办だちすくすくしき办 
一'しにてゆくぅもなく「をよやこの大將は.Sつよ办こ、には參ぅ通ひ給ふぞ」ととひ申し給 

ふ。御息所「Sる乙とも恃らず。故大納言のいとよき中にて語らひつけ給へる心たがへじと、 

乙の年比さるべき乙とに〇けてSとあやしくなむ語ら；3物し給ふも、かくふ6はへ心づら 
ふを、とぶらa(cとて立•ち寄6給へ6ければ辱く間き恃6き」と聞え給ふC「いであなかた： 

は。なicがしにかくSるべき乙とにもあらず。けさごやicまうのぼ-〇つる(Cかの西0妻戶よ， 
$いとうるはしき^の出で給へるを、霧ふかくてなにがしはえ見わい奉らざ.csoるを、乙の 

,法師ばらなむ、大將殿の出で給ふな$けみよべも御車も歸してとま$給ひけると口々申し 
つる。げicsとかうばしきかのみちて頭痛きまであ〇つれば、げにさな-CNけ.〇と思；5あはせ. 

侍^NWる。常にいとかうばしう物し給ふ君な^N。乙の事Sと切にもあらぬ•ことな^N。人はい 
と有職{Cものし給ふ。なにかし等もわらはにものし給aし時よ$、かの君の御^めの事はず 

ほふをなむ故大宫の:0^まひつけ穴6しかば、一办う^3るべき乏今(?:承はる所なれどハ 



とやくなし。本妻；くものし給ふ。さる時にあへるぞうるゐkていとやんごとなし。若君達 
は七入人icな6給CAぬ。ぇみ乙の君あし給はじ、又女人のあしき身をうけ長夜¢7)やみic^ど 

ふは唯かやうの罪によ6なむ、3るいみじき報をもうくるものなる。人の御いから出できな 
.ば長きほだしとな6なむ。もはらうけaかず」とかしらふ$て六< いWRいひ放てば「いと 

あやしき乙となCN。更に.3る氣色にも見ぇ給はぬ人な.CN。萬心ちのまどひ(Cしかばうちやす 

みて對面せむとてなむ暫し立ちとま6給へると乙Vなる御達SCAしを、Sやうにてと^.CN 

給へるにやあらむ。大か穴いと^めやかにすくよかに物し給ふ人を」とおぼめい給；3ながら 
心のうち1C、さる乙ともやあCNけむ、たゞならぬ御氣色は折々見ゆれど人の御さまのいとか 

どかどしうあながちに人のをし$あらITことは€きすて、うるはしだち給へるに、容易く6 

ゆるされぬ乙とはあらじとうちとけ^るどかし、人ずくなにておはする氣色を見てはa入 
$もや泛給ひけむとあぼす。#師たちぬる後に小少將の君をめして「か、る乙となむ聞きつ 

る〇 Sかな6しNJとぞ。などかおのれ(Cは5なむかくなむとは間かせ給はざ^\ける。さしも 
あらじとは思ひながら」とのたまへば、いとほしけれどあ6しやう$:.始より委しう聞ゆ。け 

さの御文のけしき宮もほのかkのた$はせつるやうなど冏え"「年比忍びわた.〇給；5ける心 
のうちを聞え来らせlrとばかりにや恃6けむ、ありがたう用意あ.〇てなむ明しもはてC出 

v給ひぬるを、人はsかiclnlえ侍るにか」と律師とは思；5もよらで忍びて人の聞えけると思 
ふ〇物ものた^はでsとうく口をしとおぼす4C:淚ほろほ/>とこぼれ給；5ぬ0見奉るもいとい 
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とぼしう、何にあ6のま\に問えつらひ、茜しき御心ちをいとCおぼし亂石らむと悔しう思 

Sゐ7^办。「-3うじは5してなむ」と萬に宜しきやうに聞えなせど「とてもかくても$ばか办 

に！iの卩意もなくかるらかに一人に見t給ひけむ乙そいといみじけれ。內々の御心ぎよう公 
はすともかくまでsひつる法師ばらよからぬわらはベなどはまさにsa殘してむや。人に 

は，sかにsひあらがひ、さもあらぬこと、いふべきにかあらひ。すべて心をさなきかぎ6し 

も乙、に侍；sてI•ともえの^まひやらず"いと1!?しげなる御心ちに物をおぼし驚きたればい 

と.sとほ.しげな6。け高うもてなし聞え1;とおぼいたる1C、よづかはしうかるがるしき御名 
の•立ち給ふべきを練ならず覺し#かる。「かう少し物^ゆるaまにMらせ給ふべう聞^よ。 

をなたべ參6くべけれど1]くべうもあらでなむ。見奉らで久し乃なる心ちすや」と淚を 
うけての^まふ。「參-0\て^かなむ聞±5せ鈴ふ」とはか6き乙ゆ。波6給はむもとて肩^髮 

の化れま/>かれたるひきつくスひ、堪衣の御ぞほこ/>び^る着かへなど患給ひても頓にも 
tうrい給はず。乙の人々もいかに思ふらひ、まだえ患6給はで後にい3、かも聞き給ふ.乙. 

と‘あら,1;*にケれなくてあ办しよと-5:ほし合せむも、いみじうはづかしければ又ふし給ひぬ。 

「>ひちのsみじうなやましきかな。やがてなほらぬさまにもな6なばいとめやすか^^ぬべ.< 

乙を。あしのけののぼらたる心ちす」とあしくだSせ給ふ。物をいと苦しうSまざまに*^:す 

には^ぞあがりけ^。少將「うへ.(C乙の御事ほのめかし閗えけ^，人乙そはべけれ〇いか^"?. 

し/〇ど'eレと間はせ給へればあ^¢0-ま、;U間えさせで「御^うじのか^めばかりをな0少し 



t 
vln-v, .ru •tv.r^fviL 

fこムスてけざやかに聞全s.せoる。7pし-sや-5Rかすめ聞t-s'せ^はV同じ3甘に聞^ 

させ給へ’」と申す。歎S給へる氣色は聞え出\」.ず。さればよといとわびしくて物ものたまは. 
ぬ、御枕よ合%づく^•おつる。乙の事kのみ珞あらず身の思はずにな6そめ-Lよ：{>いみじう 

物をのみ思はせ舉る乙と\、生けるか；3なく思.；5つ<け*まひてへ乙の人ばかうてもやまて 
とかく s aか、づらCA出でひも、煩し-5間き苦しかるべう•<):/>づに覺す。まいてい.ふかaな 

々人の乙と(Cよ6ていかなる名をベだ3凌しなど、少し^ぼしなぐ3ひる方はあれぞ、かば 

か5にな各^かき人のかべまで劣すV/)に人に見ゆるやうはあらじかしと、,tくせ^く 
51ほしくLてタク方ぞ「猶わたらせ給へ」と知れば、中の■籠の戶あ计あはせて渡り給へる。 

•蒸しき御心ちにも^のめならずかしZ.まりかしづ^v間え給ふ。常の御さはふあやまたず、お 
iあが:^給うて「いと亂ヶがはしく侍れば渡らせ給ふも心r、るしうてな：^。乙:.〇二日三日ば 

か6見奉らざ6けるほどの^C：の心地'tるも、かつはSとはかなくなむ。後必ずし7P對而の. 
侍るべきにも侍らざめ6。叉め參るとtpかa々は侍るべき。思へば喉時の3に隔.穴6ぬ 

べき世の中をあながちにならひ侍6けるも悔しきtAしなむ」などなき給ふ。宮も物のみ悲し 
うと6あつめ^ぼSるれば、問え給ふ乙とくて見奉-CN給ふ。物つ、みをs^う^給ふ本 

牲にきはきはしうの^爻aさはやぐべきにもあらねば-Mしとのみ扱すに、いとsとほしう 

て、sかな6しなども問CA聞え給はず"大となぶらなど急ぎ參らせて御臺など乙犮穴にて參 
らせ給ふ。物開しめさずとき、铪aて、とかう手づからtかなa^ほしなど急給へど觸れ給 
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ふべくもあらず。唯御心ちのよ/)しう見之給ふど胸す乙しあき給ふ。かし乙よ-CS又御丈あ 
办0「心乏らぬ人しもと6いれて大將殿よ办少將の君icとて御丈あ6」とSふぞ又俺しきや。 

少將御文はとうつ。御息所「いか犮る御文にか」と5すがに問S給ふ。人玄れずおぼし弱る御 
心もそ；5て^^ic待ち間え給aけるに、S7Pあらぬなめ6とあぼす7P心3わぎして「いてそ 

の御文な衩聞え給へ。あSなし。人の御名をよざまにSひなほす人はか^きもの.な^^そ乙 
に心ぎようおぼすとも、^かもちゐる人は少く乙をあらめ。心うつくしきやうに聞えかよ；3 

給aて猶あ6しt、ならむZ1をよからめ。あいなきあまえたるさまなるべし」とて召しよ 
す〇苦しけれど窣6つ。「あ.3ましき御心のifどを見奉6あらはsて乙をなかなかaたぶる 

心？^つ含待6ぬべけれ。 • .:... 

せくからにあ•§くど見えひ111川のながれての名をつ、みはてずは」と乙とばもおほか 
れど見もはて給はず。乙の御文もけざやかなる氣色にもあらでめざましげに心ちよがほに 

今宵もつれなきをいとsみじとXほす。かんの君の御心ざまの思はずなりし時いとうしと 
思aしかど、大方のもてなしは又ならぶ人なかうしかば乙な/2に力ある心ちしてなぐ-Sめ 

しだに世に心本ゆかざりしを、あな$みじや、大殿のわ^6に思aの^まはむZ.とV思^赛 

み給ふ。猶sかゞの^まふと氣色をだに見むと、心ちのかき亂りくる、やうに^給ふ。めを 
し急ぼうてあやしき鳥の跡のやうに書き給ふ。「賴もしげなくな6にて侍る、と^^ひに波 

6洽へるを公にてそ、の：かし聞ゆれど、sとはればれしからぬさまに物し給ふ>6れば、！給 

3 
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女郞花乏をる、野邊をSづC•とて；3と夜ばかヶ〇宿$:•かかげひ」とた^かきSしてお 

し^ね$て出し給；3て臥し給；5ぬる史、に、いといたく苦しが$給ふ。御物のけのたゆめけ 

る(Cやと人々•い；：s騷r。例のげ/Lあるかぎ<=nいと騒がしうの、しる。1當をば猶渡らせ給a 
ね」と人々問ゆれど御身のうきま、に後れ閗ぇじとおぼせばつとそひ給へ$。大將殿は乙の 

独つ方よ6三條殿におはし(Cける。今宵立ちかへ6まうで給はむに乙としもあ办がほic爻 

だきに問％4Wしかるべしなど念じ給aて、いとなかなか年比の心もとな3よ办もちへにも 
の思；Sかさねて欺き給ふ。北の方はか、る御あ-CNきの氣色ほのぎ、て心やましと間き居給 

へるic^らぬやうにて君達もて遊びまぎらはしつ>r我が迸のあまし(Cふし給へ.CS。宵過ぐ 
る程Rぞ乙の御返りもて參れるを、かく例にもあらぬ鳥の跡のやうなれば頓にもとき給は 

て大となぶら近うと6よせて見給ふ。女君物隔てたるやうなれどいと疾く見つけ給；5ては 
ひよ办て御後よ6とり給ひつ。「あさましう乙はいかに表給ふ?:。あなけしからず。六條の朿 

の上の御文な6。けS風お乙办てなやましげに患給へるを、院の御前に侍らて出づる程又も 
爻うでずな6ぬればいとほしさに今のまいかにと聞えた6つるな60見給へよ、けさうび/2 

る文のさまか。さてもなほなほしの御Sまや。年月1Cそへてい^うあなヴ合聆ふ乙をうれ^ 

けれ。思はむ所をひげ{Cはぢ給はぬよ」と打ちうめき1:*をしみがほにもa乙じ/>ひ給はねば 
さすがicふとも見でも給へ「年月にそふるあなづらはしさは御心なら；5なべかめ〇一と 
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ばか3、かくうるはしだち給へるに憚$て若やかにをかしきstしてのたまへばうち笑a 
て「.をはと7Pか.く 7Pあら1;。他.0常の乙となう。又あらじかし。よろしうなうぬるをの乙のか 

ニー.くまがふ方なxaとつ所を守らへて物おぢし/2る鳥のせうようのもの、やうなるはいかに 
人笑ふらむ。さる：かたくなしきものに嗦もられ給ふは御^め((:も^けからずや。あまたが中 

、1C猶きはま3う殊なるけぢめ見えy2るこをよをの覺克も心にく、我が心ぢも緻ふ6が^く 
.•をかしき乙上も哀なるすぢ7P^えざらめ。かく翁のなにがし爻7P$けむやうにをれまどa 

"ればいとぞ口をしき。sづ乙のは乏かあらむ」と3すがに乙の文の氣色なくを乙づ^Nとら 
むの心にて欺き中し給べば、いと匂64やがRうぢ笑ひてr物のはえばえし3つく 6出で給ふ 

:程、ふりぬる人くるしや。いと今めかしくな6かはれる御氣色のすSまじS7P見潛はず^i 
kける^となれぼSとなむ苦しき。かねてよ$ならはし給はで」とかこち給ふ名にく、tPあ 

らず。「俄にとあぼすばか6には何事か見ゆらむ。いとう^てある御心のくまかな。よからず 

.物間t患らする人？：あるべき。怪しうもとようまろをば許さぬどかし。猶かの綠の秈のなご 
6あなづらはしき{C乙とつけてもてなし奉らひと思ふやうあるにや。い/>い/>冏きにくき事 

ど洛ほのめくめ办。あいなき人の御ためにもいとぼし5」などの^まへど遂にあるべき事と 

おぼせばさとにあらがはず。大輔の乳母いと苦しとき、て物も間えず，とかくいひ矣ろaて 
mの御文はaきかくし給aoればせめてもあとらでつれなく大殿Ji6ぬれば胸はし-cs 

て、いかでと$てしがなと御息所の御丈なめ^N。何事あうつらむと目もあはず思ひふし給へ 

r 
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$0女贫^«綠へ^に1べの^:ましの主^など3^^げなく1:--搜ゥ输へどなし。縢し給へらむ. 

程もなければSと心やましくて明けぬれど頓にも起き給はず。女君は君達におど/>かされ 
てゐざ6出で給ふ：にど、われも今起き給ふやうにて萬にうかva給へどえ見つけ給はず0女 

はかX求めむとも思a給へらぬ$:.ぞ、げにけSうなぎ御文な$けうと心にも人れねば君達 
の^わて遊びa〜なつぐヶす焱t遊び給ふ。丈よみ手次らaなどSまざまにいとあわ^V 

しくちひ5きちごはひか、うひきまろへばとりし文の{も思ひ出で給はず。男はこと事も. 

あぼ之給はずかしこ.R疾く問えひと殺す1C、よべの御文の5ま7Pえたしかic見ずなりにし一 
かば見ぬSまならむもちらしてけると推し景6給ふべしなど思a亂れ給ふ。誰も^れ^p御 

だs參りなどして長閑になうぬる迸つか^思aわづらひて「よべの御丈は何事かありし。あ 
やしう見せ給はで今日もとぶらひ聞ゆべし。なやtしうて六條(Cもえ參る爻じければ丈を 

乙をは^らめ。何事かあ6けむ」との給ふがいとS 6げなければ、/文はをこがましうとりて 
けりとす5まじうV•をの事をばかけ給はず。「一夜の深山風にあやまち給へるなやtし3な 

•な6とをかしきやうにか乙ち聞え給へかし」と聞え給ふ。「いて乙のaがごとな常にの*ま 

•Wを/〇何のをがしきやうかある。世人(Cなずらへ給ふ乙そなかなかはづかしけれ。Z.の女房 
雄もか〇はもやしきまめざjをかくの力まふ乙とほV及むらむものを」と力はぶれrと(C 

いaなしてrその丈よいづら」との力兮へどとみ敁ネCAAC23V粉はぬ豭Km%語攻どf4Iまて 
益ばしふし給へる福ic荔れにけ6。5ぐらしの聲k驚きて、山のかげ5かk霧ふ六がもぬ>b 

，«氏物訝へ夕猱 
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む、あさましや、今日乙の御返尠をだにといとほしうて唯去らず顏に硯おしず6ていかにな 

してしにかと6な^;むとながめ^はするおましの與の少しあがりたる所を試みにしきあげ 
なへ1ボ、乙れにさしliさみ給へるな6け6と^しうもを乙がましうも^ぼゆるに、うち^ 

冬て見烚んに心街しきことなひあうける。胸つぶれて、一夜のことを心あ$て郎き給ひ 
けると'5:ほすに、いとほしう心皆しうょべだにいかに思a明し給aけひ、今日も今まで文を 

fこレスはむ方なく^'ぼゆ。いと^しげにsふかaなくかき紛はし給へるさまにて^ほ/> 

げicmaあまぅ-Cやはかく#き給へつらむ、つれなくて今宵のあけつら1;といふべき方の 
なナI文女*〇ゼいとつらう心うき、す</)にかくあたへかくしてsでや我がならはし？:や 

と5まざまit身もつらくすベて泣きぬべき心ち^給ふ。やがて出で立ちたまは1;とするを、 
>じやすく製而もあらざら1;ものから人もかくの^^ふ、いかならむ、坎日にもありけるをも 

し*まSかに思CAゆるし給は <惡しからむ、猶ょからIf乙とをZ.そと、うるはしき心icあぼ 
してtづ乙の御返しをIrrIえ給ふ。「いとめ、つらしき插文をかy2かた嬉しう見rふic乙の御と 

がめをなむO Sかに聞しめしたる乙とにか。 
汰の野の革の泛げみは分けしかどか6ねの枕むすびやはせし。あきらめIIH之さするも 

あPなけれどよベの罪はaたやごもうにや」とあ々。宮にはいと多く聞え給ひてみまやRあ 
しとき御馬にうつしおきて一夜のたいふを7T奉れ給ふ。「よべよ土ハ條院仏Sぶらひて只今 
なIT罷てつるといへ」とていふべきやうrtめき敎へ給ふ。かし乙Rはよベもつれなく見t 

系 
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給aし御氣色を，忍びあへで後の聞之をもつ、みあへず恨み聞え給aしをその御返iたに 
見えず。今日^^れはてぬるをいかばか^>の御心Rかはともてはなれてあ5ましう心も碎 

けてよ^しか60•る御心t>*又いといたう惱み給ふ。なかなかさうじみの御心のテちは、乙の 
ふしを殊に憂しとS:ほし驚くべきとしなければ、：唯恐tぬ人にうち解け^6し有樣k見え 

しZ.とばが办Z:ぞ口をしけれ、いとし7P5:ほし患まぬをかく sみじうおぼs^るをあさま 
しう.はづかしうあきらめ問え給ふ方なくて例ようも物はぢ老給へる氣色見t給ふを、いと 

心苦しう物をのみおぼしをぶべか$けると見舉るも胸つとふたが^Nて悲しければ「今31に 
.むつかしき事をば問えじと思へど、猶御宿世とはいaながら思はずに心をさなくて人のも 

ときをかひ給ふべき乙とを取A返ずべき事にはあら议ど、今よ6は猶3る心患給へ。數なら 
W身ながらも^にはf、み[iflえクるを今(t何事V」も^ぼし^6世0中のとざまかうざまの 

有機を7Pおぼしたど$ぬべぎ程に見奉办おきつる乙と>、そな/2ざまは後安く乙そ見准$ 

つれ。猶sといはけて强き御心おきてのなか-^ける事と思a亂れ侍るに、今暫しの命もと< 
めまほしうな；POた < 人だに少しよ/)しくな-CNぬる女のaとふた-CNと見るためしは心うく 

あはつけきわざなるを、ましてか、る御身icはさばか6おぼろげにて人の近づき聞ゆべき 

{C7Pあらぬを思の外H心{Cもつがぬ有様と年比も見奉うなやみしかど、3るべき御宿世に 
こをは。院よ$はじめ率$ておぼしなびき、この父おとVにもゆる；3給ふべき御氣色あ$し 

H、^:0:れ•一人しも心を^て、SかS::はと思；3よわゲ侍うし事なれVJ末の世まてものしき 

源氏物g? •夕孫 
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卿有橡を、我が御あやまちならぬに大空をかZ.ちて見舉办すぐすを、いとかう人0-ため我が 
ためよ/>づに間きにくか合ぬべき事の出できそa^-、へきが、さてもよをの御名をば志らぬ 

颜にてよのクねの御有樣(Uだにあらば^•のづからあ6へむにつけても慰む事もやと思aな 
し#•••るを、乙よなう情なき人の御心にも侍办けるかな」とつぶつぶと泣き給ふ。いとわうな 

くあし乙めての給ふを、あらがaはるけ〇言の葉もなくて唯打ち泣き給へる3まおほどか 
Rらう六げな办。うちまもりつ、「あはれ何事かは人に劣办給へる。いかなる御すくせにて 

やすからず物を深くおぼすべき契深かうけむ」などのたまふま、にいみじう苦しう衰給ふ。 

|^.0>けなど毛か、るよ心め(C所うるものな办ければ#-に消之入办てたゞひ之にひぇ入み 

給ふ。_断も騷ぎたち給うて願など^ての、あヶ給ふ。深きちかひにて今は命を限りける山 
rもうをかぐまでおぼろげをらず出で立ちて挝毀ちて歸う入らむとのめいぼくなく佛もつ 

らく逛之給ふべ^乙とを、心を起して祈ヶ电し給ふ〇宫の泣き碧ひ給ふ事sとZ.と心办なう 

かし。かく騷r程に大將殿よ6御文と6 sれたるほのかに聞き給ひて、今宵毛おはすまじき 

なめ6とうち聞き給ふ。心う•く世のためしにもaかれ給ふべきなめう、何(C我Sへさる言の 

葉を殘しげむとさまざまおぼし出づるに令がで絕iいら給ひぬ。あい^くいみじといへば 

あろかなう。昔よ$物の氣icは時々Ma給ふ。限と見ゆる折々もあれば例のごと•とういれた 
るなめうとで加持參63*わげどいt--はの樣ば^'るか5け6。宫はおくれじと^ほしい6て 

-9.-どそCA.ふし給へ-^。人A、まゐ$て「今はいふかa'なし。いとかうおぼすともかぎ6ある道 

一§ rvl 
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には歸りおはすべき事にもあらず。慕aきNJt給ふともいかでか御心にはかなふべき」と3 

らなることわりを間t-て「いとゆVしうなき御爲(Cも罪深きわざな.OV。今はさらせ給へ」と 

sきうごかs擧れどすくみたるやうにて物も煶え給はず。修法の：®毀ちてほ/>ほ/>といづ 
る(C3.るべきかぎ-^かたべ乙を立ちとまれ、今はかぎ6のさまSと悲しう心ぼをし。所々の 

御とぶらasつのまにかと見ゆ。大將殿も限なく間き驚き給aてまづP41え給へ六條院よ 
6も致仕の大殿よヶもすベてsとまげう聞免たまふ。山のみかども間し^していと哀に御 

文かsたまへう。宮は乙の御せうをZ.にぞ御ぐしもたげ給ふ。「日比mく惱み給ふとFXHき相 
つれど例もあクしうのみ|11]き恃办つるならひにうち^ゆみてなむ、かひなき事をばさ 

るものにて思ひ歎s給ふら1;ありさまおしはかるなむ哀に心箝しき。なべての世の乙とわ 

$に^しなぐ3め給へ」とあ6。目も見t鈴はねど御返しき乙え給ふ。常にさ乙をあらめと 
のたまひける事とて今日やがてをさめ奉るとて御甥の大和守にてあ6けるどよ/>づにあ〇 

か；51111えける。胲をだに患ばし見取らむとて宫は惜み聞え給；3けれど、Sてもかひあるべさ 
なら凇ば皆急ぎたちてゆ、しげなる程にど大將殿おはしたる。「今日ようのち日ついであし 

かりけなど人ぎ、^はの給；3ていともかなしう哀に宮のおぼし歎くらむことをおしは 
か$119え給aて「かくしも急ぎ渡6給ふべき事ならず」と人A、v>3め聞ゆれど^CAて^はし 

ましぬ。程さへ遠くて入6.給ふほどいと心すごし。ゆVしげic引き隔てめrらし^る儀式の 
か^は隱して乙の西お7PてR入れ奉る。大和守出できてなくなくかしZ:まり111!ゆ。妻戸の赞 

I 七八七 
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子にあしか、う給ひて女房よび出で3せ給ふに、あるかぎ6心もを3爻らず物设±ぬほど 

な公。かくわ^6給へる(tど聊なじさめて少將の君は爻£)る。物もえのたまひやらず、淚も 

ろにおはせぬ心づよさなれど所のSま人のけはひなどをおぼしやるもいみじうて常なき世 
の有榇の人のうへならぬもいと悲しきな办けう。や、ためらCAて「よろしうを乙たり給ふ 

Sまに承りしかば思；：3給へたゆみ/2うし程に夢もSむる程侍るなるを、いとあ§爻しうな 

•ゴーと聞免給へう。あぼし为りし5ま乙れにおほくは御心も亂れにしぞかしとあぼすに、3 
るべきとはsaながらもSとつらき人の御契なればいらへをだに患給はず「いかにIn]えS 

せ合ふとか[laえ侍るべき。いとかるらかならぬ御さまにて、かくふりはへ急ぎ渡らせ給へる 

御6ばへをS:ほしわかぬやうならlrもあまうに恃6ぬべじ，1々き乙ゆれば「た<あしは 
か.CNて。われはsふべきiも^えず」とて臥し給へるもことわりにて「只今はなき人と異なら 

ぬ御有梳にてなむ。渡らせ給へる山は問え3せ侍6ぬ」と聞ゅ。乙の人々もむせかへる5ま 
なれば「間えやるべき方もなきを今少し自らも思aのどめ又%、つま6給ひなむに參6Cむ。 

sかにし1:かくにはかにと、をの御有樣なむゆかしき」との給へば、まほにはあらねどかの 
あもほし歎きし有様をかたはしづv[irf]えて「かこち聞え3する5まになむな6侍うぬべき。 

今日はいと^*亂りがはしき心ちどものまどaiciliiえSせ^がふる事ども、侍6なむ。さら 
ばかくおぼし惑へる御心ち？P限6ある乙とにて少し泛づまらせ給ひなむ程に、問ぇさせぅ 

け給よらむ一とてわれにもあらぬ3まなればのたまひ出づる乙とも口ふ^がりて「げに乙そ 

ぶ 
1 

I 
で-1; 

S 



間に惑へる心ちすれ。猶聞免慰め給；3て聊の御返々もあらばなむJなどのたま；3おきて立ち 
烦a給ふもかるがろしう3すがに人S心がしければ歸$給ひぬ。今宵しもあ，b-じと思aつ 

る^どもの^た、めs.と程なくきはきはしきをいとあへなしと^sて近き御Sうの人々め 
しおほせてさるべき事ども仕うまつるべくおきて定めて出で給ひぬ。事の俄なればをrや 

5な6つる事ども嚴めしう人數などもをaてなひ。大和守もあ6がたき殿の御心3>きてな 
ど悅びかし乙ま6き乙ゆ。名殘だになくあさましき乙とV宵はふしま/>び給へどかaなし0 

親と間ゆともいとかくはならはすまじきものな6けCN。見舉る人々もこの御事を又ゆ、し 

う歎き間ゆ。大和守の乙6の事ども患/2、めて、「かく心ぼそくてはえおはしま3じ。いと御 
心のatあらじ」など聞ゆれど猶輋の煙をだにけガかくて思a出で問えむと乙の山mに住 

みはてなひとおぼい犮$。御忌に乙もれる僧は來而のをなたの渡殿^名やなどにはかなき 
隔て患つ、かすかにゐた办。匝の廂をやつして宮はおはします。明け貉るVもおぼしわかね 

ど月比へければ九月になみぬ。山お/>しsとはげしう木の葉のかくろへなくなりて萬の事 
sとsみじき程なれば"大方の空icもょほされてひる爻もなくて登し歎き"命3へ心にかな 

はずといとはしうSみじう^ぼす。Sぶらふ人々も萬に物悲しう思CAまどへ-^。大將殿は日 
ミとぶら給ふ。寂しげなる念佛§など慰ひばかうS物ヒ證しとぶらばせ給 

ひ、宮のお前{Cは哀に心深き言の葉を盡して恨み聞え•かつはつき毛せぬ御とJ:らaを!19え 
給へど取$てだに御蹵ぜず、すゞ/5にあ5ましき乙とをょわれる御心ちに疑ひなくあぼし 

■ 
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まみて、消免失せ給ひにし事をあぼし出づるに、後の世の御罪にさへやな^らITと胸にみつ 
心地して、Mの人の御事をだにかけてSへばSとCつらく心うき淚のもょほしにあぼさる。 

人々も閗ぇ眞ひぬ。ひとくだ6の御返んたになきを"朱ばしは心惑aの泛給へるなど2>ぼし 

けるに、あま6に程經ぬれば悲しき事もかぎ6あるを、などかかくあま6見患り給はずはあ 
るべき、いふかaなく若々しきやうにとうらめしうZ1とごとのすぢに花や蝶やとかけば乙 

をあらめ、我が心に哀とM61物歎かしきかたざまの乙とをsかにと問ふ人*(i睦しう哀に乙 
を办•ほゆれ、大宮のうせ給へ6しをいと悲しとせちに思aしに、致仕のおとなのさしも思ふ 

給へらず、乙とわ々のIn:の別れ(Cおほやけおほやけしきさはふばか$の事をけうじ給ひし 
につらく心づきなか4しに、六條院のなかなかねんご/,に後の御事をも營み給ひ{(:しが、我 

がか^ざまといふ中にも娘しう見舉りし、をの折に故術門督をば取6わきて思ひつきにし 
ぞかし、人がらのい穴う^づて物をsたう思aと <め^6し心に哀もまさ$て人ょ6 

深かCNしがなつかしう覺免しなど"つれづれと物をのみあぼしつ^けて明し^し給ふ。女^ 

猶Z.の御中の氣色をsかなるRかあ6けむ、御息所と乙を文かょはしも細やかに患給ふめ 

6しかなと思aえがたくて、夕貉の空をながめ入りて臥し^まへるとZ1ろに若呑してたて 
まりれ給へる、はかなき紙のはしR、 

「哀をもいかに患6てかなrsめむあるや戀しき-^:きやかなしき。あぼつかなき乙を心 

ぅけれ〗とぁればほ、^みて樣々にかく思ひょ6ての/2まふ。似げなのなきがょをへゃと办 

説 
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一 
ぼす。いと疾く乙となしびに、 

「いづれとかわきてながめむ揹兗かへる髂も草潔のうへと見ぬ世を。大方に乙そ悲しけ 
れ」とかい給へ猶かく隔て飴へる乙と、露の哀をば3しあきて^Vなら•ず歎きつ、あは 

す。猶か>^錄束なくお投しわCAて又わ^6給へり。御忌などすCしてのどやか(tと^ぼし靜 
めけれど"5てしも忍びはつまじう今はZ:の御なき名の何かはあながちにもつ、まひ、It世 

づきてつひ0*思aかなふべきにこをはと覺したちRければ、北の方の御思；3やりをあなが 
ち{Cもあらがa聞*-t給はず、Sうじみはcvようあぼしは^るともかの一夜ばか-の御丈^ 

とちへ所にかZちてぇしもす、ぎはて給ばじと^-'0もしか^Nけり。九月十餘日、野山の氣色 
はふかく見患らぬ人だに^vicやはあぼゆる、山風に拋へぬ木み、の木末も籙の葛葉も心あ 

心穴vしう爭ひ散るま'fれに、龙ふとき讀經の聲かすか(C念佛などの聲ばか6して人のけ 

はひいと少なう、木粘の吹^狒ひ力る(C*Eは唯癱のもとRy2入ずみつ、山田.のひyaicTPff 
かず色乙き稻どもの中にまじ6てうちなくもうれへがほな^N.0瀧の聲はいとV物思ふ人を 

驚かしがほに耳かしがましうとV/)きひV く。，叢の蟲-0みぞよ6所なげになきよわ-CNて枯 
れ为る草の下よ6$んだうのわれひとうのみ心ながうは；3出て人露けく見^るなど"皆例 

の乙の比の{なれど折から所からにや•いと堪へ難き程の％悲しさな4。例-0妻戶の名とに 

立ちよ4給aてやがて铫め出して立ち給へ60なつか^き程のなほしに色乙まやか^る御 
どのうちめいとけ;5らにすきてかげよわうたる夕日のさすがに何心もなう3しき^るにま 
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ばゆげにわざとなく扇を3しかくし給へる手つき、女乙をかうはあらまほしけれ、それだR 

かうはあらぬをと見奉る。物思ひのなぐさめに^つべく^嗦しきかifのにほひにて少將の^ 
をと6わきてめしよす。^子の稅もなけれど與に人やあらむと後めたくてえZ:まやかにも 

wfらひ給はず。「猶近くてV〗、なはなち給aを、かく山深く分けいる志は隔て殘るべくやは。 
Sもいと深しや」とてねざとも見人れぬさまに山の方をながめてなほなほと切にのたまへ 

ば、鲍色の儿帳を簾乖；のつまよぅ少しおし出で\据をひきそばめつ、屈た6。大和守の妹な 
れ忒離れ舉らAうちに幼くよりおほし^て給ひければきぬの色いと乙くて〇るばみの喪ぎ 

ぬ一襲小稱着た4。「かく盡せぬ御事は3るネのにて開えむ方なき御心のつら3を思ひをふ 
るに心魂もあくがれはて、見る人ごとic咎められ侍れば今は31に忍ぶべき-^fなし」といと 

多く恨みつCけ給ふ。かの今はの御丈の3まもの^ま；3出で、Sみじう泣き給ふ。乙の人も 
ましていみじラ泣き$6つ、「をの夜の御返^NSへ見え恃らずなりにしを今は限の御心に 

ゃがておぼしい6て！iうな6にし秸の空の氣色に御心ちtどひにけるを"Sるよわめ(!:例 
のもの、けのaきsれ奉るとなむ見給へし。過ぎにし御事にもほどほど御心惑ひ給ひぬベ 

かりし折冷多く恃6しを、宮の同じSまに志づみ給aしをこしらへ聞えむの御心づよさに 
なむやうやう物覺え給.；3し。乙の御歎をばお前には唯われかの御氣色にてあきれてくらさ 

せ給aし」などのどめがたげに打ち歎き〇、はかばかしうもあらずき乙ゆ。「をよや、そもあ 

ま6におぼめかしういふかa^:き御心ちな6。今はか^じけなくとも誰をかはよるべに思 



ひliaえ給はむ。御山ずみも.sと深き樂に世の中をおぼし絕えたる雲の中なめればfniえ通ひ 
•給はむ乙とか^し。sとかく心うき御氣色聞え患らせ給へ。萬の事さるべきにZ1を。世にあ 

りへじとおぼすとも^力がはぬ世なう。まづはか、る御別れの御心にかなはCあるべき乙 

とかは」など窩におほくの給へど"閗ゆべき乙ともなくて打ち歎きつ、居/26。庇のいとい 
为く嗚くを「われおとらめや」とて、 

「里とほみ小野の篠Mわけてきてわれも患かこを^%をしまね」との/2まへば、 
「ふぢごろ名露けき秋の山人は急かのなく音1Cねをどそへつる」。よからねど折からit忍 

びやかなる乙わづかひなどをよろしう問きなし給へ6。御せうをZ:とかう間え給へど「今 
•はかくあさましき夢のill:を少しも思ひさます折あちばなむ、絕えぬ御とぶらひも冏之やる 

べき」とのみすくよかにsはせ給ふ。「sみじういふかaなき御心な6け6」と歎きつ、蹄6 
給ふ。道すがらも哀なる空を眺めて十三日の月いと花やかにSし出でぬればをrら山もた 

どる.まじう^はするR一條の^はみちな^^け^^。いと < うちあばれて未中の方のく、つれ/a 

るを見sるればはるばるとおろし乙めて人かげも見tず。月のみ逍水のおもてをあらはに 
すみなしたるに大納言こvkてあそびなど^給aし折A、を思ひ出で給ふ。 

「見し人のかげすみはてぬ池水にひと6やどもる秋の夜の月」とCAと6ごちつ、殿R£- 
はしても月を見つ、心は空icあくがれ給へ-^。「r&TP見苦しう、あらざ$し御くせかな」と御 

達もにくみあへ上は爻妁やかに心うくあくがれ穴ちぬる御心なめ$、もとよる方ic 

1. 源氏物龉夕祺. •. * • . S 
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なちa給へる六條院の人々をともすればめでたきためしにひき出で〇、心よからずあaだ 
ちなきものに思a給へるわ6なしや、われも昔よかならaなましかば人めもなれてな 

かなかすぐしてまし、世の^めしに^つべき網心ばへと親はらからよ6はじめ奉6めやす 
きあぇ名のtc^給へるを、あ-^あみてすAtcは^がましきmとやあらむなど、いとい*う歎 

い給へ办。夜ネ明けが^近くか/2みにうち解け給ふ乙となくてそむきそむきに歎きあかし 
て朝霧の晴間もま^ず例の文をぞ急ぎ書き^まふ。Sと心づきなしとおぼせどあhしやう 

にもばひ^はず。SとZまやか(Cかきてうち®§て嘯きたまふ。忍び給へども6て問きつけ 
らる〇 

「soとかは^どろかすべき明けぬ夜の^Sめてとかsaしaと乙と。うへよ6落つる 
とやかい*まへらむ。おしつ、みて名殘もいかでよからむ」4-ど口ず3び給へ人めして 

給ao。御返事をだに見つけてしがな、猶いかなる乙とeとけしき見まほしうあぼす。日^ 

けてどもて參れる。紫のZ:唛やかなる紙すくよかにて小少將?:'例の問ぇ■*る。唯同じさ咬に 
かひなきよしを翦きていとほし3にかのあ^Noる御丈に手習aす5み給へるをぬすみ*る 

とて中にひきや，リて入れ*う。目には見給ひてけ6とおぼすばか6の嬉しSぞいと人わろ 
かうける。を乙はかとなく#き給へるを見つ < け給へれば、 

「朝夕になくねを^〇る.をの山は絕乏ぬなみだや > となしの瀧」とやとりなすベからむ 
ふるZとなど物思はしげにかきみ^6給へる御手など見所あ6。人のうベなどにてかやう 
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(一 

wglarl; 

のすき心思ひぃらる、はもどかしう現心ならぬとに見聞きしかど、身のうへ(cてはげにs 

と地へが^かるべぎわざなhけ6、あやしや、などかうしも思ふらと思aかへし給へど 
えしもかなはず。六條院に咚r41しめしてsとお.となしう萬を思び患づめ人のをしり所なく 

めやすくて過rし給ふをあもだ、しう我がSにしへ少し^ざればみぁだなる名をと6給；5 

しおもてお乙しに嬉しう^しに^るを、いとほしうsづ方にも心苦しき事のあるべきZ.と 
さしはなれ^るなから；3((:てだにあらであとVなどもいかに思a給はひ"さばかりの^た 

どらぬ{Cはあらじ、宿世といふもの遊れ心びぬる事な办、ともかくも口いるべき乙とならず 

とおぼす。女のためのみ乙そ何方(CもいとほしけれとあいなくIIHしめしなげく。紫の上icも 
きし方行く先の乙とおぼし出でつ、かうやうの/C!めし‘を刖くにつけてネなからむ後うし乃 

め^う思s聞^るをの/aまへば、御-EIうち赤めて心うくさまで^くらかし給ふべきに 
やとおぼした女ばか$身を名てなすSまも所せう哀なるべきものはなし。物の哀をも 

をかしきZ.とを达見知らぬSま(caき乏づみなどすれば何に〇けてか世にふるはえば 
えしさも常なき世のつれづれをも慰1;べき^は、大か为物の心を^らずいふか；3なきもの 

にならaたらむもあほしたてけむ親名いと口をしかるべき％のにはあらずや、心にのみ乙 
めて無言太子とか、法itばらの悲し <0乙とにする昔のたとひのやうに•惡しき事#き取を思 

ひ^6ながらうづもれな^も$ふかひなし、我が心ながらもよき瑕にはsかで^もつべき 
?:'とおぼしめぐらすicも今は^;'V:女一の宫の御^めな^N。大將の君參6給へるついであム 
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て思；S給へらむ氣色もゆかしければ「御息所の忌はてぬらむな。昨日今日士思ふほどに三そ 
年よ6あなたのZ1とになる世に乙をあれ。哀に^>-ぢきなしや。夕の露のか、る程のむ3ぼ6 

よ。いかで乙のかんを$て萬をひきすてひと思ふを、Sものどやかなるやうにても過rすか 
な。sとわ^きわざな6や」との^まふ。「誠にをしげな刍人だにおのがじ、は離れ雛く思ふ 

世にCを^るめれ」など聞えて「御息所のPL1十九日のわざなど大和守某のあS4一人あつか 
ひ侍る、いと哀なるわざな6や。はかばかしきよすがなき人は生ける世のかぎ$にてか、る 

世の架Mを悲しう恃$けれ」とP3え給ふ。「院よ$もとぶらばせ給ふらむ。かのみこSか(C思 

ひ歎き給ふらむ。はやう閗きしよ6は乙の近き年頃事にふれてき、見るに、乙の更衣こそ口 
惜しからずめやすき人のうちな$けれ。大方の世に〇けて惜し^わざな々や。Sてもありぬ 

べき人のかううせゆくを院もSみじう驚き^ぼし^$け6。かのみ乙乙そはrjvii:物し給 

ふ入道の宵よしつぎ(Cはらう/2う泛給ひけれ。人ざま名よく/?はすべし」との*まふ。 
「御心はいか<物し給ふらむ。御息所は乙ともなか6し人のけはひ心ばせになむ。^たしう 

打ち解け給はざ6しかどはかなきとの〇$でにおのづから人の用意はあらはなるものにな 

む侍る」と間え給ひて宫の御事もかけずSとつれなし、かばか6のすくよけ心に思；3をめて 

ひこと諫めひにかなはじ、用ゐざらITものから我さかしにと出でむもあSな•しとちぼして 
止みぬ。かくて御法¥に萬と6もちてせ5せ給ふ。乙との聞±おのづから隱れなければ大殿 

などにもIJ11き給；3て3やはあるYきなど、女が*の心あ3きやうに、あぼしなす^わろなき 



や。かのdは昔の御心あれば君達もまかでとぶらa給ふ。誦經など殿ょ◊もいかめしうせs 

せ給ふ。乙れかれさまざま劣らず患給へれば時の人のかやうのわざに劣らずなむあ6ける。 
. 宮はかくて住みはてなむと错し^つMとありけれど院に人のもらし奏しければ「いとある 

まじきrとな^N。げに數多とざまかうざ^に身をもてなし給ふべき事にもあらねど、後見な 
き人なひ、なかなか3るさまにてあるま^き名をたち、罪えがましきときZ:の世後の世中空 

にもどかしき咎おふわざなる。乙、icかく世を捨てたるに三宮のおなじごと身をやつし給 

へる、す^なきやラU人の思CASふネ枪て^る身に思ひなやむべきにはあらねど"必ずさし 
もやうのこと、爭ひ給はむもうたてあるべし。世のうきにつけて厭ふはなかなか人わろき 

わざな^N。心と思aとるか穴あ6て今す乙し思ひ吏づめ心すまして乙そともかうも」と度々 

間え給aけ办。乙のうき^る御名をど1H1しめし7^るべき"Sやラの乙との思はずなるにつけ 
てうんじ給へるとsはれ給はむこと^}おぼすな$けう。とて又あらはれてものし給は 

ひもあはあ(iしう心づきなきZ1と、おぼしながら耻しとおぼSむもsとほしきを、何かは 
われさべ問きあつかはむとaぼしてなむ乙のすぢはかけても聞え給はざ6ける。大將も、と 

かく saなしつるも今.はあいなし、かの御心にゆるし給はひことはかたげなめ办、御息所の 
心^りな-oxけらと人に(i^らせむ、いかCばせむ、なき人に少しあ3き咎は為ほせてsつあ 

办をめし乙とどともなく紛はしてむ、さらがへ夕てけSうだち淚を盡しか、づらは1;もい 
とうひうaしかるべしと思；s給aて、一條にわ^り給ふべき日をの日ばかりと定めて大和 
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守めし1:あるべき^;はふのたまa、宫のうちはらひ^つらひ、さ乙そいへども女どちは草玄 

げう住みなし給へ6しを、磨き^るやうR^つらa^して御心づかaなどあるべき3はふ 
めでたう壁代御辟風几帳おましなどまでおぼしょ$つ、大和守icの^まaてかの家にぞ急 

ぎつかうtoらせ給ふ。をの日はわれおはしゐて御車御前など^れ給ふ。宵は更に渡らじと 
あ(Cしのたまふを人令SみじうI1Hぇ大和守も「31にうけ給はらじ、心ぼをく悲しき御有機を 

見奉り'なげき乙のほどの常仕は^ゆるに隨ひて仕ラまつりぬ。今は國の乙とも恃6罷办下 

うぬべし。宮の內の事％見給へゆづるべき人も侍らず。いとたい^いしういかにと见給ふる 
を、かく萬にあぼしSとなひを、げにZ:の方にとりて思ひ給ふるには必ずしもおはしますま 

じき御有榼なれど、5乙をはいにしへも御心にかなはぬためし多く侍れ。一所.やは世のもど 
きをも^はせ給ふべきO sと幼くおはしますZ.とな办。/2けうおぼすとも女の御心aとつに 

我が御身をとり^た、め顧み給ふべきやうかあらむ七猶人のあがめかしづき給へらむに助 
けられて乙を深き御心のかし乙き御おきてもをれにか、るべきものなれ。君達の問ぇ泛ら 

亡^$鈴はぬな-^。かつはSるまじき亊をも御心どもに仕うまつ$をめ給ひて」と.いひ0< 

け1;左近少將をせむ。あつま办vき乙ぇ乙しらふる(Cいとわ6なく、あざやかなる御ぞども 
人令の堠りかへさするもねれにもあらず、猶いとa-犮ぶるにをぎ捡てまほしうおぼさる、 

御ぐしをかき出.で見給へば六尺ばかりにて少しほをダ^れど人はかたはにも見舉らず。み 
づからの御6には"sみじのおと/)へや、人に見ゆべき有樣にもあらず" 5まざまに心うき 
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.i 身をとおぼしつぐけてまた臥し給aぬ。「時たが；3ぬ。夜も31けぬべし」と皆3わr。時雨い 
と心あぬだ、しう吹きまがa、萬に名のがなしければ、 

「のぼ$にし峯の煙(C/2ちまじり思はぬか^になびかずもがな」。心ひとつにはつょくあ 
ぼせどをの比(i*御鋏などや5のものは皆と6かくし1:人々のまもり間之ければ、かくもて 

SわがざらVにだに、何0:をしげある身にてかを乙がましう若々しきやうにはaき忍ばむ、 
人き、冬うたておずましかべきわざをとおぼせば、そのほ$のごとも芝給はず。人々は皆急 

ぎたちておのおの櫛手箱靡概萬の物をはかばかしからぬ袋やうのものなれど皆さきだて、 
運びたれば一人とまり給ふべうもあらで、泣く泣く御車に乘6給ふものから、かたはらのみ 

まもられ給ひて乙ち渡な給ひし時御心地の苦しきに名御ぐしかきなでつくろひおろし舉う 

給；sしをおぼし出づるに、目名きりてsみじ。御はかし(-Cをへて經箱をそへたるが御か^は 
らもはなれねば、 

-1戀しSのなrrDめがたきかたみにて淚K くもる玉のはZ1かな」。黑きもまだしあへ3せ 
給はず。かの手ならし給へりし螺鈿の箱な6け6。誦經に.せ3せ給aしをかたみにとVめ給 

へるな6け^s"flll鳥の子が心地なむ。おはしましつきたれば殿の內悲しげもなく人げ多くて 
あら^さまな6。御3¢よせておう給ふを更{Cふる里とおもほ免ず、疎まじううたておぼさる 

れば頓にも/96給はず。ぃと怪しぅ若々しき御5爻かなと人々も見奉$烦ふ。殿は；3んがし 
の對の南而を我が御方に假に皂つらaてすみつきがほにおはす。三條殿には人A、「俄にあ5 

源氏物15ク鑲 七^ 
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ぬぬ级、•ねぶぬ祕激なぬ^^汾也^ 

y 梦••，:ご.々银?卿，邮口:^^:^sr^g2：：r[:二怒ダ.，:j 

tしうな办給aぬるかな.0sつ0.程にあうし士ぞ」と驚きけ"^なよゞかにをかしばめるこ 
とを好ましからずお•ほす人はかくゆく办かなる乙とど打ちtじ6給うける。3れど年經に 

ける乙とを音なく氣色ももらさで過Cし給aけるなりとのみ思aなして、かく女の御心ゆ 

るび給よぬと思aよる人もなし。とてもかくても宮の御^めz.^-いとほしけれ。锏まうけな 
どさまかは6て物のはじめゆ、しげなれど物まぬらせなど皆忘づまうぬるにわ^6給a 

て、少將の遛ヒsみじうせめ給ふ。「御志ま乙とにながうおぼ3れば今日明日を過ぐして間 

ぇさせ給へ。tかなか立ちかへ6て物あぼし患づみてなき人のやう(Cてなむふさせraw 

る〇乙しらへiiaゆるをもつ>b-しとのみS:ほされたれば何事も身の/2め乙を^れ。いと好はし 
う55 せにく、なむ」とIrriゆノ「いとあやしう推し觉6問ぇSせしには^ひていはけなく 

VD得難き御6(C乙をあうけれ」とて思aよれるさま、人の御^めも我がためも世のもどきあ 
るまじうの穴まひ績くれば、「いでやR今は又いたづら人に見なし，るべき(Cやと"あわた 

くしき亂6>じちに萬思ひ給へわかれず。あが君とかくおしたちてひ^ぶるなる御心な逍は 
せ給aを」と手をする。「Sとまだ鸟らぬよかな。にく、めざましと人よ办けに^しあとすら 

む身てをSみじけれ。Sかで人にも乙と心らせどと、いはむ方なしと從してのたまへば、さ 
すがこハとほしうもあち「まだ患らぬ比げに世づかぬ御心構へのけに乙をはと、Z.とわり 

太げに可方にかはよる人侍らむとすらむ」と"少しうち笑aぬ。かく心ごはけれど今はせ力 
れ盘ふべきならねばやがて乙の人をaきたて、推し散うにいら給ふ。宫はいと心うくなS 

I 



けなくあはつけき人の心なうけゲと、，ねたくつらければ^々しきやうにはsas心ぐとも 
とおぼして塗籠(Cおましひとつ患かせ給；3て內ょりSして大殿ごも6にけ乙れもsつ 

まで(Cかは、かばがうに亂れ立ちに^る人の心どもはsと悲しう口をしうあぼす。男君はめ 
ざまし.う？bしと思；3聞え給へどかばか6にては何のもてはなる > 乙とかはと、のどかに 

おぼして萬に思CAあかし給ふ。山鳥の心ちぞし給ひける。辛うじて明方になりぬ。かくての 
みこと、Sへば；Sたおもてなるベげれば出で給ふとて唯聊の：3まをだにとsみじう聞え給 

へどいとつれなし。 .：• ： • 

「恨みわびむねあきが^き冬の夜(Cまた3しまさる關のいはかど。119えひ方なき御心な 
6けり」となくなく出て給ふC六條院比どおはして休；3給ふ。6i/iがしのうへ「一條の宵渡し 

尜6給へるZ1と、がの大殿わ为々などにill]ゆる、Sかなる御事にかは」とSとおほどかR.0 
給ふ。御簾に御儿帳をベたれどをばょみほの加Rは猶見え奉う給ふ。「3やうにも猶人のい 

CAなし〇べき、とre侍6。故御^所はsと心强うあるまじきさまにSCAはなち給aしかど、か 
ぎのSま(C御心ちの弱6けるic又見ゆづるべき人のなきや悲しかうけむ。なからむ後•の 

.うし^みにとやうなる乙との伶6しか.ばもとよAの志も伶-〇しMJRてかく思a給へな-0\ぬ 

るをさま.ざまsかに人^〇かひ侍らむかし。5しもある^じき£をもあやしう人Cを物い 
•asがなきものにあれ」どうち笑aつ、rかの3うじみなむ、.猶世にベじと深う思；sたちて 

尼にな4なむと思；3むすぼ>n給ふめれば、なにかは乙なたがな穴にき、にく、も侍るベ 

源氏物骈夕落 S1 
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きを、さやうに蠢はなれても、又かの遣言はたがへじと思ひ給へて唯かくぃひあっかひ恃 
るな-^。院のわたらせ給へらむ1Cも事の〇いで恃らばかうやうicまねび聞えさせ給へ。あ^' 

ありて心づきなき心つかふとあぼしの^まはむをはでから恃りつれどげicかやうのす？;に 

て—人Q SEをもみづからの心に蟲洁やうに侍$けれ」と忍びやかにf給ふ。 
「VのV'つ丈うにやと思ひ侍りつるを誠に3るやうある御氣色(C乙そは。皆世の常の己とな 

Rど三條の姬君のおぼさむ事乙をいとほしけれ。のどやかにならひ給うて」と開え給へば、 

rらうたげにものたまへなす姬君かな。いと鬼A、しう侍るさがなものを」とて「などてかをわ 
をも尨ろかにはもてなし侍らむ。かし乙けれど御あ办3まどもにてもおしはからせ給へ。な 

だらかならむのみこを人はoaの占には侍るめれ。さがなく乙とがましきも暫しはなまむつ 

かしう煩らはしきやうには憚らる、乙とあれど"をれにしも隨ひはつまじきわざな-nば事の 

亂れ出てきぬるのちわれも人もにくげにあき/2しや。猶南の尨と < の御心用ゐ乙をさまざ 
まにがたう、3ては乙の御方の御心などZ:をはめてたきものicは見舉うはて恃ゥぬれ」 

などほめ119え給へば、笑a給ひて「物のためしに引きいで給ふ程に身の人わろき赀え乙を顯 
ばnwベう。3てをかしきZ1とは院のみづからの御くせをば人袤らぬやうに聊あだあたし 

I含か；sをばたsしとおぼいてsましめ申し給ふ、fうごとに為赢ふめる乙を 
さかしだつ人のお0-がうへ^らぬやうit覺え侍れ」との/2まへば「さな1;常(C乙の道をしも 

いましめ仰せらる、。SるはかしZ.き御敎ならVもいとよくを3めて侍る心を」とてげにを 

一.<1 



かしと思ひ給へお前に參6給へればかの事は聞しめしたれど何かはき、がほにもとお 
ぼいて唯うちまも.CN給へろに、いとめでたくきよらに乙の比乙をねびま56給へる御碰な 

めれ。さる3まのすきごとを^給ふとも人の7Pどくべきさまも^給はず、鬼神も罪ゆるしつ 
ベくあざやかに物淸げに若う盛ににほひをちらし給へ6。物思；s忘らぬわかうどのほどに 

は^おはせず、かたほなると乙K：なうねびと、のほ6給へる乙と心うぞかし。女icてなどか 
めでざらむ、鏡を見てもなどか^ごらざらむと我が御子ながらも毁す。日^けて殿Rは渡-C\ 

給へ6。入り給ふよ6若君^ちすぎすぎう〇くしげRてまつはれ遊び給ふ。女君は帳の內に 
ふし給へ6。入$給ぺれど目も見あはせ給はず。つらきに2.そはあめれと见給ふも乙とわ$ 

なれど"はCかり顔に？P7Pてなし給はず。御ぞを；3きや^N給へれば「いづ乙とておはしつる 
ぞ。まろは早う患Rき、常に鬼とのたまへば同じくはな办はてなむとて」とのたまふ。「御心 

乙を鬼よ$けにもおはすれ。5まはicくげもなければ得うとみはつまじ」と何心もなうい；5 
なし給ふも心やましうて.「めでたきroまicなまめS給へらむあ^办にあ办ふべき身にもあ 

らねばいづちもいづちもうせなむとす。猶かくだになおぼし出でを。あいなく年比を經ける 
だに悔しきものを」とて起きあが4給へるSまはいみじうあいぎやうづきてにほaやか(C 

うち赤め給へる顔いとをかしげなう。「かく心幼げに腹立ちなし給へればにや、めなれて乙 
の鬼乙そ今は恐しくもあちずな6にたれ。かうがうしきけををへばや」と戯にい；5なし給へ 

峰何事いふぞと^。あいらかに^に給ひね。まろも死なむ。見ればR くし、問けば愛ぎやう 

繫物劍夕猓 -S 1 
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なし、見捨て、死なむは後めたし」とのたまふ4Cいとをかしきさまのみま§れば乙ま、ベヵに 
笑ひて.近く乙を见給はざらめ、よをにはなどかliaき給はざらむ" 3ても契深かなる世を志 

らせひの御6な、^NOf^Rうち續くへかなるよみぢのSそぎは3乙そは^6 Uえし力」とい 
とつ丄なくiiilえて、何くれと乙しらへ間え慰め給へばsと若やかに心うつくしうらうたき 

>、i>たおはする人なればなほざぅごと、見給aながら、おのづからなごみつ、物じ敘ふを 

sと哀とおぼすものから心は空にて、かれもいと我が心をた1:、つようものものしき人M 

ナよひには昂之給はねど、もし猶ほEならぬ乙と(Cて尼になども1.1!心びな6給aなはを乙力 

ましうもあべsかなと思ふに、Mしはと^えおくまじうあわたCしき心ちして寐れ行くま 
、こ、今日も御かへ6だ(*cなきよとおぼして心1Cか、りていみじうながめをホyふ的日/n 

日〇吵も參ら•ざうける、物1|參办攻どし1:おはす0「背よ办御允めに志のおろか？しざぅし 
さま、おと5/のつらくもてなし給；3し^、世の中の泛れがましき洛をとりし加ど堪へ雛き1 

こて乙、かし乙すくみ氣色ばみしあ^6を數多1111き逝ぐし、有樣は女だにさしもあら 

じとなひ"人ももどきし。今思ふにもいかでかはさありけ〇と、我が心ながらいUしへ^にm 

か々けりと思；5患らる、を、今はかくにくみ給ふと珞ぉぼしすっ咬じき人々ぃと所せきま 
で救ム、ふめれば御心ひとっにもてはなれ給ふべくもぁらず。又ょしみ給へゃ、命乙そ3^め 

なき世なれ」とてうち泣き給ふ乙ともあ公。女も昔の事を思CA出で給ふに哀にもあらが介力 
らしi中の旱が—深かうけるか—どS33で—ふ。fびたる御—名1給_> 



げに見S.だして忍び雛く淚の出でくれば脫ぎとめ給へるaとへの釉をWきよせて、 
「なる、身をうらみむよCNは松岛のあまの衣に^ちやかへまし。猶うつし人Uてはえす 

rす^じか$けり」とaと6ごとにのたまふを、立ちと、3:6て「3も心うき御心かな。 
松岛のあtのぬれぎぬなれぬとてぬぎかへつてふ^を^、めやは」。うちsをぎていと 

なほなほしや。かしz:{cは擗さし能り鈴へるを、人々「かくてのみやは。葙々しうけしからぬ 
IIHえも侍CVWべきを、例の御有樣Rて、あるべき事を乙をUHt給はめ」など离に冏えければ、 

S7Pある事とは^ぼしなが^v4pよ6後よをの問£をも我が御心の過ぎにし方をも心、つきな 
くうらめしか^Nける人のゆか-CNとおぼし^6てその夜も對而し給はず。「戯れにく、珍らか 

なう」とiiilえ盡し給ふ。人もSとほしと見泰る。「聊も人心ちするを$あらむに忘れ給はずば 
'と7Pかうも[]Hえむ。Z1の御服の程は一筋に思ひ亂るV乙となくてだに過rさむとなむ深く 

おぼしのたまはするを、かくいとあやにく1C急らぬ人なくなうぬめるを、猶Sみじうつらき 

もの(clrrlえ給ふ」とI1Hゆ。「思ふ心は又Cとざまに後やすきものを、思はずな6ける世かな」 
と打ち歎きて「例のやうにて^はしま3ば物ごしなどicても思ふことばか6IH-1えて、御心破 

るべきicもあらず。數多の年月をも過Cしつべくなむ」などつきもせずIIHえ給へど「猶か、 

るみだれ{Cそへて心りなき御心なむいみじうつら-き。人のき、思はIf，」とも^になのめな 
らざ$ける身のうSをば3るもの(Cて殊更に心うき御心が^へなう」と又いひかへし恨み 
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給；3つ、遙にのみもてなし給へ^"。さりとてかくのみやは、人の111*]き漏3ITZ1ともことわ办 
と、はし*なう乙、の人めも^•ほえ給へば,うちうちの御心づかaii乙ののたまふ3まに力 

なCAても^ばしはなさけばまIT。世づかぬ有様のいとう^てあ办"又か、りとてかきたi參 
らずは人の御名sか <はいとほしかるべき。aとへに物をおぼしてを§なげなるこそv'と 

3しけれ•一など乙の人をせめ給へば、げにとも思ひ、見奉るも今は心rるしうr#うおぼゆる 

さまなれば、人かよはし給ふ塗筂の北の口よ6入れ奉$てけ公。いみじうあ3ましうつらし 
と、さぶらふ人をもげにか、る世の人の心なれば乙れよりまさるめを名見せつベかりけう 

と、^のもしき人もなくならはて給ひぬる御身を返す返す悲しうおぼす。^は萬におぼし^ 

るyき乙とわりをiilrl免知らせ、言の葉あほう哀にもをかしうも聞え盡し給へど"つらく心つ 
きなしとのみあぼい为办〇「Sとかういはむ方なきものにあぼ3れける身の報はたraなう 

はづかしければ、あるまじき心のつきをめけむも心ちなく悔しうあぼえ侍れど、とり返す名 
のならぬうち(C何の^けき御名にかはあらむ。いふかaなく^ぼしよはれ思ふに力なは^時 

身をなrる^めしも恃ふなるを、唯か、る心ざしをふかき淵になずらへ給CAて捨てつる身 
と5:5しなせ」と開ぇ給ふ0單衣の御ぞをひきく、みてたけき乙と、はねをなき給ふ5まの 

>じ深く sとほしければ、いとう^て、いかなればいとかうおぼすらむ、いみじうMふ人もか 

ぼか$u•な$ぬれば、あのづからゆるぷ氣色もあるを、岩木よりけに靡き雛きは契遠うてに 
ぐしなど思ふやうあなるを、3や^ほすらむと思ひよるに、あま6なれば心うくて三條の君 



の思5給ふらむ事、いにしへも何心もなうあひ思ひかはし/26し世の事、年比今はとうらな 
き.3まにうち^ゆみとけ給へるさまを思a出づるも、我が心もて、sと味氣なう思CA績けら 

るれば、あながちにも乙しらへ聞ぇ給はず歎きあかし給びつ。かうのみ乏れがましうて出で 
入ち1;もあやしければ今日はとま-^て心のどかに坐す。かく3へaたぶるなるをあSまし. 

と宮はなぼいて、いよいよ疎き御氣色のまさるを、を乙がましき御心かなとかつは0らきも 
I •、のから哀な6。塗籠も殊に乙まかなる物多うもあらでかうの唐概御厨子などばか-^、あるは 

こな^かな^(Cかきよせてけぢかう患つらひて？Tおはしける。內はくらき乙、ちすれど、朝 
日さし出で^るけはひもり來穴るに、うづもれ^る御どひきやり、いとう^V亂れたるみぐ 

しかきや办などしてほの見舉办給ふ。いとあてR女しうなまめいたるけはa吏給へ办。男の 
御Sまはうるはしだち給へる時よ$も打ち解けて物し給ふは限ネなうきよげな办。故君の 

殊なるmとなかりしだに心のかぎ-^思Wあが6御か^ちまほにおはせずと、事の折に思へ 
うL氣色を5:ほしいづれは、戈してかういみじう衰へic^2る有樣を泛ばしにても見忍びな 

むやと思ふもsみじうはづかし。とざまかうざまに思aめぐらしつ、我が御心を乙しらへ 
洽ふ0唯旁痛う乙、もかし乙も人のき、おぼ50乙との罪3らむか*なきに、を办3へいと 

心うければ慰めが六きな6け6。御手水御かゆなど例のおましの方に參れ$。色IIとなる御 
ill夫つらWもいまいましきやうなれば、aんがし面は屏風を穴て、も屋のきは■に香染の御几 

帳などMとごとしきやうに見ぇぬもの沈の二階などやうのを/2て、心ばへ?>办て^つらひ 

诹氏物SSI夕琢 i 



_•卩纪ぬ巧疫^^茲斑P孕^;p3越敦: 

たぅ。k W守の患わざな^'け-CN。人々もあざやかならぬ色の山吹、搔練、濃^きぬ、.I.一IIJ鍊など 
を.若かへroせ薄色の劣、靑朽葉などをとかぐ戋ぎらはして御だいは爻ゐる。女所にて患どけ 

なく鹆の事ならaたる宮のうちにあま心とCめて僅なる下人をもいCAと、のへ乙の人 
•一、•のみあっかひあIIなふ0かく •おぼぇぬやんごとなきまらうどの.张すると!11]きて、名と1 

めざ6けるけい司などうちつけに參ぅてま/zl/>などいふ方にfvひて^みけ0#〇力くせめ 
て住みなれがほつ◊ヶ給ふ程、三條殿かぎヶなめ6と、3しもやはとこそ、か〇は賴みつれ、 

まめびとのVじかはるは名殘なくなむとIIHきしは誠な6けらと世を乙乂ろみはつる心地し 
で、、S.かさtにして乙の•なめげざを見じとおぼしければ、大殿へ方たがへむと1:波6給ひに 

けるvr女御の置泛はするfど装SS給SV、少し物告fけ所にfれて例 

のやうに蓋ぎf給はず。大將殿もf給ひて、裒ばょいとf物し給金性f,乙 
のなと < もは^おとなおとなしうのどめ^る所5すがになく、いとひき、〇に花やvrハ 

•る人，，、こてめざまし見じI1Hかじなどsがひがしき事ど屯患いで給aoべきと驚かれ給ひて 

三條殿に波り鈴へnば、器途もか穴へはとまk給へれば"姬君穴ちさてはいとV」さなきとを 

ゼゐておはしにける‘つけて悦びひつれあるはうへを戀ひ黎6て憂へ泣き給ふを心丧し 
とおぼす。せうを乙たび/2び問ぇて迎に雍れ給へど御かへ$だになし。かくかたくなしうy 

るがるしのill:やと名のしう覺ぇ給へど、あとCの見IHiき給ばむ所もあればくらしてみつ力 

>襄一6給へ^'。联殿になむ坐するとて例の波り給ふ方は御達のみ恃らふ。若忍逮ど乳mにを 



ひ:1:あは'Lける。「今页にねかわかしの御まじらひや、か、る人を乙、かし乙(c3>とし办き 
給ひてなど癖殿の御ま.Uらひはふ3はしからぬ御心のすぢとは年比见知りたれど、さるべ 

きにや、背ょう心に離れがたう思allaえて今はかくくだくだしき人のかずかず哀なるをか 

穴みに見す〇べきにやは」上^のみ[]a免ける。「はかなきひとふしUかうは名てなし給ふべ 
くや」とsみじうあばめ恨み巾し給へば、「何事も今はとみあき給ひにける身なれば今はた 

なほるべきにもあらぬを、何かは」とて「あやしき人々は^しすてず！iMしう乙をはあらめ」 

と119え給へヶ。「なだらかの御いらへや。いaもていけば誰が名か惜しき」とて^ひて波り給 
へともなくてをの夜は一人臥し給へ6。あやしう巾空なる比かなと思aつ、君達を前にふ 

せ給CAて、かし乙に又いかに^し亂るらむSま思aやえ、やすから•ぬ心づくしなればい 
かなる人かうやうなる乙とをかしうおぼゆらむなど物ご6しぬべう赀え給ふ。明けぬれば 

r人の見IIHかむも若A、しきを限との^まaは1:ば3て試みむ。かし乙なる人A、もらうたげ(C 

^alrr]ゆめ6しをえ•^殘し給へるやうあら1;とはみながらも思ひすてが^きを、ともかく 
珞7Pてなし侍6なむ」とおどし!],rlえ給へば、すがすがしき御心(Cてこの君逆を3へや知らぬ 

所に率て渡し給はむとあやふし。「姬君をSざ給へかし见舉6にかく參うくる乙ともはし^ 

なければ常に名參6乙じ。かしこ(Cも人A、のらう^きをあなじ所icて^に見泰らむ」とIniえ 
給ふ。まだSといはけなくをかしげにておはす。いと哀と昆舉6た唛ひて「153:君の御敎にな 

かなa給ひを。sと心-5:く思a七る方なき心あるはいと惡しきわざな6」と、いa忘らせ泰 

i氏物siク锡 S 
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るべし。なsげなどもゆるされぬべき年比の表るしあらはれ侍る心地な〇主侍る」など氣色 

ばみおきて出で給aぬ。いとゞしく心ょからぬ御氣色あくがれまどa給ふ程、大殿の君は日 
比ふるま、にあぼし歎くCと患げし。ないしのすけか、る事を聞くに、われを世ととTpiz:許 

3ぬネのにの給ふなるにかくあなづりにくき乙とも出てきicけるをと思ひて、文などは時 

冷奉ればき乙え^办〇 
「數ならば身に先られまし世のうさを人のためにも«6す秈かな」。なまけやけしとは見 

給へど物の哀なる程のつれづれにかれもいと^Cにはおぼえじとおぼすか^心？:つきにけ 
る。 . 

「人の世のうきを哀と見しかども身にかへむとは思はざりしを」とのみあるを、おぼしけ 
るま、と哀に見る。Z:の昔御中だえの程には、Z.のないしのすけMそ人^れぬものに思ひと 

め給へ$しかど"Z.とあら^めて後は$と^まSか(CC)れなくな$爻さり給ひつ、、3すが 

に君達は數多になりにけ6。乙の御腹には、太郞君、三郎君、四郎君、六郞君、あほい君、中の 
君、四の君、五の君とあはす。內侍は、三の君、六の君、次郞君、五郎君とぞあはしける。すべて 

十二人が中にか^ほなるなく sとをかしげにとりどうにおa出で給ひける。內侍腹の君達 
しネなむかたちをかしう心ばせかどありて皆すrれ犮6ける。三の君ニー郎君は、a/Lがし 

のあとCにどと办わきてかしづき舉り給ふ。院も見なれ^まひてsとらう^く泛給ふ。この 
御なからひのZ.とい；5やるか^なくとど。 

源氏物2THI夕孩 八二 



紫の上いた//NMa給aし御こ > ちの後、sとあつしくな6給；sてをこはかとなく^み波6 

給ふCと久しくなうぬ。sと公どるおど〇しうはあらねど"年月か，3なればたのもしげなく 
(と^あえかにな-ま36給へるを、院のaもほし欺く^かぎりなし。急ばしにても後れlia 

え命立む乙とをばsみじかるべく >ぼし、みづからの御心ちicはZ1の世に飽かぬZ1となく 
うし/>めたきほ^しだにまじらぬ御身なれば、あながちにかけとCめまほしき御命ともお 

ぼSれぬを、邮比の御契かけはなれ思ひ歎かせ奉らむ乙とのみぞ、人泛れぬ御心のうちに 
も物哀におぞSれける。後の世のyaめにと镡き事どもを多くせさせ給；30、「sかV猶ほい 

bるさまにな6て患ばし名か、づらはむ命の程はおZ.なaをまぎれなく」とy2ゆみなく覺 
しの給へど更にゆるし問え給はず。Sるは我が御心にも^かおぼしをめ^るすぢなれば、か 

くねんごろに思ひ給へるついでに催されて、おなじ道にも入りなむとおぼせど、一度家を出 
<給aなば假にもZ:の世をMみひと！iおぼしおきてず。後の-111:にはおなじEの座を分け1; 

と契りかはし問え給5てたのみをかけ給ふ御中なれど、こ、ながらつとめ給はむ程は、あな 
じ山な-^とも峰を隔てVあCA見舉らぬすみかにかけはなれなむ事をのみおぼしまうけたる 

こ、かく Sとたのもしげなきさ1に惱みあつい給へば、いと心苦しき御有樣を今はとゆき離 



れ〇きざみには捨てが/2く、なかなか山水のすみか濁$ぬべくおぼしとC乙ほるほどに、唯 
うちあざへたる思ひのま、の道心起す人A、にはZ.よなうおくれ給CAぬべかめ6。御ゆるし 

なくて心aとつにおぼした、むも^!まあしくほいなきやうなれば乙の事icようてど女君も 
うらめしく思a昍え給aける。我が御身をも罪輕かるまじきにやと後めたく^ぼされけ-^。 

部比4)力くしの御IIRて#かせ舉纟输aける法#經千部急ぎて供tし输ふ。我が御殿と^ 

ぼす二條院{Cてぞし給CAける。七僧0法服など^な^な給はす。物の色緻ひ目よりはじめて 
淸らなる事かぎりなし。大かた何事もsとsかめしきわざどもをせられ^うU乙とごとしき 

さまにもIjaえ給はざらければ委しき事ども、患らせ給はざ夕けるに、女の御おきてにはい 
y2$ふかく佛の道にSへma給aける御心の程を、院はいと限なしとiiL舉6給ひて大方の 

街^つらW何かの事ばか6をなむ營^せ鈴aける樂人舞人などのZ.とは大將の-Sとうわき 
て仕うまつ6給ふ。內、赛宮、きs Sの宮违をはじめ舉$て御方A、rJ、かしNJに御誦經ほう 

もちなどばか6の事をうち泛給ふだに所せき(<:、ましてをの比乙の御いそぎを仕うま0ら 

ぬ所なければSとZ:ちたき取どもあ々。S0の程苁いとかくいろぃ/>おぼし^:うけ、む、げ 
にSをのかみの世 <、を經たる御願Rやとe見え/2る。花散illとIH1えし御方、明石なども波4 

給へ6。南東の戸をあけVおはします。寢殿の西のifliな0け北の廂に方々の御局ども 
は3うじばかAをへだてつ > 老犮3。やよaの十日なれば花盛にて、空の景色^:•どもうら、 

かに物おもしろく、佛のおはすなる處の有機遠からず思；3やられて、乙となる深き心もなき 

源氏物語御法 S 



人さへ罪を失ひつべしい：齋乙るさんだんの聲もを乙ら〇どひ^るひゞきおどろ為どろしき 
を、うち休みて％つま^%る程だ((:哀におぼさる、を、まして乙の比と^トノ、何事tcつけて 

も^!3ぼをくの：4おぼし者石。明石の御方に三宮して冏ぇ^まへるノ 
「VJしからぬ乙b身^-がら^-かぎりとて薪〇きなむ乙と0',•かなし3」。御かへ$心ぼをき 

すぢは後の[iaぇも心あくれ^るわざ妃や、をZ:はかとなくぞあ冰る。、 
「薪乙るおもaはけふをはじ36,に1:*r乙の世にねがふ法ぞはるけきし。夜もすがらたふとき 

乙とにうち—せたifずtしろし。ほのぼのと明け行く朝•ほらけ"繁間ょう 

見ぇ2る花のsろいろ猶蒞に心とt$ぬべH匂aわた令て百千鳥のさへづるも笛の音に劣 
らぬ6ちして物の哀もおもし/)S7P殘らぬ程に、陵王の舞aて急になる程の末つかたの樂 

矻やかに振は、しく間ゆるに"皆人のぬぎかけたる物のいろいろなど名物の折から(Cをか 
しうのみ見ゆ。み子ii上達部の中にも、物の上手ども手の乙さず遊び給ふ。かみしも心ちょ 

デに典ある氣色どもなるを見給ふにもの乙う少しと身を尨ぼし^る御心のうちicは萬の事 
哀に5:ほt給ふ。昨日例ならず起き居Sせ給へクし名殘にやいと苦しうて臥し給へる、年比 

か、る物の折ごとに參りつどa遊び給ふ人々の御かたち•有機のおのがじ、の才ども琴笛の 
音をも今日や問き給ふべきとぢめなら1;とのみあぼさるれば、さしも目とまるまじき人の 

顔ども、哀に見波され給ふ。まして夏冬の時につけ/2る遊び戯ぶれにもなまいどましき去 
たの^よおのづから立ちtじ6もすらめど、さすがに情をかはし給ふ方々は誰も久しくと 



在 

1V 

まるべき世(Cはあらざなれど、まづ我aとり行くへまらずなうなむをおぼしつ< くるいみ 
じう哀な乙とはて、おのがじ、歸6給aなむとするも遠きわかれめきてをしまる。花散 

里の御か穴に、 
「絕えぬべき御法^がらど^Qまる、世々にと結•ふ中のちぎ$を」。御かへう、 

「結びおくちぎらは絕免じ大か^ののZ:らすくなきみの なうと7P」CやがてZ:のつsて 
に不斷の讀經懺法など^ゆみなく尊き事どもをせSせ給ふ。御ず法は乙となる^るしも見 

±で程經ぬれば、例の事になりてうちはへSるべき所々寺々比1:ぞせSせ給aける。夏にな 
6ては例の暑3にさへいとv消え入6給aぬべき折令多かう。をの事とおどろおどろしか 

らぬ御心ちなれど、唯sとょわきStになう給へれば、ひつかしげに所せく惱み給ふ事もな 
し。Sぶらふ人A、7Pいか{(:おはしまさむとするRかと思aょるにもまづかきくらしあたら 

しう悲しき御有檻と見舉る。かくのみあはすれば中宮乙の院にtかで3せ給ふOa/Lがしの 
對におはしますベければMなたには^待ち間え給ふ。儀式など例に變らねど乙の低の^:^ 

を見はてずな6ぬるなどのみおぼせば、萬(Cつけて物哀な名對面を聞き給ふRもをの人 
かの人など耳と < めて聞かれ給ふ。上達部などsと多く仕うまつ6給へ6。久しき御對而の 

とだえをめづらしくおぼして御物語乙貧やかに聞え給ふ。院入6給；sて「今夜はすばなれ^ 

る心ちして無德安？まか办やすみ侍らび」とて渡6給びぬ"起き居給へるを嬉しとあぼ 
し^るもsとはかな:^程の御なCSめな办。「方 <、におはしましてはあなたR渡らせ給はむ 

II.—^1 ぶ;-' 
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もかたじけなし〇參らむ乙とは/2わりなくな合にて恃れば」とて患ばしは乙な^Rおはすれ 
ば、明石の御方も渡6输ひて心深げic%、つtうたる^物語どもwt力はしrメ>は御V屯0 

うちに3>ぼしめCらす^多かれどさかしげになからひ後などのたまCA出、つる乙ともなし。 

掐なべての汜の常なき有樣V」おほどかに乙とずくな、るものから、あ5はかicはあらすの 
为まaなし^るけはaなどぞ"乙とに出でたらむよりも哀に物心ぼをき御氣色-W患るう见 

泛ける0宮逵を觅黎6給うても「お，のあの、师行く末をゆかしく思CAI111えける乙をかくはか 
なか6ける身を惜む心のまじりけるにや」とて淚ぐみ給へる御顔の匂ひいみじうを力しげ 

^6。な-^かうのみおぼし^ら1;とおぼすR中，V3うち泣き給びぬ。ゆ、しけになど(1沿えな 
し給ちす，^のつSでなどRぞ「年比仕うまつ$、なれ六るA々のIとなる上るベなういとを 

しげなるはこの人かの人恃ら：ずな6なむ後に御心とぐめて尋ねへ？もほせ」などばか6聞± 

給aける。御ft經などによふてど例のわが御方に渡6給ふ。三宫はあま穴の御中にいとをか 
しげにてあ6•き給ふを、御心ちのaまには前にす^私う給ひて人の沿かぬまR「甘ろが侍>b 

ざらむにあぼし出でなむや」とlilriえ給べば「いと戀しかヶなひ。ま/>はうちの上よ"も宮よ" 
も母を乙を11:5办て思ひ即ゆれ。おはせずば心ちむつかしか6なむ」とて目をす6紛はし給 

へるさまをかしければほ、焱みながら淚は公ちぬ-1おとなになり給ひなば乙、に住み給し 
てCの對の前なる紅梅と樱とは花の折々に心留めてもてあそび給へ。さるべから1;を$は 

弗{Cも备り給へしと問之給へばっ〇ぢうなづきて御顔を文もりて滅の落つべかめれば立ちて 
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おはしぬ。とり心きておほしたて麥6給へればこの宵と姬宮とを：ぜ见3しliHえ給はひこと 
口惜しく哀におぼされける。秋待ちつけて世の中すこし凉しくな6ては御心ちも邮3はや 

Cやうなれ^J猶ともすればかごとがまし。3るは身に患むばか6なぼ3るべき秋風ならね 
ど露けき^6がちにてすCし給ふ。中^(5:參6給aなひとするを今^^しは御^ぜよとも 

開免まほしうおぼせども、§かしきやう{Cもありうちの御使の隙なきもMしければさも119 

え給はぬに、あなたにもえ渡$給はねば■>:!ぞ渡6給aける•。かたt一らs^けれどげに見奉ら 
ぬもかaなしとて、Z:なたに御吏？baをことにせSせ給ふ。乙よな/?Mせほを6命へれど 

かくて乙そあてRなまめかしきmとの限なsrpiurD办てめて^かりけIIと、きしかたあま 
うにほひ多くあざあざとかはせし3か6はなかなかこの世の花のかをりにもよそへられ給 

ひしを•限もなくらうたげicをかしげなる御さ噯にていと假初に世を思；5給へる^色似る 
ものな.く心苦しくす</>に物がなし。風すごく吹き出でたる夕^に前栽見給ふとて脇息に 

よ給へるを院波6て見舉6給；3てr今日はsとよく起き®給ふめるは乙の御前icては 
こよなく御心もはれはれしげなめ々かし」とliilえ給ふCかばかりのaまあるをもいと嬉しと 

思ひIIB免給へる御氣色を見給ふも心苦しく、つ；3にsかに.おぼし3わがむと思ふにあはれ 
なれば、 •：：..•. ... • 

「> くと見るほどどはかなきともすれば風にみだる、萩のうは落」。げにど折れかへ6と 
まるべうもあらぬ花の露もよをへられたるをへ忍びがたきを、 

观-it物-alj御法 八一七 
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「や、tPせばきえをあらをふmの世におくれSきだつ程へずもがな」とて御硬をはらひ 

あへ給はず。宮、 
「秋風に忘ばしと爻らぬ露の世をたれか牮葉のうへとのみ見1;」と問えかはし給ふ。梯力 

たちどもあらまほしく見るかaある(Cつけてもかくて千年をすrすわざもがなとおぼ3る 

れど、&こかなはぬNJとなればかけとめむ方なきぞ悲しかうける。「今は1らせ給ひねみ 
だう^ちいと^しくな6恃6ね。いふか；3なくな6にける程とsaながらいとなめげにP 

$や•とて"卸几帳aきょせ1:臥し給へるさtの常ょりもいと^のもしげなく見え^へばい 

か、i—る、にかとて宮は御ををとらへfてなくなく見f給ふに誠に消えゆく露の 

>じちして限にf給へば、御麗のfも數も知らずたち騷ぎ令。——も斯ていき出 
で铪ふ折にならa給；：sて卸もの、けと疑a給ひて夜一夜Sまざまの乙とを盡3せ給へど力 

びいなく、gけばつる程に消£はて給CAぬ。宮も歸6給は<かくて觅奉6給へるをか§うな 

くあぼす。f穴れ—とtの別れにてたsf、も >.1れず、珍らかにいみじ 
く別けぐれの#ic爻どひ給ふほどさらなりや、さかしき人おはせざ6け办•さぶらメ女房な 

どもあるかぎ6更(c物銳え^るなしゥ院はましておぼし%つめIf方なければ、大將の君近く 
參4へるを御几帳のもとに呼び寄せ奉て「かく今はかぎ矣S1Wなめるを、部比の 

ま意あうて思へる事か、るきざみtcをの思ひ*がへ1:止みなむがいといとほしきを、御如 
寺こ‘5ぶらふ大と乙達識經の僧などの皆聲やめて出でぬなめるをさ6とも立ちとまりても 



のすべき^:あらむ。乙の世には空しき心ちするを佛の御志るし今はかの暗き道のとぶらa 

たに蔣みJI1すべきをかしらあろすべきよし物し給へ。3--Sべき僧誰かとま^n7^2る」などの^ 

tふ御けしき心づよくおぼしなすべかめれど、御顏の色もあらぬさま(C:いみじくたへかね 

御淚のとまらぬをとわ6に悲しく見奉6給ふ。「御もの、けなどの乙れも人の御心亂らむ 

とてかくのみものは侍るを、さもやおはしますらむ。さらばとてもかくても御5;!;の乙と次 
よろしき事に侍るなり。一日一夜にても忌むMとの患るし乙をは空しからず侍るなれど、誠 

にSふかひなくな$はてSせ給aて、後の御髮ばかりをやつ3せ給aても、2:となるかの 
世の御光ともならせ給はざらむものから、目の前の悲びのみまSるやぅ(Cて、いかC侍るベ 

からひ」と申し給；5て御忌に籠6侍ふべき志あ$てまかでぬ僧をの人かの人などめして3 

るべき2:と <も乙の君ぞ行a給ふ。尔比何やかやとおほけなき心はなかぅしかど、いかなら 
むly:にあ6しばからも見舉らひ、ほのかにも御聲をだic問かぬ乙となど心に名離れずsa 

波6つるものを、猓は遂にIIHかせ給はずな，9ぬる(C乙をはあめれ、空しき御からにても今一 

度見攀らひの志かなふべき折は只今よ6外に$かでかあらひと思ふに、つ、みもあへずな 
かれて女房のある限6騷ぎまどふを「あなかま、^ばし」と^づめ顔Rて御儿帳のか/aびら 

を、物のたまふまぎれに.引きあけて見給へば、ほのぼのと明け行く光もあぼつかなけnば大 
となぶら近くか、げて見舉6給ふに、あかず美しげにめて穴う淸らに.見ゆる御顔のあたら 

しro(c、乙の沼のかく^き給ふを見る見るあながちRかくS1;の御6もおぼsnぬなめ办〇 

谏氏物骄御法 <1九 
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「かく！^事もtた變らぬ氣色ながら限りのStは患るかりける乙そ」とて御釉を颜におしあ 
てん口 p程、火涔の苕も淚にくれ1:目も觅ぇ給はぬを乏ひて泛を6あけ1:見黎るに、な力な 

か!Mか—しかたぐひ——に心まどひも—べし。屢の唯うちやられ給へる〇fll“ 

ちたくきよらにてつゆばかり亂れたる氣色もなう艶A、と美しげなるさ戋をかきりなきリ 

のいとあかきに御色はいと患/>く光るやうにてとかくうち爻ぎらはす^ありし、うつ、の 
御もてなしよ^STP SふかSなきさまに何心なくて臥し給へる御有繁飽かぬ所なしといは 

バも近な6や。なのめにだ(Cあらず穴raなきを見舉るに、死にsるたましaのやがて乙の 

卸しにと！むと言ほゆ.ttな！」となりや。仕！つ矣る女■どの物？ 

($ 1少るもなければ、_何•賢备しわかれず备意、御心ちを—がち望つめ給ひ 
yうの卸乙とIし—。shしへ—しと—す乙とも數多見給ひし御fれど，いと 

かう言癸ては兔た知赢■りける乙とを、すべてきしか容く f笑くひなきV也ち 

し命ム。やがてをの日とかく vmめ奉る。限りありける取なればからを見つ、名ぇ過く i的 
ふPじか6•けるぞ5うき世の巾な6ける。liるばると廣き野の所もなく立ち乙みて限もなく 

S/かめし1なれどSとはか—fてf くの•ほ赢运f例のfれどあへな 

く S 空をあゆIT5ちして人にか、うてどおはしましけるを見奉る人も3ばか&いつ 
かしき御身をと、物の金らぬげす更泣かぬはなかりけり。御tりの女^•はま5LI1I1#路 

にまどふ心ちしiよ4烹び落ちぬべきをどもてあつかひける。卷大ルの沼9,ィ母若 
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うせ給へ6し時のfiiを思u出づるにもかれは猶物のあぼえけるicや、月のかほのあきらか 

に资えしを今夜はP1くれ惑ひ給へる。十四日にうせ給ひてMれは十五日の曉な6,けは 
いと花やかに3しあが$て野邊の露名かくれ^るくまなくて世の中あぼしつ^！ くるにいと 

< sとはしくいみじければ、おくるとてもsく世かはふべき。か、る悲しさのまぎれに昔ょ 

6の御ほSも遂げまほしくおもほせど、心ょわき後のをし6をおぼせば乙の殺を過rsむ 
とし給ふ(C胸のせきあrるど堪へがたかゥける。大將の君も御忌に能6給ひてあから3ま 

にもtかで給はず、明韩近くさぶら；5て心苦しくいみじき御氣色$:乙とわりに悲しく见取 

6給aて萬(C慰め聞え給ふ。風野分^ちて吹く夕茲に昔の事おぼしsで、、ほのか(ciiL奉6 

し7Pのをと戀しく覺え給ふに、又かぎ6の程の夢の心ちせしなど人知れず思ひつぐけ給ふ 

R、地へが^く悲しければ、人めRはさしtp見えじとつ、みて阿彌陀佛阿彌陀佛とひき給ふ 
ず、の數に爻ぎらはしてぞ涙の玉はもてけち給61ける。 

「Sにしへの秋の夕の乙；5しきicい唛はと見tしあけくれの夢」?:'なごりさへうか6け 
る。やんごとなき僧ど7PSぶらはせ給；3て"定まる念佛をば3る7Pのにて法#經など；Hill 

ぜ3せ給ふ。かたが/2いとあはれな6。臥しても起きても淚のひるよなくき6ふたがりて明 
し黹し給ふ。Sにしへより御身の有樣あぼしつt くる^鏡に見ゆる影をはじめて人には異 

な6ける身ながらsはけなき程よ6悲しく、常なき世を思a基るベぐ佛などのす、め給a 
ける身を心づよくすrして遂に來しか^行く Sきも/2めしあらじと^ゆる悲しSを見〇る 

说氏物2??御法 
SI 
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かな、今は乙の世に後ろめたき事殘らずな6ぬ、aた道に行ひrおもむきなむにさは6所あ 

る^じきを、sとかくを3めむ方なき心tどaにては、願はむ道にも入ぅがたくやとや、ま 
しきを乙の思ひ少しなのめに忘れさせ給へと阿彌陀佛を念じ舉6給ふ。所々0餌とぶらひ 

うちをはじめ奉りて例の作法ばかはあらずいと泛げく問え給ふ。おぼしめしたる心の 
受どにはさらに何事も目にも耳Rもとゞまらず、心にか給ふ事あるまじけれど人((:ぼ 

けぼけしきさまに見えじ、今更に我が世の末にか穴くなしく心弱きまどひに1:世の中をな 
む背きにけるとなかれとレまら1;名をおぼしつ、URなむ、身を心にir:せぬなげきをさへ 

5ちそへ給ひける。致仕のあと、哀をネ折過し給はぬ御心にてかく世にたrひなく物し妒 

ふ人のはかなくうせ鈴SぬるてとをDをしく哀に&ぼして、いと乏ば夫ば脚.ひ阳之給ふ0皆 
大ぶの御a上うせ給へ6しもこの比のMとぞかしとおぼし出づるにいと物悲しくそのを 

らかの御#を惜み間乞給ひし人の多くもうせ給ひにけるかな、後れ先だつ程なき世な6け 

6OSなど、患めやかなる夕貉にながめ給ふ。空の氣色も穴^ならねば御子の藏人の少將して 
寧6給ふ。哀なる乙となど乙まやかに聞え給ひて、はしに， 

「(にしへの秋さへ今の乙、ちしてぬれにし釉に露?:'おきをふ」。をりからに萬のふる事 
おぼし出でられて何となくム>の秋の事戀し<かきあつめ、乙ぼる、涙をはらひもあへ給M 

ぬまぎれR、御かへし、 >> 
「露けSょむhし今と^-おもほえず大か^秋のょZ.をつらけれ。物のみ^しき御^のま 
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、ならば爻ちと6給；5ては心よわくも」と—目留め給CAつべきおとCの御心ざまなればめや 
すきほどに」と「度々のなほざ-CNならぬ御とぶら；3のか3な6ぬる事」と悅び問え給ふ0うす 

Vみとのたまaしよ6は、今す乙しこまやかにて奉れCSO低の中(CSいはびありめでたき人 
も、あいなう大かたの世にそねまれ、善き(Cつけても心のかぎ-リおご6て人のため苦しき人 

もあるを、あやしきまですレス•なる人に7pうけられ、はか^く^いで給ふことも何^につけ 
ても世にほめられ、心にく>折ふしにつけつ、らうらうしくありがたか6し人の御6忒へ 

な6かし。3しもあるまじきおほよその人さへその比は風の音蟲の聲につけつ、涙^とS 

ぬはなし。ましてほのかにも見奉6•し人の思；3慰むベぎ世なし。年比むつまじく仕うまつ6 

訓れたる人A、乏ばしも殘れる命うらめしき¥を歎きつ、尼にな6この世の外の山ずみなど 
に思ひたつもあ$けり。冷nt水院のき3いの^よ6もあはれなる御せうをr」絕えず、盡きせぬ 

事ども問え給；5て、 
「枯れはつる野邊をうしとやなき人の秋に心をとArめざ6け1;。今な1;/^とわ6知られ 

侍6ぬる」とありけるを、物公ぼえぬ御心にも•うちかへし置きが^く見給ふ。いふかaあ6 
をかしから1/方のなぐさめにはZ.の宫ばか6乙そおはしけれと、聊物まぎる、やうに^ぼ 

しつV くるにも淚の^ぼる、を、IIのいとまなXえかきや6給はず。• 

「のぼりにし雲ゐながらもかへ6見よわれあきはてぬ常ならぬ世に。おしク、み給aて 
も」とばか6うち眺めておはす"すくよかにもあぼされず、われながら殊の外icほれほれし 

源氏物515-御法 S 
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くおぼし知らるV事多かるまぎらはしに女が犮にぞおはします。佛のお前に人患げからず 
もて^(してのどやかにA—ひ給ふ。千年をt/>ともにとおぼし、かど、限ある別ぞいと 

口ど息i各る。今遠のf乙—とにまぎ1じく後の世をと、笑みちに公ほ 

Nたつ：：なし。されど人ぎ、をはくか会給ふなITあぢきなかりける‘餌わざの乙とC 

も•ェか文hしくのた咬alsきつることなか^'ければ、大將の君な1;とり％ちてゼう爻つり 
給sける。今琴とのみ我が身令$か这られ給ふ—IIはかなく 5—ける 

も^の >じちのみす。中.>1などもおぼし忘る、時の!I-S1なく戀ひきこぇたまふ。 
«.••«• . 

ザ 

幻':'. . 

麻の光を見給ふにつけてもいと^■くれ惑ひたる—にのみ御心ひとつは悲しsi 
くもあらW.に、とには例のやうに人Ait給ひなどすれど、御心地なや嗦し1まにも 

てなし铪びて御簾の內にのみおはします。兵部卿の宮心穴む給へるにぞブ、うちとけたる 

かたにて對wし給はむとて御せうそZ1きZ:ぇ給ふ。 

「我が技•ェ花もてはやす人もなし何にか春のたづね來つらむ」。宮、うち涙rみ給ひて、 
1 ぃM?dr?Hめて來つるかaなく大方の花のたょりといaやなすべき」紅梅の下に步み出〆」 

給へる卸3まのいとなつかしきにどこれょ々外に見はやすべき人なくやと？給へる。花 



はほのかk洲けroしつ、をかしき程のicほ61な60御あそびTPなく例に變るK；と多か 

60女Mなど省#比經kけるは墨ぞめの色rjまやかkて、きつ、悲しr&TP改めが力く思；53 

戋すべき世なく戀ひ間ゆるに、絕ぇて御方A、にも渡う給はず、まぎれなく見奉るをなrsめ 
にてmn仕うまつる。年比まめやかJC御心留めてなどはあらざ6しかど時 <、は見放たぬや 

うtc^-ぼし^6つる人々も、なかなかか、る寂しき御CAと6ねにな-CNては、いと^ほざうR 

もてなし給；5て夜の御とのゐなどにもこれかれと數多をおましのあたう引きさけつ、侍ら 

せ給ふ。つれづれなるt、tcsにしへの物語など^給ふ折々もあ^N。名殘なき御；sじ^Nr、 
ろの深くなう行くに〇けても、5しもあ办はつまじか办ける事につけつ、、中比物うらめし 

うおぼしたる^色の時々見ぇ給aしなどをおぼし出づるに、などてたはぶれにても又まめ 
やかに心^しき^とicつけても§やうなる心を見ぇ泰うけひ"何^にもらうらうしうあは 

せし御心ばへな6しかば、人の深き心7PSとょう見知6給CAながら怨じはて給ふことはな 
か^sしかど、aとわた6づ、はいかなら1/とすらひとおぼした$しに、少し1Cても心を亂6 

給ひけIT乙とのSとほしうくやしう避免給ふroま朐ょ-cnも餘る心地し給ふ。その折の乙と 

の心をネま-CN、今7P近う仕うまつる人A、はほのぼの問え出づるもあり。入道の宵の波•リ始め 
給へ6し程をの折はしも色には31に出だし給はざ6しかど、事Rふれつ、あぢきなの心ざ 

やと思ひ給へ$し氣色の哀な6し中にも、雪降う^6し曉R立ちやすらひて我が身もCA念 
入るやうに^えて、空の氣色はげしか6しにいとなつかしうおいらかなるものから、補のい 

源IX:物Si幻 0 . 
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<一1六. 

たう泣き3らし給へぅけ—かくしてせ令—らばし給へ"し程のiなどを、夜 

もすがら賢も又はSかなら¥装と姦し管らる。fし名1に14极なる 

べし、「い.iじうも積うにける雪かな」といふを聞きつけ給へる、雎その折の心地する(C钿份 

のさびしきもいふ方なぐかなし。 

「うちをにはゆき消えなひと思ひつ、おもaの外に猶ぞほどふる」。例のまぎらはしには 
御てうづ^ 1して行ひ給ふ。うづみ^る火起し出で、御火桶ま£)らす。巾納言の君中將の莊な 

ど御前近く御物語きZ.ゆ。獨寢常よりも3びしか60る夜の3まかな、かくて名いとよく^ 
ひすましつベか^nける世を、はかなくもか、づら•ひけるかなとうち眺めrふ。われさへうち 

捨て、よ乙の人々のsとぐ歎きわび1T乙との哀にいとほしかるべきなど見渡し給ふ。忍びや 
かにうち行；50、經など截み給ぺる御戬をよろしう思はむ事にてだに涙とまるtじきを 

嗦して秈の患がらみせきあへぬまであはれにあけ暮に卷る人々の心地っきせず思ひ!111ゆ。 
「z.D=y{っけてillsかずMふ、、/きZ.とをさをさあるまじうたかき身には生れながら又人 

よなもことに！：！惜し裏にもあ*^けるかなと思ふ乙と絕參。世のはかなく譬」1らす 

ベ-—などのおきて給へる身なるべし。をれを强ひて知らぬ顔にながらふればかく今はの 

夕近きす^にいみじき事のとぢめを見つるに、宿世の程もみづからの心のきはもの乙61 
く見はV}、心やすきに今なむ露のほだしなくなりに穴るを、乙れかれかくてあらしよりけ 

こ力ならす人A、の今はとて行き別れIT程乙を、今ひときはの心亂れぬべけれ。いとは力なし 



ふふ沿ね^^:二 Ci ぬ^ 

かし。わ/)か6ける心の程かな」と1:御目^し拭aかくし給ふに、まぎれずやがて2:ぼる、 

御瘐♦ど見奉る人々ましてせきとめむかたなし。さてうち捨てられ容6なむがうれはしSVJ 

おのおのうち出でまほしけれどさ7?泛聞免ず、むせかへ6てやみぬ。かくのみ歎き明し給へ 
る嘮、ながめくらし給へる夕茲などの-^めやかなる折今は、知のおしなべて1Cはおぼしたら 

ざ6し人令を御前近くてかやうの御物語など皂給ふ。中將の君とて3ぶらふはまだちひ3 
くよ6見給ひなれしを' いと忍びつV見給ひすrroずやあ6けむ、いとか/2はら痛きことに 

思Sて惯れもHHぇざぅ付るを、かくうせ給；sて後は、その方にはあらず人より殊にらうたき 
毛の{C心留めなぼした6しものをとおぼし出づるにつけて•かの御かたみのすぢをど哀と 

おぼしたる。心ばせかたちなど？pめやすくてうな1Qまつに覺•之^るけはひたくならましよ 
6はらうらうしと思ほす。疎き人には吏に見ぇ給はず、上達部などもむつ、3E:しき又御はらか 

らの宮達など常ic參6給へれど、對而し給ふことを5をSなし。人に向はむ程ばか6はさか 
しく思a^づめ"心をさめむと思ふとも月比Rぼけに^らむ身の有樣、か^くなしき；：5がご 

とまじりて、末の世の人にもてなやまれむ後の名さへうたてあるべし〇气ほ、れてなむ人に 

も見乏ざなるといはれむも同じ事なれど、猶音に聞きて思；5やることのかたはなるよりも 

見^しき乙との目に見るは、rJよなくきはま^&うてを：なcnと^ぼせば、大將の君などこ^ 

に御旅隔てVぞ對面し給ひける。かく心かは6患給へるやうに人のv>a傳ふべき乙/>ほCA 

を;2に思ひのどめて乙をはとね/Iじすぐし給aつ > うき世をもえ背きや6^(^ず。卸方々 

诲氏物gl.■幻 <11七 



こ稀こうちほのめき給ふicつけては、^づいとせき雛き淚の雨のみふら受3ればいとわ 

6なくていづかたにも銳來なき3まにて過ぐし給ふ。きさいの當はうちic參らせ給ひて三 
の官を^Sうざう•しき御なrsめにはおはしまさせ給CAける。母ののたまひしかばとて對 

の御前の紅梅取^'わきてうし/>みあ6き給へるをいと哀と見泰6給ふ。二月になれば花0 
木どネのf iなるネ^^しち」も、木末をかしう假み镀れるに、がの御か^みの針梅{;:滋のは 

なやかに'!0き出でたれば、立ち出で、御覽ず。 
r诳幺CEし花のあるじもなき宿に知らずがほにてきぬる忿」とうそぶきあ6かゼ弒ふ' 

麻深くな-'ゆく爻、に御前の有機いにしへに變らぬをめで給ふ方にはあらねど、表づ心な 
く 乂つけても胸s^う^ぼさるれば大か/2の世の外のや.ラに息の 一一nも.R!-ぇざらも“の 

すAゆかしうのみSとCなぅ嗦さ6給ふ。山吹などの心地よげに^きみだれ*るもうちつ 
けi'c露けくのみ見な§れ給ふ。外の花は 一fL散61:八ill-暌く花樱3か6過ぎて糨樱はひら 

け、i丈#てて色づきなど乙をはすめるを、をの遲く疾き花の心をよくわきてい/)い/)をつ 

くし植焱おき給CAしかば、時を忘れず匂CA滿ちたるに若宮「まスが樱は吹きにけり。いか< 
、ノく&ら3じ。木のめr办に儿帳を立て、加たびらをあ^ずば風も泛吹きよらじ：•とかし 

乙う思；5爻た-csと思aての^まふ。顔の$と美くしきにもうち么^れ給ひぬ。「ね!3ふは力 
うの釉もとめけむ人ようはいとかしrJうあぼしよな給へらかし」などZ:の當ばか6をぞも 

てあそびに見恭6給ふ。「君になれ聞ぇむ乙とものこ6少しや。命といふもの今患ばしか、 



づらふベくとtp對而はぇあらじかし」と•て例の涙rみ給へればsとtpのしとあぼして、母の 
の/2ま；5し己とをまがまがしうのたまふとて、ふしめにな6て御どの細を引きまさぐうな 

どしつVまぎらはしおはす。すみの問の高撊におしか、りて御前の底をも御簾の內をも見 
渡してながめ給ふ。女诱などもかの御かたみの色かへぬもあ6。例の色あひなるもあやなど 

花やかにはあらず、みづからの御直衣ち色は111:のつねなれど殊更にやつして無紋を奉れ6。 
御^?baなどもいと公ろ"e和{Cことをぎて寂しく物心ぼをげに患めやかなれば" 

「今はとてあらしやはてむなき人の心とビめし*#のかきねを」。人やりならずかなしうお 
ぼ3る。いとつれづれなれば入道の宮の御方に波6給ふに、游宮も人に抱かれておはしまし 

て乙なたの若君と定6遊び花をしみ給ふ心ばへども深からず、いとsはけなし。宵は怫の御 
前(Lて經をゼ讀み給aける。何ばか6深うあぼしとれる御逍心にもあらざ6しかど，Z:のlit 

にうらめしく御心亂る、事もあはせず、のどやかなる皆くにまぎれなく行ひ給ひて一つ方 
に思aはなれ給へるもsとう>りやまし。かくあざへ給へる女の御志にだにおくれぬる乙と 

V a惜しう公ぼ3る。あかの花の夕ばぇしていとあもし/>く见ゆれば"游に心ょせたりし人 
なくて花の色す^」まじくのみ見な3る、を「怫の御かざCNにて乙そ见るべか6けれ」とのた 

ま；3て「對の前の山吹乙を猶世に見ぇぬ花の-3まなれ。ふ3の大き3などょ泛な高ぅなどは 
おきてざうける花にやあらむ。花やかににぎは、しきかたはSとおもしろきものになむあ 

ける。植焱し人なき潘とも^らず顔にて常よりも匂aかさねたるこを哀に恃れ一とのたま 

源氏物S1ZOI1幻 公一九 
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ふ0御Sらへic一.谷には^もI.と何心本なく間免給ふを、z:としもこそあれ心憂くもと^ほ3 
る、{(:つけては、をの事のさらでもあ6なむかしと思ふに違ふふしなく1:もやみにしかな 

と、cはけなかりし程よりの御有樣をいで何事どやありしとおぼし出づるには、まづをのを 
6かの折かどかどしうらうらうじう匂a多か6し心ざま、も* 1:なし、言のmのみ思a給けら 

1給ふに、例のMの毛/)さはふと乙ぼれ出でぬるもいと^し。夕雜の截たどたどしうを力し 
き程なれば、やがて明石の御方に渡り骑へぅ。久しう3しものぞき給はぬに覺ぇなき折なれ 

ば打ち驚かるれど，さまようけはa.心にく、もてつけて、猶乙を人には^6たれと見給ふに 
つけては、又かうざまにはあらで乙を故よしをももてなし給へ6しかとおぼしくらべらる 

、にも151影に戀しう悲し3のみ增れば"いかにして慰むべき心ぞといとくらベ苦し£なた 
にてはのどやかに北s物語など患給ふ。「人をあはれと心留めむはいとわるかるべき乙とVい 

にし、より思aぇて、すべてsかなる//にも乙の世に^ふとtるべ•きことなくと心つ力ひ 
をせしに、大方の世につけて身のS*づらにはふれぬベからし比ほaなど、とざまかうざま 

に思aめぐらし、に、命をもみづから捨つベく、野山の末にはふらかさむに殊なる5はりあ 
るまじうなむ思ひならしを末の世に今liかぎりの程近き身にてしもあるまじきほだし多う 

か、づらa.て"今まで過rしてけるが心弱うもどかしき乙となど、さしてひとすぢの悲しS 
にのみはのた爻はねど、おぼしたる5まのことわりに心苦しきをいとほしう見奉うて、大方 

のV力こ可ばかり惜しげなき人だに心のうちのほだしおのづからおほう恃るなるを，まして 

課 
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いかでかは心やすくもおぼし捨てむ。さやうにあざへたることはかへうてかるがるしきも 
どかしSなど7P立ち出で、なかなかなる事など侍るなるをおぼし/2つ程(Cぶきやうに恃 

らひや。爻た遂に-fj£みは1:3せ給ふ方深う恃らIfと思ひやられ侍りて乙を。古の/2めしなど 
をIlaき侍るにつけても心に驚かれ思ふよ6違ふふしあ$て世を厭ふついて(cなるとか〇を 

れは猶わるき乙と、乙を。猶皂ばしおぼしのどめr&せ給ひて宵たちなどもおとなびさせ給 
ひま乙とに動きなかるべき御有樣に見奉りな^せ給はむまでは亂れなく侍らむ乙を’心や 

すくもうれしくも侍るベけれ」などSと/?となびてIIHえたるけしきSとめやすし。「3まで思 
aのどめひ心深.$乙を淺きに劣りぬベけれ」などのた^ひて、昔よ6物^思ふことなど語り 

出で給ふ中に「故きさいの宫のかくれ給へりし^な^、花の色5:見ても誠{C心あ>b-はと^ぼ 
えし。をiili大方の低(coけてをかしかうし御^^樣t kさな^^よら見^*^^みて、さると^ 

めのかなしS7P人より殊におぼえしなり。みづからとりねく心ざし{Cしも物の哀はよらぬ 
わざな6。年經ぬる人におくれて心をさめむか^なく忘れが々きも唯か、る中のかなし3 

のみRはあらず。幼き程よ6おほした1:しあ$ r&ま諸111:ハic老いぬる末の世に打ち捨てられ 
て、我が身も人の身名思ひつ <けらる、悲し3の坝ぇ雛きになむ。すべて物の哀名故ぁる乙 

と名をかしきすぢも廣うおも；3めぐらす。方A、そふZ:との淺からずなるtcなむあ6ける < な 
ど夜更くるまで今背の御物語にかくて名明しつべき夜をとおぼしながらかへ6給ふを女も 

物哀に思ふべし。我が御心にもあやしくもなう(Cけるかなとちぼし患らる。3ても又例の御 

•源氏物gi幻 S 
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行CAR芡ャになりてぞ迸のおましいとか6をめにより臥し給ふ。つとめて御文奉6給ふに、 
「なくなく ？p歸6((:しかな假の世はいづく名つひの.とこよならぬに」。よへの御^樣はう 

らめしげな6しかどSとかくあらぬさまにおぼしほれたる御氣色の心^し3に、身の上は 

§しあかれて淚rまれ給ふ0 
r眩がゐし苗代水の絕乏しよ6うつ6し花のかげを;iに兑ず」。ふりがたうよしある啓き 

ざまにもな-tめざましきものに气ほしたりしを、末の世にはかたみに心ばせを見^るどちに 
てうし/)やすき方にはうち/aの1;ベく思ひかはし給ひながら、また3りとてaたぶる(Cはた 

うちとけず、ゆ^ありてもてなし給へりし心おきてを、人は3しも见知らざ6きかしなどA 

ぼし出づ。せめてさうざうしき時はかやうic唯大方にうちほのめき給ふ折ぐもあう。昔のffl 

あ$さまには名殘なくなりにたるべし。Hの御方よ6御乙/)もがへの御製m奉ら給ふとて" 

「H衣^ちかへてけるけふばか6上かき思aもす、みやはせぬ」。御かへし 
「羽衣のうすき{Cかはる今Rよ$はうつせみの世どいと <悲しき」。從のHいとつれづれ 

にて今日は物見るとて人<、心Mよげなら1J-かしとてみ社のあ6 3，すなどおぼしやる。「女M 

などSかに3うざぅしから1;。]11に忍びて出\」、见ょかし」^どのた^ふ。中將の君ひんが 
しあもてicうた、ね患/2るを步み洽はして見給へればいとさ、やかにをかしきr&まして起 

き上らた办。つらつき花やかに匂ひたるMもてかくして少しふくだみたるilのか、りなど 

いとをかしげなり。紅のきばみたるけをaたる袴、くわんざう色のひとへいと濃き鈍色に黑 

/V;:JL 
1 
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きなどうるはしからず逮な.CNて、裳"唐衣もぬぎすべしy2うけるをとかくひきかけなどする 

一 に、葵を傍R潢き/2うけるをと6給；3て「Sかにとかや、乙の名Z1そ忘れにけれ」とのたまへ 
i ば" ::. I 

「さ毛乙そはよるべの水にみ萆ゐめけふのかざしよ名roへわする、」とはぢらひてIH1ゆ。 

一 げにといとほしくて、 . 

I 「大か穴は思ひ捨て、し世なれども葵はなほやつみをかすべき」など一人ばかりはあぼ 
I しはなたぬけしきなう。五月雨はSとVながめく >loし給ふよ6外の事なく 3うざうしきに、 

十除,13の月花やかにさし出て/2る雲間のめづらしきに大將の君御前にさぶらひ給ふ。花た 
ちばなの月かげにいときはやかに見ゆ^かを^ntP追風なつかしければ千世をならせる聲も 

せなむとま^る、ほどに、俄に立ち出づるむら雲0.けしきSとあやにくにておど/>おどろ 
しうふ6^る雨にを611:、3と吹^風^とう/>も吹きまどはし1:空^^/^\き心地するlt、^t 

うつ聲などめづらしからね^るごとをうち誦し給へる？P折からにや。妹が垣根に.あとなは 
せまほしき御^^6。「獨住みは殊にかはる乙となけれどあやしうr&うざうしく rJそあ-^け 

れ。深き山住みせむ(Cもかくて身をならはしたらむは乙となう心すみぬべきわざな6け.CN 一 

などの^まaて「女房乙、にくだものなど參らせよ.0男ども召Sむ达乙とごZ1しき程な^N」 
などの犮まふ。心にはたゞ空を眺め給ふ御氣色のつきせず心苦しけ.ればかくのみあぼしま 

ぎれずは、御行atcも御心すまし給はむ-Z1とか^くやと見舉6給ふ。ほのかに見し御而影だ 

源氏物gi幻 <1|一！一一 
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に^れがたし。まして乙とわりどかしと思ひ居給へ6。昨日今日と思a給ふるほどic餌はて 
もや.うやう近うな6寺$にけ$。いかや5にかおきておぼしめすらむと中し給へば「何ばか 

ヶ比•の常ならぬ乙とをかはものせむ。かの志おかれたる極樂のtたらなど乙の度なIT供養 

すべき。經-^どもあまたあ6けるをなにがし僧都皆をの心くはしう聞きisき^なればヌヵ 

へてすべき乙とても、かの僧都のいはむに從aてなむ物すべき」などのたまふ。「かやうの 
こと'\:.ももと爻らとらたて^おぼしおきてけるはうしろやすきわざなれと乙0^:には力"^ 

をめの御契な6けりと見給ふにはか*みといふばか6留め聞ぇ給へる人だにものし給{i\a 

乙を口Ifしう侍6けれ」と申し給へば、「をれはかうそめならず、命ながき人々に味さやうな 

ることの大方少か6けるみづからの口愤しさにこを。そ乙に乙そはかどはひスげ給はめ」な 

どのたまふ。何事icつけても忍びがたき御心ょわさの〇、嗦しくて過ぎにしこといたう名 

の給CA出でぬに、ま72れつる社購のほのかにうち鳴きたるもいかにし6てかと^く人^く 

^>b^TO' - - - : ■ - * * 

■:「な^」人を忍ぶるょaの村雨icぬれてやきつる111ほと、ぎす」。いと^空をながめrズ 

大將，： 
:••;*「±RSき^につてなUふるさとの花たちばなは今?:'さか6と」。女房など多くいaあつめ 

2nどとyめず。大將の君はやがて御との■£)仏侍a給ふ。さびしき御獨寢の心苦しければ時 

そかや5に侍；s給ふをあはせし夜は：s上けど^か4し。おましのあ^合のいAうも立ち離 
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源氏物語幻 

「人乙ふる我が身も末tcな$ゆけどの乙5おほかる淚ならけう」と如きをへ給ふ0九月 
なうて九日.おほ；S/2る菊を御劈じて" 、 

「もろともにおきゐし菊の朝露もひとり袂にか、るあきかな。神無月は大かたもれ 
がちなる比、いとCながめ給Wて夕恶の空の氣色などもぇもいはW心ぼをさにふらしかど」 

とaと办ごちあ11ず。雲£>ヒねたる脈00ばさもうらやましくまもられ給ふ' • 

「大空をかよふ兔ほろし夢にだに見ぇ乙ぬたまのゆくへた、つねよ」。何事につけてもまぎ 

れずのみ月日にをへて^ぼさる、五節などいaて世の中を乙はかとなく今めかしげなる頃 

大將殿の君達殿上し給ひて參6給べ6。同じ程にて二人いとうつくしきさまなり。御をぢの 
頭中將藏人少將などをみにて靑摺のすが/2ども淸げにめやすくて、皆うち韻きもて力しき 

つ->諸典に參6給ふ。思ふ事なげなるさ爻どもを見給ふにいにしへあやし力6し日Wのを 

すが1Cおぼし出Vらるべし。v,r r、 ci 
'「宮、よと!•のあかりにいをぐけふ日かげもしらV くらしつるかな」。今年乙は力くて？ 

び過：^しつれば、今はと世を去り給ふべIど近く气ほし—くるに哀なる乙と？せず。 

やうやうSるべき乙と、、も御心のうちにおぼしつくけ1:恃ふ人>にもほどほどにつけUも 
の^1Hひなど、おどろおどろしく今なむ限$と矣なし給はねど、近う侍ふ人々は御ほ迨遂げ 

fへ，i色と暴るtに、年の恶れゆくも心ぼそう^しき，」とかfなし。落ちとま>?) 

てかたはなるべき人の御文どもやればをしとおぼされけるにや、少しづ、の7し給aけるを 
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牧のついでに御1じつけてやらせ給3などする((:、かの須磨のよ/>ほひ所々よ6挛6給ひ 
けるもある中に、かの御手なるは殊にゆひあはせてぞあ々ける。みづから皂おき給aける乙 

となれどクしうな-C\にける世のこと、おぼすに、只今のやうなる墨つきなど^に千とせ0 

かたみ{C患つベか6けるを見ずな$ぬべきよと^ぼせば、かひなくて疎からぬ人A、二三人 
ばか0御前icてやらせ給ふ。Sとか、らぬほどのことにてだに過ぎRし人の跡と見るは哀 

なるを、ましていとVか—くらし、それとも見わかれぬまで降6おつる御淚の水莖に流れを 

ふを人もあまう心よわしと見奉るべきが、かたはらいたうはしたなければおしやり給aて、 
「泛での山越ぇにし人を矣たふとて跡を見〇、もなほまどふかな」。Sぶらふ人Aiまほ 

にはぇ；S/Dげねど、をれとほの•ほの見ゆるに心惑；3どもおろかならず。この11:ながら遠から 

ぬ御別のほどをSみじとおぼしけるにかい給へる言の葉、货にそのを6よ4もせきあ 

へ^悲し3やらITか^なし。Sとうたて、今；5ときはの御心惑；5もめ、しく人わろくな6 2 

べければ、能くも見給はで乙まやかに#き給へるか犮はらに、 
「かきつめて見るもかびなしもしほ草おなじ雲ゐの烟とをなれ」とかき〇け§亡給ひて 

皆やかせ給Wつ。御佛名t今年ばか6に乙をはとあぼせば4Cや、常よ6も乙とに3くぢゃぅ 
の潍❖などあはれ{Cあぼ3る。行く末ながき己とを希ふも佛の聞き給は•む乙とか^はらい 

六し。雲いたうふ$てまめやかに積办にけ^N。導師のまかづるを御前にめして3かづきなど 
常の作法よ67proしわかせ給；3て殊に祿などたまはす。年比久しくまわ6公にも土うtつ 

淑氏物I}?f幻 
S 

—iiKiii 
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立し—もiじ訓1師の—IIは名侍11。例^ 
達上達—ど14へんS花のわづかに氣色ばみはじめW 

:;f t—、御tび！—名べけれど猶今fで—— 
ノ給へば時によ^^るものぅち誦じなどばか$ぞせさせ給ふ。1乙とや翁Gの盃のつい〆I 

7恭までの命も患らず雪のぅちにSるづく梅をけふかざしてUJ。御かへし、 

fi世の1iといのillfとをふjる」。人 
きたれど、もtつ。——出で給へる。御—ち昔の御光にもヌ—ナひて 

くめでた—ふを、—ふ矣るよはひ—VI淚if 

とおぼすも心ぼ—に謇のなやIK雾か、るべm心_|せ—むと定り 

あらき給ふもをかしき御あ*^さまを見ざらむ乙と、、よろつに忍びが穴し.。，： 
「mと過tl—14—ふゃっ美る」。朔の！？;^ 

よるべくと嘗！烹。大—御引出物fの1ど二！ 

おぼしまうけてとぞ。 

•匂宫：•':.: . 

光かくれ給；3Rしのちかのみかげ廷 1ふべき人t—御末々—各たかぅけ 



U.いニン乂，こ-二汉、六iwii.•:uiふニゾ-v•二二1 u .'-VM： •-•ごべ.“a、心いム於ビ-;.. 

‘••.•-、ィイ欲猶 

$。おりゐのみかどをかけ奉らむはかたじけなしI當代のH宮をのおなじおと< にておrA出 

で給ひし宮の若君と乙の二所な1;と6ど6にきよらなる御名と6給ひ1:げicいとなべてな 

らぬ御有樣なめJhど$とまばゆききはRはあはせざるべし"唯世の常の人ざまicめで^く 

あて((:なまめかしくおはするをもと、して、る御なから；3に人の思alnlえ/aるもてなし 
あ6SまもいRしへの御；5 < きけぼaよ^ntpや、立ちまさ$給へるおぼえがらなむ、か^ 

へは/sjよなういつくしかヶける、紫の上の御心よせrJとkはf、みPBえ給aしゆ^。三^は 
二條院におはします。審宮をば5-るやんごとなき7Pのにあき奉り給ひてみかど；5V3きいみ 

じく悲しう去奉6かしづき聞えSせ給ふ宮なれば、內ずみをせ3せ奉り給へど、捫心安き故 

鄕{C住みよく泛給ふなみけ6。御元服去輪aては丘ハ部卿の宮と問ゆ。女一{Sハ條院の南の町 

のmの對をそのよの^つらaを改めずおはしまして朝夕ic戀ひ忍びIn]え給ふ。二宮もおな 
しおとての寢殿を時々の御やすみ所k泛給ひて梅壺を御W司(c^給；5て右のおほい殿の、中 

姬宮を得^6給へ6。〇ぎの坊がね}CてSとおぽえrJ-AJicお名おもしう人がらtPすくよか 

になむものし給aける。4ほいとの、御むすめは$とあ爻たものし給ふ。大姬君は赛宮に參 
6給ひてまたきしろふ人なきさ-1にて侍ひ給ふ。をのっぎっぎ皆っぃ\ぃのま、に乙をはと 

世の人も思；5きこえきr& sの宮7P.の^まはすれど、Z1-0兵部卿宮は§.しもおぼし^らず、我 
が御心よ6お乙らざもむ乙となどは凄じくもおぼしねべき御氣色なめ6。おとぐもなicか 

®氏物語匂贫 八一一!九 
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よやうのものとさのみうるはしうはと^づめ給へど、又さる御氣色あらむをばもてはなれ 
て？pある咬じう^もむけて、SとS/2うかしづき聞え給ふ。六の君な〇をのZ1/D少しわれは 

と思ひのぼ6給へるみ乙犮ちかんだちめの御心つくすくさはaにものじ給ひける。院かく 

れ铪ひて後3まざ爻集ひ給へ6し御方/7.、なくなく遂におはすべきすみかどもに公のあのう 
つろa給ひしに花散mと1IHえしは東の院をぞ御” vうぶんの所にて渡り給aRける。入道の 

宮は三#の宮におはします。い、sirきさきは內にのみさぶらa給へば、院のうち5びしく人ず 
くな(Cなうにけるを、右のおとぐ人のうへに1:いにしへのためしを見!1Bくにも生けるかぎ 

6の出に心.^留めてつく*^志めたる人の家居の、名殘なく 5ちすてられて低のならひも常 
なく見ゆるはいと哀にはかなさ知らる、を、我が世1Cあらむかぎむだに、この1>^あらさずほ 

と6の大路などひとかげかれはつまじうとおぼしの給はせて、丑资の町にかの一條の當を 
度し蜂らせ給CAてなむ、三條殿と夜ごとに十五.日づ、うるはしう通ひ住み給ひける。二條院 

とてつく 6みがき六條院の春のおとvとて世にの、し办し31のうてなも唯一人の御末のた 

めな6けりと見えて、明石の御方はあま/2の宮達の御うし/)みをしつ、あつかa价免給へ 
ぅ。おほい殿よいづか/2の御事をも昔の御心^きてのま、に改めかはる乙となく、あまねき 

isvじtc仕うまつ6給ふiLも對の上のかやうにてと^:6給へらましかば，いかばかり心をつ 
くして仕うまつ6見え奉らまし、遂にS3、かも取6わきて我が心よせと見知ぅ給ふべき 

ふしもなくて過き給ひにし乙とを、口惜しく飽かず悲しう思a出で聞t給ふ。天の下の人院 



を戀ぴ!iii免ぬなく、とにかくにつけても世はた☆火をけち^るやうに何事もはえなきなげ 
きをせW折なかCNけ々。まして殿の內.の人令御方々宮達などは更にも113えず、^なき御^を 

ば3るものにてまたかの紫の上の御有樣を心に患めつ、萬の事につけて思ひ出で問え給は 
ぬ時のまなし。^の花の盛はげに長からぬにしも覺えまさるもの1Cなむ。二品の宮の若君は 

院のきこえつけ給へ6しま、ic冷泉院のみかどと$わきてあぼしかしづき后の宮もみ乙た 
ちなどおはせず心ぼをうおぼ3る、に、うれしき御うし/>み^まめやか^为のみ即±給へ 

办。御元服なども院にてせさせ給ふ。十四にて二月に侍#.にな6給ふ。秋右近の中將Rな$ 
て餌たうば6の加階などを3へいづ乙の心もとなきicか急ぎ加へておとなびさせ給ふ。^ 

はしますなとy近き對をW司に患つらaなどみづから御覽じいれて蒞き人名わらは袤もづ 
力へまて勝れたるをえ6と、のへ、女の御氣色よ6もまばゆく整へ3せ給へ6。ヒこも;^に 

もさぶらふ女房の中1Cもか^ちよくあてやかにめやすきは皆うつし渡3せ給；5つ\院の 
内を心{Cつけてすみよくあ$よく思ふべくとのみわざとがましき御あつかacsにおぼ3 

れ給へ6。故致杜のおほい殿の女御と聞えし御腹に女宫y2c一所おはしけるをなむ限6な 

く力し、つき給ふ御有樣におとらず。后の宮の御おぼえの羊月にま36給ふけはaic乙をは0 
などかSしもと見るまでなむ。母宮は今はたC御行を患づかに^給ひて月ごと{C御念弗、年 

に二度の锏八講を6を6の翁き御いとなみばか6を患給aてつれづれにおはしま七』ば2.の 
芬の出で入6給ふをかへ.cxては親のやう(c^aのもしきかげにあぼしたaば、いと哀にて院 

源氏物語匂贫. 
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こも內にも召しま〇はし春宮も次々の宮達^なつかしき御あをびが^きに1:仞ひ給へば 

1と幻なし苦しうてSかで身をわけてしがなと覺ぇ給ひける。！な心地にほのf給0 
してとの1之-ぶかしう衾つかf思ひ渡れど問ふべ文—し。「寶は7一との氣 

色にてTpfけ-とIsれむ。契はらS—す1ばf、怎心緊けていかな 

りける事にかは、何の契にてかうやすからぬ思ひ添ay2る身icしもな上でけむ。ぜんけう 

、」0 ノの我が身に問aけむさとらをもtてしがな」とぞひと办ご^れ給ひける 

プ「Iつかな誰にとはましいかにしてはじめもはても知らぬ我が身ど」。いらふべき人名 
なし。事にふれて我が身にク、がある心地するも穴ゞならず物なげかしくのみ思ひけB 

しつ、宫もかく盛の御か穴ちをやつし給ひてなにばか$の御道心にてか戕に赴き系ひ1 

/、かく思はずなもけるZ:とのみだれに必ず憂しとおぼしなるふしありけむ、人もtsにも 

ぅ：：：15らじやは、猶でむべ—との聞ぇにょ6ねれには氣色塞らする人の1 
i思ふ。明囊め給ふやうなめれどはか—iほどき給へる女の御fりの程に§ 

辭もあきらかに玉と磨き給は呈とか穴し、五つのなにがし名猶うし八め九きを乙/0 
御>>&をたすけておなじうは後の世をだにと思ふ。かの過ぎ給ひにけ〇も安から.毛こ 

fれてやなどtはかるに、世をかへても對而せまほしき心つ—元服はものう 

が4’ひけれどすまひはてず、おのづから世の中にもて—れてまばゆ—て■かなる 
御身のかf—につかずの——4へi。內穿母宮の御か—S心ょせ深 



.4、 

二 

くていと哀なるものにおぼされ、ぎざいの宮はたもとよ$aとつあと<(?:て、宫達諸其に生 
ひ出て遊び給aし御もてなしをさをさ改，め給はず、末に生れ給；3て心苦しうあとなしうも 

え見あかぬ乙と、"院のあぼしの^爻ひしを思ひ出で聞え給aつ、あ/>かならず思ひIH1え 
給へら。右の^とCも我が御乙どもの君達よヶも乙の君^ば乙まやかicやAごとなくもて 

なしかしづき奉6給ふ。むかし光君と聞えしはきるまたなき御おぼえながら、猜み給ふ人y 

ちそCA母方の御後見なくなどあろしtc御心ざ^7P物深く世の中をSほしなだらめし程に、 
ならびなき御aか6をばまばゆからずもて^づめ給ふ。遂にさるいみじき1H:のみだれも出 

できぬベか6しをも事なく過rし給aて後の世の御つとめもおくらかし給はず、よ^づ3 

6げなぐて久しくのどけき御心お，きてに/gをあらしか。乙の君はまだしき{L世のおぼえい 

と過ぎて思aあが6たる乙と乙よなくなどぞ物し給ふ。げに5るべくていとZ:の世の人と 
は造6出でざ6ける、假に宿れるかとも見ゆる^と添a給へ.OS。顔かたちもを乙はかといづ 

乙なひすrれ穴るあなきよらと見ゆる所もなきが、^Cいとなまめかしう耻しげにVじのあ 

く公ほか办げなるけは；5人に似ぬな-CNけう。かのかうばしさど乙の世のにほCAならず、あや 
しきまでうちふるま；3給へるあた6遠く隔为る程のおひ風もま乙とic百步の外も1$ぬべ 

き心地泛ける。誰も3ばか$にな$ぬる御有樣のsとやつればみたぐあ6なるやはあるべ 
き。さ^ざまにわれ人にま3らむとつくろひ用意すベかめるを、かくか*はなるまで打ち忍 

ひ立ちょら1;7^物のくまも急るきほのめきのかくれぁるまじきにぅるさがぅてを3を3议 

游氏物語句宫 

广：. 
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67Pつけ給はねどあま^の御唐櫃icうづもれ^るかうのかども、、乙の君のはいふよしも 

•なき^;3をくはへ、御前の花の木もはかなく釉かけた^ふ梅の香は春雨の^にもぬれ身に 

患むる人おほく、秋の野にぬしな刍藤袴ももとのかをりはかくれてなつかしき追風ことに 
を6なしからなli'^s-CNける。かくあやしきtで人のとが1;る香に^^給へるを^部滩《Is 

なむ之とごとよ4もS•どましく^ぼして、それはわざと萬の勝れたるうつしを^め給ひ胡' 

夕の乙とわざにあはせSとなみ、お前の前栽にも春は梅の花園をながめ給ひ、秋は世の人の 

めづる女郞花Sをしかのつまにすめる荻の露にもを5をさ御心うつし72まはず、老を忘る 
、鄉に衰へ行く藤街ものげなきわれもかうなどはSとずさまじき霜姑の比ほびまておほし 

揄てずなど、わざとめきて香にめづる思ひをなむ立て、乙のましヲむはしける。か、る程に 

少しなよびやはらぎ,tぎてすき^る方にaかれ給へ• 6と世人は思aIlnぇ^办。背の源氏は 
すべてかく^て、をの事とやうがは-^^み給へる方^なか6しかし。源中將乙の宮には^ 

に參6つ、あそびなどに7Pきしろふもの、音を吹き立て、げにSどましくネ若きどち思CA 

か丈し給aつべき人のさまになむ.。例の世人はRほふ兵部卿、かをる中將と間きにく、いひ 

〇てナてをの比よき〇すめお.はするやうごとなき所A、は心ときめきに間之rちなど^給ふ 

もあれば、宮はさまざ爻にをかしうもあ6ぬべきわた6をばの^まひよ6て人の御けはa 
一あうをも氣色とろ給ふ。心ざと御心Rつけてあぼすか^は乙とRなかりけ$。冷泉院の 

一宮をぞSや.うにて名見奉らばやかひありなIfかしとあぼし六るは、母女御もいとあもく 

卿 
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心にく、物し給ふあ/26にて、姬君の御けはaげにとあぅがたく勝れてよをの問えもおは 

しtすに、まして少し近くもさぶらひなれたる女房などの委しき御有樣の事にふれて聞え 

傅ふるなど名あるにいとV忍びがたくおぼすベかめ6。中將は世の中を深くあぢきなきも 
のに思；Sすま•したる心なればなかなか心とゞめて行きはなれ難きあもひや殘らむなど^么 

k、煩しき思aあらむあ^6にか、づらは〇はつ、ましくなど思6i捨て給ふ。3しあ^$て 
心に患むべき乙との衣き程さかしだつにやあ6けむ、人のゆるしなから0事などはまして 

思；sよるべぐもあらず。十九になら給ふ年三位の宰相にて猶中將もはなれ給はず、みかどき 

3きの御もてなしに*<人にてはは<かりなきめでたき人のおぼえにてものし給へど"心 

のうちには身を思ひ^るか^あ^Nて物哀Rなどもあぅければ心にまかせてはやりかなるす 
令ごとを5をS好まず、萬の事もて^づめつゞおのづから^よすげたる心ざまを人にも^ 

られ給へ^。三宮年にそへて心をくだき給ふめる。院の姬宮の御あた$を見るにもひとつ院 
の內に明^立ちなれ給へばノ事にふれても人のあ-まを聞え見舉るにげにいとなべてな 

らず、•心にく、ゆ^ゆ^しき御も1:なし限なきを同じくはげにかやうならむ人を見むに乙 

を生^る限の心ゆくべき〇まなれと思aながら大方乙をへだつる乙となくおぼしたれ。® 

宮の御かたざまのへだてはrJよなくけ遠くならはさせ給ふも乙とわ.CNit心づらはしければ 

あながちにも交らaよらず、若し心よ6外の心もつかばわれも人もいと惡しかるべきiと 

思a患^>て物IIれよることもなか6,け.CN。我がかく人(Cめでられむとな6給へる有樣なれ 

源氏物語•匂宵 @ 
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ば、丈かなくなげの詞をちらし給ふあた*^も7よなくもてはなる、心なく靡きやすなるl 

どに、尨のづからなほざ^〇のかよa所もあま^になるを人の*めに乙とごとしくなどもて 

なさず。ふとよくまぎらはしを乙はかとなく情なからぬ程のなかなか心やtしきを思ひよ 

rlる人冬svbtよnつ、三條の宮に參6あつまるはあまたあちつれなきを見るも苦しげ 
在と心1SSて、！あ—じ|は7)人S 

はか—契ぅ装のみ家け穴る多かんSすがにいとなつかしぅ見所t5Aa御あW 

寸なれば、見る人皆il>にはからる、やぅにて見過CSる。宮のおはしまさむ世の力{f 
夕に御めかれず御馨られ、見奉らむを茂と§の—へば、右2と— 

ふ御むすめ力ちを、一人一人はと心ざし給ひなが|，」とに出|はず。|1^^ 
1らalls—ど、為君達——外にはなずらaf、へき人を求^ 

出づべきよか太と尨ぼしねづらふ。やんごとなきよらもないしのすけばらの六の忍はV 

rrJrll:をかしげに6ばへなどもたらaて生a出て給ふを、世のおぼぇのあとしめざまな 
るべきしネかくあたらしきを心苦しぅおぼして、一條の宫のSるあつかひrsもたまへら 

れでさぅざうしきに迎.へとぅてT給へと心ざとはな/、て乙の人令に見せをめては必ず 
心留め給ひてむ、人の有樣をも見知る人は乙とに乙をあるべけれなど尨ぼし1:、いといつく 
レぅ文もてなし給はず、今めかしくをかしきやぅに物ごのみせさせて人の心づけむたよぅ 

多くつベJなし給ふ。•の-^みのかへ6あるじのまぅけ六條院に1;いと心Z.とに患給aて 



御午をもあはしまSせ：むの心づかひ皂給へ^S。もの日みこたちおとなにおはする丈皆3ぶ 
らひ給ふ。きさい腹のは孰ともなくけ高く淸げにおはします。中RもrJの兵部卿の宮はげに 

いと勝れて乙よなう見ぇ^まふ。四のみ子常陸の宮と間ゆる更衣腹のは思ひなしにやけは 
ひ乙よなう劣り給へ^N。例の左あながちic勝ちぬ。例ようは疾く事はて、大將爻かて給ふ0 

宾部卿の宮常陸の宮后腹の五の宮とCAとつ事に^ねきのせ奉*CNて罷で給ふ。宰相中將はま 
け方にて音なく罷で給ひにけるを「皇子達おはします御送に參6給ふまじや」と推し留めさ 

せて御子の衛門督、權中納言、右大辨など、Sらぬ上達部あまた乙れかnにの6まじ$いざ 
なCA立て、六條院へおはす。道のや、程ふるに雪いか散$て艶なるたそがれ時な6Q物 

の.音をかしき程に吹き立て遊びて入6給ふをげにこ、をおきていかならむ佛の御國にかは 
かやうのVJ—節の心や6所を求めむと見ぇ力1殿の南の廂k常のごと南む台(C中少將 

つき心た6-4IT—に向へて^がのみrJ逄上達部の御座あ^N。御かはらけなど始ま6て物^ 
もし/>,くな4ゆくにもとめこ舞ひてかよれる||1|どもの打ちかへす羽風に御前近き梅のいと 

S/2く綻CA乙ぼれたるにほCAのさとうち散$わたれるに、例の中將の御かを6のいと一>.し 
ベ名てはや'3れていa知らずなまめかし。はつか(Cのぞく女房なども間はあやなく^7^と 

なき程なれど•番に乙^-げに似^るものなからけれとめでぁへみ〇ぁとヒもめてたしと見^ 

ふ。か^ちようぃも常ょらま3办て亂れぬさまにを3め^2るを見て1「右のすげも聲くはヽ 
給へや。S/2う^らうとだ、しや」との^まへばにくからぬほどk神のますなど。 

源氏物S5匂-V3 <S七 
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やうなれど乙な^方なたの御寶物多くなどして內A、の儀式有機など心にく、けだかくなど 
もてなしてけはひあらまほしうおはす。例のかくかしづき給ふ間えあ$て次々u從ひつV間 

え給ふ人おほく內春宮よ$御氣色あれど內には中宮おはします。Sかばか$の人か次かの 
御けは；sにならび113えむ、とて思CA劣.CNWげせむもかaなかるべし。泰宮には左のおほ 

い殿の女御旅ぶ人なげにてさぶらひ給ふはきしろaJCくけれど3のみいaてやは人Rまさ 
らむと思ふ女子を當仕に思；5たえては何のほいかはあらむと1したちて參らせ奉.cn給ふ。 

十七八のほどにてうつくしほひ多かる乙、ちし給べCN。中の君もうちすがいてあてに 
なtめかしうすみ/2る，3まはま3 6てをかしうおはすれば*/aC人に1;はあ/2らしう見せ 

まうき御3爻を兵部卿の宮の37pおぼしよらばなどぞおぼしたる。乙の若君をうちにてな 
ど見つけ給ふ時はめしまどはしたはぶれがたきに乏給ふ。心ばへあておく推し景らる、 

まみaた；3つきな6。「せうと5:-見てのみは兗やまじと大納言R申せよ」などの^まひかく 
.るを、「5なむ」と冏ゆればラち焱みていとかひあ6と覺した办。「人におとらむ宮壮よ6は 

乙の宮に乙そはよろしからむ女子は見せ奉らまほしけれ。心のゆくにまかせてかしづき見 
泰らむ(C命のびぬべ立岛の^roiH^61!との給ひながら、^づ舂宮の御^^-いをぎ給；5て春 

日の神の御乙とわ〇も我が'1H:にやもし出できて故おとVの院の女御の卿事ヒ胸いたく^ほし 
て止みにしなrsめの事もあらなひと心のうちに祈りて參らせ奉.^給a-つ。いと時めさ喻 

ふよし人々間ゆ。か、る御まじらaのなれ給はぬ程Rはかばかしき御後見なくてはいかに 
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谏災物恶—紅梅 
<§ 

とて北のfひて—為給ふ|に限！く5かしづ—J聞uu。、1“£ 
作なるら也しV西の御矣はひとつに習ひ給罕いと奪ざうし—力めもふ基姻君 

の束々iくかたみにもVなし給はでよるよるば一所に御殿ごも全ろづの御^—ひa 

か！御遊びわHINJIのやうに思ひ聞！ど誰も習ひほ^^“rjd」 
低のつ层らず秦svfの方运に—かに1—し向ひす、ヵブ— 

2るまてもてなし給ふものから心ばへけはひのうもれ11す愛敬'?サへ” Q 
よた人よ67Pす•くれ給へ-。かくうぢまゐ6や何やと我がかたざtをのみ思a急くやうな 

aIもむynしきなど—しVJるべからむ^^—•ほし定めての給へ。1じ乙と、—仕 

うま〇J•らめ」と母君に為赢ひけれど「I琢うの世づ—i笑つ、へち 
ら$氣色なれIIらむ4心苦しかるべし、御—か 

i見窣らむ、後ぞ哀にうしるめ^けれど世をそむくか^に1:もおのつ力ら人チへijlつ 

⑸き事な4過ぐし給—どなどう——御心ばせのffi乙とを—ぇ;^ 
Pづれもわかず親がう給へど御か^ちを見はやとゆかしうあぼしてかくれ給ふこを^i:utt 

れと恨みP、人知れず見螽saべしやとの—あ—給へどfてか？f巧^見 
f給文ず。「上おはせSほどは立ちかはムて參てくべきを踩t くおぼし心くる』f 

$>じうく！」などfてみすの前に居給へば御いらへなどほのか給ふ。御ほfili 
Mな(あ\」迄か——晋やられて哀にf叉の御1f。「君が御姬 

::? 



岩^ちを人に劣らじと思ひおごれど乙の君にえしも優らずやあらむ、か、れば乙そ世の中 
廣きうちはわ•.づらはしけれ。たraあらじと思ふに優る方もおのづからあぅぬべかめう」な 

どsと< sぶかしう思a問え給ふT月比なにとなく物さわがしき程に御琴の昔をだにうけ 
給はらで久しくな6侍CNにけ6。西の方に侍る人は發琶を心に入れて恃る。Sもまねび取ぅ 

.つべくや覺え侍るらむ、なまか/2ほに患^るに聞きにくき物の音がらな6。同じくは御心留 
めて敎へ3せ給へ、あきなはとぅたて、ならふ物侍らざ6しかど，をのかみ盛うな-CSし111:に 

遊び侍りし力にや問き知るばか6のわきまへは何事にもsとつきなくは侍らざ6しを、う 
ちとけても遊ばさねど時々うけ給はる御琵琶の音なひ、むかし覺え恃る。故六條院の御傅に 

て左のおと < なむこの比世に殘6給へる。源中納言、兵部卿の宮、何事1Cも背の人に劣るまじ 
ういと契$乙とR物し給ふ人々にてあをびの方は取6わきて心留め給へるを手づかCA少し 

なょび*るばち音なむ、おと<には及び給はずと思ひ給ふるを乙の御琴のね乙をいと能く 

赀を給へれ。琵琶、は押手^づやかなるをょき(Cするも0なるにぢうさすほどばち1IfのSま 
.かは.^てなまめかしう即免为るなむ、女の御事{(:てなかなかをかしか办ける。いであそばさ 

ひや御琴まわれ」との^まふ。女房などはかくれ舉るもを3をSなし。Sと若き上菔だつが 
見之奉らじと思ふはしも、心(Lまかせてゐたれば「5ぶらふ人3へかくもてなすが安から 

ぬ」と腹立ち給ふ。若君うちへ參らむととのゐ姿にて參6給へる、わざとうるはしきみづら 
ょ^N?PSとをかしく見えていみじくうつ.くしとおぼしけCN。麗景殿に御乙とつけ聞之給ふ。 

谏氏物語魟梅 • S 
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诹氏物扭紅搽‘. i 

「ゆづ-csきzltl:今宵もえ參るまじく、なやましくなむと間tょ」とのたまCAて-%すこし仕 

うまつれ。ともすれば御前の御遊に召し出でらる、、かたはらいたしや。ま穴いと若き笛を」 
とうち蓉V籠ふかせ給ふ。Sとをかしう吹い給へば、「けIらずな在くは、，」の 

by2$にて公のづから物にあはするけな^^猶かきあはせSせ給へ」とせめ問え給へば苦し 

とあぼし^る氣色ながら爪强きにいとょく合せて唯少しかきな^し給ふ。かはぶえふつ、 
かになれたる聲して乙の朿のつまに軒近き紅梅のいとおもしろく匂a/cるを見給aて「為 

前の花6ばへあ^Nて見ゆめ6。民部卿の宮うちにおはすな6J枝をりてまわれ。知る人^ 

表る！とて「あはれ光源氏のSはゆる御盛6の大將などにおはせし乙/>帝-にてかやうにて交 
らaなれ開えしZ1を世と典に戀しう侍れ。7一の宮達を世の人もいとIとに思ひRH气げに人 

にめでられむとなり給へる御有様なれどもはしがはしにも覺え給はぬは猶たrひあらじと 
思；SIIHえし心のなしにやありけひ。大方にて思a出で舉るも胸あく世なく悲しきを氣近き 

人のおくれ泠うていきめ广、らふは5:ほろけの命長5ならしかしと乙を覺え恃れ」など沿え 
，出で給CA1:物哀にすごく思aめrらし糸をれ給ふ。つsでの忍びがたきicや花折らせて急 

ぎ參らせ給ふ。いかVはせむ昔の戀しき御か^みには乙の宮ばか6乙をは佛のかくれ給ひ 
けむ御名殘には阿雛が光放ちけむを二度出で給べるかとうたがふ。§かしきaじりのあり 

けるをやみにまどばるけど乙/)に、問えをかSひかしとて， 
「6あ办て風のにほはす^の梅にまつ.うraすの問はずやあるべき」と紅の紙Rわかや 



ぺノ 

マ• 

i 

1iて、乙の君の懷紙に取$まぜ押した、みて出し^て給ふを、幼き心にいと馴れ問えま 

ほしとおもへば急ぎまゐ$給aぬ。中宮の上の御局ょヴ御とのゐどCろR出で給どな 
う。殿上人あまた御送にまゐる中に見つけ給；3て「昨日はなどいと疾くはまかでにし。いつ 

參6つるぞJなどの穴まふ。「疾くまかで侍办にしくやしさに、まだ內にあはしますと人の中 

し0れば急ぎまゐ6つるや」とをさなげなるものから馴れ閗ゆ.°「內ならで心やすき听にも 
時 <、はあをベかし。若き人ど7Pのを乙はかとなくあつまる所ぞ」とのy2まふ。乙の君召しま 

なちて語らひ給へば、人♦は近うもまゐらず罷で散うなどして患めやかになりぬれば「弈當 

itはSとま少しゆるSれにためみな。SAJ去げうおもほしまどはすめうしを、時とられて人 
わろ•かめ$」との^まへばrまつは3せ給へりしZ.そ苦しか$しが、御前にはしも」と聞え3 

して居たnば「われをば人げなしと思aはなたれたるとな。乙とわ6な6〇 3れど安からず 
乙を。ふるめがしき同じすぢにて>rtと聞ゆなるはあひ思ひ給ひてむやと忍びて語らa聞え 

ょ」などの^まふついでに、乙の花を舉ればうち焱みて「うらみて後なら爻しかば」とてうち 
もIIかず御赀ず。枝のSま花房色も香も世の常ならず「園に匂へる紅の色(Cとら1て香なむ 

白き梅(tは劣れるといふめるを、いとかし乙くと6ならべても咲きけるかな」とて卸6留6 

給へる花なればかひあ$てもてはゃし給ふ。「今夜はとのゐなめぅ、ゃがで乙な-/2にを」とめ 

しこめつれば>11宮にもえ屬らず、花も耻しく思aぬべくかうばしく t氣近くふせ給へるを 
若き心ちにはたraなくうれしくなつかしく思ひ聞ゆ。「この花のあるじはなど衮宮に丈う 

i 
.S物SS.魟梅 

一で• ,:. 
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?叉雲ざうし。知らず、盆ら父になど—f侍ぅしか」など語备ゆ。大納言t0M^ 

穿へMが方11ふべかめれと—合せ給へど思ふ心はf—0れ^^のf 
HIの—aやらず、つとめ乏|かづるに—fなる— 

2奪Aaベ—せば風のたょ—過喜しやは」。「季猶今—ども 

とかへすがへすの給？、乙の君蠢1んごと 

Mしう思ひまし叉1乙と方の1ぇfなどして例のはらnh!10 
ど、衣v、n也こ$とおもりかにあらまぼしうおはする心ばへを、力ひあるさまtて3、は 

と思Jありくに奮の御方のいと花やかに毛てなし給ふにJけh、fパ乙と，^^^, 

一 

まめ「H?HS4 
かし乙」と11細へう。誠にいUならさむと思ふ所あるにやす力—广、 

め^にほはす宿にとめゆかば色にめづとや人のとがめむ」など猶心とけずいらへ 



給へるを心やましと思；3居給へ北の方まかで給aてシちわた$の事のたまふ序に「若君 
の一夜とのゐして罷6出で^うしicほaのいとをかしか6しを人はなほと思ひしを宮のい 

とおもほしよ6て、兵部卿の宮に近づき聞えにけ^N、うべわれをばす5め^6と氣色と.〇怨 
じ給；3しrJそをかしか-^しか。乙、に御せうを乙やありし。見之ざ^nしを|との^ま、 

ば「さかし。梅の花めで給ふ君なればあな^のつまの紅梅いとさかりなりしを^vならで折 

$て窣れた$しな6。移香はげにこを心乙となれ、交らa^給はむ女などはさはえ患めぬ 
かな。源中納言はか5ざまに乙のましうはたき匂はせで人香乙を世になけ^。怪しう5きの 

世の契6いかな6けるむくいにかとゆかしき事にこそあれ。同じ花の名なれど梅はおひ出 

でけむね乙を哀なれ。乙の宮などのめで給ふ、Sる：とどかし」など花によをへてもまづか 
けfillえ給ふ。宫の御方は物おぼし知る程にねびまさ6給へれば何事も見知.CN聞き谷め給は 

ぬにはあらねど、人に見免世づき^らむ有樣は更にもあぼしはなれた6。世の人も時icよる 
心ありてにや、Sし向ひ^る御方//.Rは心をつくし間え心び、今めかしき乙と多かれど乙な 

たは萬につけ物まめやかに引き入6給へるを"宮は御ふ3$のか左に聞き傳へ給うて、深う 
Sかでとおぼしな6にけ6。若君を常に唛っはしょせ給ひっ、忍びゃかに御文ぁれど、大納 

言の君深く心がけ聞え給ひて、S7P思aたちての給ふことあらばと氣色と6心まうけ袤給 
ふを見るにいとほしうaき違へてかく思；3よるべくもあらぬ方(Cしもなげの言の葉を盡 

•し給ふ。かひなげなる乙と、北の方もおぼしのたまふ。はかなき御かへ6などもなけれW:爻 

源氏物鼯魟梅 S 
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ナじの御vをひておもほしやむベぐもあらず。何かは人の御あ*^さまなどかはさてもn奉 

ら寸5しう、おひ$き遠くなどは見えさせ給ふになど北の方おもほしよる時々あれど"いと 
S1色f給S—ふ。忍び所—く八の11皆11からでいと—う 

まかであ6き給ふ。たのもしげなき御心のあだあだしSなども、いと、つ、ましけれは、ま 
めやかに公もまし絕乏穴るをかだじけなきばか$に忍びて母君ぞたまさかに3かしらがり 

I1Hえ給メ 

^"2 

，1は源氏の御どぅにも離れ給へりし後ちの大殿ねた*^にちりける、わるごだちのおちと 
兮-cv殘Aるが岡はずが*$患Aき72るは、紫のゆか-^にも似ざめれどかの女どものいひけ 

るよ、源氏の御末々にaがご••とゞもの交6て問ゆるはわれよ$も年の數賴6ほけたりける 
人の、’にやなどあやしがりける何れかはまZ1とならIf。內恃のかみの餌)raic故[JUの征子 

ま男三人女二人なむ坐レけるを、さまざまにかしづき^て1;事をfeぼしおきて年月の過く 
aIもtとなf給ひしほどに、あへf卷給运しかば、1にていつしかと急ぎ 

おぼLi、御1も—ぬ。人の心時にのみよる心—6ければ、3ばか4いかめしく 

坐せしおとVの御名殘內々の御赍物らぅじ給ふ所か、その方の衰へはなけれと大方の慕弓 



きかへたるやうR殿の^^めやかicな6ゆく。かんの君の御近きゆか6をこらnJをは世に 
a/,r6給へど、中々や/irとなき御なからaのもとよ6も親しからざ6しに故殿のなさ 

け少しちくれ、ひらひらしS過ぎ給へ.csける御本性にて、心おかれ給ふ乙ともありけるゆか 

りにや誰にもえなつかしう聞え給はず。六條院にはすべて猶昔に變らず、かずまへ問え給a 
て、うせ給ひなむ後の事ども鄯きおき給へる御をうぶんの丈どもにも、中宮の御次に加へ赛 

6給へれば、右の大殿などはなかなかその心あ6て^るべき折々音づれ間え給ふ。男君達は 
御元服など^ておのあのおとなび給aicしかば、殿おはせで後心もとなく哀なる乙ともあ 

れどおのづからな$出で給；3ぬべかめ姬君達をsかに名てなし奉らむとおぼしみだる。 
うちにも必ず宮仕のほs深きXしをおとCの奏しrlき給aければ、おとなび給aぬらむか 

しと年nを推しMらせ給aて仰言絕えずあれど、中宮のいよいよならびなくのみな$まさ 
6給ふ御けはひにおSれて、皆人無德にtのし給ふめる"末Rまゐ办て遙に目をそばめられ 

奉らむもわづらはしく、ま^人におとう數ならぬSまにて見むはた心づくしなるべきをか 
ぼしたゆたふ。冷泉院よりいとねんご/>にあぼしの^爻はせて、かんの蔣の昔ほsなくて過 

rし給ひしつら3を^へと$かへし恨み聞え給ひて、「今はま$てさ♦たすぎ、すさまじきあ 
唆に思ひ捻て給ふとも後安き親になずらへてゆづう給へ」といと^めやかに間え給a 

ければ"sかVはあるべき乙とならむ、自らのsと口惜しき宿世rcて思の外ic心づきなしと 
おぼ3れにしかば、耻しうか^じけなきを乙の世の末にや御覽じなほ3れましなど定めか 

诞氏物箝竹.河 
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ね铪ム。か^ちSとよう^はする聞えあ6て心がけ申し給ふ人おほかう。右の大殿の藏人の 

少將とかいaしは三條殿の御腹にて兄君達よ$もaきZ1しいみじうかしづき給ふ、メヵら 

もsとをかしかりし君いとねんご/)に申し給ふ。いづか左tcつけてももてはなれ給はぬ铒な 
からひなれば、乙の君達のむつび嚏ゐ6給aなどするはけどほくもてなし給はず。女房にも 

氣近うなれよ6つ、思ふ事を語らふにも^よりあ$てよるひるあ^6さらぬ耳がしがまし 
5をうるさきもの、心苦しきにかんの殿もあぼし穴母北の方の御文も泛ば史ば奉り給 

ふ。「sとか/)びたる程に侍れど5:ほしゆるすかたもや」となむ、公と"、も聞え給aける。姬 
君をばEにたVのさまにもおぼしおきて給はず"中の君をなむ今少し世の聞え輕々し力ら 

C1程になずらひならばさもやとおぼしける。ゆるし給はずばぬすみもと6つべく〇くつけ 

きまで也へ办。乙よなき乙と、は5:ほ5ねど女方の心ゆるし給はぬ事のまぎれあるは世の 

音ぎ、もあはつけ刍ねざなれば開えつく人をも「あなかし乙。あやまちaきいつな」などの 
命kこくたされ1:なむ、わづらはしか$ける。六條院0-御末に朱雀院の宮の御腹に生れ給$ 

/し^、冷泉院に御子のやうにおぼしかしづく四位の恃從をの比十四五ばかりにていとき 

びまRをSなかるべき程よ6は心おきてあとなおとなしくめやすく人にまさりたる生aさ 

き^るく見え給ふを、かんの君は婿にて毛見まほしくおぼし^$。乙の殿はかの三條の宫と 

sと近き程なれば•さるべき折々のあそび所に君達にaかれて見え給ふ時々あり。沁にくき 
女のおはする所なれば若き男の心づかひせぬなう見え患らがひさまよふ中にかたちの1き 



は乙のたちさらぬ藏人の少將、なつかしく心耻しげにてなまめS/2る方は乙のi!位の侍從 
の御有檫に似る人ぞなか.うける。六倐院の御けはa近うと思ひなすがZ1となるにやあらむ。 

世の巾にちのづからもてかしづかれ給へる人な6。若き人A、は心乙とにめであへ6。かんの 
殿も「げにこをめやすけれ」などのたま；3てなつかしう物昍え給；5などす0「院の御心ばへを 

思CA出で11}]えてなむよなういみじうのみ思ほゆるを、その御か^みにも誰をかは見窣 

らむ。右の公とゞは乙とごとしき御ほどにて、つsでなきir而もか^きを」などの穴まびて 
はちからのつらに思ひlieえ給へれば、かの君も5るべき所に思ひて參6鈴ふ。ili:-の常のすき 

^きしさも見えず、いとs^う^、つま6たるを^乙、かしZ:の若き人ども口惜し^^ 3う^ 

うしきZ1とに思ひて-saなやましけ6。むつきのついたちご/>かんの君の御はらからの大 
納言高砂謠aし夜、藤中納言、故大殿の太郞、まきばしらの一つMなど參6給へ6。右のおと 

<も肺子ども六人ながらaきつれてあはした6。御かたちよりはじめて飽かぬ乙となく見 

ゆる人の御有檫お•ほえな君達もSまさまいと淸げにて年のほどよ6は〇か5くら70)も 
過ぎつ、何事を思ふらむと見え^るべし。世と共に藏人の君はかしづかれ^るさま乙とな 

れどうち泛めりて思ふ乙とあ6がほなおとcli御儿帳へだて、昔に變らず御物語開え 
給ふTその事となくて患ば患ばもえうけ^爻はらず、年の數をふま、(C內參6よ办ほかの 

あ6きなどうひうひしくなゲにて侍ればいにしべの御物語も間え1ほしき折A、多く過rし 

陣るをなむ、葙きをのZ.どもは3石べき乙とには忍しつかはせ給へ。必ずその志御覽ぜられ 

泥氏物語竹河、 八^ 
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よといましめ侍る」など聞え給ふ。「今はかく世にふる數にもあらぬやうに.な办ゆく有樣を 
おぼしかずまふるになIf、過ぎにし御事もSと <忘れが^く思う給へられける」と中し給ひ 

けるついでに、院よ-^の^まはするZLとほのめかしpi]え給ふ「はかばかしう後見なき人のま 
じら；^はなかなか見苦るしきをとかたか^思ひ給へなむわづらふ」と中し給へば「內に俏せ 

らる、ことのあるやうにうけ給は6しを、Sづ方に^ほし定むべき乙とicか、^はげに御位 
を去らせ給へるに乙をさか6過ぎたる心地すれど、世にあ6がたき御ありさまはふらがy2 

くのみむはしますめるをよろしうおひ出づる女子侍らましかばと思CA給へよりながら、M 

しげなる御中に交らふべきもの、侍らでなむ口惜しう思う給へらる、。をもをも女一宮の 
女肺は許しI1S-1え給ふや、さきざきの人さやうのは^*か6によ6滯る事も恃6-L」と中し給へ 

ば「女卸な1;つれづれにのどかにな6ir.*る有檨も同じ心にうし/>みて慰めまほしきをな 
ど、かのす、め命ふに〇けてSか <などだに思う給へよるになむ」と聞乏給ふ。乙れか^乙 

、に銀6給ひて三條の宮に參6給ふ。朱雀院の深き心物し給ふ人A、六條院の方さまのも力 
穴かミにつけて猶かの入道宮をばえよぎず爻ゐ6給ふなめ6。乙の殿の左近中將、右巾辨、 

#從の界などもやがておとVの御供に出で給aぬ。ひきつれ給へる勢az.とな办。ゆふ〇け 
て5T位の杂從參6給へ^^。をZ:らおとなしき若君達もあま/2Sまざまにいづれかはわ/>び 

2-CNつる。皆めやすか$つる中に立ち後れて乙の君のたち出で給へる、いとこよなくめとt 
る心ちして阿の物めでする若き人達は「猶異なうけなどいふ。「乙の殿の姬君の御傍には 
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乙れを乙そreしならベて見め」と開き{cく、いふ。げにいと若うなまめかしき3ましてうち 

ふるまa給へる匂香などよのつねならず。姬君と間ゆれど心ちはせひ人はげに人よ6はま 
さるなめ6と見知り給ふらむかしとぞ赍ゆる。かんの殿御念誦堂におはして「乙なたに」と 

のたまへば、aんがしのはしよ^界りて戸口の御簾の前に居給へぅ。5:刖近き若木の梅心も 
となくつぼみて、獠の初聲もsとおほどかなるに、sとすかせ奉らまほしき3まの^給へ 

れば、人♦はかなきZ1とをいふに乙とずくなR心Rくき程なるをね7^2がりて宰相の君と聞 

ゆる上Mのよみかけ給ふ。 • 

「折办て見ばsと <にほひもまさるやとす乙し色めけ梅のはつ花」。口はやしと冏きて、 

「よをにてはもぎ木な6とや赛ひらひ衰たに匂へる梅のはつはな。.HIらば秈ふれて見 
給へ」などいaすさぶに、ま乙とは色よ6もと口令aきもうごかし〇ベくSまよふ。かんの 

君與の方よ6&VD6出で給aて「うたての御達や耻しげなるまめ人をさへよく21ぞあもな 
けれ」と忍びてのたまふな6。.まめ人と乙をつけられた6けれ、いとくつしたる名かなと思 

a居給へ^N。あるじの侍從殿上などもまだせ私ば所々もあ$かであはしあひ穴$。せんかう 

の折敷二つばか6してくだもの3かづきばかしSで給へあとCはねびま給ふ 
ま、に故院にいとよう/^を覺ぇ舉6給へれ。乙の君は似输へる所も見ぇ給はぬを、けは；3の 

Sと^めやかicなまめい^る7Pてなしぞかの御若ざか^s思；3やらる•、。かうざまicぞ，あは 
しけむかし」など思a出て聞±給ひてうち志ほ^れ給ふ各殘5へと爻6穴るかぅばし.3を• 

源氏物S3竹河. 0 
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人々はめでくつがへる。侍從の君まめ人のfうれ穴しと思ひければ二十•餘日の比梅の^l; 
t衣Wここほひすくなげにと-なされし"すきものならはさひかしとおぼして藤恃iの餌 
むに1し令。宵含貧程に同じ轰す努なる人$ At。かくれ客と®ひ以 

めたれば、ての常にたちねづらふ少將ならけう。寢Iの西而に種口^■の1 

する？sをまど；^して立てるなめん苦しげや.、人のゆるさぬ事思ひはじめむは罪保力るへ 
きわ^Iとf olf止みぬれば「いSるi給へ、まろはいとたどたul^;1 

1iて(Iの前—紅梅の木のもとに梅が——♦ふ—立ちよるけしfed 

1 xfうち匂へれば、ftあけ—づ—よく f—たう女の、f 

こてみよの歌はかうし——5^しと思SV、今ひとかへ—上へし—ふを1 

iも—今めかしう故—てない給11かしと、は^2U 

..ノうちとけてはかなしごとなどもいふ。內より和琴ざしいでたう。力たみにゆつりて3-角4 

nrこ、#佐の君してかんの殿「故致仕の大臣の御爪音になむ通ひ給へるとjj.jきわたるを、t 
ゆiし4H今夜—普——Sへ」とのf出しければあ|て爪く^ 

ベ—とに—らaをとSて、をさ—心に入らず、か忽穴し給へ星色いと 

く谢少。敌に見奉りむつびざうし親なれど、世にあはせずと思ふにいと心ほをきにelf ” 
きHの度！ひ出で奉るにいとき！れなる、大か空の君はあやし、う故^^ 

御有欉にいとようおぼぇ、琴の音など唯をれとこを覺ぇつれとてない給ふもメるめV系メ 



表るしの淚劣/>s(cや。少將も聲Sとおもし乃うて5きく Sう^ふ。さかしら心つきてうち- 
過ぐしたる人も爻じらねば、おのづからか^みRもよほ3れて遊び給ふに"あるじの侍從は 

故大臣に似舉$給へるRやかやうの方はおくれて盃をのみ進むれば「rj Aぶきをだicせむ 

や」とはづかしめられて竹河をあなじ聲にSだしてまだ若けれどをかしうう^ふ、旅のうち 
よ々かはらけさしSづ。「醉のす、みては患のぶる乙ともつ、まれず、ひがごとするわざと 

乙をl]a含侍れ、いかに珞てない給ふど」-ととみにうけひかず。乙うちきか5な6たるほをな 
•かの、人がなつかしう患みたるをとりあへ/2るま、にかづけ給ふ。「何をもぞ」などさうどき 

て恃從はあるじの君にうちかづけてsぬq引きとCめてかづくれど「みづうまやにて夜更け 
にけ.〇」とてにげにけ60少將はZLの源侍從の君のかうほのめきよるめればみな人乙れiLzl 

を心よせ給ふらめ、我が身はsとてくんじsたく思ひよわ$てあぢきなうどうら1;る。 

「人はみな花ic心をう〇すらむaと6どまどふ春の夜のやみ」。うちなげきて^てば內の 
人のかへし、. 

.「をりからや哀.も^らむ梅の花^Vかばか${cうつ$しもせし」。あし^に四位の恃從の 
もと-.1$あるじの侍從のもとに「よべはいとみだ6がはしか6しを、人々いかに見給ひけ 

むと見給へ」とおぼしう假名がち(C:かきて、はしに、 .• • ' • 

:-「竹河のはしうちぃでし；5とふしに深き心のを乙は泛6きゃ」と翦きた6。寢殿{;:もて參 
jて乙れかれ見給ふ「手など^sとをかしうもあるかなCいかなる人今よ-〇\かくと、のa鈴 

.源氏物is竹河. 
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人らむ。If V院I くれf母宮Sどけなぅ為ふしたて給へれど’猶^けほ1 

:べHは—」とて、かんの—君達の手など惡しiと龜め給ふ返fl 

めにて、rJの君の御—Sはしてけしきばtる。少將の推し勞スし 
た-ON。侍從の君も若き心地に近きゆか^'にて明慕むつびまほしぅm6. ，- i ” 

く樱あればfかa く言、大方の盛！'の—かSはする所 
く端ぢかなる罪もあろまじかめ*^。十八九の程にSはしけむ窃ヵブ 

もとなど各—かしき。—Sと—にけだか—めかし1包て、け；;W 
:プ欠AXど7)昕にあaたる色あaのなつ力 

もとクど办にど5:かしき。姬君はいとあざやかにけ^^力, 

Xにてf泛げ14ふ。f細長山吹—の折に含1ひのな力 
しき程盛-^iるすをま•<愛敬の乙•ほれ落ちたるやうに見ゆる御もてなしなども^U 

:，t si卜i口/1 hi盱丈迤江海に^ぐし色にて柳の絲のやうrプをブ 
しき程にmらたるすをまv変敬の乙ほ#教^^ミ#"f ,2 V 2 

うじ^心耻しきけさへをひ給へ-。今-一所は■紅梅にみぐし色にて柳の絲のやう 
をと見ゆ。Sとをびやかにな塞かしうすみたるSましてtうかに心深きけ1 

れど、匂Sや—るけはSI4し—人思へる。Itiし向 一HU 

しみぐしので矣る3まどもいと見所あ-^。恃從の君けん塞給ふとfう^* 
.. .> * • ; [ : PVFちYntw KJこ丈-C\ Mナ办0卸碁のけんをニー?15;^にけ 



宫仕のsをがしうな4侍る程に人におと$にたるはいと本意なきわざかなと憂へ給へば 
「辨官はまいて私の宮仕を乙た办ぬべきま、に.3のみや(3;おぼしすてむ」など申し給ふ。^ 

打ちSして耻らaて^はr&うずるsとをかしげな6。「內心^-^などまか-cnあ〇きても故殿 
のおはしま3ましかばと思う給へらる、乙と多く Mを」など渡ぐみて見率$給ふ〇廿ヒ八の 

秸に物し給へばSとよくと、の；5てこの御有樣どもをいかでいにしへおぼしあきてしに違 
ベずもがなと思a居給へ-^。お前の花の木どもの中にも匂ひまさ〇てをかしき樱を折らせ 

て「外の(Cは似ずZ:を」などもてあをび給ふを「をSなくおはしまSうし時、乙の花はわが 

ぞゎがぞと^ひ給ひしを、故殿は姬君の御花ぞと定め給ふ。上は若君の御木とSだめ鈴CAし 
を、いと3はなきの、しらねど安からず思ひ給へられしはや」とて「乙の樱の老木にな.CNic 

けるRつけても過ぎにける齡を思a給へ出づれば、數多の人に後れ侍^sicける身の愁もと 

めが^う乙をjなど泣きみ笑aみ119え給aて例よ〇はのどやかRおはす。人の婿(Cな-gnて今 
は心患づかにも見え給はぬを花に心とめて物し給ふ。かんの君かくおとなしき人の親にな 

6給ふ、御年の程思ふよりはSと若うきよげic猶盛の御かたちと見え給へ6。冷m院のみか 
どはちほくは乙の御有機の獅ゆかしう昔戀しうおぼし出でられければ、何につけてかはと 

おぼしめぐらして姬君の御事をあながちに問え給ふにぞあ6ける〇院•へ參6給はむことは 

乙の君達ど猶物のはえなき心地乙をすべけれ。萬の事時につけたる•をZ:そ1:人もゆるすめ 

れ〇げ(CSと見窣らまほしき御あ$さまはZ:の世にたraなくおはしますめれど盛ならぬ 

源氏物S3竹河 S 
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>じ也？るや。iのfベ花鳥の色14に—が？ f人の耳に—!Ht 
かvoi太ハか上！申L給へば「いざゃ始よりゃんごと！人のかんcbもてけ 

あらWとっ(ましければ、殿ぉはせましかば行く末の御宿世宿世は知らけPづ.lH” 

C卜し給！し—の—li4: 
爱墓fちさし給へ.るfち給ふ。「昔よ—をかけものにてfkひ；^r 

M給はむ方にf 4S」と佳ぷれかはし間4ふ。—れは雄” 

ける41っれi含にければ、大方人ずくな、るに.Jf4 てfけ-。かう5•れしき1けた——どの1&へらFt 
る^>、はかft 5。夕ぐれの—SI—らねど、つくつくと^7 

Iめ1と—暴。げ——の矣11しくにほb 

ハとゞ1になう給はむ乙と心びしく思ひIる。若文々のうち^:ブ^,、ふu 

、文乙ムヒ、しう見ゆ0右際*せ給CA^〇「高麗のらんさう公をしや」など—や6力I V 、 

u右？rよせ奉4「西S前にi—になして年比の御あらを2:のかd 

fbiる，どかし」と右方？地よげにはげまし聞ゆ。何事と知らねどをかしと沿き 

れUrとけ給へる折心地fゃ——出て、siか、る 



1 

まぎれもやと影icをaてどうか^aあ$きける。君iiは花のあらそaを^つ、明し茲し給 
ふに、風荒らかに吹きたる夕つ方亂れおつるがいと口惜しうあ/2らしければ爻け方の姬君、 

「樱ゆ及風に乙、ろのさわぐかな思；5ぐまなき花と見るみる」。御かたの宰相君、 
「暌くと見てかつは散6ぬる花なればまくるを深きうらみと名見ず」と11!-]ぇ^すくれば、 

右の姬君、 
「風にちるMとは世のつね枝ながらうつるふ花をた < にしも見じ」NJの御方のたいふの 

君、 
「心ありて池の汀におつる花あわとな6ても我がかたにょれ」。勝方の帝；ベおりて花の下 

にあうきて散$たるを$とi>ほく拾aてもてまゐれ6.° 

「太どらの風にちれども樱花おのがものとどかきつめて見る」。左のなれき、 * 

「檻花にぼ^-^たにt:ら5じと蕰ふばか-^の1はあみやは。心せばげ(C乙そ见吵めれ 

などsaをらす。かくいふic月日はかなく過ぐすtp行く末うしろめ^きをかんの殿はょ^ 
づにおぼす。院ょりは御せうを乙H冷にあ6。「女抓うとうとしく^しへだつるRや上は乙 

、にfif]え疎ITるなめ6」といとにくげ(C5:ほしの^まへば「たはぶれにも苦しうなむ。IHIじ 
くはZ.の比のほど(Cあぼし^ちね」などいとまめやかR問え給ふ。Sるべきに乙そはおはす 

らめ、Sとかうあやにくicの給ふもか/2じけなしなどおぼした-CN。御ft度などはrvzlら患お 
かせ給へれば人々のをうどく何くれのはかなき乙とをぞ急ぎ給ふ。Z.れを間くに藏人の少 

一• 源氏物訪'竹河 . 、 
一 

r . • •• 
s 
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f tばt思sて母北の方1はflaて「いとuらu“ 

.yつけiのめかし—るも、tかたくなし—のまょひになむ—知るブ 
ばiし，V6か名—め卷給へ」などSとほしげにf給茜しitかな」-^ち 

歎き給ひて「Sかなる乙と、思う給へ定ひべきやうもなきを、院ょ6わりなくの九tlす' 

i思M給へ亂れてなむ◊まめやか—御心ならば忘，程1 

のfとおぼすなるべし。tぁはせてはう？ tぅがほならむ、备fど1さ4d 

るfなど^すに、fII思ひうつるべくも—t。ほのかに2^( 

遜しう‘—む折にとの—气か—のみか、らすff - - P 

Hかぎ4し。かaな—ともSSとV、例—1たれ——窘a居 

給へうける。3きかくすを、裏め-^と見て、うばひとうつ。事あ办がほにやと切ひていブう 

も隱さず。を乙はかとなくて唯世をうらめしげにかすめた$ , 、 
「つ1なくて過rる月日をかどへつ、物うらめしき慕の春かな」。人は力う乙/のとf力 

にく尝げなめれ、我がいと人心らはれなる心いら^^かた 
をめられ穴るとふも胸い穴ければ、とに物もいはれで伊力たらふの/ Mb 

のかたこTくも列のかひあらじかしとなげきがちな*^。侍從の君は乙の御返ぞ七むL 

蓋ジtと腹でしうやすからず。ftにはひとへに物—ぇけるt 



ましきまで恨み歎けば乙のまへ申すもあま-CN/aはぶれにく、いとほしといらへもをさをさ 

せず。かの御蘇のけんをせし夕暮の乙ともいひ出で、「さばか6の#をだiL又見てしがな。 
あはれ何を^のみ1Cていき*らむ。かう聞ゆる事もの116少なう^ゆればつらき7^哀とい 

ふZLと乙を誠な6けれ」とまめだちていふ。哀とていaやるべき方なきZ:とな6。かの慰め 

給はむ御さま露ばか6うれしと思ふべき氣色もなければ、げ{Cかの夕菇のけんをふな$け 
むに、SとVかうあやRくなる心は添ひ^るならむとZ1とわうに思aて聞しめさせ穴らば、 

いとでいかにけしからぬ御心な6け6と揀み聞ぇ給はむ心茜しと思afiaぇつる心もうせ 

ぬ、sと後め^き御心な$け6とむかひびつくれば、「いでや3ばれや、今はかぎ6の身なれ 

ば物恐しくもあらずな6にた办。さても負け給ひしこ>いとほしか6しか、おいらかに召し 
寄せてめrはせ取らましかばこょなからましものを」などいひて、 

「sでやなぞ數ならぬ身にかなはぬは人にまけじの心な6け6」。中將うちわらCAて、 

「わ公なしや弱きにょらむ勝負を乙、/)ひとつにsか < まかする」とsらふるSへどつ 
らか办ける0 

「あはれとて手をゆるせかしSき泛Rを君にまかする我が身とならば」。泣きみ笑；5み語 

らひ明す。またの日は卯月にな$にければはらからの霜達のうちに參まよふに、いたう 
くつし入6て眺め居給へれば、母北の方は淚rみておはす。おとVも院の間しめす所もある 

べし、何にかはおふなあふな聞き入れむと思aてくやしう對面の序にもうち出で聞えずな6 

ieJS:物S5竹河 八六九 
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iづか———!；へ轉l 
lll^wniM^ 
パrりしpといひい'!の、言にのみは—す、心苦しげなと」！問びは 

かんのfぃとほしと！u nusinhIふらむはしもめfし！」と限 

な！、た又にはかけてあるまじtのにfのfほ、し」up又我：Tる。师 
ぅ給は菸に行—安唸しから？—し穴—しちの■文 

かtl、 c |ご卜ょ、’、げるこ/し花に6を移しけらとも」。「あないとほしき戯れにの 

0111Pパけt次tvrい合ぐう。匕の占もうらめしと思ひliliぇ給へど年比—もちらさり 

謂X故數1 

U女のhrく—0—7。「|し1つし心——：:—人一 令/レ〇、ふ5どこ、>K 6留むるiもなか*^けるを费力3せもはVもフ^c 〇 

5紅ぅし1 
「みづか——ベ—給へつ111 



參らす。疎からず召し使はせ給へ」とて源少將丘ハ衛佐など奉れ給へ办。「情はおはすかし}と 
よ/>乙びI1Hぇ給ふ。大納言殿よりも人々の御取奉れ給ふ。北の方は故公とVの御女まきばし 

らの姬君なればSづ方につけても1;つましう聞ぇ通ひ給ふべけれどさしもあらず。藤中納 
言はしもみづからおはして中將辨の君達諸典に事行a給ふ。殿のおはせtしかばと萬につ 

けて哀な6。藏人の輕例の人にいみじき詞をづくして「今はかぎ$と思ひ恃る命のさすがに 
悲しきを哀と思ふとばか6だに一言の^tはせば、をれにかけ留められて暫しもながらへ 

やせむなどあるを、もて參ぅて見れば姬君二所うち語らひていとい/2うくつし給へ6。よる 

ひる諸共にならa給aて中のとばか$へだて^る西艰をだにsとsぶせきものに患給；5て 
か/aみに渡6通；5おはするを、よをよをにならむZ:とをおぼすなcsけ6。>じ乙とに^/2て引 

き辚ひ奉6y2まへろ御3まいとをかし。殿のあぼしの^まひし3爻なツ)をおぼし出て、\物 
哀なる折からにてと$て見給ふ。あとぐ北の方のSばか-CV立ち並びてたのもしげなる御巾 

になどかうすV/)ごとを思CAいふらfrとあやしき(Cも、かぎ^c>とあるを、まことにやとおぼ 

してやがてZ1の御丈のはしに、 
「あはれてふ常なら^litのひとZ:ともいかなる人Rかくるものをは。ゆ、しきか^にて 

なITほのかに思；3知6たる」と#き給；：5て「かう言CAやれかし」との^まぶを、やがて舉れ为 
るを限なうめづらしきにも折をおぼしとむる3へいとぐ淚名留らずJt*ちかへ$、「穴が名は 

*、じなどかrとがましくて、 

源氏物Is竹河 S 
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「生ナる比の^には心にまかせねば113かでややまむ君がaと乙と。塚の上にもかけ給ふ 
べき御含5^と思；5給へましかば、笑みちにも急がれ侍ら令しを」などあるに、うたても 

いらへを患てけるかな、番きかへVやうつらむよと苦しげにおぼして、物もの穴甘はずなう 
ぬ〇 bとな；Qらはめやすき限をと、のへられ存ジ、大方の俄式などは內に參うrはましに變 

るCとなし。まづ女御の御方に渡り給aてかんの君は御物語など111]ぇ給ふ。夜更けてなむ上 

••」參う上り給aける。后、女御など皆年比經てねび給へるにいと美しげにて盛6R見所ある 

Sまを見舉り給ふはなどてかはあ/>か^らむ。花やかに時めき給ふたて人たちてV七安くネ 
てなし給へるさまし—•げにあらまほしうめで犮か〇ける。かんの君を暫しさぶらひ給じ 

なIfと心留めて思しける1C、sと极くやをら出、て給aにければ口 V】しうVCうLと2>ぼし” 

ん原恃從の？ば明$前に召しまつはしで、げに唯背の光源氏の生ひ出で給ひしに*^ 

らa人の§1り。院の內にはいづれの御方にも疎からず删れまじらひあ|給ふ乙1. 
御方Cも>じよせあら顔にもてなして患穴にはいかに見給ふらむの心さへそひ於へり夕ず 

の果めやかなるに藤恃從とつれて^^べにかの御方の御前近く見やらる、治梦r藤の^と 

おもしろく睽きか、-^るを、水のほとうの石に苔Vむk)にてなかめ居鈴へ"^まほドは 

あらねど世の中うらめしげにかすめ〇、かたらふ。 ‘ 10V」こデ〜5 
「手にかくるものにし—ば藤の花まつより—る色を見ましや」とてネを見上けブd 

1あやしく哀泛苦しく—ゆれば、—t fa世のあ4まにほのめ力 



f 

す。 / 
• r紫の色はかよへど菔の花こ、.ろにえこをまかせざ6けれ」。まめなる君にていとほしと 

思へ$。い^心惑ふばかりは思.CA入れざ6しかど口をしうは覺えけ6。かの少將の君はしも 
まめやかにいかにせましとあやまちも患つべく靜めむ方なくなむ^えける。間t給aし人 

々中の君とうつろふ？^あ6。少將の君をば母北の方の御怨によ6•さもやと思ほしてほのめ 
かし開え給aしを絕えて音づれずな•合にたり。院にはかの君達も^たしく％とよりSぶら 

ひ鈴へど、Z:の參6給ひて後をSをさ參らず。まれまれ殿上の方にSしのぞきても、あぢき 
な*5にげてなむまか6出でける。內には故あとゞの志おき給へるS1WN/とな$しをかく引 

き違へ力る御宮仕を、いかなるにかとあぼして中將をめしてなむのたtはせける。御氣色よ 

/)しからず。「され^:乙そ世の人の心のうちも傾きぬべき乙となりとかねて巾し、ことをお 
吁しとるか* rJとにて、かうおぼしたちRしかばと^かくも問えが^くて恃るに、か、る仰 

言の#るはなにがしらの身の^めもあぢきなくなP侍る」といとものしと思ひて、かんの哲 
を申し給ふで「Sざや只今かう俄にしも思ひた\ざ办しを、あながちにいとほしうの穴まは 

せしかば、後見なきまじらaの內わ穴办ははしたなげなめるを、今は心やすき御有樣なめる 
icまかせ聞えてと思aようしな6。雜もたれ？^びんなからむ¥はあ々e>ま、.icもいさめ給 

はて、今aきかへ-b右のあとCも；3がひがしきやうにおもむけ1:の^•まふなれば苦しうな 
ゴ。乙a味さvo、yき1C乙をは一とな;2らかにの/2まaて心もさわがs給はず「をの昔の御す 

へ七三 源氏物ss*4t河.• 



V- 

•二 

1..,* 

為 

R. 

fv - 

..4SJ3SVS31 

iffi氏物15竹河 S 

くせは目1C見えぬものなればかうおぼしの/2、まはする-$:、乙れは契6興なるともいか<は 
奏しなほすべき乙とならむ。中宮を憚う間え給ふとて院の女御をばいか 奉6給はむと 

する。後見や何やとかねておぼしかはすともさしもえ侍らじ。よし見冏き恃らむよう思へ 

ば、內は中宫あはしますとて乙とびとは交らCA給はずや、君に仕うまつるZ.とはそれが心や 
すきMそ昔よ$興ある乙とicは泛けれ。女御はいかなるミとのたがひめあヶてよ^し 

からず思ひ冏え給はむに、ひがみ穴るやうになむ世のき、み、皂侍ら1;」など二所して巾し 
給へば、かんの君いと苦しとおぼしぬ。5るは限$なき御思ひのみ月日に添へてt.3る。七 

月よみ铪ひにけ.CN。うち惱み給へるさまげic人の3まざま1C聞え煩はす？PZLとわ 
かし。いかでかばか、らひ人をなのめic見I1Hき過rしてliやまひと^镫ゆる。叨遝御あをび 

ヒせ$せ給：Sク、侍從も氣近う召し入るれば御琴の音などは聞き給ふ。かの梅がtにあは 
せ^6し中將のおもとの和琴も常に召し出で、彈かせ給へば"PBきあはするにもたぐ(Cは 

覺免ざ^^け6。その年かへ6てをと1だうかせられけ$。殿上の若人どもの中に物の上手多 
かる比ほaなをの中(Cも勝れたるをえらせ給ひて、乙の四位の恃從右の歌頭なり。かの 

.藏人の少將樂人の數の中にあ$け6。十四日の月の花やかに發りなきに御前より出で〜冷 

泉院にまわる。女御もZLの御息所も上に御つぼねして見給ふ。上達部親王達ひき連れて參$ 
給ふ。右の大殿致比の大殿のぞうを離れてきらきらしう淸げなる人はなき世な6と見ゆ〇內 

のお前よ6も^の院をばいとはづかしうZ:とに思ひ問免て皆人用Hを加ふる中にも、蘇人 



の少將は見給ふらむかしと思aや$て患づ心なし。にほひもなく見茜しき綿花もかざす人 
がら{C見わかれて3まも聲もsとをかしく？:'あ6ける。竹河謠ひてみはしのもとにふみよ 

る嵇、過ぎRし夜のはかなか6し遊7P思；3出でられければ、びがごと名^つベくて泥ぐみけ 
み。后の宮の御方にまゐれば上ネそな^に踱らせ給ひて御13ず。月は夜スかうなる咬、(:盐 

よ^vtPはしたなう澄み昇りて、Sかに見給ふらむとのみ^ゆれば、ふむ空もなう漂ひあ6き 
てSかづきもさして一人irのみ咎めらる、はめいぼくなくなむ。夜一夜所 <、にかきあうき 

ていと惱しう^しくて臥し*るに、源恃從を院よう召したれば「あなくるし。^ばし休むベ 
きに」とむつかりながら參6給へ^S。御前の事どもなど問はせ給ふ。「かとうはうち過rした 

る人の.3きざきするわざを、選ばれ^るほど心にくかりけり」とてうつくしとおぼし/2め 
う。ばんずんらくを御口ず3びにし給ひつ、御息所の御方に渡らせ給へれば御供に參〇給 

ふ。物見{C參る里人多くて例よ花やかRけはひ今めかし。波殿の戶口に暫し居て^ 

問き知る人に物などの^まふ。「一夜の月かげははし穴なか$しわざかな。藏人の少將 
の月の光に輝き/2$し氣色も娃の影にはづるにはあらずやあ$けむ。雲の上近くては3し 

も見えざりき」など語6給へば人々哀と[1Hくもあ6、「間はあやなきを月ばえ今少し心乙と 
な办と問えし」などすかしてうちよ办、 

「竹河のその夜のZ:とは思ひSづや泛のぶばか6のふしはなけれど」とはかなきZ.とな 
れど"淚ぐまる、もげにぃと淺くは赍ぇぬ乙とな$け6とみづから思ひ患らる。 
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源氏物15竹河 八七六 

「流れてのたのめむなしき竹河によはうき戈のと思ひ患6にき」。物哀なる氣色を人々を 
かしがる。Sるはお6立ちて人のやうに毛俺び給はざ6しかど、人ざまのさすがR心苦しう 

見ゆるなう。「うち出で過ぐす乙と名Z:を侍れ。あなかしこ」とて立つ程(C乙な/2ICと召し出 
づればはし^なき心地すれど參6鈴ふ。「故六條院の^うかのあし力ic女が^(Ltあそびせ 

られける、Sと尨^し/Dかうきと右のおとゞ0 •詰られし。何事笔か0ゐ六$03しつぎ攻る 

べき人かたく•な$にける低なぅや。Sと物の上手なる女Sへ多く集ぅて、いかにはかなき事 
もをかしかりけむ」などおぼし遣◊.て、御琴ども調らベ3せ給ひて箏は御息所12琶は侍從に 

たま、-〇和琴を彈かせ給aて乙のとのなどあをび給ふ。御息所の御琴の音まだかたなりなる 
所あ6しを、いとよう敎へない准り給aてけ^N。今めかしう爪^よくてう/2ごくのものなど 

上手icいとよく弾き給ふ。何事も心もと^く後れ^るrJとは物し給はぬ人なめり、か^ちい 

とをかしかるべしと猶心とまる。かやうなる折多かればおのづから氣遠からず見なれ給ふ。 

うたてなれなれしうなどは恨みかけねど、折^につけて思ふ心の違へるなげかしさをかす 

むもいかぐおぼしけIT、知らずかし。卯月に女宮生れ給aぬ。Z.と1Cけざやかなる物のはぇも 
なきやうなれど、院の御氣色に隨ひて右の大殿よりはじめて御うぶやしなa^給ふ所々あ 

ほか6。かんの君つと抱きもちてうつくしみ給ふに、疾う參6給ふべきよしのみあればいか 
のほどにまゐ$給aぬ。女宫一所おはしますにsと珍しう美しうておはすればsといみじう 

览した-CNOいとV唯乙な/2(tのみおはします。女御がたの人々「Sとか、らであ6ぬべき世 



かな」と^Vならずsa思べうじみの御心どもは殊にかるがるしく背き給ふRはあら 
ねど、S•ぶらふ人^の中にくせrせしき乙とも出で來などしつ、、かの中將の君のSいへど 

人の乙のかみにての給aし事かなsて、かんの君もむげにかく sssaてのはていかなら 

む、人笑へにはしたなうもやもてなされむ"上の御心ばへは淺からねど年經て3ぶら；3給ふ 

御か*が^ょろしからず思W放ち給はゞ苦しくもあるべきかなとおもほすに、內には誠に 
ものしと^ぼしつ、度^御けしきあ6と人の^げき乙ゆれば煩しくて、おほやけざまにて 

まじらはせ奉ら1;乙とをおぼしてないしのかみを讓6110え給ふ。^ほやけいとかたうし給 

ふ乙とな$ければ、年ごろかう^しおきしかど得辭し給はざうしを、故おとCの御心を^ぼ 

して久しうなりにける。昔の例など引き出で、をの事かなsぬ。乙の君の御すくせにて年比 
中し給；3しはかたきな6け6と見えた6。かくて心安くて內ずみも^給へかしと^ぼすに 

もSとほしう少將の事を母北の方のわざとのた一3:ひし名のを、^のめ間えしやうにほのめ 
かし119えしもSか(C思ひ鈴ふらむとおぼしあつかふ。辨の君して心美しきやうにおとくに 

[19>て給ふ。「內ょ6か、る仰言のあればさ食ざまにあながちなるまじら；3のZ.のみと、世の 
き、み、もいかくと思う給へてなむ煩；5ぬる」と聞え給へば「內の御氣色はおぼし咎むるも 

乙とわらになむうけ給はる。おほやけごとにつけても宫づかへ志給はぬは3*5まじきわざ 
になむ。はやおぼし立つべきになむ」と聞え給へう。又ZLの度は中宮の御氣色とうてど參6 

給ふ。あとV為はせましかばおしけち給はざらtしなど、哀なる事どもをなむ。姉君はかたち 

物§51竹河. . S 
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など名だかうをかしげな6と間し召しおき穴*^けるを、引き違へ給へるをな嗦心ゆかぬや 
うなれど、ZLユもいとらうらうしく心にく、もてなしてさぷらひ給ふ。3きのかんの君力^ 

ちをかへてむと5:ほしたつを、かたが72にあつかひlla免給ふ程に「あZ.なCAも心あわ穴Vし 
う—ちfれめ、今少しSづ方も心のどかに見fなし給ひてもどかしき所なくひ穴み 

ちにつとめ給へ」と君途の申し給へばおぼしと < 乙ほうて、うちには時々忍びて參り給ふ折 
もゎ匕院には煩しき御心ばへのなほ絕姦ば3るべき折^^に參6鈴はず。いにしへを切 

a出でしがさすがic#なう^えしかし乙まりに"人の皆ゆるさぬ事に思へりしをも匆らず 
がfに思al:參らせ舉りてみづからさへたはぶれにても若々しき乙との世に聞えたらむ乙 

をsとまばゆく見苦しかるべけれとおぼせど、さるいみによhとは/2御E所にもm•しtiHえ 
こtliね^一我をむかしよう故^とくは取6わきておぼしかしつき、かんの君は^君を&の 

あらを；sはかなき折にも心よせ給aし名殘におぼしおとしけるよと、うらめしう思a即え 
へ"へ6。院の上はたましていみじうつらしとどおぼしの給はせける。「ふるめかしきあ穴う 

にSし放ちてSひおとさる、も乙とねりな6」とうち語らCA給ひ.1:哀にのみおほしまさる。年 

比あ6て又男御子產み氣ひつ。を乙らさぶらひ給ふ御方今にか、るZ:となくて年比にな4 
にけるをあろかならざりける御すくせなど世の人おどろく。みかどまして限りなうめづら 

しと乙の今宮をば思alIHえ給へ6。公給はぬ世ならましかばいかにかひあらまし、今は 
巧^もはえなき世^いと口をしとなIrfeほしける。女一窝を限りなきものに思araえ給a 



しを"かくさまざまうつくしうて數添ひ給へれば、珍らかなる方(Cていと殊に^S/2るをな 
む、女御もあまりかうまでは物しから1;と御心動きける。亊に觸れてやすからずくねぐねし 

き事出で來などしておのづから御中も隔たるベかめ世の事として數ならぬ人のなから 

ひにも、もとよ办乙とわ-^え^る方にこをあ57なきあほよム、の人劣心をよするわざなめれ 
ば、院の內の上下の人令Sとやんごとなくて久しくなり給へる御方にのみ乙とわ6て、はか 

なき事にもこの御方ざまをよからず取うなしなどするを、御せうとの君達Tprsればよ惡し 
うやはflaえ^きける」といと < 申し給ふ。心やすからず!1Bき^しきま、にか、らでのどやか 

((:めやすくて世を過rす人も多かめ6かし、限りなきさsはひなくて宫づかへのすぢは思 
びよるまじきわざなみけ-^と、^ほうへは歎き給ふ。間えし人々のめやすくな-CNの♦ほ办つ、 

吝てもおはせましrcか^はならぬぞ數多あるや。をの中に源侍從とていと若う；3はづな6 

と見しは宰相の中將icて、にほふやかをるやと問きにく、めで3わがるなる。げにSと人が 
らあ7P&かに心^くきを、やんごとなき御子達おと^の御1;すめを、志あ$ての^まふなる 

なども、問き入れずなどあるicつけて「をのかみは若う心もとなきやうなCSしかどめやすく 

ねびまぬべかめ力」などいaおは3うす。r少將な$しも三位の中將とかsひて^えあ 
6かたちSへあらまほしか6きや」などなま心わろき仕うまつ6人は5-ち忍びつ、「うるS 

げなる御有欉ようは」などいふもあ.cvていとほしうど見えし。乙の中將は猶思aをめてし心 

絕えず、うくもつらくtp思aつ、左大臣の御ひすめを得たれどをSをさ心もとめず、道のは 

源氏物罪竹河.， . <老 
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てなる1帶のと、手習に乏とr—もするはいかにfやうの—1*"けむ。御？ 
所安げな以のむつかし舍Mがちにf給ひにけう。かんの—ひしやう、fはあ 

售を口をしとAぼす。內の卺なかなか今めかしう心やすげにもてなしてSも故1 
%くき气fにてSぶらひ給ふ。左大臣うせ給ひて、右は左に藤大納言左大將かけ給へる 

右大臣こな-CN給ふ。次々の人^な6あがうてこの1中將は中納言に、三位の^は宰和になう 

てよろN；び患給へる人々乙の御ざうよヶ外に人なき比ほひになむあ办けるC中納言の樹上 

ろこびに1Sしのかん—6給7。!—て判し奉4ふ。かんの—怔 
去給aて「かくいと草深くなうゆく薇の門$:よぎ給はぬ御心ばへRも、ま2口の钿こと？C 

出でられてなむ一などliaぇ給ふ"御聲のあてに愛敬づき間かまぼしう今めき/2办。ふ4力た 
くもあよするかな、かれば院の上は恨み給ふ御心絕ぇ—かし、今遂に乙とaき出<給ひ 

c Tと思ふ。「よろ乙びなどは心にはSとしも思う給へねども、まづ锏货せられに乙を參6 

学れ。よぎgなどのたまはするはおろかなる罪にうちかへさせ給ふにや」と中し給ふ「今日 
すぎに——上—間ゆべ—に—らずとでみ侍れど、—と立ちi給！? 

む乙と-H；かたき，^、對面なくてはたさすがにくだくだしき乙とになむ。院にさぶらはる、力 

いとい穴う此の中を思びみだれ中空なるやうにた、よふを、女御をたのみ聞え又后の宫の 
®かたにもS办ともおぼし許されなむと思ひ給へすrすに、いづかたにもなめけに許さぬ 

Mのにおぼされ六めれば、いとかたはらいたくて憲1ぶらa給ふ。乙のいと交らひ 

0 



にくげなるみづからはかくて心やすくだに眺めすrs給へとてまかでさせたるを、をれに 
つけても聞きicく、なむ。上Rもよ/>しからずあぼしのたまはすなる序あらばほのめかし 

奏し給へ。とざまかうざまにたのもしく思a給aてsだし立て恃りし程は、いづかたをも心 
.やすくうちとけ賴み聞ぇしかど、今はか、る事あやまうにを3なうおほやけなかうけるみ 

づからの心をもどかしくなむ」とうち歎s給ふ氣色なrHicかうまで覺すまじき事にな 
む。か、る御まじらひの安からぬ事は昔よう3る乙と、な6侍办にけるを"位を去りて靜に 

おはしまし"何事もけざやかならぬ御有機とな$にたるR誰もうちとけ給へるやうなれど 
おのおのうちうちicはsか< sどましくもあぼす事もなからむ。人は何の咎と見ぬ乙とも 

我が御身(<:と6てはうらめしくなむ。あsなき事に心を動し給ふ乙と女御后の常の御癖な 
るべし。3ばか6のまぎれもあらじものとてやはおぼし立ちけむ。唯なだらかにもてなして 

御贸じ過rすべきMとに侍るな^N。をの乙の方(Cて奏すべき乙とにも侍らぬ乙と1Cなむ」と 
いとすくすくしう巾し給へば「對而の^{Cうれへ間ぇ1;と待ちつけ舉みたるかひもなくあ 

はの御乙とわらや」とうち笑aておはする。人の親にてはかばかしが6給へる程よりは、い 
と若やかにおほどsたる心ちす。御息所もかやうにぞおはすべかめる。宇治の姬君の心とま 

$て覺ゆる名、かうざまなるけは；3のをかしきぞかしと思a居給へ^N。ないしのかみもこの 

頃まかて給へも。乙なたかな/2すみ鈴へるけは；3をかしく大方のど.やがR紛る、rJとなき 
御あ6さまど7Pのすのうち心耻しうあぼゆれば心づか；5せられていと<もて患づめめやす 

/ 
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Mヒ、—うへii見ましかばとうち—しt。大—ての殿のびん^ jけ 

U;:ほい以t-SI-T.れ—のし給ふ—14ur_目“：： 

2給ぬ5-。隣.のかくの、し名行きちがふf昔siふfも昔i7 
て，乙の殿には物哀—がめ給ふ。「故宮うせ寶て1くこSとハの^も 

HIパナiに、世人fffしかど、—も消ぇずかくてものし！ふも^^ 
字tlため—。いづれにかょるべき」などのた—。左の大殿の 

0日—つけi、14 7。1にSす—にいと 
やr ず赢雪z if 

の^ふとか—a$lみ年月にをへて思う給へはるけむ方なf dL.(7):^り 

乙とfめsf。.廿七八のほどの—に匂iや——^^ tluフ、 
君违1—v£ご冬つか1をは何と—過く fい^^ h 

of殿お—ましかば乙、なる人tか、るす—ごとに—は亂—し」とす狐”r 
嗦兵馨右大辨にて皆非參議11れはしと思へ*^恃從とtゆめ色—乙 

_ -■■ .. 

(I 

，•• 



る頭中將とき乙ゆる。年ょはaのほどはか^はならねど人に^ぐるとなげき給へう。宰相は 
と^^*^ つ*?、つ*?し 

參. ，•• ••• • • 
••• . .- • • • /. • •••• .•'■«,••.•.«!♦ . • •- . . • 

一； ••.橋.姬：：V . 

I. • •• • ‘ . • ... . 

| 公その頃世にかずまへられ給はぬふる宮お•はしけ^N。母方などもやんごとなく 7Pのし給ひて 
一 すぢ乙となるべきおぼtなどおはしけるを、時移办て世0.中^はし^なめられ給aけるまぎ 

れに、なかなかsと名殘なく御後見なども物うらめしき心々Rて、か^が^につけて世を背 
きさうつ、、おほやけわたくしRょり所なく3しはなたれ給へるやうなう。北の方も昔の大 

臣の御むすめな6ける。哀に心ぼをく親たち0おぼしおきてたらしさまなど思a出で給ふ 
に、たとしへなき乙と多かれどJ深き御契のふた0なきばかりをうき世のなrsめにて、か 

た^にtたなくmみか；iiし输へ年比經るic御子ネ^>のし输はで心ネと攻かヶければ、S 
5さうしくつれづれなるなぐ3め{2:、いかでをかしから1;ちごもがなと、宮ぞ時々おぼしの 

たまaけるに、珍しく女君のsと美しげなる生れ給へ6。乙れをがぎうなく哀と思aかしづ 
. き113ぇ給ふに、又さしつCき氣色ばみ給aて乙の^びは男にてもなどかぼし^るに同じさ 

まにて/2ひらかには泛給Sながらいとい^く煩ひてうせ給；3ぬ。宮あさましくあぼし惑ふ。 
あ$ふるにつけていとはし^なく堪ベが^きと多かる世なれど、見捨て.が^く哀なる人の 

i 彳 淑氏物語橘姬. . S 
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iへ 

御有機心ざまにかIめらる"—しにて—すd一人uいutパ 
まじくもあるべきかな、いはけf人A、—一人はC、みたてもほと！ JAn “ナ{と昆 

とtがましうSとわるかるべ—と—しfて、-ほいも1ジJ1 
f人もなくて殘しと•、めむをSみじくおぼし穴ゆSつ、^-月もナは 

Pデ—4ふ。iかたちの美しうあら—しi明f f IにておのU 
5:しf星——文t「S VI立し心f」ちっ^^ 

てaに1れて屯あっかひf fけれど、かfのiにて力0ハh53 

らしれをsと6苦しと思ひて、「fの君をば矣みに見給ひて哀と彥せ」:?3|1|1 
こと—宮にgtf寶けS、先の世のfつら—りふしな^^^ひ；^ 

あらけめと、今はと見えしまvいと哀と思ひてうしろめたげにのたまa j 

、、乙の君をし名5と悲しう桑▲ふ。かた—ひまにいと赛くしまr- 

ひける。姬君は心ば望づかにょしある方穿見るめもiし^け^^^ :;/づき：^ 
あ合へる。rlしくやんごと—すぢは勝-ていづれ1iに吾力しU 

17と多く年月にi Sの內fびしくの！—。官しH穴 
16地するに重びあrす、つ11がひてまかでちりつ、iの御乳母^^ 

る—rはかばかしiをしi息へ給—各れば、—つmM、;3； IどをffにければIrv—ふ。李がIもしろ—の1山なと 
__I. : _r ; . - i I I 



の氣色ばか6昔に變らでSといたうあれまroるをつれづれとながめ給ふ。けいしなどもむ 
ねむねしき人もなか$ければとうつくろふ人もなきま、に、草靑やかに去げう軒の患の♦ふ 

ぞ所次がほに靑み渡れる。折々icoけたる花紅葉の色をも香をも同じ心にみはやし給aし 
RrJを慰むMとも多か-csけれ、いとゞしく SびしくつかIT方なきま、に、持佛の御飾ば 

かりをわざとせSせ給aて明慕行a給ふ。か、るほだしどもにか、づらふだに思の外に口 
•?:しう、我が心ながらもかなはざ$けるちぎ6と覺ゆるを、まいて何(Cか世の人めいて今 

3らにとのみ、年月にをへて世の中を5:ほし離れつ、、心ばかりはひじ6にな6はて給aて 
故君のうせ給ひし乙な^は例の人の含まなる心ばへなど戯ぶれにてもあ•ほし出で給はざり 

け-^。rなどかさしも別る、程の•かなしびは又世に^raなきやうにのみこをは^ゆべかめ 
れど、あ$ふればSのみやは。猶世の人Rなずらふ御心づかひをま給aて、見苦しくたづき 

なき宮の內もおのづからもてなさる、わざもや」と、人はもどきlia^rて何くれと〇きづきし 
くIHIぇごつN>と7^類ic觸れておほかれど!nlし召し入れざ$け6。御ね/Lずの；3ま；3まには 

乙の君達をもてあそび、やうやうおぶすげ給へば琴ならはし、燕うちへんつぎなどはかなき 
遊びわざ(coげても、心ばへどもを見奉り給ふに、姬君はらうらうしく深く尨もうかに見ぇ 

給ふ。若君はあほどかにらう^げな6*さまして物づ、み皂たるけは以^とうつくしうさま 
ざまに坐す。春のうら、かなる日影に池の水鳥どもの羽根うちかはしつ、おのが玄、さへ 

づる猓などを常ははかなき事と見給ひしかどもaがa離れぬを羨しくながめ給aて君達に 

诼氏物語描姬. • S 
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御琴ども敎へf給ふ。いとをかしげに小き御程にと*^ど上慕らし給ろ物のfl 

iごひ給ふか！0、にPし給^て 
nど3てし名あてになまめきて^^を虫系メ御jは -i ) D c tf An 

fけ—御Sまと恥しげf。I御—や—44 
ふを「てれ£¥穴まへ。孤には密—けざな"'」とて紙ず6給rjl、ft 

rcかでかくすだちけるぞと思ふに1き水鳥のfを—」ょ力^ -， 

は哀な办け办。手は5 i見免て务ょくもつ.、け給はぬ程f。「若f11L 

1霞^^ 

ぁらSとをかしく聞ゆ。父帝ミ母女御にも疾ぐtれ給ひては力jttf ^ 

矣て穴る坐せ'fければ、ざ—ど深i雪ひ給はず。，て、H 
き1ぶ\」かはf f 人と—る中に—iしぅぁ苫tほ 



のやうに•おはすれば、ふるき世の御寶物；おほぢおとVの御をうぶA何やかやとつきす1^じ' 

かりけれど行くへもなくはかなくうせはて、御調度などばか6なむわざとラるは--Lくて多 
か$ける。參り恃CA問え心よせ奉る人も^し。つれづれなるま、にうたづかさの物の師ど•も 

在どやうの勝れたるを召しよせつ、はかなき御遊に心を入れおひ出で給へればをの方はい 
とをかしく勝れ鈴へ6。源氏のあとての御弟入宮とぞ開えしを、冷泉院の.辦宫におはしまし 

、時朱雀院の大后のよrJざまにおぼし構へてこの宫を世の中Rたちつぎ給ふべく我が御時 
もてかしづき奉办給ひけるさわぎに、あいなくあなたざまの御なからひには3しはなたれ 

給；5にければSよいよかの御つぎつぎにな办はてぬる世にてえ咬じらひ給はず。又Iの华 
比か、る；5じ$にな6はて、、今はかぎ6とよ/)づをおぼし松て^か、る程に炷み給ふ 

宮燒けにけ6。SとVしき世Rあ3ましうあへなくてうつ^ひ住み給ふべき所のよ/>しき 

もなかりければ宇治といふ所によしある山里も給へ6けるに渡り給ふ。思a捨て給へる世 
なれども今はと住み離れなむを哀IC5:ほさる。あじろのけはひ近く耳かしがましき川の心 

左りにて靜なる思aにかなはぬ方もあれどsか < はせむ。花紅葉水の流nに名心をやる/2 

*1り1CよせてSとCしくながめ給ふよ6外のZ1となし。かく絕え籠6ぬる野山の末(Cも昔 

の人7pのし給はましかばと思a出で開.£給はぬを$なか6け-^。 
:「見し人毛宿^けぶりにな^\にしをなどて我が身のきえの乙6けむ」。生けるかひなくゼ 

赍しntかる、や。いと•ゞ山1Eなれる御すみかに尋ね參る人达なし。あやしきげすなど[11舍び 

1.源氏物SSI松姬. S 



顯齡趨施趣通诚以—心ぶ超“ぬ.^^ :ai%：/*： 4^X.*i^ lU-\*. .：w *■» ；-ぺ乂-..- 

、•…,_ir一 ■ •、 
二:ユ.ふ 

、たる—がつどものみまれ—れ參•"仕うまつる。擦•の朝霧f、折■一く1:明け"f 3 

に、—宇治山代びじうfたる阿ざ梨住みけ合。 
ねど！！おほやけごとにも出V仕へずf居穴るに：」の—力7n巧!r、xパ“ U 

て寂しき御含まにたふと—fせSせ給ひつ、法文なitまへ-プノ 

tに1る。年比S知赢へるfもの深きf解—かせf\ upょ^^ U1T? 
1め—1*し知らすれば「心ばかう泛—の上益ぎ 

4み$ベ—いとかく幼き人す—捨Sうし八め—ばか6|む$"み^:；^r, 

ち—かへa」などへだてなく物語し給ふ。この阿、—は冷泉院にも親しく传，mu 
敢へ間ゆる人fけA畏出でたるついVI冬、例のiベさ文：^ 

Wふともぁるついでに「八—いとかk く內敎の——とう深く物し給^^るrb 
yへIP生れ給へる人霉物し給ふ各。—く思a—し給へ.るほど1uut 

I比なむf給，r-と^'。「い萎か穴ちはかへ給^ずa上の卜 
のつげSII/1」などの締はす。宰相の中將|前1びて.^;u(7)** 

をいとす！じく思S知-ながら行3など人に目S倉、ば 
て過しけれなど人知れず思ひつ、、俗ながらひじ矣な*"給ふ心の—てやし？耳留 

めて聞き給ふ。「出家の志はもとi物し給へるをはか1に思ひと"^^UこU 
ぐるしき李どもの御うへ1思a捨て？なMき恃—とと奏す季力 



の、音めづる阿ざ梨にて「げにはた乙の姬君逄のAJと彈きあはせて遊び給へる、河波にきほ 
Uて聞免侍るはいとあもしろく極樂思びやられ侍るや」と乙だいにめづれば、帝ほ、Aみ給 

ひて「Sるaじ会のあた6Rあa出で、乙の世のか^ざまは^ど^どしから1;とあしはか 
らる、を、をかしの乙とや"うしろめたく思a捨てが/2くもて煩a給へらむを、もし患ばし 

もあくnむほどは讓$やはし給はぬ」などどのたまはする。この院のみかどは十の御子にど 
おばしける。朱雀院の故六條院にあづけ開え給aし入道の宮の御^めしをあぼし出で、、か 

の君達をが次、〇れづれなるあそびが力き{c^:どうちおぼしけ办。中將の君はなかなかみrJ 
の思rAすまL給へらむ御心ばへを對面して見奉らばやと思ふ心ぞ深くな.cnぬる。さて阿ざ 

梨のかへ^'S-5にも「必ず參6て物習a聞ゆべくまづうちうちにも氣色給は6給へ」などH5 

らひ給ふ。みかどは御^とづて{Cて「哀なる御住まひを人つでに問くZ1と」など間え給うて、 
「世をsとふ心は山にかよへどもやへたつ？きみやへだつる」。阿ざ梨乙の御管さき 

に^て、かの宫に爻ゐ6ぬ。なのめなるきはのさるべき人の使だにまれなる山陰にsと珍 
しく待ち喜び給aて、所につけたるSかな、どして5るかたにもてはやL給ふ。御かへし、 

「あとたえて心すむとはなけれども世をうぢ山^やどを乙そかれ」。ひじ6のか^をば卑 
下して間えなし給へれば猶世ic怨殘$けるとsとほしぐ御覧ず。阿ざ^」中將の君の道心深 

げ-ic物し給ふ」など語^NliBえて「法文などの心得まほしき志なむいはItなか.CSしよは；5よ.CN 

深X思Sながら得去らず世にあ$ふるほどおほ^けわ^2くしRいとまなく明けくらし、わ 

■ f SS 橘姐.： ， : . s I— i 
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るべ—あ_|$のしつよ力:な|み聞轰す—どねんごろ洁し給 
有fうけ給は1へしi力Mfrlrys 1ユと公、sとik含？そむる乙 

ひし」身語UIBdt巧Hぅ，！し 

ふtう pf V、T置—i— 

しか—く末更に1どる矿知」uwu」かよ^ 

きし|1^^^へ^“^;心とすムべくのどやか|||、いとぁら 

穴*T 又のf勿气うちし、よるなど心解けて麥をだに見るべき程もなけにす乙 

まれ1Sけ014Hちy雰めに—Vるし！^^ 

&何W地yてfし給ふらむ、世のつ念女女なよびよ 

ii樵f。佛の御方にfう—かぅIて乂—はすへ力る.1含む2z る、 



氣色ばみよなて人の御心ばべをも見^ほしう3すがにいか义とゆかしうもある御けはaな 
办。されどさ^か^を.思；3離る、願；3(^山深く尋ね11Hえ^.るほSなくすきずきしき^ほざ 

•■/)ごとを打ち出であざればまむも乙と1C左がひてや^:ど思ひ返して、宫の御有樣のいと哀 
-なるをねんご/>にとぶら；5間え給ひ"たび/2び參6給；3つ、思ひしやうにうばそくながら 

行ふ山の深き心、法文などわざとSかしげ1Cはあらでいとよくのたまひ糸らす。ひじ$•たつ 
人ざえある法師などは世icおほかれどあま6Z1はZ:はしうけ遠げなる患うとくの僧都僧正 

のきは、世にSとまなくきすくにて物の心をとひあらは3むもことごとしくf:え給ふ。又 
をの人ならぬ佛の御弟子の忌む乙とを保つばかりのたふとSはあれどけはasやしく乙と 

ばだみて乙ちなげicものなれ^るSとものしくて、迸はおほやけごとに暇なくなどしつ、 
袤めやかなるよaの程け近き御枕上などに召し入れ語らa給ふにも、いと3すがに物むづ 

かしくなどのみあるを、いとあて(u.心苦しきSましての^^ひ出づる言の薬7P同じ佛の御 
敎をも耳近き^とaRaきまぜ、いと乙よなく深き御さと-CNicはあらねどよき人は物の心 

を免^まふ方のSとことに物し給うければ、やうやう見馴れ奉$給ふ/2びごとic常ic見舉 
ち爻ほしうて、s上まなくなどしてほどふる時は戀しうあぼ.え給ふ。乙の苕のかくたふとが 

$聞え給へれば冷泉院よ办も常に御せうそZ:などあ々て、•年比おとに劣をさをS間え給は 
ず、Sみじく寂しげな6し御すみかRやうやう人め見る時々あケ。をゲふしにとぶらひ聞え 

給ム乙といかめしうNJの君もまづさる.べき乙とにづけり、をかしきやうにもまめやかなる 

调苁物gs描妮 ハ九一 
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さ1ょせ仕—4ふこ—年ばか各な立。秋の—方と 
御<1，」の1じろの浪1のごろは0とV耳かし—しく—;“ 

Mis—住1にうつろIsて七日—ど行—七—1.1くW 
づれ—名1sける兔、1久しく參ら緊なと、10|^^^^ 

、に、有明の月の—t出づろIでた—、いと忍ひて相t とU:: 
やつれS亡け-。河の—1なども—はで御馬泛f W 

ぐま、Mf穴がらv道，p見ぇa繁木の中をわけ給ふに、いとあら戈し赢の 
Iろとtちf、木の——、fいとatかに人や—ら^^^ 

ス卩。か、る1ど—ひ給はぬ心地に心ほt—しく1dう 

「山—しに穴へa木の葉のf—1が淚かなfやまが 

iしとてず。じんのf fせ—ず、柴の籬！けっ"5sh 
—tT駒の卷■忍？と用意し給へるに、かくれf UHUW"以 C、ぬし知ら癸と—ろくね—备tける。近くiほとに—奉1d 

l£so$とす$品ゆ。常にかく遊—聞くをついでな4御^^ 0 

M间—僵かfかし、ょf、へし—" t給へば、截iiの^^rきてな 
办ナちゎうしM」うにfベて世の常のかきあはせなれとW力らにや耳馬れ!^Jぉ。 

1ばちのflげに！しろし。11いた—してfl患 



ばし聞かまほしきに忍び^まへど"御けはひ急るく聞きつけて、とのゐびとめくをの乙なま 
かたくなしき出で來た6。「患か玄かなむ籠6坐します御せうをこを乙を聞え$せめ」と中 

す。「何かは、^か限6ある御行ひの程を紛はし聞え$せむにあいなし。かくぬれぬれ參みて 

いたづらに歸らむうれべを姬君の御方に間えて哀とのたtはせばなむ慰むべきJとのたま 
へば、見にくき顔うち^みて「申させ侍らむ」とてたつを「皂ばしや」と召しよせて「年比人づ 

てにのみ聞きてゆかしく思ふ御乙との音どもを嬉しきを办かな。磐し少したち隱れて間く 
べきもの、くまあ6や00きなくさし過ぎて參办よらひほど皆：とやめ給CAては、いとほい 

なからむ」との^.tふ。御けはa顔かたちのさるなほなほしき心地にもsとめでたくかたじ 
けなく鈒ゆれば「人きかぬ時は明慕かくなひあをばせど、^も人に1:も都のか7*2よ6參クた 

ち^じる人侍る時は音tpせ3せ給はず。大か/2かくて女君速おはします乙とをばかく せ 

たまa、なべての人(C知らせ奉らじと5:ほしのたまはする」と申せば、うち笑aて「味氣なき 
御ものかくしな6。去か忍び給ふなれど皆人あ$•かたき世の^めしに間き出づべかめるを」 

とのy2taて「猶患るべせよ。われはすきずきしき心などなき人ど。かくておはしますらむ御 
有樣のあやしくげになべてに^え給はぬな6」と乙まやかにの給べば「あなかし乙、心なき 

やうに後の聞えや#らむ」とてあなたのお前ははたけのすいがい患乙办て皆へだて乙とな 
るを"敎へよせ舉れ6。御供の人は西の廊によびすAてこのとのゐ杪へしらふ。あなy2にm 

ふべかめる透垣の戶を少じ押し明けて見給べばV月をかしき程にき6渡れるをながめて、す 
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ひやか—べし。を；St—人—の上に矣ぶきt名「入る—^すはちべ：^ 

うけれ。1に—S及び給ふ御心—」とIひ1けは琴tuw::卜、 
•ノづきた公。「及ばすともこれも月に離る、ものかは」など、はかなき7とをう1パ、プノ。 

ふか太したる御けSど'更にょ艮思ひ言しにはにず、いと哀になつかう〗力 

紅p:iへて 

t冬けむとにく iしはか—、を、げに哀なるもの、く fnur(,どこ 
，レうtぬべし。霧の深ければ韋か—ゆべく—らず。又月；^し』 
かの方！「人坐す」と吿げ！る人やぁらむi—t—入名！f 4 

ごや.^もてなしてやをらかくれ—けはひどもきぬの音もせず、いとな七力古、/ 

うてhじうあてにみやびか—を•哀と思ひ給ふ。や——出で、京に4老.H、 
く人^4給びつ。tlらひに折あしく參4もけれど1かな4 

ことaノし■めてなむ。rかぐさぶらふよし聞えよQい穴うAれにたる众ごとも玢え5せむ力 
し」レた吏—矣—.ゆ。かく見え'念らむとは—し！らtちとけfつる 



事どもを間きやし給へらひといといみじくはづかし。怪しくかうばしく匂ふ風の吹きつる 

を思aかけぬほどなれば驚かざぅける心あぞ.さょと心も惑ひてはぢあはSうず。御せうを 
乙など0/2ふる人7PSとう以うひしき人なめるを、をりからに乙仑萬の乙ともと思ひて嗖 

だ霧のまぎれなればあ60る御簾の前にあゆみ出で、つい居給ふ。山里びたる若人どもは 
Sしいらへむ言の葉も覺ぇで、御急とねさし出づるさまもたど*どしげな$。「乙の御簾の 

前にははし^なく侍6けうちつけに淺き心ばかう(Cてはかくも尋ね參るまじき山0.か 
げぢic思a給ふるを、さま乙とに乙を。かく露けき/2びをかさねてぱ3ぅとも御覽じ知るら 

ひとなIfたのもしう侍る」とSとまめやかにの/2まふ。若き人A、のなだらかU物問ゆべきも 

衣く消ぇ返ぅかCやかしげ次る^か穴はらS穴ければ、女ばらの奥深きをおZ:し出づる程 
久しくな$てわざとめいたるも苦しうて「何事も思a知らぬあ合さttcて、知りがほにもい 

か< は聞ゆべき」とSとょしあうてあてなる聲してCAき入うながらほのかにのたまふ。「か 
つ知りながらうきを知らず顏なるも世のSがと思a給へ知るを、；sとと乙ろしもあま6お 

ぼめかせ給へらむZを口惜しかるべ.けれ。あ6がたう萬を思aすまし/2る御住まaなどに 
たra間ぇさせ給ふ御心のうちは何事も凉しくあしはかられ侍れば、猶かく忍びあま-cs恃 

る深S淺roのほど名わかせ給はむZ.そかひは侍らめ。世の常のすきずきしざすぢにはあぼ 
し召.L放クベくや。さやうのか^はわざとす、ひる人侍•るとも靡くベうもあらぬ心强3にな 

む、あの.づか >七問'-L召し.あはするやうも侍りなむ。つれづれとのみ過rし侍る世の物語も問 

源氏物語橋姬. • .八会 . 



iせ所に賴み聞—せ、又かく世離れ1がめ—給;^らむ御心^^ 
も驚か卷給ふ'はか-^聞—れ侍らばいかに思ふ—に恃らむ」なと多くのた文へはid 

しUいらへにく、て—しつるあxfiに基う給ふ。六としへfn 
て「Iかたじけなや。かたはらいf$しのiにも侍るかな。御簾の'^^^、 丈もの、f知ら2、うに—1た、かにX聲の義すぎfrら^プ 

と—しく世の中甚含給iの1ら综有1U 
■人备に、とぶら；sかずまへf給ふも見—ぇずの1ffhめ^^K 

f御志のほどは數にも侍らね心にもあiし——給へ聞勿h 
&こ毛あぼし知らながら聞ぇさせ給ひにくきにや侍らひ」といとつ、みなく句搜ad ， 

yにくMものからけs sf人め—よし1ば「てf'つt、知ら之J 
っるにうt—けは泛1。—各Is知4Sけ矣のtよ 

寄り居給へi几帳の各よ-^見れば、曙のゃうゃiの、色わかる、^^^ ^^ 

ると見ゅる狩衣姿のぃとぬれ志め—るほどうたてこの^外4に1 ほ^lど.^な 
か—みち文Ms s人はうち泣—。5し^^罪^^^へ^^ J 

1り卸—のS—らむ序にうち出て聞—せかSし—ほのめヵヲ V 
Mintのつsvfうち喜思a給へ矣るfしにや嬉し— "'に恃るを、ま^ 

きirp、れたるi くれて——せ侍—」とうち1、く氣色誠ミみじく今 



悲しと思へ6。大かた3だすぎ^る人はMも/.なるものとは見Irrlき給へどいとかうしも^ 
へるも怪しうな6給al:rz.、にかく參る乙とはたびか3な6ぬるを、かく哀知り給へる人 

もなくてこを露けき迸のほどR一人のみそ•ほちつれ。うれしきつsで71めるをことなの乙 

s給ひをかし」とのたまへば、「か、る序しも恃らじかし。爻た恃るとも夜のまのほど知らぬ 
命の賴むベ.rcicも恃らぬを、Sらば唯か、るふるもの世に侍りけ6とばかう患ろしめreれ 

侍らなむ。三條の宮に侍aし小侍從ははかなくな6侍6にけるとほのかに問き侍6し。をの 
かみ睦じう思；5給へしおなじほどの人多くうせ侍りにける世の末に、遙なる世界よ6傅は 

6まうでき•てこの五年六年のほどなひ乙れにかく r/ふらa#る。ぇ患/>しめ.3じかし^しの 
顷藤:A:納fと巾すなる御乙のかみの"術Eztにてかくれ保-にしは、もの、ついでなどにや 

わ0卸.LとてIrflし^し傺ム6乙とも促らひ。すぎ洽^ていくばくも1たら似心地0かし像 
る。二」のを6の悲しr^TPま^1!のか^くを6侍らず思a給へらる、を、手を折6て數へ伶れ 

ばかくあとなしくならせ給；3にける•御よは；3の程も夢のやうになIf。かの故權大納言の御 
乳母ic侍りしは辨が母Rなむ侍りし。朝夕に壮う爻つり馴れ#6しかば人数にも恃らぬ身 

なれど人に知られず御心よ$は^あ^うけるCとををりを6うちかすめのたまひしを、今 
は限にな$給a(cし御痫の末つ方召しよせてs 3、かのたま；3おくヒとなむ伶6しを即し 

召すべき故なむひとCと侍れどかばか611}]ぇ出で侍るにのこ6をとおぼし召す御心侍らば 
のどか(C:なむi]9し召しはて侍るべき。若き人A、もかたはらいたくさしすぎた办とつきじろ 

源氏物gi橋姬• ：： • S 



si 1 — ._ . <!*• 

a恃るめるも乙とわ6(cなむJ^AJて3すがに打ち出てずな-^ぬ。あやしく#がた6かんなざ 
やうのもの、問はずがたりするやうに珍らかにあぼ3るれど^K^mなくおぼし渡る2.と 

のすぢを^ゆればsとおくゆかしけれど•げに人めも^げし、$しrみにふる物語にか、づ 
らCAて夜を明しはてむも乙ちごちしかるべければ「を？•はかと思aわく乙とはなきものか 

らいにしへの乙と、|19き侍るも物级にな1;。3らば必ずこのの乙6冏かせ給へ。霧喑れゆか 
ばはしたなかるべきやつれをおもなく御!iじ#められぬべき3まなれば思ひ給ふる心の程 

ょ6は口iffしうなむ」とて立ち給ふに、かのおはします寺の鐘の^かすかにI1HえてSいと深 
くたちわ^れる绺の八31:雲思ひやるへたで多く哀なるに、猶Z1の姬沿逄の御心のうちども 

心苦しう何事をおぼし殘すらひ、かくいとおくまり給へるもことわかしなど^ほす。 

「あさぼらけ家路も見えずたづね乙し槌のを山は霧乙め1:けう。心ぼをくも伶るかな」と 
たちかへ*やすらa給へるさまを都の人のめなれたるだ(C猶sと乙と(C思aliHえ侍るをi 

いてsかvli珍しう見ざらむ。御かへ6問え傅へにくげに思aたれば例のいとつ、ましげ 

にて、 ノ 
「雲のゐる错のかげぢを秋霧のいと< へだつる乙スにもあるかな」。少しうち歎き給へる 

粲色淺からず哀衣何ばか6をかしきユしは見えぬあ^$攻れど货に心苦しき乙と多か 
るにもあかうなう行けばSすがにciたお毛てなる心地して「なかながなるほどU承し 

つる乙と多かるのこ^sii今少しおもなれて乙そは怨み聞^’*3すべかめれ。3るはかく世の 
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人めSてもてなし給へば思はずに物^ぼしわかざ6け6と、うらめしうなむ」とてとのゐび 

とが去つらひたる西而におばしてながめ給ふ。「あじろは人3わがしげな$。3れどひをも 
ょらぬにやあらむす3爻じげなる氣色な〇」と御供の人々見知$ていふ。あやしき婚ど名に 

柴511J6殺みあのおの何となき#のいとなみど名に行きかふ3嗳どものはかなき水の上に、字 

びたる、誰も思へば同じことなる世のつねなさな6。我はうかばず玉の接k患づけき身と思 
ふべき世かはと思；30Cけらる。硯召してあなたに冏ぇ給ふ0 

「はし姬の心をくみてたかせ3す棹の患づくにをでどぬれぬる。ながめ給ふらむかし」と 
てとのゐびとにもたせ給へ6。寒げ(Cいら、ぎたる顔してもて參る。御かへし紙のかなどあ 

ぼ/>げならむは恥しげなるを、疾きを乙をはか、るを-CNはとて、 
「5しかへる宇治の川を3朝夕の^づくや?lliをくたしはつらIf。身5へうきて」といとを 

かしげict!fき給へ^^まほにめやすく物し給aけりと心とま6ぬれど御取，qて參6ぬと人 
々rjめがし!illゆればとの，qびとばか6を召しょせて「かへり渡らせ給はむまどに必ず參る 

べし」などのたまふ。ぬれたる御どどもは皆乙の人にぬぎかけ給aてとりにつかはしつる御 
直衣に^6かへつ。—い人の物語心にか、うてあぼし出でらる。思ひしよりはCよなくま3 

6てあほどかRをかしかみつる御けはひども而かげ^添ひて、猶思ひ離れが穴き世な6け 

$と心弱く思；3知らる。御文舉6給ふ〇けSうだちてもあらず、白き色紙のあひごえたるに 

筆はaきつくろa之うて墨つき見所あ6て11?き給ふ。「うちつけなるSまにやとあいなく留 
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め恃りて、の己〇多かるも^しきわざになむ。か^はし間之11:きつるやうに今よ6は餌簾の 

前も心やすくおぼし許すべくなむ。御山ごも6はて恃ら1;日數もうけ給はう公きていぷせ 
か6し^のまよひもはるけ#らむJなどぞいとすくよかに番き給へる。左近のどうなる人餌 

使にて「かのおs人尋ねて文もとらせよ」との^^ふ。とのゐ人がさむげi-cてさまよCAしな 
ど哀に公ぼしや6て大きなるCAわりごやうの7ねの數多せさせ給ふ。又の日かの御券にも奉 

ふ。山ごもりの僧ども乙のごろのMにはいと心•ほをく^しから〇を、Sておはし爻すほ 

どの布施給ふべからむとおぼしやうて絹綿など多かりけり。御行はて、出で給ふあし穴な 

6ければ行a人どもに綿絹袈裟衣などすベてCAとくだりの程づ、あるかぎ〇の大と乙^ち 
に^まふ。とのゐ人かの御ぬぎすてのえんにいみじきかりの御どどもえならぬ白き綾の锏 

ぞのなよなよといひ知らず^へる^」う0しきて、^ヒ|^た乞^ぺ^も(〇^れ^^つ力|^し 
からぬ?111のffを人ごとに^められめでらる、なIfなかなかと乙/>せか6ける。心にまかせ 

て身を安くもふる戋はれず、sとむくつけきまで人の驚くにほaを失ひてばやと思へど，所 
せき人の卸うつ6がにてえもす、ぎす1:ぬ^あまりなるや。忍は姬器の御返事いとめやす 

くZ1めかしきををかしく見給ふ。宫にも「かく御せうを乙あうき」など人々111]え5せ御1ぜ 

さすれば「何かは。けさうだちてもてない給はむもなかなかう/2てあら1;。例の若き人に促 
ね御^ばへなめるを、なからIT後もなどaとことうちほのめかしてしかば、さやうRて心^ 

とめたらむ」など0•たまひけ6。御みづからも3まざまの御とぶらひの山の^屋に餘 



i 

i 

となどのたまへるに、まラでむとあぼして、三の宮のかやう(;:あくま6^らむあた办のみま 
さ6せむこそをかしかるべけれとあらましごとにだにの/2まふものを。|][]えはげまして御 

心さわ.がし率らむとおぼして、のどやかなる夕^(c參6給へ^N。例の，5まざ^なる御勿^1111 

えかはし給ふつsてに宇治の宫のこと語$出て、、見し曉のあCS5まなどくはしくlii-Iえ給ふ 

に、宮Sとせち(Cそかしとおぼい^6。さればよと御氣色を見てSとC御心動きぬべくいひ 
つVけ給ふ。I raてをのあ6けむ返事はなどか見せ給はざ6し。まろならましかば」と怨み^ 

ふ。I Sかし。Sと3まざま御赀ずべかめる端をだに見せ給はぬ。かのわた6はかくいともう 

もれたる身にaき乙めてやむべきけは；3にも侍らねば必ず御赀ぜ3せばやと思；5給ふ1ど、 
い力で力尋ねよらせ給ふへき。かやすきほど2:をすかまほしくはいとよくすきぬべき!^1C 

侍ヶけれ。うちかくろへつ、多かめるかな。さるかたに見所ありぬべき女の物思はしきうち 

忍びたるすみかも山里めSたるくまなど(Cおのづから侍るベかめ6。乙のiiljえさするわ^j 

$はSとよづかぬ；3じりざまにて乙ちごちしうどあらひと年比はMaあなづ6你りて邛を 
だR乙そ留め侍らざ$けれ(ほのかなうし月影の見劣クせずばtifならひばや。げばCAぼ^ 

は/23ばか6ならひをぞあらまほしきほどと覺え恃るべき」など[1[1免給ふ。はてはてままめ 
だちていとね^く、おぼろげの人に心移るまじき人のかく深く思へるを•、お/)かならじとゆ 

かしう公ぼす乙とかぎりなくな0給ひぬ0「猶又々よく氣色見給へ」と人をすゞめ給ひて限 
みある御身のほどのよだけさをいとはしきまで心もとなしとおぼし六れば、をかしくて「い 
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でやょしなくど侍る。Eばし世の中に心と<めじと思a給へるやうある身にてなほざりご 
ともつ、tしう恃るを、心ながらかなはV3心つきをめなばおほきに思ひにだがふべ1 

なむ侍るべき」と111]ぇ給へば「いであなことごとし。例の^どろおどろしきCAじ6ことは見 
文て、しがな」と•て笑a給^*。心のうちにはかのふる人のほのめかし、すぢなどのいと <う 

ち驚かSれて物哀なる4Cをかしと見る乙ともめやすしとIrrlくあ^6も何ばか6心icもとま 
らざ6け十月Rな6て五六nのほどR宇治へ令うで給ふ。「あじろを乙をこの弭は锏赀 

ぜめ」と問吵るA々あれど「何かはそのひをむしUあらそふ心Rてあじろにもょらひ」とを 
ぎ捨て給；3て、か/Dらかに網代IIIRてかと$の直衣指贳ぬはせて殊3らび裔給へ6。常待ち 

mび給aて所につけたる御あるじなどをかしう^なし給ふ。^れぬれば大となぶら近くて， 
Sきざき見さし給へる文どもの深きなど、阿閣梨もさうじあ/)して義などいはせ給ふ。うち 

もtどろまず。河風のsとあらましきに木の葉の散6かふおと水のaくきなど哀もすぎて 
物恐しく心ぼをき所のさまな-^。明けが^近くな6ぬら〇と思ふ^に、ありし患の、めru心a 

出でられて、琴の音の哀なる乙とのついでつく $出で、「さきの/2びsicまどはされ侍うし 

&にぃと珍しきもの、音ひと聲ぅけ/2まはりしの乙6なむ、なかなかにぃとぃぶかしぅ他 
かず&ひ給へらる、」など間ぇ給ふ0「色をも香をも思ひ捡て、し後昔聞きしことも皆忘れ 

てなむ」とのた令へど、人召してきんとうよせて「いとつきなくなうにたみや。^るべする物 
-の音icつけてなむ思ひ出でらるべか6ける」とて截琶めしてまらうどにそ、のかし鈴ふ。 
と 
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办V患らベ給ふ。「更にほのか(C聞き恃6し同じものとも思a給へられざ6け^N。御琴の^ 
力らにやと乙そ思；3鈴へしか」とて心とけてもかきたて給はず。「い•てあな3がなや。泛か御 

耳とまるばか$のてなどはいづくよ6か此處までは傅は$こむ。あるまじき御事な6」とて 

きんかきならし給へるいと哀に心凄し9かたへは樂の松風のもてはやすなるべし。いとたど 

たどLげに^}ほめき給；5て心ばへある手；5とつばかう！：一てやめ給；5つ。「MQわた-CNに役え 
なくて折々ほのめく第の雰得たるにやと聞く折侍れど心留め妄どもあらで久 

し^なcsにけ6や。心{Lまかせて各かきならすべかめるは河波ばかりやうち八口すらむ。ろな 

うもの、ようにすばか合のはうしなどもとまらじとなむ覺え侍る」とて「かきならし給へ」 

と彼方にWえ給へど「思；5よらざ6しひと.〇、ごとを410き給ひけむ;cfにある物をハと片はな 

らむ」とひきい6つ、皆fifiき給はず。度々を、のかし聞え給へどとかく問えすまひてやみ給 

CAぬればいと口惜しう^ゆ。をのついでにもかく怪しう世づかの思；3やりにてすぐす有機 

どもの思の外なる乙となど恥しう各ぼいた七「人にだにいかで知らせじとはぐ>みすrが 
明nと，：p知らぬ身ののこ$すくな3化さすがk行く^MきAはtあ；れて3すら 

へひこと、これの^こfげに世を誰れ^さU0i3ガし^心けれ」とtrち語>bw給へゴvDTfvし 
う見奉6給ふ。「心ざとの御後見だちはかばかしきすぢic侍らずともうとうとしからずおr 

し1«5れむとなむ思ひ給ふる。患ばしもながらへ侍らむ命のほどはひと乙ともかく打ち出. 

で沿え3せてむ3まをた.がへ侍るまじくなむL.など申し給へばrlいと娘しき.乙と」とおfし 

源Jt物25橋姬. 
S 

“t い？*1-P :•!]: k _r-r t 

fe;. 

u 
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の％ふ。3て曉力^の御行し鈴ふほどにかのあい入召し出<、あひ給へ$。姬忍の御後见に 
て^土せ給ふ。辦の^とぞいひける。年は六十にす乙し足らぬほどなれどみやびかに故ある 

けはaしてものなどlirrlゆ。故權大納言の君の1H:とともに物を思aつ、病づきはかなくな6 
給；Sにし^^-IをIilriえ出で、泣く乙とかぎ6なし。げによをの人の上と11;-}かlrだに哀なるべ 

きふる事どもをまして年比錄柬なくゆかしうsかな-^けむ事のはじめにかと佛にも7のこ 
とをr/たかに知らせ給へと念じつる^るしにや"かく夢のやうに哀なる^が^6を^えぬ 

つSでにiirriきつけつらむとおぼすにMとVめがたかりけ6。「3てもかくその世の心知6た 
る人も殘り給へ6けるを珍らか(C%-恥しうも^ゆる乙とのすぢに猶かくいa傅ふるたca 

やまたもあらむ。年ごろかけても聞き及ばざ6けるを」との給へば「小恃從と辨とはなちて 
又知る人侍らじ。ひとrjとにても又こと人に爻ねび侍らず。かくものはかなく数ならぬ身の 

ほ^に降れど、よるひるかの御かげにつき奉$て恃りしかば、あのづから物の氣色を名見奉 
うをめしに御心よ6あ嗦りておぼしける時々唯二人の中になlf、raまさかの御せうをこの通 

aもか6し。かたはらsたければ委しく聞えさせず。今はのとぢめにな6給ひてい5、かの 
たまaおく事の侍りしを、か、る身にはTtき所なくいぶせく思う給へ波6つ\いかにして 

かは聞し召し傅ふべきと、はかばかしからぬね/LずのつIPvitネ思ひ給へつるを、佛は泄U 

公はしましけ6となむ思う給へ知6^る。御1ぜさすべきものも侍6。今は何かは繞きも捨 
て如6な1/。かく朝夕のきえを知らぬ身のうち拾て侍うなば落ち散るやうネ乙そといとう 
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とのたまはせて乙の御文をとり集めて給はせ穴りしかば小恃從に又あひ溫侍らむついでに 
さだかに傅へ參らせむと思；3給へしを、やがて別れ侍6にし毛私事には側かず悲しぅなむ 

思ひ給ふる」と問ゆ。つれなくてrれはかくい給ひつ。かやぅのふる人はとはずがた6にや 
怪しき乙とのためしにsa出づらむと苦しくおぼせど、かへすがへすもちらさぬよしをち 

かひつる、ro-TPやと又思；5亂れ給ふ。御粥乙はSひなど參6給ふ。「昨口はいとまのnな6し 
VJ今！：：：はうちの御物忌もあきぬらむ。院の女一宮惱み給ふ御とぶらひに必ず參るベければ 

かたがたいとtなく侍るV」又Z:の比過ぐして山の紅葉散らぬSきに參るべき」よしI1Hえ給 
ふ。「かく^ば泛ば穴ちよらせ給ふひか6R、山の蔭も少し物あさらむる心地してなむ」な 

ど、よ/>こび[13えたまふ。歸6給CAてまづZ:の袋を見給へば)3fの浮線綾を縫；3て上といふ丈 
字をぅへ{C被き*6。細き龃して口の方をゆひ/2るに、かの御名の封つき穴ゲ。あくるも恐 

しぅあぼえ給ふ。い^s/>の紙にて^ま-SかR通aける御文の返事五つ六つぞある。ruては 

かの御手にて「癖ば15:くがぎぅにな办にy2るに又ほのか(Cも間えむことかたくな6ぬるを 
ゆかしぅ思ふことはをaにた御か^ちも變ぅておはしますらむがさまざま悲しき」こと 

をみちのくにがみ五六枚につぶつぶとあやしき鳥の跡のやぅに铿きて、 
「めの前に乙の世を^むく君よ6もよをにわかるVたまぞ悲しき/またはしに「めづら 

しくirrlき侍る二葉のほどもぅしろめたぅ思a給ふる方はなけれどV • 

命あらばをれとも見tし人^れずいはねにとめし松の^aす^」。かき5し^るやぅ1C 
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• Vと胤6がはしくて「侍從の君に」と上には書きつItた$。裹みといふ蟲のすみかこな$て 
ふるめ—るかびくさ、ながらIぇず。唯今—むにもたがはぬ言のfもの 

11と壽かな—見給含げ猛ち散名—しかばとうしろめfいと5しt 

とと名なう。かVること世にまたあらむやと心ひとつにいとC物思はしSをひて、内、參ら 
むUおほしっるも出でたVれず〇宫の御前に參6給へればいと何心もなく茬やかな—t 

し瓜み.給>を恥ぢらひてもてかくし給へ^^何かはし$>け6と名知られ取らむ 

• 1 

椎 本 .. 

二月の二十日のほどに兵部卿の宮初瀬にまうで給ふ〇ふるき御願な6け作どあぼしもた、 
て年頃になさけるをポ治の，Qた☆の御中やど6のゆかしさに、多くはもょf Aへる 

なるべし。うらめしとSふ人もtける里の名の、なべてむっましラ盏—、故もUかな 
しぺJf:?cレとあまた：^:一う1(:つ6給ふ。殿上人などは3ら(Cもいはず世に殘る、少く上う 

戋つ六條院よkつたはりて右の大殿^力給ふ所は、河よ6をちにいと资くあもし/)く 
てあるに、御まうけせ3せ給へ6V'おとCもかへさの御迎へに參6給ふべくおぼし^るを 

なる御物忌のSrく愼み給、ふべく申したれば、え參らぬよしのかしこま6申し給ヽ6。宮、な 

ふ 
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咬すさまじとおぼしたるに、宰相の中將、今日の御迎へic參6あa給へるになかなか心やす 

くて、かのわた办のけしきも#へよら1;と御心ゆきぬ。おとVをばうちとけて見えにく、こ 
とごとしきものに思以問え給へぅ。御子の公逄、右大辨、侍從の宰和、權中將、頭少將'藏人の 

兵筍佐など皆A/ぶらひ給ふ。帝后も心•ことic思a聞え給へる^なれば大かたの御^ぼえも 
sとかぎ6なく、まいて六條院の御か^ざまはつきづきの人も、皆私の君に心よせ仕うまつ 

6給夂。沂につけたる御しつらひなどをかしう急なして、游すぐ/3く*ぎのば/1どもなどと 
6出で、、心々にすさびくらし給aつ。^はならひ給はぬ御あ6きに惱ましく^ほ^;れて、 

乙、icやすらはむの御心も深ければ、うちやすみ給aて夕つ方^御琴などめして遊び鈴ふ。 
例のかう世ばなれ/2る所は水の音も毛てはやして、物の音すみ.ま3る心地して，かのひじり 

のKにも^さしわたる程なれば、追風に吹き來るaVきを聞き鈴ふに、昔の事おぼし出でら 
れて一笛をいとをかしくも吹きとほしたるかな。誰ならむ。昔の六條院の御笛の喑問きしは 

sとをかしげic愛敬づき^るねにZLを吹き鈴ひしか。乙れは澄みのぼ$て、Cとrとしきけ 
のそひ^るは、改仕の^とゞの御^うのmの音(CZ-を似/2なれ」などひと〇ごちおはす。一哀 

に久しくな^%にけるや。かやうの遊などもせで、あるにもあらですぐし來にける年月の、3 

すがに多くmへらる、乙を如；sなけれ」などのたまふつい\」にも、贩君たちの御有機ちたら 
しく、か、る山ふと乙ろicaきMめて：li、止まずもがなと^ぼし織けらる。架相のSの、1113 

二うま茳き^か6(Cて見兮ほしげなるを、Sしも思ひよるまじかめ$、寸いて今やうの心淺 
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人^^てか—どあぼし亂れて、つれづれとながめた1。所—のfsと明 
•し1ブきを >也や6給へる旅寢のやど6は及ひのまぎれにいと瘐ぅ明けぬる6地して、 

す猫らV」と—sf。はるばるとかす—れ—に、散—あれば今Uらけをむるな 

といろ^C見—る、に、河ぎ柳の—I靡く水かげなど？かならずをかし—、 
3らし各はぬ人はいと珍しく見揄て雛しとおぼ3る。宰和はか、るたょ6をすず 

治^_1 しはやと—せど、あ—の人めを—て一人—出で給はひふなわど 
も1ら力にやと您；3やすら；3給ふほどに、かれょ6御文あ40 丨 

..「山f 4すみ吹きとく fあれどへ？、見fl.b波」。看にいとをかしぅ 
1鈴711へばいとをかしく —sて、「この御かへ—む，と 

rmufはの波はへだつと———ょへ宇治の河風」。中將は！て除ろ 

f1J6{iiベる！！！ひて〆」—給ふほど、酣醉議？、水にのIf 
pLMi-1し—橋の心はへなど、窘方にいとをかしぅゆ参f岔なれば、人ちして 

舟よ^^給ふ‘、はまた—ことに、山ざとびたる網代屛風などの、こと—にしとそ 

I見——裏つら；sを、营心ちしてか—ら3 SとSた—なし給T。Sこズの 

1バ』^|宣為ど|娶と|け|言にはぁらでっぎっ$き出で給 
ひて人遊び給ふ。—じの1御きんをか、るついでにと人A、思ひへ" 

.4 
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へれど、第の乙とをど心にもいれずを$を.うかきあはせ給ふ。耳なれぬけにやあらむ、いと 

物深くおもしろしと荇き人A、思a患みた办。所につけたるあるじいとをかしう吏給aて"よ 
をに思ひや办し程よりは、なま孫31-めく賤しからぬ人あtた"おほきみ四位のふるめきy2る 

など、かく人め見るべきを6と、かねていとほしが6119えけるにや、5るべきかぎり參6あ 
ひて、版子とる人もきたなげならず、roる方Rふるめきてよしよししうもてなし給へ6。ま 

らうどたちは、御むすめたちのすまa給ふらむ御有樣思ひやりつ\心つくす人もあるべ 
し。かの^はまいてかやすきほどならぬ御身vmへ處せくおぼ3る、を、か、る折にだ1Cと 

忍びかね給ひて、お达し/>き花の枝を折らせ給aて、御供に3ぶらふ上わらはのをかしきし 
て攀6給ふ。 

「山樱にほふあたりに尋ねきておなじかざしを折りてけるかな"野をむつましみ」とやあ 
りけむ。御かへ6はいかでかはなど、1H]之にく、おぼしわづらふ。「か、るをうの乙と、わざ 

とがましくもてなし、稚の經るもなかなかにくき乙と(Cなむ^侍りし」などふる人ども問ゆ 
れば、中の君に7C#かせ奉6給ふ。 

「かざしをる花のたよ6•に山がつの垣根を過ぎぬ蓊のたび人。野をわきてしも」といとを 

かしげ(Cらうらうしく激3き給へう。げ(c河風も，心わかぬ3まに吹きmふ物の音どもおもし 
ろく遊び給ふ。御迎に藤大納言、仰言にて參う給へ6。人A、あまた參6錐a、物3わがしくて 

きほひ歸6締ふ。若き人々飽かずかへらみのみせられける。宫は又さるべきついでしてとあ 



ほす。花ざか^\にて、四方の銳もながめやる程の見所あるに、かものもやまとの名歌ども多 

かれど、うるさくて尋ねも聞かぬな6。物Sわがしくて思ふま、にもえいひやらずな办にし 

を飽かず宮はをぼして、泛るベなくても御文は常にち6ける。^もr猶113えたまへ。ねざとけ 
roうだちても名てなさじ。なかなか心時めきにもなう^べし〇いとずき洽へる^こなれtfか 

Vる人など問き給ふが、猶もあらぬすさびなめ6」とを、のかし給ふ。時々中の.？Vぞ!][]え給 

ふ？姬若はかやうのこと、たはぶれにももてはなれ給へる御心深Sな^^いつとなくじぼを 

き润有樣に春のつれつれはいとV:し雛くながめ給ふ。ねびま3う鈴ふ御3まかたちども 

Sよレよまさあらまほしくをかしきもなかなか心苦しう、かたほ{Cもおはせましかばあ 
たらしくをしき方の思aは^くやあらましなど明^あぼしみだる〇姉趙サ五、中の^什二(C 

ぞ•なう給じける^はmくtrみ給ふべき年な6け-^\0物心ぼそく^ほして、御あ乙なひ^よ 
らもたゆみなく老給ふ。低R心とCめ骑はねば出でたちいそぎをのみあぼせば.凉しき道に 

も赴き給CAぬべきを、pfl:この御事どrPのいといとほしく、かぎりなき御心づよさなnど、る 

ず今はと見捨て鉛はむ御心は亂れなむと、見奉る人もおしはか6き乙ゆるを、あぼすさまに 

はぁちすともなのめれ3ても人ぎ、くちをしかるまじぅ、見ゅるされぬべききはの人の、ま 
ご、ろ(CうしK：み聞えむなど思ひよう聞ゆるあらば知らずがほにてゆるしてひ、aとと乙 

ろ世に住みつき給ふよすがあらば、それを見ゆづる方に1:めおくべきV」、3まで深きVひに尋 
ね-118ゆる人もなし。まれまれははかなきたよ.CNicすきごと間えなどする人、また若^しき、 
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の心のすさび{;:、物まうでの中やど<:^ゆききのほどのなほざぅごとに氣色ばみかけて、5す 
がにかくながめ給ふ有様などおしはか$あなづらはしげJ!:もてなすはめざましうて、なげの 

Sらへをだにせ3せ給はず。三宮どなほ見では止まじと^ほす御心深かりける05るべきに 

やあはしけむ。串相の中將をの秋中納言にな6鈴ひぬ。いとぐにほひ爻3り紿ふ。世のいと 

なみ((:添へてもおぼす乙と多か^N。いかなる乙とといぶせく思ひ渡シし^比1*$も6苦し 

うて、過ぎ給aJCけむSRしへざ^の思ひやらる、に、罪輕くな6鈴ふばか6、お乙なひも 
せまほしくなひ、かのおい人をば哀なるものに思ひおきて、いちじるささまならず、とかく 

まぎらはしつ、心よせとぶらひ給ふ。宇治にまうで、久しうなCN{Cけるを思CA出て、參4 

給へ6。七月ばか—(C衣け—。都Kは噯;£ス$为、ぬ救の気色を^羽の.山近くMの^ネ 
いとCA4、かK栊の山邊ネ馑に色づきて、猶尋ね來为る(:をかしう珍しうおぼゆるを、窑は 

iwsて例よ待ち喜び間え鈴；3て、Z:の度は心ぼをげなる物語いと多くliiし給ふ。rなから 
む後乙の哲達シmるべきもの、たよ6にもとぶらひ、思a捨てぬものにかずまへ給へ」など 

おもむけつ、[laえ給へば、「ひとことにても承^\おきてしかばillに思う鈴へを乙たるまじく 
なむ。世の中に心をとCめじとはぶき恃る身にて、何事もたのもしげなきお；5Sきのすくな 

3RなIT侍れど、Sる方{Cて、めrらひ恃ら〇かぎうは、變らぬ志を御^じ知らせむとなむ 

思う給ふる」などIISえ給へば、いとうれしと^ほいた々。夜深き月のあきらかに3し出で、、 
山のは近き心ちするに、ねんずSとあはれに^給；3て昔物がた鈴ふ。「この頃の世はいか 

淑氏物語推木 
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く次^らむ。xtrう*^どit:て，かやぅ^る秋の月に、御前の御あそびのlitcsぶらひあ 

ひ^る中^^物の上手と^ぼし^vか-fふと-^ど6(cぅちあはせ^^拍子などことごとしき 

•1ぅも、ょしあAとおぼぇあ^女御更衣の御つぼねつぼねの、あのがじ、はsどましく思；5 

ぅはべのな5けをかはすべかめるを1夜深きほどの人のけしめりぬるに、心やましくかいし 

もべ、ほ.のかHほZるび出で/2名物の音な、ど聞き所あるが多か々しかな。何事にも女はもて 

あ^びの〇まに-Loベく、•物はかなきものから人の心を動かすくさはWになlrあるべき。さ 

れば罪-の深きにやあらひ。子の道のやみを思^やる‘にも"をの乙はいとしも親の心をみだ5 
ずやあらむ。女はかぎりあANて「い：ふかaな$方ic思.W.捨つべきに名、猶い 

きjなど大方の一乙とにつけ1:-のたまへ.る"sがV 3お，ぼ5,乂らむと心^しくM.aやらる、御 

心のぅちな4。「すべて誠に患か思；s給べすてたるけにや侍らむ。みづからの乙とにては、s 

かに克いか^も深ぅ思び知る方0#らぬを、げにはかなきことなれ^、聲にめづる心乙を背 
兔か为き乙とに侍❼.けれ。3かしぅsじ，ちたつ迦せう7PS'ればや立ちて舞a#6けむ」など 

閗±て、飽かずr盤問き1>-御琴の音を、•せちにゆかしが办締へば"ぅとぅとしからViはじめ 
|にもとや^ぼすらひ、御みづからあなたに入り給al:せちにそ、のかし開え給ふ。箏の琴を 

:ゼ-ぃとほのかに、：搔きならし1:.止み給；5ぬる:0ぃと<人のけは；3'も絕£.て哀なる空のけし 
一き、所の3爻(!:^ざ，とな刍御ぁそ：びの心^ス41:、をかしぅぉぼゅれど"ぅちとけて劣ぃか 

<かは61さあはせ齢はむ:.or-1あのづがAかばか^;なちしそMつるの乙$は"よご7Pれるどち 
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k吱づ6Iiflえてむ」とて、宫は佛の御前に入う給aぬ。 

:,「?icなくて箪のSほりは荒れぬともr」の；3とことは姑れじとぞ思ふ。か、る對所も、乙の 
肐や限ならひと物心ぼそきに忍びかねて、か^くなしきCAがごと多くもな6ぬるかな」とて 

うちなき給ふ。まらうど、 

.'「S力ならむliticかかれせむ畏きよのちぎ6結べる草のいほうは。すまaなど^まやけ 
乙とどもまぎれ侍る頃過ぎて3ぶらはむ」など聞え鈴ふ。乙な*(Cてかの問はずがた$0ふ 

る人めし出て\の乙6多かる物誹などせ3せ給ふ。入$方の月は隈なくさし入うてすきか 
けな坌めかし刍に、君违も公ぐま办ておはす0世の常のけ5うびてはあらず、心笫う物带の 

どやか{CI3Hえつ、ものし給へば、3るべ，n.御Sらへなど聞えた爻ふ0三{呂はいとゆかしうあ 
ぼい/2る物を•と、心のうちには思a出でつ、、我が心ながら猶人には乙となぅかし、3ばか 

6御心—び給ふ乙と—しもいをがれgよ、もてはなれてはIIじ—とはさ 
す力にあぼえず、かやうにて物をも問えかはし、をりふしの花紅葉につけてあはれを名な3 

けを7Pかよはすににくからず物し給ふあた6なれば、すくせ乙とにてほかざま(Cもな〇給 
•はむは孕がにa惜しかるべくぅ言じたる心ちしけえま落深iどに歸蟲ひぬ。、じ 

ほそく IIげにおぼいた^し御けしきを思a出で聞i給aつ\騷しき程過してまう 
てむとおぼす。丘〈部卿の宮名この秋*0ほどに紅葉見におはしまさひと、さるべきついでを> 

ぼ:Lめ乂右す。御文は絕えず奉り給ふ。女は^めやか(C思すらむとも思ひ給はね丈、頃しく 
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もあらではかなきさまにもてなしっ、折令に即ぇかはし給ふ0秋深くな6行くま、に、宮は 
いみじヲ物心ぼ^く5:ほぇ給；5ければ"例の靜なる所にて念佛をもまぎれなくせむとあぼ 

して、荇達にも3るべき事聞ぇ給ふ。「世の事として〇aの別を遁れぬわざなめれど、思a慰 
む方ありて乙を悲し-Sをも3ますものなめれ。又見ゆづる人もなく心ぼをげなる御有樣ど 

もをうちすて、むがsみじ含乙と。3れども3ばかりの事に妨げられて長き世の隠にさへ 
惑は1;がやくな3。かつ見舉るほどだに思aすつる世を、36なむうしろの事知るべき乙と 

にはあらねど、我が身aとつにあらず、過ぎ給aicし御おもてぶせにかるがるしき心どもつ 
かa給ふな。おぼろげのょすがならで人の乙とにうちなびき乙の山里をあくがれ給ふな。た 

Yかう人(C違aたるちぎ〇•乙となる身と3>ぼしなして、乙、に世を〇くしてむと思aと^" 
給へ。；5穴ぶる(C思ひしなせば乙とに7^あらず過ぎぬる年月な6けり。まして女はSる方に 

堪へ籠〇て、sちじるくsとほしげなる2そのもどきを、おはざらむな1;ょかるべき」など 
のたまふ。ともかくも身のならむやう^ではおぼし：^流3れず、_いかにしてか後れ舉$て 

は世'に片時もながらふべきとおぼすに.、かく心ぼをきさまの御あらましごとに、いふかたな 
き御心1Hど；5どもになむ。心のうちに2:を思ひ捨て給ひつらめど、明^御榜(CならはS給；3 

て、踉に別れ給はifはつらき心ならねど、げにうらめしかるべき御有檄Rなむありける。あ 
ず人6給ばひとての22^例ならずこなたかなたた、ずみ^^>き給ひて見給ふ。「ぃとものは 

かなくか^nをめのやどりにてすrい給aける御住CAのあ^^まを、なから1;後いかにして 

淞氏物SS推木. • S 
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かは^き人の地へ^6てはすrい給は1;jと淚rみ〇、ねんず^給ふさ.tいとWげな6。A 

となび^るん々召し出で、、「乃しみやすく化ぅま〇れ。何^ももとよら^やすくilirltlillえ 

あるまじききはの人は、末のあとろへ名--Sの事icてtぎれぬべかめら。か、るきはになりぬ 
れば人は何とも思はざらめど、口惜し乃て•$すらへむ焚かたじけなく Sとほしき乙となむ 

多かるべき。物さびしく心ぼそき世を經るは例の2:上なA。生れ/2る家のほど^き1:のま、 
にも<なし/2らひなIT1きへみ、にも我が心ちにもあやまちなくはおぼゆべき。にぎは、し 

く人かずめかひと思ふとも、その心にもかなふまじき世とならば、ゆめゆめか/>がろしく# 

からぬ方にもてなし聞ゆな」などのたtふ。まだ職£•(:出で給ふとても乙なたに渡.〇給ひて、 
「なからひ程心ぼをくなおぼし•わびを。心ばかりはやりて遊びぶどは^給へ。何事も思a(c 

えかなふtじき世女なおぼしいれを.•-など顧みがちに.て出で給Sぬ。ふ/2所いとV心ぼをく 
物忍ひ績けられ1:、起<0臥しぅち語，らひつ\、「ひとりひとゥなからましかばいかでか明しく 

ら3まし。今ゆくす灸も定め.なき世にて若^別る、や3iあらば」など泣きみ笑CAみ、たは 

ぶれ:rともま.めごとも词じ心に慰めかはし.1:過し鈴ふ。かの行a給ふ三味今日はてぬらひと 
ぐっしかと#ち聞え給ふ夕慕に、人ま5QAて「今朝よ6なやましぅてなむ乏參らぬ。風かと 

てとかくつく/)ふとtpのする程になむ。r&るは例よらも對-II心もとなきを」と聞え給へら。 

胸つぶれてい.かなるにかとおぼし娀き御ぞ'-^:も綿厚べていをぎせさせ給ひて奉れなどし給 
-ふ。二三日はおら給はず、いかべ、いかにと人奉6給へど「殊，におど/3あどスしくはあらず。を 

I . .I 
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clはかとなく苦しうなむ。少しもよろしうならば今ねんじて」など乙とはにてI1Hえ給ふ〇呵 
開梨つとSぶら；5て仕ぅ爻つ6けぅ。「はかなき御なやみと見ゆれどかぎ6のたびにも办は 

しますらむ。君達の卿事何かおぼし嘆くべき。人は皆御宿世といふもの乙とごとなれば御心 

ic力、るへ^(Cもおはし^3す」とsよsよ^ほし離るべきZ:とを[iaえ知らせつ、、「今S 

らにな出で給aを」と諫め巾すな6けぅ。八月二十日のほどな6け大方の空の氣色もい 
とてしきころ"君だちは朝夕霧の晴る、間もなくおぼし嘆きつVながめ給ふ。有明の月のい 

七華やかに3し出で、水の^もてもさやかic澄みたるを、そな^の都あげ5せて見出し給 
へるに、鐘の掰かすか4C嚮きて明けぬな$と聞ゆるほどに人きて、「この夜中ばかりになむ 

ぅせ給；3ぬる」となくなく巾す。心にかけていかにとは絕えず思ひ問え鈴へれど、ぅち即き給 
ふにはあさましく物おぼえぬ心地して"いと、>|か、る乙とに淚もいづちかいにけむ、たVぅ 

つぶし臥し給へ60いみじき乙と7^見る目の前kて赍束なからぬこそ常の乙となれ0费柬な 

3そ61て、あぼし数く MとMと^6な-^。芝ばしkてネ後れ奉ぅて世にあるべき名のとおぼ 
しならはぬ御心地どもにて、Sかでかは後れじと泣き患づみ給べど•かぎりある道なりけれ 

ば何のかひなし。阿ざ與年頃契6置き給ひけるま、ie後の御事もよろづにIJ:ラまつるTな 
き人になり給へらむ御さまかたちをだに今一度見奉らひ」とおぼしのたまへど「今更になで 

ふ5ることかは侍るべき。日頃も又逄ひ見給ふまじきことを聞え知らせつれば、今はまして 

かたみに御心とぐめ給ふまじき御心づかひを潛CA給ふべきなとのみ即ゆ。おはしましけ 
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る御有機をwiき給ふにも、阿ざ梨の.あまかしきaじり心をにく、つらしとなむあぼし 
ける。入道の御ほSは昔ょり深くおはせしかど、かう見ゆづる人なき御事どもの見榆てが^ 

きを、生けるかぎ6は明^え去らず見舉るを、世(C心ぼをき世のなめ(Cも、おぼし離n 

_ くてすぐい給へるを、かぎ6ある道(CはSきだち給ふも、ma給ふ御心7P、かなはぬわざ 
なりけ6。中納言殿には問き給ひて、いとあへなく口惜しく、今一度心のどかにて間ゆべか 

6ける事多う殘う/2る心地して、大方世の有樣思ひつ < けられてSみじう泣い給ふ。またあ 
ひ見む乙と雛くやなどのたまひしを、猶常の御心(Cも朝夕のへだて知らぬ世のはかなさを" 

人ょうけに思う給へ6しかば、耳なれて昨日今日と思はざ$けるを、かへすがへす飽かず悲 

しく5:ほさる。阿ざ梨のもとに4、君達の御とぶらaもZ-まやかに問え給ふ。か、る御とぶ 
らaなどまた音づれ聞ゆる人だになき御有機なれば、物おぼえぬ御心地どもにも、年頃の御 

心ばへのあはれなめりしなどをも思a知6給ふ。世の常の程の別れだに$しあたみては、又 
類ひなきやう^のみ皆人の思a惑ふものなめるを、慰1;方なげなる御身ども(Cてsかやう 

なる心地ども患給ふらむとおぼしや-CNつ、、のちの御わざなどあるべき事ども推しはかり 

て阿ざ梨に1とぶらひ給ふ。乙、にもぉぃ人どもに乙とょせで御誦經などの事も思ひゃ6 
[ifiえ^まふ。あけぬ夜の心地ながら九月にもな$ぬ。野山の氣色まして釉の時雨を催しがち 

に"ともすれば邻ひ落つる木の萊の音も、水の；5 Vき7P、淚の瀧Tpaとつもの、やうにくれ 
惑；5て、「かうてはSか，てか限あらむ御命も泛ばしめぐらひ給はむ」と3ぶらふ人々は心ぼ 

し 
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をくいみじく慰め聞えつ、思a惑ふ。z:、にも•念佛の僧3ぶらaて、おはしまし、方は佛を 
かたみ(C見餐6つ、、時み、參6仕うまつ6し人々の、御忌に籠りたるかぎ$はあはれに行ひ 

てすぐす。兵部卿宮ょ-cntP度 <、とぶらa間1/2まふ。3やうの御返6など間ぇむ心地も^給 
はず。^ぼつかなければ、中納言(Uはかうネあらざなるを我をば猶思ひ放ち給へるなめ$と 

うらめしくあぼす。紅葉の盛に、文など作らせ紿はむとて出<立ち給；3しを、かくこのわた 
6の御せうぇうび/Lなき頃なれば、おぼしとま.CNて口惜しくなむ。御忌もはてぬ。限あれば 

一职もatもやとちぼしやうて、いと多く#きつくけ給へ6。時雨がちなる夕つかた、 
「をじかなく秋の山1|1いかならむ小敍がつゆのか、るゆふ^^れ。只今の空の氣色を3>ぼ 

し知らぬがほならむも、あま6心づきなくこをあるべけれ。枯れゆく野邊Aわけてながめら 
る、比になむ」などありTげにいとあま$思ひ知らぬやうにてたび*びにな〇ぬるを、猶IIH 

ぇ給へ」など•中の君を例のを、のかして#かせ奉6*まふ。今日までながらへてrlaなど近 
くひき赉せて見るべき7Pのとやは思ひし、心憂くも過ぎにける日數かなとおぼすに、又かき 

く rp6物見ぇぬ心地し•給へば、^しや-Osてr猶ぇ乙そ書き侍るまじけれ。やうやうかう起き 
ゐられなどし侍る。げに限あ6けるに乙をとおぼゆるもうとましう心憂くて」とらうた(TXな 

る3まに泣き泛をれておはするもsと心苦し。夕慕の程よ6來ける御使、1?fすてし過ぎてe 
來たる"「sかでか歸6參らむ。今夜は旅寢して」とぃはせ給べど、「立ちかへ6乙そ參6な 

め」といをげば、いとほしうて我さかしうB:a奉，、つめ給ふにあらねど"見わづらa給；sて、一 

撇氏物-3?椎本 九一九 
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.「涙のみき6ふたがれる山illはまがきに鹿ぞも/>ご^になく」。黑き紙R夜の憑つきもた 
どたどしければ、；Sきつくるふ所もなく翁に任せて>し包みて出し給ひつ。御使は、木幡山 

のほども雨もよにSと恐しげなれど、Sやうの物おぢすまじきを免う出で鈴；3けむ、むつか 
しげなる3 Vのくまを乙まaきとゞむるrEもなくうちはやめて片時ic參办つきぬ。^まへ 

に^しても、いたく^れて參6たれW:祿たまふ。3きVt;き御^ぜしにはあらぬ手の、今少し 
おとなびりてよしづきたる#きざまなどを、sづれかsづれならむとうちTpmiかず御 

赀じつ、、とみにもおほとのごもらねば-',待つとて起きおはしまし、又御赀ずるほどの久し 
ぎは、いかばか6御心に^む乙と^らむ」と、御前なる人々さ、めきき乙 >5し、にくみliijゆ。 

ねぶたければなめ6。まだ朝霧深きあしたにいをぎ起きて奉.6給ふ" 

「朝霧に友まどはせるEの#•と大かたにやはあはれとも聞く。も/>ご^は^.るまじくこを」 
と^れど、あま6なさけだVむもうる3し。aと所の御蔭(Cかく/>ベたるをたのみ所にてこ 

を何事も心やすくて過しつれ、心よ0外にながらへて、思はずなる*^とのまぎれつゆにても 
あらば、うし/.めたげにのみおぼしおくめりし、なき御た^にさへきづやつけ恭らむと、な 

べていと0:、ましう恐しうて聞免紿はず。乙の宮などをばか/>^かにおしなべての3まに 
も思-CABiiぇ給はず。なげの走ヶかS給べる御^づかひ、言の葉も^:かしきsiwuなまめき給 

へる御けはaをあまたは見知6给ばねど、乙れ/OFはめでたきなめれと見給aながら、をの 
ゆ^ゆ^しくな5けあろ方に、乙とをまぜ間^:むもつきなき身の有樣どちなれば、何かた< 



11 

的 

か、る山ぶしだちて過してuとおぼす。中納言殿の御返りばか6は"かれよめやかな 
る3まに119え給へば'」れよりもいとけうとげにはあらず聞t;通び給ふ。御いみはて、もみ 

.づからまうで給へヴ。來の_のくだ6たる方にやつれてあはするに、近うたち寄6給ひて、 
ふる人召し出v^6。‘間に惑；5給へる御あyaヶにいとまばゆく匂ひ滿ちて入ぅおはした41 

ば、かたはらs^iて御Sらへなどをだにえ患給はねば、「かやうUは名てな3豨はV昔0 
御心ひけに铊ひiiHt給ばひさtならひこを、阳けたtはるかafcるべげれ。なよび氣色 

ばみたるふるまaをならひ侍らねば"人づてk間え侍るは言の葉も續き侍らず」と^れば、 
「あ3ましう今までながらへ恃るや5'.なれど、思ひ3ま5む方なき參に惑はれ^6てなむ" 

心よ6外に格のひか6見恃らむもつ、まじうて、端近うもえみじろき恃らぬ♦•と聞-2:給へれ 
ば「ことSSへば限なき御心の深さRなび。•月日のかげは御心もて、はればれしくもていで 

3せ給はゞ乙を罪も恃らめ。行く方もなくいぶせうおぼえ侍6。又おぼ，rjるらむは乏ばしを 
もあきらめ即免まほしくなむ」と申し給へばTげにZ1そいと^Cひなげなめる御有様を、慰 

め[IHえ給ふ御心ばへの淺からぬ程」など人❖聞え患らす。御心地にもさこをSへ、やうやう 
心%づtりてよ/>づ思a知られたtへば、昔ざtにてもかうtで遙けき野邊を分け入6給 

へる志なども思a知6給ふべし。少しねざ6よh給へ605:ほすらひさま、又のたま：5契り 

しことなど、いと乙.tやか(cなつかし5いaて、うたて雄ケしきけはCAなどは見之給はぬ人 
なれば、一けうとくす</>はしくなどはあらねど、知らぬ人にかく掰を聞かせ^6、すぐ/>に 

淞氏物^推本 i 
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たのみ顏なる乙となども、あ^Nつる日比を思；S續くるもさすがに苦しうてつ、ましけれど、 
ほのかにひと乙となどSらへ問え鈴ふ3まの、げ{Cよ/)づ思ひほれ給へるけは；3なれば、い 

と哀とIU1き率6給ふ。黑き几帳のすきかげのいと心苦しげなるに、ましておはすらむ5ま、 
ほの見し明けぐnなど思a出でられて、 

「色かはるあ3ぢを見て珞墨染Rやつる、1111をおも；3乙をやれ」と；5と6ごとのやうに 
のたまへば、 

「色かはる柳をばつゆのやど6にて我が身eさら(Cおきどこ/>なき。はつる、いとは」と 

末はいaけちて、いといみじく忍び難きけは；sicて入り給aぬな6。びきとぐめなどすべき 

程にもあ^ねば鉋かずあはれRおぼゆ。ちい人どこよなき御かは6に出で來て、晋んrtかき 

あつめ、悲しき御物語ども問ゆる。ありがたくあさましき事ど％を見たる人な6ければ、か 

うあやしうHへたる人ともおぼし捨てられ^、いとな〇かしう語らa給ふ。「いはけなか6 

し程{C故院に後れ舉6て、sみじう悲しきものは世な$け6と思；$知6にしかば、人となり 

行くよは；5にをへてつかさくらゐ世の中のにほひも何ともあぼえずな1;。唯かう泛づやか 

なる御住；5なUJの心にかなひ給へ6しを、かくはかなく見なし奉$つるにいよいよいみじ 

く、か6冬めの世思a知らる、心も催roれにたれど、心苦しうてとま6給へる御亊どもほ/i 

しなどliHt'むはかけがけしきやうなれど、ながらへてもかの御事あやまたず、聞えうけたま 

はらまほしきicなむ。，3るは^えなき御ふる物語き>•しよ<rv、いとく€•の中に弥とめむとも 
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あぼえずな6に*办や」とうち泣きつ、の/2まへば、乙の人はましてSみじく泣きてえも1111 

えやらず。御けはひなどの唯それがとおぼえ給ふに、年比うち忠れつるSRしへの御事 
を3へ取りiriねて間免やらむ方もなくおぼ、れ居^$。乙の人はかの大納言の御めのと子 

にて、父はこの姬君達の母北の方の、母方のをぢ、左中辨にてうせにけるが子な6け-CS。年比 

浚き國に，めく^れ、母君もうせ給；：sて後かの殿には竦くな办、乙の宮には尋ねとうてあらせ 
給ふな6けり。人もいとやんごとなからず、宮仕なれ{Cたれど心地なからぬものに宮もおぼ 

して：姬霜達の御うしろみだつ人になし給へるなりけ6。むかしの御事は年比かく朝夕に 
見奉6なれ心隔つるくまなく思ひ聞ゆる君達にも、；5とMとうち出で1111ゆるついでなく忍 

び乙めた6けれど、中納言の君はふる人の問はずが/26皆例の事なれば‘しなべてあはあ 

はしうなどはsaひ/>げずとも、sと恥しげなめる御心どもinはliaきIIき給へらひかしと 
推しはからる、に、妬くもsとほしくもおぼゆるにど"又もてはなれては，やまじと思ひょら 

つまに名な6ぬべき。今は旅寢もす</>なる心地して歸$铪ふにも、乙れやかぎらのな 
どのたま；5しを、などかSしもやはとうち^のみて又見奉らずな6RけIf秋やはかはれる0 

あ，3(:^の日數も隔てs•程におはしにけむ方も知らず、あへなきわざな办や。殊に例の人めい 
たる御泛つら；3なく SとZ:とム」ぎ給ふめ6しかど"Sと物淸げにかき狒ひあ六うをかしく 

もてなS給へうし御住ひも、大と乙たち出でSう、乙をたかなたひき•隔てつ、御念1Jの具ど 
もなど^#らWさまなれど、ijli皆か.の#{C移う奉りてひとすと間ゆるをlia含給ふにも、か 

®氏物S5推本 S 
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る3まの人かげなどさへ絕tばてむ程とま.^て思ひ給はひ心地どもをくみ聞え給ふも、 
いと胸痛う5:ほしつCけ、る。Iいたく慕れ侍りぬ」>一申せば.ながめ3して立ち伶ふに、崔 

なきて心たる。 : 一 • 

一秋：密のはれS雲ゐにいと < しくこの世をか.^と.い；：5先らすらむ」。兵部卿の，V2に對而し 
漱ふ時はンズづ乙の霜達の御事をあつかひrr&k芝鉛ふ。今はさりとネ心やすきをお？し 

て、宮はねんごK：に[IHえ給ひけ6。はかなき御返6も問えにく、つ、ましき方に女がたはお 

ほい人6。世にレといたうす刍鈴へる御名の61/)ご办て符ましく鲍におぼ5るべかめるも、 
かういとうづもれたる箝の下よ63し出で^ら1/てつきも、いかにうびうaしくふるめき 

たらむなど、思；Sくつし給へ^s?5てもあ.3ましラて明し雜さる、は月日な6け.^。かく賴 
み難か*-ける御世を昨日今日とは思はで、唯大かた定なきはかなさばか明邳のことに 

沿き見しかば、我tp人も後れ3きだつ程しもやはへむなどうち思aけるよ、きし方を思W續 
ベる7P、何のたのもしげなる世(Cもあらざ.cxけれど、唯いつとなくのどかに眺めすrし、物 

茲しべつ、ましき乙ともなぐて經つるものを、風の音^:荒らかに、例見ぬ人かげもうちフI 

こわ、つくれば、^づ胸つぶれて物恐しく侘しう恐ゆる乙と5へをaに^るが、いみじう独へ 

雛きこと、、二所うち語らWつ、ほすよもなくてすrし六まふR年名恶れにけ雪薇う 
茏くこ/>はいづく名かく乙をはある風の音なれど、今始めて思ひいらむ山ffiの心地し 

給ふC女ばらなどTあはれとしはかは.〇な〇とす。心ぼそく悲しきことを、改まるべき^待 

•f 



ち出でVしがな」と心をけたずV?ふiあ办がたき乙とかな■とraき铪ふn向：；3の山にダ時々の 
御念佛k■ぅ給aし故之ム\人も：fHtQAかよCAしか、阿開梨もSかゞと大方にまれ(C音づれ 

I1Hゆれど、今は何しにかはほのめき參らむ、い人目の絕乏はつるも3るべき乙と、思a 

ながら、い.と悲しくなむ。，何とも見ざ6しやまがつも3>けしま5で後^爻さかに3しのぞき 
參るば、めづらレく覺t給.ふ。乙の比の事とて/2きVこのみ拾aて參る山人ど名あ6。阿間 

m.e>ひろよ6炎などや50物^るとて、「牟比に習a侍りにける宮仕の、今はとて絕え侍ら 
5!^心ぼをきに5:ひ」と阳え/26 0必デ签ごもる^風1:;/ぎ0/べき綿きねなど遛し、^%かぼ 

し出で:Vや6給ふ。法師ばら心らはべなどののぼA打く名見兗み見爻ずみいと：1深きを、泣 

く泣く立ち出て\見送な給ふ。「みrしなどおるい鈴うても3る方(Cて^はしま5ましかば 
かやうに通a參る人7p公のづから繁からまし。sかに茲に心ぼをくとも"あ；s見泰る己と絕. 

之て止ま、しやば」な--^かたらs給ふV:.'.. .• _ •: 

「君なくて^のかげ道絕えしよA松の雲をも'4'にとかは見る」。中の^、 

.C與山の松葉につも^雪とだ4C消.tにし入.VJBはましかば。うらやましくeまたもふぅ 
をふや」。中納言の君は、新し^v^rrはふ七しもえとぶらa聞えざらむと^しておはした-^。# 

もいとと所せきによ/)しき人だに見えずな4にたるを、なのめならぬけはCAしてか/)らか 

R物し給へ^:心ばへの、淺うはあらず思a知られ鈴へれば、例よ6はみいれておましなどひ 
きつ：乂ろは.せ鈴ふ。墨染なもぬ御火桶，、'物の奥なる取6出で\鹿かき拂ひなどするにつけ 
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ても、宮の待ち喜び給aし御氣色などを人々も間え出づ。たいめし鈴ふ乙とをばつ、ましく 
のみおぼい/2れど、思CAくまなきやぅに人の-Ba給へれば、いかCはせひとてpiBえ給ふ。ぅ 

ちとくとはなけれど、；^きざきよりは少し言の葉績けて、物などのたまへる3まいとめやす 

く心恥しげな；^。かやう；にてのみは免すCしはつまじと思ひな6給ふも、いとぅちつけ7Xる 
心かな。猶多らねべき世な6け6と思a居給へ60「宮のSとあやしく恨み給ふ乙との侍る 

かな。哀な，リし御一乙とを承きしさまなど、事の序にもや漏し問4跎りけむ。又いと隈 
なき御6の5がicて推し觉6給ふ(Cや恃らむ。こ、になむともかくもI1Hえ3せなすべきと 

/2のむを、つれなき御氣色なるはもてを乙なひ119ゆる^と度々怨じ鈴へば、心よ6外なる^ 
と&ひ給へれど、mの^るべsとZ:よなう名±あらがafrflえぬを、何かはいとSしももてな 

し聞え給ふらむ。すS給へるやぅに人は間えなすべかめれど、心の底怪しぅ深ぅおはする^ 

なり。なほざ々ごとなどのたまふ心たぅの、心がらぅて靡きやすなるなどを珍しからぬもの 
に®aおとし給ふ(CやとなIT聞く乙とも恃る。なに事にもあるuaひて心を^つる方もな 

く、おどけ.た5人rJそ、唯世のもてなしに從ひてとある毛か、るもなのめに見なし少し心に 

1ふムしある1CもsかぐはせIT"きるべきどなども思aなすべかめれば、なかなか心長きた 
めしになるや.-5もあ6、くづれそめては、1!11田の川の濁る名を毛けがし、5ふか61なく名殘 

な含やうなることなども皆うちまじるめれ。心の深く急み給ふべかめる御心^まUかなa、 
事に背くこ >-多くなどもし給はざらひをば、31にかろがろしくはじめをはぅ違ふやうなる 



_ 乙^方ど見せ給ふ^じ^氣色.{.(:方む0人の見奉6知らぬことをいとよう見聞ぇたるを、もし 

优つかは:Lく rjnfやAあぼしよらば、その名てなしなどは心のかぎら盡して土うまつ6て 

むかし。御中道のほど•み^々あ:t乙そSたからめ」とS 4まめやかにてい；5績け給へば、龙 
が御みづからの事とはおぼしもかけず、人の親めきていらへむかしとおぼしめrらし給へ 

•.^〔•猶いふべき言の葉？pな^心ちしてTいかにとかはかけがけしげにのたまW辕くる“、な 

わ^わ‘昭乞^こ4M登1像^で」と5.ち笑び^vるいちかな^ネのからけはaをかし 
•''5I1Hゆ-;<>「必ず御自ふ聞しめしおふべき¥と名思；5給へず。それは雲*V踏み分けて參ク來た 

名志ばか4を御鹽じめかむ。御己のかみ心(cても過rsせ給ひてよかし。かの御3よせは又 
之とにどはベかめる。ほのかにの^^ふ3まもはベめ6しを、い3やをれも人のわきfi}J泛麵 

4JZとな}。御かへ-CNなどはいづか^にかは問-t給ふ」と問ひ中し給ふに、ようe/2はぶれ 

に^冏ぇざ4ける"何となけれどかうのたまふに名いかに恥しう胸つぶれましと思ふに、ぇ 
答へ•や6給はず。.と,.」:•: •/• : ••• • •、 

•「雪.ふかき山;9かけはし君ならでまたふみ通ふあとを見ぬかな」と^きてSし出し給へ 

ればT御克のあらがひ乙をなか及か心^かれ侍りぬベけれ」•とて、 

'•:foら、とぢNJ^:ふみ％たく山河を忘るベ•しがてらまづや渡らむ。3らばしも、かげ3へ 

見ゆる表るしも淺うは恃らじ」-と聞ぇ給へ^-、思はずに^の-1,うな6て殊にいらへ給はず0 

けざやかに.い^物遠くす、みたる5まには見ぇ給はねど今やうの若人迮のゃうにぇ1デこ 
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ももて—t SI—くのど髮—ばへ—む—推し量られ給御けは1 

る。がうiはあ—ほしけれと思.ふ1はぬ心地し鈴ふ。—觸れて—は，み" 

ずがほ—IKの.み、含t給へ，ばiしう丨 

n夥ai V方ば雲いとゞ痊、とガWベ.、,」士街ibめ.人ん、乙ィつく—t 、/-.a 

とてrvしう眺めくち3るく御住aのさ嗦な4や。g*3Hのや•ラにい上靜なる戶f人" 

行—LハらS所择るを、f—しかけばぃか！し4らひ」などの1ふ“.，ぃノとt 
•てたかるべtと—と片耳品—う1芸ばらのぁ1、中のf tfj K 

か—やう—ある：べきどと見聞き居給へう。御くだものょ七あるさ*^てまね"御公の 

人々に—かななどめやす嘉UV、かfけさし出签給ひけ*^。かの御う^*^もてU 
ねがれし殿居人ぞ’かづらaげとかいふつらつき心つ1ベて—、はかなの插プの"tし人 

やと見給びv>—出—--。「いかIsし1—心ぼ—f4T寮パ 

fみ？fわげに.IOSの中に賴むょるべ集らぬ身にて'一落Kh 
三十除年—し恃含ければxrはtv野山—じof 4、いlなるrの 1 本P 

の、むVぐ侍らむ」と中してハいと <人めスげな4。おはしまし\方あけせもへミt 

う稹名佛IIの.t—、ず行.a給，ひけ1と見—。御床など取う言てかき初O 

*分。：ほいを名遂げばと契-^問之:Lzrと思ひ出V、フこ;;•. •入 
ン「立装げ1み愈が1空し—にけ石t」とて柱にi皆〈.一 



を7P、若き人々はの？:きてめで奉る。日貉れぬれば近き所々(Cみ3うなど仕うまCVる人令 
に、みまく Sとりに遣うける◊君も知6給はぬ(C田舍びたる人々、公どろれ^广L くひき連 

れ參6たるを、あやしうはしたなきわざかなと御覽ずれど、ちい人にまぎらはし給；5つ。大 
方かやうに仕うまつるべく、仰せ^きて出で^awJ年かiiりぬれば益の氣色うら、かな. 

るに、みぎlio/Krpけわたるにつけても、わうまでな.1^らヘげ6もb卜！^たくもと眺め給 
ふ。aじらの坊ょ6、「#消ぇに摘みて恃るなとて澤の芹搽の蕨など奉りた60いもひの 

御整に參れる◦「所(Cつけては、か、る革木のけしき{C從；5て'行きかふ月nの^るしも見ゆ 
る乙ををかしけれ」など人々のSふを、何のをかしきならむとfnjき給ふ。 

•.「忍がをる梁のわら.びと見ましかば知られやせまし麻の患るしも」。 

「鍵深きみぎはのこぜ6誰がため{Cつみかはやさむ親なしにして」などはかなきZとを 

うちUrらひつ、叨けくらし鈴ふ。中納言殿ょ67P、宮ょ^^も折すず訪ら；a聞±給ふ。う 
るSく何となき事多かるやろなれば例の^きもらし^るなめり-花ざか6の既、宵かざしVJ 

おぼし出で、、をのを6見聞き給aし君達などrp、rs•とゆ^あ6しみ乙の御住ひを、またも 
觅ずな〇にし乙と」など大方のあはれを口々開ゆるに、いとゆかしうおぼされたりp 

「つてに見し宿の樱をZ.の^はかすみへ;eてず折う1:かざ、む」と心をや.cnてのたまへ 

6け6。あるまじき乙とかなと見給ひながらぃとっれづれなる稅に、見所ぁる御文の、ぅは 
ベばかみをもてけたじとて" 

^ . 

へ一 
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rsづくとか尋ねて折らS染に譬めたるやどのfらを」。猶かく 3し—ちてつれ 

な篡氣色の見ゆれば、誠に心うしと—し心たる。御心に餘6給ひては‘中8?'とざ 

まかうざま摄め恨み!13え給へば、をかしと思ひながら、いとうけばりたる後1卽にうち；" 
らへ坩えて、あ^めsたる御心ざまをも見顋す時令は、「いかでかか、らひには」など申し^ 

へ丈、笛冬御6づかa泛給ふべし。「心にかなふわた—ごtだ見つけ3程tや」とのなまふ。 

おまい殿の六の^Viぼし入れぬ乙と、なまうらめしげにおと’、も^ほしたりけ◊されど 
ゆかしげなきなからひなるうちにも、公と^*の乙と乙としく蛾しくて何gのまぎ"^V」も—ル 

样めらAひがむつかしきと、志穴にはのたまひてすまひ給ふ。その年•二一條のぎけノし入道 

f六—にうつろs給ひ、何くれと物騒し—害れ'宇治のわた1久しう音つれ聞 
え鈴ょず。まめやかなる人の御心は又Sと乙とな6ければ、sとのどかにおの力ものとはう 

ち賴みながら、女の心ゆるび給はざらむかぎうはあ-3ればみなさけなきさまに見えじ，と;i1 

ひつ、、昔の御、じ忘れぬ方を深く見知6給へとおぼす。その年常ょうも恶さk人々わふI^ 

C、河づら凉し^らむはやと思ひ出V、、俄に1うで給へ朝すVみの.fnに出で給CAけネ 

J、あやにくにさしくる日影もまばゆくてのおはせし西の廂に殿居人召し出て、^はす 
1たの—の佛の御まへに、君達ものし給；3けるを、けぢそらじとて、我が润方にわた 

う合ふ。®けょび忍びたれどおのづからうちみじろき給ふ程近く問えけUは、猶あらじに 
こMたこfiふさうじのはしの方にかけがね皂たる所に、穴の少しあきたるを昆涊き給べ6 
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ければ、とに立てたる屛風をaきやうて見給ふ。乙、もとに儿帳ををへ立てたる、あな口を 
しと思；3て；5きかへるを6しも、風の簾垂をい穴う吹きあrベかめれば、「あらはにもZ:を 

あれ。その御儿帳あし出で、乙そ」といふ人あな6。をrJがましきもの、嬉しうて^給へば、 
高きも短きも、儿帳tふたまのすに柙し寄せて、乙のさうじ(C向aて、あきたるさうじより 

わなたにとぼらITとな卜げ60史ヴ！人たら33で」、JL概欠シさしのどきて、乙〇师供0人 
人のとかう行きちがar?;みあへるを見給ふな-^け6。濃きにび色のaとへに、くわざうの祷 

のもてはやしたる、なかなかさまかはりて、花やかな6と見ゆるは、着なし給へる人がらな 
め$。帶はかなげに^なして、珠數ひき隱しても給へ6。sとそびやかに、やう^いをかしげ 

なる人の、かみうちきに少したへぬ程ならむと見ぇて、末兮で座のまよ；5なく"つやつやと 

乙ち^う美くしげなか^はらめなどあならう^げ上見iて、匂ひやかUやは>bかRあほ 
どき^るけはa、女一宮もかうざまにどおはすべきとほの見奉りしも思；5くらべられてう 

ちなげかる。またゐざ6出で\かのSうじはあらはに名乙をあれと見おZ:せ給へる用窓、 
うちとけたらぬさまして、よしあらむとおぼゆ。頭つきかんざしのほど、今少しあてRな^ 

めかしきSまな办。「ぁな/2に屛風も添へて立て、侍办っ。急ぎてしものぞき給はじ」と若き 

人A、何心なく Sふあ6。「いみじうもあるべきわざかな」とて、うし/)めたげにゐVD6入6給 
ふ程、け商う心icくきけはCA添ひて見ゆ。黑きあはせ一かSね同じやうなる色あひを着鈴へ 

れど、乙れはなつかしうなまめきて、哀げに心^しうS:ほゆ。髮5ばらかなる程に落ちたる 

诹氏物記推本 B 

4 
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なるべし、末少しほを-て、色なうとかXめるひす—ていとこ，fは•しま 

けたるやうなう(紫の紙に趣きたる經を、片手に持ちたまへる手つき、 
さりてやせやせなるべし。立ち穴6つる蒋もさうじ口に居て、何:dj.に力あらむ"ブブトノ 

あこせて笑ひ穴る、3とあ/1ぎやうづき允*^。 

總角. 

Iた年—れ給s亡河風':の—ぃとはし！ く物悲しくて、御>てナの55けほ 
b大H、へかしきHは、中納言殿、阿1—ど仕—つ各る乙、— 

Lの事、經のかf、—かなる御ぁつかミ人の問ゆるUに1 
文かなく—れに、か、るiの御後見なからましかはと見ぇプむみつ 

SIと—f f f御とfa—からずf f。阿—1、に^^^ 

がうの铩aき轧名、「かくても經ぬる」などう—ひ給ふほどなりけ6 “け 

のすだてIつまょう几帳のほころびにすきて見ぇければ、をの事と心私て「？力f、w 

ちの人—,1にさしS吏給はむもっ4しくて;物とはなしuyほ;^ 

世ながらの別をだに心ぼをきすぢにひきかけ、むをなどけにふるこぞノ „ 



ぼ 2->1 

ず 

1. 

たょ6な-csけるを思；5出て給ふ。御願文つく $、經ほとけ供卷せらるべき心ばへなど::M:ulき出 

で給へる硯のついでに、まらうど、 
1あげま.^に提きちぎ6を結び乙めおなじ所にょ0もあはなひ」と帝7:|きて见せ泰6給へ 

ば、例のとうるSければ、 

「ぬきもあへすもろき淚の玉めをic長きちぎぅをSか^•ひすばむ」とあれば、「あはずは 
なにを」とうらめしげに眺め給ふ。自らの御うへは、かくそこはかとなくもてけちて沁しげ 

なるに、すかすかともぇのたまひょらで、宮の御事をぞ1めやかに卯ぇ給ふ。3しも御心に 
入る爻じき乙とを"かやうの方に少しす、み給へる御本性にてBBぇそめ給ひけむ、まけじた 

ましひにやととざまかうざまにSとょくなむ御氣色見承る。「誠にう•し/)^たうはなるまじ 
げなるを、などかうあながちにし名もてはなれ給ふらむ。10:の有樣など^ぼしわくまじくは 

見奉らぬを、うたて遠々しくのみもてなSせ給へば、かばかぅうらなくたのみ間ゆる心に違 
ひてう>bめしくなむ。ともかくもおぼしわくらひさまなどを、3はやかにうけ給|1$にしが 

な」とsとまめだちて聞ぇ給へば、r違へIII1]之じの心にてこをは、4うtてfcやしき低〇ため 
しなる^樣にてへたて*^くもてなし^^。をれを^ぼしわかざ^Sける、」をは、淺き^もまじ 

りたる心地すれ。げにか、る住aなど(C心あらひ人は思CA殘す乙とあ^まじきを、何取にも 
後れをめ(CけるうちにZ:ののたまふめるすぢは、い(cしへも页にかげて、とあらばか、らば 

など行く末のあらましごとにと6まぜてのたま；s骰く事Aなか6しか^、猶か、る3まに 

frr'^^-- frllyL!—^^1- J ^Jrt^tfLtkrrbtlivry-tr.^vr 
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て：^づき^る方を恐ひ絕ゆベくおぼしおきてけるとなむ思a合せ侍れば、ともかくも沿免む 

方なくて、さるは少し世ごもりたるほど(Cてみやまがくれには心苦しう见え給ふ人の栖う 

へを、Sとかく朽木にはなしはてず名がなと人知れずあつかはしうあぼえ^れば、^かなる 
べきtにかあらむ」とうち歎きて物Irl心a亂れ給aけるけはひいとあはれげな6けさや力し 

言な？もい砮かう給はひとことわミて、例のふ叉召し出てぞ語ら 
A給L。「部頃は唯後の世ざまの心ばへにて進み參6をめしを"物心ぼをげに^ほしなるめ 

〇しs末の頃ほひ、Z.の^ど名を心に任せてもてなし!1Bゆべくなひのたまa526てしを^ 

ぞし言て黎ぅ給ひし御有樣ど為は違？、御心ばへどものいと^あやにくに物つょけ 
なるよんかにおぼし骰きつる方の事なるicや砂と疑はしき事Sへをひてなむ。おのづから诎 

き傅へ給ふやうもあらむ。いとあやしき本性にて、世の中に心を患1;る方4か6つるをご 
る以きにてやかう專备えなれにけむ。世の人もやうやういひなすや？tへかめるに、 

同じうは昔の御事も違へBBえず、我も人もlitの常に心とけてI5Bえ通はゞやと思ひよるは、つ 
きなかるべき事に1:名3やうなる^めしなくやはある」などのたtaffけてTV」の御yを 

もかう[rllゆる(Cうしろめたうはあらじとうちとけ給ふさまならぬはうちうちにともm心 

ましむけ六暴のIIむ。猶いかにいかに」とうち眺めでのiへば、例のわろびた 

る女Mなどは、か、る事にはにくきさかしら名いびまぜtことょがななどもすめるを、いと 
Sよあらず、心の中には、あら^ほしかるべき御事どネをと思へど、「ネとょりかく人に違り 



•合へる御くせどもに侍ればにや、いかにTP Sかにも世のつねにな(Cやかやなどおもひょ6 

給へる御氣色{LなIT恃らW。かくて3ぶらふこれかれも、年比だに何のたのもしげある木の 
本のかく/>へも侍らざりき。身を捨て雛く-In心ふかぎ6はほどほど{Cつけてまかでち6、昔の 

.ふるきすぢなる人7P、多く见舉りすてたるあたりに、まして今^Wしも立ちとt6iげに^ 

び侍办つ、、おはしまし、世にこを限あら1:かたほなら1;御有樣はいとほしく名など、こだ 
いなる御うるはしさに^ぼし滯6つれ。今はかう又たのみなき御身ども-(Cて、いかにもいか 

にもllbic靡き給へらひヒ、わな’がらに譏りligえ^人ば、わへ卜て物(D6ヒも知らずいふかひ 
なき事icl:乙そはあらめ。いかなる人かいとかうて世ばtrし！iて給ふべき。松の葉をす 

きてつとむる山伏だに生ける身の捨てllsicょ6てこをは、佛の御敎をも道A、別れては行 

ひなすなれ、などやうの善からぬ事を聞え知らせ"若き御心ども亂れ給aぬべき來多く恃一る 
めれど、たわむべくもtPのし給はず、中の君をなひいかで人めかしうもあつかひなし奉らむ 

と思aliaえ給ふべかめる。かく山深う尋ね間え3せ給ふめる御志の、年經て見奉6なれ給へ 

るけはひも疎からず思ひI1Hえさせ給CA、今はとざまかうざまに乙まかなるすぢに開え通ひ 
給ふめるに、かの御方を3やうに趣けて問兔給はぐとなIfおぼすベかめる。常の御文など^ 

:るめるは]sicまめまめしき御事ならじと侍るめる」と即ゆれば、「あはれなる御一言をIniき 
嵌き.奉らにしかば、露の世にか\づらはびかぎ6は、119え通はむの心知ればノいづかたにも 

見え举らむ。同じ取なるべきを、31^では^、お•ほしよるなる、いと^しち‘*なれど、心の引 
くかたなひがばか々思ひ捨つる，よに猶とま6ぬべきものなりければ"改めてSは.t思ひi: 

一！ 
1.3 

一ぶ 一一 
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すまじくなひ。此の故になよびかなるすぢにもあらずや。只かように物呢て事の、」lたる^ 

iらず3しむか？とにかく1の醬Iffて、つく —>2心の把 

殘らずもてなし給はむなひはらからなだのSやうにむつまじき程なる毛なくて、レと"!う 
Hうしく 5。此の中のf事の—れに—かしiうれ.はしうも、時につけ九るfa 

>£>こZ:的Vのみ過ぐる身なnば、3すがに^づきなくおぼゆるに陳かるまじう賴み冊ゆる 
Lいの度たなれなれしう專うKそてはかと衣き思の令、なるくたくたしさv」Liiiioil 

会べ—も—ず。iの宫iと思s間ゆべ—Iら益心かわかし—Aど、P才；一 

Jたやすくなれ⑽ぇ4ずかし。をの外の女はすべていと疎くつ4しう丑し2ほ之一 

からよるべなく6ぼをきな办。なほざうのすさびにてもけさうだちたることはいとま 

Mゆくあ办つかず、はしたなきIIちごちしさにて、まい1:心に表めたる方の乙とはうす出 
^る乙とも雛くてうらめしうもいぶせくも思ひ問ゆる氣色をだに見え奉ちぬ乙を、我なが 

ら限なベか^Iくなしifれ。宮の御事—、fともあしfには雙じ4せてやは、 

見iよa」などい—給へ^^い人.はた、かはか—ぼ—にあら令ほしげ—相有！!f 
ハとWちにfあら寒らばやと思へど、いづかf恥しげな？御有1は口のH 

、こ太tsえずMr街はと爻う給aて物語などのどやかに聞えまほしうてやすらひ^しも 
ひつ。—やかならず物恨みが—る御1や1—くfゆけば、わつらはしうI 1: 

うちとけてf給はuf、sよSよ苦しけれど、大方にて—りが令あはれなる人の街 
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心なれば、乙ょなう7P7Pてなし雛うて對而患*まふ。佛のおはする中の戸をあけて、みあか 

しの火けざやかRか、げさせてすだれ1C屛風ををへてぞおはする。とicもおほとなぶら參 
らすれど、「惱しうてむちいなるを、あらはに」など諫めてかたはらふし給へ^N。御くだもの 

衣どわざとはなく患なして參らせ給べぅ。御供の人A、に7P、ゆ^ゆ^しき3かななどし1:出 
3せ給へらうめい穴る方に錐$て、乙のおまへは人げ遠くもてなして、先めじめと物語 

間爻給ス。うち>)くべう名あらぬものから、懷しげにあいぎやうづきて物：のたまへるさまの、 

なのめならず心に入6て思CAいらる、もitかなし。かくほどもなき^の、へ;cfてばか6を 
5はら所にて、^束なく思aつ、過ぐす心あぞ3の、あま6を乙がましうもあるかなと思：5 

續けらるれど、つれなくて大方の世の中の乙とCも、あはれにもをかしうもsiwvoま開く；rr 

多く語らa問え給ふ。內には人A、近うなどのたま；3あきつれど、Sしももてはなれ給はざら 
なむと思ふべかめれば、いとしもま7P6I1Hえず、さし急ぞきつ、皆ょふして、弗の御と.そ 

し火も力、ぐる人もなし。物^〇かしうて忍aて人めせど驚かず、「心地のかき亂6なやま 

しう恃るを、^めらひて曉方{(:も又間えむL-とて入6鈴ひなむとする氣色な「山路分け侍 
•CNつる人はましていと苗しけれど、かう聞えうけ給はるに慰めてこを侍れC うち捨て>Aら 

せ給；5なばいと心ぼそから1;1.とてB風をやを>b押しあけて入6給aぬ。いとむくつけうて 
なからばかり入6給へるに、引きとVめられて、いみじうね^ラ心憂ければ、「へだてなきと 

はか、るをやsふらむ。珍らかなるわざかな」とあばめ給へるさまのいよいよをかしけれ 

心 

I 
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.忒、「菘てぬ心を更におぼしわかねば、lirrlえ知らせむとぞかし。珍らかなりともレかなる力ntc 

お？しよるにかはあら1;〇佛の御前にてちかごともたて伶らひ。うたて、な^ぢ3せ給じを。 

御6破らじと思CAそめて侍れば、人はかくしも推し贵6思ふまじかめれど、世に違へる泛れ 

.ものにて過ぐし夺るぞや」とて心にくきほどなるほかげに、みぐしのこぼれか、うたるをか 

きやうつ >見給へば、人の御けはひ思ふやうにかをりをかしげな6。かう心ぼそうあさまし 

き御すみかに、すい^らむ人はさは6所あ^るじげなるを、我ならで尋ね來る人もあらまし 

か文、さでや止みなまし"Sかに口惜しきわざならましときし方の心のやすらひ3へあやふ 

く5:ほ£給へど、$ふかひなく憂しと思ひて、泣き給ふ御氣色のいといとほしけれは、かく 

liあらで、おのづから心ゆるびし給ふ折もありなむと思ひわ^る。わ6なきやうなるネ心芾 

しくて"さまよくZ1しらへ問え給ふ。「か、る御心の程を思ひよらであやしきまで問えなれ 

?とるを、弟、しき釉の色など見Mし給ふ心あ3、に、みづからのいふかひなさネ见ひ免ら 

る、に"様令慰む方なく」と很みて、何心省なくやつれ鈴へる蠱染のほかげを"いとiiし^な 

く宅ノと1aa惑CA給へ6。sとかうしも^ほSる、やう乙をはと、はづかしきに沿え.Sせ1 

方なし。r釉の色を引きかけ3せ給>はしも、」とわ*^なれど，こ、ら御覽じなれぬる志の志 

るしには、さばか$のSみおくべく、今始め72る^めきてやはおぼさるべき。なかなかなる 

卸^きまへ >ひになむ」とてかの物の音119きし有明の月かげよ6始めて、折々の思ふ心のSび 

ruu ，なう.ゆくさまをSと多くlui免給ふに、恥しうもあみけるかなと疎ましう、か、る心ばへ 
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な^らつnなくまめだ•ち給aけるかなと聞き給ふ潜^ほか6。御傍なるみじかき;L帳を郧 
の御方{Cさし^て、か-^をめicをaふし給へム。/>やうがうのいとかうばしく^aて、^き 

みのいと#やかに潔れるけはaも、人ょ6はけに怫をも思aliHえ給へる御心に1:わづらは 
しく、墨染の今lllic折ふし心sられし*るやうに、あはあはしう思ひそめしに違ふべければ、 

か、るいみなからむ程rczlの御心にも、とも少したわみ給aなむなどせめてのどかに 

思ひなし給ふ。秋の夜のけはひはか、らぬ所だにおのづからあはれ多かるを、爻して峰の嵐 
も_の淼も心細げ/Kのみ問きわたさる。常なき世の御物1iに時A、sしいらへ給へる3茇、s 

と見所多くめやすし。いぎたなかりつる人々は"かうな6けりと氣色とりて^いりぬ。客の 
の^ま；5しなどおぼし出づるに、げにながらへば心の外にかくあるtじき事も見るベ 

きわざに乙をはと物のみ悲しうて、水の音に流れをふ心地^給ふ。はかなく明けがたicな6 

にけ$0御供の人令公きて乙わづく6、馬どものSばゆるをも、旅のやどりのあるやうなど 
人の語るを^ほしやられてをかしう£ほさる。光见えつる方の3うじを押しあけ給ひて空 

のあはれなるを諸:H:ハ(C见給ふ。女も少しゐざり出で給へるii:、#.もな％」軒の近さなれば、志 

のぶのt路もやうやう光6見え^•て一C く。か^みにSとえんなる^^か^ちどもを、「何とは 
なくて唯かやう(C月をも花をも冋じ心に7Pてあそび、はかなき世の有樣を119え合せてなむ 

すぐさまほしき」といとなつかしきS1Hしてr?7l:lulら；s間え給へば、やうやう恐し3も慰みて、 
「かうsとはし六なからV物隔て、など1111えば、誠に心0へ^てはillicあるまじくなむ」と 
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いらへ給ふ。あかくなりゆき村鳥の立ちSまよふ羽風近う問ゆ。夜深きあしたの鐘の音かす 
かにひ<く。今だにいと見^しきをといとわ6なう恥しげに^ぼしたう。「ことあうがほに 

朝^もぇ分げ伴るまじ。3C人itいかで雌し最6 _ゆべき。列のやうにな♦たらかにもてなさ 
せ給ひ1:、唯10:に述ひ*る^にて、今よ6後もた>かやうに^なさせ給ひてよ。世にうしろ 

めたき心はあらじとおぼせ。かばか6あながちなる心の稗も、あはれとおぼし知らねこそか 
ひなけれ」とて出で給は1;の氣色もなし。あさましうかたはならひとて一今よう後は。5れば 

乙を。もてなし給はむ寸、にあらむ。今朝はまた119ゆるに隨ひ給へかし」とていとすべなし 
と^tしたれば、rあ<(:くるしや〇曉のわかれやまだ知らぬ乙とにてげ(C惑；3ぬべきを」とな 

げきがちな6。鹿鳥もいづか^2にかあらむ、ほのか(Cおとなふに•、都思びいでらる。 
「山里のあはれ年bる、聲々にと6あつめ^るあさぼらけかな」。女君 

「烏の音も間ぇぬ山とおもCAしをi&icうき乙とは尋ねきにけ6」。3うじ口爻V送り舉6 

給CAて、よべ入うし戶口よ6出て、ふし給へnどまど/>1wnず。名殘戀しうて、いとかく思 

はましかば、月顷も今兔て心のどかならましやなど，かへらむことも物憂くおぼ之給ふ。姬 
君は人の忍ふらむ、とのつ、ましきに、とみにもうちふされ給はで、たのもしき人なくて世を 

過rす身の >じうきを、ある人ども、よからvJa乙と、何やかやとつきづきに®Lひ〇、いrA出つ 
めるに、^一よ6ほかの事あ-cnぬべ^.よなめ々とおぼし廻ド〇-すにはこの人の御けはCA^r^の 

うとましくはあるまじく、故宮もさやうなる心ばへあらばとをりをうのたまひあほすめり 
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しかど、みつからは猶かくて過cしてむ、我ょ6は3まかたちも盛に、あたらしげなる中の 

君を、人なみなみに見なしたらむ乙を嬉しからめ、人のうへになしては心の至らむかぎ6思 

a後見てむ、みづからのうへのもてなしは、又誰かは見あつかはむ、乙の人の御3まのなの 
めにうち紛れ^る程なら•ば、かく見馴れぬる年頃の^るしicうちゆるぶ心もあ6ぬべきを、 

取しけに見ぇにくき氣色も、なかなかいみじうつ、ましきに、我が世はかくて過！^しはて、 

むと思ひつVけてねなきがち^て明し給へるに、名殘sと惱ましければ中の君のふし給へ 
る輿の方に7てひふし給ふ。例ならず人のさ、めきし氣色もあやしとこの哲は^ほしつ、ね 

給へるに、かくておはしたれば、うれしくて御ぞ；3き着せ奉6給ふに、所せき御う〇6がの 

まぎるべくもあらずくゆ6か、る心地すれば、殿居-Aがもてあつかaけむ思a八：！せられて、 
誠なるべしとsとほしうてねぬるやうicて物ものた爻はずIまらうどは辨の/?もとょび出 

で給びてこ1^か^跗らひ趵き、御せうそ乙すくずくしう問ぇおきて出で給ひぬ。あげまきを 

たはぶれにとりなし、も心もてa/)ばかりのへだても、對而态つるとやCの君もおぼすら 
むと、いみじう耻しければ、心地あしとて^み^し給ひつ。人々「日は殘なくな6伶6ぬ。は 

かばがしうはかなき事をだに又仕うまつる人もなきに、折惡しき御惱みかな」とIIHゆ。中の 
君くみなどしはて給；3て、「心ばなどは、え乙を思aよ办侍らね」とせめてlla之給へば、暗う 

なうぬるまぎれに、起き給ひて諸其にむすびなど志給ふ。中納言殿よ$御文あれど「今朝よ 
办いと播しう.なむ」とて人づてにぞ問え給ふ。一!3ネ見苦しう、心か心かしぅぁはす一と人々 
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つぶやきゆ。御ぶくなどはて、、脫ぎ捨てたまへるにつけても「片時も後れ奉らむものと 
iljr一よざうしを"はかなく過ぎにける月日のほどをおぼすに、いみじう思の外なる身のう5」 

13泣き患づみ給へる御5まどもSと心^しげなシ。月頃くらうならはし給へる御姿、うすに 
びにてsとなまめかしうて中の君はげにいと盛にて、獒くしげなるにほaま36給へり〇润 

ぐしなどすましつく/>はせて見舉6給ふに、世の物思忘る、心ちしてめでたければノ失# 
ず思ふ—にかな；sて、人に見え給はKfともちかおととてiはずやあらむとた 

のもしう婚しうて、今は又見ゆづる人もなく、親心にかしづきたて、見IJHえ給ふ。かの人は 
でみ出4SしS衣も改め給へつらむ、なが月も§心なくて又—し交。「例のや 

うに谢え，U一と又御せうを乙あるに、「心あやまりし1:、好しうおぼゆれば」とと力うUえす 

まaて對而し給はず。「思の外に心憂き御心かな。人もいかに思a侍らむ」と銜文にて111]え給 
、60「今よとて脫ぎ捨て侍りし程の心^:どaに、なかなかホrつみ侍6てな1;|1!|えぬ」とあ 

う〇肽み降びて、网の人召してi/>づにの*まふ。世に^らぬ心ぼをSのなrdめには乙の 
fのみtfたる人—れ•は、思ひにかなs給；5\」世の常のすみかにうつ5などし 

命よ1/を、いと办でたかるべき事にsひあ(iせて、「唯入れ黎らむ」と待語らa合せけ6姬君 

その叙色をば深う見袤り給はねど、かうと6わきて人めかしなづけ給ふめるに、うちとけて 
うしろめたき心もやあらIT、昔物語に毛心もてやは、とあるか、るZとネあめる、うちとく 

まじきは人の心{C乙をあめれと思aよら給aて、せめてうらみふかくはこの沿をおし出て 



む、劣りざまならむにてだにsても見そめてはあ3はかにはもてなすまじき心なめるを、ま 
してほのかにも見をめては慰みなむ、乙とに出で、はSかでかは、ふと3る事をまちとる人 

のあら0、ほいになむあらぬとうけひく氣色のなかなるは"かたへは人の思はむ辦をあいな 
う、淺き方にやなどつ、み給ふならむと赍しかまふるを、氣色だに知らせ給はずげ、罪もや 

えむと身をつみてsとほしければ、ょ/)づにうち語らaて、「昔の御あもむけも、世の中をか 
く 6ぼをうて過rしはつとも、なかなか人心らへにかるがるしき心つかふななどのたま；3 

おきしを、おはせし世の御ほだし(Cて行；3の御心を亂6し罪だ(cSみじか6けむを、今はと 
てさばか6の穴まaし一言をだにたがへじと思a侍れば、心ぼそくなどもZ:と(C思はぬを 

この人<、のあやしう心ごはきものににくむめる乙そsとわりなけれ。げに3のみやうのも 
のと過rし給はむも、明け慕る、月日にをへても、御事をのみ乙をあ/2らしう心l?vしう悲し 

きものに思aIiaゆるを"君だに世の常にもてなし給aて、か、る身の有欉もちもだ、しく慰 
むばかり見窣りな3ばや」と聞え給へば、sかにおぼすにかと心憂くて「ひと所をのみやは" 

さてlllricはて給へとはliaえ給aけむ。はかばかしくもあらぬ身のうしろめた3は、數をaた 
るやうにこをあぼ3れため6しか。心細き御なrさめには、かう朝夕に見黎るよ^nいかなる 

方にか」となま怨めしく思a給へれば、げにとsとほしうて、「猶乙れかれうたてaがaがし 
きものicsひ思ふべかめるRつけて思a亂れ侍るぞや」といひ3し給びつ。游れ行くに、まら 

うどはかへ6給はず。姬君sとむつかしとおぼす。辨參$て"御消息ども間え傅へて、恨み給 

• •、.. 1.!«. - S %. I. ••• A. 
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ふvrcとわ—るよしを、つぶつぶと即ゆれば、いらへも—はずうち歎きていかにもて 
なすべき身にかは、aと所おはせましかば、ともかくも3るべき人にあつかはU私りてr£l 

litとハふなる方につけて身を心ともせぬよなれば、皆例の乙と(Cてこをは人わらへ(Cなる 

とがをも隱すなれ、あるか曹の人は部っtきかしげgのが芒1ひっ、、心をt 
て似つかはしげなる事を問免泛らすれど、こははかばかしき乙とかは、人めかしからぬ心ど 

もにて、唯一方にSふにZ:をはと見給へば、引き動しつばからきこえあへる^いとV七#くう 
とましうてだうぜられ給はず。同じ心に何事も語らひ問え給ふ。中の君はか、るすぢには今 

少し^もえず、おほどかにて何とも間きいれ給はねば「あやしうもありける身かな」と叩奥 
ざまに向きておはす。「例の色の御eども、奉りかへよ」などをSのかし119えつ、赀さる心す 

Vかめるm色を、あさ爻しく、げに何0さばb所かばちらIT、ほどもなくてか、る網(iCAの 
かびなき、山衣しの花？vのがれひ方なか-^比る。玄ら5ど比、かくけ忘Xラに、こHかれにも 

口入a_3せず、忍びやか(csoありふ、めけむ乙と、もなく、もてなして乙をとMaをめける 
辠な1ば、御 >じ少るし給はずば、いつもいつもかくてすr3むと;^ほしのたまふを、乙の怎 

いんの^0が^、3?vらaてけ^ようにさ、めきなどす。さはいへど深からぬけにや老いじ 

がめるにや、いとほしくぞ觅ゆる。姬君おぼし煩ひて、辨が參れるにのたまふ。「年比も人に 
は^御6よせとのみのたまひ心^6しを聞きあき、今とな立しはよろづにの乙りなく賴み 

mtc、あやしきまでうちとけにたるを、思ひしにたがふさ^なる御心ばへのまじりて恨み 
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給ふめるf.Jをわ^Vなけれ。世に人めきてあらまほしき身ならばか、る御z:とをも何かはも 

てはなれても思はまし。3れど昔よ6思a離れをめたる心tcていと苦しきを、乙の君のさか 
6過ぎ給はむもU借しげに、か、る住aTPたゞこの御ゆか$((:所せくのみ^ぼ吵るを、誠(C 

4iHを瓜a即え输ふ志ならば、词じ^(cmCAなし給へ办し。#をゐけ^る心0うちは^吵づ4 

てM舉らむ心地なむすべき。猶かやうRよ/>しげRIIH全なroれよ」とはぢらひ穴る7^のから 
あるべき3まをのたま；3つぐくれば、いとあはれと见奉る。「3のみ乙をは3きざきも御氣 

色を见給ふればSとよくI1Hえ3すれど、3はえ思；5改むまじき。丘ハ部卿宮の御うらみ深さ爻 
3るめれば、又をなたざticいとよくうしろみ而えむ，；となむ!ill免給ふ。「をれも思ふやうな 

る御事ど7Pな6。二所ながらおはしまして、乙とSちにいみじき御心盡してかしづき!11]え3 

せ給はむには、乏しもかく世にありがたき御事ども3しつどひ給はざら爻し。かしZ:けれど 
かくいとたつきなげなる御^樣を見黎るに、いか((:な^\はてさせ給はひとうし/>めたう悲 

しうのみ](L奉るを、後の御心は知6がたけれど"うつくしくめでたき御すくせどもに乙をお 
はし爻しけれとなむかつかつ思；3間ゆる。故客の御ゆゐごん違へじとおぼしめす方は乙と 

わりなれど、をれは3-^べき人のおはせず"^なほどならぬ事やおはしま3むと$:はして誠 
めIIHえ3せ給ふめ6しに乙を。この殿のさやうなる心ばへ物し給はましかば、一所をうし/> 

安く見®き黎6ていかにうれしからましと折 <、の/2まはせしものを、ほどほどにつけて思 

スA(c後れ給；3ぬるAは、^きtp くだれるネ心の外にぁる¥じき3まR 3すらふfiひだ(C 
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sと疾くはひ隱れ給aぬるに、何心もなく寢入6給.へるをいといとほしく、いかにするわざ 
ぞと朐つぶれV諸.ihハに隱れなばやと思へど" 3ネ爻立ちかへられV4;な、くわな、く見給 

へば、火のほのかなるRうちき姿Rていと衣れが^^、几帐0か六びらを61さあげてス6^ 

る•ヒ、いみじういとほしく、いかにおぼえ給はひと思ひながら、あやしきMのつらに屛風を 
立て^るうしろのむつかしげなるに居給aぬ。あらましごとにてだにつらしと思a給へる 

を、まいていかにめづらかにおぼし疎まむといと心苦しきにも、すべてはかばかしきうしろ 
みなくて落Vとまる身と物悲しきを思a續け鈴ふに、今はとて山に登6給aし夕の御Sま 

など只の心地してsみじく戀しく悲しくあぼえ給ふ。中納言は一人ふし給へるを、心しけ 
るRやとMしく<6ときめきし給ふに、やうやうあらざhけ6と見る。今少し美くしくらう 

穴げなる氣色はまSりてやとおぼゆ。あ3ましげRあきれ惑ひ給へるを、げ(C心ネ知ら•ざ$ 

けりと見ゆれば$とSとほしくもあ^N、又おしかへして隱れ給へらむつらさのまめやかに心 
うくねたければ、Z.れをもょをのものとはえ思a離れまじけれど"猶ほsの速はむ口惜しく 

て、うちつけにあさか6け6ともおぼえ奉らじ。Mのひとふしは猶過ぐして遂Rすくせのか 

れずは、乙な/2ざまにならむも何かは乙と人のゃぅにゃはと思ひさまして、例のをかしくな 
つかしきさまに語らひてあかし給aつ。老s人どもは患をじつと思aて、中の君はsづ乙に 

かあはしますらむ、怪しき心ざか^と^2ど6あへ办。「S6ともあるやうあ>bUJなどいふ。 

「大方例の見窣るに、皺のぶる心ちしてめでたくあはれR見まほしき御かたち有樣を、など 
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てハともてはなれては間t給ふらむ。何かZ.れは世の人のいふめる、恐しき^ぞつき奉りつ 

らひ一と齒はうちすきて、あSぎやうなげKいひなす女あ6。叉「あなまがまがし。なぞのも 

のかつかせ給はひ。/2く人に遠くておa出でさせ給ふめれば、か、る举にもつきづきしげに 
もてなし問ぇ命ふ人もなくあはし念すに、はしたなくおぼSる、にこん〇今おのづから見奉 

りなれ給sなば思a問之給aてむ」など語らひて、「とくうちとけて思ふやうにておはしま 

さなむ」とSふSふ寢入6て、Sびきなどか^はらいたくするもあi逢ふ人からにしもあ 

らぬ秋の夜なれど"ほどもなく明けぬる乙、ちしていづれとわくべくもあちずなまめかし 
き御けはひを、人や6ならず飽かぬ心ちして、「あaおぼせよ。いと心憂くつらき人の御3ま 

£潛ひ給ふなよ」など、のちせを契りて出で給ふ。我ながらあやしく^のやうに^ほゆれど 
猶つれなき人の御氣色、今一度見はてlrの心に思aのどめつ\例の出でVふし給へ6。辨 

参りてSとあやしく、「中の君はいづくにおはしますらむ」といふを、いと恥しく思ひかけぬ 
卸6也にいかなりけむ乙とにかと思ひふし給へり。昨口のたまひし事をおぼしいて、姬君 

をつらしと恐ひ1IHぇ給ふ。明けにける光につきて7C壁の中のき6ぎうすはCAいで給へる。お 

ぼすらむ乙とのSとSとほしければ、かたみに物もいはれ給はず。ゆかしげなう心憂くもあ 

るかな、今よ6後も心ゆるびすべくもあらぬ世に乙をと思ひ亂れ給へり。辨はあな^R參 
6て、あさましかうける御心つよさを間き顯して、Sとあま办ふかく人にくかりける乙と、 

いとほしくおもほれ居た办。「きし方のつらさは猶殘办ある乙、ちして、よ/>つに思ひ摺め 
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，/r^f^，奸撕 /.へ， つるを、今夜なむ誠に恥しく身も投げつべき心ちする。猞てがたくおとし撒き镞〇犮まへ6 
けp心苦しroをnltsRil吵る^乙そ、ヌび六ぶるic身をネ爻思61摘つ爻じけれ。かけかけしき 

すぢは、Sづか/2に名思ひ聞免じ。憂き名つらき宅、か六が六U忘られ給ス噯じくなむ。宮な 
どの恥しげなく聞t給ふめるを、同じくは商くと思ふ方7C殊に物し給ふらむと心沿はてつ 

れば、Sとゞ乙とわ6に耻しくて又參りて人々に見え泰らむ乙ともねたくなむ。よしかくを 
乂がましき身の上、また人にだに洩らし給ふな」と<>んじ骰きて、例よりも急ぎ出で給ふ。 

「誰が御^、めもSとほしく」とめきあへ6。姬忍もいかにしつる乙とぞ、もしお/Dかなる 
心も物し給はVと、胸つぶれて心苦しければ、すべてうちあはぬ人々のさかしらをにくしと 

あぼす0さまざま思う給ふに、御文あ6。例よりは娘しとおぼえ給ふもかつはあやし。秋の氣 
色も知らずがほに、Wき枝のか^えは、Sと乙くもみt;し/2るを、 

「あなじえをわきてをめける山姬にいづれかふかき色ととはぐや」。さばか6饭みつる氣 

色もなく乙とずくなitz:とをぎて^しつ、み給へるを、そ乙はかとなくも1:なして止みな 
Ifとなめ6と見給ふ？p心^〇わぎて、耳かしが^しう「润かへ^^」といへは、[10え給へとゆつら 

む7Pう^ておぼえて、Tilすがに#き(Cく、思ひ亂れ給ふ。 
「山姬のそむる乙、/)は^かねど名うつ/)^方や乂かきなる61;」。艺となしび(ctlrき鈴 

へるがをかしく見えければ、猶え袅んじはつまじく/Tほゆ。身をわけてなどゆづう給ふ氣色 
は貶々見えしかど、うけaかぬにわびてかまへ給へるなめう、をのかひなぐかくつれなから 

源氏物訪.鉋角 洗ル 
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むも、いとほしくなさけなきものに思；s骰かれて、'よsよはじめの思ひかなひ雛く々あら 
む、とがく言；5傅へなどすめる、あS人の思ばli1-所もか/>がろしく、とにかくに心を染めけ〇 

だ{C悔しく、かばか6の世の中を思aすてむの心に、みづからもかなはざりけりと人わろく 
®a知らるVを、ましておしなべ^るすきもの、まねに、同じあた64C返す返す汉きめくら 

{ sと人心らへなる綳なし小•船めきたるべしなどよもすがら思a明し給ひて、ま^栢明の 
空もをかしき程に、兵部卿宮0御方に參ぅ給ふ。三條の宮燒けにし後は、六條院にどうつZ 

A^/iば近くてば常ic參6給ふを、命2もおぼすやうなる御心地し給ひけ60紛る、乙とな 

く、あらまほしき御住ひに、.おまへの前栽外のには似ず、同しき花のすがたも冰舉の靡きざ 
まも"乙と(C-見なされて、遺6水にすめる月の影3へ繪に铿き穴るやうなるに、思ひつるも 

しる，、逛きおぼしましけ办。風につきて吹き來るにほaのいとしるくうちかをるに、ふとそ 

卞と贤か1て、御霞衣黎り亂れぬさ爻に引き耩ひて出で給ふ。はしをのぼ6もはてずつい居 
1文、猶うへになどものたまはで、商櫚によぅ居給ひて世の中の御物語間ぇかはし給 

ふ。かのめ々合のZ.と^も物のつい <にあぼし出で、、よ乃づに很み給ふネ心りなしや。み 
づ扒ら0.6にだに.かなひが六—をと思ふ思ふ、5も泜はせなむと思ひ衣るやうのあれば、例 

よりはまめやかに.あるべきSまなど申し給ふ。あけぐれの程あやにくに霧心*りて空のけ 

はSAひや、かな^•に•、月は霧(C隔てられ1:木の下も暗くなtめきたん山Eのあはれなるあ 
なさ思ひsV給ふ。宫「乙のごろの程に。必ずぉくらかし給ふな」と語らひ給ふをIf煩し力 
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「女郯^さけるあほ野をふせぎつ、心せばくや尧めをゆふら1;」とたはぶれ給ふ。 

「霧ふかきあしたのはらの女郞花乙、ろを•よせて見る人ぞみる。なべてやは」などね^t 

し間ゆれあなかしかまし」とはてはては腹立ち給ひぬ。年頃かくのたまべど、人の御有樣 
を'いかならむとうし/>め^く思aしに、かたちなども見おとし給ふまじく推し^らる、心 

mせの1ちか^と6するやうもやなど?:あやうく思ひ渡らし^)、何事も口^しくは物し給ふ 

嗦じかめりと思へば、かのいとほしくうちうちに思ひ^ばか6給ふ有樣も違ふやう.ならむ 

もな3けなきやうなるを、§ぅとてさはたえ思a改むまじくおぼゆれば、まづゆづ6間え 
て、いづ方の恨を名為はじなど^衣に思CA桃ふる心をも知り給はで、心せばくとりなし給ふ 

劣をかしけれど「例のか/>らかなる御心ざまに、物思はせむ乙を心苦しかるべけれ」などお 
やかたになうて聞え給ふ。「よし見給へ。かばか6心にとまる乙となむtたなか6つる」など 

いとまめやかにの給：へば、「かの心どもにはSもやとうち靡きぬべき氣色は見えずなひ侍 
る〇仕うまつ-csicくき宮壮lc>Jそ侍れや」とて、^はし受すべきやうなど乙まかに[1Hえ^ら 

せ給ふ。廿六日彼庫のはて(Cてよき日な6ければ、人知れず心づかaしていみじく忍びてゐ 
て奉る。きssの宮など聞しめし出で、はか、る御ありきいみじくせ.いし诎え給へばv'と 

煩しきを"せち(Cおぼしたる事なれば、5りげなくともてあつかふもわりなくなむ。ふなね 
^6なども听せければ、乙と.^としき御やど^ど？p借6給はず。をの^^-CNいと近きみさ 
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うの人の家Rいと忍びて宫をばお/>し泰6給うておはしぬ。見^め舉るべ令人もなけれど、 

殺罟人は^一に出でありくにも、氣色しらせじとなるべし、例の中納言殿おはし咬すとてけい 
めいしあへ0。君^ちなま頌はしくI1Bき給へど、うつ/>ふ方^とに{CほはしTrcきてしかばと 

姬^丈>おぼす。中の君は思ふ方乙となめ6しかばさりともと思ひながら、心憂かりし後はあ 
6しやうに姉^をも思ひ冏え給はず、心おかれて物し給ふ。何やか’と御せうをこのみ問え 

maていかなるべき斟にかと人Ai心苦しがる。窝をば御馬にて、腊きまぎれにおはしま.3 
せ給うて、^^し出て、、「C、もとに^一言1111えSすべき乙となむ伶るを、おほし放つ3ま 

見凑6てしに、いとE>しけれどaたやごも{にてえやむ爻じ3を、今^ばしふかしてを、あ 

•CSしさまには薄き給aてむや」次ど、うらもなく«/fらひ給へばノいづかたicも111]じ^にこを 

はと思aて參6ぬ。さなむと聞ゆれば、さればよ思a移6にけ6と娘しくて、心おちゐて、か 
の入6給ふべき道にはあら^加のSうじをいとよく 3して對而し給へI言111}堯ゴすべ 

きが又人IIF1くばかりの、しらUはあやなきを、いさ、かあけSせ給へ。いといぶせし」と1111 
え給へど、「かくてもSとよく!],rl免^、へし」とて、あけ給13:ず。今はとうつ/>aなひをたぐな 

らじとていふべきにや、何かは例ならぬ對面にもあらず、人にく、いらへで、夜もふかさじ 
など思ひてかばかりも出で給へるに、障子のなかよぅ御柳をとらへて引きよせていみじう 

うらむれば、Sとう^てもあるわざかな、何に問きいれつらむとくやしうむつかしけれど"乙 
しらへて出してITとおぼして、乙と人と思ひわき給ふまじき3まにかすめつ、語らひ給へ 
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る心ばへなどsとあはれな々。宮は敎へ聞^つるま、に、一夜の戸口によ，うて扇を鸣し給へ 
ば、辨も參りて蘇き間ゆ。さきざきもなれにける道のしるべ、をかしとおぼしつ、いり給CA 

ぬるをも、姬君は知6給はで乙しらへいれてむとあぼしたヶ。をかしうTP Sとほしくも公ぼ 

えて、うちうちに心も知らざ$ける恨みおかれむも罪36所なき心地すベければ、「宵の慕 

ひ給Sつれば、免聞えSなびで、乙、におはしつる。音もせでこそ紛れ給ひぬれ。この^かし 
だつめる人や、かたらはれ奉りぬらむ。なかぞらに人わらへにもな6恃りぬべきかな」との 

たまふに、今少し思aよらぬことの、めもあやに心づきなうなりて、「かうよ/)づに珍らかな 
6ける御心の稃を知らて、いふかひなき心を3な5も見え窣6にけるをこた6に、おぼしあ 

なづるにこをは」といはむ方なく思う給へ办。「今はいふかaなし。ことわヶは返す返す1111え 
させても、あま6あらばつみもひねらせ給へ。やんごとなき方にちぼしよるめるを、すくせ 

などいふめるもの]11に心にかなはぬものに侍るめれば、かの御志はIIとに伶6けるをいと 

ほしく思ひ給ふるに、かなはぬ身こをおき所なく心憂く伶6-けれ。猶いか<はせむに>ぼし 
よわ6ね。乙のみ3うじのかためばかりいと强きも、誠に物淸く推し贽$119ゆる人も侍ら 

じ〇泛るべといざなa給へる人の御心にも、まさにかく胸ふ/2がらて明すらひとは^ぼしな 
むやI-と1:さうじをも^き破^vOべき氣色^-れば、いば^方5:く心づきなげれどこしらへIP 

と思ひ去づめて、「乙のの^まふすくせと•いふらむ方は目に劣見ぇぬことにて、.ぃかにもぃ 
かにも思；3穴どられず"患らぬ淚のみき6ふたがる心地してなむ。こはいかにもてなし給ふ 
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ぞと夢0やうにあさましきに"後の世の穴^しにs a sづる人もあらば、背物語などに殊M 

にをZ.めきて作り出で/2るもの、/2とaR乙をはな$ぬベかめれ。かくおぼし•かまふる心 
のほどをも"sかな6けるとかは推し赍6給はむ。猶いとかくおど/.あどろしう心發くなと 

らおつめ^どはし給ひそ。心ょ6ほかにながらへば少し思aのど^:りて間えひ。心地iillに 
かきくらすやうに.てsとなやましきを。乙、にうちやすまむ。許し給へ」と_sとsみじく佗 

び給、ば、SすがにCとわりをばいと能くの^まふが心恥しくらう^くおぼえて'あが^、 
御心ic從ふ乙との類ひなければ乙そかくまでかたくなしくな6侍れ。いa志らずにく、疎 

ましきも0.におぼしなすめれば、聞え1;方なし。sと<泄に跡と<むべくなむおぼtぬ」と 
てtさらばへだてながらも113えさせむ。ひ^ぶるになうちすてさせ給aそ」とて、許し舉办 

铪へれば、ばaてさすがに入$もはて給はぬを"いとあはれと思aて、「かばかりの御け 
はaをなぐさめに.て、明し侍&む。ゆめゆめ」と間免てうちもまどろまず。いと<しき水の音 

•に目もさめて、夜半の嵐に山鳥の心ちして明しかね給ふ。例の明け行くけは•びに鐘の^など 
113ゆ。sぎy2なくて出で給ふべき氣色もなきょと、心やましく乙わづくら給ふネ、げにあや 

しきわざなう。 
「去るべせし我やかへ$て惑ふべき乙、/>もゆかねあけぐれの道。か、るためし世にあ 

ケけむや」との^まへば、 ， 

「か*か^にくらす乙、^を思'CAやれ人やりなら^道R•まどはV」とほのかにのたまふ 
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思はしうて我3かし人にて冏乏むもいと，、ましければ、まめやかにある/へきやうをいみ 
じくせめて被かせ舉6給ふ。表をん色の細長ひとかさねに、みへがさねの袴其してたまふ。 

御使苦しげ(C:思；5たれば、つ、免せて供なる人になむ送らせ給ふ。ことごとしき御使にもあ 
らず、例泰れ給ふうへわらはな6。殊31に人に氣色もらさじとおぼしければ、よべのさかし 

がうし^い人のしわざな^^け6とものしくなむRaしめしける。をの夜％かのしるべさを61 

給へど、「冷泉院に必ず#ふべき^fvれば」とてとま6給ひぬの乙とicふれてす3まじけ 
によを7Pてなすとにく、お•ほす。いかくはせむ、ほいならざりし事とて、おろかにやはと恐 

ひよわ6給aて"御しつらaなどうちあはぬすみかの3まなれどる方icをかしくしなし 

て待ちIrrIぇ給aけ遙なる御中道を、急ぎあはしました6け：も、娘しきわざなるぞかつ 
はあやしき。3うじみは我にもあらぬ§まにて、つくろはれ奉6たまふま、に、濃き御ぞの 

い*くぬるnば、3かし人もうちなきつ、、「世の中^久しくもとおぼぇ恃らねば、明^のな 
がめにも唯御^をのみなむ心苦しう思；3間ゆるに、乙の人A、もよかるべき3哇のZ1と、、冏 

きにくきまでいCAしらすめれば、年經たる心どもには、さりとも1W:のことわりをも知りたら 
むはかばかしくもあらぬ心aとつをたて、、かうでのみやは見奉らむと思ひなるやう％あ 

6しかと、R今かく思ひもあへず恥しさことVもに亂れ思ふべくはSIに思aかけ侍らざ$ 

しに、Z:れやげに人のSふめる遁れ難き御契なうけむ。sとこそ苦しけれ。少しおぼし慰み 
なむに、知らV06しさまをも111]免IT。にくしとな^ほしいうム、、罪も^得給ふ」とみrしをな 
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でつく/>ao、|19ぇ給へは、いらへも乏給はねど、3すがにかく Aぼしのたまふが、げにう 
し/>め^く：惡しかれと名あぼしおきてじを、人わらへU見斑しきことそひて、見あつかはれ 

黎らむがSみじきを"ょろづR思ひ居給へ6。3る心もなくあきれ給へ6しけはひだになべ 
てなら•ずをかしか6しを、まSて少しiliの常Rなょび給へるは御志もまSるに、たはやすく 

通ひ給はざらひ山道のはるけさも、胸S/2きまで公ぼして、心深げにかたらaたのめ給へ 
ど、あ一tれともいかにとも思aわき給はず。いa^らずかしづくもの、姬哲も、少し世の常 

の人け近く親せうとなどいao、、人の/2、すまひをも見なれ給へるは物の恥し，3もなの 
め{Cやあらむ。家にあ•がめ!13ゆる人こをなけれ、かく山ふかき御あた6なれば、人に遠く物 

深くてなら；5給へる乙、ちに、思aかけぬ有様のつ、爻しく耻し,<,何事も10:の人に似ずあ 
やしう田舍びたらむかしとはかなき御いらへにて、、pいび出でむ方なくつ、み給へう。3る 

はこの混しも？七らうらうしくかどある方の(Lほaはま56給へる。三日(Cあたる夜は「もち 
61な>>參る1..と人々の即ゆれば、殊litsるべき1ひの乙とkこそはと^ぼして、御前にて 

せ3せ給ふTpyeど^どしう、かつは^とな{-Cな$て/?きて給ふTP、人の见るらU、しと惲られ 
て、/プpてうち赤めて.あはするさま、いとをかしげな6。乙のかみ心にや、のどかにけ^きも 

のから、人のためあはれになさけなさけしうどおはしける。中納言殿んう、「よべ參らむと思 

ひ給へしかど、宵仕のらぅも患るしなげなめる佌に、思ぅ給へ恨みてなむ。今夜はざぅゃく 
名やと思ひ給へれど、殿居所のはし*なげK侍りし、亂4心地SとV安からでやすらはれ侍 
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る」と、みちのく1C紙におSつき番き給CAて、まうけのものども乙まやか-1C縫ひなどもせさ 
りけるい/)いろおしまきなどしつ、、みを概あま^かけごにいれて、あい人のもと{C人々 

の料にとて賜へり。宮の御方にさぶらひけるに從ひていと多くも免と6集め給はざりける 
にやあらむ、た < なる絹綾など、^たに(t入れかくしつ、、御料とおぼしき二くだ$、いとm 

らにしたるを、m衣の御eの釉に、乙だいの乙となれど、 •• 
「さよ衣きてなれきとはsはずともかごとばかりはかけずしもあらじ」とおどし聞念給 

へ60乙なたかなたゆかしげなさ御乙とを、恥しういとC見給ひて、御力へ6もいか义ルえ 

ゴとおぞしmふほど、御使かたへliにげかくれにけ6。あやしき^も人をW力へて.F樹力へ 

し*まふ。 ' . » 
「へだてなき5ズかりはかよふともなれし1とはかけじとぞ思ふ」。心あわたゞしくSCA 

亂iaへ"へる名遜エ、Sと^なほなほしきをおぼしけるま、と、待ち見給ふ人は唯あはれにぞ 
思a4な$れ聆ふ。宮はをの夜內に參う給うて、え^か<鈴乂兮じtf衣るを、A知れず御心A 

をら•にて'ほし歎きfH、中{S「猶かく3とHetov世の中にすS給へる御名の々 

うやう問ゆる、猶sと惡しき事な6。何事も物好ましく立てたる心なつかひ給aを上もう 
しろうたげにおぼしの給ふ」と里ずみがちにおはしますを諫め間え給へば、いと苦しとあぼ 

して、御殿居所に出で給aて御文かきて舉れ給へる。名殘もいたくうちながめておはします 
に中納言の君參6給えぅ。そな犮め心よせとおぼせば例よゲも婊しうて、「いかVすべき、い 
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縫 とかく暗くな6ぬめるを心も亂れてなむ」と歎しげにおぼし/2$。能く御氣色を見泰’ヒひと 
おぼして、「日ごろ經てかく參ら給へる.を、今夜3ぶらはせ給はで急ぎtかで給aなむ、いと 

<よ/>しからぬ乙とにや、5:ほし開えさせ給はむ。蘂盤所の方に，てうけ/2まは6つれば、人 

知nず煩よしき宫仕のしるしに、あいなきかんだうや侍らむと顔の色違ひ恃6つる」と申し 
货へば、「sと聞きにく、ぞおぼしの^まふや。多くは人のとりなす乙となるべし。世iLとが 

めあるばかりの心は、何事Rかはつかふらむ。すべて所せき身の程己をなかなかなるわざな 
うけれ」と•て、誠JCいとはしく 5へあぼし^う。いとほしう見舉6給CAて、「同じ御さわがれ 

に乙をはおはすなれ。今夜の罪Rはかは$聞えSせて、身をもい^づら4;:なし恃りなlrかし 
乙よだの山R蝠よ' Sかぐ恃るべき。Sとゞもの、聞えや5は6所^からむ」と聞免給へば、 

た>くれにくれて51けRける夜なれば、おぼしわびて御馬にて出で給ひぬ。「御供にはなか 
なかつかふまつらじ、御うし^みを」とて乙の君は內RSぶらひ給ふ。中宮の御方(C參6給 

へれば、「宮は出で給aぬな6。あさましくいとほしき御さまかな。いかに人見奉るらむ。上 
きZ1しめしてはい3め間えぬがsふかaなきとおぼしのたまふこをわりなけれ」とのたまは 

す0あま^^達のおとなびと、のひ給へど、大宫はいよsよ若くをかしきけはひなむまさ办 
給ひける。女一宮もかくぞおはし^すべかめる。sかならむ折icかかばかりにても物近く御 

璐をだにIIHえ奉らITとあはれにおぼゆ。すsたる人の思ふまじき心〇かふらむも、かうやう 
なる御なからひの、さすが(Cけ遠からずぃ6穴ちて心にかなはぬ折の事ならむかし、：我が心 
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のやうに、ひが；3がしき心の穴raやは又世にあべかめる、をれだに猶泐—、めぬるあた. 

文ぇこを思ひ^へねと思；3居給へ6。さぶらふかぎりの女房のかたち、心ざまいつれとな:< 
{/>x/2るなくめやすくと6ど-にをかしき中にも、あてにすrれて目にとまるあれど、近 

こビこ亂てをめじのVじにてSときすくにもてなし給へぅ。殊災に见ぇ患らがふ人もあり大 

方防しげHTPirつめ給へるあたりなれば、うはべ、？心ばかりもSつめたれ、心々なる 
出0*3ぃfければ、fかしげHす、みf轰の心tEf2を、Ifにを 

5^iしく？pあよれに劣あるかなと、立ちても居てもII常なき有様を思びありさ給ふ。かしこに 

文、卜illの、ことごとしげにSひなし給へ$つるを、狡}iiくる兮ノiはし^^湖t:の 
あるv」、3iばよと胸つぶれて公はするに、夜中近うな6てあら1wしき風の^ほひにVとも 

なまめかしく淸らにて匂aおはしたるも、いかC&ろかにおぼ之給はむ。さうじみも耶力う 

ち^きて思a知6給ふ乙とあるべし0いみじくをかしげにさかりと见ぇて、引きつく/>ひ給 
、るさまは、まして齟ひあらじはやとなぼゆ。さばかりよき人をおほく見給ふ御目に^R、け 

しう文もらずとか/2ちよりはじめて多くちかまさりした〇とおぼさるれば山Mの公い人ど 
もよ、まして口つきにくげにうち焱みつ\、「かくあたらしき御有樣を、なのめなるきはの人 

の見：^ 6給文ましかばSかにP惜しからまし。思ふやうなる御すくせ」と11Hぇつ、姬君の餌 

6ヒ\:あやしくaがひがしく宅てなし給ふを、もどきくちひをみ!H1ゆ。盛办過ぎたるさまど 

bにあざやかなる花のSろSろ似つかはしからぬをさしぬひきつ、、ありつかずと$つく 
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て故.、?淡;こH•し:•，您祕ゴ茲忽'3ゞ*^1：^•巧⑸ ••、と::•品S域这エ:••• 

/)a^2る姿どもの、罪ゆる3れたるもなきを見渡され給aで、姬君、我もやうやう盛6過ぎ 
ぬる身^かし、鏡を見ればやせやせになりもてゆくを、あのがじ、はZ1の人ども、、われあ 

しとやは思へる、うしる\」は^らず顔にひたひ#をひきかけつ、、色どう^る顔づくりをよ 
くしてうちふるまふめ$、我が身にては、まだsとあれがほど(Cはあらず、目も^もなほし 

と公ぼゆるは心のなしにやあらむとう患/>めたくて、见出して臥し給へ恥か!,げならむ 
人に見えむことはSよSよか^はらいたく、今一年二^あらば褒へま56なひ、はかなげな 

る身の有^をと、御手つきのほをやかにかよわくあはれなるを3しいでV7P世の中を思a 

つCけ給ふ。宮はあうがたかうつる御sとまの.程をあぼしめぐらすに、猶心やすかるまじき 
乙とに乙をはといと胸ふたがうておぼ泛給ひける。大宮の閗え給ひし3爻など語り問免給 

ひて、「思aながだえあらむを、sかなるにかとS:ほすな。夢にてもおろかならひにかく 
^{ても參じ^TOを、心のほどやいかゞと疑WV*、思ひ亂れ^?{1む力^^し3に^を捨 

て、なむ0常icかくはえ惑aあ$かじ。.Sるべきさまに1:近くねたし奉らむ」といと深く問 
え給へど、絕え問あるべくお•ほさるらIfは、おとに間きし御心の程^るきにやと心おかれ 

て、我が御あ6さまからVi；ま物歎しくてなむあらける。明けゆくほどの空に^P押しあ 
け給Sて諸典にSざなS出て、見給.へば、霧わたれるさま所からのあはれ多くそびて、例の 

患ばつむ船のかすかに行きかふ、跡の白浪めなれずもあるすまaのさまかなと、色なる御心 
にばをかしくおぼしなさる。山の端の光やうやう見ゆるに、女君の御か穴ちの^ほに美くし 

.谏氏物S5铯妁 九六一 
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JrまのぃとSっくk—し、4やか！にほa!うちとfてH 
か—。ちすn水の——つかしtず、—橋のいと物ふぅて見“ iパ、 

1-丁ナ文いとCちらましき岸のわたらを、「か、る處にい力て，をへ各メらむ〕プとう、.:: 

D以へ！ S4kf給七男の御—のかfな“な1S^^UKンU 
肚のみならずfたのめf給へば、思ひょらfし乙と"はsfらなid力a 

なIたL卜納言の恥しfぅはと公ぼえ給ふ。かれはfか空とにてvh、、づくヘこ 

い“—のfにく、恥しげなりしに、iに思ひ服えしはまして乙ょなく汉に./プU 
di_/で.けふ卸返レだこつ、tしくおぼえしVJ、久しうとだt給はむは心尨を力らもとn 

京にSし—M、はし—から—にといと心—-^しけにて） 力 

へ^^.^^^はし姬のかたし4やf忌—ど。出でが'^立ち返り 

b^がたのみS千治橋のはるけき中を—待ちゎ？へ^^^^^ 

物なげかしき御け泛f くお•！けう。若き人の铜心运みぬへ/it くバ 
Msげのf§名、名殘とまれる御移备など欠知n.ず物—れなる—〜r 
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心かな。今朝ぞもの、あやめも見ゆる程にて人<、のぞきて見舉る。「中納言殿は、なつかしく 

恥しげなるSまどをひ給へ办ける。思ひなしの今aときはにや、Z.の御3まはいと乙と1C」な 
どめでIH1ゆ。道すがら心茜しかりつる御氣色をおぼしいでつ、、立ちもかへりなまほしく3 

まあしきまでおぼせど、1H:の聞えを忍びて歸らせ給ふほどに、えたはやすくも紛れ3せ給は 

ず、御丈は明くるc：ごとにあt/2かへ$奉らせ給ふ。お/>かにはあらぬにやと思aながら、 

おぼつかなき日數の11^るをいと心づくしに见じと思aしものk、身にまさ6て心^しくも 
あるかなと姬君はむぼし歎かるれど、sとC乙の荇の思ひ患づみ給はむによりつれなくも 

てなして、みづからだに®か、る乙と思a加へじとsよsよふかくおぼす。中納言の君も待 
ち遠{C?:おぼすらむかしと思aや0て、我があやまちにsとほしぐて宫をirflえおどろかし 

つ、絕えず御氣色を見給ふに、sとい犮くおもほしいれたるSまなれば、さりともとうし/3 

やすかりけ6。九月十日の程なれば、野山の氣色も思ひやらる、に、時雨めきてかきくらし 
空のむら盤おをK：しげなる夕恶、宮sと<%、つ心なくながめ給ひて、いかにせむと御心ひと 

つV」出で立ちかね給ふをう、推し量うて參6給へうTふるの山里sかならむ.」とおどろかし 

問え給ふ。いとIMしとおぼして、諸共にいざなひ給へば、例のひとつ御取にておはす。分け入 
う給ふ爻、に7Cまいて眺め給ふらむ心のうちsとぐ推し盘られ給ふ。逆のほ-^:も唯Z:の事 

の心^しきを語ら；SIIHえ給ふ。/2をがれ時のぃみじく心ぼをげなるに、雨は冷ゃかにぅちを 
、ぎて秋はっる氣色のすごきに、ぅち皂めぅぬれ給へるにほひどもは、世のものに似ずぇん 
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人のをデく、もupwuyせ給ふにあぅが它とf 
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な力1:^7べぴ か、る方を茲きものに怨ひはて、沿ひプ 

Iめれ、fuuパ344巧れ#wょとhほしいのたまへば、ぃとほしくて、 

御iskuif ^給ふ。例i—くしぅf 

登し11てfむ」との—ふ。人にミけどほくはもて 



〜ハ::二5;似心“ばぬレふご:^^^^ 

V- y^77-rT^r^i^>' あぼしたれば、おぼ3る、やう乙そあらめ、かるがるしくZ:とざiwtc靡き給ふことは、は^ 

世にあらじと、心のどかなる人はさはsへどよく思a^づめ給ふ。「喺sと^鬼なく物隔て 
穴るなむ胸あかぬ心ちするを、ありしやうicて聞えむ」とせめ^まへど「常よりも我が你に 

恥づるこ/>なれば、うとましと見給ひてむ7P、3すがに心^しきはsか^るRか」とほのか 
にうち笑ひ給へるけはひなど、あやしうなつかしうおぼゆ。「か、る御心にたゆめられ尜ら 

て、つひにいかなるべき身icかjとなげきがちicて、例の遨山鳥{Cて明けぬ。岔はまだ旅ねな 

るら〇と宅おぼrov、「中納言のあるじが^に心のどかなる氣色mそうらやましけれ」と0 

たまへば、女君あやしと!rrlき給ふ。わ6なくておはしtしては程なくかへ6給ふが飽かず^ 
しきに、窝も物VJいみじくおぼし^る御心のうちを知り給はねば女がたには、又いかならむ 

人わらへ(Cやと思ひなげき給へば、げに心づくしに茜しげなる：QVoかなと見ゆ。京にもか 
く/)へて波$給ふべき所もrc-すがになし。六條院には、左のおほいとのJ;-つ方に住み給a 

て、3ばか^nsかでかと^ぼし^る六の君の御事をおぼしよらぬ1Cなまうらめしと恐ひ[IH 
え給ふべかめ〇。すきずきしき御とゆるしなくをしり[10え給aて、うちわた6(:も^へ 

IIH免給ふべかめれば、いよいよおぼ免なくて、出しす^給はむ？pはゞかるCといとおほか60 

なべてicおぼす人のきは、宫仕のすぢicてなかなか心やすげな6。3やうのなみなみには 
ぉぼ^れず。若し世の中ぅっ6て、帝き3ぃのぉぼしぉきっるま、にもぉはしま3ば、人ょ 

办犮かき3ま(CZ1をなさめなど、只今はsと華やか1C、御心にか、办給へるま、に、名てな 
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S方f fか.-けん中納言は、三條のf く4て、、iベ—jてfJ^b^ 
とprofに2 やすかりけ6。かく Sと心芾しき御氣fがら.'女力らす忍び备ス 

ンいか^/Itふべ，忘るも翁しくて、忍？かくかょひ給ふょしを中宮な 
シ^^しのSがれはいとほしくと—がf御gs—ら 

かJip明しi—しげ17¢ く辜なしてt—らば—ど^ 
i4urryK乂ず、乙ろもがへ！はかばかしく、誰か—?"むなda 

て、か^びらかvkなど、三條の窝つく 4でわf給はむ心1けにf力せ 

給1p、$iベ—11こいと忍びて問ぇ給ひて、奉れ給パ'^^^^H 
5うどく'卸めのとなどにもの穴まひつ、、わざともせ3せ給ひけ办i月 

IかしきTf—む」とそ、のかし即4ひて、紅葉御—ベう中し給ふ。親ki人L 

も殿上人Sつましく—すか曹いと忍びてと—、所せ— 

づかtと笑ご名、左の—いとの>1の中將—1 知ふ。—^ 

各—仕i了繁バXIも「かしなう中や f fhL 
Sるべきisぼせ。—のf花见緣—丁ikれかれ、パるUX.へ、u 

て、時雨の—れtff言—f」など>1?に，—Uへ“.す^7いどど 
、か 1IMか—吾、岩’tれSれる紅|朽fノしはるf、避i j”jpナ1 

表給ふ。よしあるくだものさかななどさるべきAなどネ奉れ糸へ$分つ— V力 

■•ベ.:、,,.•:，ハ;〆、‘:;.、㈣*— 
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• でV•: •け，- ，ナ烏〜：パべvw， a加职>ゾ“ どS/JVてはせむ、己れもさるべき1C乙をはと思ひゆるして心まうけし給へ6。船にてのぼ6 
く;cfう溉ぎめぐり公もし/)く遊び給ふ系間ゆ。ほのぼの有様見ゆるを、をな^に立ち出て、 

若き人々m奉る。さうじみの御有檫はをれと見ねかねども、紅葉をふきたる船のかざ6の錦 
と見ゆるに、聲々ふき出づる物の音ども、風につきておど/>おど/3しきまでおぼゆ。10:の人 

の靡きかしづき奉る3ま、かく忍び給へる道にもいと殊にSつくしきを見給ふにも、げに七 
夕ばか6にてもか、る彥晁の光をこを待ち出でめなどおぼぇた6。文作 >りせ給ふべき心ま 

5:-けicifdrなど％r/ふらひけたをがれどきに、御船3しょせてあそびつ、文つく 6給 
ふ。紅葉をうすく乙くかざして海仙樂とSふものを吹きてあのあの心ゆきたる氣色なるに、 

宵はあふみの泥の心地して、をち方人のうらみsかRとのみ御心ぞらな6。時につけたるM 

出してうをぶきずしあへ6。人の^ょaすZ:し%つめておはせむと中納言も•公ぼして、^jる 
べきやうに聞ぇ給ふほどに、內ょ办中宮のおほせごと1Cて、^扣の兄の術lJ,Jの督乙とごとし 

き隨身aきつれてうるはしき$まして參6給へかうや5.の御あ6きはホ$のび給ふとす 

れどおのづから乙と；5ろご“て、後のためしにもなるわざなるを、おもおもしき人數あまた 
もなくて敗におはしましにけるを問しめしおど/>きて、殿上人あまた具して參りたる(Cは 

したなくな6ぬ。->2も屮納言もTITしとおぼして物の典もなくなりぬ。御•心のうちをば志らず 
焱ひみだれて遊びあかしつ。今=はかくてとぉぼすに、又當の大夫4らぬ殿上人などぁ戋穴 

來6給べ.^。心あめ^ゞしくてUをしくかへ$給はむそらなし。かしこ(Cは御文をぞ舉れ翰 

汲 •«••! 
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ふ。をかしやか1く、SIちて—しけ—と—Kfun 

ド，くFげiがしか！とて御かS 

らU 口惜しくも思ひ亂れ給ふ。夜ましてぃぶせく tなしと—ベu 
MUM。あじろのatf $4 S $の木の—か—UCTあ::： 

も人など丈ハとをかしき乙とに思へば、人に從ひつ、心ゆく御あ6|7つ冷の御'い| 

备のみr古が-て奮のtがめfに、きふ—？ずiし;;T:^vr、一J 
wj、1磐kciひまじれる茲の色なども物ふかげに見えてとほめSへす乙5なtパ“ 

言—!か—fけるをぅれは1ざか、33 

I花の色—i、fてミに眺めの” r W 
ふと|ぎ、穴t—べし、心ta—じ-て大力穴にとべ力くベリH)け 

の し ulq方—5 

へ7^^一思；S年bすれさき运ふ花^^み^^つねなら篮V」」。術舄、 
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I 

「いづ乙よ-csあきはゆきけひ山mの紅葉のかげはすぎうきものを」。宮の大夫、 
「見し人もなき山]aのMI石がきにc、/>ながくもはへるくずかな」。巾におい^らひてうち 

なき給ふ。御子の若くあはしける世の乙となど、思ひ出づるなめ6。宫" 
「秋はて、5びし3ま3る木のもとをふきなすぐしを樂の松風」とていたう淚ぐみたま 

/るを、ほのかに知る人は、げにふかくおぼすな6けり。今Hの^よ6を過rし給ふ御心^ 

し3と見奉る人あれど、乙とごとしく引き賴きて.えあはし^しよらず。つくりける丈どもの 
公もし/)き所A、うちずじ、やまと歌もZ:とにつけて多かれど、かやうの^aなきのまぎれに 

ましてはかばかしき事あらむ♦は。かたはし迸きとくめてだuil苦しくなむ。彼處には過ぎ 

翁aぬるけはaを、遠うなるまでIJBゆるさきの聲令たCならず^Vぼ之給ふ。心まうけ^つる 
人々もいと口惜しと公もへ6。姬君はまして猶音に聞く月箪の色なる御心なぅけ◊。ほのか 

に人のいふA^llllけ^「贝といAものはをらごとを乙をいとよくすなれ。思は^人を^もひ力 

ほにとりなす言の漉多かるものI.とCの人數ならぬ女ばらの昔物語にいふを、Sるなほなほ 

しき中にこをはけしか^••ぬ心あるもtじるらめ、何事もすぢZ.となるきはにな$ぬれば、人 
の圯き^ふ乙とつ、爻しう所せかるべきrPのと思ひしはSしもあるまじき心ざな6け60 

あだめき給へるやうに故常も119き傅へ給ひてかうやうにけ近き程まては、おぼしよらざり 

し7P.のを、あやしきまで心深げにのたまaわた$、思の外に見奉るにつけて3へ、身の憂S 

を思aそ^るがあぢきなくもあるかな、かう.見劣りする御心を、かつはかの中納言名いかに 
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a給ふらむ、乙、にも殊にmかしげなる人はうち交らねど、公のおのmふらむが人わらへ 
にtがまし暴と思鼓れ給合、心f IV sと惱しう—4七弯じみはたけ 

さかに對而し锆ふ時、限なく深き乙とをたのめ焚6給へれば、56とも乙ょなうはおほし数 

らじと、^mなきもわりなきさばか6乙そは物し給ふらめと、心の中にsatめrふ力,/Cあ 
6。程經^けるがS人られ給Sにし—ら货、なかなかに1ち過ぎ給运るを、つ 

らうもafi fほfH、sと4あはれf。忍びが—御—なるを、人—な 

みにTpiしV、例の人め美る住ひならば"かう1てなし給4じ—、姊对 
太いとこくあはれと暴う給ふ。我4にながらへばかうやうなる1つべ—こそは 

あめe、中納言の、とざまかうざまにいひありき給ふも、人の心を見1;とな6けうV七じとつ 

こも1なれて思ふともてしらへやる限mをあれ、或人iずまにか、る筋の乙とをの 

みいか〆」と思ひためれば、心ょり外に遂にもて審れぬべかめ合、これ乙そは返す返す— 
る心ちして、世V」すrせとのたまひなきしは、か、る事もやあらむのめなりけれ3も 

乙音身どもH\」Iべき人々€後装らめ、やうのものと人わらへなるf添ふ 

るぼ衰にて、なき御影kさへ惱し黎らひがいみじさ、猶我だにさる物思ひに^づ兮ず、裂U 
どいと深^'矣さきにいかでなくなりなひとおぼし沈むに、心ちも誠运しければ物き 

ばか6參らず、*<なからむ後のあらましごとを明^思び績け給ふに物心ほをくてこの鞀 

M桊4ふもいと心苦しう、我にさへ後れ給ひていかにいみじう慰むる方なからむ、あ” 



二’•こIパ、• 

„v^r:?产,，•；*•パT%trr>ifv?7i\vx»，： • ^ サ光^^v二：..‘.•..、，••.レ' •.•パ 
らしくをかしき3まを、明茲のみものにて、いかで人々しうも見なし奉らひと思ひあつかふ 

を乙を、人知れぬ行く先のたのみ(!:も思ひつれ、限なき人にものし給ふとも、かばかり人わ 
らへなるめを见てひ人の、世の中に立ちまじり、例の人^まにて經給はむは、類ひ少く心憂 

からむなどおぼし續くるに、sふかaもなく、乙の世にはII思ひ慰む方なくて過ぎぬべき身 
ど名なめうと、6ぼそくお•ほす。.Sは立ちかへ6、例の^う(C忍びてと出V立ち输ひけるを" 

「内Rか、る御忍びごとRょり山里の御あ6刍名吵く 6かU方ぼしJI:つ衣$けり。かるがる 

しき御有様と、世人も患/2に譏り申すな6」と衛門督の漏し申し給ひければ、中肖もrailしめ 
し烛き、うへもいとぐゆるさぬ御氣色にて、大方心に任せ給へる御111住みのあしきな6け6 

Lきびしき取ども出で來て、內につと侍らはせ奉6給ふ。左の大臣殿の六の蒋をうけひかず 
匕ましたるZ.となれど、あしたちて參らせ給ふべく特定めらる"中納言殿聞き給ひてあいな 

く勿をmaありき給ふ。我があまり乙とやうなるどや、3るべき契やあ6けむ、みこのうし 

ろめ穴しとおぼしたうしさまもあはれに忘れがたく、この若51の御有樣けはひもことなる 
怀なくて、世に爱へ給は1;乙との惜しくも^ほゆるあま&(c、人々しうもてなSばやとあや 

しきまで7Pてあつかはる、に、宮もあやにくにとちてせめ給ひしかば、我が思ふか*は 
ことなるにゆづらる、萌梭もあSなくて、.かくもてなしてしを思へばくやしく名あ6ける 

かな、Sづれも我が物tLて見奉ら1;に咎むべき人もなしかし、取6返す名のならねどを乙が 
ましう6Sとつに思ひ亂れ給ふ。宫はまして御心にか、らぬを$なく戀しううし.^めたし 
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とをiす。「御心につきV >ぼす人あらばこ、にまゐらせて、例ざまにのどや力にもてなし 
給へ^^とisffに、かるびたるt义の問ゆべかめるも、いとなむ口 

Mしき」と大宮は明1免給ふ。—いたくしてのどやかなるn、女iの御方に參う給へ 

n 1ば、公前に人多くもSぶらはず、光めやかに御繪など御货ずるfnなり。御儿帳はかり阪て 
、、卸匆浯诏免給ふ。1^もなくあてにけだかきものから、なょびかにをかしき餌けはひを句 

ご^ 一 ^1^もの.に|ひ阳ぇ給ひて、又|有様になずらふ人世にあ|むや、冷蠢の姬 
Siら—、御——々の御けはひも心K く、—れど、—いでむ方！•ほ 

し>ノるこ、かの11|]11人は、らうたげにあてなる方の劣6即ゆまじきぞかしなどまつ^.ひ9 

•ヴるU、いとC戀しさま3るなrsめに御絡どものあ嗦穴ちりたるを见給へば、をかしげな 

る女铯どもの、戀する^のすまひなどかきまぜ、山Mのをかしき家居など心A、に世の有枝t 

き*るV」、ょをへらる、乙と多くて御目とま6給へば、少し辟免rひて力しこへ^らむと 

条す。花^;^物？^きて、味にきん敎へ/2る所の、人のむすばむといひ力るを見てい力 
>.(iすらP、少し近く參i-給ひて、「いにしへの人もIベ4は隔なく idらは 

ブ，X合けTo sとうとうとしうのみもてiせ給ふこを」と忍びて間ぇ給へは、— 
允にかとおぼすに、おしまきょせてか前に3し入れ給へ：を、うつぶして御^ずるみMしの 

うちf VIれ出でfかたをばばか4のかに見奉4ふが、飽かずめてたく、少し物 
のへ^て^る人と思alnlぇましかばとおぼす1C、忍びがたく1: 



•崎職ぬ_ 

「若草のねみむものとは思はねどむすぼ、れたるこ、ち乙をすれ」。お前な6つる人々 
は、乙の^をば殊にばぢ阳えて物のうしろにかくれたことしもこをちれ、うたて怪しと 

とId:、%も0たまitず。乙と^りicてうらなくものkとい：5/25販君も、ざれてにく、 
^•53る。紫のうへのと6めきて乙の二所をばならはレ開え給aしかば、あまたの御中に隔 

なく思；5かはし間え給へ6。世になくかしづき159え給ひて、3ぶらふ人々ネかycliJR少しあ 
かぬ歼あるははし^なげな6。やんごとなき人の御〇すめなどもいと多かり。御心のうつ/> 

ひやすきは、珍しき人み、{(:はかなく語らひつきなど鬼給ひつ、、かのわ/26をおぼし忘る、 
折なきものから、音づれ給はで：3ごろ經^。待ち問え給ふ所は、絕間遠き心ちして、猶かうな 

め6と心ぼをうながめ給ふに、巾納言おはした0。なやましげ|£皂給ふと冏きて、御とぶら 
ひなぅけり。いと心ち惑ふばか6の御惱みにもあらねど、ことつけて對而し給はず。一Mきな 

がら遙けき嵇を參6來つるを、猶かのなやみ給ふらむ御あた6近く」とせちに赍來ながり問 
乏給へばうち解けてす^:ひ給へる方のみすの前に入れ奉る"いとかたはらい/2きわざと苦し 

がり給へど、けにく、はあらて、御ぐしもたげ御Sらへなど間え給ふ。菸の御心も:lrかで、お 
はし過ぎにし有樣など語6叩免給ひて、「のどかにぉぼせ。心ぃられしてな恨み開ぇ給ひを」 

など敎へliHえ給へば、「乙、Rはともかく名119え給はざめ6。なき人の御い3めは、か、る事 
に乙そと見恃るばか6•な1;いとHしかりける」とて泣き給ふ氣色な.う。)いと心茜しう、我5 

ベ恥しき >じちして「世の中はとて？pかくて7?ひとつざtにてすrす事灘くなむ侍るを、いか 
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淞氏物溉總灼 
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なる事をも御赀じ知らぬ御心どもには、偏にうらめしなどお•ほす乙ともあらむを、强ひて公 
デし0?どめよ。うし/>め/2うは世にあらじとな1;思ひ侍る」など人の御上を3へあつかふ 

も、かフ文あやしくあf^oよるよるは^Hしていと苦しげにま給ひければ、聰き人の润けは 

ひの£きも中の君の芾しげtcおぼし/2れば、「猶例のあ攻力(C」と人々诎ゆれど、.「令して力 
くMa給し5どの^mなsk、思aのt、(c參6きてV:たし放ちIfへればいとわりなくな 

む。か、る折の御あつかaも誰かはかばかしく仕うまつる」など辨の為もとに語らaIrひ 
て、みず5ふども始〇べきCとなどのた^ふ。sと见茜しう殊illRもいとはしき身をと尚き 

4"へど、S-ひyvsなくの^まはむもうたてあれば、3すがにながらへよと思a給へる心ばへ 
はれf。.又のあしたに、「少しち兔しく—!や。昨日ばか在てだにf卷 

ビとあれ文、「日比ふれば1Cや、今日はいと苦しうなむ。さらば乙な/2に」と莒ひ出し较へ 

厂01いとあはれにいかに物し給ふべきにかあらむ、あ0しよ6はなつかしき御1色なるも胸 
つぶれてAぼゆれば、近うまかで兔づの事を聞4ふ。「苦しうてぇ開ぇず、少しためらは 

ゴ程に」とて、いとかすかにあはれなるけはひを、限なう心苦しうて歎き居給へり。]^」すがに 
フュヂれとかくておはしが穴ければいとうしるめた讨れどかへ4ふ。「か、る御住まひ 

は猶若しか6け6。處去6給ふtcz.とよせて3るべき處にうつろはし率らむ」などWえ^き 

て、可間梨こも、御いの6心に入るべくのたま队知らせて出て給ひぬ。Z.の©の餌ゼなるメ 
の、7ついかと乙、なるf人基らひよ矣るありけり。Sがぎ、の諸に、「かの窗 

433 
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御忍びありき制せられ給aて、內にのみ籠ぅ^はします乙と、左の大臣殿の姬君をなひあは 
せ奉り給ふべかなるを、女方は年比の御ほいなれば、おぼし滯る乙となくて、年の内にありぬ 

ベかな$。當は去ぶ袤ぶにおぼして、うちわ/2うにも/2<すきが嗳しき事に御心を入れて、み 

かどきSSの御いましめに^づまり給ふべくもあらざめぅ。我が殿乙を猶あやしう人に似給 
はず、あま6まめにあはしまして、人にはもてなや1れ給へ。乙、にかく渡な給ふのみなひ、 

め名あやicおぼろけならぬZ:と、人申す」などか^办けるを「5乙そSひつれ」など人A、の中 

にて語るを問き給ふにも、SとV胸ふたが办て、今はかぎぅにこそあなれ、やんごとなき方 
に定ま6給はぬほどの、なほざ4の御すSびにかくまでおぼしけITを、Sすがに中納言など 

の思はむ所をおぼして、言の葉のかぎ$深きな$けりと思aなし給ふに、ともかくも人の御 
つら3は思a知らnず、sとV身の^所なき心地して、鬼をれふし給へ6。ょわき胡心ちは、 

いとV世ic立ちとまるべうもおぼえず、恥しげなる人A、にはあらねど、思ふらむとNJ/>T!Vし 

ければ聞かぬやうにてね給へるを、姬君、物思ふ時の心ざと聞きしラ穴、ねの御^^の、い 
とらうたげにて、わCAなヒ枕にてね铪へるに、御rしの/2まり/2る程など、あ6が/2う美く 

しげなるを见や6つ、、親の諫めし言の葉も、返す返す思a出でられ給aて悲しければ、罪 
深くなる底にはよも泛づみ給はじ、いづくicもいづくにもおはすらむ方にむかへ給；3てよ、 

かういみじく物思ふ身どもをうちすて給aて、#にだに见え給はぬよと思ひ鉛け給ふ。夕茲 
の空の氣色sとすごく志ぐれて、木の下吹きはらふ風の音など允とへITか^なく、きしかた 

や 

一: 
二 
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まけづtとifで驚货どsすぢなくうちやられてハ-l“i 

Urめかしif V、—め出し給へる4SSMU 

I。Jのほの」UHlH 
ベ—fし，、悲し—、ひて、「うせ給？後、いかで 

ほ7(ピ〇—D、ほのハ—やおはすらむ、いかで公はすらむ處緣ね參らむ、巧け 
■へ思at給ふ。人の國にあ--け—のfいとヽ^/JU な—とも1H! fは少し1Sみ5べし。锅方は 

ぁつく:^い：^—1—給へ。かミは——6 

yの人の思—」聞Uは^^^む^じう伶れ」 
〇らきながらなu賴嗦才f/る」^■备 ノ1、スン、ど、，ふ^^ くるねざな 

と、SょSょ！！入れ給ふ。「限fれば片時もと！しき客か 
けらと思ひ恃る|。明日知らぬ世のさすがになけ力 1力ため—' 
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m 
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よ」とておほと犮ぶら參らせて見給ふ。例の乙まやかに窖き給ひて、 

「ながむるは同じ雲井をいかなればおぼつかな3ををふる時雨?:'」。かく軸CAづるなどい 
ム乙ともやあ办けひ。耳なれにたるを、猶參りじ乙と、見るにつけてもうらめしさま3う給 

ふ。^ばか6世にありが^き御あ^^まかたちを、いと、いかで人にめてられひと、好しく 
ぇんにもてなし給へれば、若き人の心よせ奉ら給はむも乙とわ6な$。程經るにつけても戀 

しう、hばかり所せきまで契$置き給aしを、36ともSとかくては止爻じと思ひ直す心ど 

常にをひける。「御かへ6今夜參む」と問ゆれば、乙れかれを、のかし掛ゆれば、たくa 
之乙となむ.0. •: 

「あられふる深山のさとは朝夕になが1;る空もかきくらし〇;-ぐ」。かく〉いふは神無月のつ 
ごも6なりけ多。月もへだ、るよと宫は^づ心なくおぼされて、今夜今夜とおぼしつ 

く、さよ.CNおほみなる程に、五節など疾く出Vき*る年Uて、うちめ穴务今めかしくまぎれ 
がちにて、ねざと^なけれどすrs給ふ程に、あSましう待ちどほな$。はかなうAを見給 

ふにつけても、Sるli御心にはなる、折なし。左の大臣殿のわた6の事、大宫も贈3るのど 
やかなる御うしるみをまうけ給aて、をの外の尋ねまほしうおぼ3る、人あらば參らせて 

おネあ名しくネて犮し給へjと聞免給へど、「暫し3思う給ふるやう」など11}]えすまCA給a 

て、誠につらきめはsかでか見せむなどあぼす御心を知5給はねば、月日にそへて物をのみ 
おぼす。中納言も、見しほどよ$はかろび穴る御心かな、さ$ともと思ひ間えける令いとほ 

is氏物S5铯fl 
S 
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PC心か>b.^ほ.toV、をsをさ參6給はず、山里にはSかにいかにととぶらひ!rrlえ給ふ。 

Zの1とな^vi:は、少しよ/)し5おはすとI1Hき給aけるに、おほやけね穴くし物3わがしき 

てるこて、五六日人も奉り給はぬに、Sかならむと打ち鷲かれて、わりなきことの繁さをう 

ち^て、^うで余ふ。ずほふは怠うはて給ふ爻Vとのたまa置きけるを、よ/>しくな6にけ 
るとて〔阿間梨を？^返し給ひければ、.Sと人ずくなにて、例のおい人出できて御あ$3爻開 

ゆ0「そ乙丈かといたき處ネなく、おど/>あど/)しからぬ御惝みに物をなむSIに問し召さぬ。 

本とよ6人に以給まず、あ免か(Cおはしますうちに、この宮の御事出V來にし後、いとて物 

おぎしたる3まにて、はかな刍御くだ毛の^“御蹵じいれざ$しつネ$れ4、あ31^しく溺 

くな6給ひてEに賴ひべくも見乏給はず、世に心憂<•侍りける身の命の長rjui:、か、る辦 

を見奉れば、まづsかで先だち開えなむと、思ふ給へい$て侍う」といaもやらず泣くさま 

(Jiわ6なう。「などか斯とも告げ給はざ公ける。院にも內にもあさましう事繁きこ/sicて、 

日ご/>もえI1Hえざうつる^mなさ」とてあ6し方t-t入6給ふ。御枕がみ近くて物問え給へ 

ど、御戬ネなきやうにてえいらへ.給はず。「かくmくな6給ふまで、誰も誰も^げ給はざりけ 

るが？ちう思ふ^、かひなき事」と恨みて、例の阿間梨、大方世に患るしあ$と開ゆる人のか 

ぎ3、あまたS•うじ給ふ。御修法どきやう明くる日よ$始め3せ給はむとて、とのひとあま 

た嚟力銀；3、かみしも•の.人立ち騷ぎ穴れば心•ほそ3の名残なくたのもしげな〇。茲れぬれ 

ば、例の.あな：たに土119えて、御tづけなど參らせITとすれど、近くてだ1C见窣らIfとて、南の 



廂は僧の座なれば、来おもでの今少しけ近き方K辟風など立てSせて入う居給ふ。中の君苦 
しとおぼし*れど、rJの御中を猶もてはなれ給はぬなみけ6と皆思aて"疎くももてなし隔 

て•奉らず。をやよらはじめて、法華經を不斷讀ませ給ふ.0滞たふときかぎ6十二人していと 
とし9火まこな/2の南のまにともし-1:内はくらきに、儿帳をひきあげて少しすべ办入办 

て見奉6給へば、おい人ども二三人どさぶらふ。中の君はふと隱れ給CAぬれば、いと人ずく 

なに心ぼをくてふし給へるを、「などか御^をだに間かせ給はぬ」とて、御手をとらへて^か 
し問え給べば「心地にはおぼえながら物いふがいと苦しくてなむ。日ご/>音づれ給はざりつ 

れば、赍來なくて過ぎ恃ぅぬべきにやと口惜しう乙を侍$つれ」と息の^たにのたまふ。か 
くまたれ^うつる程まで、參う乙ざ6ける乙と、て、さくヴもよ\となき給ふ。御Cしなど 

少しあつ，く.ぞ公はしけ5T何の罪なる御心ちにか、人の歎きあふ乙をかくはあなれ」と御耳 

にさしあて、物をおほく聞免給へば、う-5さうも恥しうもあぼえて、顔をふたぎ給へ办0い 
とCなよなよとあえかにて臥し給へるを、空しう見なしていかなる心ちせむと胸もaしけて 

あぼゆ。「日ごる見奉1給へらむ御心地％、安からず5:ほされつらむ。今夜だに心安くうちや 
すませ給へ。とのゐ人3ぶらふべし」と聞え給へ.ば、うし/)め^けれどハ3るやうrJそはとあ 

ぼして、少ししぞき給へひ^おもてにはあらねどはひよ$つ、見奉6給へば、.いと苦し 
く.恥Lけれど、か、るべき契Z:そありけめとおぼして、乙よなうのどやかRうし/>やすき御 

心を、かの片つかた0.人に見くらべ舉り給へばあはれ七も思a知られにた空しくな$な 

源氏物sff换角. 九七九 
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oi0思ひ出にも、心ごはく思ひぐまなからじとつ、み給ひて、はし六なくもぇおし放ち紿 

丈が。夜もすがら人をttのかして、御湯など參らせ舉6給へど、露ばかヶまゐる氣色もな 

し。(みじのわざや、sか(LしてかはかけとくむべきとJ1言はむ方なく思a居給へ6。不斷經 

の曉が为の、居かは6*る聲のいと/2ふときに、阿間梨ネょゐにさぶらひてねふ6/2るう 

ち驚きて陀羅尼ょ、ひ。おいかれにたれどいとくうづきて^のもしう間ゆ。「いかく今夜はあ 
土しまし〇Iらむ」など聞ゆるOsv(c故宮の御事など開ぇ出<、、菸乏ばしばうちかみて 

「Sがなる所にb(iしますら1;〇 と彳凉しき^{Cぞと思ひや6黎る^」"さい9ころの恭 

になEiはしまし、。俗の御かたちにて、世の中をfs離れしかば心4る乙とな 
か6しを、卵うち思Wしこと(C亂れてなむ。唯^ばしねがaの處をFirたれるを思ふなむV'と 

くやしき。す占るわ—ょとSと—かに仰せられしを、たち女ちに仕うまつるベ—と 

のお•1侍らねば、城へ穴るに泛たが.ひてtなひ患侍る。法師ばら五六人して、なにがし 
の念弗なむ仕5まつらせ侍る。*^てはm•ぢ給へ^^る乙と侍うて常不經をなひつ力せ侍る」 

など申すにf.sみじう—給ろかのへ妨げ聞ゆらむ罪Iを、茜しき心地に名ぃ 
とゞ肖えAちぬばかり5:ほえ給ふ。いかでかのt;i定ま6給はざら1;先にまうで、同じ^ 

にもと聞きi,し給へ6。阿間梨は{ずくなにて立ちぬ。乙の常不經をのね穴$の里々京まて 

あ—け—、曉の卺わびて1?ぶらふあ交を尋§、中門？とに居て、いと 
灸かうの末つ方のVレばへいとあはれなら。まらうどもZ:なたに進みたる御心 /2ふとく〇 

一 
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にて、あはれ忍ばれ給はず、中の君せちRあぼつかなくて奥の方なる儿帳のうし^によ$給 
へるけはaを間き給aて、あざやかに居なほ6給aてr不經の聲はいかC間かせ給びつら 

む〇おもお^し含道には行はぬ乙となれど、*ふとく乙そはベ$けれ」とて、 
「泛もSゆる汀の千鳥うちわびてなく音悲しきあSぼらけかな」と乙とばのやうにP4Iぇ 

給ふ。つれなきAの御けはひic名かよCAて、思ひよそへらるれど"いらへicく、て、辨してぞ 
問之給ふ。.•：， 

「あかつきの霜うちはらひなく千鳥物思ふ人のZ.、ろをやしる」。似つかはしからぬ御か 
はりなれどゆ焱なからず聞ぇなす。かやうのはかなしごともつVましげなるものから、なつ 

かしうかCAあるSまに取办なし給ふものを、今はとて別れなばsかなる心地せむと思ひ惑 
W給ふ。^の夢に見^!給WけひSまfeほし合するに、かう心苦しき御有樣どもをあまがけ$ 

てもいかに見給ふらむと推しはかられて、おはしまし、御寺にも御誦經せさせ給ふ。所A、に 
御いの$の使出し72てさせ給ふ。公にも私にも"御暇のよし申し給ひて、祭、mよろづにいた 

らぬ乙となく患給へど、物の罪めき*る御病にもあらざ6ければ何の泛るしも見ぇず。みづ 

からも为ひらかに^^むと佛をネ念じ給はゞ^そぁらめ、猶か、るっ。<にぃかでぅせな 
む、乙の君のかくをひゐて殘なくな$灼るを、今はもてはなれむか左なし、さケとてかぅぁ 

/>かならず見ゆめる心ばへの、見おと6して、我も人も見えむが、心安からずうかるべきZ: 

と、もし命^ひてとまらば、病RNJとつけてか^ちをもかべてむ、3てのみこ^長き心をも 

一.一 



_ 1; c 

——ill!給ひ、とあはruf•一： 
ジジかし4fうち出で給はで中の君S地のd3 

tのもしげなく1を、い1なむいと—しあ名、命のぶる?'と問1C 
ブHaごしりをヒ> .1と诩え合/ず、皆泣きさ心ぎて、Sとあるまじき餌ZLとブ办力くは 

ふめる中：p„殿^^か左、へ—ゃう代思ひf給はむと似げなrsmM 
prひirhへI給ふ人—〜芙かに—され令と"—Xば、殿fid 

“しHは、^T2のよろづの御い14歎き！ゆ。とよのぁiは今J 乂と 

15ひゃ||。風い1吹笔雪の降る1-^し|ふ。みゃ乙には.^パ 

ばUじ一以人ゃ4奢fラV、疎くて止み5114 J2n. 
Iど、5ベーあらず0なつかしうらうたげ！御もてなしを限1^^“1?ブ 

；：思ひつ—ど4らは|と思論け—がこ光Uるく011言する 
「か！ t日かげネ見免S山に心をくらす乙/にもぁる力な」フ“レ 

vsみに皆思aff。例のf方—給へるに、润11近1:よrて、 

rl』ysr、心地患ひ殘す乙と！念じ開fかひなく、御fだ—0すU 
こむばrと—使しけれ〇,おくらかし—Sみじ5つらからど—く！i 
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物^ほ免ずな-CNに^る3まなれど、顔をばいとよくかぐし給へ办G「よ/>しきひま^'らば、問 

.えまほしき事も侍れど、たく消え入るやぅにのみ^ぅゆくは口惜しきわざic乙を」といとあ 

はれと^ひ給へるけしきなるに、いよいよせきとドめ雛くて、ゆ、しぅかく6ぼをデに53ふ 

とは見えじとつ、み給へど、^もをしまれず。sかな.aちぎ6Rて限なく思a111]えながらつ 

らき事多くて別れ奉るべきにか、少し憂きさまをだに見せ給はぐな1;思ひSますふしにtP 

せむとまもれど、いよいよあはれげにあたらしくをかしき御^^のみ見ゆ0かひななどもい 

と細ぅな$てかげのやぅic溺げなるネのから、色あひ變らず曲ぅ美くしげ“なよなよとし 

て、dき御ぞど名の衣よびか次るk、ユす兮を押し^.^t、^.K身ネ农さ61、なを^せ^ら 

む心Mして、御ぐしはいとMち^ぅネあらぬほど(Cうちやられ/2る、秋よ6落ちたるきはの 
つやつやとめてたぅをかしげなるも、いかになぅ給ひなむとするeと、あるべきものにもあ 

らざめ6と見るが惜しき事たぐ；5なし。乙、ら久しくなやみて；5きもつく/)はぬけはひの、 
心とけず取しげR、限なぅもてなし^〇まよふ人にもおほぅま3-0てIIまかに見るま、に、^ 

ましCAも急づまらむ方なし。「つ；sicぅち捨て給；5ては世に患ばしもとまるべきにもあら 

ず。命若しかぎりあ^Nてとまるべうとも深き山Rさすらへなむとす。唯いとVひ苦しうて、と 

ま6給はむ御事をなセ思ひ間ゆる4と、いらへさせ舉らひとてかの御事をかけ給へば、顔か 
くし給ふ御?II!を少-L引き^ほし:1:「かくはかなかふける^のを、思artなきやうにあぼ 

された6つる名かひ-^:ければ、乙のとま-^給はむ人を、同じ事と思alinえ給へとほのめかし 

九八三 
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atしこiへ給—らましかば、うし—からましきれのみな^?一しttl^て、」 

もいかこ—とfu、I世Iひか\10ffれは萌ムr- 

t。<|くゃしう—し—!—。 

など乙しらへて、いと苦しげに患犮まへば、修法の炉閣梨どもめしスミ ーHヒf>こ 

含：£:絲霞 
"十枯ぎ^ 

IP售を 

へるやうHて變表へ7、i:5§:る の乙と！する、御ぐしをかき 

らのゃrにて^：^:^にほ^、なつかしうか！もt 
W4、以。てdの人“少し"^1らしと思ws!u、誠に世の中—ば“^ 

恐0riilし—siし—つg蒸へと利 



.;いし..•イ••ふ 二、ぐ.vr；r-^v.o 仏,.保始魏纖 

ン〆* Y^7\^P iT*2T4Si で•'•:けT: V7.，，P，ご：*., 

11■■■■^1^1_1*_^^^^^^1_^^11-||_*|_|-1-^1«-^|^1-|1^1«^ 

を じ給へど、かと < 思Mのどめむ方なくのみあれば、いふかひなくて、ひ^2ぶるR煙に*た 
になしよて、むとおもほして、とかく例の作法どもするぞあさましかりける。空を步むやう 

に々くよaつ、、限のありさまSへはかなげにて、煙も多くむすぼ、れ給はずなりぬるもあ 
へなしとあきれてかへ-^給ひぬ。御いみに籠れる人かず多くて、心ぼを5は少し紛れぬべけ 

Jrlど、中の^^人の見思ふらむ乙とも恥しき身の心うさを思a沈み給64て、又なき人に見え 
給ふ〇宮よ6も御とぶちCAいと繁く奉れ給ふ。思はずにつらしと思ひ聞え給へ6しけしきも 

公ぼしなほらで.11:みぬるをおぼすに、いと憂き人の御ゆか6な中納言、かく世のいと心 
•憂く役ゆるつSでにほS遂げむ：^ぼSるれど、三條の宮の气ほさむ事Rはぐか'"、乙の君 

の御事の心^しSと{C思*aみ^れて、かのの^まaしやうにてか/2み(Cも^るへ力6ける 
ものを、^/2の心は身を分け給へ6とも、うつ/>ふべくはおぼえざりしをかう^UAはせ^ 

るよ.cnは唯うち語らaて、盡きせぬなrsめにも見奉り通はましものをなどおぼす。かりを 

めR京Rも出で給はず、かき絕え慰む方なくて籠6おはする?:、世の人もあ/>かならず思ひ 
命へる乙と、見間きて、うちよ6•はじめ奉うて、御とぶらひ多かう。はかなくて日ご/>は過 

ぎ行く。七日々々の事どもいとたふとくせ3せ給aつ、、お/>かならずけうじ給へど、かぎ 
6あれば、御どの色のかはらぬを、かの御方の心よせわきたりし人々の、いとく/>う着か八 

たるをほの見給ふも、 
，れな5に^0S篪も如sなきばかた^の色ヒをめSなうけう」。ゆるし色のZ:ほ办と 



け«ると見^5ヒ、いとらしをへク」ながめ給Aさま、IPとなま：Q如しう胯げなう。入 
々のぞきつ、見舉6て、「いふかひなき御事をばSるものRて、乙の殿のかく見^a舉6て、 

今はとょをに思ひ113えむMをあたらしう□惜しけれ。思の外なる御すくせにもおはしける 
かな。かく深き御心の程を、かたか72R背かせ給へるょ」と泣きあへ$。「乙の御方には、背の 

御かたみに今は何事も聞え求らむとなむ思a給ふる。うとうとしくおぼし隔つなJとI1Hえ給 
へど、萬の事うき身な6け6と物のみつ、ましくて、ま;2對面して物などI1Hえ給はず。この 

矜はけざやかなる方に今少し乙めき、け高く公はするものから、なつかしうにほCAある心ざ 
咬^^6給へ6けると、^にふれて^ぼゆ。雪のかきくらし降る日、aねもすにながめくら 

して、11L-の人のすさまじき乙とにsふなる、患はすの月夜の暴4なくさしsでたるを、すだ 
れ浥きあげて見給へば、向ひの券の鐘のT被、枕をそばだて、、今日も茲れぬとかすかなるを 

Irflきて、 
「おくれじと空ゆく月を患/2ふかなつaにすむべき乙の世ならねば」。風のいとはげしけ 

れば部おろ3せ給ふに、四方の山の鏡と見ゆる汀の永"月かげにsとおもし/>し。京の家の 
かぎ$なくとみがく 7P、えかうはあらぬはやとあぼゆ。僅にsき出V、名のし給はtしかば 

諸洪に1!|1え^しと思ひつ<くるぞ、朐ょ$あ^:る心ちする。 
「戀ひわびて矣ぬるくす$0ゆかしきに雲の山1Cや跡をけなましSなかばなる偈敎へむ 

鬼名がな、乙とつけて身もなげむとおぼすぞ心ぎ^なきひじ6心なりけ.る。人々近う呼びい 



で給al:御物語などせさせ給ふけはひなどのいとあらまほしう、のどやかR心深きを、見 
舉る人々、若きは心に患めてめでたしと思a舉る。老いたるは口惜しういみじき^をsとぐ 

思ふ。「御心地の31!:;くならせ給ひし乙とも、唯乙の宫の御事.を思はずに見舉ら給ひて、人わら 

へにsみじと^ほすめうしを、3すがにかの御か^には、かく思ふと患られ奉らじと唯御心 
ひとつに世を恨み給ふめ-^しほどに、はかなき御く^ものをも問しめしいれす、たCょわ^^ 

こな1;弱らせ給ふめ.らし。うはべRはなRばかり乙とごとしく物深げRももてなさせ給は 

で、患たの御心のかぎ$なく、何,^もおぼすめりしに、故宫の御いtしめにSへ違aぬること 
1C、あsなう人の御うへをおぼし惱みをめしな6」と問えて、折々Rの^まひし乙となど語 

6 5,でつ、、誰も誰も泣き惑ふ乙と■せず。我が心から、あぢiなき乙とを思はせ奉うけむ 
と^:\か/さまほしく、なべての世もoに、r念誦をsとあはれに^給al:、まと/> 乙と 

む程なくぁかし給ふに、まだ夜深き程の雲のけはひいと裝げなるに、人々徵ぁ爻^2して、馬 

のあとき、jゆ。何人かは、か、るS夜中にゆきをわくべきと、大と乙たちも驚き思へるに、宮 
か6の御どにSy2ぅやつれて、ぬれぬれ入り給ふな6け6。ぅ^*^、き給ふさま"さな、6 

と119き鈴ひて、中納言はかくろへ^る方に入6給ひて忍びてあはす。御いみは日數殘i726 

けれど、心もとなくおぼしわびて、夜一夜ゆきに惑は3れてぞおはしましける。日ご/>のつ 
らさも紛れぬべき程^れど對面患給ふべき心ちもせず。あぼし歎きたる^^の恥しかりし 

を、やがて見なほされ給はずな$にし毛、今よう後の御心あらたまら1;はかCAなかるべく思 

海氏物龉拄fj 怒 



ひ患みて物し給へれば、誰も誰もSみじう乙とわ办を聞免患らせつ、、物ごしにてぞ日ご73 
のを乙た-CN盡せずのたまふをつくつくと聞き居給へる。れ乙もSとあるがなきかにて、後れ給 

ふまじきにやと[nlゆる御けはひの心^しさを、後めたうsみじと宮もお•ほした令。今日は御 
身を输て、とま6給ひぬ。物rし犮らでとsたくわび給べど、「今少し物^ぼ吻る程にて# 

らば」とのみ诎え_給ひてつれなきを、中納言も氣色聞き給ひて、さるべき人めし出で、、「御 
有^(C*がCA1:心淺きやうなる御も1:なしの、昔も今も心うか6ける月r/>の罪は、3も思 

ひPHえ給aぬべきことなれど、icぐからぬさまに乙そかうがへ舉6給はめaかやうなる事ま 
だ見知らぬ御心icて苦しうあぼすらむ」など、忍びてさかしが6鈴へば、いよSよこの君の 

卸 >じも沁しうて、え聞え給はず。rあさましう心憂くおはしけ^^119えし3まt7pむげに忘れ 
鉛aける乙と」と^ろかならず歎きくらし給へ办〇上るの氣色いと^*烈しき風の音に、人や 

6ならず歎きふし給へるもさす^にて、例の物へだて、阳乏烚ふ。ちぐのやしろ^sきかけ 
て、rrくSき長き乙とを契6間え給ふも、いかでかくくちなれ給ひけむと心憂けれど、よそ 

にてつれなき程の疎まし3よ$、あはれに人の心も^をやぎぬべき御さまを、ひとかたにも 
免うとみは-9まじか力けうと"唯つくづくと聞き給ひて、 

「きしか^を思aいづるもはかなきを行く末かけてなic^のlrらむ」とほのかにのたま 

ふ〇攻かなかいぶせ:5心もと^し0, • 

「行く末をみじかきもの^思aなばめの^へに友にをむかざらなむ。何事もいとかうみ 



るほどなき世を、罪深く衣^ぼしなSそ」とよスづKこしらへ給へど、「心地もなやましく犮 
む」とて"A6給CAicけ4。人0見るらtpTPいと人めK： くtmきあかし給乂 〇报みむも乙と^ 

うなるほどなれど、あまうに人にく、もと0らき涙のあ0れば、ましていかに思ひつらむ 
と、Sまざまあはれにおぼし泛らる。中納言のあるじが/2に住みなれて、人々安らかによび 

〇かひ人劣あ^^.bて、物參らせなど泛鈴ふを、あはれ1(:もをかしうも御覽ず。Sと5n/aう 

疥せ靑みほれぼれじきまで物を思ひ*れば、心苦しと見給ひて、まめやかにと•ふらひ給ふ。 
あ办しさまなどか；Sなきことなれどこの宮に乙をは聞免めと思へど、うち出てむにつけて 

もいと心よわくか^べなしく見ぇ舉らむには<か点1:乙とずくな、-^。ねをのみ泣き1:日 

數經にければ顔がは$の去たる7P、見苦しくはあらで5>よいよ物淸げになまめSたるを、女 
ならば必ず心う〇办なむと"おのがけしからぬ御心ならaにおrしよるもなまうし/>めた 

かうければ、Sか•て人のそし3をもうらみをもはぷきて、京にうつ/>はしてむとおぼす。か 
くつれな含ものからうちわ*6にも聞し召して、sとあしかるべき1Cおぼしねびて、今日は 

かへらせ給aね。おろかならず言の葉をつくし铪へど、つれなきは苦しきものをとaとふし 
を思しまらせ^ほしくて心とけずな6ぬ。年のくれが^にはか、らぬ所だに、空の氣色例R 

は似ぬを"荒れぬ日な.く降6積む雪にうち眺めつ、明し菡し給ふ心地"つきせず夢のやうな 
う。御わざもいかめしうせ3せ給ふ。宮よ御誦經など乙ちたきまでとぶらひ聞え給ふ。 

かくてのみやは新しき年さへ^げきすむ、NJVかし乙にも覺束^くて、閉ぢ籠6給べる 

一! 
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源氏物骀總fj 
s 

乙とをf給へば、今は.とてかへ▲はむ心ちもたとへむかたなし。かくおはしならひて、 

人泛げか^vつる名殘なくならむを、思aわぶる人々、いみじからし折のさしあた6て悲し力 

6しさわぎよ67Pうち^づま办ていみじく^ぼゆ。時々を办ふしをかしや力なる程に阱え 
か丈し給CAし年ごろよりも、かくのどやかにて過ぐし給へる日ごろの御あ65，まけはじの 

なつかしく、なさけぶかうはかなき乙とにもまめなるかたにも、思aやら多かる餌心ばへ 
を、.今は限に見潜ぅ§しつる乙とi•ほ、れあへ公。かの宫iは、「猶かう參ぅくる乙と 

もいと雛きを思ひわびて、近うわ/2い舉るべき乙とをなむ、穴ばか$出て穴る」と冏え給へ 

4きさいの宮問しめしつけて、中納言ネかくあスか衣らずmひほれてゐ农なるは、げに办 
し&ベて思ひがたう乙をは誰もおぼ3るらめと心^しが$給CAて、二條脘の]11の#に办た 

い給CA1:、辟々も通a給ふべく忍びて聞^給ひければ、女一宮の御方1C乙とよせて、おぼし 
なるにやと•おぼし.ながら、赍來なかるまuきは鱗しくてのたまふな々けう。3なな6と中納 

言もI1Hえ給うて、三條の宮つく•力はて、、波い奉らむ乙とを思ひしものを、かの御かはりに 
なずらへても、見るベかりけるをなど、.aきかへし心ぼをし。宮のおぼしよるめ6しすぢは 

$と似げなき乙とに思ひばなれて、大か穴の御うしろみは我ならでは又誰かはと>ぼすと 
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やぶしわかねば、靡の光を見給ふ(Cつげても、いかでかくながらへにけむ月日ならむと#の 

やうにのみあぼえ給ふ。行きかふ時々に隨ひ花鳥の色をもねをも同じ心におきふし見つ、、 
はかなきてと^ももとす^をと6七いaかはし、心ぼをき世のうさ劣つらさもうち語らa 

合せ|1[1えしに乙そ慰む方もあ$しか、をかしき乙とあはれなるふしをも、閗き知る人もなき 

ま、'に、よろづかきくらし、心aとつ.を碎きて、岔のあはしまSずなし悲しSよ^N7P、や 
、うちて戀しく俾しきに、いかRせむと明け暮る、も知シ.す惑はれ給へど、世にとま 

るべ：きほどは限あるわざなぅければ、夫なれぬもあざtし。阿間梨のもとよク、「年あら^ま 

办ては何事か^はしますらむ。御いの-^はたゆみなく仕う爻つ6侍-^。今は；5と所の御乙と 
をなむやすからず念じI1Hえさする」など間えてわらびつくづくしをかしき乙に入れて、「乙 

れはわらはベの供狻じて侍る初穂な$」とて奉れ4。手はいとあしうて、歌はわざとがまし 
く61さ放ちてぞ进きたる。. 

「君にとてあまたの淼をつみしかば常をわすれぬはつわらびな$ノ御前によみ屮3しめ 
給へ」とぁ>。大mとMaまはして詠み出しつらむとあぼせば、歌の心ばへもいとあはれ(C 

ズ、なほV06icsしもおぼされぬなめうと見ゆる言の葉を、めで^く好ましげに彼き盡し給 

诹氏物sua早跋 九九一. 
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交し給へ6。いとよき御あliaな乙まやかなる御物語どもになりては、かの山里の御乙 
とをどまづはsかにと宮は間え給ふ。中納言も過ぎにし方の飽かず悲しきZ1と、をのかみよ 

$今日まで思aの絕えぬよし、折A、につけ1:あはれ(Cもをかしうも泣きみ笑aみとかいふ 
らむやうにIrrlえ出で給ふに、ましてSばか6色めかしう：Mも/>なる御くせは、人の御上Rて 

3へ柳も^ぼるばかなりて、かaがひしくぞあひ忘ら；：SIIHえ給ふめる。空の氣色もは 
穴、げにぞあはれ知6がほに靈みわ为れる。よるにな$て烈しう吹き出づる風の氣色まだ冬 

めきてsと寒げに、おほとなぶらも消えつ、間はあやなき/2とたどしさなれど、か^みにき 
、さし給ふべくもあらず、盡せぬ御物語を、えはるけや.〇給はて、夜もSたうMけa。世に犮 

めしあ6が^か$ける中のむつびを、いv36ととさのみばあらざりけむと殘6あ6 

げに問aなし給ふぞわ6なき御心なら；3なめるかし。3うながらも物に心え給；5て、歎かし 
き心のうちもあきらひばか^S、かつはなrさめ、又あはれをもSまし、3まざまに語らa給 

ふ御3まのをかしぎにすかされ奉クて、げに心に餘る爻で思al;すぼ、る、ことCも、少 
しづ、語6IHIt給ふどこよなく胸の；3まあく心ちし給ふ〇 •>;!もかの人近く渡し間えてむと 

する程の事ども語らひirrlえ給ふを、「いと嬉しき乙とにも#るかな。あいなくみづからのあ 

やtちとなむ思a給へらる、。飽かぬむかしの名殘をまた尋ぬべきかたも恃らねば、大方に 
は何事につけても心よせ聞ゆべき人となむ思；5給ふるを、もしびんなくや气ほし召Sるべ 

き一とて、かの乙と人とな思aわきそと謎6給aし心おさでをも、少しは語$間ぇ給へど、s 

，術氏物Kf早賧， 九九一一一 



源氏物f5i早蕨 允3 

文せの淼のょぶ乙鳥めい/26し世の乙とは殘し^6けう'0心のうちにはかく慰め雛きかた 

みにも、げ{C3て乙をかやうにあつかaIrr!ゆべか办けれと悔しき事やうやうtさり行けど、 

今3かひなきものゆ灸、常にかうのみ思は<あるまじき心も乙を出でくれ、誰がためにもあ 
ぢきなくをrJがましからITと思aliなる。Sてもあはしま3むにつけても、誠tt思ひうしろ 

みlilrlえひかたは又誰かはとおぼせば、御わた6の氓ど名心まうけせ$せ給ふ。かしこにもょ 
きわか人わらはなどもとめて人々は心ゆきがほに急ぎ思ひ^れど、今はとてCのふしみを 

あらしはてむもSみじう心ぼをければ歎かれ給ふ^盡せぬを、さ6と1:も又せめて心ごは 

く‘煺へ節$て名/2けかるtじく、淺からぬ中の契も絕えはてぬべき御住ひをいかに公ぼし 

え給ふどとのみ恨み!laえ給ふも、少しは乙とわうなれば、いかCすべからむと思ひ亂れ給へ 
-CNOきさらぎのつい/2ちご/>とあれば、程近くなるま、に花の木どものけしきばひも殘6ゆ 

かしく、樂の盤のたつを見すてむ乙ともおのがとZ1ょ(Cてだにあらぬ旅寢にて、いか(Cはし 
卜」なくA♦りらはれなるMともZ1をなど、萬{Cつ、ましく心aとつ(C思ひ明し^し給ふ。®ぶ 

くもかぎりあるミとなれば脫ぎすて給ふに、みをぎも淺き心ちどする。おやびと所は览餐ら 

ざりしかば戀しき乙ともおもほえず、をの御かは6にもZ:の度の衣を深く染めむと心には 
bぼしのた噠へど、さすがに3るべきゆAもなきわざなれば飽かず悲しき乙とかfりなし。 

中納言殿より御取ごぜんの人 <、はかせなど、率れ給へ6。 
「はかなしやかすみの衣^ちしまに花のaもとくを办も來Rけり」。げにい/)いろいと淸 

冤 



々.二、，v••ふ/ょ以女“、A'faじ". 

らにて窣れ給へ^%。御，Qf2-^の程のかづけものどもなど、乙とごとしからぬものから品み 

まやか(c^ぼしや6つ、Sとおほか-CN。折に〇けては忘れぬさまなる御心ょせのあ6が^ 

く、「(3:らからなど达、ぇいとかうまではおはせぬわざぞ」など人々は閗ぇしらす。あざやか 
ならぬふる人どもの心には、か、る方を心にしめて!IHゆ。若き人A、は「時々も見奉$ならa 

て、今はとrJとざまにな^n給はむをさうざうしくいかに戀しく覺±3せ給心む」と冏ぇあへ 

办〇みづからは渡办給はむ乙と、明日とてのまだC)とめておはし^う。例のまらうどゐの方 
にあはするにつけても、今はやうやう物驯れて、我乙をは人ょ63きにかうやうに名思ひそ 

怂しかなど、あ6しさまのたま；5し心ばへを思；5出でつ、、Sすがにかけはなれ、殊の外に 
なとははし/aなめ給はざ6しを、我が心もてあやしうもIi7^6Rしかなと胸い^く思ao 

Vけられ給ふ。かいまみせしr&うじの穴も思；5出でらるればょ办て見給へど、乙のうちを文 

あ/>し簡め^ればいとかひなし。うちにも人々思ひ出て聞兗つ>うちひそみあへ办0中の 
君はまして催r&る、御淚の川にあすのわ^^N^pおぼぇ給はず、ほれぼれしげにて眺め臥し 

給へるic:「月頃のつも6もそZ1はかとなけれどいぶせく思a給へらる、を、かた端もあきら 
め問えreせて慰め侍らばや。例のはしたなく、なSし放たせ給aを。いとぐあらぬ出の心地 

し侍6」とfillえ給へれば、「はし左なしと思はれ奉らむとしも思はねど1いr&や心.ちも例のや 
うにもおぼえず、かき亂$つ、いと^はかばかしからぬaがごともやとつ、ましうてなひ」 

と心苦しげRおぼい^れど、「いとほし」など1れかれ冏えて、中の3うじの口にて對面し給 

诞氏物龉早蕨 S. 
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ハ！ $と心はづかしげになまめきて"又z.の度はねびまS6給CAにけりと目も驚くまvic 

ほa多く、人tcも似ぬ用意などあなめで^の人やとのみ見え給へるを、姬驻は而影さらぬ人、 

の御^をSへ思a出て間え給ふに、sとあはれと見舉6給ふ。「つきせぬ御物語なども"今日 
は乙とSみすべくや」などい613し0\「波らせ給ふべき所近く"乙の頃過ぐしてう0ろひ 

侍るベければ、夜卟_とつきづきしき人のいa侍るめる、何^のrrにも雖如らず*t-ぼしの給 
立^:文、litに侍らIXかぎ办は聞えさせうけ給はりて、すまほしうなむ侍るを、い方ゞは 

おぼし召すらむ。人の心さまざまに恃る世なればあいなくやなど、一方にもえ21を思ひ恃ら 
ね」とjえ給へば、r宿をばかれじと思ふ心深く侍るを、近くなどのたまはするにつけても 

よ^づに亂れ恃6てI1Hえさせやるべき方名なくなIT」と、所々いaけちてv^しくものあ 
はnと思a給へるけはaなど、$とようおぼえ給へるを、心からよそのものに見なしつると 

Sとくやしく思a給へれど"かひなければそのよの事かけてもいはず、忘れ(Lけるにやと見 
ゆるまでけざやかにもてなし給へう。御まへ近き紅梅の色も香もなつかしきに、Bたに见す 

rしがたげにうち嗚きて渡るめれば、tして藩やむかしのと心を惑はし給ふどちの御物語 
にをうあはれなり•かし。風の3と吹きsる、に、花の香もtらうどの御にほひも、橘ならね 

どむかし思ひ出でらる、つまな6。つれづれのtぎらはしにも世のうきなr3めにも心と 

ぐめてあをび給aしものをなど心にあま6給へば、 
「見る人もあらしにまよふ山里に1;かしおぼゆる花の香ぞする」。いふともなくほの力 

.SJI 

T\"r:kl 



0 
'•戈 

m 
0 

、ゥ： 
:-vr 

て/aえだ之I1Hえたるを、懷しげにうちずしなして、 

|亂ふれし梅はかはらぬにほひにてねrめうつ/>ふ衍や乙となる」。满へぬ涙を3爻よく 
のraかくしてこと多くもあらず「又も猶かやう(C:てなむ何^も間え3せよるべき」など 

問泛rきて立ち給aぬ。御わ^^\(cあるべき^ども人々(Cのたまa^-く。乙のやども^vic、 
かの挺がちの殿居人などはさぶらふべければ、乙のわた$の近きみさうどもなどに、をの事 

どものたまaあづけなどまめやかなる^どもをSへ定め銳き給ふ。辨ぞかやうの御共にも 
saかけず、^;き命いとつらくあぼえ#るを、人もゆ、しくmふべけnズ、今は}«:こあるも 

のとも人に知らUじとてか^ちも變へてけるを、强ひて召し出で、いとあはれと見給ko 

例の带物語などせさせ給ひて、「こ>には猶時々は參6來べきを、いと穴づきなく心ぼをか 
るべきを、かくて物し給はむは、いと哀に嬉しかるべきZ1とになむ」などえもいaやらず泣 

き給ふ。「Sとふicはへてのび侍る命のつらく、又いかにせよとてうち捨てさせ給aけひと 
うらめしくなベてのlitを思a給へ%、つむic罪もいかに深く恃らひ」と思aける^どもをう 

れへかけIrrlゆるも、か六くなし.けれど、いとよく言；：S慰め給ふ。いたくねびにたれど皆苘げ 
なゥける名殘ををぎ捨てたれば、額の(fどさま變れるに少し若くな6て、さる方にみやびか 

•なう。思ひわびてはなどか、る*§ま(cもなし舉らざ6け1/、をれにのぶるゃぅ名ゃぁらま 
し、Sてもいかに心深く語らひ11}]兗てあらましなど一方ならずおぼえ給ふに、乙の人3へう 

らやましければ、かくろへ方る几帳を少し引きや.CNてこまやかにぞ語らひ給ひける。むげk 

iffi氏物訊早務 
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思ひぼけ穴るsまながら、物うちいひ穴る氣色用;t口をしからずゆ冬fける人の名疲と 

「さきに立つ！狐の川に身をなげば人におくれぬいのちならまし」とうちひをみ間ゆ。「そ 

1もSと罪深かなるZ:とに乙を。かの岸にいたるZ:と、などかさしもあるまじき導にて洛き 

底こ沈みすCSむもあいなし。すべて空しく思ひとるべき世になむ」などのた^ふ" 

「身を投げむ淚の川に患づみても戀しきせ <に忘れしもせじ」。いかなら1;低にパノしも£ 

ひ慰trるZ:とあうなむと、はてネなき心ちし給ふ0かへらむ方もなく眺められ1:日もSれに 
ナ1_ど、す</>ic:M寢せむも人の谷むるZ.とやとあいなければ力へ6給じぬ^もEしのブ 

咬7る喜をかた-NV、辨はSと基め雛くくれ著夕。皆人は心ゅ莫る氣色にてfの 
asとなみつ、、老sゆがめるか^ち名患らずつく/)SSまよふに、いよVよやつして 

「vl^皆急ぎたつめる秈のうらにaと67Pしほを*る、あまかな」とうれへIn]硕れW 

「乏ほたる、ちまの狂に乙となれやうき/2る狼にぬる、わヵー衝。1LRすみ〇力tことも 
cとtがたかるべ—ざと—ゆれば、凄に隨SV をばあれはてじと21、ふ 

を、さらば對而もあ$ぬべけれど、暫しのほども心ぼをくて立ちとまう給ふを見おくに、い 
と〇じもゆかずなむ。か、るかy2ちなる人も必ずayaぶるにしも_へ紐らぬねざなめるを、 

敌出のつねに思；3なして時々も見ぇ給へ」など、いとなつかしう語らひ給ふ。君の人のマて 
つかひ給；5しさるべき御調度ど吃などは、皆乙の人にと<め说き給ひて、「力くスよ办為く 
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思a^づみ給へるを見れば、さきの世もと-osわきたる契もやネのし給；5け^と思ふ^;へ、む 

つましくあはれにな0」との穴まふ((:、いよいよめらはべの戀ひて泣くやうに心を5めむ方 
なくあぼ、H居た6。皆かきはら；5よろづと6した、めて御ih:ども寄せて、御ぜんの人々四 

位五位Sと^ほか^N。御みづから？Pいみじう^はしま3まほしけれど、乙とごとしくな6て 
なかなかあしかるベければ、m忍びたるSまにもてなして心もとなく,？:ほ3る。中納言殿よ 

6名、ご前の人々数あほく奉れ給へも大か^の事を乙を宵よりはおぼし说きつめれ。細や 
かなるうちうちの御あつかひは唯Z:の殿よ.cn思aよらぬZ:となくと一^らひ11}]乏聆ム。日恭 

れぬべしと、內にもとにも催しI1HゆるR心あねた < しう、いづちならむと思ふにもいとはか 
なく悲しとのみあぼぇ給ふに、御取に乘る。^いふの君といふ人0"きZ.ゆ。 

「あ6ふればうilしきせRTPiiCAけるを身をうぢ河/になげてましかば」。うち^み^る 
を、辨の尼の心ばへ{CZ:よなうもあるかなと心づきなう見給ふ〇今ひと^N、 

「過ぎ4Cしが戀しきZ:とも忘れねど今日はたまづもゆく乙、ろかな」。いづれも年經たる 
人々にて皆かの御かたをば心よせまほしく[1{3ぇ^め6しを、今はかく思a改めて乙といみ 

するも心うの世やとおぼえ給へば物もいはれ給はず、道のほどはるけくけはしき山路のあ 
办Sまを見給ふRぞ、つらきにのみ思ひなされし人の御中のかよひを、.乙とわうのたえまな. 

$け$と少しぉぼし知られける。七日の月の5ゃかに3し出でたる影をかしく混みたるを 
見給ひつ、、Sと遠きにならはず苦しければうちながめられて、 

源氏物!m-nM早联 

ft 
ynI: 

I.nnn :■『■■■- 



響 ' •:.. : .v:ア，：••〆•▲ベ“十••♦ W，，•ヘン”'ブ•，ゞ.い.，-?. ••ぐ•••，•••，•••一 
.>ド〆<V>VV今〜MvrvOif^WitV•‘•れ，《•パなJ一一， 

卜1114いlllgip-^ ^SMS58 

^w<t_4rn 

xaxs. 

;^rr^r_«ngnri^as^anrya^sa<^w^r Jfts 

®氏物訊n十蔌 
od 

•「ながVょりいv、行く月も世Rすみねびて山に乙を入れ」。さまか(1なてつひに 
rかならむとのみ危く行く末うしろめ/2きに、年頃何事をか思ひけむとぞとりかへさまほ 

いきや。宵うち過ぎてどおはしつきたる。みも表らぬSまに目も輝く乙、ちする殿づく合 

の、三っば!Lqつiなる中にひき入れて、みやいつしかと待ち^はしましければ、餌車の$と 
?31ら^^せ铪aてあ/)し释6給ふ。御表つらひなどあるべきかぎぅして、女房のつぼねっ 

ぼねまV御Vじとくめさせ給aけるほど奉るく見ぇて、いとあらまほしげな办。いかli力りの 
Uと(Cかと；iぇ給へる御有機の、俄にかく定まみ給へば"おぼろげならず$:ほさる、乙とf 

め6と、世0人もVひにく、思ひ驚きけん中納言は三條の宫に、乙の廿ょ日のほどに波ぅIn 

まハpとて乙0耵は日々に3>はしつ、！給ふに、乙の院近きほど^れは、けばひも阱力ひとて 

夜巫くるま\」おはし分る“、奉""鈴へるご前の人々かへ◊參ぅて有槪など語^^ゆ。いみじ 
う御>L>にA6てもてなし給ふなるを問き鈴ふ(Cネ、か〇は娘しき味のから3す力に^力^ 

ながらを乙がましく胸うち溃れて「物にもがなや」と返す返すひとりr穴れて 
r泛なてるやに5のみづうみに漕r船のまほならねどもあひ兌し毛のを」とぞいひく^ 

さまほしき。左のおほ殿は、六の君を宫に舉$給はむ乙と乙の月(Cと5:ほし定めたりける 

こ、かく"-,-ひの外の人を乙の程ょ$5きにとおぼし顔にかしづきす焱給ひて離れ公はすれ 
ゴ、5と物しげに^ぼし^6と111]き給ふもいとほしければ、铜丈は時々奉ぅ鈴メ tん^着 
ぐと、—f VI給へるをのべ給はY人fへ—ベければ、廿瞀籍せ奉り給 



M 气 
i 
眾. s ふ。同じゆかうに珍しげなくともこの巾納言^こを人に讓らひW 口借しきに、さもやなして 

まし、年頃人患れぬものに思ひけひ人をもなくなして物心ぼをくながめ居給ふなるをなど 
あぼしよ6て、Sるべき人して氣色とらせ給ひけれど、世のはかなさを目に近く見しRいと 

心憂く身もゆ、しく^ぼゆれば、いかにもいかicも5やうの有樣は物うくな1/とすstじ 
げなるよしlieき給；3て、sかでかZ.の君Sへおふなあふな乙と出づる乙とを、物憂くはもて 

なすべき^と恨み給aけれど，親しき御中らaながら7P、人ざまのv'と心はづかしげに物し 

給へば、え强ひ-1:も聞え働かし給はざ6け6。花盛の程二條胺の樱を見や6給ふに、ぬしなき 
{伯のとまづ思ひやられ給へば、「心やすくや」などaとうごちあま6て"宮の御許に參$給へ 

-CNOrJVがちにおはしまし着きていとようすみ馴れ給ひicy2れば、めやすの心ざやと見奉る 

ものから、例のsかにぞや銳ゆる心のをaたるぞあやしきや。Sれどじちの御心ばへはいと 

あはれに後やすくぞ思aflH之給ひける。何くれと御物語問えかはし給；3て、夕つかた宮はう 
ちへ參6給はむとて、御311のさうぞくして人々多く參办集ま$などすれば、立ち出で給aて 

魁の御方へ參り犮まへ6。山里のけは；5ひきかへて御簾の內心にく、住みなして、をかしげ 
なるわらはのすきかげほのみゆるして御せうを乙rllflえ給へれば"御褥3し出で、、昔の心^ 

れる人なるべし、出で來て御返6き乙ゆ。「朝夕のへだてもあるまじう思a給へらる、ほど 
ながら、をの^となくてIrflえさせむも、なかなかなれなれしきとがめもやとつ、み侍る程 

R、世の中變6に力る心ちのみぞし侍るや。^まへ0稍^:,®へ^て\見爻#るR、あはnな 

•iffi氏物H5早蔽 1 
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その顷藤壺と問ゆるは故左大臣殿の女御J-なむおはしけるeまだ恋宮と間ぇ3せし時人ょ 
6ruきに參り給aにしかば、むつましうKなる方の御思ひは乙とに物し給ふめれど、をの患 

るしと見ゆるふしもなくて年經給ふに、中宮には宮逡3へあまた乙、ら公となび給ふめる 
に、Sやうの、とも少なくて脆女密一所をど持ち奉う給へ$ける。わがいと口惜しう人icお3 

れ舉6ぬる衍世歎かしく^ゆるかは6夂、乙の{V2をだにいかで行末の心も慰むばかうRて 
見^ら1)'とかしづき聞兗鈴ふ^と^/>かならず。御か/2ち7^いとをかしく^>はすれば帝7^ 

らう^きものにE心ひ119免roせ給へ6。女一宫を世に犮ぐひなき3まにもてかしづき間ぇ3 

せ給ふに、おほか穴の世の?:ほ免乙そ及ぶべうネあ>らね、うちうちの御有様はを3を3劣ら 

ず。父おとくの御いきほ.ひいかめしか6し名殘い犮く衰へねば、殊に心もとなきことなどな 
くて、侍ふ人々のな6すが^ょ6はじめy2ゆみなく時々1C;つけつ、と、のへ好みて、今めか 

しくゆAゆ^しきstにもてなし給へ6。十!Lqにな^n給ふ年、御裳着せ奉6給はむとて^よ 
$うちはじめて、乙とごとなくおぼし急ぎて何事もなベてならぬ3まにとおぼしまうく。S 

にしへよ6傅は^N^Aける迸物ども"乙の折に/〇をはと搜し出でつ、いみじべ營み給ふに、 

女御Htjiもの、けR烦a給ひていとはかなくうせ給；5ぬ。Sふかひなく口惜しきZ:とを內 

源氏物HS寄ik Isi 
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しく fEtfるれは御な、な？^^^^;^^, t,たげにぁVI氣色ま 
ひっifせf。f菅至「少U—かg tか 

?，給へ〜御給へどィ、誠には御1とてIf fせ なる所はまさ*-給へるをうし/W女—^,のかみなどいふは女御に 

給ふべき—な—うのはかIk人1なか：i人々茗のt人 
も乙と眼fけら。殊に祗のnlMlなど、御むひとつなるやう 

にて含せK、斋心ぞき4 j/)p PH 姐^の氣管哀にう 
に—しあつかふ—からf1fの1給ふこ、御いらへなど 

Iの姬宫を六1院にf今、：^—事ど—6レど、源中納言の人上赢な 

--- 



• ■ ，•••辱• ， 

.:こ 

てはながらへ給ふめれ、5らずば御心より外なる事ども出でさておのづから人にか/>めら 
れ給ふNJと7PやあらましなどあぼしつVけて、ともかく名御赀ずる世にや思ひ定めましと 

おぼしよるには、やが1:をの序の^:、に乙の中納言よ.cs外によ/)しかるべき人またなか6 
け當逹の御傍RSし並べ六らむic何事もめざましくはあらじを、劣とよ.^思ふ人名^6 

とtIillきRくき事などう，•りまず兮じうは^あめるを、遂Rはroやうの事攻くてしネ爻あら 

じ、SらぬSきに3もやほのめかしてましなど折々おぼしめしけう〇御莊などう/2せ給ふ〇 
恶れ行くま、に時雨をかしき程に花の色tp夕ばぇしたるを御赀じて、人めして「唯今殿上に 

錐々か」と問はせ給ふに「中務のみ乙、かんづけの.みこ、中納言源の朝臣3ぶらふ」と奏す。 
「中納言の朝臣乙なたに」と仰せごとあ$て、參6給へ6。げにかく取6わきて召し出づるも 

かaあうて遠く簾れる匂；3よ6始め人に異なるさま泛給へう。「今日の^ぐれ常より殊に设 
閑なるを、遊などす3まじき方にていとつれづれなるを、S"づらに日を送る^はぶれにて 

名これなむよかるべき」とて菇盤召し出で、御菇のか^きに召しよす。v'つもかやうにけ近 
くならしまつはし給ふにな>b6iたれば、3に乙をはと思ふに、「よきの67Pのはあうぬべけ 

れど，かるがるしくはえ渡す-tじきを何をかは」などのたまばする御氣色いかC見ゆら；；P、 

sと•、心づかCAして侍a給ふ。さてう穴せ給ふに三番にかずaとつ負け3せ給aぬ。「ねた 
きわざかな」とて「まづ今日はZ.の花一枝ゆるす」とのたまはすれば、御いらへ問tsせであ 

$てお7PしK：き枝を折-CNて參〇铪へ$ 
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兩％•まみ球^^ 



み己^ちは御後見から乙そともかくもあなれ、うへの御世も末にな6rrくとのみおぼしの 
たまふめるをたV人2.をaとかたにさだま6ぬれば又心をわけむ乙ともかたげなめれ0を 

れたにかのおとぐのSと^め^ち^がらrJな/2かな^うらやみなくもてなしてものし^よ 
ずやはある。まして乙れは思aおきてHflゆるZ1ともかなはVあまたも恃はむになどかあら 

む」など例ならす乙とつビけてあるべかしう|1[]ぇさせ給ふに、我が御心((:ももとよ6もては 

なれてはたおぼさぬZ1となれ^*あながちにはなどてかはあるまじき3爻にもliaぇ3せ給は 
も-唯いと乙とうるはしげなるあ^-CNicとみこめられて心安くならひ鈴へるあまの^ 

せからIT乙とをな爻ぐるしく^ぼすに物うきなれど、げicAJの^と！>iicあま.CN幺んぞらて 

てむもあSなからむなどやうやうあぼしよわ^sic^2るなるべし。あだなる御心なればかの 

あぜちの大納當の紅梅の御方を7Pなほおぼし^±ず、花紅葉Rつけて7Pのy2まひ波CNつ、、 
いづnをもゆかしうはおぼされけ^N。§れどをの年は變6ぬ。女二宮も御ぶくはてぬればい 

とく何事4Cかは樹6給はIT。「STPIrrlぇ出でばとおぼし召したる御けしきicなむ」と吿げliH 

ゆる人々名あるを、あまら^らず顔ならむもaがaがしうなめげな5など5:ほしなこして、 
Sるべき力よ^nして.^しきばみ!ln±給ふを办を.^名ある^、はしたな刍やうはなどてかは 

あらむ0をの程に5:ほし定めたな.cnとつてにもI1T1きみ、、つから御氣色VJ1见れど、心のうちに 

は猶鮑かで過ぎ給aicし人の悲しSのみ忘らるべき®なく^ぼゆれば、う^てかく焚深く 

物し給ひける人のなどてかは$すがにうとくてはすぎにけむと心得^く思ひ出でらる。口1.11:::1 

li 1 • • 碧 



し—なfジともかの御に少し4美ら父は^;4 

1のSこつけてぞ」‘今aとたび見賢急nかなとのみ—てやん 〇ヴ 
こいついかなどは急r心もなし。左のおほい殿には念ぎ穴ちて八月ばかりfと辟ぇパ 

には—給含、Rf、いか/」か1装繁ド 

PへLf雷でさものどとは思ふ—ふ過しつる世ゼかし、—^る樹3JJIU 
しを彦tげf思—f、め—4 —きらげ— 4f “、. 

をのみし給へ—、fかは4はむほどる'—iはす， 
らa—のやう5とk名f く1らずと％。吉やす—；Si 

sとf身—ればfは山—にfベ—f ! Iす^^^ydI 
よi山がつの待ち思はむも人笑へな"'かし、、かへす0へ1も>1^^;:|7|君の 

こたが；3て—おかれにける心かる—取しうも？ 告夕ら1し“级プ 

ぃと！け！毛のはか！！にのみ何fも思しの！ひ、しか^/也びpo“M 

I所は乙よflはしけるかな、セ—b—今にfるへ段な::—、今w h 
ど*苕し让こよせましかば又かやうにあぼす1:はあうもやせましを4をVとふ力 

かへてむとし給Sし篆し、必ず意—にてSはtし、今mエにぎづ 

る御心—てなら令し、！御かけども、我をばいかに乙—はつけ！？む 

•: V^.；沿;^:域織^⑽^如知^咖 



と]fi:し*5*^しく^ほせど、何かはかaなきものからか、るけしきをも見.ぇ舉らむと忍びか 

へしつ、IIHきも入れぬさtitてずrし給ふ。宮は常よりも哀になつかしうおきふし語らa 
契合つ、、乙の世のみならず長き乙とをのみぞたのめ問ぇ給ふ。3るは/^の3つきばか^Vよ 

办例ならぬさまに惱しうし給ふ乙ともあ办け^^乙ち穴く苦しが办などはし給はねど常よ 
办も物參る乙といとVなくふしてのみおはするを、ま^Sやうなる人の有樣などよくも昆 

知り給はねば、^ゞあつき頃なnばかくあはするなめ〇とぞおぼしける。-Sすがに怪しとあ 
ぼし答むるCともあうて「もしいかなるぞ。さる人乙.を3やうには惱むなれ」などのたまふ 

折7^あれど、$と恥しう產給ひて56げ攻くのみもて犮し給へるを、さし過ぎ聞±出づる人： 
もなければたしかにも得知6給はず。八月にな6ぬればをの日などほかようぞ傅へ聞き給 

ふ。宮は隔てむとにばあらねどsa出でむ程心苦しういとほしくおぼSれてさものたまは 
ぬを女君はそれさへぞ心憂く覺ぇ給ふ。忍びたる^ともあらず世の中なベて.知-cnたるr>.J 土 

ををの程など^にのたまはぬ乙と、、sかヒうらめしからvtrbむ。がべ渡り給aにし後一it 
となる>Jとなければうちに參6給うてもよ！；0と^る乙とは^とにし給はず、乙>.かしごの 

御よがIIなど名なか6つるを、俄にいかに思a給はむと心苦しきまぎちはしに、乙の頃は時， 
+御とのゐとて參6など-L給ひつ人かねてよ6な；bli'し間乏給ふをt唯つちき方にのみぞ 

思aキかれ給ふべき。中納言殿もいといとほしきわざかなと聞き給ふに、花ご、/>におはす 
る宮なれば哀とはおぼずともいまめかしきかたに必ず御心うつ./>;3なむかし、女がたもい 

• 1. Is 
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二.. 
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蓋 数 
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M会‘崧し給念言にVゆるびなく間ISしf 

待1 く過し給はむ！fるべけれ！思aょるfつ？“5“卜 Jし，；づ—ぇけH昔の人に心1めてし後大方の世——離れて—はバ 1“ 

かたの心も濁りをめしかば、唯かの御事をのみとざまかうざまには思aな力らさすrに人 
の心許んれてあらむrJとは始よ赢SしほSなかるべし4名、、唯いかに)Jノしも 

ぶUはn^てうち解け給へらむ.氣色をも見むと行く奮のぁらましごとのみ思ひ續け•し 

*こ、人'Jじに—らず毛てなしてSすがに一かmiし放つまじう思ひ給へるなく 
5めこ、同じ身ぞと广ひなして(53なら^か^R^ネ^け給aし力妬くうらめし力6'u力 

M、$をのてをたがへむとて急ぎせしめfかしなど、—がちにめ、しう^ぐ16 
Hしくゐてあ办きたばからfしほど思ひ出づるもいとけしからfける心fなと、」す;;」 

す^くやしき、宮もS 6ともをの程の有檫思ひ出で給は < わが聞かひ所をも少しは供う給 
よじやと；^ふH、svや今芝のをうの乙となどかけてもの穴吉出$め‘し。猶あ穴 

^IるかたiJ進み移iすなる人は、女のためのみにもぁらず、穴のもしげなくかるがるしき 

乙ともあ办ぬべきなめ办かしなどttく、思ひ!inえ給ふ。わか誠にあまうaとヵブI矣みブ 
るVDならひに人はいとZ.よなくもどかしく見ゆるなるべし、かの人をむなしう見奉うなして 

しtもふには、帝の御むすめを奈はむと&ぼしfつるも嬉しくもあらずピの君をえ 

ましかばとおぼゆる心の月C1にそへてるも唯かの御ゆかうと思ふに思ひ離れかたきぞ 



かし•;iらからとsふ中にも限なく思aかはし給へ6しものを今はとな6給aにしはてに 
もとまらひ人を同じこと、思へとて萬は思はずなる乙ともなし、唯かの思ひおきてし5ま 

を^がへ給へるのみなひ、口惜しううらめしきふしにて/〇の低には羧6aべきとのたまa 

しものを、あまがけりてもかやうなるにつけてはいとvoらしとや見給ふ>b-ひなど、つくづ 

くと人やりならぬCAと6ね^給ふよなよなは、はかなき風の音にもめのみSめつ、きしか 
た行くSきの人の上Sへあぢきなき世を思aめぐらし給ふ0なげのすSみに物をもいaふ 

れけぢかくつかaならし給ふ人々の中12:は、おのづからにくからずおぼSる、もあ-csぬべ 
けれど、誠には心とまるもなきこを3はやかなれ、^るはかの君達のほどに劣るまじききは 

の人々も、時世(C隨ao、衰へて心細げなる住まaするなどk尋ねと.csつ、あらせなどい 

と多かれど、今はと世を背きはなれむ時乙の人こをと6たて、心とまるほだしicなるばか 
6のことはな^^1:過ぐして^と®ふ心つかa深かりしを、sで3も^/>^^わが6^が>らね 

ぢけてもあるかななど，常よ6もやがて爻ど/>まず明し給へるあしたに、霧の爻がきよ4花 

のs/>s/)おもし/>く見ぇわたる中に、朝顔のはかなげRてtじりたるを猶殊にめとまる 

心ちし給ふ。あくるまさきてとか常なき世にもなずらふるが心苦しきなめりかし。格子もあ 
げながらSとかりをめにうち臥しつV明し給へば、乙の花の開くる程をも唯」人のみぞ見 

Ifaける。人召して「北の^(C參らむに、ことごとしからV3jlisしい^Sせよ」との^ま 
ベば「営は昨日よ6うち(Lなむおはし^すなる。よべ御車ゐてかへ6侍6にき」と申す。IS 

源及物35|哿生 ... 1011 1 
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.$さきに」とのたまひて镝3うそべM Al、怪しう々 < うち見るになまめかう耻 

II这る。朝顏VW!、せとみるみる。はか—系とりご. 

M>けけすpPで給ひねる。明けはなる4、i穴ちみけ 

—iし—、く、とs—ら、人めして 

H㈣急給へ1子41 

つ」と—ば、ti赏審^列^と—^—幻び<れ|めf • 
へるにやと見るに、露にうちへぐけれ」な1Sなく若き人々などは即 

しU'は13 一 す」iy Iちp I fi t出Uど 
uiruw.「れiへと— 

合へ看skiKば—もfぶらはP—プPへ^^ど 



の:Sぶらはむにこと心6衣るやすみ*^乙/>はをれ.もまた唯御心なれば蝥へ問ゆべきこも孕 
名0-^J.tてなげしにお:1:か、^•て张すれば、例の人々「猶あし乙もとに^ど仑eのかし圯 

ゆr:もとよ-けはCA•はや^か-1C雄々しくなどは物*L給はぬ人がらなるをいよいよ急めや;^ 
に名てな-LをSめ給へれば、今はみづから問ぇ給ふZ:とfやうやうう穴てでましかりし 

力たハ少しづ、うす-|ておもなれ給61.(!:六4。「惱ましうあぼ.3夸レむ.3まもいかな1文- 

|曾_4へどばかばかしく為いらへgiはず、常よ々！：^給へるけ!^」 
心苦しきも哀にAし社か6れ潞ひて、1K世の中のあるべfなど^よらからや 

^のJ、あらましやう卞敎へ慰め問志まふ。賴なども—と似給へ々と—と 

力とあやしきまて唯それふのみ間ゆるに、人め見苦しかるまじくはすだれ毛aきあけて3 

1むかsflしく、うちf給へらむかた—かしうf給ふも、fの中に物fぬ 

人名11じ—泛やあらむ4思3知られ給ふ.。/人々しくきfらしきかミ、i侍 
らずとも心に思ふことあ办、なげかしく身を％てなやむ3ま{-Cなどはなくて過Cしりべき 

の世とみつ力らH心し紀へし心から悲し含こともを^^ましく膝しき物热Wヒもかた 
至—キbず燈侍る—いとあいなけれ。つかfら&などいWて^^にずtこと 

わりのうれへにつけて歎念思ふ人ようも、これや今少し罪の深3はま^がら；；P」次どい；3つ 
、をら給へる％を！^にうち攸きて見居給へるが、やうやうあかみ％て•行くもなかなか色ら 

はa?:かしう見ゆれば、やvvb.sしい1て、 

诹氏物S2钚中： 
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「よ：^へてぞ見るべかぅける白满の契ゥかおきし朝顏の花」。ことさらびイ?^^^さ 

ぬに辦条M」美まへ*^けるよとをかしく見^^に公%な力^ぃ 
「f fにかれf花のは—Tる>—1♦パ—れる何/J-力"；^^^ 

と忍びて乙と％つ*、けずつ4しげにいひけち給へるほど猶いとよく仪給へる力/と^^ 

1Jづどかなk。「秋の—今少しながめのみ！4る。っれdの^^^Uし 
とて*^い〇ころデ台こ物して恃6き。庭もまがきもまとにあれはて、し{好へヵブ、 

:pfだ 
4、1|しのぞく人の心を3めむ方なくなむ侍*"けるM草の色iつけてフの流丨 

為にくれてのみな齡りすける。かの御あ交の人はかみ-^^i 

びhsの思び離る、f Iし給ふtしに、はか—-• d女ru 
1ひか？くfけ—、に、物fぬ心にまかせつ、山は、I O r、 

る田舍人になぅなどf寶ちる—多く侍各れ。Jなか^^ 

して後なむこの左のおと—渡—み，墓fもi力たもの、ます 
侍るめる。含る世货ra—悲しf見給へしほどの乙と克年月f?K一 

1の出V くるにfはと見給ふるに、げに——fけ"'—^り,^ 、患|せなが象、かのS tへの悲し—Sけなく侍-ける寶てVとrL 

is 

i 

穩 

SS55 



も^まぬkや恃6けむ。猶この近き夢乙をroますべきかたなく思ひ給へらる、はおなじご 
と世の常なきかなしびなれど、罪深きか^は^て恃るにやとをnroへな〇心憂く侍る」 

とて泣き鉛へる(-5ど5と心深げなう。むかしのAを$とし名思；3聞±ざ6む人だに、このA 
の思ひ給へる御けしきを見むにはす；//SにたV(C7Pあるまじきを、まいてわれも物を心ぼ• 

をべ思ひ亂れ給ふにつけては、SとC常よ6も而影に戀しく悲しく思a間え給ふ心なれば、 
今す己しもよほ3れて物も得問え給はずためらひかね給へるけはaをかたみにいと哀と思 

a力はし給ふ。「世のうよ6はなど人はいひしをネ、，さやうに思aく る心7PZ1とにな 
くて年ごろは過し侍6しを、今なむ猶いかで泛づかなるさまにても過siwほしく思ひ給ふる 

を"Sすがに心にもかなはざめれば辨の尼ミへそうらやましく侍れ。乙の二十日あま，CSの程は 

かの近き寺の鐘の聲も閗き渡roまほしく覺i侍るを、忍びて渡roせ給；5てむやとrx}!爻3せ 
ばやとなむ思；3.恃6つる」との^まへば「あらじとお名ほすとも、いか<かは。心やすきを 

の乙だにいとゆき、のほどあらましき山道に恃れば思ひつ、なむ月日も隔^6侍る。汶ぎ 
の御忌日は、かの阿間梨にさるべ今*ども皆いひおき侍^Nii:き。かしこは猶^2ふときか^に 

為ぼしゆづ6てよ。時：々見給ふるに〇けては心惑；5の絕えせぬもあいなきに罪うしなふ3 
まになし#6なばやとなむ思a恃るを、ま^いかv思し^きつらむ0と^かぐ7P《/Eめ3せ給 

ii-lrtcllaて乙そはと1:なむ。あるべからむやうにの^まはせよがし。何事7^う-vからずう 
けたまはらむのみこそほいかなふにては侍ら^I-など^•めだち^る乙と < 7Pを聞走給乂〇經 

淑氏物語寄生 . ^ 
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佛などこの上も供養じ給ふべきなめ6。かやうなるつsでにことつけてやをら籠6居なば 

Mとおもむけ給へるけしきなれば、「いとあるまじき乙となり。猶何事も心のどかに^ほし 

なせ」など敢へlia乏給ふ。日3しあがりて人々參6集まぅなどすればあまり長居もZ:とあり 

顔ならむによ6いで給ひな1;とて、「いづこに1:劣みすのとにはならひ侍らねははしたなき 
VL>ちし恃りてなむ。今又かやうにも3ぶらはむしとて立ち給aぬ。宮のなどかなき折にはき 

oiら^0思ひ給ひぬべき御心なるもわづらはしく'侍のべたうなる右京のかみ召して， 
「よべまかでせ給CAぬと承6て參6つる、をまだしかりければ口惟しきV】、うちにや參るへ 

さ」との^まへば「今日はまかでさせ給aなむ」と申せば「さらば夕つ方も」とて出で給ひぬ" 
猶この御けは；3あまをIIHき給ふ^びごとに、などて昔の人の御心2>きてをもてたがへ 

て思ひrまなからけむと、くゆる心のみ嗦さ办て心にか、る^むつかしく、なぞや人や 
6ならぬ心ならむと思aかへし給ふ。をの^、にいtた3うじにてsと1こなひをのみ 

表眙ひつ、1111し貉したまふa#宮は猶いと若くおほどきて物しどけなき御心に名、か、る锏 
けしきをいとあやふくゆ、しとおぼして「いく世しもあらじを、ii恭ら；pほどはかひあるS 

まにて見泰へ。f中を思铉て給S—か、る身たげ—ベ—1ら 

ぬを、乙の&{cてはいふかaなき心地すべき心惑aicいと、罪やうら^」とのた^ふが辱く 
いとましくて、よ/>づを思ひけちつ、御前にては物思aなきさ^をつく 6給ふ。左のおほレ 

殿こよ六傻院の衆のおとdpき^つらひて限^くよろづをとの、へて待ち聞え給ふに 



幻 

Sざよひの月や5-や'5さしあがる^で心もとなければ、い•としも御心にいらぬことにてい 

かならひと安かちず^ぼしてあないし給べぼ、「乙の夕〇.かたうちよ6出で給.^て二條院に 
な.1;おはしますなる」と人巾す。あぼす人も給へれffと心やtしけれど、乙よ；：S過ぎひも人 

わらべなるベければ、御子の頭中將して問't給へ.上。\:/ 

.r大ぞらの月^にやど.るわが^に爻つよひすぎて見えぬ君かな」。宵はなかなか今なむと 
も見え.1:心^しとS:ほLてうちにあはしけるを、御文In]免給へ6ける。御返6やいかVあ6 

げむ。■猶sと哀にあぼされければ忍びて液6給へヶけろな6。らうたげなる有樣を見捨て、 

出づべき心ちもせず、：いとほしければx/>づに契^Vつ入慰めかねてもろとTPに月を眺めて 
あはするほどなりけ^N.°女君は日顷もよ/.づに思ふW多かnどsかぐけしきにいださじと 

•よろづに念*1:返しつVつれなきさまし給ふことなれば、殊に間きも枰めぬ3まにおほどか 
にもてなしておはする3まsと哀な3。中將の參り給へるをIlMき給；3 \し、在すがにかれもい 

といとほしければ出で給はむとてt今sと疾く參：cvこむ。aとり月なJtL給6iをよ。心をらな 
ればsと苦し」と間えおき給ひて、/なtかたはふいたければかくれのかたよ$寢殿へ波$ 

給ふ。御うし/>でを見送るに,ともかくも赀えねど唯枕のうきぬべき心ちのすれば、心憂き 
*^のは人の心^*^け6上われなが>b-rll心W免^^る。を§なきほどよ*^心(*rそ^哀なる身ども 

に，で世の中を思aと：vめたるさまにもおはせざ办し。/二所をたのみ間え3せてさる山里に 
年經しかど、唯.Sつ、となく〇れづれにすごうはありながらいとかく心に^みて世をうき？P 
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の•とも思；5知らしに、打ぢ績きあ5ましき御事どもを思ひし程は世に4とまぅて 

ふべく—fず戀しう悲し—との冬Stじと思aしvifて今！なU 
ふてば人の吾た色程iは人かずに—るやうなる有様を長かるべtと、思"；ネ 

ど1見る1にくげ—御心ばへも—しなるに、言やう思tと11Aへつ 

るを、このtの身の—はさはむかf く限と11"け*"'。njH 
なり合aにし人々ょりはさ6ともn•れは時々もなどかはともmふべきを今街方くPすて 

、出0給ふつ——しか容く •皆かきみだ5心細くいみじきが裘心f^m^l 
るか—く.1、$づからながらへばなど驚む—至 

山の月のみすみQ.f vs くるtに兔づ思a亂れたま。松風の^^^ 

ましかりし山あゐしに思ひくらぶればいとのどかに懷かしうめべ.すき餌估まひプ4 A 

宵1fず、flにはf SI。 、 こナ 

「U里のまつのかげにもかくばかり身に皂むあきの風はな力りきしヵブ{.kft 
るに—らむ」0 5びとど1S今はいらせ給ひね。月見るはS侍fのを。あ—1 

う旧か—御く耷の务に雙じ入公5か1はむ。！見 

AIでらる、乙とも侍i。Sとこ——けれ」などい乂。若き人々は「尤if」と” 

ち歎—「Mの御ことょ、fともかく Sろかに1ぅ泛給^じ。dへ，と00 
餐うSをめつる中は名殘なからぬものぞ」などい—へる—まにtく、今— 

I 

一 



Sかにもいか(CもかけてSはざらなむ、たてにこそ見めとおぼさる、は、人にはいはせじ心 
れひと6恨み聞ぇむとにやあらむ。$\しや中納言殿のさばか$哀なる御心深さをなどその 

かみの人々はSCAあはせて、人の御すくせのあやしか6けることょとSひあへ宫はいと 
心苦しくおぼしな♦から色めかしき御心は、SかでめV/2きさまに待ち思はれむと心げ3う 

して、ぇならずたきまめ給へる御けはひSはむ方なし。兮ちつけ給へる所の有樣もv'とをか 

しからけ办。人の御程5、やかにあぇかになどはあらでょきほどにな6あaたる心ちし給 
へるを、いかならむものものしくあざやぎて心ばへもたをやかなるかたはなく物ほこ6か 

になどやあらむ、3あら1;乙そう*1:あるべけれなど^ほせど、Sやうなる御けはaにはあ 
らAにや御志おろかなるベうも5:ほされざ6け.CN。秋の夜なれどふけにしかばにや程もな 

く明けぬ。歸り給ひても對へは^とも得渡ぅ給はず。^ばし^ほとのごも6て起きて?：御文 

書き給ふ。「御けしきけしうばあら©なめ6 Jとおまへなる人々つきじろふ。「對の御方Z.を 
6苦しけれ。あめのした1Cあまねき御心ならともおのづからけおさる、乙ともありなむか 

し」などた し7Pあらず昔馴れ仕う奉；る人々なれば、やすからずうちSふこと < もあ 
$1:、すべて猶妬げなるわざにぞあ6ける。御返りもZ:なたにてこをはとおぼせど夜のほど 

の.费束なさも常のへだてよ6はSかVと心苦しければ急ぎわた6給A。ねく-y2れの御かた 

ち、いとめでたくみどころあうてい6給へるに、ふしたるもうたてあれば少し起きあが$て 
おはするに、打ち赤み給へる顔のにほaなど今朝しもことにをかしげさまさうて見t給へ 
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ば、あいなく淚ぐまれて年はu•ぅちま^办聞ぇ.給ふを、恥し々あぼして'ぅぢぅつぶ.u鈴べを 
髮のかVIかんざしなど猶Sとあ-がたげなぅ〇宫もなまはしたなきにこまやiなること 

衣-^上ふともt言a出で給flず、おもがべ••LRや、「などかくのみなや.ましげなる御けしき 
な•ら^ち—ほ茗i.とかのItかば、Stかとすとiど—33で—も猶 

よればれしからぬは見^しさねざがな，。〆まざまに.せさする-ZL•ともおやしぅBるLなき心 
地のみfJをすれ々^はあ々と^■ずぼぶはま^のべ1:.^そ{1ょがらめ。乏るしあらひ:^もが 

飞•考にがし钛郜をどょ.ゐにSぶ6は$ベ•かろけるJなどや、るまめと七を^^ 
かA名かね(tもt七ょ$は.心づきなん设ぇ給へ.ど、0げにいらぺ問えざらむ^ 

ダ、パ「普もあやしう^^似ぬあ々.Sまに，てか.やぅの折は侍かしがど^fe 

Z/2,るネのをじとの^ま^ばハついどょく^そさばや力な 

笤やうづ含^るかたは >』nせならぶ人はあら-Uかしと思CAながら、猶又とくゆかしきかた 
の▼ずられも立.ち务W給へ'^ば御志の&/>かに^あらの^ 

かIfめ畜き裏Sの世までとSたのめ給ふ乙と—のつ暮登 
r•しも、r*げにyjの世キsy短が、める一命まつ^:もつらき御心-(>ai,:wへげれば後ひ契べブ 

が太P事もあらむと思ふにてそ、猶てりずまに又もたのまれぬベけれ」と1:•いみじうねんず 
ベ•かめaど#忍びあへねはやけXは泣き給aね。日ごろ^:いかでかく思aけ6と見え解ら 

、、•レと•よ/>づに思ひまぎvbばUつるを、3まざまに思D1集1;る乙とし多かれば5のみ劣えも 

一*.•■: 



て隱Sれぬにやビぼれム>め.てはとみに7P未^めらひ給はぬを、へu>*^恥.じぐ侘しi:思ひてい 
たくそむき給へ淡、奉CAてCA•含むけ給aつt、^聞ゆる±:vk-哀なる御有^と見^ 

てたる御心>4.も物じ給ひけれな。さちずば夜0程に.あぼ4かは^.にた•石かjどてわが御釉し. 

て少し(fv^みぬ。rげ}cあが君や、を名なの•御物い•びや.。^ 
いと心やすしv*°いみじう乙と^$して聞ゆとちいど^るかるべきわざ^。むげに世の-tと^ 

6を知々給はa乙をらうたき.もの：か、らね々なけれ。i::uわが御身にな,Cても思aめrな.b 
給へ。身を心と？^せぬ有樣な4か：し。若し思ふやうなる世右あらば人ttまさ女ける志の莖も 

勃ら^舉るべき6iと，ふL•なむあるゼはやすくtといづべきziic.TP.あらねば命のみ 
な.どのたまふほど(!:.、：がし；に舉6給へる御使\>い上、いた-5:表びすぎ^ければ 

乙.とも忘れて、けざやかにこの南4もてに參れ6 0あ欲の刘るめ>つらし^たま省ほ*づ 
づ•もれた.るを、，さなめ6と人々見るジ0の程に急ぎ遵き給ひウらひと見る^安を4>ずはあ 

Aitむかし？客？^あながちにかゃすベさにはあちね£、§bぐみは猶いとほしきを少しの用 

窓はあれか•しとなまかたはらsたけれど广$まばがa.なければ一女房して御文と々入れさせ 
給ふ。同じぐ.はIIなき3ま：にもてな,Lはて、ITとおぼしてaきあげ給.へるic、^>li)$^ 

のsf-^め令土見ゆれば，今少し心安ぐてうちII含粉べゲ〇せんじが^Kてもうしろめ•*の 

わざ^さかしムばかたば-bい^$に二、てのかし(#れ2*y!となやましヂご-Cな^〇.，フ^ 
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I ?矣〇ハぃMisfきけるなごうなるらど。あでやかにを力しう 

fIMturしもわつMはしや。馘は—くてしばしは！むiふ世 
省き給へ-^「力乙と力ましW广二てさるべきネのR思ひ犮らひ九る 

PU■誇^^ 
d力 、含tの心$、1在！は 

うち解け卜！—い^^ 

:“Mtrf 
ttrへ！"f錢 M 

づに忍びがね—のみぞ多か办けるひ の口遵 • — 



「^ほ力た{Cき力ましものをひCらしの聲うらめしき秋の暮かな」0今Wはま^ふけWこ 

Sで給ふなCN。御さきの盤の遠くなるま、にあまも釣するばか6になるも、我ながら(Cくき 

心かなと思ふ思ふ問き臥し給へ6。はじめよ6物を思はせ給aし有樣などを思；5出づるも 
うとましきまで^もほゆ。このなやましき事もいかならむとすらむ、いみじう命短きぞうな 

れば、かやうならむつsでにもやはかなくな6なむとすらむなど思ふ(CはItしからなど、悲 

しうもあう又いと罪深うもあなるものをなどまど^まれぬま、に思ひ明し給ふ。をの日次 

き3 sの宮なやましげicおはしますとて、誰も誰も參6つどa給へれど、いさ、かなる卸か 

ぜにAはし^しけれはCと^る乙とはL^sずとて、おとSrは晝tかで烚aにけ^ 
納言の君Sそ；5間え給；3てひとつ御車にてぞまかで給aにける。今宵の確式いかならび、淸 

らを盡Sむとおぼすベかめれど限あらむかし。この君も心恥しけれど、患たしきかたの避え 

はわがかたざまに又Sるべき人もおはせ•ず、物のはえにせひに心乙とに/ctたあはする人な 

ればなめりかし。例ならずいをがしうまうで給ひて、人の御うへ{C見なしたるを、口晋しと 

も思へらず"なにやかやと7PK：心にあつかひ給へるを、おとCは人知れずなまねたしとぞ 
おぼしける。よ；3少し過rる程におはしました6。寢殿の南の廂a/iがしicよ{ておまし參 

れ办。肩臺八つ、例の御皿などうるはしげ(C淸らRて又ちひ3き臺二つにけをくの皿ど名い 

といまめかしうせ3せ給ひてもち；：s參らせ給へ办。珍しからぬ乙とかきあく乙そにくけれ〇 

あとV渡6給ひて、「夜いたう更けgるを」と女房してを、のかし聞え給へどいとあさ1て 

|源氏物轿.寄生 r 一8111 
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'出.—へる御套Sと—かひあ！ち1、一る，しめ給•へる^ 

I知7。わづ|し！た—と御W 
5れど見/—.iviふ—fへて、五. 

位 一Aし7へカネプ11 色しざまなどをど淸らをつくし給へぅ 

などっ穴^は'^まVS.かめし—utける。げにかく J 
とはp、rかaあれば物SどにもまづSたてたるにやあ^fj 

W パ—へ^—4るとや。中納—のごぜんの中に、fs—f 

らかにこの殿の御婿に.ぅt夸b—ふまじき。な^^^; p w hか 

—i 漏——“^^^^ 
たる親の出でゐて離れ似fなからひな身とfカォめ 



をSとめやすくもてなし給ふめ办つるかなと"宫の御あ^をめやすく思ひ出v舉ら給 
ふ。げに我に1:もょしと思ふをんなごをもたら•ましかば、Z:の宵をおき舉6てうちにだにぇ 

參らせざらましと思ふに、誰も誰も宮に舉らむと心ざし給へる；ipすめは猶源中納言に乙を 

と-と6どうにいひならぶなる乙を我が5:ほぇの口惜しくはあらぬなめれ、Sるはsとあ爻 
う世づかず，ふるめいたるものをなど心あごなもせらる。うちの御けしきある乙と誠に'&ぼ 

したらむに、かくのみものうく覺ぇばいかぐすべからむ"おもだ、しき取にはありともいか 
<はあらむ、いかにぞ故君に5とょく似給へらむ時^德しからむかしと思ひょらる、は3 

すがに乏もてはなるまじさ心なめうかし。例のねざめがちなるつれづれなれば、あぜちの君 
とて人ょ6は少し思^.まし給へるがつぼねにおはふて、その夜は明し給^ク。明け過ぎたら 

Uヒ人0徐ひ<きにもfcら^に、^しげに^ぎ^き^^ヒ、たぐなら^^^べ^めり0 
「うち心たし世にゆるしなき關川をみなれそめけむ名乙もをしげれ」。いとほしければ、 

「深からずうへは見ゆれどせき川の患たのかょaはたゆる名のかは/深しとのたまはむ 
にてだに•たのもしげなきV%乙のうへの淺$はsi v心やましう覺ゆらむかし。妻戸を押し 

あけて「まZ.とは乙のをらを見給へ。いかでか乙れを知らず顔に1:はあかr&l;とよ。堯んな 

る人まねにはあらで、Sとく明しがたくな4行くよなよなのねざめには乙の世後の世^で 
なむ思；sやられ1:哀なる」などいatぎらはしてぞ出で給ふ。殊にをかしき乙とのかずを盡 

さねど3まのなまめかしき見なしにや令しむ、な3けなくなどは人に思liれ給はず。かりを 
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めのたはぶれごとを^-sa^め給へる人の、けぢかぐ1:たU見^らばや七0*'み思aliBVJ)る 

にや。^ながちに世を背き給べ•る宫の御方にtん•を尋权ク> 參6集まうて侍らふ名、哀なる 

ことほど[1どにづげつ、多か5-:べしか、宮は女君の御あクさ^:ひるみ|13え給ふにいと<御志 

ま3りにけ6。&ほきさよき程私る人0-令う;fSいと淸げにて、髮のさが6ばかしらつきな 

ど^もの上う乙とにあなめ<たと見え输ひける。色あa^まヶなるtて匂ひて、ものものし 

くけ^かきMのまみsと恥しげにらうらしう、すべ1:何事もたら认てかたちよき人どいは 
ひに飽かぬ所なし〇はたちにaとつふたクどあま々たまへ.みける。sはけなき程ならねばか 

たなうに飽かぬ所なぐ、あざやかに盛の花と見え給へ限なくもi:かしづき給べるにかた 
ほならず。げに親に.ては心も惑はし給；5つべかゲけ唯やは>bかにあいぎやうづきらうた 

き乙とはかの劉の御方はまづおぼし出でられける。物0.六まふいらへなど名、はぢらひ給へ 
れど又あま6錄朿なくはあらず。すべてSとみどNfろおほくがどかどしげな^^よき若人ど 

も三十、文かり、わらは六人、かたほなるなく、さうどくなども例の麗はしき乙とはめなれ 
ておぼ3るべかめれば、引きたがへ心#ぬまでこのみをし給へる。三條殿腹のおほい哲VJ蓊 

宮に參しせ給へるよ6も"Z1の御乙と^.ばいと乙とに思aおきて開え給へるも"宫の御5:ほ 

えあう3まからなめ6。かくてのち二條院にt.心安くも渡り給IIず。かろらかなる御身なら 
ねばおぼすま、に聖の程などもえ出で給はねばrやがて同じ南の町に年頃あ6しやうにあ 

ましまして、廢るれば又±びきよ^V名渡6給はず^どして待3tになるをクを$あるを、か 



、らむずる事とは思aしかどさしあた6てはsとかうしもやは名殘なかるべき、げに心あ 
らむ人は數ならぬ身を知らでまじらふべき世にもあらざ6けりと、かへすがへすも山路わ 

け出でけむ程うつ、とも覺tず悔しく悲しければ、猶いか\」忍びて渡6なむ、むげに背く5 

まにはあらずともまばし心をも慰めばや、にくげ(Cもてなしなどもせばこをうたてもあら 

めなど心aとつに思3あま*^て、恥しけれど中納言殿に御文奉れ給ふ。「一口の御乙とは阿 
問梨の傅へ六りしk委しう聞き侍き。か、る御心の名殘なから兮しかばいかにいとほ 

しくと思c/i給へらる、^名泜スかならず0み衣^。36ぬべくはみづからネJと]![]ぇ給へ 

60みちのくにがみに；3きもつく/>はずまめだち1:嘗き給へるしもいとをかしげな故宮 
の御总nに例の事どもSとたふとくせさせ給へ6けるを、^び間ぇ給へる3まのおど/>お 

どろしうはあらねどげに思；5知り給ふなめ$かし。例はこれょり奉る御返6をだ(C、うち解 

けずつ、ましげにおぼしてはかばかしくも續け給はぬを、みづからとさへのた爻へるが珍 

しく嬉しきに心ときめきも患ぬべし。.V2の今めかしくZ:のみたち給へる程に1:おぼし怠り. 

にける7P，げに心苦しくおしはからるればSと哀にて、をかしやかなる乙と名なき御文をう 

ちもおかずaき返しひき返し見居給へ6。御返6はうけ給は6ぬ。「一口はひじりだち/2る 

さまにて殊更に忍び侍6しも"S思；s鈴ふるやう侍る乙ろほaにてなむ名殘とのたまはせ 
たるこを、少し淺くな$に/2るやうにとうらめしう思a給へらるれ。ょ/)づは今さぶらひて 

なむ。あなかし乙」とすくょがに白き色紙の乙はごはしきにてあ办。3て又の日の夕つ方ど 



.渡6給へるW人知れず思ふ心しそCAたれば、あいなく心づかasたうせられて、なよ、かな 

る御ぞどもをいとヌ匂はしをへ給へるはあま办おど/)おどろしきまであるicちやうじぞめ 

の！：一名てならし給べるうつりがなど3へたとへむ方なくめでたし。女君もあやしからし夜 

の乙となど思ひ出で給ふ折々なきにしもあらねば、まめやかに哀なる御心ばへの人に似ず 
物し^.ふを見石にづけて、3て本あ-bましをとばか-^は思aもや^給ふらむ、> はけなき程 

にしあはせねば、うらめしき人£7)御有梭を思61くらぶるには.何^もいとCこよなく低ひ知 
られ給ふにや、常にはへだて：多かるもいとほしく物思ひ知らぬ3まに思ひ給ふらひなど|11心 

ひ給aて、今日はみすの內に人れ舉6給aてもやのみすに儿帳をへて我は少しaきいりて 

たsめし給へ6。「わざと召しとはベらざ6しかど例ならず許させ給へりしよろZ1びにすな 
はち名參らまほしく侍$しを、莒渡らせ給ふと承6しかば折惡しくやはとてけふ1Cなし侍 

6にける。3は年顷の泛るしもやうやうあらはれ侍るILや。隔少し5すらぎ侍6にける御旅 

の5ちよ。珍し乂侍るわざかな」との.たまふに"猶sとはづかしく SCA出てむ言の葉名なき 
心.ちすれど、r I.日饍しく開き侍りし心の中を、例の唯むすぼ、れながら過し#$なば思；3 

知石かたはしをだにいかてかはと口惜し3に」といとつ、ましげにのみのたまふが、いたく 
患^きてたえだえほのか(Z:聞ゆれば心もとなくて•「Sと遠くも恃るかな。まめやか{U聞え 

r‘せ承らまほしき世.の物語も侍るものを」との/2まべば、げにとおぼして少しみじろきよ6 

給ふけはaを間き給ふにもふと胸うちつぶるれど"さらげなくいとぐ志づめたる3まして 



☆£の御心ばへ思はずに淺うAはしけ6と^ぼ-Lく、かつはSひもうとめ又なrさめ名か^ 

がたに^づ患づと聞±給aつ、公はす。女君は、人の御うらめし3などは打ち出て語らひ聞 
え給ふべき^にもあらねば"唯仳やは憂きなどやう4C思はせて乙とずくな“紛はしつ、"山 

里Rあから31WU渡し給へとおぼ-Lく 5とねんご^に思W-Cの^戋ス。「それはしネ心ひと 
つにtかせてlit仕うtoる^じき^とに侍るな6。妍?3に唯心美くしう聞3せ給al:そ 

の御けしきに^たがaてなむょく侍るべき。さらずは少しもたがひめあ6て心輕くもなど 
ほしものせむにいとあしう侍6なむ。さだにあるまじうは道のほどの御办くぅむかへも 

お6たちて仕うまつらむに何の憚4かは侍らむ。うし/>やすく人に似ぬ心の程はKも皆知 

らせ給へ6」などはい；5ながら、を6を6は過ぎにし方のくやしきを忘る、をりなく、物に 

tpがなやと、と6かへr」ま(5しきS爻などほのめかしつ、、やうやう暗うな6行くまでおは 

するにいとうるさく^:幺て、「さらば心ちも惱ましくのみ恃るを、又ょ/.しく思a給へらむ 
ほどになにごともjとて入6給aぬるけしきなるが、いと口惜-Lければ、「3てもSつばか办 

u^:ほし穴つべきkか。いと去げう侍$し道の箪も少しうち狒はせ侍らむかし」と心と6に 
I1Hえ給へば、暫し入63して、r乙の月は過ぎぬベかめればつsたちのほどにもと乙をは思 

ひ侍れ。_いと忍びて乙をよからめ。何か世のゆるしなど乙とごとしうは」との/2まふ聲の" 

Sみじうらうたげなるかなと常よりも昔思ひ出でらる、にえつ、みあへVよ6ゐ給へる柱 
のもとのすだれのしたよ6、やをらおよびて御袖をaか.へつ〇女、56やあな心うと思ふに、 

源氏柃賠寄也 311九 
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可^かはいはれむ、もの名いはでいと < ひき入6給へば、それRoきていとなれがほになか 

らは內に入6てそひふし給へ60「あらずや。忍びてはよかるべう.3>ぼす、ともあらけるが、胳 
しきは；3がみ、かと問えSせむとぞうとうとしく^ほすべきにもあらWを、心うの樹けし 

きや」と怨み給へば"いらへすべき心ちもせず、思はずににく、思ひな6ぬるを"せめてIII心a 
患ゴy>て、「恐の外な-CSける御心のほどかな。人の思ふらむとよ。あ-5まし」とあばめて^き 

のべき氣色なる、少しiiことわムなればいとほしけれど、「乙れはとがあるばかりの£かは。 
かで の撕而はsicしへをもおぼし出でよかし。すぎにし人の御許しもありしものを"い 

とこよなうおぼされにける1を、なかなかうたてあれ。すきずきしくめざましき心はあらじ 
と>、r女く$:ほせ」とてSとのどやかにもてなし給へれど、月姐悔しと思ひ渡る心のうちの^ 

しきま\」なぅtrくさまをつぶつぶとい；50ぐけ給ひて、許すベぎけしきにもあらぬに、せむ- 

方なくいみじとも111:の常な6、なかなか1;げに心知らざらひ人よりも恥しう心づきなくて 
ない給ひぬるを、「乙はなど"あなわかわかし」とはいひながらいa知らずらうたげに心带し 

きものから;1]尨深く恥しげなるけはaなどの、見し程よりもこよなくねびま3う給へりけ 
るなどを见るに、心から.J:そ人に患なしてかく安からず物を思ふ{と你しきにも.乂げにね 

よなかH近う3ぶらふ女房二人ばか6あれど、すゞ^なる^の入6來穴るならばこそ 

よこよいかなること^-VJ7P參ぅよらめ、かくうとからず[19えかはし^ふ^なからa7rめれ 

文さるやう-Z.をはあらめと^ふにか^はち.い/2ければ"知らずがほにてやをら光ぞきぬる 
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ぞいとほしきや。^措はSにしへを悔ゆる心の忍びがたきなどもSと^づめがたか6ぬべ： 

かめれど"昔だにありがたか6し御心の用意なれば猶Sと思；：Sのま、にももてなし聞え給一 
はざ6け-CN。かやうのすぢ仗fJまかに名えなむまねびつ.ぐけざ6ける。かaなきものか>b人 

め.のあいなきを恥へば、萬に思a返して出で鈴；3ぬ。まだよCAと思ひつれど、曉近う^6に 
けるを、見咎-Ifる人もやあらむとわづらはし含？p"女の御ためのいとほしきぞかし。惱まし 

げに問き渡る御心ちは？-とわ6な6け6。いと恥しと思CA給へ$つる腰の^るしに多くli 

，心苦しう覺えてもやみWるかな例の^Zがましの心やと思へ.どなさけなからむ乙とは猶い 

とほ^なかるべし。又^ちまちの我，か心亂れにまかせてあながちなる心をつかひて後心安 
.<•し，^.えあ>-b-voらむものから、わ6なく忍びあ6かむ雅も心づくしに、女のかたがた办ぼし 

'亂れむNJ.とよなど3かしく思ふにせかれず今のサ、も_しきぞわヴ方か6ける。aiに見では 
免あるまじく贽免給ふ省かへすがべすあ^にXな^心な6や。tよみは少し铷やぎてあt 

■、に名う^•か3つるけは；3などは、^ちはなれ^办と7免ず、身Rそひ^る心ちしtillにこ 

とごとも^えずなりにた办。宇治に.Sと渡ら爻ほしげに^ぼい給ふめるをさ毛や波し則え 
てまなど思へに^はfpし給；5てむや"36とて忍びてはた^とびんなからむ、い 

•かさ^，に*.6<かは人目見苦しからで.思ふ心の行くべきなど、心4ぁべがれィながめふし給 
<1。逢だぃ.と深きぁ1たに御文ぁ々。例のぅはべ.仗$.とけざゃかなるたてぶみ^1:、 

::,^ぃたづら^ゎけ0石みちの满東^みむか:1.^ぼゅる秋の空か^。御けしきの心ぅ:5は 

::源氏物Hft%jk 1 
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ことわ-cv知らぬoらさのみなひ聞泛させむか/2なく」とあ御かへしなから0も人の例な 
らデ見择むベ含を•いと茜Lければ「うけ^まは^^。Sと^やましうて免聞え3せず-とば 

か4窬き喻へるを、あま6乙とずくな、るかなとさうざうしくて、をかしからつる御け(iひ 
のみ戀しう思；S出<らる。少し世の中をも知6給へるけ1Cや、さばか6あ31しうわりなし 

とは思ひ給へりつるものから、ひたぶるにいぶせくなどはあもでいとらうらうしく恥しげ 
Vなる氣色もをひて，Sすが(£な〇か^ういひ乙しらへなどしていだし給へるほどの御心ば 

へ龙どを思ひ出づるも妬うも悲しうも^凌ざ^に心1Cか、りてわびしくおぼゆ。何mもい 
1^し、(2:はハと多く^3$て思ひ相<らる。何かは乙の宮かれはて給61攻ば我を^のもし 

人に患給ふべきに乙をはあめれ"5て宅あらはれて心笼き3^(:は戈あちじを涊びつ、ヌ 
思ひ爻す人なき心のと咬$にてこをはあらめなど唯乙の事のみつと覺ゆるぞけしから3心 

なるや。Sばか6心深げに3かしが办給へど男と$ふもの、心うか6ける乙とょ。なき人の 
御悲し5はいふか；Sなき方にて名Sとかう苦しき^ではなからけ办。乙れはょ-/>づ(¢2:思 

ひめrちされ給aける。「今贷は宫渡らせ給aぬ」など人のいふを聞くic本うしろみの心は 
うせて胸うち〇ぶれていiうらやましう来ゆ。宮は日頃1Cなyにけるはわが御心3へうら 

めしうおぼされて俄に波6給へるな-CNけ^^何かは心隔てたるさまにも見え舉らじ、山mに 

と思ayaoRもy2のもし人(C思ふ人名うと戋しき心添ひ鈴へ$け6と見給ふに、世の中い 
と所せうMaなられて猶いとうき身な6け$と唯消えせぬほどはあるにまかせておいらか 

;,*.: 



ならむと思ひはて、、いとらうたげに心うつくしきさまに孓てなして居給へれば"いと1技 
ic嬉しくおぼされてn?頃のを乙^6などかぎ-^なくの^まふ。御腹％少しふくらかになり 

にたるに、かの恥ぢ給ふ^るしの帶のaきゆはれ^るほどなどいとあはれに、まだか、る人 
をけぢかくても見給はざhければ珍しくさへ^ぼしたう。うち解けぬ所にならa給CA.てよ 

./>づのZ:と心安くなつかしうお♦ほSる、まゞに%お/>かならぬ乙と^もを盡せずの7^まひ 
契るを聞くに〇けても、かくのみ乙とよきわざにやあらむとあながちなりつる人の御けし 

きも思CA出でられて、年頃哀なる御心ばへ•とは思ひ渡う〇れどか、るかたざまにては哀を 
もあるまじき、とと思ふitど、この御行くさ.きのたのめはsでやと思aながらも少し耳とt 

:办ける、*5てもあ3ましう穴ゆめたゆめて入办來た6しほどよ"昔の人にうとくて過ぎにし 
乙となど語6給ひし心ばへはげ(Cあ办•か六か6けれど、猶うちとくべくあらざ$けりかし 

一などs•よsよ心づかひせらるVに7P、久しくとだ±給は〇事はいと物恐しかるべく^ぇ給 
_へば、Mとに出で、はいはねど過ぎぬる方よ6は少しまつはしざまにもてなし給へるを，宮 

•はsと <限なラ哀とあぼしたるに、かの人の御うつ6がのいと深う泛み給へるが世の常の 
i香のかにいれたき志め^るにも似ず泛るき匂ひなるを，その道の人にしおはすれば怪しと 

咎めsで給aて、sかな6し乙とぞとけしきと办給ふに、殊のほかにもてはなれぬ乙とにし 
;あればいはむかたなくわりなくていと苦しと覺ぇ犮るを、3ればよ必ず3る乙とはあ6な 

一ひ、よもた<には思はじとmひ彼ることぞかしと御心さ.qぎけ々。さるはひとへの御ぞなど 

I 源氏物2SI寄生 • . K蓋 
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てはのrJクあ办 もぬぎかへ給；5てけれど怪しう心ょ6外Rぞ身ic芝みにける。「かば方ぅ1-- 

てしもあらじ」と萬に問きUく、の/CJ1WCAつべくる(•:、心うくて身ぞゐさど乙/>なき。「见ひ 

間ゆる^まHJなるものを、我こをSきになどかやうにうち背くきは、乙と1:こそあれ。又^ 
>む公きA?ふばか◊のほどやはへv^•る0思のほかRうか6ける御心かな」とすべて兮ねぶべく 

もあらず、Sといとほしげに聞え給へどともかくもいらへ給はVQSへいとねたくて 
「ま^人になれける釉のうつ4がを我が身に先めてうらみつるかな」。女はあ3ましうの 

たまao<くるに、いふべざかたもなくいか<はとて、 .. 

.「見なれぬる中の衣とたのみしをかばか6•にてやかけはなれなむ」とてうち位き給へる 
けしきの限なう哀なるを見る(Cも、かvnばぞかしといと^*心/'Vましくて^$ほ/ほ/と 

乙ぼし^ふぞ色めかしき御心なるや。馘にsみじきあやまちあ6ともひ^ぶる(:はえぞ“ 

とみはつまじく、らうた•げに心苦しきさまの^給へればえも怨みはて給はず、のたまa3し 

つVか〇はZ:しらへlinえ給ふ。又の日も心のどかに大殿ごもり起きて御-Cうづ御かゆなど 
もZ:なたにまぬらす。御^つらaなども§ばかり輝くばか6高腿も/)こしの錦綾を^ちか 

5ねたるめうつしには、ょの0ねに5ちなれたる心ちして人々のすがたもな免ばみ犮るう 

ち凌じ6などして•いと先づか(C见まばさる。君liなょ、かなるうす色どもに掬1r-のほをな 

がmねtうち1iれ餘へる^5ま〇、何^もいと5sItしくことごとしきま、て^55:る人の^ 

ょそ61、可くれに思ひくらぶれアーけ劣ヶてもあぼえず。なつかしうをかしきば志のむろかな 



らぬにはぢなきなめ6かし、^/)re美くしく乙え給へ6し人の少しほをやぎたるに色はい 
よいよ白うな6てあてにをかしげな6、か、る御うつうがなどのsちじるからぬをり;<fに 

愛ぎやうづきらラたき所などの猶人には多くまrol:おぼさる、ま、には乙れをはらから 
などにはあらぬ人のけぢかく samaて.乙と(Cふれつ、おのづから盤けはひをも問き见驯 

れむはsかでか*ぐにも思はひ.必ず表か思aよ6Wべきことなるをと我がsとくまなき 

御心ならaにfeぼし知らるれば、常に心Vかけて^るき3まなる文などやちると近きみM 
子こからびクなどやうのものヒもさ6げな/、てElftへど、$るものもなし。Itいとずく文か 

に乙とずくな{Cてなほなほしきな-^ぞわざとしなけれど物にと6まぜなどしてもあるを、 
あやし猶5とかくのみはあらじかしとうたがはる、に、いと<けふはやすからずおぼ3る 

ることわ6な6かし。かの人のけしきも心あら1/女の哀と思ひぬべき^、などてかはZ:との 

外には3しはなたひ"いとよきあはa犮ればかたみにぞ思CAかはすらむかしと思；5やるぞ 
わびしくはら^、しくねたか6ける。猶いとやすからざ^TSければ、その日もえいで給はず。 

六條院には御丈をぞ二たびHたび舉れ給ふを、いつのほどにつもる御言の葉ならひとつぶ 
やく^い人ども、あ^^。巾納ヘ/rlの霜は宮のかく^6おはするを!]1flくにしも心やましく^ゆ 

れど、心4なしや、わが心のをこがましうあしきぞかし、うし/>やすべと思び二、めてしあた 
6のことをかくは思ふべしやと、急；Sてぞ思；3返して、3はSへど免3>ぼし捨てざめりかし 

とSしくもあ$、人々のけはひなどのな〇かしきほどに、なえばみ^め6しをMびや6給ひ 

I 诹氏舲gi併ihl 





iisかぐはおぼしよらむ。かぎ$もなく人にのみかしづ•かれてならはせたまへれば、iliの中 
のうちあはずさCXしき、といかなる7pのとも知CN給は^、Z1とわ6な-CNC免んに2-、V/-Sさ^く 

花の：落を翫びて世はすrすべきものと公ぼしたる程よ6は、思ほす人のためなれば、あのづ 
からを6ふし{Cつけ〇、まめやかなることまでもあつかa知らせ給ふこを有難くめづらか 

なることなめれば、いでやなどをしらliしげにliaゆ5_めのとなどもわりけ>。わらはべな 

どのな6あざやかならぬ、をりをりうちまじ6などしたるを女稃はいとはづかしう、なかな 
かなる住ま；3にちあるかななど人知れずはおぼす乙となきにしもあらぬに、ましてこの頃 

は世に響きたる御有様の華やかさに、かつは宮の內の人の见恐ふら〇とも人げなきこと、 

おぼし亂る、Cともをひて歎.かしきを、中納言の君はいとよくおしはか6聞ぇ給へば、うと 
からひあたりには見苦しうくだくだしかりぬべき心^らひの3まも、あなづるとはなけれ 

ど何かは乙とごとしく^/2て顔なら^も、なかなか覺免なくii谷むる人やあらむとおぼす 

なりけ6。今ぞ又例のめやすき3まのものどもなどせ3せ給aて御小娃織らせ綾のれう賜 
はせなどし給；3ける。乙の君しもぞ^にも劣6聞ぇ給はず、3まことにかしづき^てられ 

て、か^はなるまV心おご6省しiltを思Wすまして、あ1:衣る心ざまは乙よ攻けれど、故みこ 
の御山ずみをみそめ給D1しよ6ぞ、殺しき所のあはれSは•^受こと^^^けりと心苦しうお 

ぼされて、なべての世をも思；sめrらし深きなSけをもならひ給；3.に-ける。いとほしの人な 

らは^やと.ぞ。かくて猶いかでうしろやすくあとなしき人にてやみなむと思ふにも患たが 
ml ■ニニ-ft———, ■ -■11 - - - - ■-■1■■!11 ■ «1■ ■1 !■■■■_ ■腸———— -- H 11111—— ■-■■■■■二 .. ■■ ■■■■■■■■■■■.- - -- .二--■■■■_■■-#峰• .. m^m 
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一S八 

はデ，VAこか、^Nl:^しければ御文などをありしよぅはこまやかにて'ともすれば忍びあま 

りたるM色見せつ、間£給ふを，女^いとわびしき乙とそひに7*2る身とおぼしなげかる。a 

とへに知らね人ならば、あな劣のぐるほしと、はし穴^めSしは^力むRネ安かるべきVJ、 

昔よ63ま£なるたのもし人1Cならaきて今さらに中あしうならひもなかなか人めあしか 
るyしSすがに淺はか{Cもあらぬ御心ばへあゥさまの哀を知らぬにはあらず、5りと1:心 

かはし顔にあへしらはむもいとつ、ましく、sか^はすベからむと萬に思ひ亂れ給ふに、S 

ぶらL人々も少しもの、sふかaありぬべく若やかなるは哲あたらしき心ちして、見給a 

なて々る人とてはかの山illのふる女ばらな6。思ふ乙とをも同じ心になつかしういaあは 

すべき人のなきま、には"故姬君を思a出て間え給はぬをりなじ。おはせま*Lかば、Z:の人 
もか、る >いもそへ給はましやとsとかなしう"宮のつらくな6給は1;なげきよ6もこの乙 

といと苦しう^ゆ。男君名泛ひて思aわびて例の患めやかなる夕つ方おはした6。やが1:は 
しに御^とねさし出させ給aて「いと惱ましき程に1:なむえI1Hえ3せぬ」と人して[if]え出し 

命へるを問くに、いみじうつらくて淚の落ちぬべきを人めにつ、めば急ひて紛はして「惱ま 
亡給ふを.CSは，Sらぬ僧なども近く參6よるを、くすしなどのつらにてもみ簾の內には博ふ 

まじうやは。かく人づてなる御せうをZLなむかひなき心ちする」とliilえ給ひて、いと珞のし 
げなる御氣色なる11夜物のけしき見し人々、げにゃぃと見苦しぅ恃るめ6とて、も居の御 

雄うちお/>してよゐの僧の座ic入れ黎るを，女君誠に心ちもいと^しけれど、人のかういふ 

g 

% 

3 
レ-'- 

#- 
..il 



に、う^てけち免んならむも又いかCとつ、ましければ、物うながら少しゐざ6出で、^s 

めし給へ^N。Sとほのかに、時々もののたまふ御けはSの昔の人の.なやみそめ給へ$し乙 

ろ、まづ思ひ出でらる、もゆ、しう悲しうてかきく^>心ちし給へば、とみに物もいはれ 
ず、ためらひつ、ぞ聞ぇ給ふ。Z:よなくおくま6給へるもSとつらくて、すのしたよう几帳 

を少しおし入れて例のなれなれしげに近づきよ6給ふ•かSと苦しければ、わりなしとおぼ 
して少將の君といふ人を近う召しよせて、「胸なむsたき。表ばしなさへて」とのたまふを間 

き給ひて、「胸はお^へ穴るいと苦しう恃るものを」と打ち歎き1:ゐなほ6給ふ程も"げにぞ 
患たやすからぬ。「いかなればかくしも常に惱しう|3:おぼさるらひ。人に問ひ恃6しかば、^ 

ばしこむちもちしかなれさて又よろしき^うちりなどこを敉へ饴0しか。わまうわかわ 
かしくもてなさせ給ふなめ^^かし」とのたまふに、いとiiづかしうて、「胸(iいつともなくか 

くZ.そは侍れ。昔の人もさ乙そはものし給；5しか。長かるまじき人のするわざとか人もSひ 
侍るめる」とぞのたまふ。げ1C誰もちとせの松ならぬよをと思ふには、Sと心^しう哀なれ 

ば、この召しよせ*る人のきかむも0、まれ^%、か/2はらい^きすぢの乙とをこそ免6と^* 

むれ。^より思a聞ゆるさ^などをかの御み、ひとつicは心得3せながら人は又かたはに 
もIrrIくまじきさまに、よくめやすくぞいaなし給ふを、げに有難き御心ばへにもとI1Bき居/2 

6け6。何事につ计ても故君の御取をぞ盡せず思CA給へる。「いはけなか6しほどより世 
の^.を思a離れて止みぬべき心づかひをのみならa侍6しを、$るべき(Cや侍りけひ、うと 

源氏物紐寄生 i 
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きものからお/>かならず思ひそめ舉6しひとふしに"かのほいのひじう心はさすがにたが 

ひやしにけむ、慰がばか6に此處にも彼處にも行きか、づらひて人の有樣を見ひにつけて 

紛る、乙ともやあらむなど思；3よるを6を6侍れど、Eにほかざまには勝くベうも恃らざ 
6けり。よk：づに思a給へわびては心のひく方の强からぬわざなりければ'すきがましきや 

う0ぼ5名ら^と取しけれど"ある兮じき心のかけても^らばZLそ^ざ^しからめ、mか 

ばかりの程にて時々思ふ乙とをも間えさせ承6などして隔てなくのたまa通はUを誰かは 
咎めsづべき。世の人に似ぬ心の•ほどは^人にもどかるまじく侍るを猶うし^やすくを思 

ほしたれ」など怨み、なきみ聞え給ふ。「うし/)め/2く思alrr]えば、かく怪しと人も見思ひぬ 
べきまでは閗え恃るべくや。年頃乙なたかなたにつけつV見知る乙との恃$しかばZ: 

を" 3爻乙となるたのもし人にて今はこれよ6などさへ驚かし間ゆれjとの穴まへば「3や 

うなる折も截免侍らぬものを、sとかし乙き乙とにお•ほしおきてのたまはするや、乙の御山 

msvたちsをぎに辛うじ1:めしつかはせ給ふべき。をれもげU御货じ皂るかたありて乙 
をはとおろかにやは思a侍る」などの^まひて、猶sとものうらめしげなれど聞く人あれば 

思ふま、にもsかでかはつぐけ給はむ。との方をながめsだしたれば"や％やう暗うな力に 
たるに蟲の盤ばか6まぎれなくて、山の方をぐらくて何のあやめも見えぬに、いと患めやか 

なる3ましてよらゐ給へるも煩はしとのみ內には5:ほさる。「限だにある」など、sと忍びや 
かにうちずじて「思a給へ心びて侍办。音なしの里ももと.めまほしきを、かの山Mのゎ^み 

ぬ 



に、一わざと券などはなく.とtP昔覺ゆる人がたを^：つく 6辦に%:書きとめて行ひ侍らむとな 
む思；3給べな-^にたる」との穴まへば、「哀なる御願ひに又うたてみ穴vbし川近き心ちする。 

人が^-Z;--そIJ1心；SやAsとほしう恃れ。乙がねもとむる繪師もこをなど、うし/)め^うぞ侍る 

や」とのたまへば、「そよそのたくみも繪師もいがでか心に•はかなふべきわざならむ。近き# 

に花ふらせたるたく/>もばべなけるV」、さやうならひへん^の人もかな」など、とざまかう 

ざ^ic忘n-ひ方なざよし^狄き給;;氣色りいと心深げなるも、いとほしう^づらはしうて 

今少しずべ^Sよ.^て，「人がたのづいでに、いと怪しく思ひよるまじき{を乙を思ひ出で侍 

ilJとのたまふげは；5の少しなつかしきも、いと姑しく哀にて、「何事にかいふま、に^! 

帳の患たよう手をとらふれば、いとうる3 くnrひな.bるれど、いかSまにしてか、る心をや 
めてなんらかに^らむとIn心へば、乙の近き人の思はむnjとのあいなくて、さかげなくもてな 

し給べ6。「部tilは世にあkむとも知らざ6し人の、このS頃遠き處よAものして尋ね出て 
穴6しを"疎くは以ふまじけれど、またうちつけ：に、5しも何かはむつ.び思はむと思ひ孥6 

しをゞいつころきた办しこも‘やしきまで昔の人の御けはひに通ひたりしかば哀に铿ぇ 
なAr-foしか、かたみな.ど、がう•思ほしのたまふめるはなかなか何事もあさましうもてiiな 

れた办となむ皆人々TP sび侍$しu sとさし名あるまじき人の、S:か^Jかはあ々けむ」と 

のたまふを夢がた-^かとまで聞く。「Sるべき故あれば乙をは、3や5.にもむつび聞ぇらる 

らめ。などか今までかくもがすめさせ給ばざらむ」とのたまへば「い3や、をの故もいかな$ 

!1^ 1 ■ - !11i 
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:blr乙と、もMびわわれ像ら•す〇物ぼわ^き有橇どもにて世にfe>らとまひさすら/ひとr 
らむとのみうしゐめたげにおぼし*6し乙と父もを、唯.一人かきあつめて思ひ知られ(.IFる 

に"又あいなき乙とを3へ打ち添へて人も聞き傳へむ乙そ、SとSとほしかるべけれ」との 
たまふ氣色を見る1C"宫の忍びて％のなどのたまaけひ人の、患の•ふ草摘み置きたAけるな 

るべしと見知6ぬ。似^$とのたまふゆか$に耳とま6て、「かばかヶにても同じうはs a 

はてさせ給ひてよJといぶかしが6給へど、Sすがにかたはらいたくて、えZ:まかにも聞え 
給はず。「尋ね1;とおぼす心あらば"そのわた$とは聞えつべけれど、委しうはしもえ知らず 

や。又あま6 Sはゞ御心あと6もしぬべき乙とになむ」との/2まへば、「世をうみなかにも 
たまのあ-CNか/2づね(Cは心の限6す、みぬべきを"いとSまては思ふべきにはあらざなれ 

ど"sとかく慰めむ方なきよ$はと思ひよ6侍る。aとか^の願sばか$には、などてかは 
山里のほんぞん1Cも思；s侍らざらひ。猶たしかにのたまはせよ」とうちつけにせめ聞え給 

ふ0「Sさやいにしへの御許しもなからし乙とを、かうtでももらし聞ゆるもかつはsと口 
かるけれど、へん化の^くみもとめ給ふいとほしさに乙を、かくも」とて、「sと遠き所(C年 

頃へRけるを母衣るAQいとうれはしき乙とに思ひ1:あ^がvtc尋ねよ-^しを、はし^攻 

く 7PえいらへV侍$しにネのし^ヶしな6。ほのか攻$しかば^や何事ネ思61しほどよ-^ 

は見苦しからずなむ見えし。乙れをSかさまにもてなさむと歎くめ6しに、佛にならむはS 

と乙よなき乙と{C乙をはあらめ。Sま•てはSかでかは一など聞^たまふ。げなくてかう 



ぅるさき心をIsかて.はなつわざもがなと思；5給へると見るはつらけれど、3すがにあはn 
な^V。あるまじき乙AJyは深く思；3給へる^のから、けしよぅにはし^なきさ爻にはぇ？Pて 

なし給はぬも見知$給へるにZLをはと思ふ心時めきR夜も.いたぅ更け行くを、內には人め 
Sとかたはらいたく覺克給CAて、ぅちたゆめて入6給ひぬれば男君乙とわ^CNとは返すがへ 

す思へど、猶いとぅらめしぅ口惜しきに、思；5患づめむ方もなき心ちして淚の乙fる、も、 

わ/けれ•はよ/>^{0思^み^るれど3ひ^ぶるにあ3はかな；％^1;もてなしは/2猶ハとぅ./2 
て我がため毛あいなかるべければ、念七がへして常よ4もなげきがち^て出で給ひぬ。かく 

のみ思ひてはいかVすべからむ、苦しうもあべいかな、いかにしてかは大かたの世のもどき 
あるまじきSまにて、さすがに思ふ心のかなふわざをばすベからむなど、お6たちれんじた 

る心ならねばにや、我がため人の/2めも心安かるまじき乙とをわ^^なくおぞしあかす。以2 

4とのたま；3つる人をも、いかでかは誠かとは見るべき、3ばか.CNのきはなれば思ひよら1; 
，に方たぅはあらずとも人のほいにもあらずは、ぅるさくこそあるべけれなど、猶をなざま 

icは心もた、ず、宇治の宮を久しぅ見給はぬ時はSと <昔遠くなる心ちして、す < ろに6ヂ 
をければ、ながつきはCvかあま6のほどRあはした6。いと <しく風のみ吹き拂ひて心すご 

ぅあらましげなる水の音のみやどにて人かげもことic見ぇず〇見るにまづかきくらし 
悲しきことぞかぎ6なき。辨の尼召し出でたれば、Sぅじ口に靑にびの儿帳^し出で、參れ 

办。「いとかしZけれど、ましてSと恐しげ{C待れば、つ、ましくなひ」とまほには出でこず。 

11- 一■:■■ '■: i — 
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「$かにながめ給ふらむと思ひやるに、同じ心なる人もなき物語も聞之むとてなむ。はかな 
X-7P锻る年月かな」とV涙をひとめうけてあはするに、老びとはいと <更•にせきもあへず、 

「人のうベに•てあいなく 7P.のを思ほすめりし頃0空ぞかし：と思a給へ出づるに、いつと侍ら 

ぬ中{Cも秋の風は身に^みてつら、う^え侍ヶて、げにかのなげかせ給ふめ6しも^るき世 
の中の、御ありstをほのかに承るもさtざまになむ」と間ゆれば、「とある乙と名か、るこ 

と^、ながらふればなほるやうもあるを味氣なくfeほし志みけむこそわがあや貪ちのやう 

に猶悲しけれ。この頃の御あ63まは何かそれこ.そょのつねなれ。されどうしろめ穴げには 

見え問え給はざめ4。ssてネいひてもむなしき空にのぼりぬる煙のみ乙を誰ものがれぬ 
Zとながら後れさきだ〇ほどは猶いといふかひなかJけれ」とてもtた泣き給ひぬ。阿間梨 

召して、冽のかの卿忌日0經佛のてと^どの力^^「Sて此處にかく峙々名のするにつけ 
て^p、かaなき；乙との安からず覺ゆるがいとやくなきを、乙の寢殿乙ぼちて、かの山寺の傍 

に；觉攀でむ土なむ思ふを同じう；はとく始めてむ」とのたまひて、堂いくつ廊ども僧房など、 

あるべきCとV7P害きいで.のへたまひな.^せ3せ給ふを「いとy2ふとき乙と」と間え泛らす。 
「昔の人のゆ^ある御住まひに先め造方給aけむ所をひきこぼ^むもなさけなきやうなれ 

ど、を.の御志も功德の方にはす、みねべ(く5:ほしけむを、とまり給はむ人々をおぼしや$ 
て、13*は：おきて給ばざ6けるにや。：今は兵部卿宮の北の方乙そは知6給ふ、へ，ければ、かの 

宫の御料ともsaoベくな.6にた6。されば乙-\ながら寺にな5む乙とはびんなかるぺ 



-V心に^かせて5も^せ:1>。所の5まもあ爻りに川づら近くけ表ょうにもあれば潛寢殿をう 

-Lな；5てこ^ざまに7P造$かへむの心(Cてなむ」^の/2まへば「とざまか5ざまにいともか 
ム乙.:5*ふとき御心^-^。むかじ、別を悲みてかばねをつ、みてあま^の年くびにかけて侍 

••6ける人も佛の御はう'べんにて、かのかばねの铤を捨て、遂に；3じりの道にも入“侍りに 
ける--〇で.0寢殿を御赀ずるにつ付て御心動きおはしますらむ。ひとへにたいだいしき御事な 

6。又後の世の御す\めと名なるべきN』-^:に恃$け公。急ぎ仕うまつらすべし。乙ょみの博 

士のぇらび申して侍>;bむ日をうけ給，は办て物のゆA患.6/2ら〇たくみ二三人をたまはうて. 

乙まか^る乙とぐも，は怫の御敎、のま >に仕うまつらせ侍らむ」と111す。とかくのたまa定め 
て"みSうの人ども召し.て、乙のほどの乙とvも阿間梨のいはむま、にすべきょしなど仰せ 

給ふに、はかなぐ谘れぬればその夜はと給aぬ。この度ばか$こをは見めとおぼし 
て、たちめぐ$つ、見給へば、佛7P皆かの寺に移して•ければ尼君のお乙なひの具の^•あ6。S 

とはかなげに住まaたるを哀にsかにしてすrすらむと見給ふ。「乙の寢殿はかへて.建つベ 
きやうあ-CNO造6出でむほどはかの廊に物し給へ0京のfeにと6波5るべきものなどあら 

ば、み3うの人召してあるべからむやう1C物し給へ」など、爻めやかなる乙とVtPを語らひ 
給ふ。ほかにてはかばか63だすぎ^らむ人を何かと見入れ給ふべきKもあらねど、よるも 

近くふせて背物語な^せ3せ給ふ。故權大納言の君の御有機毛聞く人なきに心安くていと 

ziKやかR問ゆT:4はとな6給；3しほどi.c珍しくおはしますらむ御有様をSぶかしきもの 
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に思a問'i$せ給ふめbし御氣色などの思ひ給へ出でらる义に、かく思aかけ侍らぬ世の 
，末1C、かくて見奉-^侍るなむ、かの御世にむつましう仕う舉6おきし^るしのおのづから侍 

6けると、嬉しくも悲しくも思a給へ知られ侍る。一心うき命のほどにて、かくさまざまの，j 

とを見給へすぐし思ひ給へ知-^恃るなむ、いと恥しう心うくなむ恃る。，Kょ6•も時々は參6 

て見舉れ、钱)}(左く左え1らはてViるit、乙ょなう思ひへ^てげるなめ6などe>たまitずる 

を6をり侍れど、ゆ、しき身(Lてなむ。阿彌i>lf佛ょりほかにはii奉ら兮ほしき人もなくな$ 

にて時る」など間ゆ。故姬君の御事どもは/2つきもせず、年頃の御有樣など；11¢て、何のを$ 
なにとの穴まひ1、花紅葉の色を见て名、はかなくょみ給ひける歌がた6などを、0きなか 

らずうちわな、き-y2れど、Z1めかしう、Mとずくな、るものから、をかしかりける人の御心 

ばへか*^:七のみ、51とV聞きそへ給ふ。^の御方は今少しいまめかしき冬のから、心許さ< 

らひ人のため(Cは、はした在くもてなし給a.つベく乙をものし給ふめるを我にはいと心深 
くなSけなさけしとは見えて、sかで過してむと2:そ思CA給へれなど心の中に思aくらべ給 

ふ。さて物の〇いでに、かのかたしろのことをsひ出で給へ6。「京に乙の頃侍らむとはえ知 
6侍^ず。人づてに承りし乙とのすぢな、^V。故宮のまだか\'る山ずみもし給はず、故北の 

方うせ铪へ6けるほど近からける乙ろ中將の君とて■侍aける上菔の心ばせなどもけしうは 
障らV06け名を，sと忍びてはか衣きほどに物0方^はせけるを知る人も侍らざ6ける“、 

を乂なごをなむ產みて侍-^けるを、さ毛やあらむとおぼす乙とのあ々けるからに、あSなく 



煩しうものしきやうにおぼしな-0て、爻たとも御覽じ入る、ことも侍らざ.CNけう。あいなく 

をのZ:とにおぼし乙$て、やがて大かたaじりにならせ給ひにけるを、はしたなく思；5てぇ 
侍はずな6にけるが、みちのくのかみのめにな^^てくだ6けるをaと、せのぼ-^て、をの君 

*ひらかに物し給ふょし、乙のわ/2办にもほのめかし申した办けるを問し召しつけて1更に 
か、るせうをこあるべき乙とにもあらずとのたまはせ放ちければ、かひなくてなひ歎き伶 

6ける。さて又常陸にな6てくだり侍りにけるが、乙の年頃おとにも聞ぇ給はざ6つるが、 
乙の春のぼらてかの常tcはtね參66けるとな1;ほのぎ、侍$しeかの君の年はは*ち 

ばか-^になり給aぬらむかし。いと美しく生a出で鞭ふが悲しきことなどこそ中頃は文に 

r&〈戴きつVけてな〇はべめらしか」と間ゆ。委しう聞きあきらめ給CAて、3らば誠にても 
あらむかし"見ばやと思ふ心出で來ぬ。「昔の御けはCAにかけて名ふれたらむ人は知らぬ國 

嗦でも尋ね知らまほしき心ちのあるを、かずtへ給はざ6けれど思ふにけぢかき人に乙を 
はあなれ。わざとはなくとも乙のわたりに音なふ折あらむ〇いでに、かくなむいaしと傅へ 

給へ」などばかぅのた•まa置く。「母君は故北の方の御めaな公。辨も離れぬなからaに侍る 
べきを、をのかみはほかほかに恃$て委しうも見給へなれざ6き。さいつ乙ろ京よ$大輔•か 

もとよ6申したりしは、かの君なむいかでかの御蕻にだに參らむとのた^ふなる、3る心せ 

よなど恃办しかど、-^;2乙、に5しはへてはぉとなはず恃るめ6。今3らにさ樣のっぃでに 
かく石おほせごと犮ど傅へ侍らむ」七間ゆ。明けぬれば歸$給はむとて、よべ後れて名て參 

调氏物S2锊生 一— 
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れる絹綿などやぅのもの！：間梨に4 くらせ給ふ。尼君にもたまふ。y:師ばら尼君のげすども 

ゆ兮ざ6ければ身のほどには"$とめやすく乏めやかRてなむ行ひける。木粘の*へが^き 
まで吹きとほしたるに、残る梢もなくち6しきy2る紅葉をふみ分け、る跡も見ぇぬを見わ 

犮して、とみにもぇ出で給はず。sと氣色ある深山木にやど6たるBの色etた殘ぅたる。 
乙だになど少しaきとらせ給；：sて肖へとおぼしくてもたせ給ふ。 

「やど6木七思ひいでずばこのもとの旅ねもいかに^びしからまし」とひと6ごち給ふ 
.を聞きて、尼君、 

「荒れはつるくち木のもとをやど4きと思ひあきけるほどの悲しさ」。飽くま\」ふるめき 
龙れど、故なくはあらぬをぞいかの慰めにはおぼ3れける。宵に紅葉窣れ給へれば^宮 

あはしますほどなぅけの-Kょ-csとて何心もなくもて參6たるV'女^例のひ〇かしき 
こともこをと苦しくおぼせど、と〇かくさひやは。宮「をかしきBかな」とたrならずのたt 

aてめしょせて见給ふ。御丈には「日頃何事かあ(1しますらむ。山][Lに伶6ていとV#の朝 
霧に惑ひ侍办つる、御物語7Pみづからなむ。かし乙の寢殿、堂になすべきrJと阿闊梨に物し 

つけ侍$にき。御許し#りてこをはほかR移す乙とも物し侍らめ。辨の尼君に3るべきぉほ 
せごとはつかはせ」などぞある。「よく？^つれなく甞き給へる文かな。t</>あ$とぞ間きつら 

む1-とのたまふも少しはげにさゃぁ6っら0。女君は乙となきを嬉しと思；5給ふに、ぁなが 

1 
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ちにかくのたまふをわしとおぼしy-csち怨じて尻給へる御さま、萬の罪も許し〇ベく 
をか丄。「返事您いたま、へ0见じ^」とてほかざまにそむき給べ<^。あまぇて#^ 

しければ、「山]]1の御あiきの羡しく 7P侍るかな。かしN；はげにSやうにて乙をよくと思ひ 
給へしをr殊alu又いは^の屮名とめUよ.cnは、あら：--Lはつまじう思a侍るを、いかにもS 

るべきr&ま(Cな3せ給はv>/>か-^らずなむ」と問ぇ給ふ。かうにくき氣色名なき御1;〇び 
なめ$と見給CAながら我が御心ならひに、六vならじとおぼすが安からぬなるべし。かれが 

れなる前栽の中に尾花の7Pのよとに.手をSし出で、招くがをかしう見ゆるに、またほ 
に出でさしたるも露をつらぬきとひる511の緖はかなげ{Cうちなびきなど、列のことなれど 

夕風なほ哀な6かし0 

「ほにいでぬもの思ふらし乏のず、き招くたもとの落しげくして」。なつかしきほどの御 
ぞど7Pに直衣ばか6着/2まひて琵琶を彈きゐたまへ.CN。わうしき調のかきあはせをいと哀に 

aきなし給へば"女君tp心に入1給へる乙とにて物^んじもぇしはて給はず、ちひ3き御儿 
帳の〇まよら脇息によ办か、-CNてハほのかtcさしいで給へるいと見まほしくらう々ヂな 

「秋はづるのべの氣色名泛のず、刍ほの^く風Rつけて乙そしれ。我が身びとつの」とて 
涙ぐ^る、が3ず♦かR.恥しけ：nば扇を^ぎちはしておはする心の巾もらうたくなしはから 

:sれ:^か、るに乙を人7ft思a(iなたざらめと疑！iし^がたvならでうらめしきなめ 
菊の^だよくもうo/>aはてぐ、わざとつく/>ひy2て：$せ給へるはなかなかおをきに、いか 

海氏物語寄生 
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なるひともとにかあらひ0$と見所あ.公てうつろひたるをとらわきて折らせ給ひて、「花の中 

•KCAとへに一とずじ給Sて、「なicがし.のみ乙の、乙の花めでたる夕どかし、いにしへ天人のか 
け6て琵琶の手敎へけるは。何事名淺くな&に^る世は物うしや」とて御琴Sしおき給ふ 

VJ、口惜しとちぼして、「心Z.を淺くもあらめ、昔を傳へy2らVこと3へはなどてかさしも」 
とて、覺束なき手などをゆかしげにおぼいたれ^r3らばaと6ごとはSうざ5しきに3し 

いらへ泛給へかし」とて人召して箏の御琴と$よせさせて彈かせたてまつり給へど「昔Z:そ^ 
ねS人劣のし铪；5しかど、はかばかしう诎きもとめずな-^にしものを」とてつ、ましげ(Cて 

手ネふれ給はねばTかばか$のことTP1て給へるこそ心うけれ。この顷见るあ^りは、まだ 
いと6とく VきほどRもあ>b-ねど、か/2な6なるう；3 Mとをもかく r/す乙そあれ。すべて女 

はやはらかに心美くしきなむよき、とと乙ををの中納言毛定むめ6しか。かの君にはたかう 

もつ、み給はじ、乙よなき御中なめれば」などまめやか1Cうらみられてどうち歎きて少し去 
らべ給ふ。ゆるびた-^ければ"ばんしき調にあはせ給ふ。かきあはせなど、つまあとをかしう 

聞ゆ。伊勢の海謠a給ふ御聲のあてにをかしきを女ばら物のうしろR近づき參6て、^みa 
ろご办てゐ^26。「ふたご、/5おはし^-すはつらけれど、それも乙とわ办なれば猶わがお前 

をばさsはaびと、乙を申さめ。か、る御あ合さ爻に爻じらa給ふべくもあらざ令し年頃 
の御住ま；3を又歸6なまほしげにおぼしてのy2まはするZ.をいと心うけれ」など、^ゞいひ 

(CSへば、若き人々は、「あなかまや」と制す。御乙とども敎へ奉りなどしつ、、三四日籠4あ 



尨山V、御物忌などことつ討給ふ^、かの殿•{•:はうらめし◊おぼして、おとくうちよら出で 
給:.CAけるま、に此處に參6給へれば、宫ことごと-Lげなるさまして、「何しにいtしつるぞ 

土よ一と-IT.つか6給へど、あなたに渡6給；：3てたいめし給ふ。「、となる乙となき程はSJの院V) 
見?久しうな6侍41及に乙そ」など昔の御物語ぶど少し問ぇ鈴ひて、やがてひきつれ聞ぇ 

始ひて出で給ひぬ〇御子:^:もの殿ばら’さらぬ上達部殿上人などもいと多くひき續き給へ 
る、御いきほ；Sこちたきを見るに、ならぶべく劣あらぬぞくしいた加办ける。人々のぞきて 

見奉-^ズ、「$も淸らにおは1ける.おと<かな-°3ばか6いづれともなく若う5かりに\し淸 

げに:^はさうずる御子ど7Pの似給ふべき7Pなか6けあなめでたや」とSふもあ$、又「3 
ばか6や/Lご上^げ龙る御Sま(Cて、わざと御迎«;:參6給へる乙夺にぐけれ。やすげなの世 

序」など打ち歎くもあるべし。御自らもきし方を思*a出づるよ6,はじめ、かの華やかなる御 

なからひに立ち^じるべく tpあらず、かすかなる身のあぼ免をといよいよ心ぼそけnば-猶 

心安く籠ら居なむのみ乙をめやすか一らめなどSと <覺ぇ給ふ。はかなくて年も翦れぬ。むつ 
きのつごも々が/2よ6例ならぬ5丈此惱み給-;>^-%宮又卸覽じ知らぬ乙とにて、いかならむ 

と^rし^きて、^^ぼ'^など所令.(Cてわま^^さ^^ふ。x々^^>そへ5そ输ふ。いとい 

为う顧ひ給へば、きS >の宫よ67P御とぶら；5あ办。かべて三七せに-^办ぬれど、一所の御 
*itAJを-^>^かならね。大かたのiHricはもの-%の'Lうも，もてなし間え^•はざ6つるを、乙のを 

6ぞ、いづZ.にもいづセ.にも聞し召し驚き*1:御とぶら；3ども聞え給ひける。中納言の君は宮 

逝氏物語寄/K 一i 
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のあぼし騷くらむに名劣らず、いかにおはせむと激きて心苦しくうしろめたくおぼさるれ 
ど、限ある御とぶらaばか4乙そあれ、あま67Pぇまうで給はで忍びてe御いの6などもせ 

3せ給；5ける。3るは女二の宫の御4ぎ^.^乙のごろにな.onて世の中aぐきいとなみの、 
しる。よ/>づのZ:と帝の御心aとつなるやうにおはし急げは、御後見なきしもぞなかなかめ 

でたげに見ぇける。女御の^おき給へるZ1とをばさるものにて、つくもどこ/>さるべきず6 
やう'(!:7^>などと6ど^\に仕うま-'0る事ど7^いと限なし。やがてその程(?:參6そめ給^べき 

やうにあ*^ければ、男が^も心づかひし給ふ乙ろなれど、例の乙となればそな^ざま(Cは心 

もからでV」の御乙とのみいとほしうおぼし歎かる。二月のついたちごるに.、なほしものと 

かsふZ:とに權大納言にな6て右大將かけ給CAつ.0右のあほs殿左にてあはしけるが辭し 
給へる所なりけ$..°よろ乙びに所どころあ-^き給；5V、NJの宮{Cも參6給へゲ。いと苦しう 

し給へば、乙な力にあはし：1Hす程犮6ければやがて參り給へなどroぶらびて、5とび 
んなきかたにと驚き給ひて、あざやかなる御なほし、御したがさねなど奉う、ひきつく K?a 

て、おりて^ふの拜泛たまふ御有樣どもとうどうにいとめでたし。やがて今宵つかSの人R 
祿たまふ。あ.るじの所にとさうじ奉り給ふを、惱み給ふ人によなてぞおぼしたゆたa給ふめ 

る.：左の；おほs殿の芝給ひけるま、に.とて六條院にてなむあうける。^/Lがのみ乙たち、上 
灌郁、大缠に劣らず、あ^りさねがしき1w•でなむつどa給ひける。•この宮もわ^$給ひて"泛 

づ心なければまだて土はてぬに急ぎ歸6給へるを"あほい殿の御方には「sと飽かずめざ^ 

.tT：^3SSi 



しう，」どのたまふ。劣るベうもあら-ぬ御程^voをPハ今のあぼtの華やかさにあぼしおご6て 
あじ^ち—てなし給へ^なめヶかし。からうじてそ.の曉に男(Cてうまれ給/るを、宫もいと 

かaある3まにて嬉しくおぼしy2j.-o大將殿も喜びi.c添へて嬉しくおぼす。よべおはしまし 
たがしかしこまやがて乙の御よろ乙びも打ち添へて^ちながら參ヴ給へ6。かく籠$ 

あばし^せば參給は51人なし。御うぶやUなS三日は例の唯宮の御ねたく:-1>ごとRて、五 
日の夜、火將殿よかとんじき五十具、rてのぜに、わうはんなどは世のつねのやうにて、こも 

ちのあ前のつ5かさね三十，：^ごの御ぞ：50へがさね15:.て御むつき^どぞ乙とごとしか>らず 

忍びやかに乏なし給へれどバこまかに見ればいとわざとめ衣れぬ心ばへにぞ見ぇける〇莒の 
ち前にも(•>せんか5.-のをしき、たかつきどもicてハふずく參らせたまへ6。女房のお前にはつ 

いかSねをばr&る？pのにて、aわ6ご三十rsま.ざま^つ：べしたる乙とVもあ々。人目に乙 
とごとしぐは乙と-3ら患なし給はず。：七,0の夜はき3いの宮よ々の御うぶやしなひなれば 

參6給ふ人々いと多かぅ。宮の大夫をはじめて殿上人上達部數知らず參$給へ*^。內にも聞 
し召してハ宫の始め^i>となび給ふ^.るにはいかでかはとのたまはせズ御 

ベが：P九日も、^ほい殿よ^ttうま〇らせ給べ6。よ^しからず^ぼすあた6なれど宮の^ 

ぼ3む所あれば、御子の：君速など參6給'aて:•>すべ.1:いと思ふ乙となげ^めで^ければ、御 
みづからも月頃物思«しぐ心^の惱しきれつけて^心ぼそうあぼしわ力.〇っ名へかく怎 

，もだ：\*-しう今めかしき事.どもの：多かれば少しは慰みもや患給ふらむ、大將殿は、かくのみ為 

谏氏物SS寄生 雲 
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と^びは$給ふめれば•、•.いとYわがか^ざまはけ^ほくやならむ、又宮の御志も、え^ 

ならじと思ふは□:惜しけれど又始ぶうの心おきてを思.ふにはいとうれしうネあ力くて 

乇の丹ニー十日あthのほどにぞ、藤壺の宮の御もぎの乙とあ^•て、ま^の日なむ大將參6給 
aける。ぞの夜のことは忍びたるさまな多。天の下ひCきていつくしく見えつる御かしづき 

に？、人のCし奉6給ふ•そ猶飽かず心苦-Lく見ゆる。「5る御ゆるしはありながちも只今か 
乂しも•急がせ給ふ嗳pき乙とぞかし」とそじちはし^.R思ひの^,ヌふ人ネあ彳けれゼ、あぼ 

したちぬる；とすがすがしう為はします御心(Cて"きし方の六めし力き甘て同じくばもて 
な3むとあぼしあきつるなめ4。みか:^の御婿になる人は昔も今ネ多かれど、かく避の御世 

に2ゞ人のやうに婿と5急がせ給へるたraは少く，やあうけ^-.〇左のおと.•、も珍;b力6け 

る’人の御あぼえ宿世なクt故院だ，に朱雀院の御未にならせ給aて、今Uとやつし給ひしき 
はにZ.をかの母宮をえ奉ゲ給；3しか、我はまゾて人も許3れぬものを，ひ/>ひた6しや-と 

のたまひづれば宮はげにとおぼすに《恥しうて御いらへも之^給はず。三日の夜は大藏卵ょ 
ヶはじめて•、かの御かたの心ょせにな^せ給へる人々けいしKあほせごとた^ひて忍びや 

かなれど、かのごぜん、隨身、車どひ、舍人などまで祿穴爻はす。そのほどの义とは私ごと 
のやうにどあ力け0。かくてのちは忍び忍びに參う給ふ。心の5ちには猶忘れ難きいにしへ 

ざまの-み覺え.て、迸は里に起き臥しながめくちして焱るれば心よりほかK急ぎ參6給ふも" 
ならll^^t>.にいと物.5-く苦しうて.、まかでさせ奉ら1;ことを？:'あぼし•お3てける。母宫は 



r» 乂二-YJU: -•、:★上，kiUdふしム“V-Uム:;仏'^^孤ぬトニ.:へ.：1•厂ベ::-.;:.- 
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sと嬉しきことにおぼして、おはします寢殿を讓6聞え給ふべくのたまへど、いとかたじけ 
なからむとて御ねんず堂のあは；5に廊をつゞけ：て造らせ給ふ？西ちもてにうつろ；3給ふべ 

きなめ公。Sんがしの對どもなども燒けて後、鼯しくあたらしくあらまほしきをいよいょ磨 
きそへつ、Z:まかに患つらはせ給ふ。か、る御心づか；3を內にも聞し召して程なく打ち解 

けうつろa給はひをいかてとおぼした^N。帝ときこゆれど心のやみは同じ乙とになむおは 
しましける。母宮の御許it御使あヶける御文にも唯乙の御事をのみな1;聞えSせ給へ6け 

る。故朱雀院のと6わきてZ:の尼君の御乙とをば聞えSかせ給；3しかば、かく世をそむき給 
へれどおと/>へず何事ももとのまぐに、奏せ3せ給ふ乙となどは必ず聞し召し$れ"御用意 

深か$け-^。かくやんごとなき御心どもに、か^み(C限^N7PなくtpてかしづきSわがれ給ふ 
あ7pだ、し5も、いかなるにかあちむハ心のうちに.は殊に嬉しくも覺えず、猶ともすれば、う 

ち衣がめつ、宇治の寺造る^とをば急がせ給ふ。宮の若君の：，Sかにな$給ぶ日、かぞへと6 

給61て，そ0ネち〇1のいそぎを心にスれイ、乙ネ0^^办ごなどま，てみいれ〇、、よのつね 
のなベてにはあらずとSほL心ざしV、ぢん、紫檀"しろがね、乙がねなど道❖の細工^もい 

と多く召し侍はせ給へば、我劣らじと5まざまの事どもを^いづめか。みづかちも例の宮の 
おはしまs gaまにおli-したみ。心のなしにやあらひ、今少しおもお名しく、やんごとなげ 

なる氣色Sへ添a•にた{と觅ゅ。今は36とも1;っかしか4しす\:*^ご*).」などば思^まぎ 
れ給aにたらむと心安くてたぃめし.給へ-^-3れどぁ61ながらの氣色^まづ淚ぐみて|:心に 

琢氏物ss资生 一〇芸 
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V. 

もあらぬまじらひひいと^思のほかなるtpのに乙そと、•世をmひ給へ亂るV乙とのみなむま 

さ办にたる」ど、あいだちなくど憂へ給ふ。「いとある^じき御乙とかな。人もこそおのづから 
ぼのかにも漏$聞き侍れ」などはの^まへど、がばかりめでたげなる事ども1Cもなぐ3まず 

忘れがたう^え給ふらむ心深さよと哀に思a間え給ふに、お/.かにもあらず思a如られ犮ま 
ふ？公ばせましかばと口惜しう思a出で間え給べど、をれもわが有樣のやうにうらやみなく 

身を怨むべかうけるかし、何事名數ならでは世の人めかしきミもある^じかAけ6と覺ゆる 
にぞ"sとYかの奵ち解けは1:入やみなひと思ひ給へ-^し御心^きてli猶殊に重令しう思 

认出でられ徐ふ',0避菰ヒそちに少かしが：-|!9え綹へば"恥しげれど何かばへだて滇にも^ら 
む、心みなき乙とひとつに.つけ1:怨みらる、よ6ほかにはいかで乙の人の御心(Cたが11じと 

おぼして、自ちはともかくもいらへ間え給はで、めのと-1,て3しいで5せ給へ6。5らなる乙 
となれば、lc;くげならむやは。ゆ、し^>まで白く美くしうて、たかやかに物語し，うち^み給 

ベる顔ヒ见る(u我がものにて見まほしう、うらやましきも世の思aはなれがたくな3ぬる 
にやあらむ。されどいふかひなくな-cs給aにし人の世の常の，有様にて，かやうならむ人をも 

とVめおき給へらましかばとのみ^えて、‘“の明あ％•たVしげなる御あ^6に、いつしかな 

どは思ひよら^Mそ、あ^6すべ^き君の御，心なめれ〇かくめ、しくねぢけて、兮ねびなす乙 
をsとほしけれ。志かわろびかたほならむ人を帝の：と办わ•きせちに近づけて00び給ふべ 

きにもあらじ洛のを、ま乙としきか/2ざまの御心おきてなど乙そはめやすく^のし給ひけ 



•:"めとぞ推し景るべき。げにいとかぐ幼きほどを、見せ給へるも哀なれば例ょヶは物語など乙 

，:まやかに冏爻給ふほどに、慕れ仪れば心やすく夜をだにふかすまじきを苦しう错ゆれば％^: 
;.げくなげく出で給ひぬ。「をかし0:人の御にほび令;°ヒヶクればとかいふや5*,に玆.も尋ね來. 

，.ぬべかめう」など煩しがる若きAもあち.夏にならば三條の宮ふ穴がる方にな办ぬべしと定 
ノめて"うづき朔m頃せちぶんとかいふ乙と、まだしきS-ざ(C渡し.奉^Na。あすとての日、藤壺 

にうへわたらせ給；Sて藤の花の宴せSせ給ふ。南の廂の御簾あげて御いしたてた6。あ氐や 
けわざ((:て、あるじの宫の仕うまつ6給ふにはあ^！ず。±:達部殿上人のきやうなど藏づか5 

.ょク仕うまつれ$。左のおとV、按察の大納言、藤中納一言1左兵術督、‘こ達はH-宮、常陸宮な 

rどSぶら；3給ふ。南の庭の藤の花のもとに殿上人の座は患/2^。乙うらう殿0*ひん奸しにが 
くその人々召して蘿れ行くほどにrsう調吹きて、5への•御あをびに宮の御方ょ6御攀ども 

ぐ笛などSださせ給へば：•おとCをはじめ舉办てお前1Cと^*つ、參6給ふ0故、六條院の觀手づ* 

から遜き給CAて入，道宮に奉らせ給；3し、きん0:諧二卷で5;葉の枝につけたるをおと<取6箱 
Sて奏し給ふ。つぎつぎに、きん、さうの御琴、琵琶"'和琴など§院のものどもな公け办。笛 

はかの夢icつたへしいにしへのかた¢7)み?::また^:¥ve).、t.な-cOoめでさ.せ烚CAければ、 

このを6のきよらよ办又はいつかは(i'-えばえしきついでゆあらびどfeぼして、と5•て給へ 
るなめ-CN。おとVIP琴、三宮琵琶、と办ど，CSにたまふ。±-將•の：御笛ばげんe世になき音のかざ 

6は吹き^て給；3ける。殿上人の中(Cもr&うがにつきなからW-どもけ召し出てつ、、いとあ 

谏氏物25寄生：： S • 
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もしろヲ遊ぶ5宮の御方よ6ふ.ずくまゐy給ふ*-o沈の折败啤つ、紫•根.の•た 
の打贩に5:-りぇだぬひ*办0し^がねのや5.き邊璃の御さ.かづき、瓶子は緋瑠璃なち兵^ 

督t:かなひ杜5,まつ$給ふ。御说t:々ヶ输ふに、i、と；S急き，ジて’はび/Lなかるべし^i 
'御中に、は7C!$-るべき^はせ^ば大將にゆ，'ヴ()-聞^給^-を慨6巾し給べど、御氣色も、ぃか、 

あ-csけ1;,御盃櫸げて、rをし」との^^-へを乙れづかa*もてなし3へ例0-おほやけごとなれ 
'ど人に似ず見ゆ^も、けふは、sとぐみなし3へ^ぶk:•や^):Gむ。さし返し給は办て、あぅて 

舞踏し給へ•る程sとたraなし。上M-のみ子達おどくなどのた^はデ給ふだに、めでたき乙 
となるを"乙れはまして御婿に-て、毛てはやされ奉会給べる御5:ほえあ/>がならず珍しきに、 

かぎりあればくだ$穴石座に歸6つき給ふ程、心苦しきまでぞなひ見±ける。按察の大納 

言け我乙をか.、るめも見むと思aし4、炊^のれざやと思CA居給べと乙の宮の御母女御を 
ぞ昔心かけ問ぇ給へ$けるを參6給a\し後も猶思ひはなれぬさまに問ぇかよはしなどし給 

ひて、はては常fぇ奉らむの心つきたりけ札ば御後見望び氣色もらし巾しけれど、聞し召し 
ベたに堪へずな6にければいと心やましと思aて「人がらはげにちぎり乙どなめれど"なぞ時 

の帝のかくおどみあどろしきま\し、むこかしづきし鈴ふべき、またあらじかし。九货の內に 
あはします殿近きほどにて唯人の打V解げ恃ひて、はては宴や何やともてSわがる、乙と 

は」など，sみじうもしなつぶやぎ申し給ひけれど，S;すがにゆかしければ參办て心の中にぞ 
腹立ちゐ鈴aける。紙濁さして歌ども奉：。ぶんだso*も，とによAo.、、おくほどの氣色は 



あの^の^た6顔な6けれど、例のいかic怪しげにふるめい*6けむと思aやれ文、あなが 
ちに皆も尋ねが、ず。かみのまちも上肫とて御口つきどもは異なるCと見£ざめJJXど、^る 

しばか$とて、一つ二つぞ問a聞き^6し。乙れは大將の君のお6て御かざしを6て參1Tn 
ベらけるとか。 

rすべらぎのかざしにをると藤の花おょばぬぇだ(C袖かけてけ60うけ文$たるぞこく 

きや。 ： 

「ょろづ世をかけてにほけむ花なればけふをもあかぬ色と乙をみれ」。tたたれとか、 

「蒋がためをれるかざしは紫の#におとらぬ花のけしきか」。 
r世のつねの色と％見ぇず雲井までたちのぼ6ける藤なみの花」0これやCのはらだつ大 

納言のな6けむと乙を見ゆれ。か^へはCAがごと(C名^あ6けむ"か^う(:ことなるをかし 
きふしもなくり^ぞあな6し。夜ふ<る爻、化御あそびいとあネし乃し〇大抒の君0、あな 

为ふと謠ひ給へる谶ぞ限なくめで^か$ける。按察も昔勝れ鈴へ.CNし御聲のなご6なれ丈 

今も；>とものものしうてうちあはせ給へ6。左のおほい殿の御七郎、わらは1(:て3うの笛ふ 
く、いと珍しかりければ御ぞたまはす。おとVおうて舞踏し給ふ。勝近くな6てなIf歸らせ 

給aける。祿ど7P、上達部、み乙達にはうへよ.Cxy2章はす。殿上人がくをの人々には宫の御方 
よ6品々(c賜ひけ.CS。をのよ3うなひ^まかでさせ舉6給aける。儀式いと心乙となiう 

への女房3ながら御送{±ぅまっらせ給ひける。ひ5'-しの御取にて、ひ3し7£き糸毛三？，び 
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らうげのrがねづく上ハつ、た < のびらうげ二十、網代二つ、女房三十人、わらは手'〇つかへ 
•y\人づ、恃ふに、又迎のSだし車十二、ほんぞの人々のせてなむありける。御送の上ii部殿 

上、、六位など、いふかぎりなう淸らをつくSせ給へうけかくt心安くうち解けてI寧 
6給ふにいとをかしげにあはす。さ、やかにあてに患めやかにて£、はと見ゆる所なくお 

はすRiM/611!:の昆□惜しからざりけ6と心ちご"^せらる、ものから、過ぎに'L方のCLT心らU 
ばrjぞはあらめ、猶まぎる > を6なく物のみ戀しく^ゆれば、乙の世にてはEめ力ねつへき 

レざ71-め-^。怫にな6て乙をは怪しくつらかりける契のほどV」何の報とあきらめてrn心aは 
衣1めと思；3つ\寺のいそぎ(Cのみ心V又れ給へり。加茂の祭など、Sね•かしきぼど過し 

て、二卜餘日のほどに例の{千治べ^はした6。造らせ給ふ卸堂見給；Sて、すべ含乙とゞもお 

きてのたまひなどして、3て例の朽木のもとを見給a過ぎむが猶哀なれば、をな^ざticお 
ょするに、女事の乙とごとしき5^にはあらぬひとつノ言ましきあづまをと乙の腰に物あ 

/るあ寸た具して、患も人數多く穴のもしげなる氣色にてはしょ6<通りくる見ゆ◦田舍び 
たるものかなと見給ひつ乂殿は爻づ入り給ひて^ご前どもなどは又犮ち騷ぎ犮るほどに、，」 

の取も乙の宮をさしてくるなりけ6と見ゆ〇御隨身どもかやかやといふをせいし給ひて「何 

、ぞ一と問はせ給へば職うちゆがみたるもの、十常陰の前司殿の姬君の初瀬の御寺にまうで 
、1TIゲ給へる^.公。初めも乙、になひやどり输へらし」と申すに、おいや、間きし人な、むと 

:公ぼし出でV、人々をばZ.とか^にかくし給aて、「は^•御取入れょ。此處に又a*とやどう給 





^Mvhj ^.dj,bt* 
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たデにi&aて、あななざまに向きてぞをCAふしぬる。「3ネ心苦しげにおは1兮しつるかな。 
いづみMの船ねた6も誠にけふば••いと.恐しぅこをあ办つれ。この二月Rは水のすくなか^' 

しかMょか6しなりけり。いでやありきは、あづまぢを思へばいつこか恐しからひ」など、ふ 
たりし1:^しとも思ひたらずいひ^たるに、表ぅ從办ともせでひれふした办。かびなを3し 

出でたるが、*ま/)らかにをかしげなる程:^常陸殿などいふべくもftぇず誠にあてな办。やぅ 
やうM痛きまで^ちすくみ給へ:^人の：讨はひせじとて猶動かで見給ふに、若き人「あなかう 

ばしや。Sみじきかうのかこそ:tれ。尼者の^き給ふにやあらむ」とおど/>く。おい人、「誠に 
あなめて^のもの、香や。京びとはなほいと乙をみやびかic今めかしけれ。てんがにいみじ 

おfしたりしかど、あづtにてか、るたきもの、香は•免あはせ出•て給はざ6きか ->J <*aj 

-toIlの尼^0すtaは、かくいとかすかicおはすれど、さうぞくのあら^ほしう、にび色あ 
VJfeiとSへどいときよらに^ある^.u^ど#め居^6。あな^のすのZ.よ6わらはきて、「街 

mなど參らせ鈴へ」とて-？:しるどネ'と-^〇ゞきて3し入る。くだものとりよせなどしても 
のけ給はる。てれなど方rjせど驚かね^1ふ^6して栗などやうのネの1Cやほろほろとくふ 

も、問き知ら-.^心^-1Cはか：^はらいたくて患！き給へど、又ゆかしくな6つ、猶たちよ6た 
ちよ6>i給ふ^0jれよ6ま3るきiiの人々^、きSいの宮をはじ.^て、、」、力しCにて力/2 

ちよきも心あてなるをもこ >ら冰くま<灵ならし給ふべけれど、おぼ/>けならでは目も沁 

もとゞまらず、あま6人に.^どかる、^て屯;0し給ふ御心ちに只今は、なicばか办すrれて 



|見：vjbる名^含人^nど、かく穴:^^:^が72-<あながちにゆか七きもいとあやしき心な 

:^^龙展は乙の殿の•御:;/にも御せ,5;^乂聞:^出した6付れど「御心ちなやましとて今のほど 
二うちやすませ給へるな3」と.順の火々心率:-bぶていぶ^6けnば、•この君を尋溆まほしげ 
|一に^ほ^の:*まひ:Lかは、か、る序セ：1%.いひふれむ^あ•ほすによ3て、日を^ 

一思；ひて.、かべ贶き.給ふ->^むとは知-,^>ず、«:0み4うの^づか^^もの參れ石力ぅご 

11^z:^:たにも入れたるを、あづまびとv^;^も.くはせなどことゞ:^行aあきて、うちけ3う 
p七てまちうどの方に來た；f^o #めV5る3づ，ぞく、げcいとかは^かkて、みめ味猶よしよし 

一|し-:<猜げに.ぞある。「きのふ >はし0名:^::1;^待^^^-$せし^、などかけふ兑卩たけては 
|とぃSふ妁れば、Zのおい_人、「いと怪も5皆しザにのみせさせ铪/^ 

|河の**3にと,\:ま公て、讨3も^ご^^心^^めらひて」など.1;ちへ-.1:ゐ己せば1今ぞお 

l:-^9vaる，ゼ濟をは.ぢらひ.て、^ばみ^るか^はらめ、rJれよ^せい^^ 

jし^る^みの程、か；4ざしのわ^^•、かれ^も委しくつくづくと-L^見給はざぅ，し御かほな 

j一れ^、:iれ;?:iiLる^つけて唯ム/1-^思:CA.aiで^^、^例の淚お:t>ね。尼君のいらへうちす^ 

一|猓#は*a:;0#のか方れど宮の御方^?^と；^ベ'm次6 A湖^^^ 

1j石^の^今まて尋似.^).辱bで過し^ 

1i 如^：lt.-x;^:^:.-か;^か;-6通ひ[^]^^> 
一一し.xxnは：知ら4#^さ6# れ>::M:(C:故宮^ 

iss; ;1攀> 

二 
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•う哀にうれしく覺え給ふ。n今もは？s16て世の中^1はしけるものをといひ慰めまほ?、 
蓬莱^で尋ねて"かんざ^の.か:^:-6七傅へ*;1:^铪ひけむ帝は猶いといぶせか：^けむ"これは 

•:Mと人なれど慰め所あ6Wべきさまな^と覺ゆ•るは、乙の人に契のあはしけるに々あらセ。 
.sdlnti匆語:^•し患て-入合^パ人の-'#^0るかを〇を近くて.^き铪ふなめ6と心#てけ 

1ばハ打ち-mltv jとtP語らはず^6.Wる^るべし。日も暮れもて行け^君もやをら出て、御 

ぞなど着給ひてぞ、例召し出づる，§うじ口に尼君召し出で給CAて•あ办3'^犮ど問ひ給ふ。 
「をなしも嬉しくまうできあ？s-/<isをVかにぞ"かの聞えし乙とは」とのたまへば「乏かあ 

ノぼせごb穿bし後は、さるべきCV.いて侍らばと待ち侍もし讧、乙ぞは過ぎ<zの二月u^; 
ひ••%的ilJgのたょ^slc對商して;#6:1,;0かの母君に思し召し-^るSまは、ほのめかし侍-^し 

かば/:ぃとかたはらい'た‘く恭き御ょをへicてをは侍るなnとなむ侍6しかど、そのこ/>ほa 

はのどやかにもおはしまさずと、うけ始は4し。をうびんなく思ひ給へつ、みてなむ、かくな. 
.ゼも間え■$せ.#らざVしを、.x;二の^:tc;^^乃で、け；歸々給へ.'Sなめう。行きかへ办の中 

やどう1Cは、かうレつびらる、^唯過ぎ4Cし御けはaを尋ね聞えらる、故になむ侍るめる。 

かの«.君はさはることあ々.•<、:z必Y2びはa.^6物し給ふめれば、かく.^はし•■•tすと^何か 
:は物し^らむJと聞ゆ。「田舍び72る人ど^に忍び々つれ^るあ$き毛見：£じとて口がため 

o'nどい〆vあらむ。げすど名は隱れ冰ふ{I:如し。3てい：^ぺす•ベき.〇一人物し給ふら^こ 

rそ攻か方か心やすか尨れ。かく贺猓-<x;5.lf:-屢4^あひ*3と傳へ給へかし」とのた 



:^^.-5ちクげ.にい:0のほどなる如契.に>此」とぅち筅ひて、「5らば冬如娜へ你ら 
るに、 ..，‘•.」••. ... 

,• • •參0.y • ••.«■、 一 *•• • 4 : ••*!•、 •••• J • • • • • /• • 

「かほ鳥の骒名き、しにかょふやと患げみをわけて今日ぞ尋ぬる」。枇！：：ず3みのやぅに ，••••、'、，一 •••• ••/• » V • 一 — ••- • • • . • i 
の^tf.ふを、-A公てか^6.間えけ.〇〇 . . , • 
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•^波山を分け^まほしき御心ttあJ.-J5:が^、は山の^げ./;まであなが:t>-ll^6v入らむ7P、い 

と人ぎAか/)が/.しぅ)rM痛かるべ:^程なれば1办ぼ^滞6て御せぅをこをだにぇ傳へ3、 

せ給はず。かの尼君の許ょ6ど母北.の方にのたまaしさ^など、^び.たび.ほのめかしおこせ 
:けれ1、嗦めやかR御心^まるべき.乙と\飞思はねば、15兮\し弋尋ね^|:(»給ふらむ乙と\ 

ハばか^V、をかしぅ！]!心ひ-1:、A.0liほどの.只今の世Rあ$が*げなるをネ、かずならましかば 
ごなど^萬に思ひける。か/>の，子どもは母衣くな力(Cけるなどあまた、このはらRも姬卷とつ 

，..け1:*かしづくあう。ま72劫き^ガす省Jt¥-(c五六人あ6ければ、3まざ^にこのあつか61を- 

しっ\乙と人と思ひ隔て为る心の.ぁ6ければ、常にぃとっらきものに.かみをも怨みっ、、ぃ 

:かで引さすぐれて、>もだ.、しき程に^なしても見えにしがAと"明潘この母君は思aあつ 

:か；5け^。Sまか/2ちのなの.めにと^x^ぜてもあ^ぬべくは、sとかうしも何かは苦しきま 
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一一で.ももてなやま、し。同じこと思はせVもあ々ぬべき世*-^:物にも^じらず哀にか^-1:けな 

一一く^ひ出で給へば、あたらしく心苦し^もめic思べ、。むす、め多かヶとpiaきて-^:まき/Lだち 
でめく人々もおとなびいふバとあまたあ功け办。初の腹の二三人は智3まざまにくば6てお 

i*:とな、びさせた$。今はわが姬沿を思ふ^うにv:s奉らばやと明^まも$1:なでかしづくこ 
ーーと限なし。かみも賤しき人にはあらざ^け6。上達部のすぢにて、なからひ^物きたなき人 

.ならず德いかめし^などあれば、、ほ-^ほどにつけては思ひ^が6て家の內もきらきらしく 

一物淸げに住みなし、ことごのみし/2る程^^うは怪しうあら、かに田舍びたる心？:'つきた6 
ける〇荇うょ0§るあづまの方の遙な名世界にうづ7PUて年經ければにや、gなどほどほど 

うちゆがみ^ベ く 、物うちぃふ少しだみたるやうにて、がうけのあた办おム、ろしく煩はしき 
一もの1C滞りおぢ、すべていとまたくすきまなき心もあり、をかしき3まに聚笛の•道はと*(5 

う、弓をなむ$とょく引きける。なほなほしきあた6ともいはず勢ひにひかされてょき若人 
一どもつどひ、§う它く有機はぇならず整へつ、腰折れたる歌合物語庾中をし、まばゆく見苦 

一•しく遊びがちにこのめるを、この懸想の君達らうらうしく乙をあるべけれ。かたちなむいみ 

じかなるなど、をかしきか^にSひなして心を盡しあへる中に、左近少將とて年廿二三ばか 
>6のほど(cて心ばせ忘めやかに、ざぇありとい：ふかたは人に符3れ穴れど、きらき^しう今 

「めいてなどは、免あらWにや、通aし所なども絕ぇていとねんご/)にいびわた办け6。乙の 
母君わまたかyることPA人々の^K:;.^..0君.U人がらネ:^やすかな々。心定 
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へかめるを、人もあてな6や、.Zれ;i6ま33て.^とごとし今—はの人は^、かVるあ 

11た力を"さはやへ，ど尋ねょらじと思^1:r-z,0御方に取りつぎて、r&るべきを$を6はをか 
一ILき31HiL返事/iどせroせ.'mる。心:64と:〇に思:CA-^うけて、かみCをあ/>かに思ひなすと名 

|^は命をも譲4て力しつきて.^、^まか^ちの^でたきを見つきなば、，36とも^/5か{;:な 

二2はょ^^乂人あらじとゐ名61力^て：ス^ばか{と契6ててうどをまうけ"はかなきあそ 
:)びものをせ—3せ，ても、3まこと'[Cや:5>J^し5蒔繪>b.て7Lの乙まやかなる心ばへて 

mゆるもの^ばこの御方にと政々如べし:1:、^:^ふりヒこ^な^ょきとて見すれば、かみは 
ょべし名見知らず、.^こはかとなき^のど飞の、人の.1:うどといふ限は唯m$^めてならべ 

す么つく、めをはつかに3し出づるぱか6にy、琴琵1Iの獅とて內敎坊のわた办ょ6迎へと 

;-う'0、ならはす。竿ひとつひ'4^これば師を立,^>ゐをがみ.1:萬び、祿を取らすること埋レ^か 

りにてもV3力ぐ。は.や4かなる乙く Q:%など敎へて、師とをかしき夕^などに彈き合せて 
ン遊.ぶ時はmもつ、まずを乙がましき^y:3すがに物めで^た60か、る事ど^,を母行は少 

二し物のゆ^;^6て、いと見^-LAm心へば•乙とKあへしら^ぬを"あ乙を^^ 
•":と<'.vlに怨みけ6。如く-aか.の少將廣{し满:•■?:待ちつけて、同じくは疾くとせめければ我6ひ 

二とつにかう5心夕$をぐも$、こつ、^^-5、人;(?心^^ 

:る-Aの:^^る(C近^nfa寄せて••!?ら^..°广ょ^、つ^く思ひ#る乙とのあるを、月頃かうの* 

一|ま々て瑕:0經ぬるをゼAなみの人にも物し給はねば、かたじけな5.心苦しうて、かう思ひ 
.-.. 
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立ちにたるを親などものし給はぬ人なれば"心aとつなるやぅにて片服栌たぅ、打ちあは^ 

r&iwR見t米ることもやとかねてな^思ふ。^名人々あ^^侍れど。思ふ人其したる11おの 
づからと弘：5ゆづられてこの將の御之とをのみなむ、はか犮き1|1:の中を见るにもぅし/>ゐ 

々くぃみじきを、初おぼし知6ぬべき御心ざまと跗-^て、かぅよ/>づのつ、ましさを忘れぬ 
vかめるに、:^し思はずなる御心ばへもみぇば人わらへに悲しぅなむあるべき」といひけ 

.るをV少將の^にまぅで、^か^かなむと•申しけるに氣色あしくな6沿.0「初よ6更に力み 

の御娘にあらずとSふCとをなむ聞：^1/60•る。同じこと^れど人ぎ、もけあとり穴る心 
也〕V、出 せむにもよからずなむあるべき。よぅ兑あなSせでぅかひ^ること傅へけ 

る一とのたまふに、Sとほしくなりて、「ベ:^しくも知〇輪へず、女どもの知るたよ办にて识 
ごとを偁へはじめ侍6しに、なかにかしづく娘とのみ聞き侍れば、かみのtcこそはとこを思 

ひ給へつれ、こと人の〒も給へら0とも問ひ聞き恃らざ^\つるな6。かたち/心，も勝れてもの 

し給ふこと母上のかなしぅ-し給ひて、>も^、しぅけだかき-Z1とをせむとあがめ力しづ力 
ると問き侍4しかば、いかでかのへんの乙.と偶へつべからむ人もがなとのたまはせしかば， 

.さる，たより知6給べ6と取6巾し\な彳0!にうかaたる^侍る咬じきことなり」と，腹Mし 
く詞多かるものVて巾すに、.思•いとあてやかならぬ5爻にて、「かやぅのあたりに^き通は 

a人のを,5を3許3Wことなれど、今^うの^^にイ抒あるtじぅ:^てあがめて後見たつ 

に罪隱してなむある^ぐびもあ^；を、词じ-<f>•ぅちぅちには思ふ^も、よそ-.0:^ぇなむ〈 
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つらaて人いaなすべざ。源少納言譜岐の守攻どのうけば6大る^色にて出<スら^^、か 

みに名，1,>*^受けられぬ5兮にてまじらは^攻^，いと人げなかるべき」との^兮ふ。乙 

の人〇ゐそうあ合う^てあ-s'人の•心にてZ:-れをいと口惜しう、こなたかな^にいとほしう 
思aければ、「誠にかみの，娘とおぼ3ば、まだ若うなどおはすとも忘か傅へ侍らむかし。中に 

あ/2るなむ姬君とてかみは：いとかなしう^給ふなる」ときZ:ゆ。「いさや初よ.c\去かいaよ 
れろことをおきて又.いはむ乙をうたてあれ。Sれどわがほいは、かのかんのぬしの人がらも 

ものものしく，>となしき人なれば後見にもせまほしう見る所あ.CNて思a始めし乙とな.CNO 

もはら顔かたちの勝れ，たらむ女のねがaもなし。^なあてに絶ならひ女を願はCやt-く得 
つべし。3れど3びしう乙とうち合はぬみやび好める人の.はてはては物淸くもなく人にも 

人とも^乏たらぬを見れば、少し人に譏らる、ともな^らかにて仳の巾をすrsむ事を願 
ふな6。かみにかくなむと語ら；3て、さもとゆるす氣色あらば何.かはS7PJとの"たまふ。乙の 

人は妹のZ:のMの御方(Lあるたよ6に、か、る御文なども取り#へ始めけれど、かみ(Cは委 
しくネiii知られぬ^の攻^nけ^N。力ゞいきRかみの尼穴办ける前(cfrきて、「と.cvg.すべ 

きZとあ{ャ攻むしとぃはす〇かみ之のめ^ケ^時ゃ出スばすと冏けど-前には呼び出での 

人の何事いa(cかあらむとなま荒々しき氣色なれど「左近少將殿の/御せうを乙にてなひ{#• 
ふ」といはせ^ればあひカム。語ら；s雛げなる顔して近う^寄りて、「月頃うちの御方Rせ 

うそこ間え3せ給ふを御ゆるしあ.CNて、Z:の月の程^と势6間之3せ給ムC1と降るを、日を 
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はからa、sつしかとあもほす程にある人の申しけるやう、誠に北の方の御腹icものし給へ 
ど、か/Lの殿の御娘にはあはせず、きAだちのおはし通はむに、世の聞免な1;諂CAたるやう 

ならむ、ずりやうの御婿になり給ふ。かやうの君達は唯私の哲の如く思ひかしづき恭ぅて、 
手に捧げたるrと思aあつか；5後見^るにか、$てなひ、r」るふろまaし給•ふ人々ものし 

給ふめるを" 3すがにをの御願びはあながちなるやうにて、を3を3うけられたtはで、け 
おと6ておはし通はむCとびんなか6ぬべきょしをなIf、せちに譏办中す人々あまた侍る 

なれ^!、ロハおほし煩ひ1:^^1;。初めょ^^11^^ら^0*13-しう人の^-^と賴み沿え1/に^へ給ふ 
べき御^えをえらび巾して119えはじめ中し、な^?更に乙と人物し給はむといふこと知ら 

ざりければ"もとの御志のま、に、まだ幼きもあまたおはすなる•をゆるい給(3:く Sと嬉しく 
なむ。御氣色见てまうで乙と仰せられつれば」といふ.に、守「更にか、る御せうをこ侍るょし 

委くうけたまはらず。誠に同じ事に思ひ給ふべき人なれど"善からぬわらはべあ爻/2侍りて 
はかばかしからぬ身にSまざま思a給へあつかふ程に、母なるものも、これをこと人と思ひ 

分け/2る乙と、くね4 sふこと侍6て、と名かくネロスれr」せぬAのことic恃れば、ほのか 
に志かなむ仰せらる、事侍るとは聞き侍6しかど、なにがしをと◊所におぼしける御心は 

知^V#らざ6けう。Sるはいとうれしく思a給へらる、御^にこを恃るなれ。いとらうたし 

と思ふめのわらは侍々。あtたの中にこれをなむ命にもかへむと思a侍る。の^まふ人々•あ 
れど今の世の人の御心定めなく聞t侍るに、なかなか胸痛き目AJV見ひの^ぅに思a定ひ 



、る垠もなくてなむ。Sかでうしろ安く各見給へ置かむと明雜かなしく思ひ給ふるを、少將.殿 
におき奉うては、故大將殿にも若くよ6參6任うまつ.CNき。家の子にて见泰りしにいときや 

うざく(C仕うまつらまほしと心つきて思a聞えしかど、はるかなる所に打ち續きて過し侍 

る年頃の程に"う64うびしく赍爻侍女てなむ、參ガネ±1うまつらぬを、.か、る御志の(#うけ 
るを、返すがへすかしこまうながら仰のごと奉らひは易^;事なれど"月顷の御心たがへたる 

やうに、この人思a給へITことをなむ思a給へ憚り侍る」といと乙まやかにいふ。よろしげ 
攻め6とうれしく思ふT何かとおぼし憚るべきにも侍らず。かの御志は唯ひと所の御ゆる 

し侍らむを願aおぼして、sはけなく^足らぬほどにあはすとも•しんじちの親のやんごと 
なく思ひあきて給へらむをこそほsかなふにはせめ。^:はらさやうのほとうばみたらむふ 

るまひすべきにもあらずとなむのたまひつる。人がらはいとやんごとなく、お^^免>^|(2:*く、 
あはする忍な6け6。若き君達とてすきずきしくあ1:びてちおはしま3ず、世の有機もいと 

よく知-CN給へ6。領じ給ふ所々もいと多く侍6。まだこ/)の御德なきや5*なれど•おのづか 

ら人の御けは；3のあけるやう、なほびとの限なき富といふめる勢ひには餸6給へう。來乍 
四fi-にな6給aなむ、c^び〇1とうは疑ひなく帝の御口づからごて給へるなよろづの烊 

たら；sてめやすき朝臣のめをなIT定めざなるはや、さるべき人えAて後見を設けよ、上達部 

には^れしあれば、けふあすとSふばか-CNになしあげてむとごそあほせらるなれ。可^もた 
ぐ乙の^?:*帝にも親しく仕うまつ6給ふなる。御心は^、いみじうかうざくにm-々しくなむ 

淑氏物辟朿屋 達 
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きものに思aかしづき奉ぅ給ふな-CSけ.CN。唯中の乙のかみにて年もおとなび給ふを6茜し 

き事ic思aて、をな*にとおもむけて巾3れけるな^N」とfiliゆ。月頃は又なく、よのつAなら 

ずかしづくとsひつるもの\うちつけにかくいふ名いかならむとMへど猶；3とわ^办 
はつらしと思はれ、人Rは少し譏らると名ながらへて賴もしき{を乙をと、いとまたくかし 

iき君Rて思；：3とりてければ、：：：をだにと6かへで契6し貉にぞおはしはじめける。北の方 

は人知れずSをぎ立ちて人令のざうぞくせ5せ、表〇らaなどよしよししうし^ふ。御方を 
も力しら此はせ耽りつくろ；3て見るに"少將などいふ程の人に見せむ名をしくあ^らしき 

さまを哀や親に知ら|1餐$ておひたち給はましかば、おはせずな$1!:た$とも、大將殿の 

のたまふらむ3まに、おほけなくと7Pなどかは思；：3立たざらまし、Sれどうちうちに乙そか 
く思へ、ほかのおとぎ、はかみの子とも思aわかず、またじちを尋ね知らむ人もなかなかあ 

としめ思aぬべきこそ悲しけれなど思ひつCく。いかVはせむ、盛過ぎ給はむもあいなし0 
賤しからず^やすき程の人のかくね/Iご/)にの*まふめろを、など心aとつに思a定むる 

も*なか;C5ちのかくことよくいみじきに、女iiましてすかされ^るRやあらむ。あすあ3て 
と思へば心あ〇たvしくい4/かしきに、こなたにも心りど加に靥られた^^、を、めきあら 

くに、かみとよう入ら來て、ながながと滯る所もなく言a親けて「我を^ひ隔て、、あこの御 

懸想びとを#はむと^給ひげるが、おほけなく心を3なき乙と、めでたからひ御ひすめを 
ば、ようぜ3せ給ふ君達あらじ、睃しくCとやうならひなにがし等か女ごを乙を賤しうも尋 
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一「淘 

ねの,まふめ^^かし乙く思ひ企心られけれど、もはらほいをしとて、ほかざまへ思ひな6 .一 
給aぬべかなnM/同じく Sと思ひてなむ、3らば御心と滸し申しつる」など怪しくあうな： 

く人のm3まむ所毛^らぬ人にて、言ひちらし居^6。北の方あきれて物もいはれ<とげ力 
6rn.reこ"此の中の心ラさ5:かきつらね、涙毛隨ちぬばかり思ひ賴けられて/ヤをら立ちぬ〇 

こな穴に渡6て见るに、いとらうたげにをかしげにて居給へるに、36と名人には劣6鈴は 

じとは思a慰む。めのと、二人、「心うきものは人の•心なうげ$。なのれはIH1じごと思aあ 
つかふとも、Z:の料のゆかりと思.iiむ人のためには命をも讓りつべく乙をMへ、親なしと聞 

きあなづりて、まだ幼くなりあはぬ人をさし越ぇて"かくはいaなるべしや。かく心憂く近 
きあた-csに見じUHかじと思；3ぬれど、かみのかくおもだ、しき乙とに思ひ1:うけとり騷く 

めれば、おさましく •あaあaにたる、低の人の有樣を、すべてか、る乙と(CI:!人れじとJSふ。 
Aてこ、—3所に、§しfにしがSと打ちfつ、いふ。めのともいと腹だ、し 

く、ねが君をかく為としひる乙と、思ふに"「何かこれも御さv>はひUて、たがふこと、名免 
らず、かく vrb 口をしくいましける君なれば、あ^ら御^」咬^も見知らざらまし。わが君§:ば 

>4dせあ6、物思a知り犮らひ人にZ:を見せ奉ら^ほしけれr大將殿の御3まかたちの、ほ 

のかに見舉6しに、3も命延ぶる心地し侍りしかな、哀にはた趼ぇたまふな御すくせに 
壬せC、さもおぼしょ6ねかし」といへば、「あなあそろしや。人のいふを問けば、年頃5:ほろ 

けならむ人をば、見じとのたまひて"左の大歡、按察大納言、式部卿宮などの、いとねんごろ 



r咸み a.vkw 鴿：、i••ご^:幻；？•上 

にほのめかし給aけれど、問きすrして、帝の•御かしづきひすめをぇ給へる荇は、いかばか 

うの人をか"まめやかにはおぼさむ。かの母宮などの御方にあらせて、時❖も見むとは5:ほ 
しもしなひ。をれはたげにめでたき御あた6なれども、sと胸痛かるべきことな^^宮のう 

へのかく3いは；3びと、世に巾すなれど、物思はしげにあぼしたるを見Hば、いかにもいか 
にも二心なから；；P人のみCをめやすくたのもしき乙とにはあらめ、我が身にても知りにき。 

故宮の御有樣は、sとな§けな3けしく"めv^くをかしくおはせしかど、人數にもお•ほ3 
^うしかば、いかばかりかは心憂くつらが^^し。このSとSふか64なくな5けなぐ3まあ 

しき人^nど、ひ^おもむきに二心なきを見れば、心やすくて年頃を名過しつるなり。を6 
ふしの心ばへの、かやうに愛ぎやうなくょういなき乙と乙をにくけれ。歎かしくう6めしき 

こともなく、か^^に打ちい$かCA1:も心ic八口liw乙と^^^きらめつ。上達部み乙達^ 

て^やびか(C心liづかしき人の御あ^りとSふとも、我が數ならてii力afcらじ/4の^^ 

が身からな-^け6と思へば莴に悲しくこを見窣れど、Sかにして人わらひならず、忘たて奉 

らむ」とかたらふ。守はいをぎ立ちて「女房などこなたにめやすきあまたあなるを、乙の程は 
あらせ給へ。.やがて帳なども新しく泛穴てられためる方ヒ、乙とにはかにな6にためれば、 

取6わたしとかく改むまじ」とて乙の西の方に來て、立ちゐとかく患つらarc.わぐ。めやす 
きさまにさばふかに、あた6あた6あるべ^かぎ6したる所を" 3かしら(C屏風ども持て來 

て、いぶせき^でたて郯め1:廚+、二階なと”あやしきまで泛くはへて’心をゃなてぃをげ 
-=1一 
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ば、北の方見^しく见れど•!:!入れじといaてしかば•たくに見聞く。御かたは北おも1:に 
居^へ6。かみ、「人の御心は見知6はてぬ。唯同じ子なれば、3りともいとかくば思a放ち 

給はじと乙そ思CAつれ。rv/nば世(C母なき+はなくやはある」とて娘を激ょ6めのと、二人 

なVつくマCび立\し六れば、にくげじもあらず。年十五六のほどにて、いとちひ3やか(!:ふく 
らわなる人の、M美くしげにて小うちきのほどなるすそSとふSやかなう。これをいとめV 

たしと思aてなでつくろふ。何か人の乙とH•ま(C思aかまへられける人をしもと思へど、人 

がふのあた〇しく、かうさくにものし給ふ君なれば、われもわれもと婿に取らまほしくする 
人の多かなるに、取>りれなむも11惜しく\しなむと、かのなかひとに課られていふもいと5:乙 

な‘6。男驻もこの程の、いかめしく思ふやうなる乙と、萬の罪あるまじう思ひ.て、をの夜も 
かへずきをめぬ。母^御方のめのと、いとあさましく思ふ。aがaがしきやうなれば、と力く 

觅あ〇かふ^p心づきなければ—>2の北の方の御もとに御丈舉る。「をの^と(#らでは、なれな 
れしくやとかしそま6て"ぇ思ひ給ふる嗦、に名問ぇ3せ％を、愼むべき己と恃み1:、先ば 

し所がへ3せむと思a給ふるに、sと忍びて侍ひ給ひぬべき、かくれのかた候はく、いとも 
いとも菸しくなむ、數ならぬ身CAとつの影に隱れもあへず、哀なる乙とのみ多く侍る世なれ 

ば、たの7” しき方には^づなむjと、うち泣きつ、铍きたる文を哀とは見給ひけnど、故宮の 
さばかり許し給はVJLみRし人を、我aとう殘6て•知$語らはむネSとつ、ましく、3cJi 

莅しきさまにて、世にあぶれむも知らず顔にて聞か0こを、心苦しかるべけれ£となる〜 



なくて、かたみにち6ぼはひ7P,なき人の御ために見苦しかるべきわざを、役し烦ふ。たいふ 
■がもiにも、いと心苦しげにい；5やりた4ければT5るや5こそは侍、しめ"人にく、はした 

なくもなの給はせを。か、るおと6の物の人の御中にまじ6給ふも111:の常のことな6。あま 
6いとな3けなくの給ふtじき事なうjなどflaえて"「Sらばかの西の方icかく/)へたる所 

去出でV•いとむつかしげなめれどてもすrい給；：sつべくば、忘ばしの程」とsaつかは 
しつ。いとmしとIn心ほして人知れず出でたつ。御方もかの刺^た6をば、むつびI1Hえまほし 

と思ふ心なれば、なかなかかVる^どもの出で來たるを、うれしと思ふ。かみ少將のあつか 
ひを、いかばかりめでたさことをせひとrll心ふK、をのきら•きらしかるべき;1^も知らぬVじ^ 

は、唯あら、かなるあづまぎぬどもを、おしま/>がして投げ出でつ。く；3ものも所せき吱で 
な0運び出で、の、し6けるを、げすなどは、をnをいとかし乙きな3けに思；5ければ，n 

.ネSとあらまほしく、心かし乙くとりょ^VRけりと思；：3け北の力乙の我をii猞て、、知 

.らざらむもひがみ^らむと思a念じて"唯するま、に任せてii店^6。まらうどの御でゐr」 
ぶらひとまつらs3わげば、家はa/)けれど源少納言來の對にはすむ。をのrJ yなどの多か 

るに所もなし。この御方にまらうどすみつきぬnば"らうなどほと6ばみ^らむにすtせ奉 

らひも飽かずいとほしく^(iえて、とかく思ひめCらす^.、^にとは思ふな6け6。乙の御 
方ざまにかずまへ給ふ人のなきを、あなづるなめ6とJ1?.へ^、Z:とにゆるい給はざ61•あた 

$を、あながちに參らす。めのと若き人々"二三人ばからして西の廂の北に寄6て、人げ遠き 

源氏物跗聚展0||七七， 



ーデにっぼねした09洱かく遙な-^つれど、涑くおぼすまじき人なれば、參るときは耻ぢ給 

iず、いとあら兮ほしくけはひことにて^教の御あ0かひ^-して办はする餌有.うらべま 

•しく赍ゆる本あはれなり。我も故北の方には離れ奉るべき人かは、仕うまつるといひしは力 
りこ、かずまへられf•ず口惜しくて、かく人にはあなづらる、と思ふには、かく态ひて_ 

び聞ゆるもあt;-きなし。乙、には御物忌といひてければ人もかよはず'一三nばか6母君も 
居之り。ごたみよ心のどかに、この御あり311:を見るズSわた-給ふ。VJ)かしくて物のはざま 

よ.CS見^Tいと淸らに樱を折，名る^^し給ひて我がたのもし人に紐ひて‘つらううりi;^6 
/けれど、Vじには違はじと思ふ。常陸守よ〇^爻か*ちも人のほども？"よなく見ゆる、壬ぢ 

四位ども、あひひざまづき恃ひて、乙の^かの^と、あた办あた办の事ども啓し，供などまう 
す〇叉若やかたる:/1:位ども、顔も知ら^俄も多か6。わが繼子の式部のそうにて^AなるF 

の御使にV參れ60御あたりにもぇ近く參らず、こよなき人の润4iはCAVあはれこは吓ノ 

ぞ、か、る御あ*うに公はするめV*3よ、よそに思ふ時は、めでたき人々とlilrlゆともつLb 

1見せ—•、と物うく推し警間—せつらむあ—しさよ、この御有樣か穴ちをf 

:ば^一ばか，A V'か1〒，かよはぎ、いといみじかるべきtlxに、 
若君抱きてうつくしみおはす。女君短き儿帳を隔てく座するを推しや6て物など诎ぇ給メ 

••御かMちどもS.と淌らに似^ひたり。故宮の3びしくおはせし御有檢を思ひくらぶるに、^ 

一aと聞ゆれど"SとこよなきわざにZ.をあ6けれと覺ゆ儿帳の內に入6給6ぬれば若^は 



めのとなどもてあをび問ゆ。人々參6あつ爻nど、なやましとて大殿籠6 くらしつ、御焱，」 
な*にま1Qるc/fi;のことけ^かく心乙とに見ゆれば"我がいみじき亊を盡すと見思へどなほ 

なほしき人のあた6は、口惜しかりけりと思ひな6ぬれば、我が娘もかやうにて3し並べた 

らむにかたはならじかし、ゆだけき勢；3をたのみて、父ぬしの、后にもなしてむと思CA^aる 
人々は、おなじ我が子ながら、けはひこよなきを公ネふも"猶今よ6のちも心はたがふべ力 

6け6と、夜一夜あら^しごとに思；50ぐけ、6。宮日たけて起き給ひて、きさいの®例の 
なPましく志給へば、ま，Qるべしとて御3うぞくなどし給ひて^はす。ゆかしう赀ぇての 

ぞけば、うるはしく引きつく/)ひ給へる、はた似るものなく、けだかくあいぎやうつき溃ら 

fて、若君を泛見捨て給はで、ネてあをびあはす。御かゆ乙はいひなど參6てぞ"乙なたよ 
6出で^ふ。けさよ6まゐ6て。，Sぶらひの方に.やすらひける人々今ぞ參$て物などI1Hゆ 

る中に、淸げだちて、なでふ乙となき人のす吝嗦じき顏し/2る、なほし着て太刀佩きたるあ 

60お前にて何とも見ぇぬを、「かれぞ乙の常陸のかみの婿の少將な。初はZ.の御方にと511め 
けるヒ、如みの浪を之てこをsなはらnめなどsひて"かじけ六るめのわらはを±力る^、 

り。いき乙の御わたうの人はかけてもいはず、かひの君の方よう、よくきくたよ6のあるな 
ら」と、おのがどちSふ。聞くら1Tとネ知らで、人のかくいふにつけても胸つi;れて、少將V】 

めやすき叚と思ひける心も口をしく、げに異なることなかべかりけりと思ひて、V'とVしバ 
あなづらはしぐ思ひな6S。若君のはひ出て、御^のつ^よ6覗き給へるをうち見給ひて 

诹苁物鼯：柬屋.. 1 
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立ち^6よりおはした6。「御心よ/)しく見ぇ給は<やがて兮か<な^。猶^しく光給は< 

乙よAは殿^こど。今は一夜をへだつるも、^mなき己を^しけれ」とて暫し慰め遊ばしt 
出で給a aる3まの、返す返す見るとも見るとも•飽くまじくにほひやかにをかしけ♦れは 

出で給aぬる名殘3うVoうしく？：ながめらる、。女君の御前に出<來ていみじくめで奉4 
ば、田舍び穴るとあぼしv笑；5給ふ。「故上のうせ給aしほどli•いふかaなく幼き御程にて 

Sかこならせ給はむと、見奉るAネ故宮ネあぼし歎きしを、なき御^世〇程杧 >げ作 

ば、さるlliぶところの中にも生a出でSせ給ひしにこをありけれ。P惜しく故姬君のあはし• 

まさずなりにたるこそ"飽かぬ乙となれ」など、打ち泣きつ、诎ゆ。君も打ち泣き給ひて、一世 
の中のうらめしく心ぼそきをうをりも、又かくながらふれば少しもii.じ^-360へきを6も 

あるを、Sにしへたのみfける影どもに後れTけるは、なかなかによのつねに思ひな5 

.れて、見泰り知らずなりにければ、あるを、猶Z.の御Cとはつきせずいみじくこを。大將殿の 
萬の事に^の移らWよしをうnへつ、、淺からぬ御心の3まを見るにつけ1;もいと乙ム、n 

昔しとのfへば、「大將殿は晏か6世运めし—專、帝のかしづ4し—る 
こ、1>おご6し給^?らむかし。おはし受5ましかば、猶乙の乙とせ力れしも患^はさらまし 

•ゃ 一tど聞沙。rい^ややうのものと人笑はれなる心地せましも、なかなかUやあ>b令し。1 

5しぬにつけて、心にく、もある低に乙をはと思へど、かの沿はいかなるにかあら^怪し 
きまで物忘れせず〇故宮の御後の世V5へ思ひや◊深く、後見ありき給ふめる」など、心^し 

—■ 



う語り給ふ。「かの過ぎにし御かは6に等ねて见むと、この数ならぬ人を3へなひ"かの辨の 

尼君にはのたまaける。3名やと思a給へi'るべき^には侍らねど、；5ともとゆ^(L乙をは 
と、かたじけなけれど、哀になむ思CA給へらろ、、御心深3なる」などいふついでに、Z:の哲 

を名て烦ふこと、なくなくかたる。乙^'かUはあらねど人も問きけ6と思ふに、少將の思；5 
あなづ6けるさまなどほのめかして、「命侍らむ限は何か朝夕の慰めC5にて见過しつべ 

し。打ち忪て你6なひ後は、思はずなるさまにちらぼひ你らひが悲し5に"尼になして深き 

山にや表す^て'3る方に10:の中を思a絕tてfbましなどなひ、思a給へ陷びては、思a 
より侍る」といふ。rげに心^しき御有梭にこをはあなれど、Hか人に^なづらる、御存梭 

(^、かやう(Cな"^ぬる人のさ^(L乙そ。ともVZ.謂へこも > しWわざな-0\け|1ば、ひげにム、 

の方に思ひおきて給へりし身をだに、かく心よ6ほかにながらふれば、まいていとあるまじ 
き御乙とな60やつS給は1;も、いとほしげなる御さまにこを」など、いと公となび1:のた爻 

へば、母君Sと娘しと思；3た6。ねびにたる3まなれど、よしなからぬ31して淸げな60い 
穴く肥えすぎに^るなむ常陸殿とは見えける。「故常のつらう愦なく/？ぼし放ち^りしに、 

sとV人げなく、人にもあなづられ給ふと觅給ふれど、かう聞え3せ御1ぜらる、につけて 
なむSにしへの憂3も慰み侍る」など、年頃の物語浮，結の哀な6し乙とも問え出づ。「我が身 

•一つのとのみ"い；：S合する人もなき筑波山のあ63まもか/、あきもめ問令せて、いつもs 
つネいとかく1:侍はまほしく思ひ給へ攻6$:6ぬれど"かしこには^からぬあやしの7Pの 

海氏物SSI來屋 ■• 10八一、 



» .» • f V 14* J • • I / f)4 

. . • •• 

游氏物Si.粢頃 

で 
..V-*. 

〇八一一 

ども，$かに立ち騷ぎもとめ侍らむ〇3すがに心あね穴ぐしく思.ひ給へらる、。か、る程の 

• —1/Kに身をやりすは口惜しきものになむ侍6けると"身にも思ひ知らる、を、Z:の君はplf 

田せmえさせて知り侍らじ」などかこち問えかくれば、げに見^しからで名あらな1;と見 

^ふ。かたちも心、1も、えにくIrtじうらうたげな办。物はぢもおどろおど/>Lからず、5 

まよう子めSたるものから•、かどなからず、近く侍ふ人々にも、いとよく隱れて居給へり物 
など$ひたるも、昔の人の御3まに怪しきまvfiえ舉6てぞあるや。かの人がたもとめ給ふ 

人こ見せ奉ら丈やとtrち思ひ出V給ふを6しネ、大將殿參6鉛ふと人I1Bゆれば"例の锏1L帳 
引きつく/>ひ\」1>づかSす。乙のまらうどの母君「いで見奉らむ、ほのかに見奉りける人の、 

Sみじきものに!rrjゆめれど、宮の御有樣にはえならびた^はじ」といへば、御前に侍ふ人々 
SSや免乙を間え定めね」と間えあへ\「むかひてあはせし3ま、^はいとなさけなけに 

見こく、f見4Sしか。とぅ放ちては、いづれもともかくも分れず、かた-ち—人は：< 

をけつ乙をにくけれ」との穴まへば、人❖わらひて、「されどお前にはお3れ奉6給はざめ 

&0Sかばか-ならむ人か、宮をばけち奉らむ」などいふ程に、今ぞ車よ"^ $給ふな6と 
一Ilnく程かしかましき1でおひの、しりて、とみにも見え給はず。ま^れたる程に、步みス6 

•給ふさまを見れば、げにあなめで^、〕をかしげとも見えずながらぞ、なまめかしうあてにfII1 
|デなるや。すゞ/>に見えぐるしうはづかしくて、额髮なども引きつく/>はれて心はづかしげ 

一一こ、A愈多くきはもなきS兮ぞし給べる。うちよら參6給へるなるべし。御前どものけliひ 
▲ _一 ••丨 

1L 



•ヘンニズぬ::这:‘; 

;あ^たしてTよべA7の宮の惝み給ふよしラけ給は6て、參〇た6しかば、宵達の侍；3給§ I 

” 6Xかば•いとほしく見奉.CVV3、宮の御かは6に今まで侍；5侍りつる。讨3もいとけだいし). 
て參らせ給へるを，あいなう御あや^ちに推し贵り聞えさせてな1;」と聞え給へば、「げに^ 

ろ.かならず、思；5や6深き御川Eになむ」とばか6 Sらへ聞え給ふ。莒は內にと^6給aW 

:sを見办きて、たYならずおはしたるなめI例の物語いと悛しげに聞え給ふ。取に觸れて 
唯sにしへの忘れがたく、世の中の物憂くな6ま3るよしを、あらはにはsaなさで、かす：： 

•-^憂へ給ふ。さしもいかでか世を經て、こ、ろに離れずのみはあら^。猶淺からずいaをめ^ 
てし乙とのすぢ犮れば、名残なからじとにやなど見なし給へと、人の御氣色は乏るきものな； 

れば見tPて行くま、に、哀なる御心ざまを、^木ならねば思ほし^る。恨み開え給ふことも 
多かれば、Sとわ6なく打ちなげきて"か、る御心をやむるみ.をぎをせ3せ奉らまほしくあ一 

ぼす(Cやあらむ、かの人が/2のたま；3出で、、Sと忍びてこのわた6になむと、ほのめかし； 
聞克給ふど、かれもなべての心地はせず、ゆかしくな$にたれど、打ちつけにふと移らむ心： 

地、はたせず、「Sでやその本尊願ひみて給ふべくは乙を尊からめ。時々心やましくば•なか 
なか,ill水も濁6aベく」とのたまへ•ば「はてはてはうたての卸aじう心や」と、ほのかに笑ひ 

給ふも、をかしうliaゆ。「いで5.らば傅へはて.させ給へかし。この御のがれvr葉乙を思a出づ 
一れば、ゆ、しく.；との*戋ひても"またなみだrみぬ。 • 

「見し人のかたし/>ならば身にそへて戀しきせVのなでものにせむ」と例のたはぶれに 
^_____11 

淑：此物gi柬辑 10<一一一 
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いひなして*まぎらはし給ふ。 • 

「みそ¥可せ<に出さむな\」ものを身に添ふかげと^れかたのまむ。ひくてあま^にと 

かや、さかしらなれど、Sとほしくぞ侍るや」とのy2まへば、「つaによるせはさらなりや。い 

とうれ^さやうなる"水の泡にも爭ひ侍るかな、掻き流さる、なでもの、いでま乙とど力し。 

sかで慰むべきCと？:」などいaつ、、暗うなるもうるさければ、かりをめに物し^る人怪 
しとEふら^と〇、ましきV'NJよひは猶极くかへ6給へねと、こしらへや6紀ふ「，3らは 

ばをQtらうどに、か、Sの願足經¢1、うちつけKなど、淺うは？ひ—令じう 

の力tはせ知らせ給ひ1:、はしたなげな石^じう!t乙を。いとうaうひしうならひにて侍る 
身は、何TもV一こがましきま\」なむ」と語ら办Uぇおきて出で給ひぬるに、この毋驻いとめ 

で2く53ふやうなる御さ爻かなとめで、、めのとのゆくりかに思ひよ0て、たび*び言びし 
乙とをあるまじき•とにsaしかど此の御有樣を見るには天の川を渡りても、か、る彥報の 

光を乙を待ちつけSせめ、我が娘はなのめならむ人に見せむはをしげなるさまを^びすめ 
き^る人をのみ見なら；3て少將をかし乙きものに思aけるk、悔しきまで思ひなりにけり0 

よ—畀鈴へ—つるまきばしらもしとねも各獲にほへるう〇6香、いへばいとことさらめき 
六るま\」浪雠し〇時々JA^るA^R、^びごと£cめ〆」即ゆe「經左どをftみて功徳の勝れたる 

乙とbめるtcも"かのかうばしきをやむごとなきことU佛ののたまひ]«:けるもことわりな 

をち藥王ぼんなどにも取りわきてのたまへろ平頭梆檀とかや‘どろあどろしき物のそな 



れど•まづかの殿の近くふるまa給へば、佛はまことし給ひけ6とこそ错ゆれ〇幼くおはr 

けるょ〇行もいみじくしたまひければょ」などいふもあ60また「さきの世乙そゆかしき氮 

有樣なれ」など、口令めづる乙とどもを、すゞ/>に^みて問き居た.CS。君は忍びてのたまへる 

乙とシーほのめかしのたまふ。「思aをめつる乙と^うねきまでかろが/)しからずものし給^; 
36るを、げ、に只今のあり3まなどを思Aは烦はしき心地すベけれど、かの世を背きてもなど 

mひょ6输へ、bむもIfllじ/^とに恐ひなし1:、試み給へかし」との^兮へば「つらきめ見せず 
人にあなづられじの心にてmそ、鳥の音IIHえざらむ住；5ま.て思；3給へあきつれ、げに人の御 

あり3まけはaを見舉6思；3給ふるは、しもづかへの程などtcl:も、か、る人の御あた6に 
IIれf]9えむはかひあべし。まいて若き人は心つけ奉$ぬべく侍るめれど數ならぬ身に 

物思；3のたねをや、いとぐまかせて見侍らむ。たかきもみじかきも"女といふ名のはか、る 

すぢにてNM'orJの世後の世まで苦しき身とな6侍るなれど，思a給へ侍ればなむ、いとほ 
しく思；3給へ侍る。それも唯御心にな1;。ともかくもおぼし捨てず、物せ3せ給へ」と間ゆれ 

ば、いとMはしくてな-esて「いさやきし方の心深きに打ちM.けて、行くさきの有mは知 
きと」とうら歎きて、殊(C物ものたまはずな6ぬ。明けぬればip:などゐて來てかみのせうそ 

乙などいと!Iだぐしげicおびやかしたれば「か/2じけなく萬に^のみ關免3せてなむ。猶產 

ばしかく 3せ給aて、いはほの中icとも"いか(!:とも思；5給へめr.^>し侍る程、かずに侍ら 
ずとも思ほしはなたず、河^V.-も敎へ3せ給へ」など打ち泣きつ、間え置きて、乙の御かた 

源氏物餅)K[屋 : ^ 
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ネいと發t、なら：^心地に？—nv」と1へど.今めかしくをかしく^^あ 

し赢なれ奉らY思へば、—がSしiぇけ-。1.つ|の少；； 

月，>1?に、fちょ4かV穿ふ。若1くf給ひけれは、f 

0御fど為—はし享に、？しI?貧ば豐I寄せ'M 
給,。「なゼの琪ゼ、辟き程に急ぎ出づるは-一と目留めさせ給ふ0かやぅにてゼ忍びたる月に 

れ出づるかしとr!ひに！しi-むくっけし。「常—のr,5r‘せJ>iw 申す。——る御—も「fを—やかなれ」と笑aあへる—く冬けgin 
程やと悲しく思ふ。唯乙の御方の乙とを思ふゆ兔にぞ、なのれも人々しくならまぼ！く t 

ナる。まして？,じみをなほなほしくやつして見む乙とは、いみじくあたら•しくmひな" 

ぬ。曼4ひて、「常陸殿といふ人や乙、に通はし偷ふ。心ある朝ぼらけに嘗出H 
そ；^ど，」を、、」とさらめ笔fつれ」など、猶气ほし疑aてのたまふ。fにく、片 

なしと！して、「たいふ—が若くての—にてtけ文—に今めかしぅ— 

Iめる < ゆItげfの——すfな。人のf咎めつベ1」uの^24 
ぅない給そ—」名はたで」と—き給ふも、らぅたけに|し设/る#夕^2 

11に人々IS6給へば.—1aぬ。きさいの.泛ことこU 御悄 
>iPQらで、—;^Sにければ心地ょげに—の大殿—どfち-—な。 

どしつ、遊び給ふ。夕つ方宮—穴猛らせ鈴へれば、女君は御11とfけ"' 



\卜もあのおの打ちやすみなどしてお前には人もなし。ちひさきわらはのあるして、「をり 
•惡しき御ゆするの程乙を見苦しかめれ、5うざうしぐてやながめむ1.と聞ぇ給へば、げにお 

はしまさぬaまひまにこを例はす爻せ、怪しう日頃も物うがらせ給；3て、けふ過ぎば乙の月 
は日もなし。ながつきかみなづきいかでかはとて、仕うまつらせつるVこと大栅いとほしが 

$、若君も寢給へらければ、をなた{Cこれかれある程に、宮はた、ずみあ6き給aて西の方 
に例ならぬわらばの見免つるを今まぬ6のあるかなどお•ほして、さしのぞき給ふ。中の程な 

るさラじのほぞめにあきたるよ6ML給へば、さうじのあなたに一尺ばか.cs引きさげてB風 

立てたう。をのつま{C几帳旅に添へて立て^か^びらaとへを打ちかけて、しをんい/> 

の花やかなるに女郎花の織物と見ゆるかさな$て釉口Sし出でた^^屏風のaと；5らた、 
凌れたるよ心にもあらて見ゆるなめう。今まぬ6の口惜しからぬなめ6とおぼして、乙 

の/fflに通ふ§うじを、sとみをかにおしあけ給ひて、やをら步みよ6給ふも人知らず。乙な 

犮の廊のなかの坪せ/Lざ.sのsとをかしういろいろに暌き亂れたるに、や6みづのわた6 
の石^き程いとをかしければ、はし近くそ61臥して眺むる^-CNけ.CNっあさたる^うじを今少 

し押し開けて辟風のつ>まよ6のぞき給ふに、宮とは思CAもかげず、M乙なたに來馴れたる人 
にやあらひとMaて、起きあが6たるやうだい、いとをかしう見^るに、例の御心はすrし 

給はで"きぬの裾をとらへ給ひて、こなたの3うじ引き穴て給ひ1:屛風のはざまに居給a 

ぬ0あやしと思aて、aをさしかくして觅返6たるさまいとをかし。扇k持たせながら、とら 

麻氏物趼東^II• . ■ 
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へ給；5てsぞ名のみ—ゆかしけれ」とのたまふに、むくつけくな"ぬ。i物のつらに 

顏—か—にもてかくして、いとい1忍び給へれば、乙の六—らずほのめかし給はむ 

大將こや、かうばしきけはひなども思ひわた3る、に、いと耻しくせむか^なし。めのと人 

デ¢0)列なら$を怪しとSV、Iたf量を押しあけて來交、「乙れはSかなる事に 

か恃らむ。釜しきわざにも侍るかな」と問ゆれど、憚り給ふべき事にもあらず。かくうちつけ 

なM御忘わざなれど、言葉おほかる御本じやうなれば、なにやかやとのたまふに、茲れはて 

ぬIど「锥と聞かざらむほどは許3じ」とて馴れ瞓れしく臥し給ふに笛な6けりと思aはつ 

る•M、めのといはむ方なぐあきれて居/2合。おほとなぶらは燈/)にて、今心六らせ給ひ衣I 
と人々いふな0。お前ならぬかたの御格子どもぞお/)すなる。乙なたは離れたる方に患なし 

て——苦と兔迻か之て、IIに人れ—f所を寄せ掛け、何かのあら 

、かなる1に—ちS。かく人の物し給へばと'f道のfじaとまばt—け 

たるを、在近とて火棘が娘の侍ふ來て、格子おろして乙Vに寄6 くな6。「あなくらや。まん 
Iとなrb息らfけり。御格子暮しIf I名やみ—i」と—i く 

る^|な舂しと1給ろ洽とは2と苦しと思罕物|ず、は言容おぞ文 

こてr匆用ぇ恃らHこ、にいと怪しきことの侍るに、見給へこうじてなむ。ぇ勸き侍ら〆」な 
む」、「可菸H rこさrbょるに、桂姿なるii)の、いとかう•はしく1:添a臥し給へるを例のけし 

からぬ御梭とIfc;5ょ*^にけ^'。女7).心伶せ給んまじきとと推し费らるれば「げにいと見H-l'fJ 



しき乙とにも侍るかな。右近はいかにか聞ぇ5せむ。今參<^て御前にこをは忍びて問ぇ3せ 

め」とて六つを、あrwしくか六はJC難TP誰TP思へど、宮は怖ぢ給はず、あ3ましきtてあて 
にをかしき人かな、猶なに人ならむ、右近がいaoる氣色も、いとおしなベての今まDうに 

はあらざめりと、心tがたく^ぼされて、といaかくいa怨み給ふ。心づき/j:げに氣色ばみ 
てももてなさねど、唯いみじう死ぬばかり思へるが•いとほしげれば倘あ6て乙しらへ給 

ふ。右近うへに「乏か患かこをおはしませ。Sとほしく Sか.に思ほすらむ1-と聞ゆれば、「例の 
心：^き御さまかな。かの母もSかにあはあはしく、けしからぬr」まに思ひ給はむとすらむ。 

うしろ安くと返すがへすいatきつるものを」と、いとほしくおぼせど、いかe聞ぇむ、侍ふ 

人々も少し苦やかtcよ/>しきは見捨て給ふなく、怪Xき人の御くせなれば、いかでかは思；3 

よ6給aけむと、あ3ましきにものもいはれ給はず。「上達部あまた參6給ふ日にて.遊び戯 

ぶれ給aては例もか、る時は遽く名波り給へば、皆打ち解けてやすみ給ふ^かし。3てもい 
かにすべきこと^。かのめのと乙そ^ず^じか6けれ。つとそひてゐてまTp^cs舉6aきもか 

な私りつベく乙を思aた^nつれ」と•少將とふた.^していとほしがる稃に、內よ6.人參 

6て、4<容こり夕^よk卸胸^ま亡絡ふ^'又今い‘じci£ぐ憐絡ふよし申さす。右€ 
「心なきを0の御なやみ.かな*開ぇ3せむ」とて立0。少將「，いでや今はかびなくもあべいこ 

とを、を乙がましく、あま6な'-^びやかし聞ぇ給aを」とsへば、「いなま;2しかるべし」と， 
忍びて3、めきかはすを、5へはstjtiflきにくき人の御本じやうに乙ぞあめれ、少し心あら 

海氏物語東屋 • 一§ 
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む人は我があたりをさへ疎みぬベか硌tと资すa參6で御使の巾すよりも今uしあねたく 
しずこ中しなもH動^•'•常ふべき31!:に名あら^御氣色に一たれが參6九る秒/^ど乃>と 

/>しく刼す一とのたまはすれば、「宮の恃に、平の患げつねとなむ名の"侍办つる」と問ゆ。出 
でへ"よ4Vと¢0 1いと>D6^-CP惜しきに、人Bもおぼされぬに、沿近立ち出で、、この餌他を 

こ〆/心beこC4 / $、和し〇.ぎつる人もよりきで、「中務の宮も參らせ給aw。人央はU4 
なひ參りっる道に、概堪引き出づる見恃りつ」ど中せば、げに俄にn.v々你み^ふブtプtも 

ぁるをと/9 rすに、人のあぼすらひこともはしたなくなうて、い、みじう恨み焚り^きて出〆」 

給ひぬ。恐11のfたる心地して、汗に押し给して臥し給t。めのとうちあふぎな 

どして、「か、るk住CAはよろづにつけて"つ、ましうびんなか6けう。力くおUし4しをめ 
て、£こよきZ:と侍らじ。あなおをマCしや〔限なき人と聞ゆとも、安からぬ润有找はいとあ 

fなかるべしoiのさし離れたらむ人に—、善しとともfられ給はめ、人き 

、も.片芨痛きこと、思う給へて、かまの3うを出して、〇と見率りつれtrレともくつけく 
デすデすしき女とおぼして手をSとSたぐつ爻せ給べるこそ、猶人のけ3ラ、たちて、v'とを 

かしくもf侍ぅつれ。かの殿には、けふもいみじくいSかひ給；3けり。唯一と所のうへを 

IあつかCA給ふとて、我が子ども5:ば5:.1し捨てた办。令らうどのおはする我の御たびゐ見 

房しと、あらあらしさ^Vぞ聞±鈴aけるじもびと3へ聞き、^とほしがりけり。すべて乙 
の4ノ降の貧ど-%:いと愛ぎやうなくおぼえ給ふ。乙の御事侍らざらましかばうちうちや1力ら 



ず、むつかしき^は折々侍6とも、な^らかに年頃の•ま、にて、^はしますべきものを」な 
ど、打ち歎きつVSふ。君はR今はとtpかくも思；3めrらr」れず、I1Sみじくはしたなく、見 

知らぬめを見つるに添へても、Sか(2:思すらむと思ふに、侘しければ、うつぶし伏して泣き 
給ふ。Sと苦しと見^)•つか；Sて、「何かかくあぼす。母あはせぬ人ZLを、たつぎなう悲しかる 

ベけれ。ょをのおぼ之は、父なき人はSと口惜しけれど、さがなき繼母に{Cく1れむょ6は、 
これはSとやすく。ともかくもし泰-CN給；5てむ、な^ぼし屈せを〇 3 6ともはつせの觀音あ 

はしませば、哀と思a間え給はひ。ならliぬ御身に、たびたび^きりてまで給ふことは人の 

かく^なづまにのみ思a聞^たる^、わくもわヶげなとEムばわりり細.^いItrA卜ば 
しませとこを念じ倦れば、わが君li人心らはれicては止み給aなむや•と、111;を安げにいひ 

极た6。宫は急ぎて出で給ふな^^內近き方にやあ>らむ、乙なたのみかどょ6出<給/11物 

のたまふ餌^もき乙ゆ。sとあてにかぎ67pなく聞えて、心ばへあるふる^などげちずじ給 
15て過ぎ給ふほど、すVろに煩はしく^ゆ。うつレ馬ども引き出して、との^に步ふ人卜餘 

人ばか6して參6.給ふ。うへいとほしぐうたて思ふ^:1;とて、知らずがほにて、「大货倘み給 

ふとて參6給；3ぬれば、乙ょ；3は出て給はじ。ゆするのなごうにや、心地も惝爻しくて起き 

席侍らぬ^%わた6給へ、つれづれにもおぼさるらむ」と聞え給へ6。•「みだ66地のいと^ 
しう侍るを、ためらaて」と、めのとして冏免給しv「sかなる御心地e•と、立ち返りとぶら 

び阳之給へぼ、地と^^ぼえず、唯いと苦しぐ傑ぅ」と阳ぇ输へば、少將右近、め爻しろ 
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ぎをして、片囊く sぼすらむとXも、穴$るょ^はJほし。、 

ひ、hくのみみだ-がはしくおはする人は問きにぐ、じちならぬ乙とをもくね6い又窃 

こ少し1ず—む—、—がに見ゆるしつベぅこそおはすめれ、この料は^!!^ 
/とP3Lむ，」と、いと耻しげに心深き^-'ぁぃなく思ふこと曾ぬる人の上なめ*^ 4U 

ず知る人の之なれど、心ばへか——注、系S放Sじ 
1iのがたく；PつかしげI物かな、我が身の1かw—ii〜 

どぢ物は•か！—め1つべかみる身の、Ikふれずfにける—を、J㈡r： 
なむけれ、今！このにく！蘿S給へる人の、！らかにてm•爸gu^slIIB 

S入れ—Y—す。SIかるtしなれば、と含1ほし1K 

兔へるもくるし。白き御ぞひとかさねばか合Uておはする、細やかにてを力しけな::• 

君は誠に心地も惡しくな^'にたれど、めのと「いとかたはら1し乙と^^あり-"^|, 
すらむを、Ifおほどかにて見ぇ奉6給へ。右近の君など(Cはrのあ63ま初ょり訝,^^^ 

ビと、责めてを^■のかしたて、、こなたの御^•ぅじのネとにて、一右近の涅物讯免さ^,」 

とLへば、立ちて出でたれば、「いと怪しく恃名る乙とのなごりに、身1へfm 

て、まめゃか—しげI!せ給古、いとほしく見侍る。IにてI間1せ：“’へ」L 

1む、11ぬ—いとでましげ—ほし降びにためるネI? 



を。い3、かにても世を知6給へる人rJをあれ、Sかでかはとこと心りUいとほしく見奉 
るjとて、引き起して^\らせ舉る。我にもあらず人の思ふらむ乙とも耻しけれど、いとやは-し 

かにxi>ほどきずぎ給へる技にて"柙しSCられて^給へり。CAたい發などの、いたうanた 
るをもてかくして、火の方i:背き給へるさま、うへをたrひなく見奉るに"け^とるともii 

えず、あて(Cをかし。乙れにあぼし〇きな试、めざましげなることはあ6なむか•し。Sとか、 
らぬをだに珍しき人をかしiゥ患たtふ御心をと、二人ばかうぞ5:刖にて广Mはぢあへ給はね 

ば見;/fた6.ける。物訢いとなつかしくし給^て、「例ならずつ、ましき所など、な思2なし給 

aを。故姬莊のおはせずな6給.,-aし後、忘らる、よなくいみじく、身もうらめしく、たrひな 
き心地してすrすに、sとよく思；5よをへられ給ふ御3まを見)IIば、慰U心地して哀にな 

む。思ふ人もなき身に普の御忠のやうに思ほ3ば、いと娘しくなむjなど語らひ給へど、いと 
物つ、ましくてまた；5なびたる心に、いらへ間免むメ兔なくて、「卬頃いと遙にのみ思ひ問 

え3せしに、かう見奉う：£るは何事も慰む心地し侍$てなむL-とばか$、いと^びたる聲に 
V. Sふ"繪など取6出3せて、右近(C己とわり讀せて見給ふに•向ひて物はぢ名えしあへ給 

はず、心に入IIて見給へるほかげ"足.にNi yと見ゆる所なく、ciwかにをかしげな^N。額つき 
まみのかほる心地して"いとおほどか^るあてSは、Itそれとのみ思ひ出でらるれば、 

繪はことに3!も留め給はで、いと哀なる人のかたちかな、いかでかうしもあ6げるにかあら 
ひ、故•>::にいとよく似奉りたるなめ6かし、故姬君は宮の御方ざまに，我は母上に似奉6た 



V; 

ぐ 
r.r 
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i 

% 
一一 

1 

i!は、ふる人ど$1とが、げに似f人はいみじ！の1りけ"と^^T「〕 
CるにMeみて給ふ。かれは限ぶくあてに氣商.きものから、なつ力しうなよ、力it力^; 

よなるまで、なよfとたはみた—令し給へ•りしにこを。乙れはまたもてなしH3 

Jデこ、よろづの：^をづ、ましうのみ思ひたるけrや、□所多かるなまめかし3ぞ少ノりブ 

る。少么ゆ良しきけはひだにもてつけたば，大將のn給はむにも-见に力ん^:4る4じU 

ど、このかみ心に思sあつかはれ給ふ。物—どし給ひて曉が力にf <ii01f 

せ！c、&乾の御Pども、r恐はせし御有様など、まほならねど.f給ふ。いとゆd 

てが-#!にけるを、いと品しぅ■しと技？。よべのの人々はAli一 H 
つらむな。い！うたげ！御！公いみじう—すとも、か、ひ！卜！」3げ“^； 

しと3へば、右近？.？！匕、か0御めのとの—す令すう7へJruマ 
て文-なれVゼSひし。fあひても§ぬやうなる心ばへに乙ム、打ちうを4fす3 U 

メしか、"さや殊疋にもやあらむ、をは知らずかし◊よべのほかけのい.とおほど力なりマ 

ん上^へS W。北の方に力う力うとレへW取〇て > 、、 

以、？っじみもいか1ぼすべき、か、るすf物にくみは、ぁて人もな 

.のが心ならひにあねたこく岩な名，夕つ1ゐ"ぬ。dはし.^ra.^.rjrの穿 
「怪しべ心幼げ—人羞心せ—て、うしろやすくはたのみ似—え—らVプのィ 



• 

らむやうなる心地のし伶れば"iからぬものとも(c惡み怨みられ侍6>VI!Hゆ。「いとさいふ 

ばかりの幼げさにはあらざめる十へうしろめたげに氣色ばみたる御まかげこを烦はしけれ」 
とて笑ひ給，へるが、心耻しげな^御まみヒ兔る名、心のおに、耻しくぞ赀ゆる。.いかにあぼ 

すらむと思へばえもうち出で聞免ずtかくて侍；s給ふは、年trlの領ひのみつこ、ちして、人 
のも6P41-き#ら1;もめやすく，^も^、しきこ^にな1;思ひ給^るV」、3すが(Cつ、ましき 

ことになひ侍6けるを、深き山のほSは"みSをになむ侍るべき>」」とて、打ち泣くもいとい 
とほし<て「こ、には何事かうしスめたく铤'±給ふべ、さ。とてネかくて？pうとうとしく、思 

a放ち113えばこをあらめ。けしから-ず•たちて、ょからa人の時A、ものし給ふめれど、をの心 
を皆人見知りためれば、心づか；5して"び/tなうはもてなし間えじとmふを、sかに推し觉 

6輪ふにか」とのたまふ。「illに御心をばへだてあぅてもUJ心ひ問之3せ侍らず"片腹痛うゆる 
し攻から：L,tぢは、何にかけても聞えさせ恃らむ、その方ならて7P、あぼし放つまじきつな 

も恃るレとなひ、とらへ所に賴み關えさずる」など‘おろかならず聞支.\し、「あすあ51:かたき 

物忌に侍る:$:、おほぞうならぬ所1:てすぐして、又も參らせ侍らむ」と問えて誘ふ。いとほし 
くほ• v/--'な:^わざかなとおぼせど•免と <め給はず、ぁ3ましぅかたはな^{に驚き3ゎぎた 

れば• 1S間爻てsでぬ..0か^うの.か左、がへどZ1/3と思认\ュパちひさき家設け^. 

6.け6。三滌わた.6-ic,芦Uばみた.るが、-tた作65したる所なUば、はかばかしき表つらa 

飞せでなむあ^付る。.1あはれ^の御^ひとつを、よ/)づ•にもて惱み問ゆ^7JVな。心にか^:は 

凇氏的s/i^w 1;:山 



rr&M文，、あななまじさものurj%あ6けれ。みづからばか6は唯ひたぶるに志なぎなしか 

^7-Tげなデ、た—にはひ含名過しつべし。，」の御ゆか4心うしとsf 

しあたtYv-つび—るに*びんな^-も出で—ば、いと人ねらへなるべし。あiなし、. 

:うfと'Vを人Uもtせず忍？おはせょ‘のづからとネかく 41:: 
てどと言.；^、f七、自らは歸6なむとす。君は打ち汶きて、世Uあらむこと$け次るJ; 

と也ひくしぎへる—、いと哀f。親はたまして、あたらしく惜しけれは、•つ、力なくて见 
>cこと見なざむと思S、—かねはらいた慕につけて、人に—はしく—れ^はf 

，☆、■'•女からぬな-®'け60心地なくなどはあらぬ人の、なま腹立ちやすく "tしのま、~"そ 
けミかの—もかくろへてはすベげれど、▲か义23a、J 

ましと袭Vか—.ふに、•年頃か存らfず明1ミヵ突に•1;: 4 

1;なし|1へ~「こ、は|かく|れて、あやうげ！所|と意心したまへざう 

しVbうし！ilsども、石し出て哲給へ、との父の—いひfて恃る^か 

とうしスめされど、かしこ—立ちfらる、•か、ぃと苦しければ」と，rr>1lu 
る。少將のあつか；sを、かみは又なil?ネス乙义に！！、 

ずと—ず—うけ-。いと心f，」の人にょう、か、る—れとf/まと、, 
なCふ方のことのか、れぱ、つらく心うくて、を5 v§nいれず。力の铃の？Hじ^/- 

、デなく見免しに、多く恐£と丄Vければ、私物に思：Sかしづかまし1ど、边ひむこと 



は.11:みに*にてはいかく見ゆると、まだ打ち解け^る3兮見ぬRと^ひて"のど方に 
居給へる訑つかた、乙なたに渡りてものよ办のどく。.：！：き綾のなつかしげなるに、今やう色 

のうちめなども淸らなるを肴て、はしの方にせんざい見るとてゐ穴るは、いづくかは心と 
る、いとmげなめるはと见ゆ。むすめまだか^なりに、何心もなき3まにて添ひ臥した6。常 

のうへの並びておは亡し御，rs」tどもの"思ひ出づれば、口惜しのさまどもやと兑ゆ。撕なる 
ご^ちに物な^言aMぶれて打ち解げたるは、いと見しやう(Cにほひなく、人わ/)げにも見 

之ぬKかの宫なりしは、こと少將なりけ6と思ふ祈しもいふことよ、「兵部卿の^の栽の、 
猶殊にお名し/>くもあるかな。いかでさる種あ6けむ、同じ枝$しな.どの、Sと艷なるこを、 

•一.=參シて出\」給ふ程なムしかば、免折らずなりに^。乙とだ1-!:惜しきと、^のうちずじ給 
へりしを若き人たちにUせたらましかば」とて我も歌よみ思たり。いてや心ばせの稅を思へ 

ば人とも^ぇず、いでぎぇは、Sと乙よなか办ける(:何事いひ;s^るぞとつぶやかなれど、 
いと心地衣げなるさまは、Sすがに患^らねば、Sかぐいふとて、乙、/>みに、 

「拳めゆaし小狨がうへ名爻よはぬにいかなる露[Cうつる下葉ぞ」とあるに、いとほしく 
覺ぇて、...• •—— . 

「教滅-Ifの小蘇がもと、知らませば〇ゆも心^わかすぞあらまし。v'力でみつ力ら份ぇ 
rcせあ含らめむ」とい；5た6。故^の御亊聞きたるなめ6と思ふに$.と<いかで人とひとし 

くとのみ!115ひあつかはる。あいなう大將殿の御3まか^ちぞ戀しう面影R見ゆる。同じうめ 

S • • .〇1九-L: 



• ’ -、 源氏物鉗贞Jit_ -0^ _ 

で*し七見苹.ぅ^か^;^は恐ひ離れ給ひて心もと爻らずノあなづりて押し入6給へうける 
を、思ふもねたし、この^はrcすがに尋ねAぼす心ばへのあ6なが，b、うちつけKもいひか 

け給はず、つ-nなし：IIなるしもこそS*けれ、萬につけて恐ひ出でらるれば^き人はまして 
かくや思ひ出でIrrlぇ給ふらむ、我がものにせむと、かくにくき人を思Sけひこを見^しきm 

なるベかりけれなど唯心icか、りて眺めのみせらHて，とVやかくてやと"ょ/>づに務から 
むあらましごとを思；3つ< くるに、Sとかたし。や/Lごとなき御身の*^ど御もてなし見奉6 

給へ、しむ人11今少しなのめならず、いかばか6にてかは心を留め給はむ、-11]:の人の有^を見 
tillくに、劣〇险う賤しうあてなる志なに從ひてかたちも心もあるべき名のな6けう、我が^ 

どもを.aるに、この君にMる;■.•へきやはある、少將をこの家の內に、又なきものicnl心へども、 
當-{C31Lくらべ米6しかば、いとも口惜しかりしに推し#.;らる、常代の御かしづきむすめを、 

ぇ舉--6給へらむ人の御めうつしには、Sともいと？pはづかしく、つ、ましかるべきものかな 

と^ふも、ず-sr/>に心池もあくがnにけ6。旅のや上〇はつれづれにて、feの^もいぶせき 
心地するに、いやし$あづまこス心し^るもの.どもばか6のみいでい6、-^めに)1るべきせん 

ざSの花もなし。打ち.あばUて、はればれしからで明し菇すに、^のうへの御有樣思ひ出づ 
るに^ぃ心地に戀しかりけ〇〇ぁゃ^くだち給へ〇し人の御讨はひも^^すがに思ひ出でら 

れて、何事にかぁ6け1;、ぃと多く哀げにの^ま；5しかな、名殘をかしか6し铜ぅっ6がも、 

ま^殘心地して恐しか6しも思-^出\」らる。母哲だっゃと、ぃと哀げなる文をかきて 一: 
一<1- 



、、めぬ卿 

あ，」せ給ふ。あ/>:かならず心苦しう思ひ，あつかひ給ふめる(:、かひな.う^てあつかはれ舉る一 
•Z*と、打もなかれて、r sかにつれづれに見潛はぬ心地し給ふち1;。まばし忍び過し給へ」と 

ある返事に，「つれづnは何か心やすくてなむ.。 . 

• •ひたぶるにうれしからましlitの中にあらぬ所とA名はtしかば」。幼げにい！sたるを见る 
ま、にほAほろと奵ち泣きてかう^どばしiiふる、やうにもてなす/と.sみじければ 

「ATNき世に(iあらW所^•一もとめて；^p *君が-Sか^TVを■£るょしネがな」^な(5なほしきこと 
どもをいrAかは•してなむ心をのべける。』かの-K將殿は例の秋深くな6ゆく頃"羽：：aにし乙 

となれば、ねざめねざめに物忘れせず、哀にのみ.覺ぇ給ひければ、字治のみ.党つく 6はてつ 
と.卯き給ふに.、みづからAはしまし^60ハAしう見給はざ-^るに、山の紅葉も珍しうあぼ 

ゆ。毀ちし癖殿、乙たみはSとはればれしう〇く 4なしたう。^いとこ•とをぎて、ひじ6だち 
給へりしすま61をmis出づる^"故宫ネ戀しうおぼぇ給ひてゝさ戋かへてけるネノ：：：价しき 

兮<>ぼ^るれば常ょ6ネ犮が.M^;。戈とあ4*L御^つ661は、5と^スとげ£:て、4片 
つか穴を女しく、こtやかになどJかたなAざ6しを、あじ/)M風、なにかのあらあらしき：| 

などは、か-.0み觉の.柑坊のぐ^殊觅になさせ給べ6。山]11めきたるぐど名を縣近にせ3せ給 

CAて、いたうも乙とそがず：いと淸げi:ゆ^しく^つ:c>はれたる、.遣水の(i「v6々s^ 

にK給ひて、とみにも立*れず、 ：y • : . ••: •• 
リ「絕えは.てぬ淸水Kなどかなき人の^もかげシへた.にとぐ於^6けむsMvzrのご；5つ、辟 

00 let ソノ 



人二く v女 ベを‘二^^づ為もみ.“;•"パ“，w，•、•へ〜寺•••二•■•ノバ令，一-〆,‘1,、-•、八,-心“一.•••^“：丄、よ亡：，“へ.,* 

诹及物si_躬一rg 

1立を4へれば、いとかなし|に、喷|みにひム心なけし/1, 

笑讓のつ——上？物がゲ4欠。儿帳定Aへ 
のついてに、「かの人—Sつころ宫にと聞きしV5すがにうひうじしく芬tてこ 

1ょ，^〇猶これょう傳へはて給へ.；とのたまへば、「一日かの母朽の文伶りき。しン”-^ 

Mて、こ、かしこになむあくがれ給ふめる。乙のfあやしき小家にかくろへも、のしJ 
るも、いと心苦しく、少し近％」程な4しかば、を乙にわたして心安かるべ—あらUき 

山逍こ、；^やす〜ぇ岩％\」名と恃と」と⑽ゅ。「人A、のか4しく仆めH 
ろこそふ-^がたくわけく n、何ばか-^の契にすmMは哀になむ」とて、^；の14鲇/;」 

?bf ?签吾f tし穿へ、きからやはt，」に出レ」給はy」T5V 

まゞ？「俯せ官ヒ曝/尚らむことはやすし。今更にjrを風^,bもことは物うく营tブl 
Iい？」と谬Tなどてかともかくもの聞き傅へ？」—らめ、たごのdAJ 

f普て太HてずStける。深|か釔破りて人の願を滿て給はもこをブメ|^ 

:心rとのたvS人ね？cto侍兵に聞！ く！！-出でtv來れれ 
ヂこ=•〕ひたaiど、「猶ょ1!、るを」と、例ならfひて、rlしは力|ネらI J 

計—の1^4へ。ゅめ！がfくひがゎ—令じ！」と、ほ、ほrwt:12、 
•取はしく、SかにおぼすことならVと思へど、おうなくあはあはし力らV網、七ざ囔/41 

いのづから我が御爲にも人問きなどはつくみ給ふらむとmひて二AUばうけ給は6が近を 



程にこを御文などを見せruせ給へかし。ふうはへ3-かしらめきて、心年りびのやうに思はれ 
侍らむも今更にいがたうめにや、つ、爻しくてな1;」と聞ゆ0「文はやすかるべき；^、人の物 

SW.Vとう^てあるものなれば、右大將は常陸のかみの娘をなIT、よばふなるなどもと6な 
してむをや。をのかんのぬし、いとあらあらしげなめ-CNJとの^まへば、うち笑；5て、いとほ 

しとMふ。暗うなれば出で給ふp下草のを^Vしき花どネ紅^などを>bせ給ひて^It御赀ぜ3 

せ給ふ。か61なからず^はしぬベけれど、かしこ1W6I1き^るにて• 5たう名なれ聞免 
給はずぞあめる。うちよ6为^の親めきて、入道の宮にも聞±給へば、いとやんごとなきか 

たは限なく思a間え給へ6。乙なたかなたとかしづきii-Flえ給ふ宫仕にをへて、むつかしき私 
の心の添aたるも苦しかりけ-CS。のたtaしtだつとめて、むつましくおぼす下脆の侍一 

人、颜知らぬ牛飼つく fノ出で、つかはす。御5うのものどものITJ4：：びたる召し出で、「つけ 
よ」とのたまふ。必ず出づベくのたまぺ6ければ、いとつ、^:しく^しけれど、打ちけ3うじ 

つく/>aてのうぬ。3:?山の氣色を見る.(Cつけても"いにしへようのふる乙とCも思a出でら 
れて、眺め菇してなむきつきける.°-いとつれづれに人めも見えぬ所なれば心やすく引き入れ 

て、「かぐなひ參5來つる」ど、患るベのkのNJしていはせたれば、初瀬のともにあ6し若人 
出できてお/>す。怪しき所をS:がめ^し明す1C、昔がた6も志つべき人のきたれば嫱しく呼 

び入れ給aて、親と聞えける人の御あた6の人と思ふに、むつ^しきなるべし。「哀に人^れ 
ず见舉—し後よ6は思ひ出て聞えぬをヴなけれど、世の中かばかひ給へ枪て^る身U 

ft I MHn —: 二。-.. :i 
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て、かの宫(:だに參6恃らぬを、乙の大將殿の怪しきまでのた吱はせしかt:r、i^a給へfeし 
てなひ一と切ゆ。君もめのと' めV穴しと見11き！illぇてし*-Aの御—なれば忘れA—に 

のた^ふらむも哀なれど"俄にかくおぼしたばかるらむとはul^aもよらず、^うち過くる毅 
に宇治より人參れ6とて、門忍びやかに打ち叩く。-3にやあら；pと思へば、辨あけ3せたれ 

文、iliをぞひき入るなる。怪しと思ふに、尼趙に對めん給はらVとて、乙の近3餌さうのあつ 
か6の名のうを也させ給へれば、戶口にゐざ办出でた办。雨少しうちを、ru、風はいと；3 

や、かに吹き人りてr sひ知らず3E6.くれば"かうなりけりと、たHもたれも心ときめきし 

つべき御ナはひをかしければ"用怼もなくあやしきに、まだ思ひあへぬ稗なれば心3わぎ 

て1いかなる乙と(Cかもらひ」とs aあへら。「心やすき所.にて月•取の思aあまることも!],rit 

させむとてなむ」といはせ給へう。いかに聞ゆべき乙とにかと霜は^しげ{C1U心rit研給へれ 
f、めのと見苦し•か6て、「表か為はしましたらむを、立ちながらやは返し奉6給はむ"かの 

殿に乙をかくなITと忍び1:如之め。近き稃なUば」といふ。「うひうaしくなどてか3はもら 
む0游^j御どち物谢ぇ給はむは、ふとじも泛みつくべく^^らぬV)、怪き爻て心のどかに物 

裝うおはする君なれば、よも人のゆるしなくて打ち解け給はじなどいふ-|?:、雨や、降6く 
Lf、空1いとくらし〇と0ゐびとのあやしき聲したるやぎやううちじて"「やかの辰巳のす 

みのくづれいとあやうし。この人の御氓入るべくば引き入れて御lJ,l3してよ。か、るCAとの 

抟人乙を％心はう〕たてあれ1などいひあへる'むくむくしく間き^はぬ心地し給メごの、 



わた6に家もあらなく(Cなど口ずさびて、3とびたる赞^-のはしつかたにが給へ办〇 
I Sしとひるむrらや泛げきあづま居のあまりほどふる雨ぞ、きかな」とうちはらCA^ 

へるおひ風、Sとかy2はなるまで、あづdの里人7P驚きぬべし。とざ^かうざまに聞えのが 
れむ方なければ、南の；53しにおまし引きつく/DCAて入れ奉る。心やすくもたいめし給はぬ 

を、乙れかUをしSでたう。遺戸といふもの3して、いさ、かあけたれば、「飛^のたくみも 
うらめしきベだてかな。か、るものVと(Cは、まだ，qならはず」と憂へ給；5て、いかCし給a 

けむ入6給ひ^。かの人がたの願7^のたまはで、唯覺えなきもの、はざまょ6见しょ^0/す 
ゞ/>に戀しき乙と、3るべきにやあらむ怪しきまでぞ、思；5冏ゆるとど訊らひ給ふべき0人 

のさ^Sとらうたげにおほどさたれば、見おと$もせず、い上哀とあぼしけ60稆もなう明 
けぬる心地する•(!:鳥などは鳴がで、おほぢ近き所itあほどれ^る部して、いかにとか問きも 

知ら^な^りをして打ち雜れて行くなどぞfillゆる。かやうの朝ぼらけ{C.Uれば、名のい^ゞ 

き^る洛の\鬼のやうなるぞがしと問き給ふも、か> る蓬のま/)ねに、ならri給はぬ心地 

に-をかしうもありけう。との々びともP1]あけて出づる音す。おのおの入办て臥しなどする 

VJIIBき給aて、人召し.1:取妻戸に#せ3せ給ふ。かき抱き1:乘せ給；5つ。#も誰もあやしう、 

あへなき乙とを思ひ3わぎて、「なが月にもあ办けるを心うのわざや0い-かにしつる乙とど」 

•と歎けば"尼忍もsとsとほしぐK1心のほかなる乙とぐもなれど"「あ0*づから公rすやうあ 
らむ。うじろめたうな思a給aそ。ながつきはあすこそせちぶと聞きしか」といa慰む。今日 
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丈卜三日なりけ^^「尼君乙たみは之#らじ。宫のうへきこし^.:3む乙ともあるに"忍びて行 
きかへ6侍らむも、sとうたてなむ」とiniゆれど、•またき乙の事問かせ黎らむも心耻しく览 

え給aて、「をれは後にも罪さう申し給rAてむ“かし乙に乏るべなくては、たつきなき所を」 
と货めてのた^ふ。「人一人やはベるべきJとのたまへばご」の沿に故ひ^る侍從との6巧 

めのと尼君のともな6しわらはなども後れて、いと怪しき心地して屈/<1$。近き程にやと切 

へば宇治へおはするな6けり。牛などaきかふべき心1うけし給へ6。河JKI過ぎ法さう券の 
わたう為はしま^に、夜は明けはてぬ。^き人はいとほのかti:見療りて^で間え1:、す</> 

に，Ja:!:卜るに、litの中のつ、まし^」も從えず、君？v sとあ-Sましき1C物も^:えで、うつぶし 
ふしたるをt石萵きわた-^は苦しきものを」とて抱き給へヶ。うすもの、ほをながを軍のな 

か{CJ31き隔てたれば、花やかにさし出でたる朝日かげに、尼君はSとはし^なく覺ゆるにつ 
けて"故姬游の御ともにこを、かや5-にても見奉6つべか6しが、ありふればmかけぬ乙と 

も見るかなと悲しう^えて、つ、むとすれど、うちaをみつ、Wくブム恃從はいとf く、 
名の、はじめに、かたち乙とにて乘〇をひたるをだに思ふ，に、なぞかくいやめなると"にく 

、をCにも思ふ〇老Sたるものは、すゞスにMもろにある4のぞと"おろをかにtrちm心ふな 
bナ$。沿冬见る人は{Cくからねどをらの氣色(C0けても、きしかたの戀しさまさうて、山 

V/C木くスる^6、US立ちめ力る心地し^ふ。^ち眺办てょヶ居給へ&、袖〇力さならな点ら 

ながやかに出でたりけるが、川霧にaれて御ぞのくれなゐなるに御なほしの花のおどろね 



f * 

どろv55つ^^〇女、為1しかけのたかき所に見つけて引き入れ給ふ。. ， 
ン「か力みぞ|*.^見,-5につ^-1:もあ5ぎ^>の所せき兔てぬる、籼かな」と心にもあらず、ひと 

うでち鈴ふを間きて、V?と.,iぼる诚かぅ^君の釉ネ泣きぬ6すを、若き人あやしう見苦し 

^,:iか:^:VVL^く.み• t)R.v'と〇。•かしきZ1と添aたる心地す。忍びがたげなる^ず、みを(la 

j給:-Wて我^忍ひやか:{C打-t>かみ給aて、:$すが{CいかV思ふらtfといとほしけn•ば、あま 
たQ部項r7.:mを行ざかふ为ぶ重るをnJふにrそ乙はかとなく物哀なるかな0少し起きあ 
がう乂、乙の山の色も見給へ。Sとうもれた.〇や」と、强ひてかきお乙し給へば、をかしき程 

にさし方くして，つA-^:しげ((:見出し^るまみなどは、いとょく思a出でらるれど、あいらか 
•{Cあま办おほど^過ぎたるe心もとなかめる。いといたう乙めいたるものから用意の淺から 

ザ物し給61しはやと、猶行くか^なき悲し3は空しきそらにも滿ちぬべかめ6。おはしつき 
ブ、沒衣き力まややど々て見給スらむ、誰に，^て、かくすゞろに惑；3あみくもの^[もあら 

次くにと思a賴け給Wて、あ4ては少し心泛ら；5て立6去り給へ6。女は母哲の思a命次む 
乙と衣ど、いと攻げかしけれど、飽农る3まに心深く哀に語らひ給ふに、思ひ慰めてお$ぬ。 

尼君はZなた:(C殊更に^-0,て廊にど寄するを，わざと思ふべき住ひに名あらぬを、ょういこ 

:^あ-tうなれ、で見給ふOAさうょ.CN例の人A、騒しきまで參6集る。をんなの御だいは尼君の 
方:14まゐる。!はしげかうつれど、乙の有樣はいとはればれし。河の氣色名山の色名、もて 

はやし^るつべ办ざまを見出して、.H顷のいぶせさ:1;みぬる心地すれど，いかに名てない給 



七 

文むとす，るにかと、う.きて怪しう鱟ゆ。殿は京に御文喾き給ふ。「まだなりあはぬ怫の御飾な 

^見給へあきて、ナふよ/>しき日な々付れば、急ぎ物し伶6て、みだ6心地のなやましきに、 
物忌な4るを思s給へ出てなむ.、けふぁすt摄み恃るべき」など"母舊も馨に 

もsぇ給ふ。打ち解けたる御有檫今少しをかしくて、.入うおはし穴るもはづかしけれど、も 
てかくW、/ くもあらで居給T。女5御—ぞ4ど、S哭によくと思ひV泛か—六 

nど、少し田舍びたる乙と％-5ちtじりてぞ、昔のいとなぇばみた办し網姿-0あIrtcなま 

めかしか色のみ笤SVられて、fす—をかしげ裏どは、—ご—ぁてな"。穿 

の4ぐしのいみじ乂めでたきにも、劣るまじかりけ办-i見給ふ。かつは乙の人をいかにもて 
なしてあらせむとすらむ、只今ものものしげにて、かの宮にむ'かへすAむも、おとぎ\びん 

なかるべし。とて乙れかれあるつらにて"おほゼうにまじらはせむはほいなからむ。裹は 

ノ NJ、にかくしてあらむと思ふも、見ずばさうざうしかるべく、哀R•あぼ免給へば、公/)か 

ならず紙ら以游し給ふ。故宮の御乙ともの穴まひ出で、、昔物語をか:Lうこ^やかuいひ豳 
ぶ1I&へどpiv'とつ\ましげ1(:1:ひ*道に耻ぢ*るを、さうざうしう^ぼす。誤うても力う 

>Dネと攻きは)とよし、敢ベっVも見て^、田舍Wたる•ざれ6もて9けて、患5:叛なしから 

厂、はや公かならせしか试しも、か^し石ふよう及らましと思-a衣ほし給ふ。乙、にあみけ 
るきん、考の乙と召し出で、、か、る乙とは穴、まして4じかしと口惜しければ、ひ^^ 

先らベ-て、宫，うせ給ひて後、乙、代てか、るもの代、いと久しう手觸れざ$っかしと、めづら 



•; しく我なが^^ぇて.,.!sどなつかしくまSrうつVながめ給ふに、月§し出でぬ。宮の御き 
|/Iの音の^どろおど/>しくはあらで、いとをかしく哀に彈き給aしはやとおぼし出で、、 

T昔誰も誰名あばせし世に、に生ひ出で給べらましかば、今少し哀はま3うなまし。みこ 
の御あヶは、よそのA允(r.哀ic戀しくZ:そ思び出てられ給へ、次どでさる所CCは年顷經 

給ひしぞ」との^^.へば、いと耻しくて、白き扁をまさぐうつ、、添ひふし*るかたはらめ、 

いとくまなう患^うて、な爻めいたるaたa襞のCAまなど、いとよく思；5出でられて哀な 
6。まいてかやうのZ.とはつきなからず、敎へな3ばやとおぼして、「fjれは少しほのめい給 

ひ犮うや。あはれ我がつ^といふ{は、§6とも手ならし給ひけむ」など問；3給ふ。「そのや 
まと乙とば^に、つきなくならひにければ"まして乙れは」といふ。いとかたはに心後れ穴6 

とは見ぇず〇こ、{cあきて、免思ふま、に7PZ:ざらむ乙とを尨ぼすが、今よしきは、なの 

めには5:ほさぬなるべし。きんは押しやりて、r楚王の/2Sのうへのよるのきんの潍」と、ず 
んじ給へるも"かの弓をのみひくあ^办にならひて、いとめでたく思ふやうな6と、寺從名 

聞き居^6け-CN。r&るはaの色7P、心おきつべきねやのいkしへをば知らねば、；3とへRめ 
で聞ゆるぞ、後れy2るなめるかし。rjと乙をあれ、怪しくもいaつるかなとおぼす。尼君の方 

よ6 くだものまゐれ办、箱のふ^に紅葉蔦など折6袤きて、ゆ^なからず取ぜて皂きた 

るかみに、ふつ、かに进きたるもの、く爻なき月にふと見ゆれば、目と<め給ふ程に、くだも 
j のぃをぎにぞ見免ける。 '.;-.: . 
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V:「やど.^木は色かはうぬる秋なれどむかしおぼえて澄める月かな」とふるめかしく被き 
Qるを、はづかしくも哀にも^^されて、： , 

，「里の名もむかしながらに見し人Sもかは4るねやの月かげ」。わざとかへ6、乙と.、 

はなくての^兮ふを、侍從なむ傅べけると^。 
. ，.-•..••••• :• • • 

.:.浮•••、船•： . 
• , I * . • \ . • ••: : • : 

宫、酋かのほのかな々し夕をおぼし忘る、世なし。乙とごとしきほどicはある咬じげな6し 

を、人がらのまめやかにをかしう.もあうしかなと、あだなる御心には口惜しくて止みにしと 

、妬う^ぼさる、ま、に、女君をもかうはかなきことゆ^、あながちにか、るすぢの物僧み 
し給aげ6。思はずに心うしと、iiづかしめ怨み間え給ふをう^うは、いと苦しうてあうの 

嗦、こやliflえ1:ましとおぼせど、やん2:-となきさまにはもてなし給はざなれど、あさはかな 
らぬ方に6と\:-めて人の臌し置き給へる人を、物いひ3がなく诎ぇ出て^らむ代も、さて即 

きすぐし餘ふべき御心ざまにネあらざめ4。#ふ人の中にもはかなう-#1もの綠びふれひ 
とあ.ぼし立ちぬるかぎ办は、ある^じき里咬Vも尋ね3せ給ふ御3嗦ょからぬ本じやうな 

;るこ、3ばから月日を經てあぼし^むめるあ/2うは、まして必ず見苦しき事取ら出で給al: 
aof如ょが導へ間き給はむはsか^はせむ、y、つか穴ざまにもいとほしくこをはありと 



も、防ぐべき人の御心ざまならねば、よをの人よ6は間きにく、などばか6ぞ覺ゆべき、と 
てもかくても我がをzl^a6にては、名てを乙なはしと思ひかへし給ひつ、、いとほしながら 

名1111ぇ出で給はず。Z.とざまにつきづきしくはtsaなし給はねば‘しこめて物怨じ皂た 
る、世の常の人になりてぞおはしける。かの人はたとしへなくのどかにあぼしあきて、、ま 

ちどほなりと思ふらむと心苦しうのみ思ひやう給ひながら、所せき身の程を、さるべきつい 

でなくて、かやすくma給ふべき道ならねば、神のいさむるよりもわ6なし。5れど今いと 

よくもてなSむとす。山]IIの慰めと思ひおきてし心あるを，少し口數も經ぬべき乙とVも作 
6出で\のどやかに行きても見む。さて患ばしは人の知るまじきすみど乙/)して、やうや 

う3る方に、かの心をものどめ说き、我がためにも人のもどきあるまじく、なのめにて乙そ 

よからめ。俄^何人ぞ、sつよりなどlieき咎められ〇名物騷しく、初の心に*がふべし。又 
當の御方のI1I-Jきおぼさひことも、もとの所をきはぎは患う，Qてはなれ、tを心すれMならむ 

79、Sとほいなしなどむぼし患づひるも例のいとのどげ5過ぎたるみからなるべし。ねたす 
へき;！r^ぼし設けて忍ひてぞ造らせ給Wける。少し暇なきやう(Cもな6給aにたれど、宮の 

御方には猶穴ゆみなく心よせ仕うまつ6給ふ乙と同じやうな.CS。見奉る人も怪しきまでfn3 
へど、世の中をやうやうおぼし知^N、人のあ.CNS^:を見113き給ふま、に、乙れ乙をは誠に昔 

を忘れぬ心なが3の名殘3へ淺からぬためしなめれと哀もすくなか.ら.ず、ねびまさ6給ふ 
ま、(C人がらも世のおぼぇも、さま乙とにものし給へば、宮の御心のあま办たのもしげなき 

•源氏物語浮船 
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^方亡么 >1めけYと——urMWら4 

乙け$rレこ2^.^るtiぞなどぃひ思はむもつ、ましけれは宮の絕ぇずお、ほし 
ぼいf fで、きづか41なA1U" 

fブMrr4のpitAfげ-。———御本じやう！—うi t 
とて7-pfす！^し*:?の毅fMru 'こ、まかに文か、る人も出で4じきにや 

まじれ、教將の.*と美くうぁ，バ)ぷ^しき卜7こょ、こまさりてもてなし給へ 

ば、あ6しょ6L少しギ戶ひ4 しヶ生〇卜くちa5きわらは、綠のうすぇふなる 
のf f給へるひうつく 

PのしIk、もてゎづら接りつるを、例の—穿ぞ御IVとて：:。 

p、r4 



*まぶ。御颜の赤み/2.れば"宮、大將の36げなく患なし力る文Rて、字治の名のみもつきづ 
きしとSほしようで、この文をと.〇給；5つ。さすがにをれならむ時にとhぼすに、いとtば 

ゆければ「あけて見IT-よ、怨じや^給はむとする」とのたtへば、「見苦しう。何かはをの女ど 
ちの中に.锻ち!•はし/2らむ5ちとげ文をば御蹵ぜむ」とのたまふが、Sわがぬ氣色なれば、 

一さば見むょ。女の文がきは、Sかゞある」とて^げ給へれば、いと若やかなる手にて"「あぼ 

つがなくて年も^れ恃6にげる。山里のいぶせさ乙を蜂の霞もたえまなくてJAJて、はしに、 

_乙れ若教のお前に、あやしう侍るめれど」と#ぎ^6。ことにらうらうじきふしもiiえね 

ど、锃えなきを御目たて、、乙.の立丈を見給へば、げに女の手に1:、「年改6て何取かさぶら 

ふ。御私にも、いかにたのもしき御悅多く侍らむ。rJ、にはSとめでたき御住aの心深きを 
狍ふさはしがらず見奉る。かくてのみつくづくとながめSせ給ふょ6は、時々は渡6參らせ 

給；5て御心7P慰め3せ給へと思；5條るに、つ、tしく恐しきものiuおぼしこ^^なひ、物憂 

き^に歎かせ給ふめる。若君の^前にとて、卯槌參6せ給乂。あほきあ弍への御赀ぜざら1; 

秸に御赀ぜ3ぜ給へjと犮む、て兮ごまと、mとv>み名えしあへず、物なげかしげなる3ま0 
かたくなしげなるも、5ち返しラち返し怪しと御赀じて、「今はのたまべかし。誰がぞ」との 

たまへば、「背かの山1にあ$ける人のむすめの、さ5-やうあ办て、乙の頃かしこに侍るとな 
ひ間き侍りし」と間え給へば、^しなべて仕5まつるとは見えぬ文がきをと心え給ふに、か 

のMはしきことVあるic^ぼし^•はせつ。卯桃をかしう、つれづれな.CNける人の^わざと阽 



7濃" 

0i^ 1.hh_ 

と、星 t d 

V、、rpp pる入のこやと—しiIに、御目とまぅて、「Iし給へ。！けな 
uun^ M.11—^ 

9して、「いとほしくもtつる—。f人のfつらfを;^u」w 

乙ょ>ひち！さしすぐして侍-。5ifて人はおほど力なる！ —け：：」0、.I 

しかば、「Iかま。幼iな腹だてを」とのたまふ0 1 〆人の參らせたノる"“れ/い 
はいと美しか-ければ宮もいとらぅ犮くし給ふfけ办。fuff P卜;^诗 

rt—、—吳將Qf f—II参と問く？もjj 

も！人Q SSしを、si人の实みと'iまじきf—qd之 
と.、—るは、警の人か1」9、るhへし 

す。含れ々。ゐIfすべ—、1办出て、—1ィtバ7 

uJrかでかパるべき」とのた甘へば、「いとかしこくいかめしく fれて不UU 
h、sとたふとく書てられ穴—f給ふる。かょ猛ふi、iの—ょ〜 

• ___. __ : •: - 
丨：. _■ -, - 



ありしよ6名泛ば患ば物し給ふな^^患もの人令の忍び1:巾患しは、女をなむIIしす焱3せ 
給へる。けしうはあらずおぼす人なるべし。あのわ^6にらうじ給ふ歼々の人、背印こて參 

6仕うまつる。との^にさしあてなどしつ、、京よりもいと忍びて、Sるべき事など問はせ 

給ふ。Sかなる3いはひびとの、さすがに心ぼをくて屈給へるなら〇となむ、唯このし^5す 

のtilほa巾すとlia刍給へし」ときこゆ。いと娘しくも間き〇るかなとMまして、「たしかにそ 

のメとはいはずや。かし乙にもとよらある尼ぞとぶらa給ふと間きし」。「尼^廊二なむ主y 

侍ゥけ5。この人ぼ今たてられた6にな^。きたなげなき女原などもあまたして、口馆しか 

らぬけ(iaitて！Qて仿る」とIilrlゆ。「をかしき、とかな。何の心ありて、いかなる人をかは3て 

す^給ひつらむ。獬Sと氣色あ6て、なべての人に似ぬ御心な6弋左のちとVなど、乙の人 

のあま4道心に進みて山#による3へともすれは泊.CS給ふなる、輕令し3•ともどき給ふと 

l]Hきしを、げになどかさしも怫の道には忍びあ办くらむ、獬かのふるSとに心をと< めたる 

となむIIBきし。か、る乙とこをはあ办けれ、いつら人よ6はまめなると3かしがるAしも、 

ことに人の思ひいたるまじき、くまあるか爻へよ」上の*;2爻ひて、いとをかしとおぼぇ*办。 

乙の人はかの殿にSと1;つましく11:うまつるけいしの^になひあうければ、かくし給ふ烬 

も[]Hくなるべし。御心の5ちには、いかにして71の人を見し人かとも見定めむ、かの哲の§ 

ばかりに1:す^^るは、なべてのよ/>しき人にはあらじ、乙のわ^.CNicは、いかでかうとか 

らぬにかあらむ、心をかはしてかくし給へうけるも、いとね^う5:ほゆ。唯そのことを乙の 

Hh 谏— — . 三-• ■ 



iftIJt-物訊浮船 1_1--1 JMMy-—- 

丈し—^mr sと著山ご—な移れど、费■くは^^2人^^ 

各らYとは、j供h しt41べきが、物の 

ち：Wで含ひっ.Iばfひ留め給はず、御供に昔もかし—い知れぅし者^^d 
じ、，rの內•記、さだ御，めのとごの雙iかぅふ-f 

n—nM霞舅轉Lの；^ 

_了、 ..：. . L— ^== 
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二 
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し/)め^き^ざにネあるかなと、^ぼし出づる乙とも3嗦H会なるR、京の內だにむげに人 
知らぬ御あ6きは、r&はいへどぇし給はぬ御身にしも怪しきさまのやつれ姿して、み馬にて 

おはする、心地4物恐しくや、爻しけれど、もの、ゆかしきか*は進みたる御心なれば山深 
うなるま、に、Sつしかいかならむ、見合するiともなくて歸らむこを、Sうざうしくあや 

しかるべけれとおぼすに、心もさわぎ給ふ。ほふ3う券のほどまでは御取にて、をれよりゼ 
み馬ic:は奉-csける。急ぎて、よa過ぐる程におはしましぬ。內記、あなsよく知れるかの殿の 

人に問a間きたうければ、とのゐ人あるか/2にはよらで、あし垣泛こめ^るにし3>ネてを、 
やをら少しこ•ほちて入6ぬ。我も3ずがにまだ見ぬ御住まaなれば、たどたどしけれど人患 

げうなどしあらねば、しんでんの南公もてにど、^ほのrらう見乏て、をよをよと音する。參 
$て「ま/i人は起き1:#るべし。乙れよ〇おはしま.rjむ」としるべして入れ奉る。やをらのぼ 

りて格子の似まあるを見つけて寄6給ふに、伊豫すはさらさらと鳴るも〇、まし。新しう淸 
げに造6*かど、3すがにあらあらしく1:ひ嗦あ6けるを"mかは來て見むとうちとけて穴 

もふたがぬなるべし。几帳のかたびら打ち懸けておしや6たり。火あかうともして物縫ふ人 
三M人^たり0わらばのをかしげなる綈をどょる。これが顔まづかのほかげに見/2まひしそ 

れな6a•うちつけめか•と猶疑はしきに、右近と名の$し若き人もあ6。君はかaなをまくら 

にて、火をながめたるtみ、髮のこぼれか、6たる额つき、sとあてやかになまめきて、對の 
御方にいとようS:ほtた6"Jの右近物折るとて、「かくて渡らせ給ひなば、とみにしネ将歸 

说穴物«mi俘船/ 一一一五 
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:你氏物鉼浮船_ 二一六 

6渡らせ給はじを、殿は乙のつかさめしのほどすrして、つたいち顷には必ずおはしましな 
むと、きのふの御つかaも申しけ6。御丈にはいかC聞之させ給へ6けむ」といへど、いらへ 

もせず、sと物思aたるけしきな6。「折しもはひかくれSせ給へるやうならV:か、見苦し 
3jとsへば、向ひ/2る人、「をれはかくなひ波6給ひぬると御せうそZ:問えさせ給aつらむ 

こをよからめ。輕々し^いかでかは音なくてははaかくれさせ給はむ。御物まうでの後は、 
やかで波りおはしましねかし。かくて心ぼそきやうなれど心にまかせて安らかなる御•住；5 

にならaて、なかなか旅心地すべしや」などいふ。またあるは、「猶暫しかくて待ちIIHえさせ 
給はむぞ、のどやかにさまよかるべきや。京へ7Xど迎へ奉らせ給へらひ後、おだしくて親に 

もiiえ餐らせ給へかし。このおとVのいとi:にものし給ひて、俄にかう113えなし給ふなめ$ 
如し。普も今も物^んじ态て砭間なる人こを、§いはaは見はて給ふなれ11などいふなう。右 

近「などてこのま、v」iv/め舉らずな6にけひ。老sぬる人はlrづかしき心のあるit乙を」と 
惜むは、めのとやうの人を譏るなめ6。けににくき毛のあ6きかしとあぼし出づる名夢の心 

ち?：する。かたはらいたき^で打ち解けたる乙とVもをいびて、「宮のうへ乙をSとめでた 
き御さsはひなれ。犮のおとくのさばかりめで/2き御勢aにてsかめしう)VI$給ふなれど" 

游君生れ給ひて後は、乙よなくどおはしますなる。か、るさかしら人どものおはせV御心の 
どかにかし乙うもてなして、おはしますZ:をはあめれ」とsふ。「殿だにまめやかに思allB之 

給ふ琳變らずば劣6IH1え給ふべき乙とかは」といふを、君少し起きあがぅて"「いと間きにく 



き乙とよをの人に>を劣らじと毛いかにとも思はめ。かの御事なかけてもいaを。漏り谢 
ゆるやう^あらば片腹痛からひ」などいふ。何ばかうのしぞくにかはあらむ、いとよくも以 

1;3たるけはびかなと思ひくらぶる^、心恥しげ(<:1:、あてなる所はかれはいと乙よな^; 

乙ればたOb.うたげに、ミまか衣る所ぞいとをかしき。よ/)しうなうあはぬ所を見つけ〜ジ 
む{Cてだに、さばか6ゆかしとおぼし患め^る人を、をれと见て3てJhみ命ふべき御心なら 

ねばましてくまもなく見給ふに、いかでかこれを我が物にはなすべきと、わりなくおぼし惑 
ひぬ物へ行くべきなめ-CS、親はあるべし。いかで乙、ならで、又は尋ね逢ふべき。乙よひの 

程にはまたいか < すべきと心—」らにな6給aて、猶まも6給へば、右近「いとねぶ/2し0よ 
べもすてろに起き明してき〇つとめての程にも乙れは縫ひてむ〇急がせ給ふと省御朮は日穴 

けて^あらむ」といひて、^さし^るものどもと办具して儿帳に打ち懸けなどし〇、、うた 
、ねのまに寄；CN臥しぬ。君ネ少し•奥R入みて臥す。右近北おもてにいきて、暫しわ合てe 

來たる。君の跡近く臥しぬ。ねぶたしと思aければ、いど瘐？城入6ぬる氣色を見給ひて、又 
せむやうもなければ忍ガやかk之の格子を7^2Vき給ふ。右近聞きつけて、「誰ぞ」といふ。乙 

わつく々給へば、あてなる急はぶきと間き知うて、殿のあはしたる(cやと®aて起きて出C 

六-。「まづこれあけよ」とのたまへば、「怪しう覺ぇなき程にも侍るかな0夜はいたう更ナて 
はべらむものを」といふ。「物へ渡6給ふべかな$と仲信がいひつれば、驚’れつるま、に出 

て立ちて、いとこを心6なかヶつれ。まづ開けよ」とのたまふ聲、いとようまねび似せたまふ 

r 

ーノ 

一一 
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1「 

めさるわがると、i>ばか.cvはかくてあらむ、何事も生け石かぎ6のためこをあれ、只今出 

で^ば*Lまさば誠に死^ベく^ぼさるれば、この右近を召し寄せて、「いと6ち攻しと55まn 

^へけれとけふは得出、つまじう5:ひfeる。^^の乙どもは、乙の^た^\近からむ昕{(:、ょくか 

くろへてさぶらへ。時方は京へものして、山寺に忍びてなむと、つきづきしからむ3まに、い 

らへなどせ1」との7^まふに、いとあ5ましくあきれて、心もなか6ける夜のあやまちを热 

ふに"心地も惑ひぬべきを思W泛づめて、今は萬，におぼ、れ騷ぐとも、かaあらじものから 
なめげな怪しかり1を6に、Sと深うなぼしつれた.CNしも、かうのがれざ$ける御宿圯 

にrJをあ-^けれ、人の^たるわざかiiと^ひ慰めて、「今日御迎にと侍りしを、いか{Cと.3せ 

給はむとする御ことにか、かう遊れ聞tsせ給ふtじか6けS卸宿111:ば、いとl]gぇさせ歩ら 
ひかたなし。Viら乙をいとわ6なく俘れ。今日は出であはしまして御志侍ら^長聞に名」と 

1問ゆ。おょすけてもいぶかなとおぼして、「我は月顷物思aつるに.、ほれはてにければ人のも 

どかむも知らず、•ひたぶるに.思；sな-CNR^aう。少しも身の乙とを思は <、か、らむ人のか、 
るあ^TVは思；5たちなむや。御かへ.CNRは、けふは物忌などいへかし。人に泛らるまじきこ 

とを誰力ために？^思へかし。乙と亊はか；5なし」とのy2ま；5て、乙の人の世に知らず、3こ^3 
ぼSる、ま、(cは茁のをし$も忘れ給；5ぬべし。右近出で、、「乙のおとなふ人R、かくなむ 

のたまはするを猶いAか^はなち'-Ifとを巾Sせ給へ、^さましう珍らかなる御^^ま、3 m心 

し^すとTP、か、る御供の人^ネの御心(C乙そあら^、いかてかう心を3なうは、ゐて奉う 

谋氏物？5:浮船 
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給aしぞ。なめげなる乙とを聞えs.するやまかづなども侍らましかば、sかならまし」とs 
ふ。內記は「げにいと煩しくもあるかなと思ひ/2て6。「時方と仰せらる、は誰にか、3なIT」 

とつたふ。笑ひて「かうがへ給ふ乙とCもの恐しければ、さらずとも逃げてまかでぬべし。ま. 

はやかにはおろかならぬ御粲色を見奉れば、誰も誰も身を捨て、なむ。よしよしとのゐびと 
珞皆起^ぬなう」とて急ぎ出てぬ。右近人に知らす戋じうは、Sか < は^ばかるべきと、わ$ 

なう逛ゆ。人令起きぬるに、「殿はさるやうありて、いみじラ忍びSせ給ふ氣色見舉れば道に 
ていみじき^のあ6け•るなめ60御ぞど7^など、よS 6忍びて7Pて參るべくなむ仰せられつ 

る」などいふ。ご;2ち「あなむくつけや、木幡山はSと恐しか^:*る山ぞかし。例の御さきも3> 

はせ給はず、やつれておはしましけむよ。あなSみじや」とSへば、「あなかtあなかま。げす 
などの座ばか6もIn]き^らむに、sといみじから1;」とい；3居^る、心ちおをろし。あやにく 

に殿の御使のあらむ時、いかにSはむと、初瀨の觀音、けふことなくてXらし給へと大願を 
ぞ立てける。石山Rけふ詣でさせむとて、母君の迎ふるな6け6。乙の人 <、も呰Sうじし、き 

よまはうてあるに、「3らばけふは得波らせ給ふまじきなめうな。いと口惜しきこと」とい 

ふ。日y2かくなれば格子などあげて右近ぞ近く仕うまつ6ける。もMの簾垂は皆あろし波し 

V物忌攻どか、せてつけ^4。毋浯ネやみづから^はすると1、#見ro心がしか4つとい61 
衣す衣$け4。御tうづ攻ど參る3噯は例0^うなれど、戋かな以めざ爻しうあぼ3れ 

て、「そS.にあらはせ給は <」との/2爻ふ。女いとさまよう心にくき人を見潛ひたるに、時の 
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丨 Vt- 9m^rn^：: 爻も見ざらむH死の、、〈しと為ぼし乙がるV人を、志深し.r.かVるを；い•に-あらむと 
GA知らるv{c名怪しか々ける身かな。誰，p物の聞£;あらば、いがに‘ぼ3ひと、.まづがの5.i 

への御ic,を思；5出で間ゆれど、知'^ぬ^'IM'すがへすい•と心うし。猶おらむまvic:、の^まへ0 
Sみじきげすとsふとも、いよい.よ哀なるべき」と、わう^^^ 

一て-せず。乙と乙とはいとをかbく、けぢがきさまにいらへ，間t-などして、な叹ぎたるを、いと 

|限なうらうたしとのみ觅給ふ。0萵くな5.:程に迎ベの人き：たヶ.0取二、馬なる人々の例の居 

らかなる七八人、をの：乙どもちほく、矣なぎなしからぬ比ぬひ、$べづ々つ、ス^^れ；^、 

人々片腹痛がろつ\T11かくれよ」とい—などす。$•$，い— 
るとSひたらむに、京に5ばか$の人のあはしあはせず、おのづから聞き通ひて、如くれな 

き乙と名乙そあれと思Wて、この人々にも乙とにいa合せず、遊事かく。「よべより穢じさせ 

給ひてsとn惜しき事をおぼし歎ぐめ6しに、こよひ夢見3ゎがしく見ぇ3せ綠/ルず、 
けふばかうつ.ゞしませ給へとてなひ、物忌にて侍る。返すがへす口惜しく、防の3ま^げの 

やうに見舉う侍る」と锻きて、人々に物などくぱせてや6っ。.尼君にもけふは物忌に1:-1$ 

"給はぬとSはせた办。例はくらし難くのみ1 眩める山ぎはを眺め侘び金ふに、^i 了くli.降し 
;く0み—しいら冬、人itひかれ奉ちて、，いとはかなう慕れぬaまぎる、ヒとなく、.のどけ 

き審の口に見れど7P見れどもあかず、を：の乙とeと覺ゆ5*くまなぐ、愛ぎやうづぎな〇かし 
くを力しげな-CN。さるはかの對の御方Kは劣うたん。犬殿の君の盛ににほひ給へるあた 
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ては、乙よなかるべき程の人を、たraなくおぼさる >程なれぼ、まだ知らずをかしとのみ 

見給ふ。女は^.た大將殿をsときよげに、又か、る人あら〇やと見しかど、rまやかic^a 
淸らなる乙とは、乙よなく^はしけ6と見る。^aきよせて、手習などし給ふ。いとをかしげ 

に#きすSび、繪などを見所多く铿き給へれば、若き心地には思CAもうつりぬべし。「心よ6 
ほかic得^ざら1/ほどば、Z.れを见たtへよ」とて、いとをかしげなるをと乙をんな、諸*に 

をa-臥し^るか^を番き給ひて、「常にかくてあらばや」などの^まふも、なみだおちぬ。 
.「丧き夜を^のめてもなぼ悲しきは^Vあす知らぬ命なムけいとかうIH心ふこをゆ、 

しけれ。心に身をも]{1に得爻かせず、蔣にたばからむほど誠に死ぬべくなひ^ゆる。0-らか 
らし御有楼を、なかなか何に尋ねげひ」などりたまふ。女ぬらし給へ筆^となて、 

「心をばな.げかVOらまし命のみさ;2めなぎ世と思はましかぼ」とあるを、かはらむをばう 
らめしう思ふべかりけ6と见給ふにも、Sとらうたし。Sかなる人の心がは6を见なちCAて 

などほ、^みて、大將の乙、に波しム、め給びけむほどを返すがへすゆかしが$給aて問a 

给ふを、苦しが办てぇsはね乙とを、がうの^嗦ふこそとうち^じ^るさまも若び^6。あ 
のづからをれは開き出で^:とあぼす免のから、sはせまほしきぞわ6なきや。夜5$京へ遺 

しつる大夫參6て右近に逢aた6。「后の宮よ办も御使參公て、左のおとCもむつか6聞ぇ 
させ铪aて人{C知らさせ給はぬ御あ6きは、いとかるがるしぐなめげなるふもあるを、すべ 

て內など{C開しめ$•ひ£も身0--/2めなひいとから^:と，いみじく申させ給aけ办。束山にa 



じ6御覧じにとなo、人Rは物し侍6つる」など語々て•、「女乙を罪深うおはする1のにはあ 

れ。す <ろなるけさうの人を5へ惑はし給61.て>そ6ごとをさへせ3せ給ふょ一と$へば、 
「aじ6の名ヒさへつげ阳ぇさせ給CAてければ、いどょし。私の舞ネそれkて^/>ぼし給ふ 

らむ。誠にいとあやし念御心0、げ^いかで習はせ給ひけむ。かねてかうおはしますべしと、 

うけ为まはらましにも、いとかたじけなければ、^ばか办聞ぇ3せてましものを、あうなき 
御あ6きに乙をは」と、あつか；5間ゆ。參6てさなむと爻ねび聞ゆれば、げ{?:いかならむと 

鲁ぼしやるR「所せき身乙をわびしけれ。輕らかなる程の殿上人などRて、^ばしあらば 

や。いかCすべき、かうつ、むべき人めも#憚$あふまじくなむ。大將もいかに思はむとす 

らむ。さるべき程とはいひながら、怪しきまて昔ょ$むつましき中に、か、^心0へ艺ての 

知られ^らむ時、耻かしう、ま^いか{Cぞや。世の^とひRいふ乙ともあれば待遠なる我が 

を乙^办をも知らず怨みられ給はむを3へなむ思ふ。夢にも人に知られ給ふまじき5まに 
て、こAならぬ所{(:ゐて離れ奉らむ」とぞのま力ふ。今日3へかくて箭6居給ふべきならね 

ば、35で給びなひとずるに\11の中にぞとゞあ鈴へらむかし0明けはてぬ3刍はと入^患 

はぶきあど/)かし聞ゆ。凄戶k諸典kゐてあはして、得出でや$給はず。 
「世に知らず惑ふべきかな3きに立つ淚も道をかきくらしつ、J。女も限なく哀と思CAけ 

•CNOV 

「淚$:•もほどなき釉にせきかねてい.がにMれをとVむべぎ身ぞ」。風の音もいとあらまし 
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う、霜ふかき曉におのがきぬぎぬも、ひやVかになう犮る心地して御馬に乘夕給ふ程引き返 
すやうにあさましけれど"御供の人令いと戯れにくしと思aて、たぐいをがしにいをがし出 

づれば、我にもあらで出で給ひぬ。-この$位二人なむ御馬の口には恃ひけ-5。$かしき，山ご 
え，はて >ゼ、あの^の馬には乘る。汀の氷を踏みならす馬の足音^へ心ぼをくものがなし。 

昔7ptの道にのみMそは、か、る山ぶみは泛給ひしかば、怪しかりける里の契かなと•おぼ 
す〇ーー槪院におはしまし着きて、女君のいと心憂かり-1.御物かべしも0らければ、(心^き方 

に大殿籠るに疲られ給はず、いとさびしき1(:物思ひ^*5れば、*弱く對に波シ給ひ^。 
じなぐ、IPとiisf^itt^はす。珍しぐをyj>しと)i給aし人L6も、又己れは猶あ3力た 

きS1Wは^給へ6かしと、見給ふ味のから、いとょく似^るを思aaiで給ふも胸ふ^力れ 
ば、菡く物おぼしたるさまUて、み帳(C入6て火殿ごもる。女^名ゐて久$!11]'£給ひて、「心 

ち乙をいと惡しげれ。sかならむとするにかと心•ほをくなむある。tろはいみじく哀と见お一 
い寧るとも、御あ63、^はsと、くかは合なむかし。人のほい(i:必ずかな•ふなれば」とのた 

まふ0けしから^乙とをも、まめやかに§への^まふかなと思ひて、「かう間きにくきZ:との 
•M-CN聞え^らば、いかやう(cIillえなし^る^.かど人？^思ひょ4給はむ乙をあさ，3:しけれ^ 

憂き身には、すゞ/>なるeとも、Sとくるしく」とて背き給へム。宮もまめだち給ひて、「誠(C 
つらしとM3CAliflゆる乙と？^あらむは、v'かVS:ほ3るべき。まろは御^めにはあ乃かなる人 

か^〇人もあうがy2しなど#むるまV乙そあれヂ人には乙.ょなatS思び^とし給ふべかめ60 
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をれもさるべきに之をはとことわらる、を隔て給ふ御心の深きなむ、いと，レうき一との5ズ- 

ふにも、宿繁Aろかなら：て尋ねよ名るどかしとあぼし出づるに、淚ぐまれぬ0Iまめやか 

Iをいとほしう、Sかやうf¥f給へる—むと驚か々、に、いらへ聞4はむこ 
ともなし。物はかなきさま{Cて見をめ給CAしに、何^をも輕らかに推し蛩6給ふドレ1あ 

らめすゞ^衣るAをまるべRて、そ0心よせをMW知らばじめなどしたるちやまちば；^〜と 
に、ef劣K—に—と—しつ—るも、よろづ悲しくて、いとゞらう六げなる卸ナは.W 

f。、かの人見つけfとは、—し知らせ平bじと—せば、ことざまに思はせ^怨^I給一 ふを、^>この大將の.御亊を、まめ1めしくのたまふと■すに、人やfbごとをたしかな 

るやう品美らHど备す。あ本なしや—かfはffYはづかし/りよ； 
.•〜ジ大—御文——4ひて猶心解けぬ御氣色にて、あ—給ひぬ。「きのふの、 

ほつかなIfしく>•1れた—。よろしくば參6給へ。久しif Kけるを」などや 

れは、3ねがれ泰らひItけれど、誠H御心地もたが；3々る言空、— 
日は安ぅんはず-上r逆部などあまた參-〇給へど、み簾の内に.てくらし給ふ。方右 二 

6給泰奪、うち解けなfきめんし給へ鸟1 
名れはtfsと衾つかなく召し'てなむ。Sかや*5なる御馏にか•と間ぇ給ふ。見 

るから^5——Sと，VIればビとずく—て、aじ各つといIf 
$けるaふ.:L心かな、^ばか々哀なる人をさて置きて、6のど如に何口を#ち您びM一 

^ M • II_ _ 上 
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ょとあぼす。例は^LもあもぬCとの序Rだに我はまめ人ともてなし、名の6給ふ？:ねたが 
々給ひて、揭にのた^aやぶ.るを、か、る.乙と見をbliいたるを、いかにのた^は^し。され 

どさ.やうの戯ぶれどもかけ給はず、いと苦しげに見ぇ給へば、「ふびんなるわざかな。^どろ 
おど乃し.からね御心のSすがに日かずふ.Sは、いと惡しきわざに侍る。御かせょくつくスは 

せ給へ」など、致めやか^聞ぇ殿きて出で給aぬ。恥しげなる人なうかし、我が有樣を、か4R 

n夕aくらべけむなど、Sまざまなる乙とにつけ〇、も、たV乙の人を時のま忘れずおぼL出 

づ。かし乙には石山もとまりて、sとつれづれな公。御文には、いといみじき乙とをlit:■集め 
铪ひてつかはす。それだに心安からず、時方と忍し、大夫のずSの心も知らぬしてなITやう 

ナる。右近がふるく知れ6ける人の"殿の御供に•て尋ね出で允る、さらがへらてねんごろ力 

ると友だちにはSひ聞かせ穴ぅ。ょろづ右近ぞ空言矣ならひける。月も犮ち^、.かぅぉぼし 

Aらるnど、尨はしますこ•とはsとわ公なし。かうのみ物を思は义更に得ながらふ兮じき身 
なめちと6炙^さを添へて歎き^爻ふ。大將殿少しのどかになりぬる頃、例の忍びてあはし 

寺に艰など拜み給ふみずきゃぅせさせ給ふ。僧にもの*まひなどして夕っ方こ、には た 
忍び穴れど、乙れはわ办なく毛や〇し給はず、象ぼしなほしの姿"いとあらまほしく淸げに 

て步み入り給ふょり恥しげに用觉乙とな6。女いかで见え泰らひとすらむと空さへ恥しく 

恐.Dきに、*ながち次うし人の御有檄うち思CA出でらる、に、•又この人.tt見え舉らひを思.a 

今るな1;ハ.みじう6憂き。我は年頃見る人をも皆思a變りぬべき心地なむするとのたまび 
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々■T；•••買，^<»*y 外’.’•• '• しを、げRをの後御心ち苦:1>七て、いへつくに尨いづくに飞例の御有mならで、みずほふなど1 

騷ぐな名を聞く^又いか^聞きてあぼ3奵と思ふもいと茜し〇乙0人はた、いとけよひこ一 

とに心深べ、なまめかしきさまして久しか^Nつる程のをrJ/26などの力まふ^乙^}多から 

ず、戀し悲しとお4た、ねど、常にあa見©_の苦し3を、3爻よき程にうちのたまへる、い，； 
みじく sふには勝うて、S.と哀と人の思；5ぬべきさまを患め給へ石人がら攻ゲ。ぇんな5ヶー 

はさるものRて行く末長く人のたのみぬべき心ばへなど、Cよなくま36給へ办。思はずな‘ 

るさ爻の心ばへなど漏$113かせ^らむ時、-^:のめ^らずいみじく乙をあべ:iiれ、あやしうう 

つし^、/>名なう!fiしS 6る、人を哀と思ふも、それはSとあるIwrく輕きfJと？：かし、乙一 

の人に憂しと£沒れて忘れ給61次む心ぼそ^は、5と深う^みぬべければ、思ひ亂れ/2る氣 
色を月頃uMよなう物の心知う、ねびまさ6にけ^^つれづれなるすみかのほどに思.a遜す 

事はあらじかしと見給ふも心苦しければ、常よ々も心とCめて語らひ翁ふ。「つくらする歼 

やうやうよ^*Lう袤なしてけ601とmな〇見しかば、此所よりはけぢかき水(C花も見給a: 

つへし。三條^^近き程な3。明恶錄來なきべだて7?おのづらあ:8まじきを、この海の！べ、 
さうぬべぐは波してむ」上思ひてのたまふも、かの人の長閑なるべき所、思ひまうけた6と、 

きのふ,%の^^へ-^しを、か、るZと^知らで、-5あぼすらむ-J:と、哀ながらもそなたに# 
くべきにはぁ參かしと思ふかち议、ぁ6し御さまの而影にぉぼゅれば、我ながらもぅたて. 

心5の宮とHJひつ乂けて泣きぬ〇御心ば.へのか、6であい，，らかなゐ乙そ畏閑に嬉しかぅ) 
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•Lか-0人のSかに問^知らせたることのある、少しも^ろかならIr志(cては、かうまて參6 
くべき身の程"道の有樣に7^めらぬを」などつs^ち頃の夕づく夜に、少-l>•はし近く臥して 

眺めSだし給へ男は過ぎにし方の哀をもあぼし出で、、女は今よ6ぞ；3为る身のう3を 
歎き加へて"かたみ{C物思はし。山の方はM隔て、寒き洲崎に立てるかさ、ぎのすが^も處 

か^ばいと^かしう見ゆるに、1于治橋のばるliると見渡さる、に、柴〇み船〇所4-に行きち 

がaたるなど、ほかitては目なれぬ事どものみ取り集めたる所なれば、見給ふ度r-とに猶を 
のがみの事の噍今の心地して、sとか、らぬ人を見かはしたらむだに、珍しきなかの哀多く 

をawべきほどな6、まいて戀しき人によをへられ^るもZ1よなからず、やうやう物の心知 
6、都なれ行く^6さ^の.^かしさも、こよなくみ^36*し^る心地し給ふに、女はかきあ 

つめ^る心のうち(t催さる、淚、ともすれば出でたつを、慰めかね給ひつ、、： 

::「宇治橋の長きちぎりは朽ちせじをあやぶ1;か^{c•心3わぐ^。今見給ひてむ」との給ふ。 

:「絕間のみ世(Cは^やう^v宇治橋を朽ちせWものと猶y2のめとや」。さきざきよ办もいと 

見捨てが^く、去ばし名立ち^まらまほしぐ5:ほさるれど、人の物saの安からぬに、今さら 

な々、-6安きSまにてこをなど&ぼしなし-1:曉にかへ6給aw。いとようも^となび/260 

るか^•と心苦しぐ^ぼし33づること、ぁぅしにまさ6け6。き3らぎの十日のほどに、內に 

丈作らせ給ふとて.乙の宫も大將も參令あa給へ.を$にあaたるもの、患らベどもに宫 

の御聲はいとめyyeくて梅がえなど謠ひ給ふ。何事名人ようは乙よなう勝り給へる御さま 

，て 



にて、すゞろなる乙とお•ほしいらるのみなむ、罪深か6ける。雲俄に降$みだれ、風など烈し！ 

ければ御あそび瘐ぐやみぬ。M0宫の御とのゐど乙/)に人々參う給ふ〇匆まゐ彡などして、. 
うち今tみ齡へA?^cmAに物0六まはむとて、すこしはしis,く出で給へるに、雪やうやう 

〇名办星の光におぼfeぼしきを、やみはあやなしと^^るにほaあ6さまにて、「衣かたし 
き乙ょひもや」と5ちずじ給へる,P、はかなき乙とを口すSびにのたまへるも怪しく哀なる 

氣色そへる人ざまにて、いと物深げな^N。乙としもこ^あれと宮はねたるや5icて御^さわ 
く^ろかicは思はぬなめ力かし。かたしく111を我のみ思aやる心地しつるを、同じ6なる 

も哀な-^、俺しくもあるかな、かばか$なる本つ人^iきて、我が方にま3る思aは、いかで 

かつくべき!^と妬う^ぼ1。つとめて雲のいと高う賴6穴るに、文奉う給はひとてお前に 
參6输へる卯かたち、この顷いみじく 3か^Nk淸げな6。かの君^^同じほどにて、今ふ^つ 

み0まざるげぢめにや少しねびま^れる氣负;[|:攻どぞ辣MkT^作4为らむやう“、あて 
3る男のほんJc^つべく物し給ふ。みかどの御^にてあかぬ乙となしとe世の人も乙とわ 

うける。S免など7P、おほやけおほやけしき加たも後れずeちはすべき〇文講じ果て、背人 
令かで給ふ。宮の御文を勝れた6とずじEれど、なにとも間き入れ給はず、いかなる心地(C 

て、か、る事を名态Sづらむと空にのみ思ほしほれた6。かの人の御氣色北もいとかれ； 

給aければ、あSましうたばか办ておはしまし^6。京には友待つばか6消免殘みたる雲' 
III深く入るま、にや、降ら秘^Nたり。常ょ.CV.P、わ6•なきまれの細道をわけ給ふ程、御供の 

1源氏物鞒I ■ ■ . r £ MML 
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人も—St fろしう、煩はし—tへ思ふ。—ベの內—式部の少fなむt 
•け.^ける。Sづ方もSづ方—とごとしかるべきつかiがら、いとつ—1しく 1あ 

げなどしたる姿—」かしか々けぅ。かし乙にはSせむとぁ-^つれど、か.VUに1LP 
解けたるに、—けて右近にせうtし7。ぁiしうtfm文^ 4 Vパゾ 

丈て—ベ4有—かと、かつ—しけれど、乙ょひはでtstwh力 
*7$ひガもなけ丈、同じやうに睦ましくあぼい穴る若き人の、心ざまあうな力Vi鼠^ 

Aて、「fみじくわ-^なきと、Pじ心に名てかくし給へ」といMてけ*^。諸典に人^^る。^ 
の程Kねれ給へる御ぞのかの、所せぅt\もてねf这べげ作ど、かの八^^し 

C似せてなむ、もてtぎらはしける0夜の程に立ち歸办給はひも、なかなかなる，rネI、こ 
UI人めもいとつ、まし—、時方に六ばからせ給ひて、河ょ01なる人の家に^て，! r： 

せnかまへ令ければ、fだて、遺し夕ける。夜ふく—どに參れバ「い^^y 

七恃ふ」と巾—。乙はいか—給ふ乙とにかと1もレと心—穴け4 tMt 
作てそか交—しfはべ——るけ技？うd 4 

7かでか—もい—卷給はず、tいJてW給#;;^?：:：: 
うしろみに.と^•ま公て、侍從をゼ奉る。いとはかなけなるものとあW く""見い/す 

i船，」乘4ひて、§し渡4ふほど、遙ならむ捧にしもf離れたらむHパ/ 
つとつ1いだかれfも、いとら名しと—す。有明の月すみ—、水g 



> “:ムー““v以;，;，-*-。ン;：^ムレ：‘“AVri；^'ン. 
^m：mm 

作•一一#，-^_一，，ル#^*#、ヂ，•， ；-i *；: 

• . • ^ , .•- '卜-.’ 
••もてもくも6.なきに「乙れなむ橘の小岛」と申して、御船急ばしさしとVめたるを見命へ文、 

大きやかなる岩のさまして、ざれ为る常盤木の蔭繁れ6。「かれ見給へ。いとはかなけれど、 
千^も經べき綠の深さを」との^まaて、 

「牟ふともかばら^も(7>加たちばな(?>/N^(7>さきに^る、J、ス.は」0女もめづらしから1; 
遊のやうicあぼ免て、 

「たちばなの小^は色もかはらじを乙のうき船？：ゆくへ知られぬJ。をりかも人の3爻 

R、をかしくのみ何事もぉぼしなす。かの岸に3し着きて/?^\給ふに、人に抱かせ給^むは、 

いと心芮しければ抱き給ひて、助けられつ、入.〇,給ふを、いと見芮しく、何人をかくもて3 

わぎ給ふらむと見奉る。時方が叔父の因幡の守なるがらうずる3うに、はかなう造-CNたる家 

な办け办。まだいとあらあらしきに、網代屛風など御赀じも知らぬ患つらひにて風も殊にさ 
はらず、垣のもとに雪むらぎぇ0.、今もかき發うつ、降る01::さし出で、軒の垂永の光$ぁ 

aたるに、人の御かたちもまさる心ちす。宮もと乙/>せき道の程に輕らかなるvき程の御ぞ 

どもな^S。女もぬぎすベさせ給CAてしかば、ほをやかなるすがたつき、いとをかしげな$oa 

きつく/)ふ乙ともなく、うちとけたるさまを、いと恥しくまばゆきまできよらかなる人こ3 

しむかCA^るよとmへどハ紛れむ方？pなし。なつかしき程なる白きかぎcsを五つ^yjx6、^l[! 

口裾のほどtAeな兮めかしく、い/)5/DUあ兮六璣ね六らむようも、をか.しうきなした々。 
常に見給ふ人とても、かく^でうちとけ^る姿などは見習a給はぬを、か、る穸へぞ猶珍ら 

浪氏物骈.浮船 51 
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かにをかしうおぼされける。#從名s上めやすき若Aな6け6。これさへか、るを殘上なう. 

見るよと女君！iいみじと思ふ。^本「11れは又誰^。我が名もちすなよ」と口が^め給ふをい 

とめで*しと思ひ間ぇたのやどもりにて住みけるもの、時方を^うと思ひて'かし、つt 

きあ办けば、tのおはします逍戶を隔て、所之がほに思^み。潍CAき志^めかし乙まりて物 
語患けるを、いらへtp得せずをかしと思aけり。「sと恐しく占ひ^る物忌によ6、京の內を 

，raへ去6て謹むな6。ほかの人よすな」といaた6。人Rも絕>5し心やすく語らひくらし給 

ふ0かの人のものし給へ^>けむに、かくて見Jtけむかしと^ほしや6て、いみじく怨み給ふ。 
二の宫をいとやんごとなくて、もち黎办給へる有樣なども語6給ふ。かの耳とVめ給；5し一 

Cとは、.のたまa出でぬ^にくきや。時方御てうづ御くだものなど、と6つきて參るを御觉 
じてTいみじぐかしづかるめるまらうどのWし、きてな見之をや」といましめ給ふ。恃從色 

めかしきわかうどの >ひ池に、いとをかしうと思aて、乙の大失と?:'物語してくらしける。雲 
の降6稂れるに、我がずひ方を见やぅ給へば、銳のたぇだぇに木末ばかぅ見ゆ。山は鏡を懸 

け^るやうに、きらきらと夕日にか<やきたるに'よべわけ乙し遨のわ6なきなど、哀3>ほ 

うをベて116給ふ。 
•「峯の雪みぎはのZ:ほりふみわけて界にどまどふ逍は坌どはず」。木幡の里に馬はあれど 

.など、あやしき硯めし出で、手潛し給ふ。： . 

.r♦「ム6みだれ汀に乙ほる#よ-^もなかどらにてど我はけぬべき」と嘗きけちた办。この中 



空を#め給ふ〇げににく、も^:Cてけみ•かなと、恥しくてaきや^nつ。3ちでだic見る加a 

ある御51^を、いよいよあはれ(CいみじとAの•心に^められむと盡し給ふ言の葉氣色いは 
むか^次し。御物忌二日と*似がみ給へれば、.心のどかなるま、に、か^みに哀とのみ深く 

あぼしまさる◦右近はよろづR例のsatぎらはして、御どなど黎なた6。けふは亂れたる 

髮少しけづらせて，、乙ききぬに紅梅の織物など、あはaをかしく着かへ.て居給べ6。挛從も 
あやしきしびら着た6しをあざやきたれば、をのもをと6給aて君に着せ給al:、御手水ま 

ゐらせ給ふ。姬宮に乙れを奉りたら.ば、sみじfp0'に患給；3てひかし。いとやんごとな，ni 
きはの人多かれど、かばか6のSま泛たるはかたくやと見給ふ。かたはなる^で遊び戯れつ 

、箏し給ふ忍ひて^て力くして1/>|>をかへすがへすのたまふ。をのほどかの人((:見ぇ/2ら 

ばとレみじきil}-どtpを^はせ給へば、いとねりなき^と思ひて、いらへもやらず涙3へ^〇 
る氣色、更に目の爻へだに思；5うつらぬなめCNと_痛うおぼさる。ftみても泣きても^の^J 

ま；3あかして、夜深くゐて歸6給ふ。例のSだき給ふ。「いみじくおぼすめる人は、か1はよ 

もあらじよ。见知$給ひ^6や」とのyatへば、げにと思aて、うなづきて居たる、いとらう 
左げな^N。右近麥戶放ちて入れ捧る、やがてこれよ.CN別れて出で給ふも飽かずいみじとおf 

Sる。かやうのかへ3は猶二條院(cぞ^-はします。.いと惱ましう泛給びて物なども絕ぇて間 

しめSず、日を經て靑み辟せ給ふ御氣色變るを、こゥち(Cもいクべにも^もほし欺くに、いと 

ゞ物さ心がしくて御文だにてまかには得淑i給はデ。如しこにもわ0さかしきめ)と、烺〇 

^1 • •.パ ,. i 
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子Jilf听に出で*6ける、歸办來にければ心やすくも#見ず、かくあやしき*^aを唯力の^ 
のもてなし給よむSまをゆかしく待つZ.とにて、母君も思a慰めたるに、忍びたるさまなが 

らも近く度してむ乙とを^ぼし攻办(Cければ、sとめやすく娘しかるべきことに思CAて、や 

うやうムネとめ、めらはの^やすき攻ど迎へ1:^こせ输ふ。我が心にもそれ乙を^わるへき 

乙とに初よう#ち波れとは思ひながら、あながちなる人0'御^を思ひ出づるに、mみ給CAし 

さま、のたまaし*ども而かげにつとをaて、い3、か^ど^めば夢に見ぇ給aつ、、いと 

うたてあるまご^ほゆ。雨降$やまで、日頃多くなる乙ろ、いとゞ山路^ほし絕ぇて"わ6な 

くおぼさnけ1ば、おやのかう乙は所せきものに乙をとおぼすもか^じけ71し。盡きせぬ事 

ども谣き給aて、 

「ながめやるをなたの雲も見ぇぬまで空さへくる、乙ろのわびしS」。筆にま.かせて#き 
亂6給へるしも見ど乙/>あ5、をかしげな办〇殊にいとmくなどはあらぬ若き心ちにいとか 

Vる6を思；5もま3りぬベけれど"初より契6給CAし5まも、さすがにかれは猶ぃと物深 
う、人がらのめVy2き7Xども世の中を知6にしはじめなればにや、か、る憂き^冏きつけて 

35a疎み給aなむ世には、sかでかあらむ、いつしかと思a惑ふ。あやicも思はずに心づき 
1しと乙をはもてわづらはれ•め。かく心いられし給ふ人は穴、あだなる御心の本じやうとの 

^l®sしかば、か、-5程と？:あらめ、^/2•かうながらも京(/Cかくしす^給び、^がらへても 

おぼしかず戈へむにつけては、かのうへおぼ5ひZ:と、よろづかくれなき世なかければ怪し 



か6し夕祁の^るべばからにだに、か5穴づね出で給ふめ多。まして我があう3まのとも加 
くもあらむを聞き給はぬや5はあ$なむやと思ひ犮どるに、我が心もきずあ6て、かの人に 

うとまれ舉らIT猶いみじ方るへしと思a亂る、を6しも、かの殿よ6御使fe-6。乙れかれ 
と見るもいとうたてあれば猶_多かう〇るを見っ、臥し給へれば、侍從右近見合せて、「猾 

うつ$にけ$」とSはぬやうにてSふTことわう^>し0殿の御かたちkたraおばしまさ 
じと見しかど、Z:の御有樣はいみじかうけみ。うち亂に給へる愛ぎやうよ、まるならばかr 

か$の御思aを見る見る、得かくてあらじ、きs sの宮にネ參办て常(C見舉$てむ」といk。 
右近「うしろめたの御心のほどや。殿の御あ.まにま36給ふ人は誰かはあらむ、かたち一 

などは知らず、御心ばへけはひなどよ。猶乙の御事はいと見苦しきわざかな〇いかゞならせ 

鉛はむとすらむ」と、ふ^みしてか^らふ。心aとつに思ひしよ.csは空ごともたよう出でき 
icけ-^後の御文icは、「思aながら日頃になる，jと、時A、はをれよ6も、おど^かい給はむ 

乙そ思ふさまならめ。おろかなる(Cやは」など、はしがきに、 ， 
「水まSるをちのm人sかならむ.はれぬながめRかきくらす乙ろ。常よ6も思ひや6問 

ゆるMとま5^=\てなむ」と、白きしきしにて^てぷみな5。御手も乙爻か(2:をかしげならね 

ど、^きざま^^ゆ^しく见ゆ。宮ばいと多かるをちひ3 く結びなし輪へる、S兮ざまをか 
し0「まづかれを人見ぬ程に」と_ゅ。「けふは#閗ゅまじ」とはぢらひて、手ならひ^、 

「里の名を我身に患ればやましろの宇治のわた.CNどいと、住みうき」。宮の#き給へうし 

源氏物gs浮船 一一S 
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铯を寺々見て泣かれけ办。ながらへてあるまじき乙とどと，とざまかうざ爻に思CAなせどほ 

かにたえm々てやみなむはsと哀におぼゆべし。 
「かきくらしはnせぬ峰のあ^雲にうきて世をふる身を名なSばや。まじりなば」と1JBえ 

たるを、宮はょ、と泣かれ給ふ。とも戀しと思ふ、bむかしとおぼしやるにも物思aて® 
^らむさまのみ、^もかげに見え給ふ。まめ人はのどかic见給aつ、、哀いかにながむらむ 

と思aや-^て、sと乙aし。 :' . 
「つれづれと身を表る雨のをや爻ねば釉5へいとVみか3まさりて」とあるを、うちも® 

かず見給ふ。女宮に物語などIniえ給びての〇sでに、「なめしともやおぼ3むと〇V嘹しな 

がら、$すがに年經ぬる人の侍るを、怪しき所に捨て®きて"いみじく物nl心ふ^■るが心^し 

Sに近う呼び寄せてと思ひ侍る。^ょ6異やうなる心ばべ恃6し身にて、世の中をすべて例 
の人ならC見すぐしてむと思a恃6しを、かく見奉るにつけてCA^ぶるにも捨て雞ければ、 

あ6と人にも知らせざ$し人のうへさへ心若しう罪得ぬべき心ちして」など聞え給へば、- 
「SかなるZ1と1C心^くものとも知らぬを」と、sらへ給ふ。「うちになど、あしざまに問しめ 

さする人や恃らひと世の人の物Sひぞ。Sとあぢきなベけしからず侍5-や。されどをれは、 

さばか办の數にだに侍るまじ」など^之給ふ。つく合たる所ic渡してひとおぼし/20に、か 
、るれうな-CSけ-CNなど花やか(Lいa^す人,^あら1;-など^しければ、sと忍びて*さうじは 

>-bすべき事など人しも；をあれ£の內記が知る人の親i大藏の大夫なるものに睦ましく心 
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つけた*^ければ、fつぎて、宮にはかくれffけぅ。「输師どもな 

すにいU—しI、我が御めのとのIず—のめにてくだる家Mつかた 
7ごた.-ヘレ、と笔たる人彥しかくい々らむ」と語らひ給ひければいかなる人にかばとB 

>じのど^^/S4るに、、かたじけなければ「3らば」とfけ'^。これを設けすて少し御 

hiめ*^%31つごfがたにく fベければ、ゃがてその日管むと—し— 
ーフ0r めゆめ」とい給ひつ、、念し—むことはいとわ4 くぁ 

日とょハ.^<^^の。とぃ左1かしければ矣かるべきょし|ゆ。大將殿は卯月の十 
ち“け1へ*"f 乂水ぁらばとは思はず、いと怪しくSかに患なすべ—にか 

母のfと会ばしらむ套 
バ，：シ男のめ子產も？程近くな*^とて、ずほふど—など；3まなく3わげば一n 

Mu,、て、たつまじf乙ちf給へる。めのと出で來て、「殿ょ々人々— ?fなど 
§し^Mほ；fや公てなむ。いかて淸げに何事もと思s烚ふれど、fか含とつに文 

^ M,1,\/<侍らむかし」f、いSぐが心地ょげ—ヒ愚ムにも、fげしか 
yd4出て來て、人わらへ！ばffぃかにfひ、—にべの—ハ人は力、 

ブつ1NJIとも必す尋ねて我，p人も笑づらにfぬべし。1やすぐfなむ 
1，と、け音の—へるを、いかにせひと心地惡しく臥し給？。心どか^^ 

淑it物?J浮艄 
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痛く—作せ給へる.：とf給ふ。日頃怪しくのみなむ、はか1為n、fは 
iことぃへば、「ぁゃし！かな。急-け！にゃぁらどと-かな0::？心ち 

と—給ひtかしといふifきたければふ^^^2^ 
と月あかし。有明の空を晋出づる、淚Sととゞめ1きはいとけ、、1” ” 

ふ。—1!?、ぁな交尼—び出けほ 
るべき事1ぼし人れfしほ— —みすみすf入，il ( 

裏しかば、fへ—ぅ 

^しナし—少し—びV、かく f給笤べかめれば、此所—tる— 

1i更こ—吾穴ち侍らじ。か、る六いめんのを—さ昔の事f心のと力に14 

まほしなどか^K。一f k身——へf%し^;; 
免h班—せむ.％何かはとでましくてすぐし侍名—、ぅち捨て、 

If <5侍るベけれど，か、る御住这心—のみ暴—ぞく^;!!へ力 
め^な。世ず、—言しく、—しますベかめる—御} 

U知らねど只今はかく—し離れfi否つけ1、—、へ—ひ® a出— 
.丨 -- . i 



if 

1 

パびパへのかMじけなく哀におぼしfしも”つ4し皋など2.のづから：^し 

B2• Hi身fと思a歎き侍ぅて」と？—うち笑ひて、？のIS レ“き”•て色にぉはし—なれば、心は'せぁらむ若叉、！らWにくげになむ、f 

ヵブ！いとめて九き御あうSまなれど、さるすぢのことに、う ^ 

rhrくと娘のかf雙し」とXにも、fや、ましてとf f ^し給へU あブ^? くつtやみ力との御娘をもち餐へる人なれど、よをよそにてiしくもくネ 

3^、?wぃ卜言、彦けf思运しfatP孕粉へ，^しか 
u JT^身：^忍しくiじと思asと'.—見平bHらましどいひかはす事ど 

hR:スつぶれぬ。霧がfうしきてばや、遂にf ^ く蠢とは出で— H緻Mるにこの水—の恐しげ—て行く l、「t—流—ぶし。— 

ハfぐし給古、哀と—しぬべき—む」など、母君—*^に 
^ の1 く恐し奪とミひて、「さS乙ろ渡守がうまごのf 

H c,tm落ち入"侍名ける。すべていたづ|人多か—*-」と人々 
t^L^Iが身行くへも知矣1、誰—もあへなく¥じと5H 

めな力らへて人めらへJ*憂き事ネあ，bむは、いつかその物思；3の絕ぇむと 

しいと^^^るにば、i為ネあ4じう、1今客よK：づ思Sな產れど、う1 
い分なしM栽のJろつkBjaいズ有樣.を、；寢たるやうにてつくづくと田5ひ1る。なやま 



淞氏物i]f浮船 
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ンげこて瘠せ翁/るを、めのとにもsひて、「3るべき御いのななどをせさせ給へ。祭)tへな 
どもす、/き9う」などSふ。み^らし川Rみをぎせまほしげなるを、かくも^らでよろづに 

ハ人ずくな、め办、よくさるべからひちたりを尋ね1:今ま£)うはとCめ給へ。や 
んごと—御なからSは、琴じみ乙そ何事念VらかS•1め。よか矣なかとfぬ 

Iたうは頃し—ともtぬべし。かいひをめて、—心し給へ」など、思ひ至ら—なく 

S S说きて、かし乙にねづらひ恃る人も覺束なしとてかへるを、いと物思はしくよ.ろつ心ほ 

をければ又あa見ても乙をと思へば心地の惡しく恃る1Cも見奉らぬがいと為ぼつかなく釔 
え侍るを、しばしも參6乙まほしくZ:をと慕ふ。「さなIrJaひ侍れど、かしこもいと物3わ力 

しく恃办。乙の人令もはかなき事などえしやるまじく、せばくなど恃ればな1;。たけふの乙 
ふ(Cうつ/)W給ふと名忍びては參-涞なむを0なほなほしき身のほどは、か、る御ため乙を 

vと^しく#jn一攻ど、うち^きつ、の舱ふ。殿の御丈はけふもちり•槪ましと阳えたなし 
を、いかCととぶら3給へ-^。「みづからとmひ侍るを、めりtき3は-^多くてなむ。7の程 

のくらし雖さ乙を、なかなか苦し」などあ办。宮は「きのふの御返う毛なか6しを、いかUお 

ぼしたVよふど。風のなびかひ方もうしろめたくなひ。いと—れ1うてながめ侍る」な 
ど、ZLれ丈多く#き給へ6。雨降りし日、きあaたうし御使どもぞけふも來穴りける。殿のみ 

隨身、かの少輔が家にて時/r見るをの乙なれば、「まうどは何しに乙、には/2び穴び參るぞし 
と問ふ。「0たくし{Cとぶもふべき人のもとRまうでくるな6」といふ。「私の人1Cや、えんな 
没 



る文はさしとらする。氣色あるまうどかな。物がぐしはなぞ」といふ。「ま-2.とは乙のかうの 

羁の御^女一Mic取ぅ給ふ」といへ^、、jと逾ao、わやしとMへど、此听にて定め(ilr名 

乙とやうなるベければ、尨の為Q參シ似0わどかどしきも0にて兆にもる心らはを..「己のを 

のこに^/りげなくて自つけよ。左衞門の大夫の家(Cや入る」と見せければ、「當(!:參6て式讯 
のパノ軸(Cなひ御丈はとらせ位ぅつる」といふ。さまで尋ねひものともあと6のげすはmは 

ず事e)心をも深う知らざりければ舍人の人に见願は3れにけむぞ口惜しきや。殿に參$ 

て、今{11て給はひとするほどに御丈舉らす。なほしRて、六條院にき3いの宮出でさせ給へ 
る^なれば參6給ふな6け6。乙とごとしく御前などもあtたもなし。「御文參らする人に 

あやしき^の恃$つる。見給へ定めむとて今まで恃aつる」といふを、ほの問き給aて步み 

出vrふ^、に、「何事ぞ」と問；3給ふ。乙の人の113かむもつ、ましと思aて、かしこまりて 

居る、殿も患か見知办給ひて出で給ひぬ〇宮例ならず惱ましげに张すとて莒逮名赀參ぅ給、 
6。上達部など多く參ぅつどaて、3わがしけれど異なる事もあはしま3ず。かの內記はじ 

ベうくわ/Lなれば後れて^參れる。21の御文も奉るを客、發盤所におはしまして戸口に召 

し赉せてと6給ふを、大將御前の方よ6出て給a、そばめに見通し給ひて、せちicおぼすく 

かめる文の氣色かなと、を•かしSに立ちとでまり給へぅ。引てあけて見給ふ〇くれなゐのう 
すぇふに、乙まやかR鄯き穴るべしと見ゆ。文に心入れてとみにも向き給はぬに、•なとにも 

立ちて、とHiあはすれは、Z:の君はざうしよ$出で給ふとて、むとぐ出で給ふどうちし 
—— —— _ 

si I,- 丨• .JI5, . 
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i 

1 しし給ふ〇殿4いゐ給ひて「令かてtaへし仔の御しゃ-; M;」wbきメ 

つるを、恐しきねざな办や。山のざす只今Sうじに逍fむ」といを力 立^^ 
i !けて皆出で給sa。t <1き—4ひて、tたのの；^ 

riaき各てあな合被—这。乙の殿は後れて出で給ろ色れ;::^ 

やしと—しければ、ごぜん—て火ともすモ乙のか1 

#と問ひ給ふ。「けさかの宇治に、—の權守、—の—んの4 

P主にv、fつけたる文备の—にょぅて女房にとらせ1つる"T^ J1すどU 
w、つれば、とたが；5つV、をらごとのやうに巾し恃りつるをい力tlす 

，てObもへして見—-っれば、兵部卿の宮ST侍ぅて式部少—3朝^^^ 

s;:i.ょとらせ恃6ける」と-s■す。君あやしと签して、「をの返^^力や5(一1.りハ 
ii\，i給へず。乙とか16出し恃ぅにける下人の中しfっるはf色紙^ 

Iしらip容し侍名る」と潔。—し—するにパが^:^な、し.^ 

ら琴、かどかどしと—せど、人々近けれ—しひi 
貶なくA文する宫な办や、いかならけ1;序に、さる人あ办と辟系 いけ〆——こを 

Wスh rfls含び/2るあ/2りにV、かやうのすt;の^ぎれは、ぇしもあらじとlet 

rjlけれ、さても知らぬあたりにf、さるす—と—のiはめ、昔iへたてなく 



fへ*，ド X-•レ;•:ん•濤M‘ンニ HV；W^-wwii^.,••• • •. 

“wぼ礙 

ベ、あやし—で知るべし、ぬffし身にしも、うしろめたぐ—し—べしやと 
msに、•レと心づき欢し。對の御方の御事を/1みじく思ひ、年頃 

4こよ—,4う、—は矣今はfv、—惡し—へきf 
プ-^ミよれ—、f心のうちの喂あらむは我が穴め—Mしかるべきにff思ひ軍 

dnる.Qざな.〇けれピの頃かくなやましi給Wて例よ^^人しげきfれい、ぃ 

給Wつき‘はしやそめにけむ、いと遙なる1道なMt 

w、p"^r、尋ねnnも^"とjj參かし、さやうのf彥し亂れて、そこ 

XU:、パU—、へし，fiぼし出.？にも、！はせfしf 01、いと 
ul—力しとつくづくとfに、女物思；5f Ifし,P、かたはし iをめては、Sほしあはするにいとうし。あ泰fも.のよ人ミ— 

一旨た1HSどかfとは見if色ft方はそひたる人し' 

は羞心a—名べく'のく心ちし給へど、やんごとfir 
ffの癸—1ノ—と—ぎ慕しかるべ 

V麥♦- M /いろ尤で中にあほす。我す|じく思2な办て捨て锻きたらば、必ずか. 

j fLyひてむ、人のため後のいとほしさ—殊にたどう給ふまじ、1やうに1ぼす、 
一1、、1£lf方艾二三人豐—a—れ、？出でf fを見聞き、いとま 1と—て—く粲色見まほしくて御戈つかはす。例の御隨身召して御みづから人诠 
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IIila氏物訊11#身 1, -- 

U寄f。「雲—義^；^ 

H;義^ 
つけ0^|。人に11」と0 

「波乙！乙ろとも^^^の^^ _ むも、Iでまし 

:Hし“ H爵き^ 
身 1;ui 

からず怪しくな1ぬべきなめ6とパ^メづ一^/ご^ 見ぇつれば 

Iつる5、し义みfパui巧^1けびけU奮i 
所たがへかとて」とのプま^ lきIど含乙4れ〇殿は物の氣色 

31U 
恭 _ --1 I - ---1 



こと，—Rてかの御氣色见るA0f/fc^5urJ,,^tm^(>.、M^^sl/*'^;^p^p^Dl^ 
ばずこの人々の見思ふらむ乙と，p 5みじく耻かし。我が心，pてあ$そめしことならねども 

，心憂き宿世かなと思ひ入りて寢たるに、侍從と二人して、「右近が姊の、常陸にて人ふた6見 
しを、ほどほどにつけては、たVかくぞかし。これも劣らぬ志にて思ひ惑aて侍らし5 

どに、女は今の方4C少し心よせtmcsてぞ侍6ける。をれ(cねたみて遂に今のをば殺してし 
ぞかし。Sて我も住み侍ら•ずな办にき。國に名いみじきあたら〇はもの一人失aつ。又乙の 

あや^ちしたるも善きらうどうなれど、かkるあやまちしたるものを、いかでかつかよむと 

\し骚の户をも逍ひ视はれぬ。すべて女の^いだいしきぞとて、たちのうちにも^い給へらざ 

とかば、あづS人にな名、t Irssf fは罪深くf見給ふれ。ゆ、しき 
庁のやう(L^nど、か^も下もか、るす^のことは、^ぼしaる、はいとJ!i(ぃしき^ざな40 

御命まてにはあらデとも人(D御(fどぼどに9げて#るIとな.CS。死ぬるRま3る&衣るフ、 
とも筢きAの御身にはなかなか侍るな60ひとか^icおぼし定めてよ。宮名御志勝◊て、^ 

めや力にたrcIIlj免3せ給はV、をなたざまにもなびかせ給aて物ないたく歎かせ給aそ〇疥 
せ寶へSせ給ふも、いとやくなし。3ばかみうへの思Wい^づき間え3せ給ふものを、ま、 

力この祺いをぎに心を入れて惑ひゐて恃るにつけ1:も-それよ6こな^Rと間^Sせ給ふ 

御^乙をsとビ芾しくいとほしけれ」といふに、今一人「うたて恐しき.tでな間之させ給a 
そ何事も餌轮世にてこをあらめ。唯御心の中に少しおぼしなびかひ方を、3るべきにおぼ 

源氏物語浮船 
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卜>、。c\」デハと^な二けなくいみじき御氣色ならしかば、人のかくあほし£くめ 

にl.fbずしばしはかくろへて蟲思ひの14給1に 

•<穿きこパ;':2いそてめで問ゆる心なれば、ひ^みちにいふふさや右111 ^ 

く0も1なりP4給へと初瀬石^などにSん—1」恃气ここ4將5るの 

!,人：：;^,:4r!ぅじ繁fの入なK?のぅど！X急Uパ 
W以、恃る！。これが蓉右近の大夬とぃふもの—として萬^w 

たなるな4き人の御中ど—Hけな:^ 

巧^^^^^ 

を1、戶V.け〆”も！ハと止く1全いづれとも思はず唯夢のやぅに 
せ11UWQ人<、のI 5,と1しい^パ|ハ^ 

1さ、いみじく入らへ1、fかくkとf Iへとy/ _T}U"こょ 
人VJ今はともて雛れひと思はねによら—、かくいみじ^^ 疑 

、らも山で來らひ時と，つくづくとmひ居たぅ。「まろはい力\」死なはぺfつ力寸"i 
1墓—しは、げす—中——く——」とて 

# - — -- ■ 
- k__ - -- - , 
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一.. 

うつぶしふし給へば「かくな思し召しそ安らかにおぼしなせとてこそ問ぇさせ侍れ。あf 

しaへき^をも、さらぬ顔Rのみ長閑k見ぇさせ給へるを、乙の御事の後、いみじく vi>い^t 

江ヒtさ：^鈐へば、いと搔しくなヤ见摩る1-.と-心知4为るかぎうは皆かく思^亂れわわぐ 
MC一めのとおのが心をや6て、劣のそめ、いとなみ居た6。今—名らはなど0-、め—きを 

ルひと名、、「か、る人御—よ。あやしくてのみ臥4給へfの、けなどの妨げ招 
”;^せひとするにこを」となげく。殿よ_は、かのtし返f泛のたまはでi.。!:I 

のiとUうとね6といふものぞ來为る〇げにいとあらあらしく、ふつ、かなるさましたる 

けMillぁる、女房にものとぅfむといはせたれば、—し4s 
//妙/召し仁6し力はけさ參6恃办y只今なむ罷り歸6侍うつる。Sふじど名卬せら 

れつる•灯に、方くておはします程に、夜中曉のことicも、なにがしらかくて#ふとして、 

と会とSしfせ給そ」と——ピの麗し—ば、女房の御許に知ら 

の人？：；；ふやうになむI1Hし召すCとある、たいたいしき、となみ。とのゐに侍ふものど名よ、を 

けなぃ招〇出き力らむ、知らではいか-、侍乂べきと問はせ給へるに、承ら？哀ず、な 
广^しば分0痈1::{#$て、とのゐ牡5豸つる乙とは月::111 

-bず。！へ—」の！,は、け5なく！ほし侍は—るを、;;^け1常^の" 

らはむをはレヵでか承らぬやうは伶らひとなむ申3せ侍りつる。m窓して3ぶら、。♦入 



むづ 
Bk. 

iliV. 

_I -^——ftm-1 ?ふ广フゞ 

=—ともの1し/“〆 
と、恐れ印しはべる」と1 (ジ幻ピども—しめせ。物の氣色—じ穴—め“樹 

41V、「！やfさぺ4UTのMi•のうい！て「いと膳しく仰せられやン項ノ 
せ2乞も侍ら似ょ1と^^ こ—らず。皆身のかは4とSひつ、あべし 

びと多か—ねこrこ-と兔乙ぶ。Sげにロハ今いと•惡しくな 

〜Aベ—.なめうと—すに、f 4い力!^けて、いとうたてある、とは出 
とねづらはしくなむ、とVもか(て^^^^^、背は懸想ずる人の有稔の、 

いづれと—短諮そ会u hurき44^||泛、あ莫の子 

どもあつかひに、含づど^U。乙めiほどかに、f 

れど、け—ゥ世の—U知、る方hwruup、—会どろしく iに 
るべ！—ひ！な-ドJひ、Kこんれ容f、やうやう失ふ。心知ら^ 

はi—シちく—、「などかく —せ鈴ふ。一—御？ r 
_11-1 I 

:乂； こ- 
ニノ 



心.留めて齊きかはし給へる文は人に2:を見せ3せ給はざらめ、物の底におかせ給aて御^ 

ずるなむほどほどにつけてはいと哀にはべる。3ばかりめでたき御紙つかひ、かたじけな 

き•相言の葉を盡3せ給へるを、かくのみやらせ給ふ、なさけなき乙と」といふ。「何か、ひつか 
しく長かるまじき身にZ.をあめれ。おちとCま6て、人の御ためもいとほしからむ、かし 

>« .bicこれ?rJ収^N^きけITよなど、漏4間き給は0乙そ恥しけれ」などの*まふ。心細き拎を 

思Sもて行くにば、ま^ぇ^ai:o•爻じき>1)ざな.^け.^。親を^きt衣くなるAは、ハと^ 
深くなるものをなど、3すがRほの間き^る?•とを名思ふ。廿日あま6にもな6ぬ。かの家 

あるじ廿八口にくだるべし。宮は「その夜必ず迎へひ。しもびとなどに、よく氣色見ゆまじ 

き心つかひし給へ。乙なたざ爻よ办は麥に名刖ぇぁるまじ〇疑ひ給ふなしなどのた戋ふ〇さて 

あるまじきSまにて、おはし^らむに、今一たび物をも119免ず、おぼつかなくて返し^らむ 
乙とよ、又盼のまにても、いかで乙、には寄せ舉ら1;.とする、かひなく恨みて歸4給はむ^ 

まなどを见ひやる((;、例のお^>かげ離れず、絕ぇず悲しく1:、この御文を顔にあしあて\泛 

ばしlio、めども、いといみじくなき給ふ。右近「ぁが溫、か、る御氣色遂kA見奉60ベ 
し〇やうやう怪しなど思ふ人も恃るべかめう。かうか、づらCA思ほSで、SるべきSまに問 

ぇ3せ給ひてよ。右近恃らば、おほけなき乙とも、たばか6出し侍らば、かばかり小き卸身a 

とつは空よ6もゐて舉らせ給ひなむ」といふ。とばか.CSためらひて、「•かくのみいふ乙をい 

と心憂けれ。3もあ-CN^べき乙と、思；3かけばこをあらめ、あるまじき乙と>1皆Maとる 
t 

源氏物語浮船 .=iiLH 
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I ふ I、め Jノ 

く氣—なくu cf2レ、乙とfと—すものから、いと口惜しくね 
し心1かるノしPしものを、あひ费とfに人々のいひ知dる3 

迄JとPらとみの御文あるf」と；：，ふ。右近力 
ふ。—fのけはひにも似す-つbはして一；^ —用なり、いみじ4 

ず多！—びぺ_4姐；評づ 
きrjと」とVはせ力-。色、な1力く ノー产1:，ど7どしき人,jて、とかく saか令へ 

恃從lsv、lベ——た^^^、て；^のた1する乙とtとて、とのゐに 
\し|て管交。^^^^頃 ^と^|な.^前に|のをのみいみび 

あるものどものSUプちプる頃1バhn—しくなひ—る。更 



1 u 

テ 

き事など？P語る。大夫「おはします道のXほ/)けならず、あながちなる御氣色に、あへなく問 

么させひ乙となむ.たいだいしき。さらばいざ給へ、共に委しく聞免3せ給へ」といざなふ0 

「sとわ6.なからむ」-^saし/>ふ程に、夜もいた乂更け行く。宵は御馬にて少し遠く立ち給 
へるに、3とひ^る犬どもの出で.來ての\しるもいとおを^しく、人ずくなにいと怪しき御 

あ6きなれば、すVろならむもの、走り出で來犮ら.1;も、いか3まkかと侍ふかぎ$心をぞ 

惑ぱしげる0「猶挺く梃く參りなひ」といひ3わが'-1.て乙の恃從をゐて叁る。かみ心きょ$か 
Sこして、やうだいいとをかしき人な.CS。馬に乘せむとすれど21にきかねば、きぬの裾をと 

6て立ちをひて行く。我がくつをはかせて、みづからは供なる人のあやしきものをはき* 

參ヶて「かくなむ」と間ゆれば、語らひ給ふべきやうだになければ、やまがつの垣根のお 
ど/>むrらの影に、あふりといふ物を敷さてあろし奉る。我が御心ちにも、あやしきあ63 

まかな、か、る逍(CをMなはれて•はかばかしくは乏ある、3:じき身なめ6と^ぼし^く^ 

に、泣き給ふてとかぎ-^なし。心ょ心きAは、ましてSといみじく悲しと見舉る。sみじきあ 
だ、あKicつくも^みとろか((:見捨つまじき人の御有機なう。^めら；3給；5て、「啦ひ 

と乙と劣免liil兗3すまじきか。ぃかなれば今更に.か、るぞ士、猶人々のぃひなしたるゃぅぁ 
るべし」との^まふ。有樣委しく問えて、「やがてS思し召Sむ日を、かねてSべきstic:た 

ばからせ給へ。かぐSき^どもを見奉6侍れば、身を捨て、名思a給へ-^ばか6侍らむ」と 

開ゆ。我も人0をいみじvfeぼせ.ばaと方1C怨み給は^やう名なし。夜はい•たく31け行く 

坻氏物語浮船 一E 
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に、NJのものとがめする犬の聲絕ぇず、人々追ひSけなどするに、弓；5きならし怪しきをの 
乙どもの部して、「火あやふし」などいふT' Sと心あわたvしければ、かへう給ふほど，Sへ 

ば3らな6。 V 

rいづくRか身をば抢て〇と白雲のか、らぬ山もなくなぐぞゆく」。さらばやとてこの人 
を返し給ふ。御氣色なまめかしくあはれk、夜深き露にまめり^る御かのかうばしroなど、 

穴とへむか^なし。泣く泣くぞ歸4きたる。右近はSCAきぅつるょしいCA居^るに、君はい 
ょいょ|!1心ひ亂る、乙と多くて臥し給へるに、入$來て、あうつるさま語るに、いらへもせね 

ど枕のやうやううきぬる%かつはいか(C:见るらひとつ、tし。つとめ1:も怪しから^tみ 
を思へば、むごに臥した6。物はかなげに帶うちかけなどして經韻む。親に3きだちなむP 

失；s給べとのみ思ふ。あ4し繪を取6出で、見て、嘗き給CAし手つき、顔の1CほCAなどの〇 
かひ.問ぇたらむやうに览ゆれば、ょべ一言をだに間ぇずなぅにしは、猶今ひとへま36てい 

みじと思ふ。かの心のどかなるさま(Cて見むと、行く末遠かるべき^をのたまCAわたる人 
名"いかCS:ほ-3むとsとほしう、憂きSまにsひなす人もあらU乙を、思CAやう恥しけれ 

ど、心淺Xけしからず人わらへな^むを聞かれ奉らひょ6はと思ひつ、>*けて、 
「歎きわび身をば捨.つともなきかげ(rうき名流3むZ1とを乙を思へ1-〇親もいと戀しく、 

例はこと{C思CA出でぬはらからのみにぐやか*^るも乙aし。宵のうへを思a出で朋ゆるに 
も、すべて今一たびゆかしき人多かか。人は皆あのおのものそめ急ぎ"何やかやとsへど耳 



s 

:丨も入“ずよるとなれば人蓋つけられず出て 方 ¥ ; 

地rwr?系g t明け？ば、川の方—言で羊“ゆみ 
•の—へilsや見—5、この御—を 

つ。^だU—世のtにとぶずばい？をはかとfぅ—どとの——出し 

品U—は—ぃと—るべし、すべてsかに！けむと4卜5 

よ4の御文持て來た烏寢f塔f、いと—がしくて见 

つ、いまむ-/。Mのぃひとぃふことなむf給ミれ—!がらf。能く 
澄しfバ^ ブる御宮にて、時々立ちよらせ給ふ人の御ゆか—、いと恐しく、 
バu:"t“lfぶ、折し—のか、るを、為つ装贫芬21!—」霧、 

名でけf1れば岛11と'いみじ 

7てて^fその一—に％御ず經せ签給へ」とて、その料のもの、文などfそ 
hue y P巧知"iくぃひミけ給へf It Iふ。t 

ス4ブる菥汇3力く;v'はまほしきrjと多かれど、つくましくて々y、 へ，. 

.のち穿—；5§rJとを思はなむnjQ世のゆめに心tどはで」。ず毒うの鐘の風に 

海氏物眼•露 
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つきて問±くるを、つくづくとIrfiき臥し鉛へ6。 
「一Mのおとの絕ゆる饗にねをそへて我が世盡きぬと君に傅へょ」。くわ/Lじゆ持て來たる 

に序きつけて、乙ょひは得歸るまじといへば、物の枝にゆひつけて骰きつ。めのと、「あやし. 

く 6ばし〇のするかな、夢1>騷しくとの力^はせ^うつ。とのゐびとょく恃へ」といはする 
を、冱しとIH1き臥し給へう。「物liaし召SV3sとあやし。御湯づけ」などょ/3づUいふを、3か 

しがるめれど、いと見にく、おsなうて、我なくはsづくにかあらむと思ひやり給ふもいと 
袋なり。-lib一の中にぇありはつまじき-Sまをほのめかしていはむなどおぼすには、^、つ诞か3 

れて、3きだつMをつ、み給ひて物もいliuず。右近程近く臥すとて、「かくのみ物をおもほ 
せ^、物1(1•て人のたましひはあくがるなるものなれば夢も騷がしさならITかし。いづかたと 

なぼし定りて、いかにもいかにも^はしま3な0」とうちなげく0な之たるきぬを顔に.%>し 

わて、臥し給へうとな1/。 

蜻 蛉 

しCには人々おはせぬを、党め3わげどかaなし。物語の姬君の人にぬす^れ*らむあし 
たのやうなれば委しくもいCAOCけず。京1-りありし使のlrらすな"^にし力^おぼつ力な 

しとて又人^£せた$。「まだBの鳴くになむ出し立てSせ給へる」と使のSふに「いかに1111 



1i 

& 
ベひ」と字母よ^siiじめてあわて惑ふ乙とかぎゲなし。思aうる方なくて13めぎあへるを 

力の.心知れるどらなひ、い^じく物^,MCA，給へ^,し3まを思a出づるれ身をなげ除へると 

は思3よ办ける。なくなく乙の文をあけ穴れば「いとあぼつかな3^兮ど/>まれ{#ら^けこ 

.やズr宵は夢にだにうちとけても見免ず物に^をはれで心地も例ならずうたて恃るを、曾 

レともをろしく物へわたらせ給はむ乙とは近くなれど、そのほどミ、に迎へ歡6てif。今日 

は讨降り：：{E4ぬべければ」などあ6。よべの御かへ6をもあげて見て右近いみじくなく。S 

ればよ、心ぼをき乙とはI1Hえ給aけ办、我れになどかいさ、かの/2まふ乙とのなか6けむ、 

を3なか6し程よ^\^心^かれ奉る乙となくちうばかAノへだてなくて^aたるこ、今よか 
きりの道にしも孰れをTらかし、氣色をだMせ給はfけるがつらきこと、强ふこ、色 

ず6と5ス乙とをして泣くさま若き子どものやうな公。いみじくおぼしたを御氣色よ見+ 

う池れど、かけてもかくなベてfず—ろおどろし慕おぼしよらむものとは見えf 

,?る^?御4ざまを猶い力にしっるポにかと>ぼっかなくいみじ。乳母はなかなか物も释 免て卩sかSまにせひ、いか.^まにせむ」とどいはれける。宮に名いと例ならぬ氣色あ6し 

御1上かにmMならむ、我を—がにあ61思；3f 3まながらあだなる心な6とのみ深 

，く疑ひたれば、外へsき隱れむとにやあらむとあぼし3わぎて御使あ6。あるかぎう泣き^•' 
と，ふ程fて御文t奉—r Sか—ぞ」とげす女に間へば、「上の今宵俄にうせ給 

れは物1ばえ給はず。为？しきA7PSし言g—なれば当ぷら鋈ふ人へよ唯物. 
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にあ^6てなむまどa給ふ」といふ。心毛深く知らぬをの乙にて委しうも問はで嗦ゐ6ぬ。 

「かくなむ」と巾させたるに麥と赀えてsとあやし。いたくわづらふとも聞かず、日比なやま 

しとのみfcりしかど昨日の返事は^うげもなくて常よりネをかしげな6しものをと覺しや 
る方なければrll?F方いきて氣色见、たしかなる淋iillalrriけ」との/2まへば、「かの大將殿いか 

なる亊か間き給ふ乙と侍りけむ、とのゐするもの^ろかな6などいましめ仰せらる、とて 

下人の罷り出づるをも見とがめlllja恃るなれば、ことづくるZLとなくて時方まか6たらむ 
VJ物の聞え恃らばおぼしあはする乙となどや恃らむ。3て^に人のうせ給aつらむJTは/. 

なうさわがしく人患げく恃らむを」とllaゆ。「5りとていと.おぼつかなくてやあらむ。猶とか 
くさるべきroまicか爻へて例の心知れる#從など(Cあaて-いかなる>1^をかくいふどとあな 

いせよ。げすはひがごともいふな^N」との*爻へば、Sとほしき御氣色もか^じけなく1:夕 
〇か^少く。かやすき人は^くいきつき^。雨少し降6やみ^れどゎ6なき道icやつれてげ 

すのさ兮にて涞7241^人多く立ち$わぎて「今货やがてを3め奉るな6」などいふを開く心 

也珞あr&ましく啜ゆ。右近にせうそZ1し^れどもえあはず。「只今物おぼえず起きあがら1; 
らちもせでなむ。さるはCよひばか6乙そかくもJCちより給はめ。え[illえぬi」といはせた 

$。「さ6とてかく^來なくてはSか•义歸6像らむ。今一所^に」とせちにいaたれば恃從を 

あa穴りける。「いとあさましく公ぼしもあへぬさまにてうせ給ひに穴ればいみじといふに 

もあかず夢のやうにてmも/2れも惑CA侍るよし申させ給へ。少し心地ものどめ侍りてなむ。 
^ • - : . .|._ ■ I 丨 
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f比4物ちぼした4-0るさま一夜いと心若し.'-i思ひ！Jflえ3せ給へ6し有樣など省聞えさせ 
味5/^〇‘さげわらびなど人〇*^み#る0ど^:ぐして4一茂^ちよ6給へといひて立く 

411內に4 くfのtて乳fるべし。「あがfsづかたにかお—はしまし卜。 
力：1へ。空しきからをだに見舉らぬがかひなく悲しく 7Pあるかな。明蓀見容^Nても泡か 

0ほえ船ssつしかかsある御r&f見泰らむとあし.^ふべに賴み聞卷る、」を命もの 
つれ。ぅち捨て給；3てかく行くへも知らせ給はぬ事鬼神もあが君をばえらぅじ奉ら 

:!:人のいみじく惜む人をばたいしやくも返し給ふなみ。あが霜を取6奉ら1;人にま1这こ 
dれ返し取れ。なき御からをも见舉らむ」といaoY くるが心# fどもまじるをあがしと 

;©sて「猶のた芝。もし人のかくし达即爲へるか容か益しめ君と御身のかは办こ 
出し立てさせ給べる御使な4。今はとてもかくてもかびなきことなれど、後にも間しめしあ 

.•g含とのf技違そ4じらば參名吾—pf—べし。又fと—管 

ぶて思途に對而せょと仰せられつる御心ばへ达辱しとはおぼSれずや。女の4」惑；3 
給ふことは人の御門f深—めしど毛ありけれど、又tるrJとMのf 

む見1る」といふに、げにいと哀—御使に—あれ、かくすとすとも、かくて例なら—り， 

0のづ>b聞—むと思ひて、「などかいS、かにて又やかくいf給ふらひと思 
■よ.る•へきaj.あらむには力くしもあるかぎ-®'惑：$俾らひOE.比.いといみじ.く物をおぼしハ 

るめ6しかば、かの殿の§らはしげにほのめかし—給ふ4どもtき。御母に物し輪 

谋氏物gull蛞蚧 
li 
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ふ人ネかく0、しる乳母なども初めより知6ム、め^6し方に渡う給はむとなむ急ぎ立ちて 
乙の御^をば人知れぬさまにのみ辱く哀と思a聞えsせ給へうしに御心みだれけるなるベ 

し。hさま‘しうて > ひと身をなくなし給へるやうなれば、かく心のまどaにCAがCAがしく13ひ 
續けらる\なめ6」と^すがにまほならずほのめかす。心得が^く.wひて「5らばのど力に 

.らひ。vf;ちながら你るもいとことをぎたるやうな々。今御みづからもおはしま-Lなむ」と 

sへず、「あなか^じけな。今さら人の知6[rflえさせむもなき御ためはなかなかめでたき御 
{伯1|1-见ゆべき^なれど忍び給ひし乙となればまたもら3せ給はでやませ給はひなひ御志に 

赤るべき。乙>にはかく世づかずうせ給へるよしを人にPBかせじ」とよ/>づにまぎらはす 
を、^:ねんU事ど？pの氣色7PZそ見ゆれと思へばとかく^、のかしやりつ。雨のいみじかヴ 

つるまぎれに母君の波う給へり。21にSはむ方もなく目の前になくなしたらむ悲し^はい 
みじくとも世の常にてたぐひあるZ1とな6。乙れはいかrc^つる事ぞと惑ふ。か、る事ども 

のまぎれあ6ていみじう物思a給ふらむとも知らねば身をなげ給へらむとも思ひもよら 
ず。鬼や會ひつらひ、狐めくものや取*^もていぬらむ、昔物語の怪しき物の事のたとひにか、 

•5やうなる^もいふなりしと思ひいづ。Sてはかの^を/Sしと思a聞ゆるあ^6に心なと 
Bし^一；御乳母やう0ものやかう迎へ給へしとliaきて、めざまし^6て-/2はか{たる人も;^ 

ちらli*とげすなどヒ涵；s「今ま£)う.の心知らaやfcる」と冏へば「いと世ばなれ/2うとて，あ 
?|:なら文ぬ人は乙、にてはかな3事もえせず、今疾く參らひとい；：5つ、なひ、みなをの急。 

• -‘••••'# •• • 0 • • •• • . • 
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ベ^事.ど劣など取6具しつ、かへ6出y侍^xicし」とて、名とょ6ある人だにか^へはなく 

てsaj人ずくななる折になむありける。侍從など乙そ日比の御氣色思aいで身をうしなa 

てばやなど泣きS 6給；5し折 <、の有樣#き.おき給へる丈をも見るに、なきかげにと被きす 

含び給へ.るもの、砚の下にありけるV」見つけて河の方を見や6つ、怨き.の、しる水め音を 

•113メにも疎ましく悲しと思；5つ、5て•「うせ給ひけむ人をとかく赏；5騷ぎていづくR^pい 
づくにもいかなる方にな6給aにけ1;とあぼし疑はむもいとほしき事」といひ合せて「忍び 

たる事とても御心ょりあ乙公てあ6し事ならず。親にてなき後(L問き給へ办ともいとや3 

しき將ならぬを、あ6のま、に119ぇてかくいみじく^mなき事どもv」5へかたがたMa惑 
W.輪ふ;^'^は少しあきらめroせ摩らむ。なくなう給へる人とてちから^殺きてもfcつかふ 

乙.^世め常なれ。世づかぬ氣色にて日比も經ば]11にかくれあらじ。猶聞ぇて今は世の開ぇを 

だ，につ:-</)はむ」と07Vらひて忍びてあみし5まを1111ゆるにいふ人も消むいうぇいaやらず、 

聞く心祂も惑ひつ、、3はrjのSとあらましと思ふ河(C流れうせ給aにけ6と^ふに、いと 
V我れ^Bち入6ぬべき心地して「おはしtし(Cけむ方を尋ねてからをだにはかばかしく 

を•'§めIT」との^へと「更になにのかひ传らじ〇行くへも知らぬ大海の原に乙をぉはしまし 

に付め。さるものから•人のsa傅へむ氓はいと聞きにくし」とI1Hゆれば、士ざtかうざttc 

•Sふに胸のせきのぼる心ちして、いか(Cもいかにもすべき方も銳え給はぬを、乙の.人々二、 

•Lて取.よせrJ4vお^しとも氣近う使ひ給；3し御調度どもみなながらぬぎ^き給\る御ふ 

源氏物3'5蜕蛉 
•二^ 
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••^'tなどやうの物5:取りいれてめのとごの•たいとCをれが-1::^の阿関梨その弟子の睦しき 

•などもとより知？raる老法師など御忌に籠るべき限6して人の^くなりたるけはひにまね 
ルて出し立〇るを’めのと骑界はsといみじくゆ、しとふしまろぶ。大夫うどね6などおど 

•• ノ聞免しネのども、參りV「御^送の事は殿に乙とのよし巾3せ給びて、日定められていか 
:めしうZ.を仕う1Hつらめ」などいSけれど「殊觅に乙よひ過す嗦じ、いと忍びてと思ふやう 

tlAiなむ」とて乙の41を1;かひの山の前なる原にやり1:人も近うもよせず、乙のあなV勿 
:ら六る法師のかぎ6してやかす。Sとはかなくてけぶりははてぬ。田舍人ど^はなかなかか 

(、る辜をとごとしく最し乙とい衾どTするものなりければ"「いとあやしう例の作 

法tどあることくも、^給はず、げすげすしくあへなくてせら"ぬる£力な」と謗6けれげ 
•かたへ^iする人は「殊更にかくなむ、京の人は泛給ふなる」などさ爻ざまにな1;安からず 

.••いひける。か、る人どもの言ひ思ふ{だに包ましきを、まして物の間えかくれなき世の中に 

殿>/2$にからもなくうせ給ひにけ6と!19かせ給はY必ず思ほし疑ふこと名あら1;を 
宮(i/2同じ御なからaにて§る人のおはし^はせずr/し乙を忍ぶともあぼ3め、遂にはか 

くれあらじ又定めて宮をしも疑ひ間え給はじ、いかなる人かWてかくしけむなどぞおぼし 

.よせひかし、Sき給ひての御柄世はいと氣高くおはせし人のげUなきかげhいみじき事を 
や疑艮fひと®へば' 乙、のうちなる下人ど％にもけ—あ努、しか名4どひ 

と氣色も見H3きつるには口かため、あなSらぬには聞かせじなどぞ六ばか6ける。ながら 
<,•••••«• • 

I 



: 

.:へ1:せ誰に名^づAかにあらしSまを名聞ぇてむ。只令は悲し33めぬべき{、ふと人づて 

:にTin'-tめr&Bは猶SとSとほしかるべき事なるVしと、この入二人ぞ深く 6のおにを；52 

ハればもて•かくしける。大將殿は、入道の常のなやみ給aければ孔山に乙も6給aてIfぎ給ふ 
•■乙/.な6对6。さてsとVかし乙はおぼ••つかなうあぼしけれど、はかばかしうさなむとい厶 

人はなかぅければ、か、るsみじき事にも爻づ御使のなきを人めも心憂しと思ふに、み3う 

の人なむ參$て^か^かと巾させければ、あSましき心地し給aて御使そのま^の日まだ 
；つとめて參々力4。「いみじき事は聞くま、kみづから物すべきにかく惱みふ乙と(Cょ4 

つ、しみvか、る所U日を限6てfll6^ればなむ。ょべの乙とはなどか乙、にせうを乙し 

て日を延べてTPSる印はする7Pのを、いと輕らかなるさまにて急ぎせられにける。とてもか 

くても同じいふかひな§なれど、とぢめのことをしtPや.tがつのをし6を3へ負ふな1;、乙 
、のy2めもからき」などかの；：pつ^しき大藏の大夫してのたまへ6。御使の來たるにつけて 

名SとCいみじきに|1[1ぇむ方なき事どもなれば唯渡にお•ほ、れたるばか.CSをかごとにては 

かばかしうもsらへずな6 W。殿は猾いとあへなくいみじと開き給ふにも、心うか6ける•开 
かな、鬼などやfi{むらむ、などて今までさる所にす^*.cnつらむ、思はずなるすぢのまぎn 

あるやう次6しもかく放ち依き^る“心ゃすくて乂ネぃ61をかし鈴乂衣$けむかしと迅乂 

..Rも、我が^ゆく世づかぬ心のみくやしく御胸ぃ六く^え給ふ。なやませ給ふあたうにか、 

る事あぼし亂る、もうたてあれば京におはし宮の御方にも渡り給はず乙とごとしき程 

源氏物語!W蛉 二六| 
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にも侍>b-ねどゆ、しき^V」近うIIHき恃れば、心の亂れ恃るほどもいまSましうて」など111]ぇ 

給ひ1:盡せずはかなく Sみじきiiiを歎き給ふ。ありしさ^かたちいと愛敬づきをかしかり 
しけは；sなどのいみじく戀しく悲しければ、うつ、の11!:にはなどかくしも思a入れずのど 

か{-Cて過rしけむ。只今はillにMひ患づめむ方なきま、に悔やしき事の數知らず、か、る•と 
のすぢ(CつけてSみじう物思ふべき{伯世な$け6。3ま乙とに心ざし/2$し身の思の外に 

かく例のAに•てなが>b乂るを佛などの{Cくしと見鈴乂“や、Aの心を泡roせ^とズ佛の^ 

給ふ方便は慈悲をもかくしてかやうにZ12:はあなれと思ひつゞけ給ひつ、行.Sをのみ患給 
ふ。かの^はたまして二三日は物も避ぇ給はず、うつし乙、ろもなきさ爻にていかなる御も 

の、けならむなどさわrに、やうやう祕つくし給；3ておぼし^づまる(Cしもぞ、あ，リし5ま 

は戀しういみじく思a出でられ給ひけ.る。人には唯御^のireきさまVJのみ見せてかくすく 
ろなるいやめの氣色知らせじと、かし乙くもてかくすとおぼしけれどおのづからsと^る 

か6けれ-^「sかなる；にかく^ぼし惑ひ御命？^あやふき爻で^づみ給ふらむ」といふ人も 
あ6ければかの殿に名いとよくこの御気色を!illき給ふに、3ればよ、猶よその文mはしのみ 

にはあらぬ.な6け6。見給aては必ずSおぼしぬベかりし人ぞかし。ながらへましかば^て 
なるようは我がためにをこなる^も出できなましとS:ほすになひ、乙がる、胸も少しさむ 

る心地し給ひける。當の御と、ぶらひに日々に參6給はぬ人な/、、世の3わぎとなれる比乙と 

ごとしききばならぬ思a{c龍$ゐて參らざらむもaがみたるべしとおぼして參6給ふ。そ 



一 1 

の北式部卿^!と間ゆる名ぅせ給；sにけれ放御をぢの服にてr#鈍なるも心の中に哀に思ひよ 
そへられてづきづきしく見ゆ。少し而やせていとぐなまめかしき事まさ$給へ6。人み、まか 

て、袤めやかなる夕雜な6。宮ふし去づみてのみはなき御心地なれば疎きA:*にZ1そあa喻 
はね、御旅の內にも例い6給ふ人には對而し給はずもあらず、見ぇ給は1/もあいなくつ、ま 

しく見給ふにつけてもいとV淚の爻づせさがた5をおぼせど、思ひ患づめて「おどろおどろ 
しき心illiicも侍らぬを、皆人はつ、しひべき病のSまな6とのみ物すれば、內にも宮にも3> 

ほしSわぐがsと^しく、げに世の中の常なきをも心ぼをく思af^る」との給aて押し拭a 
1hぎらはし給ふとあぼす涙のやがて滯らずふ6おつれば、いとはしたなれど必ずしもいか 

でか心免む。唯め、しく心弱きとや見ゆらひとおぼすもはづかし036や唯乙の琳をのみあ 
ほすなりけ^N、sつよ$な$けむ、我れをいかにをかしと物笑CAし給ふ心ちに月比おぼし渡 

6つらむと思ふに、乙の霜は悲しさは忘れ給へるを、こよなくもあ/>かなるかな、物のせち 
に^ゆる時はいとか、らね事に〇けてだに空飛ぶBの嗚き渡るにももよほrcれて/〇を悲し 

けれ、わがかくすvろに心弱きに〇けても^し心を#たらむに、さいふばかり物の哀も知ら 

ぬ人にもあらず"世の中のつねなきMJVJしみて思へる人しもつれなきと、うらをましくも6 

にく、も^ぼさる、ものからまきばしらは哀な办。乙れk向び^らむさま-7P為ぼし今るU、 
か^みぞかしともうち1W7P6給乂〇やうやうill:.の物MP41え給ふにいとこめてしもはあらじ 

とおぼして、「昔よ^心に乙めて患ばしも閗ぇさせぬ事殘し侍るかぎ〇はぃとぃぶせくのシ 

源JT:物訪».蚜蚣 1 
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思う給へちれしV」今—かなかの上脆にfにて侍う。tて御fき御有樣にて、心のど 
仏こおはしますrr7P侍らねば殿^などにその事ど次くてはえさぶら•はず"そ乙はかとなく 

1:過rし劳りてなむ、皆御覽ぜし山]IIにはかなくてうせ侍6にし人の、同じゆかりなる人资 
えa所に穿らと阳きつけ侍*^て、時As v見つべくやと.ms給へしに、あいなく人のそしり 

も恃蟲べtし折fしか皆Sしき所货—侍うし——It Iネ 
な<;{、又かれ基一人をあひたのひ心もことになくてや管けむとは見鈴ひつ$、や入乙 

となくもの7PのしきすぢR思a給へば乙をはあらめ、見るにはた殊なるとがも侍らずなど 
して6やすくら名しとsfつiQ $とはか1侍うにける、なべての世の有 

m;を思ひ給へ級け#るic名悲しくなむ。1]1]しめすやうも恃るらむかし」とて今ど泣き給^ 
てルもsとかうは見え奉らじ、をZ.なりと思ひつれど乙ぼれマ•::め1:はsととめがたしoor色 

の15、かみだりM/tるを陵しくいとほしとあぼせどつれなくて「いと哀なる事に乙を〇咋 
日ほのかに問き侍6き。$かにとも問ゆべく思う給へながら、わざと人.R間かせ給はぬ-<£と 

I侍Lかばなひ」とつれなくの給へど、いと规へが六ければ乙とずく—てぉはし令 

す。「さる方に1:も御1せさせばやと思ひ給へうし人になむ。公のづからさネや侍うけむ。?i 

{も參6通ふべき故恃6しかば」など、少しづ、氣色ばみて「御心地例ならぬ程はすゞろなる 

出の•胡しめしいれ御耳笟くもあSなきわざになむ。ょく謹令せ給へ」など聞えおきて出で 

>a*ioいみじくもおぼした公つるかな。いとは}なかうけれどSすがに高き人の宿世なら 
/' 一-#、•‘ •• % ^—^nn— 1 -■ - - .... - - _ T. 
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三 

け*^、たうじのみかど辰のSばか6かしづき奉6給ふ御子かほかたちよCNはじめて、只今の 
世Rは-/2ぐ；：3あはせざめ6、见給ふ人とてもなのめならずさまざまに〇けて限みなき人を 

おきてこ^に餌心を盡し、世の人立ち3わ.ぎてずほうどきようまつ.6ばらへと道み1(:3わ 
くは2:の人^^ぼすゆか-csの御心ちの^.やま6に乙をはあ^sけれ、我れ名かばかなの身£c 

て11#のみ力との餌lrすめkもち私6ながら/〇の人のらうたく覺ゆる方は劣り9よ^-つる、 
まして今はと^ゆるには心をのどめひ方なぐもfeるか^。さるばヒ乙^^、^ybじとMa 

忍ぶれと$まさtic思W亂れて「人木石にあらざれば皆な5けあう」とうちずして臥し給へ 

合。後の患た、めなどAsとはかなくしてけるを、怒にもいかr聞き給ふらひといとほしく 
あへなく母のなほなほしくてはらからあるはなどSやうの人はいふ事あなるを思ひて亊そ 

くな6けひかしなど心づきなくお•ほす。おぼつかな3も限ダなきをあ6けむ3まもみづか 
ら聞かまほしとおぼせどながごも办泛給はlrもび/1なし。いきといきて立ちかへらひもら 

苦しなどおぼしわづらふ。月たちて今日ど渡らtしとお贤し出で給ふ日の•夕^いと物あは 

れ(C御前近き橘の香のなつかしきに杜雕の二聲ばか4なきてわ^る。「宿にかよは <」とa 

とうごち給古飽かねば、北の茛NJ、摄◊給古fければ橘折卷て間え給ふ。 
「忍びねや君もなくらむか；：3もなき死出の•たを3に心かよはCJ。宮は女君の御さまD C 

く似/2るを、哀と^ぼして二所ながめ給ふ折な6け々。氣色ある文かなとii給びて、 

「橘のかをるあた6はほと、ぎすこ、ろしてこをなく<か6げれ。ね-fらばし」と卜f命 

とよく 3 

谋庆物！T蜻始へ 
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し仰つかはしか6ぬべき猫(Cなしてミそ。心よヶ外の命侍らばい3、か思ひ靜•まらむw(c 

なひ仰言なくとも.參办てげ(Cいと^のやうならし事ども、語グ則え兮^しさ」といぴヤ今 

日は動くべく 7Pあらず。大夫もなきて「MkrJの御中の事7'まかに知$問えSせ侍らず、物 
の心も知り恃らずな、がらたrwなき御志^*見泰6侍.cnしかば君達をも何かは急ぎてしも開 

えうけ給はらむ0遂には仕うまつるべきあた6に乙をと思W給へしを、いふかひなく悲しき 
御取の後はわたくしの御志もなかなか深rcま3うてなひ」と語らふ。「わざと御3|£などおぼし 

めぐらしてmれ給へるを空しくてはいとSとほしうなむ。今一所にても參6給へ」といへば 
侍從の君よび出で、Hr/は參6給へ」といへば「まして何^をかは間え3せむC3ても乙の御 

忌の程UはいかVかS兮せ給はぬか」といへば「なやませ給ふ御ひ<きにさ^ざまの御つ、 

しみど7P侍る的れど忌あへ3へ給ふ嗳じき御^色にな1;。又かく深き御契にては澈らせ铪 
ひて7Pこそおはしま3め。のrj.CNの日いくばくならず0•猶一所參6給へ」とせむれ文、侍笟 

ぞ、ありし御3まもいと戀しう思；：5即炎るにいかならむ世にかは见率らむ、か、る折にとM 

ひなして參6ける。规¥きぬど名若て引きつくろひ为るかたちもいと淸げな60裳は只今兌 
れよ4上なる人なきにうちたゆみて色Aかべざ6ければ藩色なるを持せて參る。おはせ1 

しかばかのid:にぞ忍びて出で給はまし、人知れず心よせ間えしものを；など思ふ((:も哀な60 

道すがら泣くなくなむ來ける。宫はこの人參れゐと聞しめすも哀な6。女君にはあま4うた 
てあればIrflえ給はず。^殿におはしましてわたどのにおろし給へ•リ。ありけむS爻など委し 

^||ュ和0 li I 



う問はせ給ふに「日比むぼしなげきしさ^をの夜泣き給aしさまあやしき^でCとずくな 
に為ぼS:ほとのみ物し給aてSみじとおぼす事をも人にうちいて給ふZ:とはかたく物づ、 

みをのみ泛給；3しけ{Cやのたまaおく {も恃らず,,シにもかく心强きさまに5:ほしかくら. 

むとは思a給へずなむ#りし」など委しう113ゆれば、ましていといみじうさるべきにてとも 
かくもあらましよ6も、sかばか6物を思aたちてSる水に溺れけむとあぼしやるに、Z.れ 

を見つけ1:せきとめ^らましかばとわきかへる心ち^給へどかaなし。「御文を燒き失a給 
ひしなどになどてめをたて侍らざ6けむ」など夜一夜語らa給ふに間ぇあかす、」かのくわん 

じゆに裳きつけ給へ6し-PT:君の返氓などをI5Bゆ。何ばか6のものとも御览ぜざりし人もひ 

つtしく^^^ぼさるれば「我がもとkあれかし。あな^ももてはなるべくやは」とのたま 
へば「3てivJ:らむにつけても物のみ悲しからむを1|1心ひ输へれば今乙の御は\しなど過厂し 

て」と問ゆ。「又毛まゐれ」など乙の人をさへ傯かず5;ほす。聴歸るにかの御料にとて設けさ 
せ命へ6ける櫛の箱一よるa衣箱一よ/>ひ贈物にせさせ給ふ。Sまざまにせ3せ給ふ{は 

多かりけれど、おど/>おど/>しかりぬベければ、唯乙の人に仰せたる程なうけう。何心もな 
く參りてか、る£どものあるを人はいかく見むすく/)1Cむつかしきわざかなと思aわぶれ 

どいかVはUHえがへさ义夜近と二人忍びて見っ\っれ^:れなるま、に乙まかに今めかし 
ぅまぁっめたふ#どもを见てもぃみじぅなぐ。そぅぞくネぃとぅるはしぅ^ぁっめ穴る物 

ど名なれは"か、る卯)111に乙れをいかでかかくさひなどもてeねづらひげる。大將股も猶い - 
忍 



お 
釋 

:*\', 
-パ. 
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と覺來なきに—しあま6s{iしたも道のほどよ6昔の事どもかき独めつ、、(か！ 

げみにて.NJの'^み/〇の卸許にきをめけ^3、か、る思びかけぬはてまで思ひあつかひ、ての吵 

力うにつ.けては物$:のみ思ふよ、いと#くなばせしわた$ic#-を烏るベ^てをのみ 

う左參妾き末q盔这猛a>?bするi令とぞ设ゆる。右近召しぶち「あ点ナ 
ひ1f象ばかしう—ず。靈せずあ—し5は—ければfのミも少なくU 

3ぬVIくしてと&ひつれど^づめあへず物しつるな4。いかなる心ちにてか戕にはかなく な4知aにし」と問a給ふに、尼君など，p氣色見てければ遂に聞き合せ給はむをなかなかか 
パしてもボ舍て間免むにを—はれぬべし、怪しき事のすぢにf、そらごと廻ら 

しつ、なら3しか、かくまめやか—御氣色に次しむか；s聞—はかねてといよひかけい 
は•もとms穿し詞を羞れ、煩しう恐各ればtしssf Ifつ。—ましう 

邋ほしかけぬすぢなるに物もとばかな〇給IIデ、icにもらじと恐ゆるかな、なべてのAの：^ 

Hudも^fとずく— —どわfし人ば、ぃかでHミ—J 
t m.,◊、へ—、ぃか1に乙の人tてなしてぃュにかtむと御心！れ 

1^ /へとf—し歎—るけしきいとfし〇 fの有樣屯泛かつれなしつく名 

ひけは〇はおのづかi免ぬベ—、かくおはしましfにつけても悲しく (みじきこ 

とをかみしもの人集びて泣—心ぐをと聞き給•へ'ば「御供に具して失せもる人やある 

4ひ——しかにX:。f寒かfと思ひて背き給ふ，jとはよ—レじとなWE-3 
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ふO.Cがやうなる、たち爻ちにいひ患らぬ乙とありてかさるわざは^給はむ。^なIft信ず 
まじき一との^まへば、いといとほしくさればよとわづら11しくておのづから間し召しけ 

ir、rもとよりおぼすさまならでおa出で給へりし人の世ばなれたる御住aの後はいつとな 
く物をのみ^ほすめ办しかど、たま3かに毛かくおはしますを待ち問免させ給ふに、もとよ 

うの御身のなげきをSへ慰め鈴^つ、心のどかなる3亏にて時々ネ見舉らせ給ふべきやう 
にいつしかとのみ言に出で、はの給はねどあぼしわたるめうしを、をの御ほ窓かなふべき 

st'にラけ給はる^ども、恃シしに、かくて侍ふ人ども、娘しきふに思ひ鈴へいをさかの 

つく^HIilも辛うじて心ゆき/25-氣色にて渡らせ給はむことをいとなみ思ひ給へしに、心# 
ぬ御せうを乙侍うけろに、乙のとのゐなど仕うまつるものども、女房達らうがはしかなりな 

ど戒め卬せらる、乙となど申して、物の心えず能々しき田舍人どもの怪しき^まにとりな 
し111]ゆる事ども恃6しを、をの後久しう御せうを乙なども你らざ6しに、心憂き身な6との 

y(はけなかりし程よ6思a知るを、人かず1Cいかで見な3ひとのみよろづに思aあつか 

ひ給ふ母君のなかなかなる乙との人わらはれになりはてばいかに思ひなげかむなど、公も 

む：^てなむ常になげき給aし。をのすぢより外に何事をかと思ひ給へよるにたへ恃らずな 
ァ。鬼などのかくし聞ゆとも聊殘る所も侍るなるネのを」とて泣く5戋ネいみじければ〉力 

なる乙とにかと紛れ〇る御心も失せてせきあへ給ばず。一われは心に身をもt力せずけんム、 
う^•るさttcも1:なされたる有機なれば錄來なしと思ふ折も今近くて人の心公くまじくめ 
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やすきr&まに7Pてなして行く末長くをと思；5のどめつ、過しつるを、おろかに兇なし^:a 
けLNJをなかなかわくる方ありけると邋ゆれ。今はかく;cfにいはじと思へど又人の聞かば 

乙をあらめ、宮の御乙とよいつよ.CSあCNそめけむ0 5やうなるにつけてやいとかた次こYの 
心を惑はし給ふ宮なnば•常にあ；5見舉らぬなげき{C身をも失；3給へるとなむ思ふ。なほい 

へ。我には更になかくしを」との給へば、たしかに乙をは問き給ひてけれといといとほしく 
て「いと心うき事問しめしけるに乙をは恃るなれ〇右近も侍はぬ折うは侍らぬものをとなが 

め休らs\iのづから聞しめしけむ、この宵の上の御方に忍びて波らせ給へ$しをあ 
しくMCA力けぬ程に入-CNおはした-CVしかど、いみじき事を間え3せ恃6て出でS亡^ひに 

ち〇をれ(cあぢ給aてかの怪しく恃$し所に波らせ給へ6しな6。をの後音にも開えじとお 
ほしてや^にしV」い力てか阳かせ給61けむ。唯そのき3らぎ^か-c\よ-i=N音づれ甜免3亡^ 

へし御5:ばいと度ん、恃6し如ど御^じ入る、こと％你らざ6き。5とか^じナなくなかな 
かうたてあるやうii:-などぞ右近など問え3せしかば、；5と^び乂/2为びや聞え3せ給ひけ 

む。それよ6外の亊は見給へず」とliflえ3す。かうぞいはむかし、^CAて問はむ名ハと5レく 
てつくづくと打ちながめつ1呂をめづらしく哀と思CA間えても我が方をさすがにおろかU 

思はざ办ける程にいとあきらむる所なくはかなげな6し心にて、乙の水の近きをたよりに 
てかくmwよるなみけひかし、我が乙、にさし放ちすAざらましかば.いみじう5*きlitに >パ 

ともsかてか必ず深き谷をもとめて出でましと、いみじううき水の契かなと、乙の川のMt* 
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一 m 

し.PS公ぼさる、乙と$と深し。年比哀と思ひをめた6し方にて荒き山路を行きかへうしに 

•今は又 >じ5くて、乙の见の名をだにぇきくまじき心地患給ふ。宮の上ののたまひはじめし人 
が**(と〇iけた.cOさへゆ、しう！がtに失ひつる人な6と思ひもて行くには、母 

み酋かろび^る程{Cて後のシしろみもSとあやしくZ.とをぎて志なしけるな366と^ゆ 

か^思Sつるを委しく f給ふになむ、Sか运ふらひ、彦か息人の子泛はいとめで 
たか6し人ヒ忍びたることは必ずしもぇ知らで、我がゆかりにいかなる事のありけるなら 

ひと—会らひかしなど涅sとほしく&ぼす。けがらひとX乙とは—まじけれど 
御—人tぁればのぼ秦はで、.御取のしぢを召して妻戸の前にぞ居給ひげる名見苦し 

'けれどいと患げき木の下に苔VSましにて、とばか6居給へう。今はこ、を來て見む乙とも 
>じ§かるべしとのみ見めぐらし給ひて、 . •， 

ノ「われもま^うきふるillをあれはてばたれやどり木のかげ—5ばむ'。阿—X「はりし 

なヶけめして乙のほふじの乙とあき1:させたまふ。念佛の僧のかずをaなどせさせ給 

ふ0 Pいと深くなるわざど^ぼせばか/>むべき乙とをぞすべき。七日七日に經侦供へき 

1 ..しなどZ1まかR0六^ひていと賭う^もぬるに歸6給ふもあらましかば今夜歸らむやは 

とのみなむ尼君にせ54/乙ぜさせ給へれど「いともいともVJ)、しき身をのみ思a給へ^づ 

みていとV物を覺t-給へ>'b'れずほれ恃りて^:-Ifうつぶしふして侍る」とirflぇて出で來ねば 

Laても立ちょり給はず、逾すがら疾く迎へと6給はずな々にけるZ:とくやしう、水の音の 



ぴ心のf f給av、ilf君f1け暴あ—しくてもf 

はなけいづれの底のうっせ！じ4むなどゃる—く！す。かの 
ぷwmrhうひ』.きセすめ0乙とによ办つ、しみ§わげば例の家に名免いかず、す| 
バ。h ノナ,てms省む折！き、叉こ戈いかならむと思へどたひらかに產みてけ 
厂ゆトミは免よらす。殘の人々のうへAfずほれまどsてすrTに大將役よ。卸ミ 

•5け4Lう。物fぬ心地にもいとうれしくあはれf。「あ—しきことは-^f,ひと 

nw,一U.、、!Tのど—ず—く—心fかなる——连iふ合 
のどめn はかfて日比—にけ1む。世のつf Sと<思；5 

け f—の贫Ifへ11しなfと—るべ—に 
為びな御普はかの—大夫—給？ける。「心のどかに 

•Mノ^にけ—必ずし—あるゃうに觉給けR Sれど今 

どもわすれfじ。f言—会れず思品4へ——人 i「t ,巧やけに1らむに—後—'へくなひ」など乙とばにもの— 

裹し3バJ心まじ—iひなれば深iふれ侍らず」などいWなしてせめてよび 
uf fIfなくなくかく。「Sみじきf—れ侍らぬf心う4ひ給Mi J 

ベfけるにやとなむ年比は心細——i見^へなilM丈 
fba身の—fに田—へなしつ、f御aと乙き行く末長く^^;^せ；I 

-- -: - ■ … _ 
源炎物®.鯖的 
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し、」、tかひなく见給ひはて、は]11の契もいと心發く悲しくなむ。—“isしき仰言 
こ命のCX步うて今留しながらへ恃らば猶溉み聞え侍るべきにこをと思ひ給ふるRつけ1 1:も 

(の4のSTれ侍立」ぇf卷ゃらず」などfダ。御fなべてのf ““ 
き称な_。侧かぬ心地もすベければかの君に容らひと心ざしてもたりけるょきルんけ^⑺ 

螬六ちのをtlf人れてf f f「，れIの人の—f」と^^^” 

P。殿に御——れば「いとす’>> なる—かな」とのた—。にはfつ-^tjrr 
セうびて；^じくなくなく资紫たslllldn、 

ともかし—に、又數faほどはなかなかい4しう人に1な-^f。ら^H」る 
あやし—f—皆1らせ侍4侍はせむとなむ物しfつる」^^^;:^3、 

1か心っ泛Iるべけれど、みかど1ばか息人の？tttすj；しrズ 
zれに意べきて時めかし—さむをば人のfベ！とかは、た又^1“”女 

中て」1うにたるなどを？^ちゐる六ぐひ多か'^、かの守のひずめす*^け*^とノこソ、 
にtfてなしのれHけがるべくあ—めfば乙そfb、め；一」^リ^K 

なしてmxらMの含猶きゆか6—f、しiけ 

ず见すべ秦と气ほす。かしを—陸—なf— Hもパ，^“一ょ— 
など设立つ。年比いつぐになむおはするなどあらのま、にも知らせさりI身は一けブ1、 

はすらむと思ひいひけ—、京になど迎へ給ひて後、めいぼく tてなどちbせも 



12^ I石fど「か、れば今はかくさむもあいなくてぁ'^し5ま泣くなく帶る。大降设の 

ればf人かしこくし5なぞのめでする人にてf りうす力へしiいとめでたき御さいはひを捨て、うせ給Wにける人如な。おのtも 

会i—れどtp近4しつかf Iいとfば—J}“ 
ど急乙と仰せられた——もし倉になど11もま|5は0 

ま、力はとraふに、ふし爻ろびてなかる。守も今なむうちなきける。—はおはf次 

な—かか、—ぐ3の人しも—給ふべきにしもあらずかし。我が^:;; 以 

1いと1むと—真よ4父fし名んf圭^て;：h 
.ブロの—せ4雙けむ沒かはと磬ば、とて表くてIfじ 

れ^のどのSてfせ給ひける六十僧の会な—ほ^^— 

1て2バ。々穿。f 41fとにしろがねの1:入 

1各むは力""上ほさなる心ざはぇし給はず"右近が志にて忠たらければ>>知 

/Iむ一い'^力くなどなどいびける。殿の人どもむつまじさかぎ6擻多たまへう。むし ./音Aつる人のはて—くあつかはせ給ふ。—らむif入の#I 

の)~-|き\专なくあるじが|るなむ、あやしと人令見ける。少將の子、— 

むH、家の內にf物はすく！乙し新羅のかfrせ彥ベ—、 
PあネIいとあや?力.cvけ々。乙の御法事の忍び左るやうにおぼしたれどけよJ乙よ次 
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M11 

みかと兮Vsしめ 'づキofじのセ令ずかなしiめやにく1し御—. 

けるVi、いとほ1と方ほ>」ナ1どバ1る16はなぐさむやなど試み給ふ乙ともや 
さt-にか美4“J1ぃWとr Jゃか^3!して殘の人—ぐ4せJバ 

1りt力の.1、u I rifや—S—くSはし— 
も猶sふかひな—^^^；;。Pもしぅて常にし—iはず。乙の宮は1 

に二の宫—式部卿—所に—ふ。—人のか穴ち— j 

fしく—巧%の^がからぅじ51 ?f Iふ。小宰相の^^ iに見給は似の乙り.為ほ力らブMBグづ じ を後きならす〇ま 

デかた—ど—げの；rl-tnし—ミへfける。 

fば—泛—矣0rひ—4へど、f含し—づらしけ 
乙の宫も年比sといぬtのkuパM hす i異な6と—す1 

一 Kき J48 
u^ulMurrir とiし— i る：^：! 



らずo -': '•.•へ'‘.， .， : . • 

.「つれなしとこ、ら世を見るうき身だに人の知るまで歎きtjはする。乙のょス乙び哀な 

らし折から省5とゞなむ」など云61にJV:ちょ合給へ办。いと取しげに名の名のしげにてなべ 

てかやう((:など名ならはし給はぬ人から名やん；どなきicいと物はかなき住aなりかし。〇 

ほねなどsaてせベほどなきやらどrちにょ6居給へる"かたはらいたく覺ゆれど、3す 

かicあま6aけしてもあらでいとょき程に物なども問ゆ。見し人ょ6もこ1よ心にくきナ 

を；3てもあるかな、などてかく出でたちけひ、3るものにて我もあいたらましものをともぞ 
す。人^れぬすぢはかけて名見せ給はずはちすの花の盛に御A構せらる。六條院の_ため桊 

の上！Sぼしわけつ、御經fど111? rs,しく？な^4 
卷の日などはSみじき見物な6ければ、乙なたかなた女房につきて參6て物見る人多かう 

けり。五Bとsふ—fはで御§飾と—けSつらWあらたむるに、北の撤iう 

じども放ちた6しかば昔入$たちてつく/)ふ程、®の波殿に姬宮おはしましけトノ。物き、乙 
うじて女房もあのおの局にあ$つ、御前はいとA少な、る夕游に、大將殿直衣着かへて、今 

Hまかづる僧の中に必のたまふべき^ちるによ6釣殿の方にあはし^るR、宵まか<ぬL 

ば池の方にすビみ給ひて人少な、るに、加くぃふ宰相の君などか$そぁ^几帐攻どばか办 
rて、うちやすむうへつぼねし^$。•乙、<cやあ>bむ人のきぬの音する•とおぼしてめだう 

の方の3うじの刹く明^^るようやをら见給へば、例Sやうの人の居たるけ(iaこよ以ず 

.谋丘物ss«rl«H t t mi 
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てあらはなり。ひを物—に仍—片1と^jfうすもの、御1給へる人 

f兌汗f Ifちとけ哀错fu7名4しげf。いと— 

S雄へがたきtq u。M、らi7人を見fれど似るべく％ tfク.け 
かしてひかれた—たとへむの、，L r?,、lブ—めて見れば-M—す、、しのひ 

〜i寄御前なる人は巧^^のレ41ど用Fらむはやとふと辱令なかなかf 

あつ力6 ::とづ-しtブ2|。らブょくね.csて手#にもたり。かしらにうちfき册Iさ 

くにFの志の人とはホ““ P 7、、し。乙の-人は紙にっ、みv御前にもかくて*らせたれ 

ひ备に阳力ざうつるもの^^ブ1デ6なくて—4-ち穴るf、Iたの對の北 
物E-Sせひとするにやあらむ ノ；^への多こてあけながら公.^にけるを思ひ出で、 

而にす，、みける下1乙の彎じItてf PH! 



ス見つけて若がるれと思；Sければまど叉る。、」S衣1く吾難—0 
と^さわぎてあのがさま見えむ乙とも知らず、赞子^6/2ぐき(Cくれば、ふとたち36て誰 

免じ。すきずきし—うfとm心ひて隠れ給ひぬ〇 のfとはいみじ—ざか^JW 

帳を3へあらはRCAきなしてけるよ、犮の大殿の君達ならむ、うとき人はたこ、までく 
へきにもあらず、物の問えあらば誰かさうじあけた6しと必ず出できなひ、ひとへもfす 

、しなめ6とfつるAの御蒙れば走人もfつけ給はぬならひかしと思ひこうじてヒ 

り力の人はやう言sじ々になうし心t aとふしたがへ—てf—物沾ふ人と1 
る力なをのかみ低^背きなましかば今は深き11.1に住みはて、かく .6亂らましやよ次どあ 

1し緻くるもやすからず。1比见舉らばやと思ひつらむ.なか—带しうかひ—る 

へき心さに己をと思ふ。つとめて起き給へ女宵の御かたちいとをかしげなめるよこtよ 

0必ず優るべきことかはと见えながらik似給はず乙そあ办けれ、あさましき爻で知；^こ 
えもいはざ6し御さまかな、か^へは思CAなしかを6からかとむぼして「いとあつし 

、へこiらf御慕れ。女は例—5物着$lfにつけ—かしけれ-とて— 

たに參名大成に「うすもの、ひとへの御墓Wて—れとぃへ」との—ふ。御t前なt 

は乙の銜力九ちのいみじき盛6におはしますを名てはやし聞±給ふとをか^う思へ办。网 

I0L^んづし給ふ我力餌方におはしましなどして、遨つかた波6給へれば、の/2まaつる御?:' 
?帳にうちかけ？。「な——ら5人—く見る時なむ—たる物着f—則に 

， 淞氏物語蜻蛉 
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“！“笥 
Zく ttナる、まして乙れ—めK似げなからぬ御fかしと思へ\.f yA「d 

1 ゥかtれ。今大1にて恨1ふ;^4のMu見Mlし 
I。ぅ とへし^ssrf。 

hm i0^0^u^ 
#ul—論^^^^ 

!^l01 の御11 も 
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せ給はむを、」そ嬉しく：秦るベけ.i。まし^,兩り;て$ほし召し力ずまへさ 

はf慕接色と啓^專へ合ふ^!^ れ給运けぎ今捨て—給はむ 
ち.ぃで > 1ゼyぐCば >1す？？：^る—ぁるかとは—しかけfけ-。立 

tて交しとC炎受> デtlこ> すクスは^乙とに用;BすけにいとSまょく歧なき 

Ir ^ 

3なびはて努る>1,はべるを、今ょ0はとれぉ|れ 

:麵Pと謂^ 
f f Iる。そ——けれど世の中の雲りひけ1かkf ^ 

_^^—^—1— . ■. 111111 一_^^ «^w ^A *w/ Toy- つるか」と問ひ給ふ。「御;に 
g 十？ 4 --- . -^_ 
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.，、.，.，•り.，r、tのI」物のたまばむと乙をは伶るめらつれ」と開ゆれ以^^、 

參矣る大ほはurKy—れ穴らむ人—しけれ、心の程4ノゆらむ-し7j 
の孕がに心留めてf1るらか—れどこのfば—づかしく人もJJ] 

意なくて見ぇざらなLとJいブい「^7;斤々もぼ代ど例のめなれたるすぢには供ら 
語VIけ卸S/(へ备にfず侍—れ。fこ 

货や。f露いとl/息ひ知f」|かしげれ。 
と」とsaてわらへは色も芡はせrひL こitふ。「Sとgし！とをこを 

—恃色か。この大將殿のなくなしげレし;;^：;uk!い—るにか。を 

::と^ら—べしぜ需前の守某がめチ^“㈡^”びがぅ客成—へ給は 

の女君にfそいと忍びiはしひ^税|*、ぎ”^忍びて公はし令しながら 

むとて—6めをへなど、乙と乙U••ハ!せiひつ4かへらせ給ひける。tf 

i4^pb^ 

S郎—せけるJ版；：；：：。3パとtまし—して「In太 もは泣—ぅめつら—ら1Sのづから—ぁ么ベ—、 
C」u文し vyvDnl^^Jz.と*^^^ —yl^. • - 4 •.二}/-NvrT^VHlirN •卜じ^、 

浯ひ讲交さ4レヌ•{い-n.Movn PC,とあSましと货して「誰かさる事はいふぞ 

もは泣4ひfけれ」^め 1rfむ乙と—のづから—ぁ么ベ— 

2じ—、かく 111:一^ 
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$ける{を乙そいみじう悲しと思aてのたまaしか」とのたまふ。「いざや下すはたしかな 

らWことをも5，ひ侍るものをと思；5恃れど、かし2:に侍$ける下mの唯乙の比宰咕が里に 

出でまうできて为しかなるやうに乙そいひ侍3げれ。かくあやしうてうせ給へること人こ 
掛かせじ、おどろあど/3しくおぞきやう^办とていみじくかくしける2:とSrもとや。Sて委 

しくは間かせ奉らのKやあ^Nけむ」とIsi]ゆれば「更にか、る事又まねぶなどいばせよ。か、 

るすぢに御身をももてを乙なa人にも心づきなきものに思はれ給ふべきなめ々」と、いみじ 

う学てた6。その後姬宫の御方よ〇二宮に御せうをこあ^Nけり。御手などのいみじううつく 
Lげなるを見るicもいとうれしく、かくてこを疾く見る.ベかりけれとおぼす。數多をかしき 

繪どもおほく大宮も舉らせ給へ大將殿うちま36てをかしきども錐めてtゐらせ給ふ0 
せ$パの大將のとを^の女一宮rrl心aかけたる秋の夕^.に思a侘びて出でいきたるかたをか 

しう#き^るをSとよく思；3よせ>bる〇志かばか6おぼしなびく人のあらましか/fと必>, 
身ぞ口をしき0 ブt J〆 

•「荻の葉にf ぶ秋風，p夕^Jfて贫ば蓉ける」と#——、へ—し‘ 

ぼせど^」やうなる%ば力6のt色にて名漏らばいと烟はしげなる世なnti'はかなき 

乙とも乏ほのめかし出、つ.ましく、かく祗に何やかやと物を思ひ思ひのはては昔の人ものし 

た—ましかばSかに7PSか泛外心わけましや、時のみかどの御娘を給ふとも之 
f fまし、又1ふ人ぁ^と叫しめし|らはか、||か|しを、猶心ぅく我が 
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>’亂ヶ铪a-げるliし姬かな.と思CAあ^办ては又宮の上Rとりか、りて戀しうo>b くも心办 
忙きことeを乙がましきまでくやしき、Z:れに思ひわびてさしつぎにはあ^爻乙くてうせ 

にし人のいと^tさな<-•滯る所なか-CNける輕Vしさをば思aながら、さすがにSみじと物 
を^61入6け^ほど我が^色例ならずと心の鬼になげき^づ^て居た6け(/有m^lrrlき給 

ひしも思ひ出\」られつ、、おも办かなる方なら\」11心安くらう^きか^2らひ人にてあらせ 
•Uと思aしには、.sとらうたかみし人を思ひもていけば宮をも思aIrrlぇじ、女をもうしと思 

はじ、呢我が有攛の世づかぬを乙^Aぞなどながめ入6給ふ時々多か心のどかにさまょ 
ぐ^丈する人^rcか、るす^には^も^しき¥自からまじるを、^はまして慰めかね給ひ 

つく、かのか^みk'倒かの悲乙さをネの穴1WCAV:つべきA3へ^—を、#)の御方ばか^^そ 

は哀などのたまへど深くも見馴れ給はざうける。うちつけのむつびなればいと深くし毛い 
かでかはあらむ。ま/2おぼすま、に戀しやいみじやなどのたまはむにはか^はらい^けれ 

ば、彼所にあ々し恃從をぞ例の迎へ§せ給ひける。皆人どもいきち6て乳母と乙の人二人な 
むとゲわざて1:した6しも忘れがたくて、恃從はょぞ人なれど猶語ら；5;てありふるに、世づ 

かWJII.'の音^.うれしき瀬もやあ6とたのみし程乙ぞなめけれ。心憂くいみじく物^そ 

/>:1>*ぐのみtえ1:-•京になむあやしき所iL乙.の比來て思たりける。尋ね出て給CAてかくて1^ 

へ(とのた爻へど、御心はさるものにて人，A、のいは1;{も5るすぢの事まじ仏ぬるあた•リは 
きvic;ぐき事もあらむと思人ばうけaき問えず。后の^に參らむとなむおネむければいと 

5 
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0 3ブる—人もいふを言言墨めて見れど置舉6 i f 

せぅ^^ f式i—の御f糞の北— 

an有fて懷しぅかく尋ねのたまはする」などfIfぃUパ tM 
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源氏物訊蚧鈴 
二 <六 

、皆うちとけ注みつ、は.るばると多かる對ども廊渡殿にみちた^^左大臣殿昔の御けはひ 

にも劣らずすべて限もなく Sとなみ仕うまつ6/2まふ。厳めしうなAに^る餌ぞうなれば 

なかなかいにしへよ6も今めかしき乙とはまてさへなむありける。乙の宮例の餌心な 

ら文月比の辟にいかなるすきごとどネをまい<給はまし。乙よなく泛づ兮$給ひて人めに 
は少しあひなほ6し給ふがなと見吵るを、Z0乙スぞ叉當の对に、本性あらはれて*^\づら 

ひあ6き給；5ける。凉しくなうぬとて宮內に參•う給ひなむとすれ似秋の3かも鉦葉の比を 

見ざる1/こをなど若き人々は口惜しが^^て皆參6•つどaraる乙/>なり。为になれ月をめて 
御あそびMぇず、常よりも今めかし.ければ、乙の宮どか、るすぢはいと乙よなくもてはや 

一し給ふ。朝夕めなれても猶今見む初花のSまし給べるに、大將の卷はいとSしもスうたちな 
一どし給よVi5ど*Kてはづかしう心ゆるCXなきものに皆^aたり。例e)二所參6沿aて街讲 

あはする我に、かの#從ば物よ6岘き^るに、いづ方(Cもいづ如たに^よりてめでたき润 

ハ宿&見ぇたるさまれ•'t:世にぞあはせましかし。あさましくはかなく心うか6•ける铒心かな 
J tど人にはをのわ^-CNのN；とかけて泛久IIにもいはぬことなれば心CAとつに儆かず朐いた 

一一く思ふ。宮はうちの御物語などZLまやかに問えSせ給へば今一所は^ち出V給ふ。見つけら 

一れ奉ら.二、表ばし御は1:をも過さず心淺しと見え參らじと思べば隱nぬ。ひんがしの渡殿(C 

1:|あきあひたる戸口に人々あまた居て物語など忍びやかにする所におはして「某をぞ女房は 
一iむつまじとfeほすべきや。女だ(r.かく心やすくはよもあらじかしOSすがicsるべからむC 

一 



と敎へfぬべくもあみ。やうやう见知6給ふべかめればいとなむ嬉しき」とのた更ばぃ 
といらへiく、のみ思ふ中に辨のお7Pと、てなれたVSとな「をもひつましく热ン阳少y 

きfなI^人の耻ぢ聞ぇ伶らぬや。ものはfそはなかなか恃るめれ。必ずをの^;灸^Iねて 

うちとけ患fbる、icしも辱bねど、かばか—よくつく 4めてける身に—ざら 
む名力人はらsたくてなむ」と|]9ゆれば「恥づべきゆ^あらじと思a定め給aてけるこを3 

悄しけれ」などのたま；3つ、見れば、からぎS脫ぎすべしおしやりうちとけて手赞しサる 
なるへし硕の蓋にす么て心，^となき花の朱々たを上」もてあをびけりと見ゆ。か/e.へま1 

帳のあるicすべ办かくれ、あるはうちをむき、おしあけたる戶の方にまぎらしつ、る 
つきどもVをかしと見渡し給ひて硯aきよせて、 

「をみなへし亂る、野邊にまじるとも露のあだ名を我にかけめや。VDやすくま今—ご一 
とy2c乙の箪紙苁うしろしたる人に見せ給へば、みじ/)きなどもせずのどかRいと疾く、 

「花といへば名乙そあだなれ女郎兆なベての露^みだれやはする」と雜き力るて、危Vそ 
aなれとよしづきて大方^やすれば謙犮 >らむと見給ふ。今まうのぼ6けろ道こふたげら 

て禪$居六るなるべしと見ゆ。辨のおもてはいとけざやかなる翁言にく、恃办とて、 
r旅ねして？、ろみよ女郎花^,か.^の色にうつ.^うつらず。？後定め聞ぇさ4ど 

といべ^^ 

-宿かさはひと夜はねなむおほかたの花にうつらぬ心な6とも」とあれば「何かはづかし 

I 源氏物Sri: • - - i h 
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说氏物狃缺於 1K< 

めさせ給ふ。大かた野邊のさかしらを乙を聞ぇさすれ」とSふ。はかなきz.とをpffc少しの^ 

ふもVよのこ-cslrrlかまほしくのみ思a!H1ぇ7aう。「心なし、道あけ侍りなむよ。わきてもかの 
，御物阯のゆ^必あ6ぬべき折にぞあめる」と1:立ち出て給へば、公しなべてかく残なからむ 

とsaやう給ふ乙を心うけれとmへる人もあ6。ひんがしの高Ilfにおしか、6てタヵけに 
なるま、に花のaもとく御前の锻を见渡し給ふ。もの、み哀なるに中についてはらわた絕 

ゆ5丈秋の天とsふ乙とをsと忍びやかにず/Lじつ、居給へう。あ$つるきぬの音なひ吏 
るきけ(iaしてもやの御さうじよ"^とほ*^1:あなたic入るな^^。宮の歩みおはして 一Z:れよ 

6あなy2{に參$けるは誰ど」と問ひ給へば「かの御方の中將の思」と119ゆな6。猶あやしの〇 
ざや、誰にかとか6そめにも打ち思ふ人にやがてかくゆかしげなくfrrlゆる名ざしよといと 

ほしく、乙の宫には皆めなれてのみ益免奉るベかめる名口惜し。を6穴ちてあながちなる御 
もてなしに女は、HNM」まけ奉らめ、わがさも口惜しうZ1の御ゆかうにはね/aく^うくの 

みあるわざかな、SかてCのわ^6にもめづらしから〇人の、例の心入れて騷ぎ給はむを訪 
ら；sと6て我が思；sしやう1C:やすからずとだにも思はせ凇らむ、誠に心ばせあらむ人は我 

が方にぞよるべきや、Sれどかたsものかな人の心はと思ふにつけて、對の御方のかの御有 
狻をばふさ！iしからぬものtcMaIrflえて、いとび/Lなきむつび1C:な，6行き"大方のおぼ之VJ 

ば苦しと恩^&がら、猶5し放ちがた刍名のにぉぼし知心穴るぞぁ6が穴く哀攻$ける"3 

>0-うなる >じばせある人乙、らの中にあらひや、入6たちて深く見ねば知らぬどかし、ねざめ 

i 



力ちにつれづれなるを少しはすち、も^らはvや攻ど思ふに今はMつきなし。例の渡殿5:あ 
6しに羽3aてわさとおほし^るあやし。姬^よるはあな/aに渡らせ給aけI尤人A、月见 

るとてこの波殿にうちとけて物語する我な6け60第の琴いとなつかしうひきす3ぶつま 
おとをかしうぎこゆ。思；5がけぬによ6あはして「などかくねたましがほにかきならし給 

ふ」との給ふに"皆笟かるべかめれど少しあげたる簾_うちあ/3しなどもせず、起きあが$ 
て「似るべき乙のかみや侍るべき」と應ふる^中將の御もと、かいひつるな6け6C「まろ乙 

をは御母方のをぢなれ」とはかなき乙とをのたまaて例のあなたに张しtすべかめる。「何 
わざをか乙の比御J]!炷の嵇Rせ3せ給ふ」など味氣なく問；5給ふ。「いづ乙にても何^をか 

は唯かやうicl:こそは過ぐ3せ給ふめれ」とsふicをかしの御身のほどやと思ふ(C、すC/5 
なるなけきのうち忘れて^つるもあやしと思aよる人もこそと^ぎらはしに5し出\し穴る 

和：#を々<3ながらかきならし給ふ。りちの調べはあやしく折にあふとIJI1く聲なれば開き 
にく、もあらねど、；3きはて給はぬをなかなかなりと心入れたる人は消ぇかへ6思ふ。我が 

母.>zも劣6給ふべき人かは、きrjい胆とIniゆばか^Nのへだて乙をあれ、みかとみかどの^ほ 
し力しづき/2るさま異とならざ^nけるを猶乙の御あ/a6はいと殊なうけるこをあやしけ 

れ、明石の沛は心(Cくかりける所かな、ど思；3織くる乙とV7PR、我が衍妝はSとやんごと 
なしかし、ましてならベてもち淮らばと思ふeいとかたきや、宫の符はこの西の對にど御か 

たした6ける、若き人^のけはa數多して月めであへ6、いであはれ2:れも又同じ人どかし 

源氏—蛄蛉 ■ e-- 



r ' 淡維抑似ぬ从が“ 

ザ•松•人:ン乂郎^^1。力ベズ.てこ.…ふ■..•..ぶ•じ• •二—r 

とma出で⑽えて「御T-o背心よせ猞CAしものヒ」といびなしてをな/2へ绝しぬ。一fl•のを力 
しきとのゐ姿に\し二三人出て、ありきなどしけ6。見つけて入るさまどもVかCや力し。こ 

れぞlitのつねと思ふ。南而の隅の間によ"^1:うち乙わづく 6給へば少しおとな6/2るノ y 

で來たり。「人知れぬ心よせなどliHえ3せ恃れば、なかなか皆人lil]えSせふるしつらむ乙と 
をうaうひしきSまにてまねぶやうにな-侍う。まめやかになむ乙とよ办外をもとめ侍る」 

との/2まへば「界にも言a傅へず、Sかしだちていと思ほしがけざ6し御^杉につけても故 
{"山の思；3110え5せ給へ6し乙となど思ひ給へ出でられてな1;、かくのみ^々沿^3せ敍メ 

なる御乏6うごとをも¥び阳え給ふめる」といふ。なみなみの人め5て心地なの^まやと物 
うナてば「もとよ6おぼし捨つまじきすぢよりも今はましてさるべき乙と1C〇け1:も思ほ 

し尋^ioなむ癖しかるべき。うとうとしう人づてなどにてもてなSせ給は、.tz.を」とのた 

まふに、げにと思a§わぎて將をaきゆるがすめれば「松も昔のとのみながめらる、ILもと 
よりなどのたまふすぢはまめやかに^のもしうこをは」と人づてと本なくいaなし給へる 

$、(と若やかに愛敬づぎやさしき所をひ/2$。唯なべ\しのかる、すみかの人と恐は<びと 

ヒわしか5,べき^只今はSかでかばか6ネ人^鄄問かすべtのとならひ給ひけむとな兮 
うし/>めたし。かたちもいとなまめかしからひかしと見まほしきけはひの衰穴るを乙の人 

ぞ又网のかの御心亂るべきつまなめると、をかしうもありが^の世やとも思ひ^給へり。乙 
• Kこをli限なき人のかしづきおほし/2て給へる姬君•又かばか$ぞ多くはあるべき"あやし 



か6•ける乙とはS•る聖の御あ*6R山のふと乙ろょ6出V來穴る人々のか^ほな--5はなか 
ける乙を。Mのはかなしやか/>かろしやなど思aなす人もかやうのうち見るけしきはい 

みじう乙ををかしかりしかと何事につけ1:も唯かのaとつゆか$をぞ思ひ出で給ひける。. 
.あやしう•つらか6ける契ど名をつくづくと思ひ績けながめ給ふ夕菡、かげ/)ふの物はかけ 

に飛びちがふを、 ♦ • 
.「ち.CNと£て手に^と >しれず见れば又行くへも^らず消tし锻蛇。あるなきかの」と例の 

CAと-csrJ^^Aとか^0 

.•: :. :. . • . • ... ... 

手‘習•： • ， 
. ••- * . . •. 

そのM/3橫川ic某ft都とかS73V Sと为ふ^き人すみけ6。入十ぢ餘$0母五十ば.か6の 
妹あ6け6。ふるきC-/6んあ-0\てはつせにまうで/2^\。むつまじうやんごとなく思ふ弟子の 

:阿間梨ををへて佛經供養すること行aけ々。^ども多くし.て歸る道に奈良坂とsふ山越ぇ 
ける稗ょ6NJの母の尼荇心ち惡しう^ければ、かくてはいかでかの乙うの道をもおはしつ 

•かむともて3わぎて宇治のわ-^りに知り^〇ける人の家-^ゥけるに^/必て今日ばかうやす 
••め^るに、猶Sy2うわづらへ_川.にせうそこ去たり。山ごもりのほ意ふかく今年.は出でじ 

•:と思tAけれど、かぎりのさ1Hなる親の道の.空にてなくやならむと驚きて急ぎものし給へ^N。 



惜むべくもあらW人のさtをみづからtP弟子の中にtP驗あるして加持しさわCをいへある 

じ!IBき1:「み^けさラじ^けるをSたう老S給へる人のmく惱み給ふはいか^*」と後めたげ 

こ!IJ3ひてハaけnli、さ冬sふべきiといとほしう思aて、いとせばくむつかしうもあれば 
やうやうKて奉るべきに、中神ふたぶ'^て例すみ給ふ方はいむべか6ければ、故朱雀院の御 
領にて宇治の院とsaし所乙のわた6ならむと思a出で、院守僧都知6給へりければ一二 

0宿らむといひにやり給へ6ければ、泊瀬にな0昨日皆參$にけるとてsとあやしき宿守の 

翁を毕びて率て來六6。「あはしまSばはや。い^づらなる院の寢殿1Cこそ侍るめれ。物詣の 

人太常に？:やど6給ふ」とsへば「sとよかなう。公所なれど人もなく心やすきを」と^見せ 
にや6たまふ。乙の翁例もかく宿る人を見ならa/2うければお/)をかなる志つらa^どし 

て來たぅ。まづ僧都渡ぅ給。ふSとSたく荒れて恐しげなる所かなと見給ひて「大とZ:達經M 

め！などのたまふ。この泊瀬にをひた6し阿^梨と同じやうなる今一-A何事のあるicかつき 
づきしき程の下菔法師に火ともさせ1:人もよらぬ後の方にいき^26。森かと見ゆる木の下 

をうと嗦しげのわたぅやと見入れ^るに白き物のaろごう^るゼ见ゆる。「かれは何ど」と 
立ちと爻力1;火をあかくなして見れば物のゐたるすがたな6。「狐の變化したるか。にくし、 

见MS,ァーとて一人は今少し步みよる。今一人は「あなような◦よからぬものならむ」といCA 

てSやうのものしぞくべき印つく6つ、さすがkなほまもる。頭の髮あらWふとらぬべき 
>じ也するに^の火登したる大とて悚もなくあうなき5^にて近くな$てをのさ嗦を見れば 

-.•V ゲ》«?5«/»>*付‘, 



髮は長くつや〇やとして大きなる木の极のSとあらあらしきにょヶ居てSみじうなく。「珍 
しきことにも侍るかな。僧都の御坊に御赀ぜSせ奉らばや」とSへば「げに怪しき車なう」と 

て一人はまうV、「か、ることなむ」と屮す。「狐の人((:-變化するとは昔ょり聞けどまだ見^ 
ものな6 |とてわざとお6ておはす。かの波り給はIfとするZ:とRょ6て下すども皆はかば 

かしきは御厨子所などあるべかしきrjとどもをか、るわた6には急rものなrければ： 

づ爻りなどしたるに、唯四五人して乙、なるものを見るにかはる乙ともなし。怪しうて時の 
うつるまで見る。疾く夜も明けはてなむ人か何どと見顯さむと心にSるべき眞言を請み、印 

をつくうて試るに^るくや思ふらむ、「此は人な6、111に；5ざうのけしからぬものrcあらず。 

#?りて問へ。なくな办たる人にはあらぬにこそあめれ。もし死にたりける人を捨てた！>ける 

がょみがへ6たるか」といふ。「何の3る人をか乙の院の內に捨て阱らむ。たとCA誠に！Cなり 
と？？狐こだ^やうのネの、あざむきVと办名て來六らむに乙そ侍6め。5と不便^爷侍6 

けるかな。けがらCAあるべき所に乙を侍るめれ」といaて、あう〇る宿守のkのこを呼ぶ。Ill 

彥の答ふるもsとおを/>し。あやしのさまに額おしあげて出で來た6。「乙、には若き女な 
とやすみ給ふ。か、る^なむある」とて見Tれば「狐のつかうまつるな$。乙の木のもと(Cな 

む時々怪しきわざなむ患恃る。一昨年の秋に侍る人の子の二つばかりに侍りしをと 

6てまうで來^6しかども見驚かず侍りき」、「さてそのちごは死icや^Rし」とSへば「生 
きて侍らき。狐はro乙そは人を^びやかせど乙とkもあらぬやつ」といふ樣Sと犮れ，7^60 

诼氏物SS手叕 1 
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かの夜深きまゐ6もの、所(C心をよせたるなるべし。僧都「5らばSやうのもの、患^る心 
ざか猶能く见よ」とてこの物おぢせぬ法師をよせたれば「鬼か跡か狐かこだまか。かばかう 

〇天のrの驗ざのむはしますには之かくれ奉らじ。名のう給へ名の6穴^へ」ときぬをと6 

<引けばrlをCA-き入れていよいよなく。「Sであなさがなのz.7^tの鬼や0まさに力くれな 

むや」とs aつ、就を見むとするに昔あうけむ目も與もなかりける。め鬼にやあらむとむく 
つけきを/2のもしうsかきさまを人に見せむと思aてきぬをひき脫がせむと1ればうつJ 

して^たつばかりなく。「何にまれかく怪しき事なベて世にあらじ」とて見はて1;とSふに 
「雨いたく降りぬべしVかくておい/2らば死にはて侍办ぬべし。垣のもとにZ:を出£め」と 

(ふ〇惜都「ま乙との人のかたちなんをの命絕えぬを見る見る捨てひ事はいみじきZ1とな 
ら〇也にAcいを山に嗚く胆をだにA-に描へられて死な1;とずる^」見〇、li;Jけさらひはい 

とかなしかるべし。人の命久し^るtじき物なれど獲(D命一二®ヒもヒしまずはちるベか 

らず。鬼にも神に、^領ぜられ人に追はれ人にはか6ご穴れてもこれよ乙ざまの志にをすへ 
ぎものに乙をあめれ。佛の必ず救a給ふべききはなり。猶試に患ばし湯をのませなどして助 

け尤み，ゴ。遂に死ぬベくばいふ限1Cあらず」との^令aて乙の大と乙して抱き入れSせ給ふ 

をt子ども「たいたいしきねざかな。s^う煩a給ふ人の御あ^$に善からぬ物をとり入れ 
てけ^>らひ必出て來なむとす」と免どくもあ々。又「物の變化kもあれ目に見すみす生ける 

人をか、る雨Uうち失はせむはいみじき事なれば」など心令にいふ。下すなどばいとさわが 



y_j~、__v''.'t‘.i :，，'•「.ず:.:-こ:二 r上。.-，r~r•‘: ’-，•バyiz^x^T：。''ャ’_rr:r••こ•名*〒班ば—^::一'，、，—い一 

しく物をう^ていaなすものなれば人さねがしから似かくれの方になIT队せ/26ける。御 
311:寄せてあ6鈴ぶほどr痛う^しがり給ふ」とての、しる。す乙し^づまりて攸都「ありつる 

人はsかくな6ぬる」と問ひ給ふTなよなよとして物もsはず、sきネし侍らず。何か物に 

けどられにける人に乙を」とsふを妹の.尼岩聞きて「何亊ぞ」と問ふ。「患か患かの辦をなむ 
ひをぢにあ爻る尔珍らかなるものを見給へつる」との^まふ。うち間くま、に、「おのが寺に 

て见し夢あ6き。いかやうなる人どまづをの3爻见ひ|!と泣きてのたまふ。「唯乙の)11の311戸 
になむ伴る。ばや御^ぞよ」といへば^ぎ行きて.见るに人も文りつ^で捨て^きた>ける0 

sと^う獒しげなる女の白き綾の衣 一®紅の袴ぞ著*る。かうはいみじうかうばしくてあ 
てなるけはひ限なし。たV我が戀a悲むひすめの歸$おはしたるなめ6とて、なくなく御達 

を出して抱き入れさす。sかな6つらむとも有樣见ぬ人は恐しからで抱き入れつ。生•けろや 
うにもあらでさすが亿13をほのかに見あげたるに「物のた爻べや。いかなる人かかくては物 

し給へる」とsへど物资ぇぬSまなり。沿とりて竿づからすくCA入れなどするに^ぐよわ6 

に絕ぇ人るやうな6ければなかなかいみじきわざかなとて「この人なくな6Wべし。加持し 
給へ」と驗ざの阿1i梨にいふ0「されば乙を怪しき御物あつかひなうとはSへ.」と种などの御 

爲に經領みつ、祈る。恨都7PSし€きて「Sかにぞ何の乏わVoどとよし調じて1«1へ」とのた 
まへどぃとょゎげに消ぇもて行くゃ5なれば「得生き恃らじ。すでろなるけがらひに籠6て 

餌んべき乙とさすがにいとやんごとなき人にこを侍るめれ。死にはつとも^くにやは捨て 

.源氏物訊手習 :i 
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•Sせ^まむ0見苦しき心ざかな」とSひあへ60「あなかま人に阳かずな。娘しき乙ともどわ 
る」など口が/2めつ、尼君は親の頌ひ給ふよ67PZ.の人を生けはて、見^ほしう惜みてう 

ちつけにを；S店た知らぬ人なれど、みめのZ:よなうをかしければい^づらにな3じと见 

るかぎぅあつかひ3わぎけ6。さすがに時々目見あげなどしつ、淚の盡せず流る、を「あな 
>じうや。sみじう悲しと思ふ人のかは6に佛の^き給へると思a問ゆるを"かaなくなう給 

はv-なかなかなる取をやmliむ。3るべき獎にて乙をかく见私るらめ。猶い3、か物のたま 
へ」といひっぐくれど李うじて「いき出でたりとも怪しき不用の人な6。人に見せでよるこ 

の可；落し入れ給aてよ」とEの去たにいふ。「まれまれ物の/2まふを婊しと恐ふに、あない 

みじ$、sかなればかくのたまふぞ。いかにしてさる所にはおはしつる？:'」と問へども物も 
(よずなりぬ。#Rもし疵などやあらひとてJnLれど乙、はと见ゆる所なく美しければあ3 

爻しく悲しく誠に人の心惑はさ1;とて出で來穴る假のものにやと疑^。二日ばか 
て二人の人を祈り加^する戬絕之ず、怪しき乙とを思ひさわr。そのわ^りの下すなどの偕 

都こ士うま〇らける"かくておはしますな6とて訪ひ出V來る劣物n?fなどし1:いふを問け 

ば「故：八宮の御むすめ右大將殿の通ひ給ひしが熟に惱み紿スfごネなくて俄?^かくれ鈴へ 
りとてさわぎ侍る。をの御葬送の雜辦ども仕うtつり侍るとて昨日は得參6侍らざ6し」と 

いふ。さやうの人のたましaをmのと6もて來たるにやと思ふにも、かつ)1るみるあるもの 
とも赀ぇず诠く恐しとあぼす。人A、「よべ見やられし火ば志かことごとしき氣色も見ぇざり 



へ一 
しをt.といふ。「殊更乙とをぎてSかめしう7P侍らざ办しとSふ。けがら；3たる人とて立ちな 

がら追a返しつ。大將殿は宮の御むすめもち給へりしはうせ給ひて年比になりぬるものを、 
潍をいふにかあらむ。姬宮を11き奉6給；s1:1itkNIとご、乃おはせじ」などいふ。尼君{:|1し 

給ひぬ。方ネあきぬればかくう^1ある所U久しう3>はせむ7PびAなしとてかへる。 

「乙-0人は猶sと弱げなち道の程もぃかくものし給はむ。sと心苦しき事」とs aあへ6。 
填二つして老人乘うたまへる(Cは仕うまつる尼ふ^$、次のには乙の人をふせて傍に今一 

人乘6を；3て道すがら行きもやらず班とめて湯參$などし給ふ。比溆坂本に小野といふ所 

にぞ住み給；3ける。をNJJC坐し着く程いと遠し。「なかやとりをぞ設くべか6ける」などいa 

て夜更けておはし着きぬ。僧都は親をあつかS娘の尼君は乙の知らぬ人をは•く、み1:皆抱 

きあ^しつ、やすむ。老の蒴のいつと名なきが苦しとHI心ひ給へしとほ道のなご$こそ急ば 
し煩ひ給sけれ、やうやうよk：しうな6給；3にけnば僧都はのぼう給sg。か、る人なひ率 

て來たるなど法師のあた$には善からぬ事なれば見ざりし人にはまねばす、尼君も皆Pが 
ため3せつ\7Pし尋ね來る人もやあると思ふ毛靜心なし。いかでさる田舍人の住むあ^$ 

にか、る人あちあぶれけむ、物詣など^y2CNける人の心ちなど煩ひけ〇を繼母などやうの 

人のたばか$て®かせたるにやなとぞ思ひよ6ける。かはに流してよとsaし一言よ6外 
に%もillにのたまはねば、いと铿來なく思aていつしか人に名なして見Ifと思ふR、つくづ 

くとして)leきち^るよもなくいともやしうの^物し输へば遂に生くまじき人Rやと^aな 
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がら、うち拾てむもsとほしうsみじ。#が^$も^出で、始よりrrらせし阿閒梨にも忍び 
やか{!:けしやく乙とせ3せ給ふ。うちはへてあつかふ程に四五月も過ぎ^。いと俺しうかa 

?なき斟を思ひわびて惯都の御許に「猶お6給aて乙の人助け給へ。さすがに今HIでもある 
!よ死ぬまじか$ける人をつきしみらやうじ^る物の3らぬに乙をあめれ。あがほとけMに 

;出\し給はvこをはあらめ、乙、まではあへなむ」などいみじき事を#き續けて奉れ給へれば 
"-「いとあやしきことかな。かく^で7Pあ会ける人の命をやが\しうち捨v\^:しかばさるべき 

i契あ.CSて乙：七は我し毛み〇け、め。P:に肋けはてひかし。をれにとまらずばがぶ■きにけ6 

rと思はむ」とており給ひけう。悦び拜みて月比の有機をかたる。「かく久しう煩ふ人はひつ 
一かしき事公のづからあるべきを、聊衰へず$と淸げに蚴けたる所なくのみ物し給ふ。3\しか 

ぎりと見ぇながらもかくて生きたるわざな6け6Jなどおふなおふななくなくのたまへば、 
「見つけしより珍らかなる人の御有樣かな。いでとて3し贶きて姑給aて、實にいときやう 

ざくな6ける人の御ようめいかな。くどく银いにこをか>るか^ちにも生a出て給aけめ。 
ぃかなるたがひめにてかくを乙なばれ給ひげひ。もしさにゃと阳き合せら6、乙ともなし 

や」と問CA給ふ。「更に間ゆるZ.ともなし。何かは初瀨の觀音の給へる人な4」とのまたへば 
「何かをれ緣に忘犮•かal:乙を^き給ふらめ。y2ねなき事はいかでか」などの/2まaあやし 

給；3てずほふはじめ^6。あほやけの召しicだic隨はず深くifll6y2る山を出で給ひて 力、 
す <ろにか、る人の/2めになむ行ひさゎぎ給ふと物の間ぇぁらひぃと間きにくかるべしと 

4 
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あぼし弟子ども、いひて人に聞かせじとかくす。僧都rいであなかまだsと乙穴ち、われ無 

慚の法師にて忌むZ:との中に破る戒は多からめど女のすぢにつけてまだをしり取らず過つ 
ことなし。齡六十にあま^Sて今siic人のもどき^はむは5るべきは乙そはあらめ」との^ま 

へば、「善からぬ人のび/LなくいCA犮し侍る時には佛法のきずとな6侍る乙とな-^」と心よ 

からず思Wていふ。「乙のずほふの程に患るし見免ずは」といみじき事どもを替ひ給aて夜 
一夜加持し給へる隄に人にかりうつして「何やうの物かく人を惑はし^るぞ」と、有様ばか 

6 sはせまほしうて、弟子の阿間梨とJど$に加持し給ふ。月比は$ 3、かも顯れざ$つる 

もの、け調ぜられて「おのれはまぐ^でまうで來てかく調ぜられ奉るべき身にもあらず。昔 
;は行aせし法fsiliの53、かなる世にmを留めて漂；3あ$きしほど{^、よき女のあま六炷み 

給；3し所にすみつきてか为べは失ひてし^、ミの-<は心と世を忸み給^て我5かで死なむ 
jといふ乙とをよるaるの^^CAしR^2ようを#ていと暗き夜一人tpのし給Wしをとうてし 

，な^\。されど觀音とざtかうざticはぐ、み給aければ乙の僧都(Cまけ窣6ぬ。今は、^か.cn 

なむ」との、しる。「かく sふは何ぞ」と問べば"つき^る人物はかなきけにや、はかばかしく 
:もsはず、Sうじみの心地はさはやかに聊物覺えて見まはし^れば、一人見し人の顔はなく 

。て皆老独師ゆがみ衰へ穴るもの、み多かれば、知らぬ國に來にける心ちしてsとかなし。あ 
I 4し世の事rn心；3出づれど"估みけIf所雞とSWしAとだR六しかk(lかばかしうネ费交ず。 

ipi、我はかぎ—とて邊と投げしAぞかし、Sづくk浓kけるにかとせめて思；3出づれば5と 

源氏物15手習 一一九九 
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いみじと物を思6iなげきて皆人の寢左6しに妻戶を放ちて出でたりしに風烈しう川波も荒 

.うfillえしを一人物恐しか6しかばきしか^ゆく 3き7P覺えずすの乙の端R足をSしお/)し 
ながら行くべき方も惑はれて、歸$入らむ7P中空にて心强く乙の世にうせなむと思aたち 

しををCがましうて人に見〇けられむよみは鬼も何もくひて失ひてよといびつ、つくづく 
と居/26しを"いと淸げなる男のよ6きて、いざ^まへおのがもとへといひて抱く心ちのせ 

しを、^と！],rjえし人の先給ふと^えしほどよ6心惑atcけるなめり、知らぬ所にす^おきて 
乙の男は消え失せぬと見しを、遂にかくほ窓のrともせずな$ぬると思ひつ、いみじう泣 

くと思ひしほどに"をの後の事は絕えていかに7^いか(;:7^おぼえず、人のいふを問けば多く 
の口itも經kけ^N、いかR憂きさまを知らぬ人にあつかはれJLえつらむとはづかしう遂(C 

かくて生きかへ$ぬるかと思ふも口惜しければレみじおぼえてなかなか志づ•み給へるH比 
はうつしご、/)もなささ爻にて物いS、か參る乙ともあ6つるを鏺ばか6の湯をだに噠ゐ 

らず。「いかなればかく^のもしげなくのみはあはするぞ。うちはへぬるみなどし給へる，J 

とはSめ輸ひてSはやかに見^給へば嬉しう思ひ問ゆるを」となくなくたゆむを6なくを 
ひ居てあつかひ[]Hえ給ふ。ある人々もあたらしき御5まかたちを見れば心を盡して？:惜み 

.まもうける。心には猶いか•で死なむとど思aわたぅ給へど•さばか6にていきとま^sたる人 
の^なれtfSと^ふねく1:やうやう頭も^げ給へば物まゐ6などし給ふにぞなかなかおも 

搿せもて行きWつしかと娘しう思ひ間ゆるic「尼になし給aてよ。Sてのみなむ注くやうも 



あるべきjとのたまへば、いとほしげなる御さまを•いかでかさはなし奉らむとてpiい^Vぎ 

ばかゲををぎ五戒ばかjをうけSせ舉る。心名となけれどもとょ.CNをれをれしき人のVひ(C 

て、免3かしく强ひてもの^まはず。^都は「今はかばかヶにVい^は-^やめ舉办給へ」とい 
ひ遛きてのぼり給aぬ。夢のやうなる人を見奉るかなと尼君は喜びてせめておこしす^つ 

、みrし手づからけづ$給乂 03ばかりあr&^wしう引き吵ひてうちや6つれ：と、5^う7^亂 
れず。ときはて力ればつやつやとけうらなう。一年た>bぬつくも髮多かる所にて目もあやに 

いみじき天人の天降れる^見たらひやうに思ふもあやふき心ちすれど「などかいと心うく 
かばか6いみじく思；5問ゆるに御心を隔て>•は見ぇ給ふ。「いづくicttと聞ぇし人の、さる听 

icばS力で坐せし^」と.せめて問をいと^かしと思ひ-1;「怪しか6し程に皆忘れ^る^やあ 

らひ、ち^^けむ3まなども更に铿乏像らず。た<ぼのかに思ひ出づる事とてはた<いかで乙 
の世にあらじと思ひつ、夕盔ことに端近くてながめし程に朐妃く火きなる木(?>ぁふし下ょ 

6人の出できて串て行く心地なむせし。をれょり外の事は我ながら誰とも得Bひ出てられ 

侍らず」といとらう^げにいひなし1:「世の中k猶あ$け.CXといかて人(C知られじ。聞きつ 
くる人もあらばいとい.^じ5乙を」とて泣い給ふ。あまう問ふを苦しとおぼしたれ^辱}^は 

ず〇かぐや姬を見つけ穴6けむ竹取の翁よAも珍しき心ちするに、いかなる物のCA^:に消え 
失せむとすらむと泛づ心なぐどおぼしける。Z1のあるじもあてなる人なケけ6.。むすめの尼 

君は上達部の北の方にてあ6けるが、をの人なくな6給aて後娘唯一人をいみじくかしづ 

•液氏物SJf手效 1-31 
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きてよき君凌を5して思ひあつかひけるを、をの娘の君のなくな合にけ.nば心うしいみ 
じと苦tvかたち—かへtる山贵1めた—4¢。fs戀ひわた 

る人のかたみにも思ひよ1つべからむ人—に見出、tしがなとつれづれと心ぼをi 

、こ思CA敬きけるちかく设ぇ似人のかたちけはaも勝りざまなるをtたればうつ、の缘 
と？^孕、あやしき心地tがらうれしと思ふ。ねびgれどいと淸げによしtて有樣 

もあてよかな-CNO昔の山]IIよ6は水の^と名なごやかな¢0作寸ゆ么あるrの才Jriぇ 
しろく：芝ざいなど—かしくゆ—盡したぇ秋にな6ゆけば——も哀なるを、党 

の稻莉るとて听につけたる物まねびしつ、若き女どもは歌謠a典じあへ6。ひたaきなら 
す音もをかしく見し東路などの事なども思ひ出でられてフかの夕霧の御息所の坐せし山里 

よりは今少し入$て山にか^かけたる家なれば、松蔭患げく風の音もいと心細きにつれ、つ 
1-と行；3をのみ吏つ、sつとなく泛めやかな6。尼君ゼ月などあかき夜はきんなど彈き給 

ふ〇少將の尼君などいふ人は1鞋彈きなど^つ、遊ぶ。「か、るわざは患給ふや。つれつれな 

るこ一.などsふ。昔もあやしかりける身にて心のどかにさやうの事すべき程もなかりしか 

$、聊をかしきさまならずもあa出でにけるかなとかくさだ過ぎにける人の心をやるめる 
をうをうにつけては思；s出づ。猶あさtしくものはかなか6けるとわれながら口惜しけれ 

ば手ならひに、 • . : 

•「身をなげし涙の河のはやき瀨を患がらみかけて力れかと < めし」。扭の外に心うけ4は 



行く末もうし^め^くうとましきまV思ひやらる。月のあかき夜な夜なおい人どもは±凡 
に歌ょみい(C:しへ思；s出でつ、5まざまの物語などするにいらふべき方もなければつくづ 

くとうちながめて、 
••「われかくてうき他の中にめrるとも誰かはしらIT月のみや乙に」。今はかぎりと思aし 

程は戀しき人多か6しかど乙と人A、はSしも思；3出でられず。唯親いかに惑a給；：sけむ"乳 
母ょろづにいかで人^みなみになさむと思ひいられしをいかにあへなき心ちしけ1;、いづ 

乙にあらむ我が世にあるものとはsかでか知らむ。同じ心なる人もなか6しま、に萬隔つ 
る事なく語らひ見なれたりし右近などもを6をりは思ひ出でらる。苦き人のか、る山]r(l 

令ばと思：sたへ餸るば雛きわざなりげれば暇いたく取經にげる尼七A人ど常の人にてば^ 

公ける。それらがむすめうまごやうのものども京に宫仕するも乙とざまにてあるも時々^ 

來通aける。かやうの人につけて見しわたうにいき通aおのづから世にあ6け6と誰にも 
誰にも聞かれ^らむ乙とSみじく恥かしかるべし。いかなるさまにてさすらへけむなどrll心 

aやヴ萬怪しかるべきをBへば、か、る人み、にかけても見ぇず。^C侍從Mもきとて尼君の 
わが人に炙た6ける二人をのみぞ乙の御方にいひわけ犮$ける。みめも心ざまも昔見しみ 

や乙鳥に似たることなし。何事につけても世の中にあらぬ所はZ.れにやあらむとぞかつは 
思びなされける。かくのみ人ic知られじと忍び給へば誠に煩しかるべきゆ：么ある人にも物 

L鈴ふ、bむとて委しき事、あるA々kネ知らせず。尼君の昔の婿の君今は中將にて物し給CA 

源氏物語手羽." - 1一|§| 
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け各、弟の禪师の君僧都の御許にものし給aける。山ごもう^たるをとぶらひにliら力らの 
君だち溶1Cのぼ6け6。横川に通ふ道の*よヴによせ1:中將乙、にあはした办。さきうち尨 

Sてあてやかなる^の入6來るを见出して忍びやかにて坐せし人の御有榛けはひぞSやか 
こ思；3出Vらる、。乙れ名いと心細き住ひのつれづれなれど住みつきたる人々は物fnげに 

を^しう§して、垣ほに植矣るなVしこもおもしろく女郎花き梗など映きはじめたる 

こ色々の狩衣姿のをのZ:どもの若きあまたして君もIri]じ3う束にて南面に呼びす焱为れば 

うぢながめて居た6。年廿七八のほどにてねびと、のひ心地なからぬさまもてつけ^う尼 
君さうじ口1C几帳立て、對而し給ふ/づうちmきて「部比のつもぅには過ぎにし方いとt 

ナどf くのみなむ恃るを山mのひか6に猶待ちllyぇ3する乙とのうちEれずや‘憷らp 

钇、^よあやしく思a給ふる」との六まへば心の中あはれに「過ぎにし方の事ども思a給 
ベられぬ折なきをあながちにすみはなれ顔なる御有樣(CE6つ、なむ、山ごもうもうらべ 

ましう常1C出で^ち-侍るを同じくば^ど慕aまどはさる、人々に妨げらる、やうに(#うて 

なむ、今日は皆fすで物し恃名る」との？ふ。「山ごtの御——かなか今 
やうだち穴る御物—びになIT。f—し忘れぬ御心ばへもも世になびかせ給—りけ 

るとおろかならず思a給へらるる折多く」などいふ。人々にすゐばんなどやう物のくはせ君 
に^:はずのみなどやうの物出し^ればなれにしあ穴办にてさやうの事もつ、みなき心地，し 

て村雨の降ら出，つるに留められて物1めやかに泛給ふ。いふか—くなぅにし人よぅ> 

':：rr*5七2;•二:二"*ふ.二•二し.ハ 



乙の君の御心ばへな^のいと思ふやうな々しを、.よそのものに思ひなしたるなむSと悲し 
含。など忘れが^みをだに留め給はずな-CSにけITと戀ひ忍ぶ心な6ければ、^ま3かtcかく 

物し給へるにcvけても珍しく哀に從ゆべかめるt、(c問はすがたrも^いで0べし。M君 

ばわれば我とMWH3ヴ6方多くてながめ33し給へるさまいと50 くし。白ざCAとへ^いと 
な3けなくあざやぎ^るに待もびはだ色R潛ひ穴るはや、光TPJ1ぇず黑さを着せ舉れ 

ばか、-5.事ども、見しには變办てあやしうもあるかなと思aつ、乙はごはしういら、ぎた 

る7Pのども着給べるしもいとをかしき姿な〇。御前なる人A、「故姬君のおはしまいたる心ち 

のみし給ふに、中將殿をSへ見奉ればSとあはれにtを。同じくば昔のSまにてあはしま3 

せばや。いとよき御あはaならむかし」といaあへる^%あなsみじや、世にあ6ていかにも 
いかにも人に見ぇむ乙を。をれにつけてぞ昔の事思a出でらるべき"さやうのすぢは思a絕 

乞1:6れなひとBふ。尼^人ら焓へ6まにまらうと丽0氣色ヒ见熵びて少將といびし人(?>聲 

を聞き知6て呼びよせ給へ「昔見し人々は皆乙、ic物せらるらむやと思CAながらもかう 

參办來みこともかたくな办にたるを"心あさきicや、誰もたれもみなし給ふらむ」などのた 
まふ。仕うまつ6なれにし人にて哀な-^し背の事ども思ひ出でたる序に「かの廊のつま入$ 

つをほど風ru心がしかケつるまぎれに簾錐のCAまよ6なべてのSまRはある兮じか-CN0V9 

人の*5ち/2れ髮の見えつるは世ををむき給へるあた$に誰ぞとなむ見驚かれ〇る」とのた 

まふ。姬君の立ち出で給へ办つるうしろでを見給へ6けるなめ6と思ひて、まして乙まかに 

谛萁妫g?手習• ii 



qしせたらば^一とま41ひかし、昔の人はい—く劣6給へ*^しをたにまm 

ぐIふめ^—含とつに思ひて「過—し御f衷雛くfかね給ふめ*"し程^ 2 
之a人—tv明—见物S益—1け給へる御有f 

iじつらJ -といふ。か、る氓乙をはあ-けれとをかしくて、何人ならむ、げにいとをか力 

な名一—かなか晋出づ。乙—品へどその破にもぃはず。「ヒ^^か 
ら聞しめしてむとのみいへどうちつけ1C問ひ尋ね^もさま#しき心1111して「Bも日 

も^れQ くし」とSふ{tをCのかされて出<給ふ。前近き女郎花を折りて「な(ticほふらI」 
と口ずさみて獨-ご4-て$。「人の物ぃひ|すがSぼし君る！」などビザぃのA 

どもは物めでをしあへ6。「いと淸げにあらまほしくもねびまさら給ひにけるかなP、バ 
ば昔0»令うにて％見窄らばやとて、藤中納言の御あたうには絕ぇず通ひ給ふやうなれ4尤 

劣留め給はず、親の殿がち—む物し給ふとこをいふなれ」と尼^ものたまひてh^tfl<1 
をのみおifし隔てたるなITいとつらき。今は猶さるべきなめ办とおほしなしてーメ^^ 

くもてなし給へ。この五年六年時の冏も忘れず、戀し狼しと思ひつる人のうへもかく見奉" 

てあ！」」ょなく思急れにて侍る。sf給ふべき人々世迄はすとも今は世にな 

きW•のに—は———しな名らめ。萬i矣4やうにfし—ら？ 

わざになむ：といふにつけてもいと^脱rみ1:「隔て間ゆる心は侍らねど、怪しくていき力 
、• 6ける程に萬の♦夢のやうにたどられてあらぬ世に生れたふむ人は力、る心地すらひと 



避ぇ侍れば、今は知るべき世^あらむとも思a出でず、aたみちにこをむつまじく思ひ間ゆ 
れ」との^まふさ^TPげ代何心^:くうつぐ:Lくうち笑みてぞ兮7P6居給へ.る0中將は11!にお 

は.L着きて、惜郡：もめづらしが6て世の.中の物語し給ふ。をの夜はとまりて聲たふとき人<、 
に經などよませて夜一夜あそび給ふ。禪師の君Z.まかなる物miなどするついでに「小野に立 

ち寄令て物哀にもあ6しかな9世を拾1:六れど猶3ばかりの心ばせある人かたうこそ」など 

の^まふつS•てに「風の吹きあげ^6つる；5噠よ6髮いと長くをかしげなる人乙を見ぇつ 
れ。あらはな$とや思；3つムむ"立ちてあなたに入6つるうし/>でなベての人とは見^ざ6 

つ。さや.うの所によき女は故きたるまじきものに乙をあめれ。明^見るものは法師な公 
の.づからめなれて役ゆらひ〇不距なることeかし」とのたまふ。禪师の君「この寒初願に諧で 

、怪しX-見出でy2る人となむ^き侍りし」と1:見ぬ乙と^ればrJまかにはいはず。「哀な-^ 

けることかな、いかなる人にかあらむ。世の中を憂しとてぞ-Sる所には隱れ居け1;かし。昔 

物語の心地名するかな」とのたまふ。またの日歸6給ふにも「過ぎがたくなむ」とておはした 
$。.3るべき心づか；5した6ければ昔思；3出でたる御まかな；5の少將の尼なども靴口 3ま 

tと次れど劣をかし。いとV5やめ(C尼^は劣のし給ふ。物S/Vのつぃ<に「忍び力るsi^ic 

物し猞ふちむは誰にか」と問a输ふ〇めづらはしけれどほのかにも见-〇泠給ひでけるをかく 
t顔ならむ％あやしとて、「忘れ侘び侍6ていとV罪深うのみ费兗侍6つるなC3めR乙の 

月比見給.ふる人になむ。sかなるにか、いと物思去げきSまにて世にあ々と人に知られむ事 

谋氏物SS手^ S 
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灌^^^^^^!谨，嶺懷拷：心|1 

1 

1苦じげに思ひて物せらるれば、か、る谷の底には■かは辣ね問ぇifと思ひつ、味るを、い 
かでかよ诏きMさせ給ひつ•らむ•」といらふ。「うちつけ心あヶて參り來むにだU山深き£の 

がごど1間え〇べし.0ましておぼしいそふら〇方Rつけてはことごと^隔て給ふ寸じきこ 

とに.乙ぞば。いかなるすぢに他を恨み給ふ人にが1慰'め聞ぇばや」などゆかしげUの六まふ。 

Sで給ふと^^\うがみに.” . 

.::*「あだしの、風になびくな女郞花われ患めゆはひ道とほくとも」と書きて少將の尼して 

入れ*$。尼君も風給aて「乙の御かへ々邀かせ給へ。いと心にく今け〇き給へる人なれば 
うしろめ^•ベ本あらじ」とム >> のかせば「いとあやしきHfrkはいかて力」とて更に附きrlt 

分m立し*なぎ>jとな6どrc「J&君間ぇさ也〇るやうに111つかず人に似ぬ人{CてなU 

、••うつLう^て思ひみだれぬをみなべしうき世VIひく莩の庵に」とち60.乙/2みはさも 

bヶ5しと君ゆるして歸么。釜どわざとやらむ—すがにぅひうaしうほのかに 

見しrcまば忘れず物思ふらむすぢ何事と知らねどあはれなれば八月十日あまりのほどに小 
E狩0.っ(でにあばした60例の尼呼び出て、一目見しより「患づ心なくて」などのたまへ 

かrいらへ給ふYぐ兑あらねば尼君「まつ.ちの山のとな1;見給ふる」といa出し給ふ。對面 

し給べる比も「心苦しきさま1Cて物•し給ふと開き侍6し人の御上なむのZ:$ゆかしく侍る" 

，何んも心kかなはぬ心地のみし#れば111佐も乏偺ら±ぼしき心fcレな^らゆるい給ふ^じ 

支々issは.名なMし侍るに、世に心ちよげ—人の又はかくくしf人の心 



かちにやふさはしからずなむ。物思ふらむ人に思ふ事を聞乏ばや」など心留めたるさまに語 
，らa給ふ。「心ぢ一ょげならぬ御願は聞えかはし給はひにつき^からねさまttなIT見え侍れ 

ど。例*0人^てはあらじといとうたゞある爻で世を讽み恃るめれば、の乙ヶ少なき齡の人だ 
H今はと^ひき恃る時はいと物心ぼぞく^え侍りしものを、-litを-2:めた：盛にては遂にい 

か^となむ見給へ侍る」とおやが6てsふ。.「入6てもなさけなし。猶聊にて劣聞泛給へ。か 
V.る御住aはすCろたる乙とも哀知る乙を世の常のことなれjなど乙しらへていへど「人h 

物聞ゆらむ方も知らず。何事もいふかGAなくのみ乙そ」といとつれなくて臥し給へ^Nortら 
ラどは$づらあな乙、ろう、秋を契れるはすかし給ふに乙そあぅけれ」など、うらみつ、、 

:•「松むしの滞Ttrたづねてきつれどもま^をぎはらの游にまどaぬ」。「あなsとほし、乙れ 
をだに」などせむれば、さやうに世づいたらむ乙とs a出でむもいと心うく又いaをめては 

、かやうの折A、にせめられ07Pむ〇かしう覺ゆればいらへをだに急給はねば、あま$いふか 
aなぐ思aあへヶ。尼^はやうは今めき^る人にぞあみけるなr合なるベ•し0 

「秋の野の露わけきたるかちごろもV,くら^げれる宿にか乙つなとなむ煩はしが6聞之 

給ふめる」といふをうVにも猶かく心よ6外にlitにありと知られはじひるをいと苦しとお 
ぼす。心の內をば知らで男^をもあかず思a出でつV戀ひわたみ人々•なれば「かくはかなき 

ついでにもyち趼らひ聞え給はむに、心よ6外に世にうし/)めたくは見え給はぬものをよ 
のつねなるすぢは^ぼしかけずともなSけなからぬほどに御sらへはか6ば聞え給へか 

谋氏物恶竽贺； 一— 
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し」などaきうごかしつべくいふ。さすがにか、る古代の心どもにはありつかず今めきつ、 
腰折伙Cのましげにわかやぐ氣色どもはいとうしろめたう役ゆ。限办なく憂き身な6け^" 

と見はて、し命3へあさましう長く1:いかなるさまに3すらふべきならlr。^たぶるにな 
きものと人に见則き愉てられてもやみなはやと)fiaふし給へる1C、4將は大力物思はしき 

、と0わるにやノいといたううち歎きつ、忍びやかに笛を吹きならして「鹿の鳴く音に」など 
ひと-c\r.つけは；$ま乙と{C心地なく(ifcる金じ。「過ぎにし，Aたの思a出てらる)にもな力 

なか心づくし1C今•はじめて哀とゐぼすべき人は^か^げなれば^えぬ山路に冬之思ひなす 
まじラなむ」と怨めしげにて出でなむとするに、尼君「などあたら夜を御赀じさしつる」と1: 

1qざy出で允まへ6。「なにかをちなる里も試み侍りぬれば」などいひす3みてい/aうすき 

が兮しから1;もさすがに便なし。いとほのかに見えし3まの0とま6しばかりに〇れづれ 

なる心なぐ3めに思53出づるに、あ16ネてはなれ與深げなるけはひも所のさまにはあは 

ずすさ^じと思へば歸6なむとするを笛の音，3へあかず、いとくおぼえて、 

••「ふかき楚の月をあはれと見ぬ人や山の端ちかき衍にとまらぬと、なまか/2はなる乙と 
をかくなむ1111え給ふ」といふに心ときめきして、 

「山のはに入るまで月をながめみむねやのい*まも^るしあ夕やと」などいふにこの大 
尼君笛の音をほのかに間きつけた6ければさすがにめでV出で來たり。此所彼所うち^ば 

ぶき淺ましきわな、き聲にてなかなか昔の事など宅かけてSはず-:〇誰と^思ひわかぬなる 



1“ 

一 r 

べし。「いでをのきんのてと彈き給べ。横笛は月にはいとをかしきものぞかし。Sづらくそ^ 

ち蓉と4て參れ」といふにをれなめ6と推し景6に聞けど、いかなる所にか、る人いか\し乙 
もり居^らむ。定めな^世ぞZ:れにつけて哀なる。ばんしきてうをSとをかしく吹きて「S 

づらSらば」との^^ふ。むすめの尼君乙れもよきほどのすきものにて「昔聞き恃6しより 

もZ:よなく^ぇ恃ろは山風をのみ聞きなれ恃シにける耳からにや」とて「Sてや乙れは僻^ 

にな杏て侍らむ」といCAながらaぐ。今やうはを3をさ-^ベての人の今は好まずな$行くも 
:のなればなかなか珍しく哀に間ゆ。松風もsとよくもてはやす。吹き合せたる笛の音に月も 

かよ；5てすめる心地すればSよSよめてられて宵惑もせず起き居たう。「おうなは昔はあづ 
まご土を乙をは乙ともなく!;IIIき恃6しかど、今の世には變りにたるにやあらひ、この惯都の 

問きにくし念怫より外のあだ心ざなせをとはしたなめられしかば、何かはとて彈き恃らぬ 

な-^。さるはSとよくなる乙とも侍とSひつVけていと彈かtほしと思ひ^ればSと忽 
びやかにうち笑；sてr sとあやしき事をせsし聞ぇ給ひける僧都かな。極樂とsふなる所に 

は菩藤^どネ皆か、る事をして，天.Aなどネ舞ひ遊ぶ乙そ六ふとかなれ。行53^ぎれ罪^べ 
きこ.とかは。今夜聞き侍らばや」とすかせばsとよしとおもaて「いでとのもうのくを、あづ 

受と^CV1:」といふにも^はぶきは絕-±ず。人❖•は見^しと思へど僧都を3ベうらめしげに憂 

ベてsaliaかすれ^Sとほしくて^かせ*6。•取6よせてロハ今の笛の音：5:も尋ねす唯^の 
•か心をや々てあづまの調べをつきさはやかに患らふ。皆乙と物は聲やめつるをZ:れをのみ 

源JX:物SS手^.- i一三 
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めでたると思Wてたけふぢ、ちりち6たうたなねなど搔き返しはやうかに撣きたる乙とばど 
•名わ^Nなくふるめき^$。「いとをしう今の世に開±ぬ言漉乙をは彈き給ひけれ」と#むれ 

ば、み入ほのぼのしく傍なる人に問ひ聞き1:「今やうの若き人はかやうの事をぞ好まれざら 
ける./〇此所に月比物し給ふなる姬君か/2ちはきよらR物し給ふめれど、もはらか、るあだわ 

ざなどし給はず、うもれてなむ物し給ふめる」と"我かしこにうちあざわらaて語るを、尼君 
など^かたはらいたしとおぼす。Zれに事皆3めて歸.6給ふほども山おろし吹きて聞ぇ來 

る笛の音いとをかしう間±て起きあかし^$。つとめて「よべはか^が^心亂れ侍6しかば 
急ぎまかで侍6し。 .• •： 

:•:忘られぬむかLの^も笛竹のつらきふしに名ねぞなかれける。猶少しお•ほし知るばか 
う敎へなさせ給へ。忍ばれぬべくはすきずきしきまても河•かは」とあるをsとゞ俺び^るは 

淚とビめが^げなる氣色に1:まi給ふ。•. ——.：/、：： 
.:「笛の音にむかしの乙とも忍ばれてかへ$しほ^7P一础ぞぬれにし。あやしう物思a知ら 

ぬにやとまて見乏恃る有樣はあs人の問はずがたらにもliBしめしけむかし」七あら。珍しか 
らのネ見所なき心ちLてうちおかnけ1;かし。荻の漆に•劣らぬ程々ic音づれめ穴る、5とむ 

つかしうもあるかな、人の心はあながちなる^のなりけうと見知シKしを合をなもやうや 

5思a出づるま、に「猶かVるすぢのこと人にも思aliなたすべきさまに疾くな.し給aて 
よLJ.と1:經習ひてftみ給ふ。心のう^にも念じ給へa°かくよ/>づにつけて世の中を思a捨 

；4^ wytfjs?/.ic^. 



1 
つれば若き人とて^かしやかな1乙•と•%■'殊に^•く、ひす•ほ、れなる本性なめ6と思ふ。か^ 

ちの見るかひあ力美しき{C萬(7)-#-見ゆるして明慕の見物に患た6。少しう^笑ひ給ふを6 

は珍し乂めでたきネのに思べ6。九月にな；0て乙の尼君初瀨にまうづで年比いと>レ^そき身 
に戀しき人の上も思Sやまれざ6しを、かく^'.>b:VA人とも覺ぇ瞼4ぬなrさ：§を得たIIば、 

觀音の御泛るしうれしとて：がへゲ申しだちv諧で給ふな{け-CN。r sざ給へ。人やは知らむ 
とする。同じ佛なれどSやうの所R行a^2るな1;泛るし^-ゲてよき^めし多かる」とそ > の 

かした0れど、:11;2!母君乳母などかやうにいひ知らせつ、度々詣<5せしをかひなき^之そ 

ふのめれ、命さへ心にかなばずた厂^なきいみじきめを见るはと、いと>ひ憂きうちにも奴らぬ 
人に具して3る道のあ$きを^力らむよとそら恐しぐあぼゆ。心ごはきSまにはいひもな 

Sて心地のSと惡しうのみ侍ればSやうならひ道の程にも、いかぐなどつ、ましうなひ」と 

のたまふ。物尨ぢは3も患給ふべき人ぞかしと思aて强ひてもいざなはず。 • 
I .はかなくてよにふる川のうきせに.は尋ねもゆかじふy2もとの杉」と手潛にまじる 

k尼君見0けてr二本はまたもあa開ぇむとMひ給ふ人あるべし」と力はふれごとをいWあ 

てたる1C胸クぶれて^もて#め給へるもいとあVぎや^V、、つきtしげ衣グ。 
Iふる川の杉の珞とだち知らねど7P過ぎkし人icよそへてぞ見る」。異なる之となきいら 

へを口疾くいふ〇 r忍びて」といへど皆人慕；5つ人乙、(Cは人少なにておはせむを心苦しが 

6て心ばせある少將の尼左衛門とてあるおとなしき人、童ばか6ぞ留め/26ける。皆出て立 

減圯物趼手否 § 
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ちける—がめ出て—まし—ひながt今はいかVせむと穴のもしふ人 

一人ものし給はぬは心細くネあるかなと"いとつれづれなるに中將の餌文あ5 ,ィド•.ilL- 

とs"/ど間毫入れ給はず。いとXも见ぇずクれづれときしかた行く1Sく;^ 

ふ。n1でもながめ給ふかな。御f穴せ給へ」といふ。「いと怪しう—はあ^力^ 
とはのたtへど、うたむとおぼしたれば盤と6にや办てわれはと思ひてせんせさ七家$プ 

るりぃと乙ょなければ又手なほしvうつ。「尼上疾う歸らせ給はS。き御—せfむ。 
かの御躲どいと强かりし。惯都の君早うょシいみじう好ませ給ひてけしうは-あらじと為ほ 

ノ六合しを、いとき亡ハだSとこにな*^てさし出で、乙をうたざらめ。餌莊に負けじ力し」 
とf給tに管僧都なひ二つ負け赛給匕。「4 Sが碁kは1>りせ給ふべ、きな^ 

り。あなsみじ一と典ずれば"5だすぎたるあまびたaの見つかぬに物ごのみするにむつ力 
し暴も驚めてけるかなと思sて「心地あし」とて臥し給ひぬ0時々「はればinしUもて1 

してあはしませ。あたら御身をsみじう沈み1:もてなさせ給ふこそ口惜しく玉に瑕あらも 

>L>也し侍れ」とsふ。夕Sの風の音も哀なるに思ひ出づる事多くて、 
2「乙、/>には秋の夕をわかねどもながむる釉につゆぞみだる、」。月さし出<、をかしき 

程—丈あ-つる中將おはし^^。あなうたて、乙はなぞと啜ぇ給へば、奥深く入り給ふを， 
「さもあま-にもおはします物かな。御志のほども哀まSる折にこを侍るめれ。ほのかにも 

•招ぇ給はひZ1とも聞かせ給へ。患みつか0事のやうに|し/2る|」攻どいふに、いとう 



し^め/2くおぼゆ。おはせぬょしをSへど迸の使の一所など問ひ聞き72るべし。Sと乙と多 
く恨みて「御聲も聞き降らじ。唯け近くて間tひ乙とを聞きにくしともおぼし乙とわれ」と 

ょ4づにいひ侘びて「いと心うく所につけて乙を物の哀もま5れ。あま6か、るは」などあ 
ばめつ、、 • 

「山Mのあきの夜ふかきあはれをも物思ふ人は^もa乙を知れ。^のづから街心もma 
ぬべきを」などあれば、「尼君あはせでまぎらはし113ゆべき人も恃らず。いと世づかぬやうな 

らむ」とせむれば、 
「の^j Eoarす^^す^物 \r^l«^LCaと け^^」。 

を冊きて#へllfiゆればいと哀と思aてr猶itwいで输へ」とIilrlえうご加せど、乙(7>人々ヒわ 
き^て恨み給ふ。「怪しき噠でつれなくぞ見え給ふや」とて入$て見れば、例はかりそめ 

にも3し視き給はぬ老人の御方に入ら給；sにけあさましう思ひて「かくなむ」と問ゆれ 
ば「か、る所にながめ給ふらむ心の中の哀に大か/2の有機なども情なかるまじき人の、いと 

あま6思ひ知らぬ人ょ6もけにもてなし給ふめる乙を、をれも物ご6し給へるが猶いかな 
るさまに世を恨みてso爻でおはすべき人ど」など有欉問a.てsとゆかしげにのみおぼs 

穴れど、「乙嗦かなる事はかかvかは言a開かせむ。唯知う聞え給ふべき人の年比はうとう 
としきやうにて過rし給aしを、初瀬ic詣うであa給aて尋ね聞え給へる」と？:いふ。姬君 

はsとIT.クかしとのみ間く。あい人のあ穴办にうつぶしふしてsも寢られず、ょaまどaは 

淞氏物SSII手習. • コーー35:11 
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堯屯いはずおど/3あど/)しきSびき^つ、、前Rもうちすが；5たる尼ども二人臥して、•劣ら 
じといびきあはせた6。いと^仝/>しう今窗乙の人^にやくはれなむと思ふ7^險しからぬ 

身なれど、例の心よわ3は！つ橋危が6て歸6來^6けむ7^ののやうに传しく茲ゅ。乙もき 
典にゐておはしつれど色めきて乙の珍しき^のぇんだち居^る方に歸りいにけ.CN。肀やく 

るくると侍ち居給へれどsとはかなきたのもし人な6や。中將いa煩ひて歸6にければrい 
と情なくうもれてもおはし爻すかな^あたら御か^ちを」など譏$て皆一所にねぬ。夜中ば 

かうにやな6ぬらむと思ふ程に尼君患ばぶきおぼ、れて起き^^$0火影£則つきはいと 

芝/Sきに黑き宅のをかづきてこ0君の臥し給へる5:搔しがうて、鼬とかいふなるものが3 
るわざする植{C手vjrQて >、「^>やし、乙れli誰^」と患ふねげなる聲にて见お乙せたる、31 

にロハ今くaてむとするぞと^cゆる。鬼のと.CNもて來けむほどは物^:免ざ.CXければなかなか 

心やすし。いかさま(Cせむと^ゆるむつかしroRTP Sみじき3まに1:-生き返女人にな-cnて 
又あ6しいろいろのうき事を思a亂忭、ひつかしとも恐しとも物を思ふよ、死なましかば乙 

れよ6も恐しげなる？pの、中に乙そはあらましと思；5やらる.0昔よ.c\の事を^ど/)まれね 
ま、(C常よ-^も思aつV くるにいと心うく、親と!1H之けひ人の御かたちも見奉らず、遙なる 

あづまをかへるがへる年月をゆきて穴まさかに穴づねよ办て擗し^のネしと酞ひ冏ぇしは 
らからの御あた67P思はずicてたvすぎ、3る方に思ひ定め給ひし人につけてやうやう身 

の憂さをネ慰めつべきさばめに、あ3ましうもてを乙なayaる身を思认もて行けゴ、宫を少 



しも哀と思a聞えけむ心ぞsとけしからぬ、唯ミ.の人の御ゆか6にさす、bへぬる？:と思へ. 

ば小島の色をためしに契6給64しを、などてをかしと思；3閗えけ1;と、こよなくあきに^る 
心ちす、初めよCS--5すきながら7P長閑に物し給；3L人は乙.のをりかの.を6.など思ひ出づ.る 

ぞてよなかりける。かくて乙をありけれと聞きつけられ奉らむ恥し§は人ようまさベ. 

し、r6すがic乙の世にはあふし御樣をよをながらだに何時かは見むとするとうち思ふ。なほ 
わ/,の心やかくだに思はじなど心-aとつをかへさふ。辛うじて烏のなくを1111きていと.うれ 

し、母の御檝を間きたらむはましてsかならむと思a明して心ちもいとあし。供にて渡るベ 
き人も頓に來ねば、猶臥し給へるにいびきの人はいと、く起きて、かゆなどむつかしき事ど 

もをもvはやして御前に「とく聞し召せ」など寄办來て$べど、爻かなひもいと心づきな.く 
.う/2て見知らぬ心ちして惱じくなどことなしa給ふを强；5てsふもsとこちなし。げすげ 

すしき法師ばらなど數多來て「僧都今日feせ給ふべし。など俄：：iはJAJ問ふなればt一品 

宮の御物のけに悄ませ給aける。山の座主御修法仕らせ給べど猶僧鄱參6せ給はvは急る 
しなしとて昨日二度なひ召し侍うし。左大臣殿の四位少將、よべ夜更けてなむ上う坐しまし 

て后の宮の御文など侍りければおみ5せ給ふなり」などsと花やかにsaなす」恥しくとも 
逄ひて尼になし給；3てょとぃはむ、5かしら人少く\しょき折にこ”七と思へば起き:1:「心地の 

いと惡しうのみ侍るを、僧都のおりさせ給へらむtup^む事うけ伶ちむとなむ思a恃るを、-S 

やうに聞.i給へ」と；?ba給へばぼけぼけしううちうな、づく。例の方に：坐して髮は尼君のみ 

0^0 $ 1)5 



けづ$給ふを、乙とびとに手觸れさせIfもうたて设ゆるに、手づからは左次せWことなれば 
喉少し解きく;2して、親に今一度かうな^>bの3ま；g見乏ずなbなひこを人やなならずい 

と悲しけれ。Sy2う煩ひしけにや"#4少し落ちほそる心ちすれど何ばか67P衰へ 

ず、レと多く.て六尺ばか"なる末などぞSと美しかりけるすぢなどもSとZ:まかに美しげ 
なATかくれとてしも」とaとみごち屈給べ：^。恶方に僧都ものし給へ6。南而狒ひ泛つら 

aてまろなる頭つきど名行きちがa•騷-¥-^るも例に變6ていと恐しき心ちす。「母の御方に 
.•參6給aてsか^ぞ月比は」などsふTmの御方は物詣し給aにきとか、乙のおはせし人は 

•猶物し給ふや」な.ど問ひ給ふ。「矣か乙、に泊6てなむ、心地惡しと乙を物し給ひて忌む事う 
，け奉ちむとの^ま61つる」と語；。立ちて乙な力にいまして「愛れやあはします」4て几帳の 

もと.(C0&居給へばましけれど：OVT/$ょりていらへ^输ふ。「不意にて见舉めてし- 
7PSるべき昔の契6あ$けるにrJそと!ni'a給へて御いのみなどねんご^に仕うまつりしを 

法師はその^となぐて御文間ぇ承らむも便なければ、じねんitなむお乃かなるやうicなり 
侍$¢*-5。いとあやしきrtr^KiB:を背き給べるAの御あ^会れいかVあはします6む」との 

为まふ。「世の中に侍らじと思a.立ち侍6し身のs:と怪しくて，今まで侍るを、心憂しと思；3 
侍るものから萬に物せさせ給；5ける御心ばへ；：をなむ、いふかひなき心ちにも思；5給へ知ら， 

る-\を、猶世づかずのみ遂に得と1w*-6まじく恐ひ給へら石、を"尼にな3せ給aてょ、世の 
中R'侍るとも例のAにて長らふべく劣侍らぬ身に」など聞^給ふ。「まだSと行く先遠げな〃 



ご 

Tr 

:る御程れいが\しかは.；3六みちに老かはかぼし^、む、かへゲ\し罪ある事な$。思ひ^ちて心 
.を.起し給ふ程は强くおぼせど、年月經れぼ女の：御身とSふものSとたV:たSしきものに」な 

どの^まへば「幼く侍りし程ょり物をのみ.思ふべき有欉にて、親なども尼になし1:や見まし 
などなIT思ひの^まaし。まして少し物思ひ知$\し後は例の人ざ爻ならて後の世をだにと 

e思ふ心深ぐ恃6しを、なくなるべき程のやうやう近くな6侍るにや、心ちのSと弱くのみな 
6侍るを猶いかで」とてうち泣きつ、のたまふ。怪しくか、るかたち有機をなどて身をMは 

しぐBびば.1:め給CAけIT、もの」けもさこをいふなうしかと恩afeはするに、Sるやうこを 
はあらめ、今まで生き*るべき人かは、Mしきものゞ見つけをめたるにいと恐しく危き事な 

6とおぼして「とまれかく.まれおぼし立ちてのたまふを三feのsとかしZ.くほめ給ふZ.と 

なう。法師にて[1Hぇ返すべき事にあらず。御忌ひ.Z:とはSと易く授け奉るべき5:急なるZ1と 
にて罷出*れば今宵はかの宮に參るべく恃A。明日ょ6や御修法はじ咬るべく侍らIT。七日 

はて、まかでむに仕うまつらむJとのyatベば、かの尼君おはしなば必ずいa妨げてむとい 
と口惜しくて、みだ6心地あしか6し程に皂たるやうにて「いと苦しく恃れば1:くならば忌 

UZ1とか；sなくや侍^.む。猶今日ば嬉し刍折とこそ思a侍れ」とてSみpく泣き給へば■心 
にいといと•ほしべ恐；sて「夜や更け侍らaらひ。I1Jよ公お6侍る£昔は名とも覺え給はざ^v 

しを、年の老ゆ石まVRは堪へ雛く侍うければうち体みて內には參らむと思a侍るを、^か 
，おぼし急r乙となれば今日：yうまCV6てむ」とのたまふにいと嬉しくなりぬ。狹とうて！iの- 
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箱の蓋sし出でたれば、「いづら大德達こ、に」と呼ぶ。初め見つけ奉4し二人ながら北ハにあ 

4ければ呼び入れて「御襞あろし奉れ」といふ〇げにいみじか.CO人の御有樣なればうつし 
人にては世におはせむもうたて乙をあらめとこの阿間梨もことわ6RSふこ、几長の值？ 

のほ乙ろびょ6御髮をかきいだし給へるがいとあ^らしくをかしげなるicなむ、^ばし丈 

鋏をもてやすらWける。か、に程少將の尼はせうとの阿閣梨の來为るRあひてし名に居2 

办、左衛門は乙の心'*くしの知办力る人kあへ^$>とて、か、る所kつけては皆と々どク 

に心ょせの人み、珍しくて出で來^るに、はか次き事^けるみいれなどしける程^、乙％き一 

スLてか、る事なむと少將の尼ic^げた6ければ惑aて來て見るに、我が御上の衣袈裟な 

どを乙と’3らばかりとて着せ奉6て「親の御方を拜み窣$給へ」といふに、いづかたとも知 

らぬほどなむ得忍びあへ給はで泣き給ひに：^る。「あなあ3ましや。などかくあうなき亊ょ 
せさせ給ふ。上かへ6おはしてはいかなる事をのたまはせむ」といへど、かばか6に患そ6 

つるをい；5亂るともものしと!U心ひて僧都諫め給へばょ4てもぇ妨げず〇流轉三界中などい 

ふ(Cも^ちはて、し物をと^ひ出づるもさすが^:办^う〇御髮ネそぎ煩CAて「のどやかに尼 

君穴ちしてなほr&せ給へ」と5ふ。；3/2ひは僧都ぞそぎ給ふ。「か、る御か/2ちやつし給CAて 

くひ給ふな」など#き事と說き沿かせ給ふ。とみにせSせ給ふべくもあらず、皆いa知ら 
せ給へる乙と七勝しくも志つるかなとtれのみぞ生ける佛はしるしあ6て覺ぇ給ひける。 

皆人々いて患づまりS。夜の風の音に>の人み、「心ぼそき御住ひ,P患ばしの乙とぞ、今いと 



: 

めで/2くな6給；5なITと賴み間ぇつる御身をかく患なさせ給ひて、殘6多かる御世の末を 
Sかにせ3せ給ばIfとするゼ、老S衰へ/2る人だに今はかぎりと思ひはてられて、いと悲し 

きわざに侍る」といa知らすれど猶只今は心やすくうれし、世に經べきものとは思aかげず 
なる乙をはsとめでたきZ:となnと胸のあき*る心地?:'患給3ける。つとめてはSす. 

がに人の許さatとなれば變うたらひst見ぇひもいと恥しく，襞のずをの俄に為ほどれ 
たるやう(c^どけなくさへをがれたるを、ひつかしき事どもいiiでつくろはひ人もがなと、 

何事に〇けてもつ、ましくてくらうしなしておはす。思ふことを人にい；5つ < けむ言の薬 
はもとょ$だにはかばかしからぬ身を、まSて懷かしく乙とはるべき人Sへなければ唯硯 

•に向；Sて思rAあるを：^icは手習をのみ、たけき乙と、は書きつけ給ふ。 
「なきネの.ic身を名人を达思ひつ、捨て、し1IL-をぞ3らにすてつる。今はかくて限6つ 

るぞかし」と^きても猶みづからはいとあ(1れと見綠ふ。 

「かぎう^と思CAな6icし世の中をかへすがへすを1/き^るか^J。同じすぢのrJとを 
とかく被きすSびFT給へるに中將の御文あ物騷しくあきれ六る心地しあへる程にてか 

、る乙となどいaてけ々。sとあへなしと思aてか、る心深くありける人な$ければはか 
なきいらへをも患をめじと思CA離る、なりけ^N。さてもあへなきわざかな、sとをかしく見 

±し髮のほどを穴しかに見せょと一夜毛語らひしかば、5るべからむ折にと$ひしものを 
と、いと口惜しくて立ちかへ办聞免ひかたなきは、 .• 
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「辟逾く乙ぎばなるらITあま^に乘63>くれじといをがる、^なJ。例な^^と6て见給 
一•ふ。7Pの、哀なるを今はと思ふTP哀なるTPのからいかVおぼr&るらむ。いとはかなき物 

;のはしに、 • ‘ :. • 

「心AJをうき1U:の-:序をはなるれど行くへも知らぬあまのうき木を」例の手習ic志給へる 

VJつ、みて麥る。「彼きうクしてだに乙を」七のたまへど「なかな.か^き损a侍^^ひ」とて 
やりつ。珍しきにもいふ方なく悲しぐなむ^えける。物^の人蹄6給aて思a騷ぎ給ふ^か 

一ぢなし。rか、る#にては進め而戈む乙をはとMaなし侍れど、の乙6多かる御身をsか 
で經給はむとすらIfoおのれは111:に伴ら^乙とzvra明nとも^6雛きにいかで後/>安く)I 

為き舉らむとょ/>づに思ひ給べてZ:そ佛icも祈^^Irrlえつれ」とふし^/)びつ、Sといみじ 
げに思CA給べるにもまことの親のやがてから7Pなきものと/Sひ惑CA給ひけむ程推し盘るど 

先いと悲しかりける。例のいらへもせで背きM給へる§まいと若く美しげなればいと物は 

かなくど公はしける。？bき御心なれどなくなぐ御どの事などf:ぎ給ふ。鲍色は手なれにし 
、となれば小桂M裟などし*4。ある人々もか、る色を銳ひ着せ尜るにつけてもsと赀えず。 

娘しき山IIIの光と肌^見添6つる宅のをV 口惜しきめざかなと^六らしが4つ、僧都を怨 

みんVし“けヶ。r口i宮e),御傲げにかの弟子のいびしも患るく、いち忘るき事どもありて怠ら 
せ給ひにければ、いょ$ょいと筇きものに-いひの、しる。名殘もおをろしとて御修法延べ3 

せ給へ.ば"1みにもえ歸ゲ入らで伶ひ給ふに、雨などふ6て患めやがなる夜召してょゐに侍 



Iせ給ふ。日#いた<•伶CAごうじたる人は皆体がなどし1:,-、御前に人ずくなにて近ぐ起き^ 
る人少きviricv,同じ御眼に^^ut:して「普よ^：た0:^.せ給ふ中にもこの度なひいよ^ 

後e>ig:も如くこZ:ばとたのもしき寧Aをう35:」などのたまはす。「世の中に久しく(#るま- 
じき§;まに佩なども故へ給へ5*^.ども保るうらに、今¥-來年過じし雛きや5に^ひ恃りけ 

れば、做をまぎれなく^•じつとめ侍らむどて深ぐii--ヶ侍るを、か、る仰言icてtかり出でf^ 

办にレ」など啓し紙ふ0御むの、げの^うねち‘•乙と樣々tcなのるが恐しき乙となどのたまふ 
取に「いとぁやしくけうの乙とを忠ひ見給.へし。乙の三月に年老いて侍る母の願あ$て初瀬 

に諧でV,#:なし.、かへさの中やど&に宇治の.院といa侍る所に罷6宿りしを、かくのrと人 
すまV年經ぬる大なる所は善からぬ物必ずmat:みて、](11き病者のため惡しき事どもやと 

思s給ひしも患るく」とて、かの見つけ^6し事ど^を詰6聞免給ふ。「けにVと珍らかなる 

とかな」とて泥く恃ふ人令皆寢人6たるを恐しくおぼされて驚かさせ給ふ。大將の語らひ給 
ふ宰相の君しも乙の狀をIj}]きけ6。篮か.3せ給ふ人々ば何ともraかず"僧都おぢさせ給ふ御 

氣色^心もなぎ^啓してけ6と思aて委しくをの程の^をばいaさしつ。「ム、の女人2:--•の度 
衝ゲ出で修卜つ5'-便に/IV野にf^.る^:ども^aとぶらa侍らむとてまか-()よ6しに泣く泣く 

ずげの志深きよしねん、ごろに語らひ侍々しかば頭>/>し侍}にき。某が妹故衛門のかみの 
•めの惮りし尼なむうせにし女子のかば6JCと思s喜び侍り1:隨分にいたはうかしづき侍$ 

けH、かぐなゲに^ればうL^'-侍るな“でげicぞかたちはいとうるはしくせうらにて行ひ 
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や々れむ苳Sとほしげになむ侍りし。何人((:か侍6け^」と物よく Sふ僧都！：iて語6つVけ 

teu給へば「いかでさる所によき入をしもと6もていきけむ、56とも今は知られぬらひ」 
など乙の宰相の君?:'問ふ。「知らず。さもやと語らa侍>bむ。誠にやんごとなきか人ならば何 

かぐれも侍ら1:*をや。田舍人の.むすめもさる檫したる，M、•は侍らめ。龍の中よ6•佛生れ給は 
ず^:MrV侍らめ。穴V人にVは罪輕き3まの人になむ侍りける」など聞ぇ給ふ〇をの比かの 

わ*6に消ぇ失せにけ1;人をおぼし出づ。このお前なる人も姉君のつたへに怪しくてうせ 
为る人とは聞き款きたれば、をれにやあらむとは思；Sけれど定めなきことなり。僧都もか、 

K3人世にある^.のと劣知られじとよくもあらぬか^きだちたる人もあるやうicおもむけて 

がぐし忍び侍るを、事のさまの怪しければけSし恃るな6と、なまがくす氣色なれば人にも 
語^^「宫はそれにもこそあれ。大將に聞かせばや」とこの人にどのたまはすれど、いづかた 

itTP隱すべき事を定めて、きならむとも知らずながら耻しげなる人にうち出でのたまはせ 
むもつ、ましくおぼしてやみにけ^^姬宮を乙た6はてさせ給；5て僧都ものぼ6ぬ。かし乙 

.に寄う給へればsみじく恨みてrなかなかか、る御有樣にて罪も得ぬべきとをの^まひも 
^:ばぜずなうにげるZ:とをなひ、sと怪しぎ」などのたまへどかaなし。「今は唯御行aをE 

給べ、老いたる若き定めな^;iliな6。ばかなきものにおぼしと6たるも乙とわ-^な^御身ヒ 

钐」t;o/2tAlc•も.いと恥しく纪ひ鱟乞.け60「卸柒艮新しくあ洽ごとて綾、羅、&などいふ 
物奉ヶ'給ふ。「某於#らむ如ぎ-^は仕うまつ6なむ。なにかおぼし煩ふべき。常なき世1C 

i 



.生ひ出でぐ世吼の榮花に福ひ參っばる>かぎ6なひ所.せく捨てがたく我れも人も5:ほすべ； 

ぼすべき。このあらむ命は葉の薄き♦か如じL.-とS3知らせて「松門に曉s/2合て月徘徊す」と 

法師なれどSとよしよししぅ恥しげなるさまにてのたまふ事どもを、思ふやぅにもいひ聞 
かせla-ふかなと冏き居た6。午日はaねもすに吹く風の音もいと心ぼをきにおはしたる人. 

も「あはれ山伏はか、る=にぞねはなかるなるかし」といふを阳きて"我れも今は山伏どか 
•し、乙とね6にとまらぬ淚なりけ6と思ひつ、端の方に立ちsで、見れば、遙なる軒端よ6 

•狩衣姿SろS乃(C./2ち戋じ办て見ゆ。山へのぼる人なりとて名乙な^の道には'Iふ人もい 
ど力まさか衣6。黑谷とかい^^よ6あもく法師の跡のみ嗦れまれは11-ゆるを、例の姿见つ 

けだるばあいなく珍しきに、乙の恨み侘びし中將な6•け6。かひなきこと毛Sはむとて物し 

た6けるを、紅葉のsとお1し/)く外の紅icをめましたるいろい/>なれば入り來るよ$e 

物哀な6ける。乙\にいと心ちよげなる人を見つけたらば、怪しくぞ覺ゆべきなど思ひて 
「暇あ.CNて徒然なる心ち患侍るに、紅葉もいかにと思；3給；3てなIf。猶立ち返り旅寢も患つ 

べき木のもとに乙を」とて見出し給へ，6。尼君例の硬もろにて、 ： 
「木Wらしの吹きにし山のふもとにはたち隱るべき影だにどなき」とのたまへば、 

Z「囔つ人もあらじと思ふ山Mの乙ず灸^見つV-なほぞすぎう一き」"いふかaなき人の御乙 

一とを猶盡せずのたまaて"「3まかはケ給へらむを聊见せ給べよ」と少將の尼にのた^ふ。 

.诼氏物!5手奴、•::; 
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「z.a:v%に契うし患るしにせょ」とせめ給へば、入6て見るに、殊更人にも見せまほしきさ 
"•ましてeおばずる。服純色の綾\巾にはくわんざうなどすみたる色を着ていとS、やかに容 

_ヒわしく今め^•たるかなちに、^は五3J:の扇を廣げ穴るやう^こち六きす^つきなん乙 
まかに^しき尨もやうのけSうをいみじく患たら1;やう{cあかく匂CAたり。行.ひなどを患 

給ふも猶珠數は近き儿帳にうち懸け1:經に•心を人れて截み給へるさま繪にも截かまほし。 
うち見るごとにMの留め雛き心ちするを"まいて心かけ給はむIH力はいかに見奉6給はむと 

思队て、さるべき折にやあ6けむさうじのかけがねのもとにあきたる穴を敎べてまぎるへ 
き儿ど引きやりたSとかくは思ばずZ:そありし、いみじく思ふさまな6ける人を、 

とV4奸表^らむあやまちのやうに惜しく悔しく悲しければ〇)みもあへず、物ぐるはしき 
ホば6iも!iBtviベければ、のき^。かばか6のさましたる人を失ひて尋ねぬ人ありけ1;や 

又をの人かの人のむすめなむ行方も^らずかくれ(Cy2る、もしは物么んじ^て世ををむき 
にけるなど，あのづからかぐれなか-5-.ベざをなど怪しく返すがへす思ふ、尼な6ともか〜る 

さ史表だら^人はう^ても^fr;など"なかなか見所ts公て心苦しかるべきを李のびた 
冬さまに、猶かたらひと办てむとM-へば、まめやかにかたらふ。「世の常の§まには^ほしは• 

ぐかる^もあ办けむを、か、るS:まにな办給びにたるなむ心安く聞乏〇ベくなむ侍る。さや 
うに软へ間^:たまへ。來じガBれが'/2くてかやうに參办くるR又ひとつ志をそへてこそ1-な 

ど0'y2'tふ。「い士行く宋6ぼ^くうし/>め/2き貧mic;恃5*'めるに^めや力なるさ^1Cあぼ 



し©れず間は^たま(1む、Sとうれしく乙そ思ひ^令へお^め。#らざらむ後なむ、哀に思 

a合へらるべき」とてなき給ふに"乙の尼君毛ばなれぬ人なるべし。誰なら〇と心得が^し0 

「行く末の御うし/>みは命も^ヶ雛くたのもしげなき身なれど、さき乙免をめ侍6なばさら 

にかは6寺らじ。尋^，聞.免給ふべき人はま乙と(Cものし給はぬがさやうのZ.とのおぼつか 

なきになむ、.は<かるべき乙とには恃らねど猶へだてある心ちし侍ろべき」との穴まへば、 

「人ir知らるVき5まにて世に經給ば又ざもや尋ね出づる人名侍ちむ。今はか、る方に思 
ひ限ヶつる有徵にな〇、心のおもむげもSのみ见兗侍るを」などs/tらCA給ふ。乙なたに名せ 

う？:•こし給へう' •• •' 

r大かたのlitを2:むきける秸なれどいとふにょせて身こそつらけれ」。ねんご/>に深く問 
ぇ^;ふことなどいひ傀ふ0「はら^らと公ぼしなせ、はかなき世の物^なども聞乏て慰めひ」 

などいひつ<く。「心深からむ御物訴など間きわくべくもあらぬ乙を口惜しけれ」といらへ 
て、乙のSとふ(Cつけ^るいらへは^給はず、思ひょらずあ^〇ましき^もあ6し身なればS 

とうとまし。t.ベて朽木などのやうにて人に見捨てられてJI:みなむともてなし給ふ。されば 
月比たゆみなくむすぼ、れ、物をのみ^ぼしたりしもこの本意の乙と泛給ひて後よ6、少し 

はればれしくな6て、尼思とはかなく穴はぶれネ紊かはし、尜}ち衣^してぞ.明し恭し給 
ふ0行aもSとよく^て法華經は3らなうZ1と法丈などもいと多くMみ給ふ。雪深く降り積 

み人め絕えたるこ/>eげに思ひやる方なかうける。年名かへ6a、靡の泛るしネ見えず、永 

泥J3C物gs手^ 一H七 
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$わたnる水の音せ«さへ心ぼをくて「君にぞ爻どふ」との^^ひし人は心憂しと思aはて 
ノにたれど、猶をのを办などの乙とは忘れず、 

rかきくらす野山の雲をながめてもふ6にし乙とど今日も戀しき」など例のなrsめの 

年習を行ひのひまには吏給ふ。われ世になくて年隔ぬるを思ひ出づる人名あらむかし 

など思a出づる時も多か公。若菜をお/)そかなる乙に入れて人のもて來y2うけるを、尼^見 
.て、. ..ノ ... .，：••*••• . . • 

•、「山mの^哇の蒞菜つみはやし猶おひ3きのたの寸る、かな」とて乙なたに舉6給へう 

•ければ、': ■ • • •• 

「雪ふかき野邊のわかなも今よりは沿が^めkど^もつむべぎ」とあるを3ぞおぼすら 
むと滾なる^毛見るかひあるべき御^&兮と思は兮しかばと兮^やかぶう名ない給ふ〇ねや 

のo'ま近き紅梅の色も香も變らぬを春や〇かしのとこと花よ-^7PMれR心よせのあるは、 

あかざりしにほaの急みにけるにや、ごやにあか奉らせ給ふ。下肫の尼の少し若きがある^ 

し•出で、花折らすればかごとがましくちるにいとaicほaくれば、 
.:*_||1!ふれし人乙を見ぇね花のかのをれかとにほふ春のあけぼの」。大尼君の孫0-紀守な6- 

•けるが乙0.比上りて來た6。三十ばかうにてかたち淸げに誇りかなるさましたう。「何事か 
之备あと、し-なとEHふに、ぼけぼけしきさまなれば、乙なたに來て「いと乙よなく乙をCAが 

み儉CAtcけれ*>哀にも恃るかな。の乙りなき御さtkJOL奉る乙とかたくて遠き程に年月VJ過 



し恃るょ。親^ち物し給はV後は一所を乙そ御かはCNに思ひ聞えtlcNon、常陸の北の方は 
音づれ聞^給ふや」といふは妹な：べし「年月にをべ1:.はつれづれに哀なる^のみまさ^N1: 

なむ、常陸はSと久しくtづれ問•え給はざめCN、えまちつけ給ふまじ—SまiLなむ見え給 
ふ」との給ふに1我が親の名とあいなく耳とまれるに、またいふやう「まか办のぼ办て日比に 

な办恃办ぬるに、公^のいと^げくひつかしくのみ恃るにか、づらひてなIT、昨日も恃はむ 

と思W給へしを、右大將殿の宇治^^はせし御供1C仕うま〇6て故八宮の住み給6iし所R 

おはして日くらし給aし。故宮の御むすめにma給aしをまづ一所は一とせうせ給aき。を 
の御弟嗦为忍びてす焱舉6給へ6けるを、去年の靡又うせ給CAicければ、その御はての心ざ 

そさせ输はtp邶、かの寺の律師に攻む3.るべきことの穴爻はせて、某ネかの女の3うぞくひ 

とくだ6調じ恃るべきをせ3せ給ひてむや。織らすべき名のは急ぎせさせ侍$な1;」と$ふ 
を間ぐにsかでか哀ならざらむ。人やあやしとillむとつ、ましうて興R向aて居給へCNO尼 

君「かの；3じ6のみ乙の御むすめは、二人と開きしを、兵部卿の宮の北の方はいづれど」との 
たまへば、「Z:の大將殿の御後のは^とり腹なるべし。NJとごとしくももてなし給はざ-CNけ 

るをいみじく悲ひ給ふな^S。はじめのはた、いみじかうき、ほどほどすけも患給aつベか.cs 

きかしjなどか^る。かのわた办の親しき人な办けると見るにも3すがお一をろし。「あやしく 
やう0ものとかし乙にてしもうせ給aけること昨日もいとふびんに侍.csしかな。川近き听 

にて水をのぞき給aていみじく■泣き給aき。上にのぼり給aて柱に書きつけ給aし、 

源氏物H5手^ -i 



見し人はかげもとまらぬ水の上に落ちをふ淚SとVせきあへず、となむ^うし？殊tcあ 

らはしての^まふ事は少けれど唯氣色にはsと哀なる御さまになむ見え給aし。女はいみ 

じぐめで^6ぬべくなむ、若く恃6し時ょ6優Rおはしますと見奉みicしかば低の^" 

に一の)rrも可とも思CA侍らず、^Z:の殿を賴み問免てな1;過ぐし侍6ぬる」と語るに、殊に 
.深き心もなげなるかやうの人だに御有樣は見知りけりと思ふ。/S君「ひかる沿と問走けむ故 

•ノ；の御有様R?xならび給はじと^ゆるを、只今の世RZ1の御ぞうぞめて6れ給ふなる。左 

の^ほいどの」とのたまへば「をれはか/2ちもいとうるはしう淸らに^うとくにてきは乙と 
なる$まぞ^給へる。兵部卿の宮ぞいといみじくおはするや、女にてなれ仕うまつらばやと 

なひ迸え恃る」など敎へたらむやうにいひつVく0哀にもをかしくもI1Hくに身の上も乙の世 
の事とも赍えず、滯るZ.となく語-os犄きて出でぬ。忘れ給はぬZ:をはと哀に思ふにもいとV 

母君の御心の中推し觉らるれど、なかなかsふかひなきさまを見え111].え奉らIfは、猶Sとつ 
\ましくぞありける。かの人のSひつけし事などを染め急ぐを見るにつけても"怪しく珍ら 

かなる心ちすれどかけてもいa出でられず、裁ち縫sなどするを「乙れ御覽じ入れょ、物を 
Sと美しくaねらせ給へば」とて、小掛のひとへ奉るを、う^で^ゆれはVもilL^しとて手も 

鵪れず^し給へ6。尼君急'C乙とをうち拾てVいかぐfeほさる、など思ひ亂れ給ふ。紅ic樱 
の織物の裎かさねて「御前4C:はか、る^-Cを奉らすベけれ、あ31しき墨染な6や」といふ 

人.あ公.0:••.:::' へ '.こ 



1 

■■:「「あま衣かはれる身にやあらし世の，•か^みの軸をかけて：急のばむ」と#きて、.^ 

なくもな々けむ後に物のかくnなき世な办ければ、：間き合せなどして.うとましき1wでかく ； 
しけるとや思はむなどさ兮ざ^思ひつ、F過ぎRL方の事は絕爻て忘れ侍しを、かやう 

なる事をおぼし急rにつけて乙をほのかに哀なれ」とおほどかにのたまふ。「56ともおぼ 
し出づる^は多からひを《盡きせず隔て給ふ乙を.心うけれ。乙、^はか、る世の常の色あa 

など久しく忘れicければ、なほなほしく侍るにつけても昔の人あらましかばなど思a出で 
•恃6。患かあつかa間え給；3けIT人世におはすらむや。かくなくなして見侍るだに猶sづ乙 

に.かあらむ、を乙とだに尋ねlilriかまほしべ览え侍るを、行くへ知らで思；3聞え給ふ人々侍ら 
むかし」との^まへば「見し程までは一人は各のし給aき。乙の月比うせや泛給CAぬらむ」と 

て、淚の瞭つるを^ぎらはして「なかなか思ひ出づるにつけてう1ぺて侍れ^乙を閗>'2.出\し 
ね。へだては何事にか殘し侍ら1;Jと、乙とずくなRの穴ま；3なしつ。大將は乙のはてのわざ 

などせ3せ給aてはかなくても止みぬるかなと哀におぼす。かの常陸の子どもは、かう、ぶ6 
した6しは藏人になし、我が御つかさのぞうRなしなどいたは6給aけ6。觉なるが中に淸 

げなるをば近くつか；3なら5むとぉぼし/26ける。雨など降3て先めゃかなる夜、后の宮に 
參6給へ6。/ゎ前のどやかなる日にて御物語など間え給ふついでに「1やしき山Mに年比ま 

かケ通ひ見給べしを、人のをしk侍6しもSるべきにZ:をはあらめ、誰も心のよるか^のと 
は3な.1;あると思；3給へなしつ、猶時々見給へしを、所のSがUやと心Mく思ひ給へな6 

:蒎氏.物gr手習 
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こし後よ、3t本遙けき心ちし伶6て久しくものし侍ら^^J、さい〇乙ろ物•の^よ6にt力り 

てはかなき此のあ〇さ爻と—31ね1:思ひ給へしに殊更道心起すべく作らおきてたなける。 
ひじhのすみかとなむ^ぇ恃6し1-と啓し給ふ(2:、かの取あぼし出で、いといとほしければ 

「そ/〇に恐しきtpのや佔むらむ、Sかやう(Cてかかの人はなくなりにし」と問はせ給ふをB 
う冬っCき^るViぼしよるかと思ひて「3も恃らむ。3やうの人ばなれたる所は#から似 

ものなむ必ず住みつき恃るを"失せ恃りし3まなIfいと怪しく待る」と1:委しくば!1!]ぇ給は 
ず〇猶かぐ忍ぶるすぢをliilき顯しけ6と思ひ給は^がいとほしくおぼされ、^のものをのみ 
'欲してその比は摘になり給aしをあぼし合する(:名、3すがに心苦しくてかたがたUU 

入飞二くきAのうへとあぼしとゞMつ〇小宰郝じ忍びて「大將かの•人の乙とを-V'と^と^ひ 

ての，>」まびしに、いとほしうてうち出づべか公しかど、それにネあらざらむ味のゆ^とつ、 
ましくてなむ君ぞ乙とごと113き合せける。かたはならむ事はとう隱して3る事なIfあ办け 

ると"大方の：物語•のついでに借都のいaし事語れ」とのたまはす。「御前だ(Cつ、ませ給はむ 
iを、ましVVCとaとはいかでか」と(ill.ぇさすれど、「さまざま^るZ.と(CZ:を。又食ろはい 

とIfしき1&ぞあるや」とのたまはするも心tてをかしと見^る。立ちようて物記などしrふ 

ついでにい；5出でた珍らかに怪しといかてか驚かれ給はざら〇、宫の問はせ^令ひしネ 
か、る乙とをほのおぼしよ◊てな办けう、などかのたまは.せはつまじきとつらけれど、われ 

t又よじめよ◊あしざま.の事間えをめざ6しかば、開きて後t猶を乙がましき心ちし1:人 
LL1 



にすベてもらさぬを、なかなかほかには叫ゆる乙ともあらむかし。うつ、の人令の中に忍ぶ 

る事だKがVれある世の中かはなど思；5 S 4.1:、この人にもさなむありしなどあかし給は 
VZ-どは猶口おも、き心ちして「猶あやしと思ひし人の乙とに似てもあうける人のあヶ'Sま 

かな。さてその人は猶あちむや」との^1wへば、rかの僧都の山よ$出<し日なむ尼になしつ 

る。S.みじう煩ひし程にネ皆人をみ.てせ3せしを"roうじみの本意深きよしをい；5て" 

な々ぬると：を侍るな.••(>しか」とSふ。所もかはらずをの乙ろの有樣など思aあはするに違 
ふ節なければ誠にをれと尋ね出で^らむ、sとあ5忒しき心ちもすべきかな、sかでかたし 

かに聞Xべき、おらたちて尋ねあ$かむもかたくなしなどや人のいひな3む、又かの宫も聞 
きつけ給へら1;(:は必ずおぼし出でV思CA入6にけ1;道も妨げ給alrlfかし、さてさなの 

为まaをな-^聞±mき給；sければtcや、われにはさる事なむ聞さしと、Sる珍しき事を聞し 
召しながらの^まはせぬitやあ6けむ、宮もか、づら；3給ふに1:はsみじラ哀とI1.ひなが 

ら毛、更Rやがてうせ{(:しも.0と思ひなしてをやみなむ、うつ、びとにな6て末の世には黃 
なる泉のほとうばか6を>のづから語ちひよる風のま:^れもあヴなむ。我が物にと6返し 

見ITの'心は又つかはじなど思ひ亂れて、猶の給はすやあらむ之赀ゆれど.、御氣色のゆかしけ 
れば大宮に3るべき序作$出て、ぞ啓し給ふ。「あStしう1:失ひ待りぬと思；5給へし人" 

世にAちあぶれ.1:あるやうに人のまねび俸5しかな。いかでさる取は侍らひと思a給へれ 
ど"心と公どろおど7>し:5名：てはなる、Z.とは侍らずやと思；5めた$侍る人の有樣に侍れ 

调氏物語手潜：.• / ’ V 一111 
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ば、、の語*^寺ヶやうにては3るやうも.や侍らむと、似つかはしく思ひ給へらる、」とて 
今少し聞ぇ出て給ふ。「宮の御畢をいとmしげに-3すがに恨みたるさまにはいひなしrは 

で、かの事又Sな1;と間きつけ給へ.らば、か^くなにすきずきしくもおぼ3れぬべし。aiに 
さてあ6け>^とも^らず顔に:1:過:^し侍6なむ」と啓し給へば「僧损の語6しにいと#恐 

し、.^し^〇ことにて耳も留めざうし乙とにZそ。宮はいか<か聞き給はむ。掛ぇむ方なか 

りける御|>のほどかな上間けば、ま-L1:聞^つけ給は1/乙をいと苦しかるべけれ。力、るす 
ぢこづけていとMくうき味のにのみ世に知られ給ひぬめれば、心憂くなむ」とのたまはす。 

いと:tき御心なれば必ずしもうちとけ世がたりにても人の忍びて啓しけむ乙とを漏ら3せ 
給iじなどあぼす。住むら1;山里はいづ.乙にかあらひ、いかにしてS.咬惡しからず尋ねよら 

J、贫都に逄ひて乙そは/2しか衣る有檫もliB含合せなどしてともかくも問ふべ力めれなど、 

唯乙の事を知きふし澄ず。月ごとQ八日位必ず'^きわざせ3せ給へば藥師佛によせ奉るに 

もてなtr給へる-^よf较け4。哀iやがて橫川Sはせむとおほ 
して、かのせうとのft率て—す〇その人々にはとみに知らせじ、有樣にぞ隨はむと—せ 

ど、うち見裟？.へちにも哀を名加へむとにやありけむ、—が—の人とは見つけなが 
ら怪し—まにか——人の中にて憂き事聞—けたらむ乙をいみじかるベけn 

と、よるづに道すがら公ぼしみしだれけるとや。• 



:■+夢浮靥■ 

山におliしまして例せさせ給ふやうに經佛など供鮝ぜ5せ/2まふ。またの日は^:におは 
したれば僧都驚きかし乙ま$聞ぇ給ふ。年比劣御いの6などにつけかたらひ給aけれど"こ 

とにSと親しき乙とはなかりけるを、Z.の^び一品宮の御心ちの程に5ぶら；3給へるに勝 
れ給へるげん物し給aけ$と見給aてょ$こょなうぶふとび給sて、今少し深き契6加へ 

給；5てければ、^%^もしう^はする殿のかく心ざとおはし^る乙と、名て3心ぎ聞免給 

ふ。御物語などこまやかicしておはすれば御ゆづけなど參6給ふ。少し人令先づま-ぬるに 
「小野のわ^6IC知6給へ各やど$や侍る」と問；3給へば「泛か侍う、Sと異やうなる所にな 

む。某が母なる朽尼の侍るを京^はかばかしきすみかも侍らぬうちにかくて|!||6.侍るあ；5 

だは、夜中曉にもあひとぶらはむと思a給へおきて侍る」など申し給ふ。「をのわた6にはた 
V近き乙ろほatで人おほう住み侍6けるを、今はいとかすかに乙をな$行くめれ1-などの 

*まひて、「今す乙し近うゐよ々て忍びやかにsとうき^る心ち珞し侍ゐ。又尋ね間えむに 
つけてはいかな6ける乙と1Cかと心得ずあぼされぬべき1C、か/2が^はくかられ侍れど、か 

の山里に患るべき人のかくろへて侍るやうに聞きしを、たしかにて乙をは、いかなるさま(C 

てなども漏らし聞えめなど思a給ふるほどに、御弟子にな-cnて忌む乙となど授け給ひてけ 

源氏物S夢浮描 11蔓 
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穴と—侍る1か、文た年—く親1L人なればtuに 
.に、かごとかくる人な—」1ふ0僧都、され1 又と^;—:^しこ 1(7)^^ 

.かし。かく專の—ふはfしくは—されfける人に乙—め^maf.yah 

ひなが—く忽にかたちをやつしけるてと、Kづ•ふれていらへ1む言"' a、t^~ 

3る。た」かにf給へるにt—めれ、かばから心得給ひてうか;^^W 
-ぁるベiとに—す、な空かtがsかくSにあsf•るへしfとtu/J 

^ぇて、「Sかな--けtとにか侍-^けひと乙の是—に怪し給ふる人の御こ 

一こやとて、がし乙Hf尼どもの抓瀬に願侍ぅて詣tかへりける路に、宇治の院と："ふ 
ける5、のあまのらぅけf いたくなむねづらふ^_ 

U人—ぅV來たむかば"ttむかatしに、文、つ怪し暴なひとさ、めきy親の 
Mこかへ-—ば3し—VIか—な^^し。—人—44へる— 

^ら§す於1はしければ、昔物1た——父のf ad 
んおでVi翁Kやとめづらしf侍名、弟子ばらの中—ものと u 

Pっの旅力のItにI病嘗—ifむっと^ 
給\しほどに、—人のあま委しくも見給へずなむ侍りし乙とのvlaf/びメ 

る—狗乙1など—のもの、欺—てたてまつらけるにやとなむうけ— 奴 
• :• 續 > — *--- 1' ■ - - 8 - - - - - : —II 



て泉に£)-て^■^.:v^*^>-*三月ばかゲ|^^-^人にてなむものし給びける^4なにがしが妹故從 
F!r1f;0-^:の方に1:恃0レが尼にな6て(#•るなむ、一人もち1:-恃yし女子を失CA-1:*後、月日は 

lぐへ.^-1:-*#办しかどVかなしaに堪ぺず欺きM:a-給べ^シに、おなじ年のぼど、なひ見ゆ 

:るA;のv/ivく‘かたちいとうるItしぐきょらなるヒ見IBで^りて、IIIE音の賜/ると喜CX思aて 

く^:;のA-ハだづ>b•になし窣«^-じとまどひいられ1:、なくなくいみじき事ど^:を申されしかば、 
故なむかの3か^-AJicみづからお6侍6て敗身など仕うまつyしにやうやうSき出で、人 

とな/)••給へ0けれど、猶乙のらうじた6けるもの.、身に離れぬ心地なむする。乙の.惡しき毛 

.)';vsまだけを遊れて後の世を思は0など悲しげにの給ふ事ど毛の侍*^しかば法師にては 
.すVめも申しつべき乙とに乙をはと1:誠にすけせし-め奉6てしに侍る。MR^ろしめすべ 

.1;乙と、はいか<:ivそら(C3と6恃らむW珍しき¥の5ま(CもあるV^1I^^6にも^№6« 

ベか.^じかど!1H乏もりてMし^るべき乙とにも乙をとTLOい人ども(0と如く113して、こ 

の月ごろおとなくて侍6つるになむ」と申し給へば、さて乙をあなれとほの穿、て、かくま 

•で毛と•ひ出で給へることなれど、ひげになき人と思CAは1:にし人を、さ植誠にあるにこぞは 
とおぼすほど#:の心地してあ3ましければ、つ > みもあへず涙cfn給a^lるを、猶僧都の 

耻かしげなるに•かぐまで見ゆべき事かは^思ひ返して，つれなくもてなし給へど、かく為ぼ 

.しける乙とを2.の此にはなき人と同じやうになし^る^と、あやまち^たる心地して、罪 
.•深ければ「怒じき7pのに^05;•せT/b:れ給ひけむ毛'さるべき3きの世の契な恐ふR^かき 

-1^ Tr2七 

fr 



家の乙に乙そものし給ひけめ。いかなるあやまちにてかくまではふれ給ひけ.むにか」と問ひ 
巾し給へば「なまわかんとほなどいふべきすぢにやあ6けむ。乙、に劣もとよ6心ざと 

驳认し乙と1Cも俘らデ、物ぼ^なくて見つけをめては侍6しかど、又いとかくまで為ち^义 
るvききはとは思a給へざ6しを、珍らかに跡もなく消え矢そにしかば、身^なげたるにや 

などさtざまに疑ひおほくて、たしかなる事は免き、侍らざ$つるになむ。罪か/>めて物す 
なI尤、いとよしと心やすくな1;みづからは思CA給へならぬるを、は、なる人なl;v'みじく 

戀a悲しぶなるを、かくなむ聞き出で^るとつげ泛らせまほしく侍れど、月比かく 3せ給CA 

けるまs違ふやう(C物さわがしくや恃らIT。親子の中の思ひ*えず、かなしびにたへでとぶ 
らひ物しなどし侍-csな〇かし」などの^1wa1:「r&ていとびんなき去るベとは^ぼすとも、 

かの5かもとUあ6給へ。かばか$聞きてなのめに思a過すべくは恃らざ6し人なるを、夢 

のやうなる事どもを今だk語6合せむとなむ、思a給ふる」との^まふ氣色いと哀と思ひ給 
へAば、か^ちをかへ10:を背きにきとおぼえ^れど、かみaげをを6^2る法師だにあやしき 

Vじは失せぬもあな$、まして女の御身といふものはいか<あら1/、いとほしう罪えぬべきわ 
ざにもあるべきかなと味氣なく心みだれぬ。「罷6お6むと今日明日5は6恃$。月たちて 

の程に御せうを乙k中させ像らひ」と中し給ふ。いと心もとなけれどなほなほとうちつけに 
いられひも5まあしければ「さらば」とてかへ$給ふ。かのせうとの童御供にゐてあはし穴 

6け^NorJとはらからどもよ$はか^ちも淸げなるを呼び出で給aて「乙れなむその人の近 



.•きゆかみなるをどれをかつ.かつ名-0せむ.〇御文^とくだ$穴まへ。その人とはなく V、唯.尋 
:ね開ゆみ人^む、ある'とばか^:の心を手bせ給.へ」との給べば「衣にがし乙の去るべにて^ 

•乏侍ヶなむ。乙との^6-3'^は委しべ;^^\中しつ。今は»i御みづからたちJらせ給ひ1:ある 
•ベ•からむCと！^物せさせ給はひに、何の咎か侍らむ」と申し給へば、うちわらひて「罪ぇぬ 

kぎ先るベと思aなし給ふらlr乙士はづかしけれ。乙、には俗のかたちにて、今まで過rず 
>.な：ひいとわや^^。/いわげな^-^しょ卜思ふ怒ふかく侍るヒ、三條の宫の^ぼをげにたのも 

1しげなき身；Sとつを4すがitおぼしたるが、56が^きほだし((:赍1俾6-1:か人づらひ恃 

ガつるほどlt^のづから位な^いふ乙とも*.か.くなう、身のおきても心にかなCAがたくな 
，どして、mひなが>b過ぎ侍るに.は、又免さらぬ乙と•も數のみをaつ、すrせどおほやけわた 

ぐしに遊れ難きCと，につけて-Z1-そさも恃らめ。Sらでは佛の制し給ふ方の乙とを僅にもき 
| V及ばむこ上は、sかVあや^:たじとつ、しみて、心の5ちは聖に劣6侍らぬものを、まし 

•てSとはかなさ乙とRつけてしネ重き罪うベ3乙とは、衣どてか思^給へl;、3iにある兮じ 
.き2に侍る0疑；5.おぼすまじ。^V Sと.ほしき親の思ひなどを聞さあきらめ伶らむばからな 

ひ婊しう心やすかるべきJなど、昔ょう深からし方の心おきてかた6給ふ。僧都もげ(Cとう 

なづきていとたふとき乙となど聞ぇ給ふ程に•日も茲れぬれば中やど；^もSと-Iか6ぬべけ.- 
•れど、うはの空にて物し*らむ乙を猶びんなかる.ベけれと思ひわづらひて歸り給ふに"Cの 

:せうとの童を、僧都めと^•めてほめ給ふ。7れにつけて「まづほのめかし給へ」と聞ぇ給へば、j 
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文か笔とらせ給ふ。「時冷は山に—して——へよ。すXIやうには—すまじ 

きfもあぅけととうち語ら猛ふ。乙の子は心もぇねど文となて御供にいづ。坂本にな 
li、r御前の人々す乙したちあがれ•で忍びやかにを」などのたまふ。小野にはいと深く患げ 

yこる舒篮の山に向CAてまぎる、乙とな•くや会みづのほ^るばか办を昔覺ゆるなく 3めに 

てながめ給へるに、例のはるかに見やらる、谷の軒端よ6、sき心乙とにおひていとあほう 
ともし/a.る火ののどかならぬ光を見るとて尼君達もはしに出で居た$。「たがおはしますに 

かあらむ、御前などSど多く乙そ見ゆれ。ひるあなたにひきぼし奉れたりつる返事に大將殿 
およしましv御あるじの乙とにはかにするを、いとよき祈と乙を^^つれ。大將殿とは乙の 

女一一の宮の御をとミや&はしつらむ」などいiいと—世とほく田舍びに—や。誠に 
さにやあらむ、時々かVる山路心けあはせし^いとまるか隨身の鄧ネうちつけにまじ 

ヶて間ゆ0月日のすぎ行くま、に昔の乙とかく思ひ忘れぬも令はなに、すべき乙とぞと心 
うザユ阿彌陀佛(C思WまぎらはしていとV物もいはで居たAorpに通ふ人のみなむ乙 

のわ々ゲこlii£きたよ6なうける。かの殿は乙の子をやがてやらむとあぼしけれど、人め多 

くてびんなければ殿に歸$給ひて又の日珠更にぞいだした1:給ふ。むつましくおぼす人の 
乙とごとしからS—人ばかI くゲにて、むかしも常に遺はし、隨身をへ給へ"。人きか 

¢金に呼：び寄せ給ひて「あ乙がうせにし妹の顔はあ—ゆや。今は世になき人と思ひはてにし 
を、\pとy2じかにtをネの;U給ふなれ。練き人itはきかそじと思ふを、いきて尋ねば」に 



ばまだしぎにいふな。なかなか糠きさねがITほどk、^るまじき人も^りなIT。をの親の御 
思ひのSとほし3IC乙をかくも尋ぬれ」とま•たきにSと口が/2め給ふを、をSなき心地にも 

ばらがらはあほかれど、この君のがたちをば似るものなしと思a泛みたりしに、うせ給aic 

け公と問きて、いと悲しと思CAわたるにかぐのたまへば、いとうれしきにも淚の落つるを耻 

かしと思aてまぎら(1しR「を、」と荒らかに聞.えゐ为6。かしZにはまだつとめて僧都の 
御許よう「よべ大將殿の御使Rてこ君やまうで給へ6し。Z.と0乙、^うけ給りしに、あぢ 

きなく歸$1:おくし侍$てなむと、姬君ic開え給ぺ。みづがらna交さすべき乙とネ多かIIど 
今日明日すぐしてSぶらふべし」と書き給へAoinは何事ぞと尼君驚きてこな/2へもてわ 

た$てみせ^k給へば、おもてうち赤みて物の間えあるにやと苦しう物がくし急けると恨 
みられむを思ひつCくるに、$らへむ方なくて居給べるに「猶の給はせよ、心うくおぼし隔 

つるZ.と」といみじく恨みて乙との心を知らねばあ；Q^eしきtで思a居たるほどに「山よ 

$僧都の御せうを乙にて參グ人なIfある」といひ入れ/2$。怪しけれど「乙れ乙をは、さ 
はたしかなる御せ7を乙ならめ」とて「乙な^に」といはせ'/2れば、Sと淸げに基なやなるt 

のえならずrc.うぞき^るぞ步みきたる。心らうだSし出て/2れば、簾垂のもとtcついゐて、 
「かやうにてはroぶらふまじくてそは、僧都はの^ま；3しか」といへば、尼君ぞSらへなどし 

給ふ。文と办入れて見れば「入道の姬君の御方に、山よ6」とて名#き給へ3。あらじなどあ 
らがふべきやうもなし。、Sとはし/2なく覺えてSよSよ奥の方に引き入られて入に顔も見 
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しゃ—しくf fa。御志深tけ—中—集罕—しゃ、14f中;;^ 
し合へ•る乙と、かへらて—のせめ添ふべ暴な.る1む、承备—へる^^、rせ气 
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ぼしなすらIfが苦し.3に物^v>はれで^ひ。あさましかヶけ1;あ6さ爻は珍らかなる2と| 

V見給；5てけひを、さ-CJUSO:しZ1V/)もうせたまじひなどいふらむものもあらぬr&tにな 
-^，に.ける(Cやあらむ。5か(.2:^;5かに劣過ぎにし方の乙とを我れながら31にぇ51-^ぇ思ひ 

出Vねに、きのかみ、とかあろしAの世の物語すめ办し中Rなむ、見しあ^りの乙とにやとif 

のかに思；5出でらるV-NJとある心ちせし。その後とざまかうざ^に思ひ績くれど更にはか 
ばかしぐも迸t;ぬに，、唯一人物し給aし人のSかでかと%.ろかならず思ひため6しを、まだ 

やiii:(t^ばずらひ.とそればかyなV心にはなれ♦す悲しき折令侍るに、今日見れば乙のfcの 
顔はちaさぐ1:見し^ちするにもいと忍びが^けれど、今さらにか、る人icもあ6とば.知 

られV、止みなむとなむ思ひ侍る。かの人若じ世に物し給はぐもれ『人にな1>.たいめ/1そ爻 
ほじ-くmび#る。/〇のfr都のの^戈へる人などに|151にぢ'().:と表られ^らじとこを恩；5俘 

れ〇か兮ベ<6iが乙となむけ6と問iなし1:ネてかへし給べJとのた噠べば"「いとか^v>乙 
どかな。僧都の御心ばaじ6とsふ中に名あ^$ぐまなく物し鈴へば、まSRの乙sては卵 

ぇ給ひ^むや。後，にかくれあらし？なのめに輕々し%*」御程にもおはしまさず」などいひ5わ 
ぎて「此に知らず心强く公ばし^す乙と?:」と皆v>ひ合せて母屋のきはに儿帳たて、入れ^ 

ゲ。この子もさ(tlIHきつれど”幼げればふとい6Aよらひも〇Sまし^れどr^だ侍る御丈い 
がでた1::まつ^ぴ。厝郤の御奏るべに.は 

め比1:..•いへば「•も >や、おな•うづくし」などいひて「御丈御覽ずべ」％又^^ば | 
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拉風わ^らaね。「いか聞えひ」などせめられて「心ちのかき亂るやうにし侍るほどため>bI 

aて今聞えひ。昔の乙と思a出つれど更に聞ゆるZ.となく、あやしういかな6ける夢にかと 
のみ心も得ずなひ。少し患づま$てや乙の御文なども見知らる、乙ともあらひ。今日は猶も 

てまゐ$給ひね。所違へにもあらむにsとか/2はらsたかるべし」とてひろげながら尼君に 
さしや6給へれば「Sと見苦しき御乙とかな。あけしからぬは、見舉る人も罪さ6所な 

かるべし」攻どsCAro^CT^、いとう^113きにく、^^れば、Mも^き人れて队し給へbofe 

るしど乙の君に物語少し聞兗て「名の、け^ておはすらむ。例の3まに見え給ふ折なくなや 
みわたら給ひて御かたちも/〇とRな$給へるを、尋ねI1Bえ給ふ人あらばsとわづらはしか 

るべき御^と見奉-^歎き侍6しも^るく、かくいとあはれに心苦しき御事どもの侍6ける 

を、今なひSとか^じけなく思ひ恃る。日比も心地うちはへなや嗦せ給ふめるを"いとVか 
、る^どネにあぼし亂る、icや•常ょ^V.P物费之させ給はぬさまにてなひ，一と問ゆ。所に〇 

けてをかしきあるじなど^たれど幼き心ちばを乙ばかとなくfeわてたるV0ちして【わざと 

奉れSせ給へる泛るしに、何亊をかは聞え3せむとすらむ。唯一言をの/2爻はせょかし」な 

どいへば「げに」などいひて、かくなひとうつし語れども物もの給はねばかひなくて、「唯か 
く赀束なき御有樣bIIflえさぜ給ふべきなめ办。雲の遙にへだ、らぬほど一にも侍るめるを"山 

虱ふくとも又も必ず立ち寄らせ給；Sなびかし」とSへば、すVろにゐぐらさむもあやしかる 
JV.へけnばかべ-c>なむとす。人^れずゆかしき御あ^NSまをもえ見ずな^^ぬるを、^:束なく 口 
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